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　その昔、月の裏側には異世界への入り口があると言われていた。

　地球から月の裏側を見ることは叶かなわず、そんな夢を見ることも可能だったのだ。

　道の先、海の果て、大地の底。

　この世にはたくさんの、誰も見たことのない場所があり、多くの想像を搔かきたててきた。

　そして、誰かが必ず、その誰も見たことのない景色を見てきたのだ。

　自分もそうしてみたい、と思ったのは自然なことだったろう。

　すでに誰かが見たことのある景色ではなく、まだ誰も見たことのない景色を見てみたかった。

　自分が生まれてきたことに意味があるのだとしたら、まさしくそのためだと思った。

　以来、目に映る物全てが手段となった。未踏の地に自分の足跡を残すという自分の夢を叶えるための、手段になったのだ。

　ぐずぐずしてはいられない。

　そんなことをしていれば、また誰かに足跡を残されてしまう。

　速く。速く。もっと速く。

　人類は増え続け、時間は無む慈じ悲ひに流れていく。

　その先頭に立つことができるのは本当に一握りの存在だけ。

　先頭に立った時、なにが見えるのかと考えない日はない。

　見慣れた場所も、辟へき易えきする常識も、つまらない過去もない、まっさらな大地。

　自分の一挙手一投足が歴史になる、そんな最前線。

　月面の「静かの海」には、人類で最初に月に立った人物の足跡が、今もそのまま残されている。

　それは多くのことを物語っていた。

　一メートルにも満たない、砂に残された跡。

　しかし震えるほど、格かつ好こういい足跡だった。
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　ぷん、という虫の羽音に似た音とともに、多目的携けい帯たい端たん末まつの電源が入った。

　ディスプレイが帯電する独特の音がする頃には、俺の目ははっきり覚めている。

　しかし、一晩中椅子の上にうずくまり、荷物を一切合財詰め込んだ鞄かばんを抱えながら眠っていたせいで、体をすぐに動かすことはできない。体中が凝り固まっていて、不用意に動かせばぼきんと折れてしまいそうだった。

　それでも、目を覚ましてこの窮きゆう屈くつな姿勢から少しずつ体を伸ばしていく感覚は、たまらなく好きだった。自分は生きているという気がして、今日も目覚めたとはっきり実感できる。自分の手を自分の意志で動かし、自分の足を自分の意志で動かしていると確認できるのだ。

　誰かに生かされているのではなくて、自分で望んでここにいて、こんなことをしているのだという確信は誇らしいことであり、家を出るまでは味わえなかったことだ。

　俺は汚れたカップに残った偽コーヒーをすすり、まずさとカフェインで脳みそをノックする。

　ついでに食べかけのチョコバーを乱暴に口に詰め込めば、それで終わりだ。これで、思考に必要なブドウ糖を確保できる。

　不ふ愉ゆ快かいなほどに甘いそれを飲み下す頃には、端末が立ち上がっている。

　頭もしゃきっとしてきて、小型の携帯メモリや幾ばくかの現金があるかを確認し、寝ている間に盗まれていないことを確かめる。

　昨晩も無事乗り越えたらしい。

　家出をして三ヶ月と十二日目になっても、この瞬間だけはほっと安あん堵どのため息をつく。

　しかし、俺は今日もまた生き延びて、金を稼がなければならない。

　端末では、ようこそ、と愛想だけは良いログイン画面が立ち上がっている。その先には、数あま多たの人間の夢を飲み込み、たくさんの人間の希望を打ち砕いてきた世界が待っている。

　株かぶ式しき市し場じよう。

　何百年も前から、人の強欲が渦うず巻き続けている火山口だった。

　俺はそこに飛び込むため、躊ちゆう躇ちよなく手を伸ばし、ログインボタンを押した。

　その瞬間、時速三百キロメートルの電車に飛び乗ったかのように体が引っ張られ、視界が一気に加速する。たちまち膨大な量の情報が溢あふれだし、視界と認知機能が埋め尽くされる。

　欧おう州しゆう市場は弱含み、続く米国市場は雇こ用よう統とう計けいを控え様子見ムード。リング・テック第一四半期決けつ算さん下か方ほう修しゆう正せい。南米通貨建て大おお型がた債さい券けん起き債さいは順調にこなされた模様。エメラルドインダストリーが受注談だん合ごうに絡む疑いで捜査の可能性。ＦＲＢ理事がインフレについて言及。シュバイツェルインベストメントに最年少の女性執しつ行こう役やく員いん誕たん生じよう。ＷＴＩと北海ブレントに不可解な価格差。ＶＩＸから相そう場ばの強気は本物か……。

　ほとんどが無意味な雑音だが、荒れ狂う暴風の中には、きらりと光る金の鍵が存在する。

　俺が見つけたのは、イギリスかどこかに本社がある企業だ。

　イギリスなんて行ったこともないが、その会社にまつわることはなんだって知っている。経営の天才と称された創業者が病気で引退したその年に、ライバルの新製品で市場シェアを奪われ、そのことで焦ったのか誇こ張ちよう気味の広告を打って公こう正せい取とり引ひき委員会から注意が入り、関連事業のテコ入れのため大規模に投資した大型工場には、新たな環境規制がかけられると報告されているような、泣きっ面に蜂を地でいく不運な会社だった。

　ネットでは、これで新社長が羊との同どう衾きんをスクープされれば完璧だ、とあった。

　別に羊と愛し合っていても優秀な経営者であることは可能だろうが、イメージは大事だ。

　特に、このなにも確かなことがない世界では、なおさらかもしれない。

　お先真っ暗なその会社は、現地時間の午後二時きっかりに決算を発表するらしい。

　どう考えても楽しいイベントになりはしないが、イギリス紳士が笑うのはブラックジョークが決まった時だけなので、記者会見の場は笑いに包まれるかもしれない、とも報じられていた。

　現在、現地時間の午後一時三十分。こちらでは午前の八時五十五分になる。

　俺が注視しているのは、ヨーロッパ市場ではなく、こちらの市場だった。

　世界中に株式市場がある中、一つの会社がいくつもの市場に跨またがって株式を公開することがある。理由は色々あるが、可能な限りたくさんの人間に株を買ってもらいたい、という単純なところに落ち着くだろう。

　その意味で、今、俺が注視している市場こそが、世界最大の金融マーケットであり、件くだんの企業もお膝ひざ元もとの市場動向より、こっちの市場の反応を気にしているはずだった。

　地球人が太古の昔より見上げ、その魔術的な魅力に畏おそれと憧れを抱いていた、ここ。

　地球を見下ろす黄金の月面に人類が進出し、十六年が経たった。全く新しく作られた月面都市には、足を引っ張るばかりの歴史もしがらみもなく、重力すらも低く、成功を追いかける人々の理り想そう郷きようになった。

　ここは、人類の最前線。

　月面都市があっという間に世界最大の金きん融ゆうマーケットになったのも、ある種の必然だろう。

　なぜなら、投資こそが、世界で一番、手っ取り早く儲もうけられる方法なのだから。

　月面都市の株かぶ式しき市し場じようは午前九時からなので、もう数分で大金が飛び交う狂乱の騒ぎが開始される。ツールに表示されるニュース類も怒ど涛とうの勢いで増えていく。ニュースの量そのものが市場の動向を左右することもあるので、俺は秒間のニュースの数を検出するツールも使っている。毎秒十二件。それが十三件に上がり、十六件になった。

　主要なメディアのニュースだけを濾こしとって眺め、同時にツールに登録してある三百七十二の企業の株価画面を、フラッシュのように入れ替えて確認していく。まだ市場は開いていないのだが、どれだけの注文が集まっているかを見るのはとても重要な行為だ。時折、間抜けな会社のトレーダーが太い指で注文数を押し間違えて、爆安で株が売られたりすることがあるからだ。

　月面証しよう券けん取とり引ひき市場全体では四千余りの企業の株が登録されていて、取引時間中にはとてもそのすべてをチェック仕切れない。どうしても限定せざるを得ないが、そのせいでチャンスを逃しているのではないか、という強迫観念に駆られるため、死に物狂いで株価画面を切り替えていく。

　見るべき情報があまりに多すぎて頭がおかしくなりそうだが、本当は、難しく考える必要なんてない。

　ここでなされるのは究極のところ、数字の上下を言い当てるというだけのゲームなのだから。

　数年先、数ヶ月先、数日、いや、たった数分先のことでいい。

　株価の上下を言い当てられれば、たちまち大金を稼ぐことができる。

　だが、それが難しかった。

　本当に、難しかった。

「……始まったか」

　それまでじっとしていた画面上の数字が、突然慌ただしく動き始める。午前九時になり、世界最大の月面証券取とり引ひき所じよが開かれたのだ。

　売りと買いが交錯し、一分、二分、と経てば、その時点で全財産を失う奴やつや、一生かかっても使いきれない大金を手にした奴らが出てくるだろう。

　俺は仮想キーボードのショートカットキーを連打して、片時も休まず市場全体を見て回る。十件のニュースのタイトルを読んだら件くだんのお先真っ暗企業に戻り、すぐに別の会社の株価を八件開いて異常な値動きがないかチェックして、また戻る。その繰り返しだ。

　件くだんの会社はおそらく創業以来最悪の決算発表になる。株価はここ数ヶ月下がりっぱなしで、先日、先々日はがくっと下げていた。

　株というものは、その会社の未来の利益への請せい求きゆう権けんと定義されることがある。未来が真っ暗ならば、誰もそんなチケットは欲しがらず、誰も欲しがらない物の値段は下がる。

　ちなみにその会社の株価は、２３２、という数字で表現されている。もしかしたらその数字にはとても大事な意味があったのかもしれないが、市場では誰もそんなことは覚えていない。

　ここではただの目印以外に、なんの意味も持っていないのだ。

　自分の予想した数字より大きいのか小さいのか。

　究極的に、俺たちが気にするのは、たったそれだけだった。

「２２９……？　２２８か……」

　人によってはひきつけを起こしかねないくらいめまぐるしく画面を切り替え続けていた俺は、ちらりと垣かい間ま見えた数字を呟つぶやいた。

　最悪の決算に向けてのカウントが減るように、株価もずるずると下がっていく。

　事前の市場予測では、前年度比30％の売り上げ減と、五年分の利益に匹敵する赤字ということだった。株価が上がる理由なんてどこにもない。

　だが、俺はキーを叩たたき、取引画面のボックスに数字を打ち込んでいた。そこに書かれる数字が、運命の女神の持つ価格表と一致した時、人は莫ばく大だいな富を手にすることができる。そう考えると、こんな数十ピクセルのボックスに詰まっている人間の運命というものは、なんと儚はかないのだろうと思うことがある。

　ここに自分の祈りを書き込み、送信ボタンを押すと、市場ネットワークの神様が抽選して、当たりか外れかを教えてくれる。馬鹿げたことだと思う。

　けれど、世の中の大半が狂っているし、ここは月面だ。

　地球の人々は、月は人を狂わせる、と信じていた。

「２２６」

　切り替わり続ける画面の中で、俺はふと手を止め、取引画面の価格ボックスにその数字を打ち込んだ。売り、ではない。株価が下がり続ける株を、買おうとしていた。

　時刻は午前九時二十分を回ったところ。決算発表まで残すところ数分だ。

　俺は相変わらず画面を切り替え続け、片時も休まず情報を収集しながら、深呼吸をする。緊張するな、と自分に言い聞かせる。

　投資は感情に揺さぶられると、それだけ負けることが統計的にわかっている。なんとなれば、ひどい鬱うつ状態の患者群のほうが取引で一いつ喜き一いち憂ゆうしないので、戦略にぶれがでず、トータルの取引成績が良かった、という実験結果もあるくらいだ。

　時速五百kmで画面を切り替えるのをやめた俺は、一つの画面を見据えていた。

　決算発表まで二分。株価は２２７で張り付いている。

　株かぶ取とり引ひきは、果物市し場じようでの取引と変わらない。売りに出されている林りん檎ごに値段がつけられている一方、林檎を買いたいと望む者たちもその買値を提示して待っている。見事売りと買いの値段が一致すれば、取引完了だ。

　だが、ここで俺が２２７で買いを出せば、２２６で買うよりも０．５％儲もうけが小さくなる。

　しかも、株価がこの先も下がり続けるかもしれないとなれば、わずかでも低い値で買うことは損を最小限に抑えることにもなる。

　売り手は、買えよ、と罵り、買い手は、売れよ、と歯ぎしりする。

　決算発表まで一分を切った。

　俺は、もう無理だと思い、買い注文の値段を書き換える。２２７。

　だが、その瞬間だ。画面にラグが生じたかと思うと、買い注文と売り注文の数字がごそりと動く。誰かが大きな買いを入れていた。棚の上から林檎が一掃される。

　２２８。２２９。株価が上がっていく。多分、記者会見場にいた誰かが、電子配信される前に結果を聞いて、取引に動いたのだ。株の取引会社の中には、ニュース配信会社からレーザーを直接照しよう射しやしてもらって情報を受け取るところもあると聞く。光回線よりも０．２秒速いのだというが、その０．２秒が命運を分ける。

　狂気では負けなくてもそんな設備に資金を投じられない俺のような立場の人間は、ニュース速報欄に企業決算の短信が出るのを待つしかない。しかし、趨すう勢せいは明らかだ。俺は買い価格を２３１にするが、株価はめまぐるしく動き、２３２。

　価格をさらに修正し、２３３で買い注文を出すが、証券会社の免めん責せき条じよう項こうを記した確認画面が出るそのわずかな処理の合間に、すでに２３４。

　ニューステロップに企業名が出て、数字が出た。

　前年比27％の売り上げ減、そして、数々の特別損失で滅多打ちにされ、過去四年分の利益をすべて吹き飛ばす莫ばく大だいな赤字。

　だが、市場予測より一年分ましだった。

　その瞬間だ。

「あっ」

　俺の呟つぶやきをあざ笑うかのように、数字が飛んだ。

　世界中でこの取引を見守っていたトレーダーが、鮫さめのように群がった。

　数字はとっくに２４２になり、あっという間に２４５になった。価格はまだ上がる。

　大幅な売り上げ減と、記録的な赤字が発表された直後に株価が暴ぼう騰とうし、ここ数日の下げをすべて埋めあわせてしまった。この株を売ろうとしていた初心者は、なぜ？　と目を点にしていることだろう。株の世界ではままあるが、悪いことがあまりにも重なり続けると、これ以上悪くなりようがない、という反転場面が必ず来る。その、典型例だった。

　俺はその典型例を的確に予測することができたが、その速度と、反転するタイミングを見誤った。株かぶ価かは俺の後悔など追いつかないくらいの速度で上がり続け、買ってもいいと思う値段をとっくに超えていた。そして、時間は巻き戻らない。

　２５１。

　けちけちせずに２２７で買っていれば、10％の儲もうけになっているはずだった。

　ほんのわずかの時間、たった０．５％に迷っていたせいで、10％を逃した。

　10％！

　俺の全財産は、月面で流通する貨か幣へい単位で七万ムールある。小売業の誰にでもできるアルバイト店員の時給が、七ムールから八ムール。もしも10％の利益を取れていたら、社会の底を支えるアルバイトが千時間働いてようやく稼げる金額を、わずか数分で、額に汗せず、嫌な客に頭も下げず、律りち儀ぎに出勤もせず、手に入れられるはずだった。

　だが、その利益をほんのわずかな差で逃す。

　予測は当たっていたのに、そのタイミングによって。

「……くそ！」

　俺は天井を仰ぎ、額に浮いた脂あぶら汗あせを拭い、椅子の上でずるずると腰を落とした。

　俺の買い注文は、空むなしく２３５で出されている。価格は２５２になっているので、買えるわけもない。

「……なんだよ、それ」

　吐き捨てるように呟つぶやくが、これで自や棄けになって無理に取引をするような初心者の時期は、とっくに過ぎた。負けた時に闇やみ雲くもに手を出しても負けがかさむだけ、とはっきり学んでいる。

　なので、俺は深呼吸をして携けい帯たい端たん末まつを閉じると、頭を冷やすために椅子から立ち上がったのだった。







　俺が投とう宿しゆくしているのは、ぼろビルが立ち並ぶ区画の、安っぽいネットカフェだった。

　名前はビッグ・ブル・カフェと豪気だが、どこか別の店が提供する無線通信域に、中ちゆう継けい器きを勝手につなげて室内に引き込んでいるろくでもない店で、客層も大たい概がいろくでもない。どこのブースも長期滞在者の巣で、間仕切りにはタオルがかけられていたり、スリッパが置かれていたりと、自宅気分だ。

「おう、坊主、いい朝だな」

　いつもと変わらぬ店内風景の中、顔を洗いに洗面所に向かう途中、汚い身なりの店員に声をかけられた。緑色のアフロヘアーがあまりにも目立つ、長身瘦そう軀くの男だった。

　携帯ゲーム機をいじくってはいるが、気さくな店員というよりも、声をかけることで監視しているということを強調したいのだろう。正規の出入り口はカウンターの横にしかなく、側そばの壁には「料金踏み倒しお断り」と書かれている。どぶ川の中に作った生いけ簀すのような場所でも、料金はきっちり取ろうというのだ。

　もっとも、寝るスペースと水が使えるのはありがたい。それに、年齢でどうのこうのうるさいことを言われず、金さえ払えばどうにでもなる、というので重ちよう宝ほうな場所だった。

　家出をして困ったのは、とにかく眠る場所だ。俺には多少の金がありつつも、見た目だけは変えられない。

「いい朝ってのはなにかの嫌いやみか、地球野郎」

　言葉を返すと、店員は顔を歪ゆがめて笑う。

「ははん？　本物の朝を知らないってのは不幸だな。ここじゃあ天気すらプログラムだ」

　店員は暢のん気きに言って、視線をゲーム画面に戻す。

　地球から来たらしいが、単純労働力としてやってきて、あっさり首を切られるかなんかしてここに流れ着いた落らく伍ご者だろう。このカフェがあるような区画には、遠心力で吹き溜だまるゴミのように、こういう連中が集まってくる。

「なら地球に帰れよ」

　俺が言うと、店員はちらりと視線だけをこちらに向けて、皮肉げに笑った。

「下よりこっちのがまだましだからな」

　そして、店員はこう言った。

「月野郎」

　俺は返事をせず、洗面所に向かう。

　俺の名は川かわ浦うらヨシハル。

　生まれも育ちも月面都市の、正しよう真しん正しよう銘めい月野郎だ。

　顔を洗ってさっぱりすると、俺は自分のブースに戻り、再び端末にかじりつく。

　月面証しよう券けん取とり引ひき所じよの、取引画面。

　どれだけ失敗を重ねようとも、俺が金を稼ぐにはここしかないのだ。

　この、月面のように荒涼とした、数字だけが踊り狂う、無味乾燥な世界で。

「汗水たらさず、金持ちになってやる」

　地道に稼いでいる暇など、俺には存在しないのだから。

　俺はもっともっと金を稼いで、月面都市の中心部に住むのだと決めている。死ぬほど頭のいい連中が大挙して集まって、この世の富の七割を独占しているといわれる場所。そこで思い切りいい暮らしをするのも悪くないが、俺の目的は、あくまでもそこから始まる。人類の富が積み上げられた、地球から遠く離れた、この都市の最先端から。

　俺は自分を鼓こ舞ぶするため、成功した自分の姿を思い浮かべながら取引を再開した。脳を興奮させる信号のように点滅する数字を見つめ、並行して夢想を爆発させていた頭は、あっという間に木星まですっ飛んだ。アドレナリンで視野が狭まり、血管が収縮し、息が浅く、速くなる。苦しいような心地よさに、口こう角かくが上がり、犬けん歯しがむき出しになっているのがわかる。さっきの失敗も忘れ、取り憑つかれたように取引を繰り返していた。だから、しばらくそのことに気がつかなかった。ようやく気がついたのは、頭を殴られてからだった。

「おい、坊主」

　振り向くと、ブースの扉を開けてあの店員が立っていた。

「なんだよ、忙しいんだっ」

　お前のくだらない顔を見ているその時間で、お前の百時間分の賃金を逃すかもしれないんだぞ、と睨にらみつけると、瘦やせぎすのトロンとした目つきの店員は、やれやれとため息をついた。

「ほう。そんなこと言うのか？　警察が見回りに来るぞって教えて──」

　店員がすべてを言い終わる前に、俺は端たん末まつを鞄かばんに突っ込んでいた。

「あ、おい」

　押しのけてブースから出ようとする俺の肩を、店員が摑つかむ。細いけれども節くれだっていて、大人を思わせる力強さがある。それでも、俺はこういう時のためにいつも、上着の胸ポケットに決まった金額を入れている。月面ではほとんど使われない、時代遅れの現物の紙幣だが、緊急時には役に立つ。

　大好きなマフィア映画では、そういう札のことを、天使への名刺と呼んでいた。

　俺はそれを摑んで、押しつける。

「釣りは取っとけ」

　帽子をかぶり、鞄を背負い、狭い廊下を走りぬけていく。ブースの中でなにをしているのか、警官に職務質問されたらもごもご言葉を濁にごしそうな連中が、捕り物かとブースの仕切りから顔をのぞかせて、ごそごそと荷物をまとめていた。

　汚いカウンター脇を抜けて、さらに汚い店舗の外に出る。はげまくったペンキと錆さびた鉄が、ただでさえ狭苦しい造りのビルを余計に狭苦しく感じさせる。俺は廊下を外に向かって一直線に走る。突き当たりが階段の踊り場になっているが、最後まで速度を落とさない。どう足あ搔がいても曲がりきれる速度ではない。そして、踊り場に足を踏み入れた直後、床を蹴った。

　高々とジャンプして、コンクリート製の柵を越え、俺の体はビルの外に飛び出した。カフェはビルの五階にあったから、下を見るとなかなかの景色だ。俺はそのまま反対側のビルの壁に飛びついて、さらに壁を蹴って元いたビルの壁面を目指す。壁面を這はっているパイプを足の裏が捕らえたら、思い切り上を目指して飛び上がった。

　人間の遺伝子は何百万年もかけて地球用にチューンされているので、負ふ荷かトレーニングを欠かさなければ、重力の低い月ではこのくらいの芸当が誰にでもできる。

　できないのは、日々のトレーニングを欠かさないというところだ。

　壁から壁へと飛びぬけて、一気に隣のビルの、十四階の屋上まで飛び上がる。

　さすがに息が上がるが、ちらりと階下を見下ろせば、二人組の青い制服を着た警官が、面倒臭そうに警棒で肩を叩たたきながら階段を上っているのが見えた。
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　あの店員には度々多めの支払いをして、便べん宜ぎを図ってもらっている。今頃、支払いを精算して余った金を使い、鼻歌交じりに店のビールを開けているはずだった。

　俺はいったん鞄かばんを開き、端たん末まつ画面を覗のぞく。取引最中に逃げだしたので、ポジションがそのままになっている。この辺りにまでならぎりぎり無線通信がきているはずだったので、確認しなければならない。運良く上がってくれていれば問題ないのだが、こういう時は大抵──

「うぜえ」

　俺はがっくりうなだれてから、損が出ているポジションをすべて手じまった。

　朝一番の取引では儲もうけを取り逃すし、散々だ。

「……また今日も、儲けらんないのか……？」

　俺は電源の落ちた端末を鞄にしまい、給きゆう水すい塔とうの脇で寝転んだ。

　家を出て三ヶ月と十二日。

　俺は初めて、取引の儲けが伸び悩んでいた。







　この世で金持ちになる方法はいくつかある。

　金持ちのもとに生まれるか、会社を興して大成功させるか、あるいは、大成功する会社を言い当てるかだ。

　俺の実家はどう言い繕つくろっても金持ちではなく、会社を興して世界有数の金持ちになるには何年かかるかわからないし、そもそもなにをしたらいいのかがまったくわからない。だが、最後の方法である、俗に投資と呼ばれる行為だけは違う。ルールが恐ろしくシンプルなのだ。

　この投資の世界で、全知全能の神の次に成功したと言われる伝説の投資家が、そのルールを二つに絞り込んでくれた。




　一つ、損をしないこと。

　二つ、一つ目のルールを絶対に忘れないこと。




　しかも、取引に参加するには年齢制限も、資格も必要なく、人種も、性別も、学歴だって関係ない。わずかの種銭とネット回線、それに度胸がありさえすればいい。たったそれだけで、規模は劣るものの、業界最大の企業とほぼ同じ取引ができる。そんな業界、ここにしかない。

　そして、最も重要なことが、この世界で最も成功した人物こそ、人類で最も富を手にした少なくとも上位三人には入れるということだった。

　現在の世界金持ちランキングの三位までは、人類のあらゆる活動を根底から支えるソフトウェアを開発した会社の創業者か、複数にまたがる新しん興こう国こくの経済をまるごと独占しているどう贔ひい屓き目に見てもマフィアの大ボスか、件くだんの伝説の投資家の三人で長い間独占している。トップの額は現状八百億ムールあたりで、五年後には初の一千億ムールに到達するのではと言われている。

　平均的な月面の勤め人の生涯賃金が二百万から三百万ムールだから、彼らは自分自身の資産で、二万人もの人々を一生働かせることができるのだ。

　それが人類史的にどういう意味を持つかというと、ピラミッドを建てたエジプトのファラオに匹敵する。ファラオは数万人の労働者を数十年働かせてピラミッドを建て、人類の偉業の地図に新しい版はん図とを付け加えた。ファラオはその当時、間違いなく人類の最前線に立っていて、歴史を作っていた。

　その、ファラオを超えるほどの金を稼ぐ手段が、ネット回線とわずかの種銭で手に入るのだ！

　ちまちまと学校に通うのが光の速さで馬鹿らしくなったのは、当然のことだろう。

　そして、月面にはそういう夢を追いかける連中が溢あふれかえっていた。

　元々、月面都市は地球という歴史と重力に縛られたあまりにも不自由な場所から自由になるために人々が見た、途方もない夢の結けつ晶しようだった。だから、ここでは夢を見ることがある意味義務に近いのだ。

　なぜなら、人々が夢を追いかけるというその熱意によってしか、絶対零度の宇宙空間に、快適な都市を維持する方法はないからだ。そうでなければ、軌き道どうエレベーターで各種の資源を送り続け、大きな災害でも起きればほかに逃げ場のない月面に都市を築くなんて、あまりにも馬鹿げている。

　人が最も馬鹿になれるのは、夢を見ているその瞬間こそだろう。

　俺は家を飛び出してからこっち、その奔ほん流りゆうに身を任せることが楽しくて仕方がなかった。月面都市のそんなノリが大好きだし、その波に乗ってどこまでも行くつもりだ。

　けれど、取引による儲もうけはここしばらく伸び悩んでいた。株取引を始めて以来、勝ちしか知らなかった身としては、もやもやとした眠気にも似た苛いら立だちに苛さいなまれていた。同じことをしているつもりなのに、結果が違うことが腹立たしくて仕方がなかった。

　こうしている間にも金持ちはどんどん金持ちになり、人々は前に進んでいく。

　ビルの屋上に座り込み、月面の景色を眺めていた俺は、腹筋に力を籠こめて両足を上げると、そのまま逆立ちをした。体はこうして自由になるのだから、己の運命もまた然しかり。悩む暇があれば、頭を捻ひねるべき。それに、俺はまだ伝説の投資家のルールを破ってはいない。儲けが出ていないだけで、損はしていない。

　牙きばを研とげ。集中しろ。休むな、怯ひるむな、立ち止まるな。

　自分に言い聞かせ、逆立ちをしたまま腕立て伏せをして、心臓に活かつを入れる。

　血管の圧力が増し、血液が循じゆん環かんし、体温が上がる。運動の興奮は取引の興奮と似ていて、やってやる、という気分にしてくれる。

　月面では絶対にお目にかからないが、石油で動く機械というのはこんな感じなのだろう。

　黒こく煙えんを上げ、地球の重力にも負けずに突き進む様は動画で観みた。

　環境破壊もなんのその、俺が見習うべきは、そういう姿勢だ。

「……警官様も出てきたか」

　ビルの屋上からの逆さまの視界に、非常階段をかったるそうに降りて来る警官二人組が見えた。狭い月面では行く場所などさしてなく、ろくでもない連中が逃げ込む場所は限られているので、目をつけられているのだ。

　それに、月面は十八歳まで皆教育制が敷かれており、平日の昼間には十代の子供らが町にいない建前になっている。万が一捕まれば、問もん答どう無む用ようで実家に送そう還かんの上、成人するまで数々の制約を課かされることになる。

　一刻も早く前に進まねばならない身としては、死刑を宣告されるのと同じことだ。

　警官が路地に降り、表通りの喧けん騒そうに紛れて見えなくなってから、たっぷり十分は間を開けた。完全にいなくなったと確信してから、俺は鞄かばんを背負う。そして、そのまま飛び降りた。

　空中で体を丸めて姿勢を制御し、壁を蹴って向かいのビルに飛びつき、もう一度蹴って元に戻ると、三度目の蹴りで向かいのビル五階の階段踊り場めがけて飛び立った。

　勢いを殺さず、欠片かけらの無駄もなく目的地へ。

　俺はミサイルのようにビルとビルの隙間を飛びながら、目的地の五階の廊下に文字通り飛び込もうとした、その直後だ。

「うわ！」

　目の前に現れたのは巨大な緑。いや、アフロだと気が付いたものの、俺の体は慣性力に従って吹っ飛んでいて、しかも踊り場から廊下に入る扉が閉じていた。

「おわわわわ」

　即座に両手を突きだし、手が衝しよう撃げきを吸収しきる前に肘ひじを折った直後、体を丸めて背中からぶつかりにいき、すぐに腕を開いて接地面を増やす。ジュードーの受け身の要領だ。

　実家の近辺は低所得者層が多く、地球の物騒な地域からの移民が多かったので、彼らに教わって体術は一通り身に付けている。勝手に体が動いてくれた。

　バン！　と盛大な音を立てて扉に張り付いた俺は、頭を斜め下にしたまま、ずるずると踊り場に落ちた。

　逆さまになった視界の先には、携帯ゲーム機を手にして目を点にしている、あのアフロの店員がいた。

「……なにやってんだ？　お前？」

「……」

　俺はすぐには返事をせず、とりあえず助かったことに安あん堵どしてから、体を起こした。

「……こっちの台詞せりふだよ。なんで扉が閉まってんだ……」

「ん」

　と、アフロの店員はゲーム機をいじってから、肩をすくめた。

「いやあ、すっかり忘れててな」

「なにを」

　体に付いた埃ほこりを払ってから、扉を開けようとして、鍵がかかっていることに気が付く。

「あれ？　おい、鍵なんかかけんなよ」

「だから、今日はもう店じまい」

「はあ!?」

「というか、向こう三日間休み」

　俺は店員を振り向き、扉を見返し、もう一度店員を見た。

「なんだって？」

「いやー、すっかり忘れてたわ。今日からビルの害がい虫ちゆう駆く除じよでさ。ぼろビルのくせして、スラムにはしないってオーナー様の御意向よ。汚くしてると警官もうるせえしな。そういうわけで、資本家に振り回されるプロレタリアートの俺様は、こうして追い出されたってわけ。他の客も追い出すの大変だったぜ」

　かちゃかちゃとゲーム機をいじる店員の横には、毛布とマットレスがあることに気が付いた。

　前々から、こいつはあの店に住み着いているのではと疑っていたが、どうやら予想は当たっていたようだ。

「……じ、じゃあ、三日間は入れないってことか？」

「おう」

　あっさり答える店員に、俺は口をパクパクとしてから、ようやく文句が出てきた。

「その間、どうしろってんだよ！」

　この年齢だと、まともなホテルには泊まれない。野宿もあれはあれで危険なのだ。誰かに襲われるとか荷物を盗まれるとかより、人口密度が高い町なのでどこにでも人目がある。

　そして、貧しい移民連中の多い場所ほど、ここを第二の地球にはしない、という月のスローガンに忠実だ。貧しくても高こう潔けつさを失わない、というわけで、月面都市の周辺部は見た目ほど荒すさんでいないし、治安もかなりいい。

　平均所得の高い町ならなおさらだ。

　だから、細かいことにとやかく言わないこの店の存在をネットでたまたま知ったのは、本当にありがたいことだった。

　それが、三日間の休業。

　取引中に邪魔をされるし、散々だ。

「最近、この辺は警官の取り締まりも厳しいしなあ」

　店員は他ひ人と事ごとのように言って、ちらりと俺を見るとにやりと笑う。

「また警官に聞かれたぜ。怪しい小僧を見なかったかってな」

　最近この辺りで、無む銭せん飲いん食しよくやらを繰り返している奴やつがいるらしい。おそらく、無計画に家出をして、資金のなくなった馬鹿だろう。しかも厄やつ介かいなのが、特徴が俺にそっくりということなのだ。

「俺は、その馬鹿な家出野郎じゃない」

「わかってるよ。なにやってるか知らないが、お前、ずっとブースから出てこねえからな。アリバイはばっちりだ」

　支払いがきっちりしているので、そういう面では俺は信頼されているはずだ。

　しかし、だからといってこの状況が改善されるわけではない。

　俺は悩んだ後、アフロに言った。

「おい、地球野郎。似たような店に心当たりはないのか？」

　月面都市は中心部の摩ま天てん楼ろう群から、同心円状に街並みが形成されている。

　この辺りは周辺部もいいところで、遠心力の吹き溜だまりだ。

　似たような店の一軒や二軒くらい、あるはずだった。

「それが人にものを聞く態度かね」

「その分、金は払ってるつもりだ」

　チップみたいな非合理な習慣は月面にはないが、地球産の映画で観みたうらぶれた通りでは、いつもそれが大きな効果を発揮していた。

　アフロ野郎はがしがしと頭を搔かいて、肩をすくめた。

「ったく、月野郎は生意気なくそ餓が鬼きばっかりだな」

「大きなお世話だ」

　吐き捨てる俺に対し、アフロはどこか楽しげだ。

　こういう場所の、違法すれすれの店で働いている奴やつの余裕かもしれない。

　あるいは、重力が月の六倍の地球から来た、落ち着きというやつだろうか。

「とはいえ、お前は確かにうちのお得意様だからな、むげにはしたくねえが……他の店に行って、そっちに居つかれてもなあ」

「ああ？」

　金の要求かよ、と俺は眉を顰ひそめながらも、支払うしかない。むしろ金で解決できるならそうすべきだ。

　俺は喉の奥で唸うなりながら、命と同じくらい大切な金を、ズボンのポケットから取り出そうとしたら、大きなアフロがもさりと動く。

　そして、店員の手には、メモ用紙があった。

「ここに行けよ」

「……は？」

　このご時じ世せいに、メモ用紙。地球で言えば、魚屋でシーラカンスを売るようなものだろう。

　俺はそれを受け取りつつ、訝いぶかしがった。

「住所？　お前の家か？」

「俺の家は絶賛燻くん製せい中だ。違う」

　やっぱりこの店員は店に住んでいるらしい。月面の中でも相当の落らく伍ご者だ。

「じゃ、なんだ？　役所の福ふく祉し課かなんかか」

「んあ、まあ、似たようなもんかな」

「はあ？」

　まさか家出をやめて家に帰れなんて説得するつもりかと思ったが、アフロの店員は再びゲーム機に戻りながら、言った。

「昔、俺も世話になったところでな。お前みたいなのを匿かくまうのが趣味な奴がいんだよ」

「……」

　夢を追いかける場所、と言えば聞こえはいいが、要は拝はい金きん主義のせいで金色に輝いているようなこの月面で、そんな奇き特とくな奴がいるものかと耳を疑った。

　しかし、店員が特になにかを企たくらんでいるようにも見えない。

「店の燻製が終わるくらいまでは泊めてくれるだろ。俺からも連絡入れといてやるから」

　そう言われても、メモを手にしたまま動かない俺に、アフロはいたずらっぽく笑っていた。

「まあ、怪しいよな。わかるぜ。俺も最初は信じられなかったからな」

「ここになにがあるんだよ」

「さてね」

　俺が尋ねても、アフロははぐらかす。

「だが、行けばわかる」

「おい、真面目に──」

「俺たちは、そうやって月に来たんだぜ」

　アフロの下から、思いのほか鋭い視線が向けられて、俺は言葉を続けられなかった。

　だが、アフロはすぐに視線を緩めると、半笑い気味に言った。

「お前みたいな荒すさんだ小僧に必要なのは、他人の厚こう意いを受け入れる余裕というやつだ。こんな場所で働いている、俺みたいな奴やつにできる数少ない助言だ」

「……」

　アフロはそう言って、ゲームに舞い戻る。

　ぴこぴこという、いかにも古臭い電子音が、妙に大きく響いている。

「ああ、それと、店が開いたらすぐ戻って来いよ。稼ぎがないと飢え死にだからな」

　不敵な笑みは妙な厚みを持っていた。こういう場所で長く暮らしている地球人によく見られる特徴だった。彼らのほとんどが、重力のきつい、ろくなことのない地球から、苦労の果てに月面にやってきている。たとえ月面で挫ざ折せつしたとしても、なにかしらの重みが感じられる。

　俺は、そこのところにわずかながら敬意を表し、メモをポケットにしまってやった。

「いたずらだったら、ここから下に投げ落とすからな」

「へっ。このアフロがあれば大たい気き圏けんから落ちてっても怪け我がしねえよ」

「言ってろ」

　俺は吐き捨て、鉄製の柵さくに足を乗せた。

「階段使えよ」

　アフロが、視線も向けずに言ってくる。

「ちまちまそんなことしてられるか。俺は忙しいんだ」

「いいね。どこまでも飛べ、月野郎ってか」

　明らかなからかいだったが、なぜかそこには本当に励ましのようなものが感じられた。

　俺はついそちらを振り向き、動きが止まる。

　すると、アフロがもさりと動き、視線が向けられる。

「どした？」

「なんでもねえよ」

　ぶっきらぼうに答え、ぐいっと体を柵の上に持ち上げて、向かい側のビルに向かって飛んだ。

　反対側のビルの壁に飛びつき、再び壁を蹴る時に見ると、踊り場から俺のことを見上げていた店員が笑っているように見えた。

「どこまでも飛べ、か」

　俺には夢があった。俺の夢は、前人未踏の地に立つことだ。

　そこは前しか見る場所がなく、進むことで存在するこの世の端なのだ。

　そして、その夢が実現しなければ、俺は生きている意味がないと本気で思っていた。

　俺が心配するのは金がどれだけ増えて、どれだけ早く目標に達するかであり、手段を選んだり、後ろを振り向いている場合ではない。あのアフロの言うとおり、どこまでも飛ばなければならない。誰よりも早く、誰よりも高く。

　俺は風の中で鼻を鳴らし、書かれた住所に向かったのだった。







　月面都市を覆おおう半透明の膜の向こうには、白く霞かすみがかった半分の地球が小さく見えていた。

　膜は月面都市の頭上を覆うドームで、その先は即宇宙空間になっている。ドームのお陰かげで空気が保たれ、しかも昼も夜も演出してくれる、いわば月面の空だった。

　ちなみに昼と夜は、地球の基準にあわされている。月は地球と違い、二週間の昼と二週間の夜が交互にやってくるのだが、何万年と地球で暮らしてきた人間の生命サイクルはそんなふうになっていない。地球からの移民がほとんどの月は、地球と同じ環境になるように調節されている。なお、無数のスプリンクラーも付いているので、雨だって降る。

　ただ、土ど砂しや降りだとか雷らい雨うだとかいうのは、動画の中でしか見たことがない。

　ここで降るのはいつも霧きり雨さめだし、大風だって吹いたことがない。遠心力とコリオリ力による緩やかでまとわりつくような大気の移動と、機械的にドーム内の空気を循じゆん環かんさせるための柔らかな風だけだ。

　俺はそんな月面都市の周辺部を駆け抜け、ビルからビルに飛び移り、草の生えた崖下にたどり着く。月面都市は月の巨大なクレーターにドームをかぶせて作られているので、端っこのこの辺りには、こういった崖が多い。大抵、区画もこの手の崖を境界線に区切られていて、メモ書きにあったのはこの崖の向こうになる。

　回り込むのは遠回りだったし、この崖の上には気晴らしによく訪れるので、知らない場所ではない。俺は膝ひざを曲げ、崖に飛び移り、駆け上がった。低重力の月面ならではだ。

　最後に木の枝を蹴って体を回転させ、崖上の道に出ると、正面にはトンネルがある。まだ都市が建設中だったころの遺物らしく、今となるとなぜこんな崖上にトンネルがあるのかわからない。道そのものは今も使われているが、下からはかなりの高低差があるので、滅めつ多たに人は通らない。

　俺はその道からさらに跳躍して、トンネルの上に着地する。

　ここは月面都市の大部分を見渡すことができる、特等席だった。

　鞄かばんからビーフジャーキーを取り出し、口に咥くわえた。地球から来た連中に言わせると似ても似つかないものらしいが、俺の知っているビーフジャーキーとはこれのことだ。

　月面都市、といっても本当は月の上にいくつかあり、俺が見渡しているのはその中でも最初に作られた都市で、自分が生まれた街でもある。

　人口は約七十万ほどで、観光客やら諸もろ々もろを入れると常時百万人ほどになるらしい。

　都市の中心部はとんがった高層ビルがにょきにょき生えていて、ニュートンシティと呼ばれている。入場規制があるわけではないが、巨大な企業ビルばかりだし、ショッピングモールや公園といった公共の場所でも、警官の数や町の秩ちつ序じよ規制が半端ないので、選ばれた人間しか行けない特別区のような感じになっている。月面の富のほとんどがそのニュートンシティで生産され、総資産が百億ムールを超えるような世界的な大富豪がごろごろいる。

　彼らほどの財産があれば、個人的な町をこの月面に建設することも可能だと言われている。金とは世の中のほとんどの欲望を実現させるものである。

　世の中、金なのだ。

　水面に液体が落下した瞬間を写真に撮とったように、超高層ビル群が建ち並ぶニュートンシティのその周りは、突然建物の階層が低くなっている。ニュートンシティに勤める中流の連中が生活している場所で、ホワイトベルトなんて呼ばれている。プライドと上昇志向の塊かたまりのくせに、調和を大切にする気品も忘れませんよ、といったような連中が住む場所だ。

　行くと、綺き麗れいに手入れされた小さな庭を備えた白はく亜あの建物が建ち並び、無む菌きん室しつのような気がして吐き気がしてくる。道端にはごみ一つだって落ちていない。

　そして、そんなホワイトベルトの周りはまた建物の階層が高くなるのだが、ここからはごちゃごちゃとしていてまとまりがない。伝導効率の悪そうな電線がだらしなくぶら下がっていたり、下品なネオンが光っていたりと、猥わい雑ざつな雰囲気がある。

　外区と呼ばれる場所で、一応一から八まで数字で区別されているがあまり意味はない。

　ニュートンシティを中心として、外区の北側には工場などが多い。酸化ケイ素分解工場や、肥ひ料りようの合成工場やオートメーション化されたプランテーションなどがある。東側には俺の故郷もある。

　この月面にはどう考えても相応ふさわしくない、頑がん固こな連中が住んでいることで悪あく名みよう高い地区だ。

　職人なんて呼ばれる太古の存在が群れをなしているのがそこで、小さな工房が無数にあったりする。あらゆる効率を限界まで追求した月面都市で、手作業にこだわる連中が多い。なんとなれば、木材や食料を人力で生産したりもする。

　当然費用は馬鹿高くなる上、仕上がりは不ふ均きん一いつになるが、一応顧客もついているらしい。

　俺は、それらのなにがいいのかまったくわからない。

　非効率なことが好きなら、そもそもなんで月に来たのだ？　と疑問に思うからだ。

　ここはそういう場所ではない。

　月とは、あのニュートンシティに建ち並ぶ無機質なビルの天てつ辺ぺんを目指す場所のはずなのだ。

　とはいえ、何事も計画通りにはいかないものなのかもしれない。視線を都市の中心部から西にずらすと、そんな競争から落らく伍ごした連中が巣くう一画がある。

　建物が錆さびても誰もペンキを塗り替えたりしないので、ついたあだながレッドバレーだ。

　俺は手作り家具の思想は大嫌いだが、猥雑なレッドバレーは好きだった。

　住んでいる連中も競争の落伍者と言えばそうだが、いい加減だから気が楽だ。

　中にはニュートンシティでばりばりやっていたのに、そのだらだらとした雰囲気に毒されて住み着いてしまった者たちも多いと聞く。蟻ありの群れも必ず二割の蟻は働かないらしいから、いかに月といえどそういう場所は必要悪なのかもしれない。

　もちろん、俺はその二割になるつもりなど毛頭ないのだが。

　それで、今俺がいるこの辺りが、レッドバレーほど退たい廃はい的でもないが、東のほうほど生産的でもない、といった第六外区だった。未いまだに通称がない辺りに、中途半端さがにじみ出ている。

　どの建物も汚いしぼろいが、ニュートンシティを目指す小さな会社がちらほらあったり、まあまあの家もちょこちょこあって、居い心ごこ地ちはそれほど悪くない。

　メモの示す住所は、この崖から降りて、少し行った先らしい。

　俺は立ち上がって、トンネルの上から崖下に向かい、ひょいと飛び降りた。

　第六外区はいい意味でも悪い意味でも平和そのもので、軒のき先さきに縁えん台だいを出し、ビールや茶を飲みながら化石みたいな無電源の盤上ゲームにいそしむ奴やつらがいたり、露ろ店てんを出して商売に精を出している奴やつらがいる。

　月面の町はどこも重じゆう層そう的で、とにかく見通しが悪いので、慣れない場所は方向感覚をすぐに失う。俺はそのたびに、水面から顔を出す亀かなにかのように建物の屋上に出て、また路地に潜った。

　ちなみに月面は環境維持のために、あっちこっちに水路が張り巡らされているので、水生生物は割と豊富だ。地球野郎の中には、生きつ粋すいの月生まれは試験管の中の出来事しか知らないと思い込んでいる奴もいるので、魚の存在を知っているだけで驚かれることがある。

　馬鹿にするなと思うが、俺は地球では当たり前のことをほとんど知らずに生きている、という自覚もある。

　それがコンプレックスになって、学校なんかでは地球移民と月生まれが取っ組み合いの喧けん嘩かになっているらしいが、さもありなんと思う。

　なにせ、地球の常識というのは、月生まれからすると、本当に突とつ飛ぴなものなのだ。

　だから、あの店員から受け取ったメモに従ってその住所にたどり着いた時、俺は文字通り、立ち尽くしていた。

「……ここ？」

　そして、思わずつぶやいてしまう。

　そこにあったのは、科学の粋を凝らして軌き道どうエレベーターを建設し、不屈の闘とう志しと、人類はなんでもできるという万能感に支えられ、実際に人が住むようになってからはこの宇宙で最も成功を摑つかみやすい黄金の都市、というイメージによって繁はん栄えいし続ける月面都市には、あまりにもふさわしくない建物だった。

　いや、もしかしたら、そういう場所にこそふさわしいのか？

　錯乱してそんなことを思ってしまうくらい、俺の目の前にある建物は、とんでもなく地球的な代物だった。

　そこは、教会だったのだ。

「……でも、ここ、だよな」

　入り口の扉は半開きになっていて、こういう低所得者層が集まる場所にふさわしく、現げん物ぶつの張り紙がしてある。

　ご自由にお入りください。

　俺は、古びた木製の扉に手をかける。月面都市は建造されてから十六年しか経たっていない。ここには歴史なんてものはなにもない。金ぴかで、軽けい薄はくで、重力は六分の一で、時間の流れはその更に六倍と冗談めかしていわれている。

　なのに、俺はその扉の重さに、質量とは異なる、時間の重さを感じていた。

　古い地球の映画を観みているような気分になる扉が、ぎいい、と軋きしみながら開いていく。

　その向こうには、やはり映画でしか観たことがない、なにをしてそんな罰を受けているのかよくわからない磔はりつけの男。それと。

「……」

　真っ黒な、天使がいた。

　いや、黒髪の少女だとすぐに気が付いたが、華きや奢しやですらりとした体がまるで彫ちよう像ぞうのようで、非現実な感じがしたのだ。

　教会には長椅子が磔像に向かってずらりと並べられていて、像の下は一段高くなり、演台もある。多分、そこから教会の人間がありがたいお言葉を託たくすのだろうが、黒髪の少女はその演台の手前で端たん末まつの画面を睨にらみこみ、思索にふける教授のごとく、真剣な顔で何事かを考え込んでいた。

　見れば服装も思いつめたような黒尽ずくめで、あまりに真剣な様子に、見ている側の息が詰まるほど。その真剣な横顔に、俺は息をするのも忘れて見み惚とれてしまっていた。
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　だから、後ろ手に閉じた扉が突然激しくノックされた瞬間、俺は比ひ喩ゆではなく、数十センチ飛び上がっていた。

「すみませーん！」

　そして、こう続く。

「警察です！　どなたかいませんか！」

　息が止まった。まさかここに来るまでに、誰かに通報されていたのか？　なんにせよ、ここにいるのはまずい。

　玉突きのように思考が進み、俺は辺りを見回して窓に飛びついた。

　しかし、立て付けの悪い窓はなかなか開かない。それに、今にも入り口からこっちに回って警官が中の様子を覗のぞきに来そうだった。

　あたふたと周辺を見回すと、視線が一点に吸い寄せられた。

　演台の手前で思し索さくにふけっていた少女もまた、顔を上げていて、俺と目が合った。

　孤こ高こうの猫を思わせる、あまりにも綺き麗れいな黒い瞳だった。

「警察です！　もしもーし！」

　俺と少女の邂かい逅こうは、その一言に吹き飛ばされる。

　それに、少女も相変わらずの気難しそうな顔だが、明らかに慌てていた。こんな時間にこんなところにいるのだから、まともに学校に通っていない、ある種お仲間なのだろう。

　俺は警官がノックする扉と、少女とを見比べ、視線が第三の場所に向けられた。

　磔像の下の演台だ。

　一段高くなっている舞台に足を乗せ、わずかに躊躇ためらってから戸と惑まどったままの少女の二の腕を摑つかむ。細い腕で、思い切り力を入れたら折れてしまいそうだった。

　少女は驚きに目を見開くが、乙女のように悲鳴はあげなかった。

「な、にを」

　代わりの詰きつ問もん調ちようの声は、気の強さをうかがわせる。俺はそれ以上言わせず、少女を無理やり演台の下に引っ張り込んだ。状況に頭が追い付いていない感じの少女は、狭い演台の下で俺と目が合って、ようやく事態を把は握あくできたらしい。直後に、両腕で思い切り俺のことを突き放してきた。

　手にしていた端たん末まつの角が頰ほおに当たり、かなり痛い。

「お、おい、警官にばれる……」

　俺が押し殺した声で言うと、少女の動きは止まったものの、嫌けん悪お感丸出しの目で俺のことを睨にらみつけていた。

「おい、こっちにインターホンがあるぞ。お前、そのせっかちな性格なんとかしろよ」

「早く出世したいんですよ！」

　扉の向こうからそんなやり取りが聞こえ、ほどなく、カンコーン、と遠くで音がした。

　どうやら、この聖堂部分の隣が人が住む母おも屋やになっているらしい。

　しばらくすると、聖堂の真ん中あたりにある、母屋とつながっているらしい扉の開く音がした。そっと顔を覗のぞかせると、背の高い女が見えた。

「はーい、お待たせしましたー」

　ぱたぱたと扉に向かって駆け寄り開けた女の声が聞こえた直後、少女が再び体を動かそうとしたので、必死に抱きとめた。

　直後、女の子らしい柔らかさと甘い匂いに、危うく腕を解きそうになる。

「お忙しいところすみませんね。地域課の者ですが」

「危ないお仕事に、神の御ご加か護ごを？」

　女は意外に茶ちや目めっ気があるらしい。

「はは、幸い治安はいいもので。いえ、でもその治安を乱す輩やからがいるので、その聞き込みに」

　地球の映画で観みると、こういう底辺の場所では警官は居い丈たけ高だかで、住民は敵意剝むき出しで対応するものだが、実に和やかだ。

　ただ、その内容は、俺にとって穏やかではなかった。

「実はすぐ隣の第七外区で、窃せつ盗とうやら無む銭せん飲いん食しよくを繰り返してる奴やつがいましてね。どうもこっちのほうに逃げて来てるんじゃないかと」

「あらあら」

「年齢は十代半ばの、東洋人系で、黒髪黒目の少年です。多分、家出をして金もなくなりってことなんでしょうが、観光客に強盗でも働いたら大問題ですから、早くとっ捕まえろと上がうるさくて」

　やっぱり、何度聞いても俺のことを指しているとしか思えない。

　羽交い締めにしていた少女が動きを止め、驚きとも嫌悪とも怒りとも違う、茫ぼう然ぜんとした目を俺に向けてくる。

　俺は、必死に演台の下で首を横に振る。

「それに、つい先ほど通報がありまして、そんな風体の少年がこの辺をうろついていたと」

　勘弁してくれ、と危うく演台の下で声をあげそうになった。

「もしかしたら、この辺に逃げ込んだのではないかと思いまして」

「ここ、昼間は自由に出入り可能ですよね？」

　二人の警官が、明らかに訝いぶかしんでいる。

　気配で、応対に出た女が中を振り向いたのもわかった。

「ええ……そうですが、まさか……」

「ちょっと、中を見せてもらっても？」

「万が一忍び込んでいたら、あなたにも危険がありますから」

　もちろん、善良な市民の答えは決まっている。

「そうしていただけると、私も安心です」

　そして、警官たちが入ってくる。

　しかし、その足取りは慎重で、手には警けい棒ぼうを持っているらしく、かん、こん、と椅子の背を叩たたく音がする。

　聖堂は広い場所ではない。

　俺たちのもとにどんどん警官が近づいてくる。演台の下を覗のぞきこまれたら一発でアウトだ。

　あるいは、不意を衝ついて飛び出し、全力で走るか？　きっと振り切れる。振り切れるはずだ。

　こんなところで捕まって実家に送り返されたら、株かぶ式しき投とう資しを悪魔の所業かなにかだと思い込んでいる肉体労働者の親おや父じは、間違いなく俺から夢への切きつ符ぷを取り上げる。

　それでつまらない学校に送り込まれ、卒業後は似たような儲もうからない仕事に就かされるのだ。

　一歩一歩着実に、なんて二言目には言いやがるが、それでたどり着ける場所などたかが知れている。

　そんな人生、死んだも同然だ！

　やってやる、と俺は息を深く吸う。場合によってはこの少女を囮おとりにし、警官を殴り倒してでも……。

　ぎし、ぎし、と近づく足音に、俺は飛び出すタイミングをうかがっていた。

　あと二歩で出る。

　その、瞬間だった。

「あ、すみません。ここから先は、神聖な祭壇なので……」

「おっと」

　女の申し出に、足音が止まった。

「失礼。そういうことに疎うとくて」

「いいえ。地球でも最近は流は行やりませんからね」

　女の悪戯いたずらっぽい自虐に、警官二人は笑っていた。

「まあ、特に問題なさそうですが……」

　と、警官は鼻を鳴らした。

「ここの教会は、なにか、ペットを？」

「え？　ああ……もしかしたら、朝の礼拝に、飼い犬を連れてらした方がいましたので、それかもしれません」

「ああ、なるほど。いや、懐かしい匂いだと思いまして。地球にいた頃は大きな犬を飼っていたんですが、ここにはとても連れてこれませんからね。飼い犬とは羨ましい」

「そうですね。私も会うのが毎回楽しみで」

　和やかな会話と共に足音が遠のき、警官は挨拶をして、立ち去った。

　俺は演台の下で、助かった……と安あん堵どのため息をつく。あとは、女が母おも屋やに戻ったらこっそり出て行けばいい。

　と、その直後だ。

　少女がぱっと演台の下から飛び出した。

　馬鹿野郎、と思ったのも束つかの間、少女が言った。

「リサ」

　どうやら、少女はここの人間だったらしい。

「あら、そんなところにいたの？　こっちで考え事するのやめなさいって言ってるでしょ。人目について危ないわよ」

「……わかった」

　どこか不ふ承しよう不ぶ承しような物言いで、それだけで黒尽ずくめの少女の性格が窺うかがえる。

　と、同時に、こんな言葉が届いた。

「で、もう一人は？」

　は？

「出てらっしゃい。いるんでしょ？」

　俺は身動きできなかった。どうして？

　少女が端末にメモ書きでもして、無言のうちに女に知らせたのだろうか。ただ、頭のよさそうな少女ではあったが、そういう小細工ができそうな感じにも見えなかった。

　俺は、深呼吸をして、体に酸素を蓄える。

　窓硝子ガラスは鞄かばんで叩たたき割れば、すぐに外に出られる。あとはがむしゃらに走り、しばらくしたら、硝子の修理代を放り込んでおけばいい。

　よし。それでいく。

　足の位置を変え、前傾姿勢になった、その直後だ。

「大丈夫。通報なんかしないから。それとも、出てこられないような悪事を働いたのかしら？　だったら通報するしかないけど？」

　大昔、保育園で叱られた時の記憶がよみがえるような言い方だった。

　それに、俺はここに至ってようやく、宿を探しにこの場所に来たことを思いだす。どう考えても、誤解を解くほうが優先だ。俺は大きく息を吸うと、ゆっくりと吐いて、言った。

「わ、わかった」

　そして、のそのそと出る前に、断りを入れる。

「けど、見ても喚わめくなよ。俺は警官の言ってる犯人じゃない」

「ふうん？」

　立ち上がると、聖堂の真ん中に立っていたのは、二十歳くらいの髪が短い女だった。

　その隣にはさっきの黒髪の少女がいるが、頭一つ分は優に高い。

　黒尽ずくめの少女は、俺を見ると嫌悪の表情で一歩後ずさる。

「俺も迷惑してるんだ。信じてくれ」

　短く言うと、女はにこりと笑う。

「あなたがそう言うなら、そうなんでしょうね」

「本当だって！」

　思わず声を荒らげてしまったが、女は穏やかに笑ったままだ。

「冗談よ。教会では、信じることが仕事だからね」

「……」

　というか、あのアフロの店員から連絡がいっているはずだ、ということをようやく思い出す。

　だから、緊張することなんてなかった、と自分の間抜けさにため息をついた。

　それにしても、わざわざビビらせるような真ま似ねをするなんて嫌な女だ、と思ったところに、母おも屋やのほうから電子音がした。

「あら、電話。ちょっと待ってて」

　と、聖堂から母屋に向かおうとして、女がふと立ち止まった。その時、一緒について行こうとしていた黒尽くめの少女が、立ち止まった女に顔からぶつかっていた。

「外に出ていっちゃだめよ。まだ警官がうろうろしてるだろうしね」

　女は俺の返事も待たず、黒尽くめの少女の手を引いて母屋のほうに向かい、しばらくして、戻ってきた。

　そして、こんなことを言う。

「ねえ、セローからの紹介の子ってあなた？」

「……え？」

「今電話があって、犯罪者そっくりの奴やつが行くから数日間よろしくって」

　セローとは、どうやらあの店員の名前らしいが、楽しげにそんなことを言っている女を、俺は茫ぼう然ぜんと見つめていた。今の電話でそのことを聞いたのか？　だとしたら、俺は明らかに警官の話していた犯罪者と特徴が同じだったのに、こいつは欠片かけらも疑わなかったことになる。

　しかも、警官とのやり取りを思い返せば明らかだ。あの時、黒尽ずくめの少女がいることに気が付いていなかったのなら、演台付近は神聖な場所だからと警官を止めたのは、間違いなく、俺のことを守るためだった。

　信じがたいほどのお人ひと好よし？

　あのセローとかいうアフロの話では、確かにそういう感じが窺うかがえた。

　俺は助けてもらっていながら、こう言わざるを得ない。

「な、なんでだ？　どうして、助けて、くれんだよ」

「うん？」

　女は軽く小首を傾かしげ、笑った。

「ここは教会よ。すべての者に救いあれ」

　月面は狂った世界だが、そこでもなお突とつ拍ぴよう子しのない奴やつがいるものだ。

「セローからの紹介ってことは、あそこで寝起きしてる子ってことか。なるほどね」

　女は一人で呟つぶやき、くすくすと笑ってから、言った。

「あんな所じゃ気も休まらないでしょ。とりあえずシャワーでも浴びて来なさいな」

「あ、え……」

　あまりの屈くつ託たくのなさに、逆にこっちが気後れしてしまう。

　なにより、まさか本当に匿かくまってもらえるなんて、未いまだに信じられない。

　そんなうまい話が、あっていいものなのか？

「あら、人からの厚意が珍しいって顔ね」

　目を細め、意地悪い笑顔も様になっている。

　大人の女だ、と思った。

「大丈夫よ。セローもあれで人を見る目があるし、昔、あいつが路頭に迷っているのを助けたのも私なの」

　そんなことを言っていた気がする。

「何日でもいてちょうだい。ただ」

　と、女は言葉を止めてから、微笑ほほえむ。

「仲良くしてね」

「は？　お前と？」

　俺はなんの考えもなしに聞き返し、女が笑ったまま少し怒ったのがわかった。

「私には、リサという名前があるの。それでなくても、人をお前呼ばわりは感心できないわ」

　相当の巨きよ漢かん相手でも月面なら喧けん嘩かに負けない自信のある俺が、女の妙な迫力にたじろいでしまう。

「い、いや、えっと、そうじゃなくって」

「もう面識あるでしょ？　まさか二人して演台の下にいるとは思わなかったけど……その子とね」

　そして、女は母おも屋やに続く扉のほうを振り向いた。

　そこには、さっきの黒尽ずくめの少女が、警戒感丸出しでこちらのことを睨にらみつけている。

　あるいは状況が状況とはいえ、演台の下に連れ込んだのがまずかったのかもしれない。

　なにより、あの時、随分な顔つきで俺のことを突き放そうとしていた。

「どう？」

　しかし、どうもこうもない。俺は他に行く場所なんてないので、いくらだって我が慢まんができる。

　それにシャワーという単語に猛烈に惹ひかれていた。

　あのカフェにそんな上等なものはないので、体は濡れタオルで拭く程度だったのだ。

「する。仲良くする。もちろん」

「ふふ。よろしくね」

　と、女は母屋のほうを振り向き、言った。

「ほら、ハガナも挨拶しなさい」

　じっとこちらを睨みつけていた少女が、リサのほうを見る。黒髪、黒目で、服装はかっちりした学校の制服のような黒尽くめで、ストッキングも黒なら靴も黒だ。

　唇は頑固そうに引き結ばれ、目つきは徹夜三日目みたいにきつい。その人形のように整った顔立ちで眉根に皺しわを寄せると、実にはっきりと拒きよ絶ぜつの意志が見て取れる。

　しかも、ハガナは嫌そうに鼻を手で押さえている。まるっきり、嫌いやみなお姫様だ。

「本当に人なの？　野良犬ではなくて？」

「ん、な」

　本物の姫並みの暴言に、俺のほうが言葉を失ってしまう。

「ハガナ、人を犬呼ばわりしちゃダメ」

　リサが呆あきれ気味に注意するが、ハガナはすぐに返事をしない。俺のことを蔑むようにたっぷり睨みつけてから、ようやくリサを見た。

「リサ、やっぱりこいつが怪しい」

「ハガナ」

　リサが呆れて注意するが、ハガナはリサを見上げて一言言った。

「だって、こんなに臭い」

「え」

　呆あつ気けにとられた俺の横で、リサがため息をついていた。

「もー。ハガナ、女の子でしょ。デリカシーってものを身につけなさい」

「でも」

　と、ハガナは言って、俺を見た。

「事実として、臭すぎる」

　俺は慌てて自分の体を嗅いで回る。自分では、臭いかどうかよくわからない。

　しかし、そこでようやく、どうしてリサが演台の下に隠れた俺に気が付き、警官がペットの話をしたのか理解した。

　犬。

　演台の下でハガナが思い切り俺のことを突き放そうとしたのも、合点がいった。

　そういうことか……。

「ちょっと臭うのは確かだけど……警察が追いかけてるのは別の子よ」

「どうしてそう言えるの」

　ハガナは責めるような目をリサに向ける。

「年齢は十代半ばの、東洋人系で、黒髪黒目の少年」

　ハガナは、警官の言った特徴を繰り返す。

「こいつじゃない」

「違ちげえよ！」

　たまらず俺が言い返すと、顎を引いたハガナは、威い嚇かくするように睨にらみつけてくる。

　俺が犬なら、こいつは気難し屋の猫だ。

「ハガナ、違うのよ。私の知り合いがね、犯人が無む銭せん飲いん食しよくをしている時間にこの子の姿を見てるの。つまり、アリバイがあるってわけ」

「……」

　俺はカフェにこもりっきりで株かぶ取とり引ひきをしていた。出入り口は一つで、あのアフロが見張っている。引きこもりも、たまには役に立つものだ。

「そ、そうだ。大体、俺は無銭飲食みたいなことはしねえ」

　逃げ回っているのは、ろくな計画性もなく家を飛び出して、他人に迷惑をかけている馬鹿野郎だ。俺はそんな奴やつらとは違う。夢があり、計画があり、目的と手段をはっきりさせて、家から出ざるを得なかったからそうしているだけだ。

「ふん」

　しかし、ハガナは鼻を鳴らし、高こう慢まんちきな態度のまま、目を逸そらす。

　ぎりぎりと歯は嚙がみしたい思いに駆られたが、ここで喧けん嘩かでもすればシャワーも寝ね床どこも失ってしまう。俺は必死に思いとどまった。

「ま、そういうわけで、これから一緒にここで暮らすことになったの」

「え」

　ハガナが驚き、リサを見あげた。

「なあに？　ハガナと同じよ。彼も困っているから、寝床を貸す。なにか問題がある？」

　リサは笑顔のままだが、どこか迫力を感じさせる様子で、そう言った。

　おそろしく性格の悪そうなハガナが、首をすくめて、身を引いている。

「で、でも……」

「でも？」

　リサの再度の問いかけに、ハガナはちらりと俺を見て、リサを見た。

「すごく……臭い」

　ハガナみたいな奴やつでも、女の子は女の子だ。はっきり臭いと言われると、ものすごく傷つく。

　自分でも驚くくらいのダメージに胸を押さえていると、リサが大きなため息をついていた。

「はあ。それは理由になりません。ほら、あなたもいちいち傷ついてないで」

「き、傷ついてなんかねえよ！」

　言い返すが、むきになっている時点でばればれだ、と自分でも思う。

「シャワーを浴びればいい男に元通りよ。洗濯もしてあげるから」

　リサは細かいことにこだわらないような口調で、さっぱりとそんなことを言う。

　一方で、相変わらず鼻を押さえたままのハガナは、俺のことを睨にらんでいる。

　そして、訝いぶかしむように言った。

「本当に、犬じゃないの？」

「ハガナ！」

　リサにたしなめられたハガナは、眉を顰ひそめてから、踵きびすを返して母おも屋やの奥に引っ込んだ。

　俺はその後ろ姿を見送りつつ、三日の辛しん抱ぼうだ、と自分に言い聞かせたのだった。







　実家を出て以来のまともな風呂に、危うく泣き出すところだった。

　両親が共に日本からの移民なので、うちでは概おおむね毎日湯船に入る習慣があった。あの両親がする贅ぜい沢たくといえば唯一それくらいだったということもある。

　月面都市のいたるところで水の循環が見て取れるが、だからといって水が安い、というわけでは決してない。月面では、あらゆる物質が人の手を経て循環しているので、酸素ですら無料ではない。

　ここは完全に人工的な都市であり、砂漠に噴水がある都市で有名なラスベガスやドバイの比ではない。俺はその二つのどちらも自分の目で見たことはないが、映像でなら見たことがある。

　ああ、地球人は馬鹿なのだな、と端的にそう思ったので、月面都市という存在の狂気具合をその時に初めて理解した。

「さっぱりした？」

　脱衣所から出ると、ソファーに腰掛けていたリサが、テーブルの上のコップに水を注ついでくれた。

　脱衣所はすぐに広めの居間とつながっている。絶対にどこかから拾ってきた古ぼけたソファーセットにローテーブルは、隅っこを何度も繕つくろったあとがあるカーペットの上に置かれているが、テーブルの上には花の活いけてある花瓶もあって、みすぼらしさを感じさせないようになっている。居間にテレビはないが、パソコンならある。ローテーブルの上にも、リサが今しがたまで使っていたらしい多目的端たん末まつが置かれている。

　驚いたのは、その隣に分厚い書物があったことだ。

　場所と資源に限りがある月では、本の実物を見ることは滅めつ多たにない。

　俺は比較的最近まで、本というのはアプリケーションソフトのインターフェース規格のことだと思っていた。まさか、画面の中のああいう形の物が現実に存在しているなどとは思わない。

　こういうところから、地球移民は月育ちを馬鹿にしてくるのだが、こっちからすれば、未いまだに馬鹿みたいに非効率な本を利用する地球人のほうが、頭がおかしいと思う。

「現物の本が珍しい？」

　聞かれ、俺は我に返った。

　リサは再び多目的端末を手にしている。多分、「本」を読んでいたのだろう。

「……まあ……」

　知らないことは知らないのだ、と開き直るにしても、自分が世間知らずのように扱われることは腹立たしい。

　だからもごもごと口ごもるように答えたのだが、リサは馬鹿にすることはなかった。

「場所を取るものね。すぐに汚れるから保存にも気を遣うし、なにより内容の検索もできないし、電子版のほうが百倍マシ。でも、もしかして、あなた月生まれ？」

　気を遣われている、とすぐにわかった。地球からの移民と月育ちの子供が、どういうことで喧けん嘩かをするのか心得ている、ベテランの保育士みたいだ。

「月生まれだよ……で、それは？」

　俺は、テーブルの上のぼろぼろの分厚い本を指差して尋ねた。

　背表紙には金色の文字でアルファベットらしき物が書かれているが、読み取れない。

　Ｂ…Ｉ…ｂ？　……Ｌ……。

「これは、私にとって世界一大事な本。地球から持ってきたのよ。生まれたときから一緒だったジュリーとは別れられても……飼い犬のことなんだけどね、この本だけは置いてくるわけにはいかなかった」

　リサは携帯端末を脇において、ぼろぼろの本の表紙を丹たん念ねんに撫なでる。

　俺はそれを見て、まだ俺が小さくて無邪気だった頃、仕事でがさがさになった両親の手を撫でていたことを思い出した。

「……いつ、地球から？」

「十一歳の頃に住んでた土地を追い出されてね。両親は一大決心して月移民に応募したの。お金なんてなかったからものすごい倍率の一般枠だったけど、まあ、職業が特殊だったから、当時まだあったノア制度の優ゆう遇ぐう枠に入れたのよ」

「ノア、制度？」

「ああ、文化多様性保護制度とかいうやつの通称……ってそうか、馴な染じみがなければ知らないよね。ノアの箱舟という話があるの。悪くなってしまった世界が大洪水で滅亡する時に、船には善良な人と動物の番つがいが一組ずつ乗せられていて、洪水が去った後の新天地で再び善よき世界を築くという伝説というか言い伝えというか、教えというか、まあそんなもの。うちは両親が共に神学者だったからね。そういう変わり種も月に必要だと判断されたんでしょうね」

　神学者、という単語も初めて聞く。

　リサは手元の端末を使って辞書を引いてくれた。

　神の教えについての学問をする人間らしい。

　そんな役に立たないことに人生を捧ささげている奴やつらが月にいるとは、正直驚きだった。

「で、この本はそんな家庭に育った私の魂ね。執筆されたのは章によって幅があるけどおおむね二千年くらい昔のこと。地球上で最も売れた本よ」

「へえ……そんなに面白いのか？」

　投資とは、なんにせよ人気のあることへの投票と同じだ。俺が少し興味を持って本を見ると、リサは笑い出した。

「はは。ああ、いえ、ごめんなさい。面白いかどうかといわれたら、私はそれなりに面白いと思うけど、そういう本ではないの」

「ん、あ？」

「これは、聖書と言ってね、あっちの聖堂で見たでしょう？　磔はりつけになっていた人の弟子たちがまとめた書物」

　聖書という単語は知っていた。なるほど、これがそうなのか。

「言うなれば、宗教的な教えの書ね。推定で十億冊以上売れたらしいけど」

「……十億、冊？」

　瞬時に想像できない。

「地球だとどこにでもあるからね。世界中の言葉に翻ほん訳やくされているし」

「てことは、地球の奴らは皆読んだことがあるのか」

　たちまち、テーブルの上のぼろぼろの書物が、ファンタジー映画に出てくる伝説の書物に見えてくる。

「だといいんだけどね」

　リサの言葉に、俺は「？」となってしまう。

「地球の人口は約九十億人。そのうち七十万人が月に住める時代になっても、三分の一近くの人が文字を読めないし、全体の三分の二の人はおちおち本を読んでいられる環境にない。残りの恵まれた三分の一の人たちはほかに楽しみがいくらでもあるからね。今時聖書を読む人なんて、クリスチャンでも少ない。私が通ってた教会でも、福ふく音いん書しよが四つあることを知っている人は少なかったし、四人の著者の名前を言える人はもっと少なかった。これがどれほど嘆かわしいことか……きっとわかってくれないでしょうね」

「……悪いけど、全然、わからん」

「まあ、いいのよ。私もこの廃れた教会を守るので精一杯だしね。それでも道が交われば知は受け継がれる。知恵という意味のトリビアの語源はトリビアル。つまり三みつ叉またの交差点で人が行き交う場所のこと。迷い人ばかり交差するのは考えものだと思うけど……これも私に羊飼いの自覚を持てというお告げなのかもしれないわ」

　羊飼い？　サイレンと電流柵さくに追い立てられる羊なら、投資先の会社を調べる過程で見たことがあるが、あの工場の管理者となんの繫つながりが？

　俺がぽかんとしていると、リサは疲れたように笑って、言った。

「ごめんね。もののたとえ。私も本物の羊飼いは見たことがないわ」

　月育ちだから知らない、というわけではないらしい。

　俺はひとまずそのことに、ほっとした。

「私は概おおむねそういう人間。月まで来て妙なことをしていると思われそうだけど」

「ああ、そう思うね」

　この建物にたどり着いた時は、幻覚でも見たのかと思った。

　はっきり言うと、リサはくすくすと笑う。

「では、今度は君のことを聞いていいかな」

　警官から助けてもらい、風呂まで借りた。ここまでされたら、多少は譲じよう歩ほするのが礼儀かもしれない。それに、リサが変な正義感から俺のことを警官に通報するとは、もう思えない。

「東の外区……第三外区だな。そこの開拓村って呼ばれるところから来た」

「へえ、緑が多くていい場所よね」

「……下から来る奴やつらは皆そう言うな。原始的なだけじゃねえか」

「はは。月に来るような人たちは皆、地球にいた頃から都市部に住んでいるからね。緑が懐かしいのよ」

　俺は頷うなずきかけたものの、意味が通らないような気がした。

「地球の都市は、緑が多いのか？」

「んっと……言葉の並べ方がまずかったわね。地球でも都市部は緑なんてないけど、人はどういうわけか『太古の自然』みたいな物に惹ひかれるの。本能なのかもね。そうじゃない？」

　俺は聞かれ、否定しようとしたが、やめておいた。

「とにかく、俺はそこの家から出てきた」

「ふうん」

　リサはしばらく俺の答えを咀そ嚼しやくするように目を閉じ、間を開けた。

「名前を聞いても？」

　綺き麗れいなアーモンド形の瞳には、曇くもりが一切ない。けれど、宇宙空間のように冷たく寂しい空くう虚きよさではなく、澄んだ水のような柔らかさがあった。

　この月面では、すべての人間と、ほとんどの物資にＩＤが振られている。本名がわかれば、役所のデータベースで検索されて、いつでも身元を特定できるようになっている。

　家出中の身として、本名は極秘事項だ。俺は、実家に帰るつもりなど毛頭ない。

「警戒しないでもいいわよ。それに、本名じゃなくてもいい。呼ぶのに不便だからね。さっきのあの子、ハガナだってきっと本名じゃないもの」

　確かに、変な名前だった。

「心を開いてくれないわけじゃないけど……野生動物みたいに用心深いところがあるから。まあ、その点で言えば、あなたもそこそこいい勝負だと思うけど」

　野生動物、というところに含みを感じ、そんなに臭かったか？　と、さすがにへこむ。

「けど、珍しいわね。月生まれで、そんなに目をぎらつかせてるなんて」

　リサの眼まな差ざしに、俺はなにか言い知れぬ卑ひ屈くつさを感じた。

　生きつ粋すいの月育ちなんて、未いまだに一万人いるかいないかだと思う。ニュートンシティで働く奴やつらはそもそも子供を作らないのが多いことの結果だともいわれている。

　この都市では、未だに地球からの移民が圧倒的多数で、ほとんどの連中が早くても十歳頃になって、ようやく軌き道どうエレベーターに乗ってやってくる。低重力では体の発達に害を及ぼすと地球では信じられていて、そのせいで月生まれは脳みそまで軽い、と揶や揄ゆされるのが常だ。

「だったら、なんだよ」

　ふてくされたように棘とげを含めると、リサはちょっと驚いてから、困ったように笑った。

「あ、ごめんなさい。悪い意味で言ったつもりじゃないの。ただ……月には、まだ戦争も飢き饉きんもないから」

「……」

　地球の大部分では、生きるために必要な水すら満足に手に入れられず、乳幼児の半分以上が死ぬ国がある。月面には、そういうところからの、文字通り起死回生を懸けた移民も多い。

　月は地球人にとっての理り想そう郷きようであり、月野郎は理想郷生まれの無菌育ちということになる。

　俺たちには、大きな負い目がある。

「でも、月にも色々な人がいて当然よね。まさしくトリビアルだわ。道は交差し、人々は知恵を交換する」

　リサは言いながら、笑っている。あのハガナとかいう黒尽ずくめの少女も風変わりなら、俺のことを助けた上に匿かくまってくれたリサも相当変わり者のようだった。

　なにせ、この時代、月にいるくせに宗教にはまり、現物の本などというものを後ご生しよう大事に抱えている。はっきり言って、世間的には落らく伍ご者の部類ではないかと思う。

　ただ、俺は、月面都市という競争都市でそもそも競争にすら参加していない様子のリサに、どういうわけか好意的な印象を抱いていた。

　確かに前に進んではいないが、退たい廃はい的な感じでもない。リサは、この低重力の環境でも、しっかりと地に足をつけてたたずんでいる人間に見えたのだ。

　そして、たたずみながらそのことを楽しんでいるふうに見えた。

　こういう人間もいるのかと、俺は少し感心した。

　粗そ野やで荒っぽく、その癖、言うことだけは高こう尚しような実家の村と、退廃的でどうしようもない外区の人間と、この低い重力を利用して空高く飛び上がろうとしているニュートンシティの住民と、三種類の人間だけが月にいるのだと思っていた。

　俺は、楽しそうに一人笑っているリサを見て、思った。

　こいつは、信用できる気がした。

　そう思ったら、不意に口をついて出ていた。

「川かわ浦うら、ヨシハル」

「ん、え？」

　リサは驚いたが、俺も驚いた。

　なぜか突然、リサには名前を知っておいてもらいたくなったのだ。

　それに、今更誤ご魔ま化かすのも変だった。

「川浦、ヨシハル」

「あ、名前？」

「本名だから、通報すればすぐ実家に連絡が行く」

　俺がぶっきらぼうに言うと、リサはしばらく俺のことを見て、それから、滲にじみ出すような笑顔になった。

「そう。わかったわ。でも、ハルでいいよね？」

「……？」

「下の名前だけで呼んだとしても、かなり特定されるでしょう？　日本移民の子だとばればれだもの。ハル、だけだったら、そうでもない」

　信用しておいてなんだが、信用できすぎる、というのも妙な気分だった。

　俺としてはありがたいが、三ヶ月以上の放浪生活からか、疑うことが癖になっている。

　そのことに気がついたのか、リサはこう言った。

「ふふ。地球なら、主の御み心こころのままにって言って微笑ほほえめば、皆大たい概がい納得してくれるんだけど」

「……意味わかんねえ」

「そうよね。ここは月だもの。でも、たまに修道服が着たくなるわ……」

　と、リサは楽しそうに言う。修道服ってなんのことだ？　と思うが、後で検索しておこうと頭に留め置いた。

「ただ、悔しいことに似合うのはハガナのほうなのよね。私だと髪の色が明るすぎるみたい」

　リサはひとりごとのように言って、茶色い髪の毛を指で梳すく。

　ハガナほどではないが、綺き麗れいでまっすぐなよい髪だと思う。村にいた頃は、誰も彼もが金髪女を最上位においていたが、俺はどちらかというと色が濃いほうがいい。はっきりと、そこにいる、という感じがするのだ。

　その点、あのハガナは綺麗な黒髪で、実に好みだったのだが、あまりに性格に難がある。

　そう思っていたら、リサが言った。

「というか、あの子なにしてるのかな。あれで人見知りなのよね……」

「意外でもなんでもないだろ」

「え？　そう？」

　もしかして人を見る目がないのではないか、と俺は疑問の眼まな差ざしを向ける。

「根っから悪い人なんていないわよ」

　やはり、そもそもの基準がおかしいらしい。

　とはいえ、そのおかげで俺は数日間の寝ね床どこを得られたのだ。感謝しなければなるまい。

「あ、そうそう。部屋が空いてるから案内するわ」

　リサが立ち上がるので、俺は荷物を持って後に続く。

　居間から奥に向かうと、左手にキッチンがあり、廊下がある。

　廊下の左手には部屋が二つ並び、右手側は崖なので壁だ。

「ここがハガナの部屋」

　手前の一室を差す。相部屋でなくて、色々な意味でほっとする。

「こっちがハルの部屋ね」

　奥の扉を開けると、ベッドと机が置かれただけの質しつ素そな部屋だった。

　しかし、とても綺麗に掃除がされていて、清潔感に満ちている。なによりきちんと部屋の体を成しているそこに、俺は不覚にも涙が出そうになり、自分がどれほど疲れていたのかようやく気が付いた。

「セローのところで寝泊まりしてたんじゃ、手足を伸ばして寝るのも久しぶりなんじゃない？」

「ああ……」

　俺は返事もそこそこに、吸い寄せられるようにベッドに倒れこんだ。

　まだ昼になるかどうかなのに、俺の脳内からは油みたいな眠気が溢あふれ出てきた。

「あらあら」

　リサは小さく笑って、俺が肩にかけていた鞄かばんを手にかける。

　その瞬間、染みついていた野宿生活の習慣から、ほとんど反射的に鞄を奪い返そうとしていた。数瞬後には、リサは泥棒じゃないと気が付いたが、気まずい空気が流れるには十分だった。

　ただ、リサはゆっくりと手を引いて、静かに言った。

「ごめんなさい。失礼だったよね」

　むしろリサのほうから謝って、そのままカーテンを閉じた。

「一応鍵もかかるから、ゆっくり寝たかったらかけなさい」

　優しくそう言って、部屋から出て行った。

　俺は、言葉もなく見送った。

　そして、結局重い体を強引に起こして、部屋の鍵をかちりとかける。

　油断をしてはならない。リサを信用していないのではなく、これは自分の生き方だ。

「けど……だめだ、限界、だ……」

　一度溢あふれた眠気は、重力加速度のように俺をベッドに引っ張り込む。

　ふかふかの枕からは、長いこと嗅かいでいなかった、石せつ鹼けんの匂いがしたのだった。
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　朝、目が覚めて真っ先にすることは持ち物の点検だ。椅子の上で眠る際には必ず胸に抱えている鞄かばんをまさぐり、それがないことに気がついて背筋が凍りついた。

　その直後、飛び起きたのがベッドの上だったことで混乱し、しかも視界が真っ暗で二度混乱した。

　ほどなく、記憶がゆっくりと蘇よみがえる。ここは怪しげなカフェのブースではなく、リサとかいうちょっと変わった女の管理する教会併設の家屋だということ。きちんと四し肢しを伸ばして寝たのが久しぶりなこと。

　多分、あれから、夜になるまで爆睡してしまったこと。

「……くっそ……」

　俺はなんだかわからない罪悪感と敗北感に呻うめきながら、ベッドに倒れこんで、再び枕に顔をうずめた。このまま永遠に寝ていたい誘惑に駆られるが、窓の外が暗いのだから、昼寝どころではない。半日以上寝ていたことになる。

　こんなに長い時間市し場じようから遠ざかっていたなんて、言語道断だった。見なければならないニュース、データ、検討しなければならない値動きのことが怒ど涛とうのように脳のう裏りをよぎり、焦しよう燥そう感に駆られて胸の内がざわざわする。

　それでも、人の気配に警戒せず、四肢を伸ばして清潔なベッドで眠る心地よさは相当なもので、起き上がるのには結局、さらに二十分を要したのだった。

「おはよう。意外に早起きね」

　服がなかったので、風呂に入った時に借りたぼろっちい古着のまま居間に向かうと、軽口を向けられる。警官にも同じ態度だったので、リサはそういう性格なのだろう。

　今、そのリサは眼鏡をかけて、居間の隅に置いてあるパソコンに向かっていた。書類型の有機ディスプレイも開かれていることから、遊んでいるわけではなさそうだ。

「よく眠れた？」

　頭を搔かき、居間を見回してから、答える。

「……見りゃわかるだろ」

　素直に答えるのが恥ずかしく、そっぽを向いた。

「ここ、無線でネットにつながんのか？」

　寝起きでも、俺は鞄かばんを肩に下げている。いつでも出ていけるようにと同じく、いつでも取引ができるように。

「私のじゃだめ？　ネットつながってるけど」

　他人の端たん末まつで株かぶ取とり引ひきはしたくない。

　というか、株のことは黙っていたほうが得策だろう。俺がまとまった金を持っているとばれたら、面倒が起こるかもしれない。

「……自分のが使いたいんだよ」

「えーっと……私、そういうの疎うとくて……自分で試してもらってもいい？」

　肩をすくめ、電波が入りやすそうな窓際に腰をおろし、鞄から端末を取り出した。

　電源を入れ、パスを打ち込む作業は目を閉じていてもできる。

　そうしていると、興味深そうに様子を見ていたリサが、少しだけ眉をひそめた。

「ネット中毒者なの？」

　その聞き方が、いかにもデジタルに疎い人間らしくて少しだけ笑う。

「似たようなもん」

　はぐらかしながら投資ツールを開くと、一年ぶりくらいに帰ってきたような気になる。もちろん、そこにあるのは懐かしさではなく、置いていかれたという焦しよう燥そう感だ。

　時刻は夜の九時過ぎだったので、十時間くらい寝ていたことになる。

「あなた、晩御飯は？」

　未読のニュースを片っ端から見ているところに、声をかけられた。

「いらねえ」

　即答したものの、昼からなにも食べていないことに気が付き、端末に目を向けたまま鞄の中に片手を突っ込み、チョコバーを取り出した。

「それが晩御飯？」

　非難がましいリサの言葉に、むろん返事はしない。

　すると、リサはぎしっという音をさせて椅子から立ち上がると、つかつかと歩み寄り、俺の目の前に立った。

「細かいことは気にしないけれど、この教会に来たからには、最低限の節せつ度どある生活を送ってもらいます」

　小学校の先生を思い出す物言いに、思い切り嫌そうに見上げると、リサは一歩も退ひくまいという顔でこう言った。

「早寝早起きと、食事をきちんと食べること。少なくとも、朝と夜。それから、毎日シャワーを浴びること」

　ただ、そう聞いて、俺はきょとんとした。

「あ？　それでいいの？」

　もっと面倒なことを言われると思っていた。

「俺は朝は早く起きる。シャワーも浴びれるんなら浴びたい。カフェになかったから浴びれなかったんだ」

「へ？　あ、そう……」

　リサのほうも俺が抵抗すると思っていたのか、拍子抜けしたようだった。

「飯は……まあ、あったら食う。なんでもいい」

　そして、チョコバーをかじろうとしたら、リサに取り上げられた。

「あにすんだよ！」

「こんなの食べてちゃダメ。作ってあげるから」

「どうでもいいよ……」

「よくありません。健全な生活は、健全な食生活から」

　家出中の奴やつらを匿かくまっておいて健全もなにもないだろと思うが、下手に逆らって追い出されて困るのは自分だ。

「金、かかんの？」

　そうとだけ聞くと、リサはため息をつく。

「材料費くらいはね。外で食べるより安いわよ」

「じゃあ、頼む」

　そして、俺はさっさと画面に目を戻す。膨ぼう大だいなニュースと合わせて、午後の取引の値動きを確認しておきたい。そうしている間にも地球は回っていて、次々と新しいニュースがやってくるので追いつくのは大変だ。

　頭上のほうで、リサが大おお仰ぎように肩をすくめている気配が感じられたが、もちろん無視だった。

「ああ、それから、今はいいけど、明日からはきちんと着替えてここに来ること。だらしのない格好をしてうろつくのは許さないからね」

　まるで実家で注意されているみたいだ。

　俺はへいへいと生返事で追い払おうとしたのだが、ふっと視線がよそに引っ張られた。

「聞いてるの？」

　リサがずいっと顔を近づけてくるが、俺の強こわ張ばった顔に気が付いたらしい。

「なに？」

　と、後ろを振り向いて、リサも仰ぎよう天てんしていた。

「ち、ちょっと、ハガナ！」

　慌てて駆け寄るリサに対し、当のハガナは目を細め、訝いぶかしげに「？」としている。手には神経質に折りたたまれた寝巻きと替えの下着らしいものを持っているが、問題はその格好だ。

　すらりと細くて長い脚が、腰の付け根まで露あらわになるショートパンツ一枚で、上は今にも脇から胸が見えそうな、薄い袖なしのシャツ一枚だった。

「あなた、そういう格好でうろついてはいけないと何度言ったら──」

「……？　裸ではないわ」

　怒るリサに怪け訝げんそうに答えて、ハガナはさっさと脱衣所に入ってしまう。

　リサはなにをどう言っていいのかわからないようで、脱衣所の扉の前でうなっている。

　俺はというと、情けなくも目を逸そらして、こんなことを思っていた。

　下着は白なのかよ……。

　黒尽ずくめでくそ生意気なくせに、妙な子供っぽさだ。
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　悪くないと言えば悪くはないが、とか思いつつ、頭痛を堪こらえているようなリサにこう言った。

「だらしのない格好は禁止？」

「い、いつもはもっときちんとしてるのよ！」

　どうせ女同士なので、ゆるかったのだろう。

「もう～……。ようやく裸でうろつくのをやめさせられたのに……」

　リサがそんなことを呟つぶやき、思わずその様を想像してしまう。確かに、ハガナなら平気でそういうことをしそうな雰囲気があった。

「けど、それ、俺のほうが困るんだけど……」

「困るのは私もよ！　はあ……。神は我に試練を与えたもう」

「なにそれ？」

「……なにかしらね」

　聞き返す俺に、リサはげんなりと返事を寄よ越こしたのだった。







　晩飯は、豆のスープと魚のムニエルに、パンが出てきた。

　豆は近所の人間が栽さい培ばいしたもので、魚は町を循環している水路に棲すみ着いている鱒ますの一種を釣り上げたやつのおすそ分けで、パンはパン屋の売れ残りを安く買ってきたらしい。

　全部誰かのおこぼれじゃないか、と思ったが、味のほうが大変美味だったので黙っておいた。

　それに、よくよく考えれば金を使わずに済ませる賢い方法だ。俺に真ま似ねできるかわからないが、今後のサバイバルのために覚えておく。

「一応教会だから、神に感謝するように」

　椅子に座ったリサはテーブルに両肘をつき、両手を組んで額に当て、聞いたことのない言語で何事かを呟つぶやいたかと思うと、最後にアーメンと言った。

　そういう様を知識としてはおぼろげに知っていても、実際に目の当たりにしたことのなかった俺は、なんとなく落ち着かない。とはいえ、同じことをしろと強制はしてこないので、こちらからなにか言うこともない。

「はい、お待たせ。どうぞ召し上がれ」

　そして、リサが顔を上げ、スープをよそってくれたところに、俺は言った。

「で、いくら請求するんだ？」

　聞くなら、手を伸ばす前だ。リサは嫌がるだろうなと思ったし、予想どおりに険しい目をした。リサの性格を窺うかがうための質問でもあったので、そんな目を向けられても怯ひるみはしない。

「十ムール」

「……高くねえか？」

　町の食堂で食べたってそんなにしないだろう。外で食べるより安いと言っただろ、と俺が不満げな目を向けると、リサは澄ました顔つきでこう言った。

「宿泊費込み」

「……最初に言えよ」

「でも、金銭感覚はきちんとまともじゃない」

　どうやら、こちらも試されていたらしい。油断のならない女だ。

「当たり前だ。遊んでるわけじゃない」

　宿泊費込みで十ムールと言われたら、遠えん慮りよなく飯に手を伸ばす。

　久しぶりに口にするまともな飯に、腹が一気に目を覚ます。

「ふーん？」

　ただ、リサは俺を見つめ、なにか考えているふうだ。パンを口に詰め込み、スープをすすり、魚にフォークを突き立てていた俺は、さすがに警戒する。

「な、なんだよ……」

「もうちょっと綺き麗れいに食べなさい」

「……う、うるせえ」

　子供みたいな注意を受けて、つい子供みたいに答えてしまう。

「で、それもあるんだけど、そうね。お金のこと」

「あに？」

　スープ皿の底に残っている豆の欠片かけらを意地汚く追いかけていたら、リサがなにも言わず皿を手に取って、スープのお代わりを注ついでくれた。意外な一言はスープのお代わりと共に俺のもとに届いたわけだが、金、という単語に俺の食事の手が止まる。

「セローのところにどれくらいいたのか知らないけど……セローが私に紹介したってことは、そっちでもきちんと支払いしてたってことよね」

「まあな」

　警戒しつつ答え、ようやくスープをすする。

「けど、この先どうするつもり？」

　ああ、そういうことか、と納得する。

「匿かくまっておいてなんだけど、あちこち見てもらえればわかるように、うちも財政に余裕があるわけじゃなくてね。もしあなたの手持ちが尽きてしまったら、私たちはあなたを支えることはできないのよ」

　祈ったところで金が降ってくるわけでもない。

　俺は頷うなずいてから、言った。

「その心配には及ばない。三日後には出ていくから」

　スープのお代わりをすすり、パンで皿の底を拭って口に放り込み、ようやくひと心地ついた。

　実にすばらしい食事だった。

「……行くあてがあるの？」

「セローだっけ？　あのアフロのところ」

　ほかに行く場所もない。

「遠からず、捕まるわよ」

　リサの一言に、俺はすぐに反論ができない。警官はしょっちゅう見回りに来るし、ニアミスをしてヒヤリとしたこともある。このまま例の無む銭せん飲いん食しよくの馬鹿が捕まらなかったら、夜間にも不意打ちで来る可能性だってある。

　その点、この教会なら、いきなり踏み込まれることはないだろう。

「それに、ろくに休めてなかったんじゃないの？　倒れるように眠りこむ姿なんて久しぶりに見たわ」

　ベッドを見た途と端たん泣きそうになって、抗あらがいようもなく吸い込まれた。自分は平気だと思っていたが、体は思っている以上に疲ひ弊へいしていたらしい。

　とはいえ、飲まず食わずでひたすら端たん末まつを覗のぞき込み、あらゆることを株かぶ取とり引ひきに捧ささげてこそ、たどり着ける境地があるとも思う。

「さっき十分休んだし、これから三日間も休めるからな。また踏ん張れるだろ」

　本気でそう言った。

　ただ、リサはため息をつくと、たんたん、とテーブルを手のひらで小さく叩たたいた。

「人生は長く、あなたはまだ若い。あんなところ、と言うつもりはないけれど、あなたにはもう少しまともな生活が必要よ」

「……だからここにいろって？」

「ここに限らないけれど、ほかになさそうよね。家に帰るつもりは？」

　俺は、頭の後ろで手を組んで、背をのけぞらせた。

「説教かよ」

　やっぱりそう来るのか、と思ったら、意外な返事だった。

「違うわ」

「へ？」

「提案」

　煙けむに巻くんじゃねえよと顔をしかめると、リサは欠片かけらも気にしていないふうで、淡々と言った。

「私も法を犯すことに賛成はできないけど、かといって人が法のためにあるわけでもない。だから色々の事情があって道に迷うこともある人たちのために、少しでも力になれたらと思うの」

　いかにも清い心の持ち主が言いそうなことを恥ずかしげもなく言う。

　俺は居心地悪くて椅子の上で体をもぞもぞさせたが、リサはやっぱり突とつ拍ぴよう子しもなかった。

「というわけで、ここに来た人にはいくつかお仕事を紹介しているの。それならここにもいられるでしょ？　なにがいい？」

　俺は、たっぷり数秒間リサを見つめて、聞き返した。

「……は？」

「この辺りには苦労している人たちが多いからね、ハルのような人にも理解がある。それに、どこも人手不足なのよ。調理場、配達、建築、清掃……が主なところかな。調理場だと、私と一緒に中華料理屋だけど。どれがいい？」

　リサはテーブルの向かい側でニコニコとしている。今挙げたやつは、全部が低賃金の単純労働だった。人手不足なのは、この月面ではそんな仕事のなり手がいないからだ。

　ただ、リサが中華料理店で働いている様子を想像すると、ちょっと見てみたい気もする。

　俺はそんな自分自身にもげんなりしてパンに手を伸ばすと、軽くその手を叩たたかれた。

「働かざる者食うべからずよ」

　十ムール払うんだからいいだろ、という理屈が通じなさそうなことくらい、俺にもわかる。

「……その四つの給料って、どのくらいだ？」

「えーと、一番高いのが配達ね。時給で九ムールも出してくれるって言ってたわ」

　俺は自分がどんな顔をしていたのかわからないが、ろくなものではない、というのはリサの反応でわかった。

「文句があるの？　九ムールよ。確かに、若干高低差が大きい場所の配送を任されるけど、あなた、意外に運動得意そうじゃない？」

　ホワイトベルトやニュートンシティみたいな、区画整理された場所ならばともかく、外区みたいなごちゃごちゃした場所で配達なんて考えるだけでぞっとする。

　大体、時給で九ムールだと、どれだけ頑張っても一日にせいぜい百ムールだ。ここのところ投資での結果は芳かんばしくないが、俺は最高で一日に一万ムール以上稼いだことがある。ざっと百日分だ。話にならない。

「それに、日中出なきゃいけないんだろ？」

「当たり前じゃない！」

　その剣けん幕まくに危うくパンを喉のどに詰まらせるところだった。

「子供のお手伝いじゃないのよ？　それとも、そういうつもり？」

　まるでお節介な姉に叱られている気分だが、なんとなく嫌な気分がしないのが不思議だ。

　四し肢しを伸ばして眠れる部屋と、うまい飯で、すっかり籠ろう絡らくされてしまったのかもしれない。

　うるせぇことを言うなら出て行ってやる、と言えなくなっている自分の腑ふ抜ぬけさに呆あきれた。

「そうじゃねえよ」

「なら、なに？」

　俺は大きくため息をついて、言った。

「割にあわねえっていうだけ」

　直後、リサがなにかを言おうと口を開きかけたが、俺はポケットに手を突っ込んで、むき出しの札を取り出した。いざという時のための、天使への名刺だ。教会で使うならば、実に正しいネーミングだ。

　そこから一番金額の大きな紙幣を取り出して、テーブルの上に置いた。

　あのアフロの場所は嫌いじゃないが、少なくとも無む銭せん飲いん食しよく野郎が捕まるまでは、やはりカフェに戻るのは逮捕の危険が大きすぎる。

　かといって低賃金労働で貴重な時間を浪ろう費ひしたくない俺は、月面で最も強力な、金の力を使った。要は、これも投資だ。

「百ムール預けとく。これでしばらく置いてくれよ」

「え……」

　リサは驚いていた。なんとなくリサにはかなわない気がしていたので、鼻を明かしたことにちょっとだけ誇らしくなる。

　しかし、鼻を明かしたのはいいが、その様子が俺の予想していたものと違って、やや怯ひるんでしまう。もしかして、偽札を疑ったりしているのだろうか？

「だめ、か？」

　窺うかがうように尋ねると、リサははっと我に返ったように俺を見た。

「え？　ええ……あ、いえ、もちろん、追い出したりなんかしないけど……」

　突然うろたえだしたリサが、俺はやっぱり気になった。

「……汚い金、じゃないぜ？」

　俺の言葉に、リサは少し慌てて首を横に振った。

「ごめん。そうじゃないの」

　じゃあなんだ？　と聞き返したい誘ゆう惑わくに駆られたが、糞くそみたいな手間仕事をやれという会話からうまく逸それていることだし、さっさと話にけりをつけておくことにした。

「問題なければ、受け取って欲しいんだけどな」

　それで、十日間くらいは黙ってここに置いて欲しい。

　リサはそれでもしばらくは、なにか思いつめたような顔で金を見つめていた。

　ただ、結局はゆっくりとうなずいた。

「わかったわ。受け取っておく」

　丁てい寧ねいな手つきで札を受け取ると、もういつものリサだった。

「しばらくここにいなさいな。戦地から帰ってきた兵士みたいにベッドに倒れこむんだもの。そのうち体を壊すわよ」

　毎日戦場で戦っているのは間違いないので、そう評価されることにちょっとした誇らしさを感じてしまう。

「でも、きちんと今後のことを考えておきなさいよ」

　リサの小言に、俺は肩をすくめただけ。

　けれど、今後のことならば俺はそこいらの奴やつよりよほど考えている。

　途方もない大金を稼ぎ、前人未踏の地に立つという、夢を叶かなえるのだ。

「まあ、私も人のこと言えないんだけどね」

　ただ、リサがそんなことを呟つぶやいて、俺は意外だった。

「もう、ご飯いい？」

　不意に問われ、俺は問いかける機を逸してしまう。

「あ、ああ。うまかった。ごっそさん」

「どういたしまして」

　食器を片づける姿を見ていると、リサみたいな大人が、先のことも考えずにふらふらしている、というのがうまく理解できない。

　とはいえ、他人は他人だ。気にしている暇もない。早速端たん末まつを開き、情報収集に努めた。

　俺には目的があり、進むべき道があり、叶えるべき夢が……と息巻いていたのだが、ニュースの文字は歪ゆがみ、数字は頭に入ってこなかった。

　あれだけ寝たのに、猛もう烈れつな眠気が襲ってくる。

　きちんと飯を食べ、かちゃかちゃという食器を洗う平和な音に、穏やかな居間の空気。

　俺はしばらくねばったが、これまで必死にせき止めていた真っ黒な疲労が、動画で観みた油田のように噴き出していた。

「けど、あれよね。早寝早起きって、あなた昼間ずっと寝てて夜きちんと……」

　と、リサは手を拭ふきながら言って、途中で笑っていた。

「その心配はなさそうね」

「ぐ……」

「歯ブラシの買い置きが洗面所にあるから、歯だけ磨みがいて寝なさいな」

　正直言って面倒だったが、反抗するのもそれ以上に面倒で、俺は死人のように頷うなずき、ふらふらと洗面所に向かう。

　そして、眠気の向こうにリサの声を聞いたような気がしたが、一刻も早く眠りたくて、洗面所の扉を開けた。その俺の視線の先にあるのは、バスタオルで体を拭いているハガナだった。

「……」

　頭が真っ白の俺に向かい、冷静なハガナは眉をひそめ、こう言った。

「なに」

　俺は即座に扉を閉め、かといってそこから立ち去れるわけでもなく、あほみたいに突っ立っていた。バスタオルのせいでだいぶ体が隠れてはいたが、濡ぬれた黒髪と、露あらわな細い肩がひどく艶なまめかしかった。

　扉の前で呆ほうけていた俺は、リサの手に引っ張られ、後ろに下げられる。それからリサは扉を軽く開けてするりと中に入り、歯ブラシを手に取って出てきた。

　俺はそれを無言で受け取って、キッチンのほうで歯を磨き、ふらふらと部屋に戻って、ベッドに潜り込んだ。

　初めて間近に見た女の子の裸。

　ただ、一番ショックだったのは、ハガナが欠片かけらも動揺していなかったことかもしれない。

　俺は妙な敗北感諸もろ共ともに、原油に飲み込まれるように、黒い眠りに落ちたのだった。







　ぱちっと目が覚めた。さすがにもう鞄かばんを探して慌てるようなこともない。

　それに、目を覚ました瞬間に確信できる、今日は絶好調だという感覚。

　寝返りを好きなだけ打てて、置き引きを警けい戒かいせずにベッドで眠るのは、たとえようもない素晴らしさだった。

　廊下に出ると服が畳んで置いてあったので、慣れ親しんだそれに着替えた。

　ただ、ハガナに散々臭いと言われたので、着る前にちょっと嗅かいでみた。

　大丈夫。のはずだった。

　そんなことをしてから居間に向かうと、リサとハガナがテーブルについて、パンをかじっていた。二人とも俺に気が付いたが、ハガナはつんとすまし顔ですぐに無視をする。

「おはよう。本当に早起きなのね」

「……そう言っただろ」

「家出中なのにそんなに規則正しいのは珍しいことだと思う」

「大きなお世話」

　リサはそう言われても、楽しそうににこにこしているし、俺も本気で邪じや険けんにしているわけではない。なんとなく、恥ずかしいのだ。

「朝ごはんは？　名前からしてご両親は日本人だよね……とそう言ってたか。お米あったかな」

「俺、別にそういうのねえよ」

「あら、そう？　じゃあ、同じのでいいかな」

　リサは結局、パンとベーコンエッグを焼いてくれた。

　大昔に地球にいた連中は、地球以外の場所に人類が進出した場合、地球と同じ物を食べられるとは考えていなかったそうだ。つまり、チューブ状のわけのわからない合成食料に、見たこともない色の不気味なサプリメント。実際、わざとそうやって作った物もあるが、ジョークフードの域を出ない。移民がまず驚くことは、月面都市の目に見えるところは、ほとんど地球と変わらないところだという。

　俺にはもちろん、その感動もいまいちわからないのだが。

「ごっそさん。ネット回線借りるぜ」

　部屋でも少し試してみたが、電波の入りが悪い。０．１秒の差ですら、取引が成立するか否かを左右し、莫ばく大だいな儲もうけを取り逃すかもしれない。昨晩と同じ、窓際の床に腰をおろしたところに、リサが言った。

「はいはい。いいけど……悪いことしてるわけじゃないのよね？」

　ただの数字の上下に大金を賭かけ、場合によっては人が一生かけて稼ぐ金額を一瞬で稼いでしまうようなことが、悪いことかどうかは俺にもわからない。

　言えることは、一つ。

「完璧に、合法だ。なにも法は犯しちゃいない。そこだけは保証する」

「……なら、詳しく聞かないわ」

　もう少し食い下がるかもと思ったので、意外そうな目を向けると、リサは小さく笑って首をすくめた。

「男の子は秘密がないと死んでしまう生き物だから」

　絶対にそんなこと思っていないはずだが、なぜだか俺は胸の内がふわふわする。

　だから黙り込み、証しよう券けん取引口座にログインした。

　その頃にはもう、周りのことなど全て頭から追い出されていた。

　俺の関心は、数字の上下から金を引き出すことに向けられていた。







　市し場じようは若干荒れていた。

　一部地球市場が荒れ模様で、全世界が繫つながっている金きん融ゆう世界はその荒れ模様の影響を受けていた。原因は、ロシアがガス田を巡って過去の衛星国に軍を派遣しているせいとかなんとかいう、聞き慣れたものだった。

　月で言われる冗談に、世界史の教科書はコピーアンドペーストで年号だけ変えればいい、というものがある。地球がいつまで経たっても馬鹿げたことを繰り返していることへの揶や揄ゆだ。

　地球から争いや悲劇がなくならないというのは、月から眺めているとよくわかる。何千年という歴史があり、何十億人と人が住み、過去の因縁や、場当たり的に作ってきたシステムが一日二十五時間にわたってきしみ音を上げている。それが地球だ。

　俺の村にいた、地球の中でも特にやばい地域から来た移民の一人が、こんなことを言っていた。

　──軌き道どうエレベーターの窓から地球を眺めていると、すべての絶望的な問題が、僕の生まれ故郷と一緒にどんどん小さくなっていくのが見えた。

　未いまだに地球には、雨よりも多くのミサイルが降り注ぎ、春の草花よりも多くの地雷が花を咲かせる場所があるという。

　単純労働者としてでもいいから月に来たがる人間がいるのは、母なる惑星のはずの地球に住みたくないと考える連中が多すぎるからだ。そして恐ろしいのは、地球に住む先進国の連中は、そんな地球の状況をまったく知らないらしいというところだろう。

　第一、ニュースとして流れる世界情勢を見て、心を痛める奴やつらがどれだけいるのだろう。真面目にそういうニュースを見ているのは、きっと、揉もめ事によって原油の産出がどうなるかとか、そのせいで先進国の経済がどうなるかとか、金のことしか考えていない連中だ。

　月面都市は、特にそういう人間が集まっている。

　月が地球に対し同じ面を向けているのも、じっと冷れい酷こくな目で監視しているかのようだ。

　俺が、まばたきもせず、数字とニュースの流れを見続けて、そこから少しでも儲もうけをひねり出そうとするように。

「ふう……」

　そして、取引終了の時間になった瞬間、ため息をついた。ネットの世界からログアウトするためのスイッチで、端たん末まつ画面に飲み込まれていた魂が体という入れ物に戻ってくる。

　自分の意識が、加速された取引の世界から、重力と時間の存在する世界に急ブレーキをかけて衝突するこの感覚。

　悪くない、といつも思う。

　しかし、それも今日の取引実績を思い返すまでだ。

　朝からずっと画面に張りついて、飯も食わず、水も飲まずに取引しまくって、トータル十七ムールの浮きだった。ここの一日の宿泊費は稼げたが、それをプラスと言えるほど、俺の心は広くない。うまくいく日もあればこんな日もあるとはいえ、相変わらず足踏みが続いている。

　先週からどれくらい増えたか計算するのが怖いくらいだ。

　俺は背中にどっと疲れを感じてしまい、胡坐あぐらをかいたまま床にごろんと寝転がった。

「……」

　この瞬間だけは、頭になにも浮かんではこない。俺は夢の中ですら取引していることがあるので、きっと寝ているときよりもリラックスしている瞬間だ。かつて地球で覇は権けんを握った優秀な指導者のほとんどが、一日のうちに睡眠は数分から長くても一時間だったという。俺はその言葉が痛いほどよくわかる。世界を征服しようと思ったら、考えなくてはならないことが多すぎて、眠っている暇などないからだ。

　世界を構成する世界中の人々は常に誰かしらが動いていて、この世界に影響を与え続けている。だから、眠ればそれだけ世界の先端から離れてしまうことになる。

　俺は株かぶ式しき市し場じようを制覇しようとするだけでも、頭脳の稼動域のほとんどをそれに割り当てることになる。そして、制圧からは程遠い。

　しかし、いつかはこの市場を制圧し、そこから無限に金を引き出して、それを積み上げて手を伸ばすのだ。前人未踏の地へと続く扉へ、人類が月の次へ向かう、その最初のステップに滑すべり込むために。

　俺の脳みそはリラックスをやめて、血の抜け切った脳に新しいたぎった血が巡ってくるのを感じた。足踏みに腐くさっていては、さらに遅れを取るだけだ。深呼吸をして、体を一息に起こそうと目を開ける。

　そこで思考も含めて全ての動きが止まってしまったのは、本当に純じゆん然ぜんたる事故だった。

「……」

　目を開けたら、目の前が真っ暗になっていた。

　否。

　正確に言うと、真っ黒い生地があった。一部は独特のすらりとした輪りん郭かくを描き、一部はぎざぎざに折りたたまれたプリーツの形を示している。

　そして、その一番奥のほうに、黒い布地の隙間から、白い布地が見えている。

　それらがすいっと自分の頭の上を通っていく。その後に俺の視線が捉とらえたのは、ふっとなにかに気がついて後ろを振り向いたといったふうの、ハガナの顔だった。

「なに」

　照れるでも恥ずかしがるでもなく、ましてや怒るでもなく、ハガナは俺のことをまるっきり石ころでも見るような目で見ていた。昨晩の風呂の件もそうだが、ハガナは俺のことを人として見ていないらしい。

　そのハガナ様は、どうやらキッチン脇の戸棚に用があったようで、最短距離を進むために、俺の上をまたいだのだ。

　確かに変な場所で寝転がっていたのは俺のほうだが、しかし、スカートとかいう無防備な装備をしているのなら、もう少し気を遣うべきはハガナのほうではないのか。

　というか、なぜ俺のほうが傷ついているんだと、理不尽に苛さいなまれながら体を起こしているところに、まさかのお声がかかった。

「リサは？」

　ハガナは冷蔵庫を開け、化学的に合成するよりもなお素晴らしい栄養効率を誇るという牛乳を飲んでいたらしく、口の周りに白い髭ひげを生やしている。

「知らん」

　人を馬鹿にし腐っているくせに、口の周りに白い髭を生やしている間抜けさが妙に腹立たしい。俺があっさり答えると、ハガナは音がしそうなくらいに露ろ骨こつに眉をひそめた。

「ずっとここにいたのではないの？　なぜ知らないの？」

　馬鹿なの？

　そんな言葉が聞こえてきそうな勢いだ。

　俺がここにずっといたのは間違いのない事実だが、取引に集中していたら頭を叩たたかれるまで後ろに立たれても気がつかない。俺はそのことを説明しようと思ったが、面倒くさいこともあって無視を決め込んだ。

　ハガナは苛いら立だたしそうに俺のことを睨にらんでいたが、俺は勝手に怒ってろと胸中で吐き捨て、端たん末まつをいじっていた。

　そこに、聖堂へと続く廊下の扉を開けて、リサが戻ってきた。手にはなにやらあれこれが詰まった麻袋を提げている。再生可能な物はとことん再生する、という月面都市の政策にのっとって、麻袋もそういう模様なのかというくらいにあちこちつぎはぎがあてられていた。

「ただいまー……ん？」

　居間に入ったリサは、敏びん感かんに場の雰囲気をかぎ取ったらしい。

　というか、ハガナの奴やつが無言でずっと俺にガンを飛ばしっぱなしなので、あほでもわかる。

　俺はハガナのほうは一切見ずに、端末をいじり続けている。

「ハガナ」

　リサがその名を呼ぶと、犬が飼い主のほうを向くように、視線が移動した。

「怒ると脳細胞が死ぬわよ」

　なんだそりゃ。

　俺がつい顔を上げると、あろうことかハガナはうなずいていた。

　そんな子供だましみたいな言葉に納得するのか？

　呆あつ気けに取られる俺をよそに、ハガナはもう俺のことなど眼中にないかのように自分のこめかみを指でぐりぐりとしていた。

　そして、目を閉じたまま器用に牛乳をコップに注つぎ、二杯目を飲もうとする。

　飲む前に、こんな呪文を唱となえていた。

「カルシウムは怒りを鎮める」

「その通り」

　冗談、のようなやり取りには見えないが、俺には演技なのか本気なのかよくわからなかった。

　ハガナは牛乳を飲み終え、冷蔵庫に買ってきたものを放り込むリサを見ながら、言った。

「リサ、講堂の鍵」

「え？　あれ、渡してなかった？」

「受け取ってないし、思い当たるところは全部探した。残る可能性は、リサが持っているか、あいつが盗──」

「あー、はい、ちょっと待って……えっと……」

　ハガナが寸すん分ぶんの狂いもなく俺のことを指さすのを直前で止めて、リサはポケットや麻袋をかきまわしている。

　どうやら、財布の中にしまっていたらしい。

「細かい物を財布に入れちゃう癖をどうにかしないとね。間に合いそう？」

「遅れても、きちんと事情を説明するもの。悪いのは私ではなくリサだと」

　はっきりきっぱりと言う。

　苦笑い気味ではあるものの、よくあることらしくて、リサはさほど動どう揺ようはしなかった。

「……そうよね。ええ、しっかりと私の失敗だと説明して」

「そう。単純な理屈」

　ハガナはそう言って、鍵を受け取って身を翻ひるがえした。

　スカートの裾が軽く広がって、綺き麗れいな長い髪の毛がそれ以上に綺麗な弧を描く。

　そして、そのままほとんど足音を立てずに居間から出て行って、自室に入る扉の閉まる音がした。残されたリサはやれやれとため息をついて、俺を見ると軽く苦笑している。

　それから、さして間を開けずに再び扉の開閉音がして、居間にハガナが戻ってきた。その手には、小さな黒い鞄かばんを提げている。

「では、行ってきます」

「はい行ってらっしゃい」

　ハガナはリサにだけ挨拶をして、俺にはなにも言わずに居間を突っ切って聖堂に続く廊下を歩いて行った。

　いや、正確には「あらまだいたの？」と言わんばかりの冷たい一いち瞥べつを俺に向けていた。

　どうやらハガナは俺を完全に敵だと認識しているようだった。

「やっぱり、ちょっと難しい娘こかなあ」

　ただ、リサの呟つぶやいたそんな言葉が、一方的に俺が悪いわけではない、ということを支持してくれる。

「ちょっと？」

　俺は、ここぞとばかりに言葉を向ける。

「ちょっと、よ。本当はいい娘こなんだけど」

「それって駄目な奴やつを擁よう護ごする典型的な台詞せりふじゃねえの」

　頰ほおに手を当ててうつむきがちだったリサは、少し冷たい目を俺に向けてくる。

「私がどれだけ心が広いかを知らない君ではないと思うけど？」

「……わかったよ。怒るなよ……」

「うん。それでよろしい」

　リサはにっこりと笑って、空になった麻袋を丁てい寧ねいに畳んだ。

「で、どうしよう。夕食は早いほうがいい？」

「あ？」

　予想していなかった質問に、ちょっと面めん喰くらって聞き返す。

「お昼食べてないでしょ？　というか、話しかけても全然反応しないんだもの。なにをしてたの？」

　呆あきれるような顔つきは、尋問をしているという感じではない。

　俺は頭をかいて、もごもごと誤ご魔ま化かした。

「まあいいわ。それで、早く食べたいなら今から作るけど、どうする？」

「は？　あ、いや……つーか、ばらばらに作ったら手間じゃねえの？」

「もちろんそうだけど……意外ね、そういう気遣いできるの」

「家出はしてるけど、俺は別に不良でもなんでもねえ」

　リサは俺の主張を軽いため息で流す。

「言葉づかいはチンピラっぽいけどね」

「……うるせえな……」

「で、早く作るかどうかっていうのは、ハガナを待っているとちょっと遅くなるからね」

「あー……」

　あのハガナと一緒に晩御飯、という様を想像して、口の中が苦くなる。

「それに……さっきの様子を見ると、無理させてもね」

　俺はともかく、ハガナの俺に対する敵意は並々ならぬものがある。

　いったいなにがそんなに気に食わないのかわからんが、裸を見てスカートの中を覗のぞく前からああだった。

「もちろん、最終的には仲良く食卓を囲んでもらうつもりだけど」

「げえ」

　俺は思わずそう言ってしまう。

　そんなお気楽平和主義的意見、聞きたくもねえ。

「まあ、ボールだって地面に落ちた瞬間は激しく跳ねるものだから。でも結局は落ち着くでしょう？　こういうのは慣れで解決することが多いのよ」

　いかにも人生の先輩ぶった物言いだが、俺はちょっとほっとした。

「仲直りの握手をしましょう、とか言うのかと思った」

「ん？　させてもいいけど……私、意外に現実的なの」

「そりゃあ助かるね」

　俺は言って、軽く深呼吸をしてから、話題を戻した。

「俺としては、早く食えるならそれに越したことはない」

「なら、そうね。作っちゃおうか」

「助かりますよ」

　わざとらしく敬語を使うと、リサは生意気な子供に失笑するように鼻を鳴らしていた。

　そして、リサはエプロンをつけてキッチンに立ったのだが、その後ろ姿を見て、俺は声をかけた。

「なあ」

「ん？　なに？」

「あいつ、鞄かばんなんか提げて外になにしに行ってんの？」

　夕方からなら、世間的には学校も終わりで、若者がうろついていても問題ないとはいえ、家出中の身で外におでかけ、というのがあまりにもそぐわない。

「あいつじゃなくて、ハガナ」

「……あいつだって俺のことあいつって言うじゃねえか……」

「歩み寄ったらいいじゃないの。それに、きっとあの娘こはちょっと人見知りなのよ。私には本当にいい子なんだから」

「昨日は言うこと聞いているように見えなかったけど？」

「う……とにかく、ハガナよ、ハガナ」

「わかったよ、うっせえな」

「まったく……。で、ハガナだっけ。働いてるの。あの娘、先生やってるのよ」

　俺の息が、たっぷり数秒は止まっていた。

「ま、まじかよ!?」

「まじまじ」

　口調を真ま似ねされて、俺は唇を引き結ぶ。

「格好つけてないで普通に喋しやべりなさいよ」

「うるせえな……」

　と、返すことしかできないくらい、子供扱いだ。

　悔しいが、全体的にはリサにはかなわないらしい。

「けど……先生？　あれが？」

「そうよ。あの娘こ、ものすごく頭いいんだから」

「……確かに、あいつすげえ人のこと見下してくるな……」

「そこは、確かに私も否定しないけど……幾いく分ぶんかは、元もとああいう目つきなのよ。本人気にしているところがあるから、私からもお願いするけど、そこはあまり怒らないでやって」

「……はっ」

　俺は軽く鼻で笑って、そっぽを向いた。

　ただ、完全にそれを鼻息で吹き飛ばしたのではなく、自分の目つきの悪さを気にしているハガナ、というのが琴きん線せんに触れたのだ。

　ちょっと、可愛かわいい。

「近所の子供たち集めて先生やってるの。すごい一生懸命でね。私も以前そういうことやってたんだけど、だめだった。文系科目ならいけるけど需要がからっきしないから」

「あ？　そうなの？」

「ハガナはばりばりの理系。世界中で通用する知識っていいよね。私も一応月の大学出ているのよ？　でも、専門が中世欧おう州しゆうにおけるカトリシズムと土ど着ちやく信仰の関係、だからね」

「……なにそれ？」

「そうよね……。月まで来て地球の歴史、しかも宗教史を学びたいなんて人はいないのよねえ……。大学の先生も教養科目担当のつもりでこっちに来てたから、私が研究室開いてくれと頼み込んだら驚くのを通り越して呆あきれてたわ」

「まあ……金払って習うなら、数学か物理かな」

　肉体労働は機械に取って代わられ、その機械はすべて物理学に支配され、物理学は数学を基礎に成り立っている。その二つのうちのどちらかを修めていれば、世界を操る力を持っているのと同じことだ。

　それでなくても、数学は昔から金儲もうけと相性がいい。大昔にサイコロ賭と博ばくの中毒だった貴族が助けを求めたのは数学者のブレーズ・パスカルであり、最初にブラックジャックの必勝法を見つけ出してカジノを潰した男も、数学を駆く使ししていた。

　現代の投資の世界でも事情は変わらず、数学の天才たちは引っ張りだこだ。

　パスカルの研究から数百年分の成果をすべて引っさげた、博士号を持った魔術師たちだけが行える投資というものがある。彼らの頭脳は宇宙を計算するスーパーコンピューターを凌りよう駕がするのだから、未来を予測して株で儲けるのもわけはない、というわけだ。なぜなら、彼らこそが、そのスーパーコンピューターを作るような立場の人間なのだから。

　俺も投資のことは大抵調べ、使えそうなものはすべて試した自信があるが、これだけはお手上げだ。もちろん、近所の子供を集めて先生をやる程度の頭の良さでも、到底無理な領域ではあるだろうが。

「ほかには、化学とか生物学とか……医学は学費が高すぎて投資効率も微妙そうだけど。つーかこんなこと、月面に住んでるなら常識だろ」

「そのとおり。金にならずんば学問にあらず、と言わんばかり。嘆なげかわしいわ」

　嘆かわしいかどうかはわからないが、リサがこの月において人生の選択をだいぶ間違えてきたことだけは間違いがない。月面で成功するには、文学や歴史を学んでいる暇などない。数学を筆頭にした理系科目か、文系ならば経済か経営だ。

　もっとも、やっぱりリサはそれで後悔しているかというと、そういう感じは微み塵じんもない。

　俺がこいつを信頼できるのは、なんだかんだいって、足の裏にきちんと根っこが生えて地面にしっかり立っている感じがするからだ。

「しかし、あいつが先生とか……」

　俺は呟つぶやき、ちょっと想像してみる。あの黒尽ずくめで、人を見下しきった目と口調で、こんなこともわからないの？　と教壇に立つ。

　それはそれで需要がありそうなシチュエーションだが、俺はごめん蒙こうむる。大体、動物と変わらないガキども相手とか、あの短気そうなハガナに務まるのか甚だ疑問だ。一言目だけは注意して、二回目からはなにも言わずに棒で殴ったり突いたりしてそうだ。

　似合いすぎて、怖い。

「なにを考えているか大体わかるわ」

「だって……あんな先生嫌だろ……」

「それが、子供たちには懐なつかれてるのよ」

　リサは内緒話をするように声を潜めて言ってくる。

　どうやら、子供に懐かれるとは、リサ自身思っていなかったようだ。

「まあ、我が教会運営の大切な屋台骨になってくれてるからね。あの娘、稼ぎを全部私に押し付けるのよ。神は貪どん欲よくを戒いましめはしても、行き過ぎの清せい貧ひんは求めてはいないのに」

「……なんかよくわからんけど……人は見かけによらないということだけはわかった」

「そうね。見かけで判断しているなら、私はあなたを助けていないもの」

「けっ」

　俺はそう言って、金の生なる木の選別に戻ったのだった。







　月面では重力が低いので、筋力トレーニングにはバネの力を借りるのが一般的だ。

　それ用の棒とコイルも通販で売っていて、大人気商品になっている。

　しかし、買ってみて実際に使っている人間がどれほどいるかは非常に疑わしい。なにせその棒とコイルのセットで一財産築いた健康器具会社は、似たような商品のシリーズを出して累計の売り上げで三百万セットくらい売っているはずだが、どう考えたってそのシリーズのどれか一つを持っているだけで事足りる。

　しかも、月の人口が七十万人程度で、観光客を入れたって百万がいいところ。買ってもろくに使わず、また新しいのを買う人間がどれほど多いかということだ。一つの道具をきちんと使い続けることは、その道具を使う上で最も難しいことの一つ。そして、取り扱い説明書にそのことは載っていない。

　俺はあの堅物で時代遅れの父親から聞いた言葉が勝手に頭の中で繰り返されるのを聞きながら、いつものトレーニングを終えた。腕、肩、脚、腰、腹筋、と負荷をかけて、逆立ちや軽い宙返りでバランス感覚を養うトレーニングは、長くても二十分。アスリートを目指すわけではないので、それ以上は必要ない。

　そもそもこんなことをしているのは、「体だけは鍛えておけ。必ず役に立つ」と、実家の村にいた、噓うそや見み栄えを絶対に口にしないタイプの連中が、口を揃そろえて言うことだったからだ。

　ネット全ぜん盛せいで重力も低く、電力が安定してほぼ無限にある月面では、力仕事など下の下の下に分類される。力仕事で大金持ちになった者はいない。せいぜいが、その力を見世物にしたショービジネスだが、それでも結局最大の利益を手にするのは力持ちの男ではなく、その男を雇う経営者だ。

　しかし、家出をして社会のルールから外れてみると、なるほど彼らの言葉には真実がたくさん含まれていた。俺が警官に捕まらず実家に送り戻されずに済んでいるのも、彼らの助言があったからだと思う。さすが、ゲリラや秘密警察や軍ぐん閥ばつなんていう、現代の恐竜から逃げてきた連中だった。

　タオルで汗を拭いて、リサやハガナに臭い臭いと言われた服を着る。

　二度洗濯してようやく匂わなくなったらしいが、俺はなにかこう、この三ヶ月間でようやく服に染み付いた大事な気構えみたいなものも、一緒に洗い流されてしまったような気がした。

　家を出て気がついたことの一つは、洗剤の匂いは人を弛し緩かんさせるということだ。

　清潔、という言葉にはいかにも弱そうなイメージがある。

　しかしまあ、これも悪くない。

　俺は居間に行って朝食を取り、リサに外出の旨を告げてから、部屋に戻って鞄かばんを背負った。

　今日は日曜日なので、取引関連の市場は閉まっている。なにより学校も休みなので、俺が外を出歩いても咎とがめられない貴重な日だ。ついでに例の窃せつ盗とう犯も見事捕まったらしいので、誤ご認にん逮捕から実家に送還、という可能性もなくなった。

　ちなみにリサがご近所のネットワークから聞きこんできた話では、犯人は家出少年だったようだ。なんの手立てもなく家を出て、罪を犯して迷惑をかけるという、いかにも典型的な馬鹿だ。多分、地球移民ではなくて、月で生まれ育った奴やつだろう。自分が月生まれの月育ちだからわかるのだが、月野郎は地球から来た奴らに比べ、重力の低さのせいか頭の中がぼんやりした連中がとても多い。

　月面では都市の維持のために働くことがなによりも重要視されるが、実際のところはニュートンシティの天才や秀才たちが莫ばく大だいな金額を稼いでくれるので、プライドさえ関係なければおこぼれに与あずかって暮らすことは一応できる。実際に、外区でぶらぶらしている連中は、そういう寄生虫に近い存在だ。

　ただ、月野郎が馬鹿にされる本当の原因は、そういう経済的な話ではないだろう。

　地球から月に来る奴らは、観光客も含めて皆ものすごく目的意識を持ってやってくる。彼らは月で何事かを成すためにやってくるからだ。

　それは地球では得られなかった平穏な生活を送るためかもしれないし、同じように地球では得られない刺激に満ちた毎日を送るためかもしれない。

　なんにせよ、彼らは目的のために前に進むということがどういうことか、よく知っている。

　軌き道どうエレベーターに乗るにはまともな方法だと安くない金がかかるし、料金の割引や免めん除じよを受けるにはものすごい難関を努力でクリアーするか、あるいは運に頼るしかないから、月に来るというのは特別なことなのだ。

　だから地球野郎たちは自分がどこから来てどこにいて、なにをすればいいのかをきちんとわかっている奴らがとても多い。文字通り、地に足がついている。

　対して、月野郎たちは望んで月に生まれたわけではないから、月でやりたいこととか、月への憧あこがれとかは存在しない。地球から来た人々が月に持っている熱ねつ狂きようのほとんどを、理解することができない。

　結果、月野郎はぼんやりしているだとか、地に足がついていないだとか言われてしまうのだ。

　俺はもちろん地球野郎に負けない目的意識の塊だと思っているが、どうしても月生まれだという負い目がある。

　俺の地球野郎嫌いは、そういうところに起因していた。

　靴くつ紐ひもを結んで廊下に出ると、家は静まり返っている。リサは朝飯を食べると、大学から呼ばれたとかなんとか言って、出かけていった。ハガナの野郎がいるのはわかっているが、トイレ以外はずっと自室に籠こもっているらしく、そこからはことりとも音が聞こえない。なにをしているのかわからないが、やや不気味な感じがする。野良猫の解かい剖ぼうをしていても驚かない。

　なので、鞄かばんにはこれまでどおり俺の身の回りの品を全て詰めている。ハガナが俺のいない間に端たん末まつを金かな槌づちでぶっ壊さないとも限らない。

　加えて、俺は廊下をそのまま居間の方に歩いて行くことはしなかった。

　代わりに、二階へと続く階段を上った。この教会は、二階と三階部分が崖に張り付くようにして上に延びている。狭くて急な階段を上ると、崖を削ってできたわずかなスペースに小さな庭があり、崖にへばりつくようにして作られた部屋が二つある。どちらも急斜面にあるので部屋自体は狭いが、一つはリサの部屋らしい。小さな庭には白く塗られた椅子とテーブルが置かれている。

　さらに上に続く階段は、階段というより梯はし子ごになっている。リサはこの梯子を器用に上り、洗濯物を三階の庭で干していた。

　三階の建物部分は部屋というより物置で、そこを抜けると屋上に近い敷地がある。扉は木造だが生意気にオートロック錠がついていて、リサの手書きで「出るときは鍵を忘れずに」とある。きっと何度か締め出されたのだろう。俺はもちろん帰りは正面入り口から入るつもりなので、そのまま外に出る。

　月面は二週間続く「昼間」の真っ最中なので、月面都市を覆おおうドームが光を透とう過かしているこの時間はとても気持ちがいい。今日も同じ位置に地球が見える。この庭は場所柄やや贅ぜい沢たくなくらいの広さで、背後の崖に寄り添うようにして大きな木も生えている。木陰ではリサかハガナがくつろぐためなのか、折りたたみ式の椅子が置かれていて、花壇では百ゆ合りが揺れていた。今は洗濯物も干されているが、どれが誰の物か一目瞭りよう然ぜんなので、俺はそっと視線を逸そらす。

　とにかく、ここは崖があまりに急なせいで、周りからは視線を遮断されている一方、すべてを見下ろせるよい場所だった。

　足元からはごちゃごちゃした第六外区の町並みが見渡せて、屋上に出てのんびり端末で読書をしている人もいるし、屋根を直している人も見えた。パン屋かクリーニング屋でもあるのか、不ぶ格かつ好こうな煙突から水蒸気を出している建物もあるし、建設中の家もある。

　ただ、俺の目的はそこいら辺を探索することじゃない。

　ここの背後の崖を駆け上って台地の上を走っていくのもよかったが、多分誰かの家の敷地に出るから、警察を呼ばれるだろう。

　俺は軽く屈くつ伸しんをして、この庭から見える家と家の隙間を窮きゆう屈くつそうに通る、台地の上に続く道を探し出し、そこに向けて助走して庭から飛び降りた。

　向かう先は庭から見えたもっともっと先。

　地球への反逆かのように鋭く伸びる、ニュートンシティのビル群だった。







　俺は第六外区の繁華街に出て、電車に乗った。月面開発列車という素っ気ない名前だが、文字通り月面が開発されたときの列車で、駅の始点と終点にはいかにもな宇宙服を着た人形が、いわゆる月面の砂漠で作業をするジオラマが展示されている。ネット上でいくらでも追体験できるのに、観光客たちはありがたそうにそのジオラマに群がって写真を撮っているのがいつ見ても奇妙だ。

　以前、頭のいい誰かが思い付きで小さな切れ込みの入った箱を置いたら、寄付箱だと勘違いした観光客が山のように小銭を入れたらしい。ただ、頭のいいそいつが見抜けなかったのは、たった数時間で箱が一杯になるくらい金を入れた観光客たちの馬鹿さ加減で、金が溢あふれて入れられないと駅員に苦情を申し出た観光客のせいで、いたずらが露ろ見けんした。

　以降、頭のいい馬鹿の失敗を生かして、駅員がでかい箱を置いて、寄付ともなんともうたっていないそれで観光客から小銭を徴ちよう収しゆうしていた。詰めが甘いとうまい儲もうけ話もふいになる、というよくできた見本と言えた。

　月面では人類が住める環境になっている土地はとても少ないので、月面開発列車は申し訳なさそうなくらい体を縮めて町中を走っていく。

　電車は猥わい雑ざつに密集した建物のすぐ側そばを通り、窓からはその生活の内部がよく見えた。観光客たちは自分の国の文化様式の建物や生活なんかが垣かい間ま見えると、楽しそうにはしゃいでいる。

　当然、俺が見て嬉うれしい文化様式なんてどこにもありはしない。

　月は移民たちのごった煮で、しかも地球の重力を振り切りたくて仕方がなかった連中ばかりが集まる場所だから、余計に色が薄いところがある。だから、線路沿いの諸もろ々もろは、ちょっとしたパフォーマンスだとも言える。自分の生まれ故郷の文化生活を貫かん徹てつしたがる奴やつは、ここでは思い切り白い目で見られることになる。ここは月であり、地球ではないからだ。

　いくつかの駅を越えていくと、やがて町並みが変わってくる。

　猥雑な雰囲気から秩序だった町並みに変わり、どんどん無む国こく籍せきになっていく。自然界には存在しない、直線と優雅な曲線を描く建物が増えて、綺き麗れいに刈り込まれた木が多くなる。ホワイトベルトに入ったのだ。

　車内の電子広告も企業で働く勤め人向けのものになって、マイホームだの家族のための保険だのといったものが多くなる。

　また、ここからは地面が急激に低くなっていき、列車は地面から離れていく。綺き麗れいな町並みがやがて眼下に広がるようになって、最終的にはビルの十階程度の高さになる。

　建物は綺麗で、ところどころに公園の緑があったり、大きめの水路が顔を覗のぞかせたりする。

　写真を撮って額に入れたら、タイトルは「調和」だろう。

　そのはるか向こうには、レッドバレーの猥わい雑ざつな町が見えているから、とても対照的だった。

　そんなことをしていると、列車はさらに高度を稼ぐようになる。眼下の町並みも住宅街から商業施設ばかりが目立つようになり、無機質なビル街になってくる。

　電車はビルの二十階分くらいの高さまで来ているはずなのに、側を通り過ぎるビルで天てつ辺ぺんの見えるものが少なくなってくる。ニュートンシティが近づいているのだ。硝子ガラス張りの窓の向こうに、忙せわしなく働く人たちの姿が見え、あっちこっちに電子広告の看板が現れ始める。

　やがて電車はうっそうとした森の中に入ったように陰に包まれ、視界は一気に悪くなる。

　林立するビル群の中を縫うように進み、大きく弧を描いて迂う回かいすると、急激に視界が開けた。

　ニュートンシティの、セントラルステーション前大広場だ。

　巨大な吹き抜けのようにそこだけくりぬかれた空間は、地球から来た者たちのみならず、月育ちの人間たちの度肝も抜く。地上百六十二メートルに存在し、ナノワイヤーで吊つるされた巨大な時計とホログラフ画面がその広大な空間のど真ん中に浮いている。

　列車は大広場の隅に沿って進み、やがてターミナルステーションの中に吸い込まれる。

　月面都市のみならず、人類世界において最高の富と栄えい誉よの集まる場所。

　俺は列車を降りて、目に入る広告の数を数えてみる。ナノテクの企業が三つ。ソフトウェアの大手企業のものが四つ。バイオ企業が二つ。保険会社が二つ。銀行が六つ。そして、投資銀行が五つ。どれもこれも世界に名だたる収益率と売り上げを誇り、地球上の富を月面都市に吸い上げる掃除機の役目を果たしている。世界の企業のうち時価総額のでかい順に並べると、上位百社のうち三十七社が月面にある。ロンドンよりもニューヨークよりもその数は多い。

　地球を見捨ててこっちに本社を構えた会社も多いし、ここで一ひと旗はたあげた会社はもっと多い。

　新天地は優秀な頭脳を集め、この時代は優秀な頭脳とネット回線があればいくらでも世界を出し抜ける。

　地球では古い歴史があるゆえに、目に入るほぼ全ての場所が開発されつくし、爺じじいどもがでかい面をしていつまでも権力構造の上に居座っている。月面はどこかの国が独占的に権利を主張できるような状況ではなかったし、同盟を結んででも月面を支配する、という大昔の戦争期のような発想を実行に移すには、地球人たちは領土というものに愛着を持っていなかった。

　だから、月面は文字通り邪魔の存在しない更さら地ちとなった。一番乗りにここにやってこなくても、二番三番でも十分に都市の立役者の一人になれた。

　彼らは、「静かの海」記念館で展示される足跡は残さなかったが、間違いなく人類の最前線に立った者たちだった。

　たとえば、セントラルステーションの中央出口前にはブロンズの胸像がある。

　真面目くさった顔で通行人を見下ろしている像のモデルであるＥ・Ｊ・ロックバーグも、地球にいたら単なる優秀な銀行員で終わっていただろうといわれている。

　今や月面で三本の指に入る投資銀行の最高経営責任者で、わずか二十九歳の時に月面開発列車の出資に一役買った。当時としても勢いでやってしまったと皆が薄々思っていた月面開発に、人生のキャリアと全財産を懸けたうちの一人だ。

　そんな事例がごろごろある。

　都市をゼロから作る、ということが地球では久しくなかったから、その本当の意味が皆わかっていなかったんだ、と立役者の多くが言う。我々はその流れにうまく乗っただけだ、と。

　俺はその言葉に賛成しつつも、全員がうまくやれるわけではない、ということをよく知っている。

　なにせ、うちの両親はＥ・Ｊ・ロックバーグと同時期に月面に着いたのに、収入の差は歴れき然ぜんだ。やってる仕事といえば岩を取り除いて土を作り、木を育てて加工する。

　何兆年前の仕事なのだ？　というか、それならば地球でやればいいのに。

　だから、俺は大事なことを忘れないようにと、ときたまわざわざ電車に乗って、ニュートンシティにやってくる。特に、ここ最近は取引がうまくいっていないので、気合を入れるためでもあった。

　そこは大広場とは逆の方向に駅を出て、目の前に聳そびえ立つ月面行政府ビルの右横を通りぬけたところにある。硝子ガラス張りのビルが多いニュートンシティの中、くすんだ岩を削り取ったような材質で造られたビルが多い。そのために一見すると、地味にも見える。

　ただ、それはどちらかというと、ほかに比類のない強力な重力のような物を感じさせる威圧感があった。そこは銀行と投資銀行が軒のきを連ねる金きん融ゆう街なのだ。

　通りの入り口には、素っ気無い道路標識が立っている。そこには、科学史上重要な貢献を成した者たちの名前を付ける月面の習慣に倣って、シュレーディンガーストリート、とある。

　そして、その脇には小さな猫のブロンズ像があった。猫はこすっからそうに目を細め、一枚の金の板に足を乗せて寝そべっている。金の板には、こう書かれている。

　蓋を開けてみるまでわからない。

　金融街にはこれ以上ないくらい相応ふさわしいものだと俺は思う。月面でなにかにお祈りするほど俺も落ちてはいないが、この猫の頭を撫なでると運が上向くという迷信にだけは逆らえない。

　俺は猫の頭を撫でて、その指で金の板をなぞる。

　蓋を開けてみるまでわからない。

　俺はその言葉を自分に言い聞かせるためにここにやってくる。使い走りからキャリアを始めて、やがてこの通りで軒を連ねる巨大ビルの主になった者が何人もいる。

　俺はここに、英気を養いに来たのだった。







　休日のシュレーディンガーストリートは、概おおむね俺みたいな物見遊山の連中ばかりだった。

　スーツを着て忙しそうに歩き回る人間もいるにはいるが、高さ五メートルはあろうかというビルの正面玄関を守る守衛たちも暇そうに欠伸あくびをしていた。

　通りではホットドッグ屋の屋台が出ている。この近辺で仕事をし、荒稼ぎをする大物銀行家や凄すご腕うでトレーダーの月収は軽く百万ムールを超えるが、彼らもこの屋台で時給六ムールの駆け出しメッセンジャーに交じってホットドッグを食べると、その筋では有名な店だ。

　注文して十秒で出てきて、片手で食えるのがいいらしい。屋根つきの店で飯を食うのは二流がやることで、弁当なんて買って腰を下ろしていたら物笑いの種だ。

　だから、俺もこのストリートでの駆け出しを気取って、いつもホットドッグを買う。

「休日出勤かい」

　なんて言われて、太いソーセージを入れてくれた。

　外区でやられたら、馬鹿にすんな俺には少なくない収入があるんだ、なんて思うところだが、このストリートの一員として見られることに鼻の穴が膨らみかけてしまう。

　俺にとって、金稼ぎは手段であり目的ではない。けれど、俺が考えに考え抜いて、最速で大金持ちになるにはこれしかない、と決めた道の先をひた走る連中には、どうしたって憧れと尊敬の念を持ってしまう。なにより、どんなことであれ、多くの者が望んでできないことを成し遂げる者には、特有の偉大さがある。

　だから俺は礼を言って、この通りの住人よろしくいつもよりもせかせかと歩き出した。

　ニュートンシティは土地の有効活用のために、大抵三層に分かれている。

　地下層、地上層、空中層。

　今俺がいるのが最も人気の空中層で、どこのビルも正面入り口はここにある。

　月面の経済を支えるＥ・Ｊ・ロックバーグ銀行の本店のみならず、ハラルド・ブロスや、プラチナ・スミスといった大手の投資銀行のビルも負けず劣らずどっしりと居を構えている。

　空中層の下は地上層で、ここは関連会社や賃貸部分になる。このストリートの下部分ともなれば、金融市場からどうにかして金をもぎ取ろうとする会社がひしめきあっている。

　ホットドッグをかじりながら歩いていると、時折肩身が狭そうなこぢんまりとしたビルもあるが、看板は金ぴかで、ホールの吹き抜けにはシャンデリアや絵画が飾ってあったりする。

　ここは金を扱う場所ではなくて、巨額の金を扱う連中が法のお墨付きを得る場所だ。大手の弁護士事務所、会計事務所、それに、地球にある各国政府の出向機関。

　そのまま進むと、交差点の手前にローマのコロッセオみたいな形をした建物が見えてくる。入り口は通りから階段を何十段も上った場所にあり、階段部分だけで一つの広場になっている。この都市でこんな無駄な空間の使い方をできるのは、そこが特別な場所だからだ。

　ソフトウェア会社やメディア企業が軒を連ねるガウスストリートとの交差点に陣取るそれは、月面総合証券取引所で、この都市の富の源泉とも呼べる場所だった。月のみならず世界中のそうそうたる企業が上場して、世界で一番の取引高を誇っている。毎日何兆ムールという巨額の金が行き交っているそこは、資本主義と人類発展の極みといえた。

　観光客も多く、階段を上った先の入り口にある、お決まりの銅像の前で写真を撮っている者たちを眺めながら、俺は取引所の巨大な階段の中ほどに腰掛けて、ホットドッグの残りをゆっくりとかじった。

　ここでは全てのものが大きくて、重厚だ。

　俺はここでは鼻紙ほどの価値もない小僧で、ホットドッグを買うのがせいぜいだ。

　ただ、俺は背中に背負った鞄かばんの中にある端たん末まつ一つで金を稼ぎ、いつかここの主要プレイヤーの一人にならなければならない。彼らと比肩し、捻ねじ伏せ、テーブルの上から金をもぎ取らなければならないのだ。

　そのことは、俺が夢を叶かなえるための前段階に過ぎないのだが、いざその場所に身を置いてみると、足が震えるほど無謀なことだと思えてくる。

　なにせ、相手になるのは超有名大学を首席で卒業し、金きん融ゆうの世界で三十年も戦っている奴やつらとか、十歳の時に世界最先端の数学の論文を書いたことがある天才とか、圧倒的な資金を持つ大金持ち一族だとかなのだ。

　だが、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こするこの世界で、学も後ろ盾もないままに戦い抜いて大金をもぎ取った偉人が、過去に何人も存在する。

　ならば、俺がその中の一人になれない理由などどこにもない。

　蓋を開けてみるまでわからないのだ。

　金。とにかく金。

　俺が欲しくてたまらないものが、ここには渦巻いている。

　俺はいてもたってもいられなくなり、ホットドッグの包み紙をくしゃりと握りつぶすと、立ち上がった。ここしばらくの取引の不振など、宇宙に飛んでいった塵ちりの一つにしか思えなくなった。

　帰って金の生なる木を探しまくろう。

　そして、いつかここで一目置かれる存在になる。

　その先にある、自分の夢を摑つかみとるために。

　俺は鼻息荒く、ストリートを駆け抜けたのだった。







　帰りの電車の中で、離れつつあるニュートンシティの巨大ビル群を眺め、鞄を抱きなおした。やはりニュートンシティに行くと、一週間の取引で擦り切れた精神力が全快する。

　一方で、電車から見える景色はすぐに同じ月面とは思えないほど変わったものとなり、今にも崩れそうな建物ばかりが多くなる。

　終点で降りれば、水路に釣り糸を垂れる者や、食費を浮かすためになにかを育てている者。ふかした饅まん頭じゆうを売る者や、刃物の研ぎ師や靴の修理請負なんていう者まで目に入る。生活感に満ち満ちて、決して莫ばく大だいな儲もうけとは縁のない場所。俺は誰に向けるともなく舌打ちをして、いくつかの建物を飛び越えて近道をした。

　屋上で昼寝をしていたおっさんに怒鳴られながら四階の屋上を蹴って飛び上がると、遠くに第七外区との境界になる崖が見えた。もっと高く飛べば、ビッグ・ブル・カフェのある並びの汚いビル街も見えるだろう。

　しかし、いつまでも空を飛ぶことはできず、俺は地球の六分の一の重力に引かれてゆっくりと落ちていく。膝を曲げてたっぷりと慣性を吸収させ、最後のひと飛びでさらに距離を稼ぐ。

　人通りの少ない道でしかできないし、場合によっては危険行為の廉かどで警官に追いかけられる。

　それでも、このスピード感はたまらない。

　ニュートンシティで興奮している俺にはぴったりだ。

　あっという間に教会に到着した。

　さて、俺に富をもたらしてくれる銘柄選定に勤いそしむかな、とでかい扉を開けて中に入った、その瞬間だった。

「おい！」

　男の怒鳴り声が響き渡った。

　一瞬、別の教会に勝手に入ってしまったのか？　と思ったが、違うらしい。

　直後に、聞き覚えのある声もしたのだ。

「触らないで！」

「くそっ、おとなしくしろ！」

　母おも屋やに続く廊下から、恫どう喝かつが聞こえてくる。俺は数瞬頭が空回りして、直後にかっとした。

　リサは大学に出かけ、教会にはハガナだけがいたはずだ。ソファーやらが倒れ、争う音がしてくる。

　心臓が猛烈に血液を送り出そうとする一方、頭は冷静に状況を見極めようとする。

　警察？

　それなら、今すぐ踵を返し、一目散に逃げるべきだ。あのくそ生意気なハガナがどうなろうと、俺の知ったことではない。

　しかし、もしもそうではなかったとしたら。

「ここにはお金なんてない！」

　ハガナの必死な叫び声に、俺はほとんど無意識に体を動かしていた。

　鞄かばんを放り投げずらりと並ぶ長椅子の背もたれに飛びのり、飛び越え、母屋に続く扉を蹴り開けた。

　直後に目に入ったのは、小柄な男の後ろ姿だ。

　男はハガナの細い両手首を摑つかみ、尻もちをついたハガナにのしかかるような姿勢だった。ひっくり返ったソファーや、めくれたカーペット、それに、男の向こうに見えるハガナの細い足が、ひどく胸むな糞くその悪いなにかを予想させた。

　ハガナは、くそむかつくとはいえ、女の子なのだ。

　頭の毛穴から、直接アドレナリンが噴き出そうなほど、怒りが湧いた。

　一瞬後には、全力で飛びかかり、思い切り右足を踏み込んでいた。重力の低い月面では、打撃はあまり有効ではない、でも、俺の体は怒りを拳に乗せることをどうしても望んでいた。

　踏み込んだ足音か、あるいは実際には、扉を蹴り開けた時にこちらに気が付き、男は振り向いていたのかもしれない。

　とにかく、俺の拳は突然のことに驚いてこちらを振り向いた相手の頰ほおに、見事にクリーンヒットした。

　が、俺の怒りは物理法則を凌りよう駕ができず、ほとんど抵抗なく通り過ぎた。

　とはいえそれでも十分だったようで、俺が自分の拳の慣性に引っ張られるのを、軸足とは逆の足で踏ん張って体を捻ひねり終わる頃、相手は冗談のように回転しながら、その場に崩れ落ちた。

　気絶はしていないが脳のう震しん盪とうでも起こしているのか、焦点のあっていない目と、なにかを摑もうとする手はぶるぶると震えて強こわ張ばっていた。

　一撃食らわせたことで幾いく分ぶん冷静になった俺は、倒れたそいつをいつでも蹴り飛ばせるように構えつつ、ハガナに声をかけた。

「大丈夫か？」

　そして、俺は気が付いた。

　ハガナは尻もちをつき、未いまだに変な姿勢ですくみ上がっている。ただ、顔色は血の気が引いて真っ白なのに、目だけが異様な光を湛たたえていた。どんな手を使ってでも相手を殺そうとするような、危うい目つきだった。

　なにかされたのかもしれない。

　俺はそのことに再び怒りが湧き、なんとか立ち上がろうと横倒しにされたソファーに手をかけた男の、その手を取って力任せに捻ひねりあげた。

　体が簡単に転び、激痛が侵入者の意識をはっきりさせたらしい。

「おああああ！」

　盛大な悲鳴が上がったが、俺は負けじと声を張り上げた。

「黙れ！」

　腕を背中に回し、いつでも絞り上げられる体勢にする。もう、相手の反撃は不可能だ。

　俺は深呼吸をして、腕をねじりあげているおっさんに、殺意を込めて言った。

「おい、強盗野郎。覚悟しろよ」

「ひぃぃぃ」

　今度ははっきりと悲鳴を上げた。

「ま、待って、待ってくれ、殺さないでくれっ」

「黙れ」

「ぐあああ！」

　腕をさらに絞ると、アヒルのように鳴いた。

　ハガナがびくりと体をすくませるのがわかった。
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　見ると、我に返ったような顔をしていて、あの危うい光は目から消えていた。

「ご、誤解だ、誤解だ。俺は泥棒じゃない、違う、違うんだ」

「じゃあなんだ？　ご近所さんがお茶しに来て、気に食わなかったからソファーを倒してテーブルを蹴っ飛ばして、カーペットをはがすのか？」

　部屋はまさにそんな感じで、解体前のビルみたいだ。

　それに、ハガナの悲鳴をこの耳で聞いた。金はない、みたいな不穏な言葉だった。

「い、いや、それはつまずいた拍子だ」

「ああ？」

「本当だって！　誤解だ！　というか、よく状況を見てくれ！　被害者は俺のほうだ！」

「はあ？」

　苦し紛れに見え透いた噓うそを、と思ったが、おっさんも必死にこう続けた。

「そ、ソファーに座ろうとしたところを……花瓶で、殴りつけられたんだ……本当だって！」

　俺はそのまま腕を折ってやろうとも思ったが、おっさんの頭が濡ぬれていることにも気が付いた。床には散らばる百ゆ合りの花と、花瓶。

「ひい!?」

　おっさんの頭を後ろから覗のぞきこむようにすると、確かに額の上のほうにでかいたんこぶができていた。

「だが、強盗に出会ったら花瓶で殴りつけようともするだろ」

「だ、だからそれが誤解だって言うんだよ！」

　悲鳴のようにおっさんは叫ぶ。

「俺は金貸しだ、金を取り立てに来たんだよ！」

「……金貸し？」

「そ、そうだよ！　金を取り立てに来てただけだ！　仕事なんだよ！」

　噓とも思えないが、俺は一応ハガナに視線を向ける。

　ハガナはさっきほどの鋭さはないものの、相変わらずおっさんを睨にらみつけている。

「……そうなのか？」

　尋ねると、目を逸そらす。

　そして、散々ためらった後に、うなずいた。

「ちっ……」

　俺は舌打ちして、男を解放してやった。

　男は逃げるように床を這はって俺と距離を取ると、振り向いた。

「ま、まったく、ひどい話だ！」

　強盗でないとしたら、話の流れがよくわからない。

　俺は頭を搔かき、言った。

「どういうことなんだ？」

「リ、リサさんに会わせて欲しいと言ったら、中に通したのは、そこの娘っこだ」

　おっさんはハガナを指さす。ハガナは、無言で睨み返す。

「こっちはそもそも手荒なことなんかするつもりはないんだ。一銭にもならんのだから……」

　心底疲れたようにおっさんは言った。

「さっきも言ったが……俺は、金貸しなんだ。リサさんに貸した金の、利子を取りに来ただけなんだよ」

「リサは大学に行ってる。なんかの用事で呼ばれたんだと」

「はあ？」

　おっさんはかすれた声を上げ、視線を向けた先は、ハガナだ。

「そ、それならそう言ってくれれば出直したよ。お、俺は無理に借金を取り立てはしないと言っただろう」

「口ではどうとでも言えるけどな」

　俺が横から言うと、おっさんは勘弁してくれと眉尻を下げた。

「リサさんに聞いてくれ。前回も取っ組み合いでひどいもんだったんだ。けどリサさんから謝られたし、俺が悪徳業者なんかじゃないってことも説明してくれたってことだから……」

　必死に説明するおっさんは、だんだん目の前の理不尽に腹が立ってきたらしい。

　俺は肩をすくめ、ため息をついた。

「じゃあ、取り立てに来たら、こいつが噓うそをついてあんたを誘い込み、突然花瓶で殴りつけた。あってるか？」

　なんとも馬鹿げたシナリオだが、ハガナを振り向くと、おっさんを睨にらみつけていた視線がいくらか揺らいだ。そして、顎を引く。頷うなずいたというよりは、最後まで罪を認めようとしない抵抗に見えた。

　状況的には、おっさんの言い分のほうが正しいように思えてくる。

「突然花瓶で殴られたら、取り押さえようとするだろ？　地球なら殺人未遂だよ……。あんちゃんが見たのは、そこからだ」

「じゃあ、ソファーやらは、いきなり襲われて、文字通りひっくり返ったってことか」

　つじつまがあってしまう。

　なにより、ハガナはずっと黙っている。

　怖さのあまりに口を開けないというより、口も開きたくないという顔だった。

　勇んで突入した身としては、居心地が悪い。

「んじゃあ……俺は、どうしたらいいんだ？」

「ええ？　いや……まあ、傍はたから見たら、誤解を受けてもしょうがなかったとは思う。それに、あんちゃんは俺を殺さなかった」

　あんなことをされたのに、金貸しのおっさんは苦笑いでそう言った。

　俺の唇がひん曲がるのは、この冴さえない風貌のおっさんに、それなりの度量みたいなものを感じたからだ。

「うー……とにかく、リサさんに連絡を取りたい。今日は家にいると思ったんだが」

「大学に呼ばれたって言ったろ。朝飯の後に出てったよ。その後は知らない」

　ハガナは口を開こうとしないので俺が代わりに答えると、おっさんは大きくため息をつく。

「ふう……。なら、多分、大学に講義料の前借りに行ったんだな」

「あ？」

　俺は口の中の苦い物をかみつぶすように顔をしかめながら、聞いた。

「もしかして、滞納してんの？」

「返済二回目からすでに、ちょくちょくな」

　呆あきれた話だ。

「きりがないから複利にはしてないが、滞納されると俺も困るんだ。儲もうかっているわけじゃないからね」

「……確かに、あんたの見てくれは、月面の金貸しには見えない」

　金がなさそう、という意味だ。

「よく言われるよ」

　おっさんは、怒るでもなく肩をすくめていた。

　おっさんの話を聞くと、どうやら俺は盛大に早合点していたらしいのだが、おっさんは俺のことを一言も責めはしない。俺の腕力にびびっているというより、その必要がないのでそうしない、という感じだった。

　子供なのは俺で、大人なのは相手。

　このままでは、さっきのことが貸しになってしまう気がした。

　俺は、不ふ貞て腐くされるように、口を開いていた。

「いくらだよ」

「え？」

　おっさんが、聞き返した。

「リサの借金と、利子」

　おっさんは俺を見て、ぼんやりと頭を搔かいていた。

「三万ムールで……年利12％だ」

「利率安いな！」

　思わず呻うめくと、おっさんも驚いていた。

「あんちゃん金利がわかるんか」

「絶対確実の国債だって、国を選べば６％はいくし、リスクを負ったら10％以上のだっていくらでもあるだろ……それとも、そんなに低利ってことは、どっかの銀行員なのか？」

「はは、これは驚いた。いや……銀行員だったのは昔の話だ。今はしがない町の金融屋だ」

　おっさんは疲れたように笑い、言った。

「私の名前はトヤマだ。あんちゃん、ただもんじゃないな」

　褒ほめられても嬉うれしくねえよ、と唇を尖とがらせると、トヤマはやっぱり笑っていた。

「この歳としになると、儲けよりも人の役に立つほうが楽しいんだ。ほとんど一人でやってるから、なんとかこのくらいで回せる。けど、商売は商売だから、そこのところははっきりさせないとな」

「……」

　俺は呻うめき、馬鹿げていると思ったが、胸元から札を取り出していた。

　百ムール札を三枚。一ヶ月分の金利だ。

「これ、は？」

　俺に押し付けられた札を手に、トヤマがきょとんとしていた。

「早とちりで、悪いことしちまったから」

　それに、リサが大学に向かったのが、借金のための前借りと聞いたのも原因だった。

　俺がここの滞在費として百ムールを出した時、リサが変に躊躇ためらっていたのは、このせいだろう。大体、そこまで金に困っているのなら、十ムールなんていう破格で人を泊めているのはいよいよ馬鹿げた行為でしかない。どう考えても合理的ではない。

　けれども、俺はそのおかげで、ものすごく久しぶりに、深い眠りにつけた。警官に追われる心配もしなくてよくなったし、食事だってまともな物を作ってくれた。

　利子の立て替えは、トヤマへの詫わびとともに、リサへのちょっとした礼の意味もあった。

「もちろん、リサから返してもらうけどな。一回分の取り立ての手間、俺が取ってやる」

　不ふ貞て腐くされた物言いになってしまったが、言いたいことは伝わったようだ。

　トヤマは肩を揺らして笑い、うなずくと札を小さく掲げ、放り出されたままの鞄かばんを拾って、その中にしまっていた。

「確かに受け取った」

「けっ」

　トヤマはそれから家具を直そうとしたので、俺は言葉を投げた。

「いいよ。こっちで直しとく」

「そうか？　すまんね」

　トヤマは気負いもせずに言う。

「じゃあ、今日の私の仕事はここまでだ。リサさんによろしくな」

　そして、あっさりと帰って行った。そのしょぼくれた背中が聖堂から出て行くのを見送って、俺は大きなため息をつく。

　視線を向けたのは、ほかならぬハガナに、だ。

「なにしてんだよ」

　それくらい言って然しかるべきだと思った。

　金貸しから金を返せと迫られたら、うるさい黙れと殴りつけたくなる気持ちも想像できないではないが、実際に花瓶で殴りつけるのは明らかに狂っている。たとえ相手が悪あく辣らつだろうとも、法は金貸しに味方するだろうし、相手に付け入る隙すきを与えることにしかならない。ましてや女の身であれば、ろくでもない結果を招くことだってあるだろう。

　それに、ハガナのあの時の目つきは、本気で殺すつもりだったようにしか思えない。刺し違える覚悟、とでも言うのか、後先考えているようにはとても思えなかった。

　そして、ハガナは俺のことを睨にらみつけた。

「うるさい」

「はあ？」

「お前に関係ない」

　思い切りの喧けん嘩か腰に、呆あつ気けに取られてしまう。

　ハガナは口を引き結び、思いつめたような顔で家具を直し始めた。六分の一の重力とはいえ、そこに慣れてしまうと、それなりの力しか出せなくなる。ハガナの華きや奢しやな腕ではソファーなどの大物は大変そうだったので手伝おうとしたら、鋭い声が飛んだ。

「触らないで！」

「な」

　言葉に詰まる俺に、ハガナは刺すような視線を向けてくる。

「利子まで払って……なんのつもりなの？」

　意味が分からず立ち尽くしていると、ハガナは俺の鈍さに耐えきれないかのように、頭を振る。

「私の邪魔をしないで」

　邪魔？

　聞き返したかったが、そうしたところで視線すら向けてこないだろう、というのは雰囲気からわかった。しかし、怒れもしないのは、言葉の意味がまったく分からないからだ。あのトヤマが悪漢ではなかったので、危ないところを助けた……というわけではないものの、俺は礼の一つくらい言われてしかるべきところではないのだろうか。

　そんな考えがぐるぐると頭を巡ったが、ハガナにこれ以上付き合うことは馬鹿馬鹿しく感じられたので、やめておいた。勝手にしろ、と。こんなことで無駄な時間を費やさず、すべてを株取引のために捧ささげるべきだ。ニュートンシティの光景を思い出せ。俺は、そこの住人になるのだから。

　小さいため息とともに頭を切り替え、聖堂に置いてきた鞄かばんを取りに戻り、部屋に向かう。取引をするわけではないので、回線速度が遅い部屋でも十分だった。というか、ハガナのいる居間にいたくなかった。

　必死に家具を直すハガナの横を通り過ぎる時、もう手伝いは申し出なかったし、ハガナもこちらを見なかった。

　しかし、部屋に入ると尿意を感じ、やれやれとトイレのために戻る。

　その頃にはハガナもなんとか家具を直し終えたようで、今は花瓶に花を戻している。

　その様子だけを見れば、それなりに可愛く見えるのに、とそんなことを思って、通り過ぎようとした時だった。

「どう、しよう……」

　押し殺した、消え入るような声が聞こえてきた。幻聴かとも思ったが、ハガナは花瓶の前でうつむいていた。立ち尽くしていたと言ってもいいかもしれない。

　しかも、その手には茎が折れ、踏みつぶされたかしてぐしゃぐしゃになった百ゆ合りがある。

　ハガナはおずおずとその百合を花瓶に入れようとしては、やめている。その様には、戦争映画の中で、ふっとばされた自分の腕を拾い、くっつけようとしている兵士のような哀れさがあった。

　それでも、俺は無視してトイレに行こうとした。また声をかければ、理不尽な敵意を向けられるだろうと思ったからだ。

　だから、トイレの扉に手をかけた瞬間、後ろから聞こえてきた声は幻聴かと思った。

「花が、足りないの」

　振り向いて、俺はぎょっとした。

　俺を見ていたハガナが、潰れた花を握りしめて、思いつめたような顔をしていたのだ。

「お、おい……」

　さっきの理不尽な仕打ちも忘れ、俺は慣れない展開に戸と惑まどいながら、必死に言葉を選んだ。

「え、あ……な、泣くな」

「泣いてない」

　ハガナはきっぱりと答えるが、どう見ても泣く寸前だ。

　しかし、なぜ？　手にしている百合がそんなに大事なのか？

「な、なんだよ。花が、なんだって？」

　問い返すと、ハガナはうつむき、唇を引き結んでから、言った。

「花が、足りない。リサが、飾っていたのに……」

　ハガナはさらにうつむき、苦しむかのように身を縮めている。

　どうやら、さっきの騒ぎのせいで百合が何本か駄目になり、その百合はリサが活いけていたものなので、足りないと困る、ということのようだ。まるっきり、後先考えずに行動し、窓硝子ガラスを割ってしまって顔を真っ青にしている子供そのものだった。

　それに、ついさっきはあれだけ理不尽な敵意を見せていたくせに、そんなことで頼ってくる精神構造も不可解だった。

　さもなくば、ハガナのほうもあれこれ動転していただけなのかもしれない。

　俺はため息をついてから、仕方なく聞いた。

「何本足りないんだ？」

「……二本……」

　言われ、花瓶のほうを見ると、踏んづけた際にもげてしまったのか、花と茎がローテーブルに置かれていた。

「で、どうしろって？」

　状況からしてなにを求めているのかは明らかだが、こっちから問題を解決してやるのは少し癪しやくだった。

　耳の穴に小指を突っ込み、ハガナの前で明後日あさつての方向を見ていると、ハガナはうつむいたままこちらをちらりと見て、またすぐに目を伏せている。口元が、なにかを言おうとして、言えないでいる。

　その気弱な様子は、さっきまでと同じ人物とはとても思えなかった。

　たかが百ゆ合りの花だし、リサは正直に謝れば簡単に許してくれるだろうと俺でも想像がつく。

　こんなにしょげかえるほどのことではないと思う。少なくとも、もっと気にすべきことはたくさんあったはずだ。

　俺は、打ちひしがれているハガナを見て、やっぱり変な奴やつだ、と思った。

　毒気を抜かれて、さっきのことも気にならなくなった。

「百合の花なら、上にあった」

　結局、教えてやった。

「……う、え？」

　ハガナは顔を上げ、そのまま天井を見て、首を傾かしげている。

「天井に生えるかよ。三階の庭だ」

　はっとしたハガナは、視線を下ろして俺を睨にらむ。

　が、長続きはしなかった。

　視線が徐々に下がり、俺の足を見るくらいに下がってからようやく、小さく言った。

「忘れていた」

　そして、ハガナは小走りに駆けて居間から出て行った。

　今度もまた礼の一つも言われなかったが、必死な感じだったので、怒りはしなかった。

　変な奴だ、と改めて思うだけだ。

　肩をすくめ、俺も部屋に戻り、端末を開いたあたりでふと気が付く。

　さっきの一言は、もしかしてあいつなりの礼だったのではないか。

「んなわけないか」

　俺は呆あきれるように呟つぶやき、株取引のための情報収集に取り掛かった。

　日曜日なので新規に配信される量こそ少ないが、一週間の間にどういうニュースが配信され、その結果どういう値動きになったのか、ということを調べたりするには、時間がいくらあっても足りはしない。

　しかも、それらはすべて「もしかしたら」とか「これが原因かも」という程度の確証しか得られず、それですら望めないことがほとんどだ。端末の中に頭を突っ込むようにして情報を漁あさっていると、ふと、無意味なことをしているのではないかという不安に駆られることもある。

　しかし、俺はこういう投資の方法こそが最善手だと思っていたし、実際に過去の偉人は株取引のことを、ある種の美人投票になぞらえていた。だとすれば、俺がすべきは、人々がどの銘柄を美しいと感じているかを探ることであり、それは彼らがどういうニュースに目を通し、どういうものを好むかを調べまくることに尽きた。

　それに、これまではそれでうまくいっていた。

　これからもまた、うまくいくはずだ。

　俺は端たん末まつが処理落ちするほどに画面を切り替えていき、がむしゃらにデータの海を泳いでいた。それがふと、メールボックスに届いている一通のメールに気が付き、手が止まった。

　投とう資し系のメーリングリストやらニュースサービスやらに手当たりしだい申し込んであるので、俺のメールボックスは常にメールで溢あふれている。そのほとんどがクソだとわかっているし、広告の類ばかりだから普段は開きもしないのだが、妙に惹ひかれたのだ。

「投資……コンテスト？」

　株かぶの世界では、企業主催の投資コンテストなんていうのが珍しくない。そのほとんどが賞金つきだが、要は自社のサイトに人を集め、口座を作らせようという広告の別形態なのだが、中には純粋な競技に近いものもある。こちらは賞金の額がでかく、ほとんどが招待制だ。

　俺が開いたメールは、人集めや宣伝目的のメールとは、一線を画していた。

『ラッツィンガー経済研究所主催投資コンテストのご案内。当コンテストは仮想市場における取引に参加していただき、その運用成績を競うものです。取引ログはすべて協賛企業、研究機関へと提供され、新しいサービスや研究へと利用されます。コンテストの目的上、完全招待制であり、実際の市場での取引額、および取引頻度などを参考に選ばれた方のみのご参加となっています。参加権の譲じよう渡とはできません。賞金額は、一位二十万ムール、二位五万ムール、三位二万ムール……』

「なお、副賞として、上位入賞者に、は……？」

　呟つぶやく俺の視線の先。

　そこには、信じがたい文字があった。

『協賛企業からのヘッドハンティングがあります。大手投資銀行、ヘッジファンド、財団の運用部門への採用実績があります。シュレーディンガーストリートへの就職をご希望の方は、奮ってご参加ください』

「……本当、なの、か？」

　単に参加者に真面目に取引をさせるための餌、と取れなくもない。

　賞金額は確かにでかいが、俺にはその一文のほうが大きかったし、文面からも、参加者にはそちらのほうを餌としてアピールしたがっているように見えた。

　シュレーディンガーストリートへの就職は、地球人が月面に来ること以上に難しいと言われている。超有名な大学を好成績で卒業した程度では書類審査で落とされ、経営学修士、あるいは超複雑な取引市場を分析するための理系の博士号を持っていることが求められる最難関だ。

　なにせ、世界で一番手っ取り早く儲もうかる業界の最先端なのだから、世界中から天才と呼ばれるような連中が大挙して押し寄せてくる。

　俺も自分の夢を叶かなえるためには、将来的にその一員になる必要があったが、どう考えても自分の頭では正攻法でいくにはあまりにもハードルが高すぎた。そもそも、うちの親の財力では、大学に行けるかどうかすら怪しかった。

　それで俺は、端たん末まつとネット回線だけで種銭を増やしまくる方法に出た。それがある程度の規模になったら、その実績をもとにどこかの投とう資し会社に潜り込む。そして、金きん融ゆう業界の本物のノウハウとコネを手に入れ、さらにでかい獲物を狙っていく。それが理想形だった。

　もちろんこのままファラオ級の金持ちになれるに越したことはないが、個人の力ではどうしても届く範囲が限られてくる。人類の中でも指折りの巨富を築くには、システムの内側に入る必要があった。

　となれば、このコンテストはうってつけだ。

　俺は喜び勇んで参加登録のためのＵＲＬをクリックしようとして、はたと手が止まる。

　参加への注意事項だ。

「……取引は、登録からの六十日間？」

　注意書きを読むと、投資コンテストはすでに数ヶ月前から始まっているらしい。

　そして、全員が一斉にコンテストに参加するのではなく、順次招待メールが送られ、それぞれが好きなタイミングで投資を開始してよいとのことだった。ただし、一度始めたら、六十日後には取引が終了する、とあった。

　仮想市場の様子をうかがって、慎重に参加したがる者たちへの配慮か、さもなくばなにかの研究目的として、そういう変則的なルールを設けているのかもしれない。

　ただ、俺が日付を確認すると、投資コンテストそのものは残り七十日を切っていた。

　つまり、さっさと参加を決めないと、六十日間をフルに使えなくなってしまう。

　それでもなお俺が登録を躊躇ためらったのには、理由がある。

　招待文にあった、取引ログを協賛企業に渡すというところと、ヘッドハンティングの文字。

　これは要するに、単に運で儲けた奴やつらには用がない、ということだろう。取引を分析し、真に能力のある奴に声をかけるというわけだ。

　となると、どうしても俺は手を動かせない。

　ここしばらくの、自分の取引の不ふ甲が斐いなさのせいだった。

　このコンテストは定期的に行われるものではなく、次の開催があるかどうかは不明で、もしかしたら、これが最初で最後のチャンスかもしれない。

　俺は、じっと画面を見つめたまま、動けない。

　勝算がない以上、下手に動くのは危険だ。

　万全を期して、臨む必要があった。

「……とは、いえ……」

　俺は唸うなるように喉の奥から声を絞り出し、歯を食いしばりながら、目を閉じる。

　自分も半端な気持ちで投資をしているわけではない。出来うる限りのことをして、持ちうるすべてを費やして取引に臨んでいる。それでもなお、ここしばらくの取引でうまくいかない原因がわからない。これは裏返すと、今までのことはすべて単に運の良さだった、ということになりかねない。俺には投資の才能などなく、いやそもそもそんなものはこの世になく、だからこそ皆がこぞって真面目に学校に通うのだ、と。

　いつも必死に頭から追い出していた不安が、ぼこりと蓋を押し上げようとする。

　俺は慌てて頭を振り、自分に言い聞かせた。

「方法を見つければいい。それだけの話だ」

　蓋を押し付け、釘くぎを打ちつける。

「第一、前に進むしかないんだ」

　そして、蓋の上に胡坐あぐらをかいて座り込む。それで、ようやく不安が静まった。

　参加しない、という選択肢はあり得ない。可能な限り、戦略を練る必要がある。

　俺は心に目標を定め、メールをじっと見つめていた。

　不意に扉がノックされたのは、そんな時だった。
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「寝てた？」

　顔を見せたのは、リサだった。

　もしかしたら、部屋の中で端たん末まつを見つめ過ぎて目が乾き、しょぼしょぼしていたのが寝起きに見えたのかもしれない。

「……子供じゃないんだから、そんな昼寝ばっかしねえよ」

　ベッドの上に胡坐あぐらをかいて端末を開いていた俺は、相変わらず子供扱いしてくるリサに、子供っぽくむきになって言いかえしていた。

「似たようなものじゃない」

　ただ、リサの丸め込みには、こう切り返す。

「まあ、おばさんから見るとそうかもな」

「な、おばっ──」

「それで、なんだよ」

　思いのほか反応が良くて、俺はちょっと仕返しができてにやりとする。

　リサはまだなにか言いたそうだったが、軽く咳せき払ばらいをして、言った。

「ちょっと、上にいい？」

「は？」

　リサは居間のほうを見てから、答える。

「話があるの」

　端たん末まつをちらりと見たのは、今まさに投とう資しコンテストのメールの件で、やらなければならないことが一つ増えたところだったから。

　しかし、リサの様子もどこか妙だったので、付き合うことにした。

「……まあ、いいけど。ちょっと待ってろ」

　俺は端末をパスワードのかかるスリープモードにしてから、廊下に出る。

「思いのほか几き帳ちよう面めんよね」

　俺は肩をすくめるだけで、無言でその後をついていく。リサは急な階段を上っていく。

　階段に設けられた窓からは、二階部分に小さな中庭と、部屋が一つ見えた。

　どうやら、そこがリサの自室らしい。

「どうぞ」

　と、扉を開けられて入った俺が絶句したのは、その部屋がピンク色で少女趣味だったから、とかいうわけではない。むしろ、そうであったらきっと驚く前に、大笑いしていたことだろう。

　リサの部屋は俺が借りている部屋より狭く、ベッドと机が置かれたシンプルな部屋だ。

　ただ、狭苦しいのには理由があった。壁一面に、実物の本が並べられていたからだ。

「これ……全部、本物なのか？」

「そうよ。買ったら高いんだから」

　リサは椅子を引くと俺に勧めてくる。

　それから、机の引き出しを開けて、小さな瓶を取り出した。

「あ」

「ハルは飲めるの？」

「酒、か？」

　月面では、アルコールは自己責任だ。

「それとも、飲んだことない？」

「……馬鹿にすんな」

「ふふ」

　馬鹿にするな、と答えた時点でもう俺は本物の馬鹿だ。

　リサはこの手の丸め込み方が本当にうまい。

　それとも、俺がやっぱり単に子供なだけなのかもしれない。

「ま、物は試しに」

　リサは言って、銀色の安っぽいグラスに軽く注ついで、渡してくる。

　琥こ珀はく色の液体で、匂いを嗅ぐと、酷ひどく煙臭い。

「一気に飲んじゃ駄目よ」

　俺はまた子供扱いされている、と思って一気に飲んで見せてやろうと思ったが、リサの言葉がするりと先に回りこむ。

「味わって欲しいから」

　この女は、本当に、ずるい。

　俺は不ふ貞て腐くされるように軽く口をつけて、危うく咳せき込むところだった。

「ぐ……それ、で……よ、用件はなんだよ。酒を飲ませたかっただけか？」

「まあ、そういう理由がなくもないけれど、もっと別のこと」

「別の？」

「そう。トヤマさんが来たでしょ？」

「トヤ……？　あ、ああ、あいつか」

　頭に詰め込めるだけ投とう資しの情報を詰め込んで、その上で投資コンテストのことがあったので、ついさっきのことなのに思い出すのに苦労した。投資の世界の一年は、現実世界の十年に匹敵する。

「来たよ。そうだ。利子も立て替えておいたからな」

　そのことを告げると、リサは疲れたように笑って、ため息をついた。

「取立人があなたになるわけね」

「宿泊費と相そう殺さいでもいいけど」

「それは助かるかも」

　とリサは軽く言っていたが、本気で助かると思っているわけではない、ということくらい顔つきからわかった。俺は、債さい権けん者として、聞いた。

「前借りできなかったのか？」

　月面で教会などというものをおったてて、時には家出中の迷い人を匿かくまうようなことをしているリサは、噓うそをつくには純粋すぎたようだ。

「……そのとおり」

　俺は肩をすくめ、酒の入ったグラスを傾け、中の液体を見つめた。

「それで、利子の支払いを待ってもらうために呼んだってわけか？」

　なんだか信用されていないように思えた。しかも、そのことに不機嫌な自分に気が付く。

「匿ってもらってるんだ。そんなケチなことは言わねえよ」

「うん。ハルがそういうところでは信用できそうっていうのもわかる」

　リサは屈くつ託たくなく微笑ほほえみ、そんなことを言う。

　望んでいた言葉なのに、いざ言われるとますます俺の顔は苦くなる。

「じゃあ、なんだよ」

　不貞腐れるように聞く俺に、リサは言った。

「ハガナのこと」

　俺は、虚を衝つかれたように、リサを見た。

「やっぱり、なにかあった？」

　俺の視線を受け止めたリサは、困ったように笑っていた。

　ただ、俺もちょっと混乱する。トヤマが来たことは知っていて、俺が利子を立て替えたことも知っている。けれど、ハガナのことは知らないというのはどういうことか。

「なにかって……あいつからあのおっさんのこと聞いたんじゃねえの？」

「ううん。違うわ。ハガナは話してくれないの。聞いたけど、口をつぐんだまま先生の仕事に行っちゃった」

「は？　じゃあ、なんで来たってわかるんだよ」

「床に水濡ぬれの跡。ずれたソファーとカーペット。ごみ箱に捨てられていた、潰れたお花。想像はつくわ」

「……」

　どうやら、トヤマの言っていた通り、ハガナが暴れたのはこれが初めてではないらしい。

「なにがあったの？」

　隠すことでもないが、あの状況をどうまとめようかと思案していると、リサが視線を上げて、言葉を続けた。

「トヤマさんに電話して大体は聞いたんだけど……ハガナをかばってくれたんだって？」

　俺は肩をすくめるしかない。

「早とちりだったけどな」

「行動したことが大事。やっぱりハルはいい男の子ね」

　リサはからかいの笑みをつまみに、酒を口に含む。俺は口に入れた瞬間に煙の塊でも突っ込まれたのかと思ったが、リサの飲み方はとても様になっていた。

　それは問もん答どう無む用ようなほどリサを大人に見せ、いかに自分が子供かを思い知らせてきた。

　ただ、リサはそんなことで大人ぶろうとは思っていなかったらしい。

　むしろ、それは酒の力を借りて、口を動かそうとしているようですらあった。

「で、本当はなにがあったの？　トヤマさんは、行き違いがあってちょっと揉もめた……的なこと言ってたけど、どう言い繕つくろっても、噓うそよね」

「……俺も、途中からだったから、全部が全部、正しいかはわからない」

「うん」

「怒鳴りあいみたいな声が聞こえたから、強盗かと思って割って入った。で、あのおっさんを殴り倒して締め上げて、あれこれ事情を聞いた結果……」

　告げ口になりそうで、言おうかどうしようか迷ったが、リサには言っておくべきな気がした。

「どうやら、あいつが最初に手を出したらしい。花瓶でトヤマのおっさんの頭を殴りつけたんだと。ぶっ飛びすぎだろ、あいつ」

　リサは花瓶の件に目を丸くしていたが、それがゆっくり落ち着いてくると、静かに言った。

「あいつじゃなくて、ハガナ。それで？」

　リサの訂正に、俺はため息をついて、続けた。

「……事情を聞いたら悪いのはおっさんじゃなくてハガナだと思ったから、なんか悪いことしたなと思って、利子を払っといた。そんだけ」

　リサはしばらくじっとグラスの中身を見つめていたが、ため息を飲み込むようにもう一口酒を飲む。額に手を当てたのは、頭痛を堪こらえるためだったのかもしれない。

「……借金のこと、トヤマさんから聞いた？　それとも、ハガナ？」

「おっさんから。ちょくちょく滞納してるってこともな」

「はあ……」

　リサらしくないため息をついて、肩を落としていた。

　借金を返すために借金をするのは、典型的な泥沼の手法だ。

　それに、一体なぜ借金などしているのかもよくわからない。三万ムールは、このあたりではまとまった金だろう。それも人助けとして背負ったものなのだろうか？

　だとすればあまりにも馬鹿げているが、俺はもっと気になっていたことが、一つあった。

「一つ、聞いていいか」

「……なに？」

「なんであいつは……ハガナは、あんなことしたんだ？」

　他人の頭を花瓶で殴りつけるなんて、普通ではない。

　しかも、思い付きという感じではなかった。話を聞くと、わざわざ誘い込んだうえで、そうしたように思えた。

「普通じゃないぞ。それに……目だ」

「目？」

「殺すか、殺されるかみたいな目をしてた。すげえびびってるようにも見えたけど、同時に、刺し違えるような雰囲気だった。花瓶じゃなくてナイフがあったら、やばかったかもしれない」

　大げさだと笑うだろうか、と思ったが、リサは酒でゆっくりと唇を湿らせてから、言った。

「あの子、借金は自分のせいだと思っているのよ」

「……え？」

「元々は、私が大学から借りてた本を、紛失しちゃったのが借金の原因。貴重な本でね。確かにどう見てもゴミみたいなものだったから、もしかしたら、あの子が捨てちゃったのかもしれないけど……少なくともあの子はそう固く信じて、そのことをすごく気に病んでる」

「それ……で？」

「それで、少なくない金額だったし、うちは貧乏だから、弁償するには借りざるを得なかった。銀行は門前払いだし、そうなると貸してくれるのはトヤマさんみたいな地域密着型だけだった。トヤマさんはいい人よ。担たん保ぽも取らずに貸してくれるんだもの」

「……マジで？　無む担たん保ぽなの？　金利も低いよな」

「え、金利は低くないでしょ？」

「馬鹿言うな。低いよ。銀行の金利が５％からなんだぞ？　銀行に預けるだけで５％取れるのに、担保もなしに金のない奴やつに12％で金貸すとか、狂気の沙汰だぜ。20％か30％、あるいはもっととってもいいくらいだと思う」

「……知らなかった」

「お前、大人じゃないのかよ」

　俺が呆あきれて言うと、リサは苦笑いして、肩をすくめただけだった。

「で？　あいつが借金を自分のせいだと思ってるのはわかったが……それだけか？」

　俺の言葉に、リサはうっすらと笑う。一瞬、はぐらかされたのかと思って言葉を続けようとしたが、そうではないのだと気がついて、開きかけた口を閉じた。

　リサの笑みは酷ひどく悲しそうだった。

　人は悲しそうに笑うことができるのだと、初めて知った。

「私は、ハルをかなり信用できると思っている」

「あ……？　なんだよ、いきなり」

「お世辞じゃないわ。人の内面って、端々を見ていればある程度わかるものだからね。それに、ハガナを助けようとしてくれた。悪ぶってるけど、あなたはとてもいい子だと思う」

　馬鹿にされてる、と思いつつも、リサの顔が真剣なので、怒ることもできない。

「だから、話すのよ？　わかってね？」

　酒を手にしたリサは、それにすがるように、銀色のグラスをぎゅっと両手で握り締めた。

「私は、以前に、そのことを酷く怒ったの」

「そのこと？」

「あの子が、トヤマさんをわざと怒らせようとすること」

「……わざ、と？　怒らせようとする？」

「そうなの。あの子、私が見ていないところだと、どうにかしてトヤマさんを怒らせようとするのよ。それも、あなたが言ったとおり、本当は怖いのに」

　あの時のハガナの様子を思い返す。顔は真っ白で、完全にびびってるのに、目だけは相手を殺すような勢いだった。

　でも、怒らせる？　借金を無かったことにするために、殺すのではなく？

「なんでかわかる？」

「……いいや」

「そうよね。私も最初はわからなかったわ。でも、あの子は私が最初に怒った時に、こう言ったのよ。『返すお金がなくても、私が連れて行かれれば解決するでしょう？』って」

「……あ、あー……あ？」

「普通はなんのことかわからないわよね。でも、私はすぐに気がついた。私が地球にいた頃も、そんな話はいくらでもあったわ」

　リサはグラスの中身を見ているのに、ひどく遠い目をして、そう言った。

　俺はなにか、自分が酷ひどく嫌なものの上にいるのではないかという予感に見舞われた。

　それこそ、犬の糞くそよりももっと酷いなにかの上に。

「あの子は自分のことを話してくれないから、私も推測するしかないのだけど、それでほとんど確信したの。あの子、お金で買われてきた子供なのだと思う」

「ま」

　まさか、と言おうとして、俺の言葉は続かなかった。

　俺の村にいた連中も、地球の最も暗い場所からやってきたのが多かった。

　明るい性格の奴やつらが多かったけれど、それはなにかの裏返しだったように思えることもあった。地球には、幸福な国の住人が気がつかない場所がたくさんあって、それは幸福な国の中でも例外ではない、と言っていた。月面都市は地球から金を吸い上げる強力な装置で、金はあらゆるものを手に入れる万能の道具だ。

　そういうことが、あってもおかしくはない。

　むしろ、ないほうがおかしかった。

「才能豊かな子供を養子に迎えるなんて、珍しいことじゃないでしょう？　養子を迎える側にそういう意識が無くても、迎えられる側には、お金で買われたという気持ちが芽生えてしまうこともあると思う。もちろん、実際にお金で買われるような不幸もあるでしょうね。だから、ハガナはトヤマさんを怒らせて、トヤマさんが言いだすのを待っているのよ。お前を売り飛ばしてもいいんだぞって」

　リサの口ぶりは、軽率な思い込みから喋しやべっているような感じではない。

　俺はリサを見たこともないほど地に足のついた人間だと思っている。多分、リサなりに調べたのだ。

「ハガナは、本当に頭がいいの。数学の天才よ」

「へ？」

「月面都市大学の特種入学試験問題を満点だからね。地球上のどんな大学でも飛び級入学できる。絶対に奨学金は取れるし、大学側が衣食住すべての面倒を見たがるほどだと思う。家出なんかしてなければ、今頃神しん童どうとして活躍してるはずなのに……」

　まじかよ、と言葉にもならない。

　てっきり、近所で評判の頭のいい子、程度だと思っていた。

　月面の大学に来たがる奴らは、地球の重力を振り切るほどの上昇志向の塊だから、そこがどれだけの難関か、俺でも知っている。なにせ、人口が三億とか五億とか十億とかの国の、全国的な学力試験で一桁に入るような奴らがやってくる場所なのだ。

　それは、はっきり言って、化け物の領域だろう。

「そんなあの子が、今一番興味があることってなんだと思う？」

「……」

「お金を稼ぐことよ」

　俺の口の中に、嫌な味が広がっていく。

　他人がどうなろうが知ったこっちゃない、と自分なりに思っているつもりでも、目の当たりにしてしまえば、この様だ。

「でも、そんなに、金がないのか？　その……あいつが、自分を、売らないとならないくらいに……」

　自分を売るということが実感できなくて、とても間抜けなことを喋しやべっているような感じになってしまう。しかし、ハガナは才能豊からしいし、なによりも見た目は悪くない。そういう売り方だって、あるだろう。

「そうよ、と、言いたいところなんだけど……」

　リサは大きくため息をついて、酒を飲む。

　そして、さらにもう一口飲んでから、乱暴にグラスに酒を注ついだ。

「返せるの。本当は、今すぐにでも」

「はあ？」

　俺は訝いぶかしげにリサを見る。

　それから、こう言った。

「お前が売られるの？」

「ぶっ」

　リサは酒を噴き出して、咳せき込んだ。

「うわ、きったねえ」

「っげほ……ごっほ……もう、変なこと言わないでよっ」

「だって、話の流れ的に、そうだろ」

「……まったく……でも、そうね。あんまり外れてないかも」

「あ？」

「売る物はあるのよ。でも、それはほとんど私の体の一部でね、売るのを躊躇ためらってるの」

　リサは顔を上げて、宇宙観察をしている子供のように遠い目をしている。

　ただ、その目が見ているのは遥はるか彼方かなたのなんとか星雲ではなく、もっと近いものだった。

　本棚。

　俺がそのことに気がつくと、リサはため息をついて、言った。

「ハルが仕事したくないって逃げるのと一緒。私も問題を先送りしてばっかり」

　仕事をしたくないと逃げているわけではなく、効率が悪いだけなのだが、そこは黙っておく。

　なにより、リサの言葉に驚いてそれどころではない。

「ここの本棚に並んでいる物を売れば、借金なんて返せるのよ」

　借金の総額は、三万ムールだった。

「……噓うそだろ……そんなにすげえものなのか、これ」

「この先、数が減ることはあっても、増えることはない、という意味で貴重だし、人類の知恵の一端を担っている、という意味では、すげえもの、だけど」

「……口くち真ま似ねやめろよ」

「ふふ。でも、無くても生活に困らない、という意味ではそうではないし、これらを売るのは自分の身を引き剝はがすような苦しみがあるという意味で、そうでもある」

「なに言ってんのかわかんねえよ……。それに、売っても、また買い戻せばいいんじゃねえの？」

「気軽にそうできたらいいんだけど……」

「できないのか？」

「この手の本はね、どこにでもあるものではないし、誰もが欲しがるものでもない。だから、欲しがる人は強烈に欲しがるし、一度手に入れると滅めつ多たに放出しない。つまり、私が売りに出せばきっと買い手はつくでしょうけど、もう二度と私の手には戻ってこない可能性が高い。大金を積まれたから売りに出す、というものではないのよ。それこそ、友人や仲間みたいなもの。言っている意味、わかる？」

　俺は、ちらりと向けられたリサの視線に、ぞくりとしたなにかを感じた。

　仲間を売れば確かに買い手はつく。だが、一度売った仲間は二度と買い戻せはしないだろう。

「だから、だらだらと二の足を踏んでいるの」

　するべきことがわかっているのにぐずぐずしている大人を見つけたら、俺はきっと尻を蹴飛ばして唾つばでも吐きかけたくなる。そう思っていたのに、目の前のリサには、そんなことを思わなかった。

　リサは本当にそれらの本が好きで、それこそ、生身の人間の友人や仲間と同じくらい愛しているように見えた。本棚を前に、ベッドに腰掛け、ぼんやりと話をするリサが、途方に暮れている少女のように見えた。

　そして、それを情けないことではなく、リサが途方に暮れるくらいなのだから、本当に途方に暮れるようなことなのだろう、と思わせるなにかがあった。

　そこには紛まぎれもなく、本への愛があったのだ。

「じゃあ、ちびちびとでも返すほかねえよな。あいつが、トヤマのおっさんを殺す前に」

　たちの悪い冗談だとはわかっていたし、リサも笑ってはいけないという顔をしていた。

　けれど、笑うしかないほど、切実な冗談でもあった。

「そうね。そうよね。そうなんだけど」

　リサは現実に返ってきたことを示すように、大人びた苦笑いを浮かべて、強烈な酒をジュースのように軽く飲み干した。

「けど、あなたもよ。きちんと収入の当てを手に入れてもらわないと」

「……そのうちな」

　俺は株のことはおくびにも出さず、不ふ貞て腐くされるように言ってやった。

「まあ、私もごらんのとおり、偉そうなことは言えない身分だけど」

「あ？」

「さっきのハガナの話」

「……あ、ああ」

「私からのお願いがあるの。それで、ちょっとここに来てもらったのよ」

　話が回りくどいのは、リサ自身、どうすべきか迷っていたのかもしれない。

　けど、結局俺に対してハガナのことを教えてくれたのは、リサが俺のことを信用してくれたからだろう。それは嬉うれしい反面、照れくさくて、こう言っていた。

「可哀かわい想そうなあの子のために、仲良くしてやって欲しいの、って？」

　ただ、それは照れ隠し以上に、面倒なことはごめんだ、という意味合いもあった。ここは月なのだ。上を目指して飛び上がるとき、どうしてわざわざ荷物を背負いたいと考える？

「その通りよ」

　リサは怒らず、あくまでも真面目だった。

「でも、仲良くやってほしい、とはちょっと違うかな。反そりが合わないことなんて、普通にありうるでしょう？」

「あいつと反りが合う奴やつなんているのか……？」

　素直な感想だったし、リサも少しだけ理解できるのか、苦笑いだ。

「でも、あなたはハガナを庇かばってくれた。違う？」

「……違わない」

「それでいいの。私があなたにして欲しいのは、あの子を認めること」

「認める？」

「そう。人の存在なんてとても儚はかないものよ。古い古い妖精譚たんなどにあるじゃない。その妖精は、人々に存在を意識されることで存在し続けることができる。人々がその妖精の存在を忘れてしまうと、その妖精は存在することができなくなる……なんてお話。知らない？」

「……残念ながら」

「そういう話があるの。で、それは別に妖精に限らないのよ。褒ほめられれば誰だって嬉しいし、気にかけてもらえれば自分は相手にとって意味のある存在なんだ、と思うことができる。人間は、一人じゃ自分を人間だと思えないのよ」

「まさか」

「本当よ。生まれたときからずっと犬と暮らしていれば、自分は犬なんだ、と思ってしまう事例が地球にはあるくらい。誰かを認めるというのは、相手にきちんと反応を返すということ。それがたとえ、嫌っていたとしてもね」

　リサは一呼吸を置いて、俺のことをじっと見据えてきた。

　俺は、少し呼吸が苦しくなる。リサに妙な信用をおいてしまうのは、なんだかんだ言ってもリサが俺のことを尊重してくれているからだ。

「口喧げん嘩かをするくらいなら構わないし、多分、ハルとハガナはそんなに反そりが合わないとは思わない」

「はっ。そんなわけ──」

「でも、なによりお願いしたいのは」

　リサは俺の言葉を遮ってそう言うと、ベッドから立ち上がって、俺の手に自分の手を重ねてきた。

「あの子を無視したり、敬遠したりしないで。あの子は自分の価値を見失っているの。借金のカタに自分を売ろうとする思考がまともなわけないわ。神の前にすべての者は平等であると、私なら言いたいけど、それよりももっと前の話。あの子に、自分は単なる商品ではなく、一人の人間であるということを忘れさせないで欲しいの。ここは月だから、お金にならない物には何の価値もないという風潮がある、というのはもちろんわかっているけれど」

　俺は最後のその言葉に、思い切り胸を突き刺された。

　そして、きっとそのときの痛みの表情を、目の前のリサには見抜かれていた。

　リサはそんな俺を見て、うっすらと笑っていた。

　俺は照れ隠しもあって、咄とつ嗟さに怒鳴りつけようと思ったが、かなわなかった。

　その瞬間、リサが俺のことを真正面から柔らかく抱きしめていたからだ。
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「ハルはしっかり自分を持っているみたいだけど、それはきっとご両親のおかげ」

「っ、ば、馬鹿言うな、俺はあいつらとは──」

「考え方は全然違うかもしれないけど、きっと、ハルがうんざりするくらいあれこれ口出ししてきたと思う」

　反論できなかったのは、思い切りそのとおりだったからだし、なによりあの村を出てきたのは、糞くそ親おや父じたちの強固な信念が反へ吐どが出るくらいに嫌いだったからだ。

「でも、それはそれで、素晴らしい愛情の証あかし。だって、関心が無ければそんなことしないもの。そして、ハルだって『すげえうぜえ』ご両親がいなければ、自分の考えを整理するのは難しかったでしょう？」

　また口くち真ま似ねをされて、俺ははっきりと苦り顔だったが、気配でそのことを察したらしいリサは小さく笑う。

　俺の右耳にリサの吐息が少しかかって、眠くなるようなくすぐったさがあった。

「私が、家出をしたり行くあてのない人を匿かくまうのは、彼らを認めてあげる人が必要だと思うからなの。なにせ、月は忙しくて、賑にぎやかで刺激的だから、他人に構っている余裕なんてないでしょう？　でも、私には神の教えもあるし、なんとかそれくらいのことできるからね」

　リサは、俺から離れて、俺の手から酒の入ったグラスをそっと取り上げた。

「どう？」

　そして、最後に尋ねられた。

　ここで断ることができる奴やつがいたら、尊敬するよ、と俺は思う。

　ただ、腹が立つことにリサの言うことも多少はわかる。

　あのうざい親おや父じたちが俺のことを愛しているとか死んでも思いたくないが、あいつらのおかげでこの月で成功するにはどうすればいいのか、反面教師になった感はある。

　それに、考え方こそ違うものの、村の連中から学んだことは実際にたくさん役に立った。

　関心？　人としての価値？

　俺はいまいち眉まゆ唾つばだったけれど、少なくともハガナはあんまり幸せな人生を歩んではいないらしい。だったら、まあ、多少でも優しくしてやるのはやぶさかではない。

　それに、喧けん嘩かだろうがなんだろうが、無視さえしなければそれでいいらしいのだし。

　俺はリサを見返して、ぶっきらぼうに言った。

「わかった」

　その瞬間、リサは焼きたてのパンみたいに笑っていた。

「ありがとう」

「……ふん」

「あ、それと、言わなくても大丈夫だと思うけど、ハガナのことは内緒にしてね。お酒も、ハルにはまだ早いみたいだからね。私がいない間に飲んでは駄目よ？」

　俺はうるせえとかなんとか言う代わりに、ケッと舌打ちをするように息を吐いた。リサがまたくすくすと笑うような子供っぽい振る舞いだとは自覚していたが、俺はそうせざるを得なかった。

「さて、今日の晩御飯、なににしようか」

　リサはそう言って、柔らかく微笑ほほえんだのだった。







　翌日、月面では久しぶりの雨だった。

　当然自然現象ではなく、管理されたプログラム上の雨だ。

　月面では低重力のため、人々の生活や建造物の風化などででる粉じんが、どうしても空中を漂いやすくなる。空気を清浄にするための装置があちこちにあるとはいえ、雨を降らせて洗い流すほうが効率がいいらしい。

　そういうわけで、ドームの接合面に沿って張り巡らされている導管を通じて、朝から雨がしとしとと降っていた。しかも、きちんと情緒を出すということで、光の透とう過か率をかなり落とし、曇くもり空まで演出している。

　地球では時折家が吹き飛んだり、見渡す限りが水没してしまうような大雨が降るらしいが、月面の雨はいつもこんな風におしとやかな雨だ。

　しかし、やはり雨だといまいち元気が出ない。都市では客足の落ちる雨の日は店を閉めるところが多く、町全体が静まり返るせいかもしれない。

　俺は目を覚ますと軽く体操をして、端たん末まつを抱えたまま部屋を出た。

　明かりをつけていてもうす暗い居間にはリサとハガナがいて、二人ともパンを食べている最中だった。

「あら、おはよ」

「ああ」

　俺はぶっきらぼうに答えて、テーブルに端末を置いて画面を開く。

　昨晩はリサからハガナの話を聞いたせいか、いまいち情報収集に集中できなかった。それに、コンテストのことをどうするかという問題もあって、今日の取引の準備ができていない。

　取引開始までの一時間で、可能な限りニュースはチェックしておきたい。

「本当中毒よね。パン、何枚？」

「一枚」

「一枚？　男の子でしょう。足りるの？」

「じゃあ二枚」

　俺が画面を見たまま答えると、「じゃあってなによ、じゃあって」とリサは呟つぶやいている。

　が、楽しそうなのでよくわからない。

　俺がそんなリサを横目に見ていると、流れ的にハガナも視界に入る。

　昨日のリサからの話は衝撃的だったので、ちょっと意識してしまうところがあるが、ハガナは当然いつもどおり俺には無関心だった。眠気も見せずに淡々とパンを食べている。

　作り物みたいな艶々の黒髪に、作り物みたいな細い指。生意気そうな目。性格を割り引いて見た目だけで言うのなら、確かに、こいつを金で買おうという輩やからがいても、そんなにおかしくはないような気がする。しかも数学の天才というのなら、ソフトウェア会社の経営者なんかが、どれだけ金を積んでも買いたがるだろう。

　そして、月には途方もない資金を持つ連中が本当にごろごろいる。

　金で、人を買う。

　賃金を支払って誰かになにかをやってもらう、ということの延長線上だと漠然と思っていたのに、いざそんな話の渦中にいるらしい人間を目の当たりにすると、不ふ憫びんとかなんとかいう前に、とても不思議な気がした。

「なに？」

　そして、俺はハガナに不審な視線を向けられて、我に返った。ハガナを知らず眺めていたらしい。

　ハガナはしばらく不審げに俺を見つめ、それから、自分の体を見回したり、口元を拭ったりしている。それからなにもないとわかると、さらに険しい目つきで俺を睨にらんでくる。

「なんもついてねえよ」

「言われなくても確認した」

　相変わらずつんけんした口調だが、俺はハガナの後ろで俺のことをちょっと心配げに見ているリサの視線がなくても、別に無視する気はなかった。

「お前、なんでいつも黒い服着てんの？」

「それがなに？」

　あんたになんの関係があるの？

　いかにもそんな言葉が続きそうだったが、俺は肩をすくめて、言った。

「同じ服ばっか持ってんのか、気になっただけ」

「お前も同じじゃない」

　言われ、そのとおりだと納得する。

　そこに、焼けたパンを皿に載せたリサがするりと口を挟んだ。

「ハガナ。お前じゃなくて、ハル」

　俺がハガナとやりとりしているのが嬉うれしかったのか、ちょっとにこにこしながらリサが言う。

　一方のハガナは、不満顔だ。

「……。あいつも私のことをお前と呼ぶけど」

「ハル」

　リサはパンにバターを塗りながら、俺の名前を呼び、軽くハガナのほうを顎でしゃくる。

「ハガナ」

　犬の躾しつけか、と思うが、意地を張るのは子供のすることだ。

　俺はやれやれと、口を開く。

「ハガナさんは、どうして同じ服ばかり持っているのか、気になりました」

　小学校のときのように言ってやった。

「よくできました」

　リサが先生のように言う。

「はい、ハガナ」

　リサはハガナに視線を向ける。

　すると、ハガナは意外なことにちょっと戸と惑まどっていた。俺とリサの顔を二度くらい見比べたような気がする。

　戸惑うハガナは、顔に水をたらされた小動物みたいだ。

「……う……は、ハル、も、お、同じ、じゃない」

「はい。よくできました」

　ハガナが口ごもるのを初めて見た。お姫様でなければ血も涙もないロボットかというような乏しい表情だったのに、それだけで途と端たんに女の子らしく見える。

　俺は自分が単純な男だと実感せざるを得ない。

　ハガナの見た目は、やっぱり可愛かわいいのだ。

「で、今のやり取りについてですが、私なりに意見があります」

　と、リサは俺にパンを渡しながら言う。俺とハガナは揃そろってリサを見る。

　リサは咳せき払ばらいをして、こう言った。

「あなたたち、もう少し服に気を遣いなさい」

　俺とハガナが同じタイミングで眉をひそめるのを見計らって、リサは続けた。

「過度に飾り付けるのは堕落だけれど、襤ぼ褸ろを着たままというのもまた堕落よ」

「まだ着れるのに、勿もつ体たいねえよ」

「その精神は大事だけれど、あるていどきちんとした身なりもまた大事よ」

「私のは襤褸じゃないわ」

「でも、それ一着だけでしょう」

「え」

　俺が驚くと、リサとハガナが揃そろって俺を見る。

　ハガナが、もう一度言う。

「私のは襤ぼ褸ろではない」

　俺の鼻の頭に皺しわが寄る。

「それに、臭くない」

　そして、その一言で怒るよりも不安になった。

「……もう、臭いか？」

　気弱になって、つい、自分の匂いを嗅かいでしまう。リサは苦笑いで言った。

「まだ大丈夫よ。まだ、ね」

「なんだ、大丈夫じゃねえか」

「でも、臭かったわ」

「うるせえな」

「うるさい？」

　思い切り眉をひそめ、ハガナに真正面から聞きかえされて俺は少しいらっとする。

　じりじりと睨にらみあっていると、リサがフォークで皿をかんかんかんと叩たたいた。

「やめなさい。というか、どちらも服が一着しかないなんて、この辺でも珍しいわよ」

　俺とハガナがそろって「でも」と言いかけたのを、リサは言葉を続けて封じ込めた。

「ハガナ、今日は教室お休みよね」

　リサは急に話題を変えたが、ハガナは特に驚きもせず、即座に答える。

「お休み」

「じゃあ、ハルは？　夕方は暇？」

　俺は聞かれ、馬鹿正直に答えてしまう。

「五時以降なら……て、おい、まさか」

「そのまさかよ。夕方になって雨が上がったら、二人で服を買いに行ってきなさい。二丁目の商店街に安い服屋さんがたくさんあるから」

　俺とハガナは、顔を見合わせる。

「返事は？」

　その質問に、ハガナがパブロフの犬みたいにリサのほうを向く。

　そして、向いてしまってから、ハガナなりにしまったといった顔つきをしていた。

　リサはそんなハガナを真正面から見返して、にっこりと笑っている。

　リサの大事な本を捨ててしまい、この教会に多大な借金を背負わせてしまったと思っているらしいハガナからすれば、リサの笑顔に抗する術すべはないだろう。それに、なにかとリサにやり込められているのを見ると、負い目もあるだろうが、ハガナは元々リサにはかなり懐なついているように見えた。

　あるいは、懐いていたからこそ、リサに大きな迷惑をかけてしまったと、ひどく思いつめているのかもしれない。

「わかった」

「ん。ハルは？」

　ここで嫌だと言えば、誰が子供かは一目瞭りよう然ぜんだ。

　しかし、仲良くしなくても無視をしなければそれでいい、と言っていた癖に、結局余計なことをするじゃないか、とリサを睨にらむ。

　リサはそんな俺の視線を受けて、俺になにかを頼み込むような、そんな笑顔をしていた。

　俺はそれで、リサがどうしてとても大人に見えるのか、その理由がわかった気がする。

　この女は、笑顔一つで色々な感情を表すことができるのだ。

　それはきっと年の功。

　俺は諦めのため息をついて、こう言った。

「わかりましたよ」

「はい」

　リサはそう言って、嬉うれしそうに笑ったのだった。







　その日は天気が関係しているのか、株かぶ式しき市し場じようもこれといった動きがなくてどうにもやりづらかった。株は極端に言えば上がるか下がるかしかないので、その日に明確な動きがないと、やることがない。

　ある銘めい柄がらを十ムールで買ったはいいものの、一日中十ムールで取引され続ければ、結局俺は手数料の分だけ負けることになる。

　投とう資しコンテストのこともあったし、自分なりに考えた新しい投資手法なんかを試したく、じりじりと午前の取引が終わるまで様子を見続けたが、今日は一日中駄目そうだった。

　動いた奴やつから順に負けていく日、というものがある。それが、今日だ。

　こういう日は、無理に取引しようとすればまず間違いなく損をする。損だけは、避けなければならない。それは伝説の投資家が示してくれた取引のルールを守るため、というわけではない。損というのは、資金が減る以上に、心がすり減る状況なのだ。体温は下がり、冷たいべとつく汗が流れ、冷静な思考ができず、長期的な展望が持てなくなる。

　恐きよう慌こう状態から抜け出すのは容易ではなく、俺は取引の初期に地雷を踏んだ時、慌てるな、と書いた紙を端たん末まつに張っておいたくらいだ。

　あの時のことを思いだし、無理をしないことにした。

　端末を閉じ、新たなる機会をうかがう。

　急がなければならないが、市場が消えてなくなるわけではない。

「けど、雨か……」

　窓の外は暗く、雨がそぼ降り続けている。

　端たん末まつを閉じてしまうと情報の奔ほん流りゆうも止まり、居間の中はとても静かで、軒先から地面に落ちるしずくの音くらいしかしない。

「どうすっかな……」

　取引をしないと決めた途と端たんにこれだ。市し場じようのニュースやら株かぶ式しきの分析に時間を費やすべきなのかもしれないが、一度切れてしまった集中力を繫つなぎ直すのはなかなか難しいし、調べれば取引をしたくなるだろうが、市場はあの有様だ。

　かといってほかにすることも見つからず、途方に暮れてしまう。

　俺は結局、端末に再び光を灯ともし、オンライン図書館の検索画面を開く。投とう資しに関するあれこれの書籍でも読もうかと思ったのだが、そこで手が止まってしまう。

　俺は山ほど投資に関する本を読んできた。今更なにか新しい物が見つかるだろうか？

　しかも、投資コンテストに参加するのなら、もう数日しか残された時間はない。

　黒い霧のようなものが頭に湧いてきそうな不吉な予感にそわそわし、外でも思い切り走ってこようかと窓の外を見る。

　すると、ぼろいソファーに座って本を読んでいたリサが声をかけてきた。

「あら？　今日はパソコン終わり？」

　文明の利器に疎そうな物言いに、俺はなんだか拍子抜けしてしまう。

　同時に、黒いなにかは頭から失うせていた。

「……気分が乗らない」

「ふうん？　ま、そんな日もあるわよね」

　リサは特に気にしたふうもなく、姿勢を戻すとまた本を読み始める。

　電子媒体ではなくて、本物の本だ。

　その細い指が薄いページをめくると、はらり、と頼りない音がする。

「なに読んでんだ？」

「ん？」

　リサはこちらを見て、しばし間を開けた。

　俺の質問を、じっくり考えているかのようだった。

「ふるーい、わけわかんねえ歴史の本、よ」

　わけわかんねえ、とは当然俺の口くち真ま似ねだ。

　俺が嫌がると、リサは本に視線を戻し、子供みたいにくつくつと肩を揺らしている。

「フレイザーの『金きん枝し篇へん』」

「……なに？」

「百年以上前に物好きなイギリス人が、世界中の神様の話を集めた本。雨の日にはなんでか読み返したくなるのよね」

　リサは言いながら、また、ぺらりとページをめくる。

「面白いのか？」

「んー？　どうだろう。名著とは言われるけど、はっきり言って大噓うそも山ほど入ってるし……まあ、それでも人類数千年分、数万年分の文化的な営みが凝縮されているといえば、面白いかな」

　リサはそこで言葉を切って、本の匂いを嗅ぐようにページに顔をつける。

「なんにせよ、クリスチャンの私が月に降る雨の下で読むには、うってつけじゃないかしら」

「……意味わかんねえ」

「ふふ。世の中一筋縄ではいかないということよ」

　俺はまた子供扱いされてはぐらかされたような気がして、ぼりぼりと頭をかく。

「結局のところ、優雅な暇つぶしってことだろ？」

「そのとおり」

　あっさりと返事をされ、ますます面白くない。

　かといってこれ以上絡むのも馬鹿らしくて、ため息をついた。

「というか、暇そうね」

「……まあな」

　暇ではないのだが、そういうことにしておいた。

「あら。いい若い者が暇だなんて、よくないわね」

　うるせえ、とはねのけることすらできない。

　ため息をついて、言った。

「こういう日はおとなしくしてるのが一番なんだよ」

「それには賛成だけど、でも、問題よね」

「問題？」

「問題でしょう。少年がそんな覇気もなくぶらぶらするしかないだなんて、不健全よ」

「……実際やることねーし。どうしろっつーんだよ」

「なにかないの？」

「お勉強でもしろって？」

　リサはその言葉に、困ったように笑った。

「私がそんなこと言う性格に見えるかしら」

「……意外に見えない」

　俺の答えに、楽しそうにけらけら笑う。

「パソコン以外に趣味とかないの？」

「趣味？」

　思わず、眉根にしわを寄せて聞き返していた。

　趣味。

　趣味だと？

「……もしかして、本当にないの？」

「な、なんだよ……」

　リサがあまりにも真剣にこちらを見るので、俺はちょっとたじろいでしまう。

「別にいいだろ……」

「ふうん？」

「趣味なんて持つ暇ねえよ」

　心の底からの言葉のはずなのに、どこか言い訳がましくなってしまう。

　生きるためには株かぶ取引で勝つ必要があり、夢のためにはさらに勝つ必要があった。

　自分に生きる理由があるのだとすれば、前人未踏の地に立つというその夢を叶かなえること以外にあり得ない。リサみたいにくその役にもたたない歴史の本を読んで時間をつぶすなどという悠長なことをしている暇はない。今は確かにやることがなくてちょっと時間を持てあましているが、それは市し場じように活気がないせいで、俺のせいではない。

「まあ、ハルがそれでいいならいいけど」

　リサはしばらく俺のことを見つめた後、また視線を本に戻してしまう。

　なにか納得のいかないものが胸中にはあった。

　それは多分、反発心というか、事実を認めたくない心境に近いものだったのだと思う。

　俺から投とう資しを取り去ったらなにが残る？

　その不気味な質問の答えを、垣かい間ま見た気がした。

　そんな折、ジリリリリ、とリサの携帯端たん末まつが音を立てた。

「あら、電話？」

　リサは本を置いて端末を手に取ると、番号を見てちょっと驚いている。

「大学から……もしかして、講義の依頼かな」

　収入の当て、というより、純粋に嬉うれしそうだった。借金があって青息吐息なのに、あくせくと仕事を詰め込もうとしないのは、本来ならば責められるべきなのだろう。

　けれど、そういう生き方も、あるいはありなのかもしれない、とリサを見ていると思う。

　夢を持たない生き方。

　がむしゃらにならず、のんびりと……。

　俺はそんな思いに心惹ひかれている自分に気が付き、こめかみを拳で叩たたいた。

　この教会に来てからこっち、心が緩んでいる気がする。

　やはり、あのアフロのいるカフェで、ずたぼろになりながら、獣のように集中して取引をすべきではないのか。

　俺がそんなことを考えていると、リサは会話が長くなるとでも思ったのか、端たん末まつを手に、風呂場のほうに行ってしまう。扉の向こうからくぐもった声が聞こえてきたが、ずいぶん楽しそうな感じがした。俺がなんの気なしにそちらに耳を澄ましていたのは、ちょっとした嫉しつ妬とだったのかもしれない。

　だから、カンコーンという音が響いた時、俺は悪いことをしているのを見とがめられたかのようにびくりとした。

「な、なんだ？」

　と、辺りを見回していると、風呂場に続く脱衣所の扉を開けて、端末に話しかけながらリサが顔をのぞかせた。

「ちょっと待っててもらっていいですか？　ハル！　出て！」

「あ？」

「お客さん」

「……ああ」

　そういえば、インターホンの音がこんな感じだった。

　俺は立ち上がり、やれやれと教会の入り口のほうに向かう。リサは再び風呂場に入って、なにやら話しこんでいる。

　しかし、こんなところに来客とは誰なのか。またあの借金取りのトヤマなにがしだろうか。

　そんなことを思いながら聖堂に向かい、扉に取り付けられている覗のぞき穴から、外を見た。

　万が一警官だったら目も当てられない。

　すると、そこにいたのは、カッパを着こんで手元の電子ノートに目を落とし、いじくりまわしている小柄な奴やつだった。奴、というのは、男か女かわからなかったからだ。カッパは腰の両脇のところがこんもりと膨らんでいて、下になにか大きな荷物があることが察せられる。

　体の線は細そうだが、荷物の量からして男なのかもしれない。

　俺はそんなことを思いながら扉を開けた。

　すると、そいつは顔も上げず、しょっちゅうここに来ていることをうかがわせる感じで、言った。

「こんにちはー、クーン商会です。いつものお野菜なんかと、それと先生に質問が──」

　そして、そいつは顔を上げて、そのまま固まった。

　大きな眼鏡の向こう側で、綺き麗れいな青い目がこちらを見つめている。小さな鼻の周りには少しだけそばかすがあって、紫外線の強い地球から来たのだとすぐにわかる。

　ただ、それ以上に、こいつどんくさそうだな、と一目見てわかった。

「なんだって？」

　固まっているところに尋ねると、そいつは俺を見たまま思い切り後ずさる。

「あ……あっ……あれ？　えっと……」

　そして、我に返ると手にしていた電子ノートを傾け、それから辺りを見回して、もう一度俺のことを見る。
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「なんだよ」

　そいつはびくりと肩をすくませて、それでも恐る恐る、こう尋ねてきた。

「ろ、六番街教会……ですよね？」

「……」

　俺はちょっと考えて、答える。

「確か、そんな名前」

「……あ、あの……ハガナ、先生はいらっしゃい、ますか？」

「ハガナ先生」

　俺は繰り返し、ちょっと苦笑してしまう。

　どうやら先生をやっているというのは本当のようだ。

「いるよ。つーか、そこ、濡ぬれるだろ」

　指摘すると、ようやくそいつは自分が雨に降られていると気が付いたらしい。どんくせえなあと思いつつも、大きな荷物を抱えながら強い足取りでやってくる姿には感心する。

　大きな荷物を持ち慣れている感じがしたのだ。

「で、なんだっけ？」

「は、はい？」

「野菜、とか言ってなかったか」

「あ、あ、はい。あの」

　そう言って、こほん、と空から咳ぜきをして、大きく息を吸った。

「わ、私、クーン商会のクリス・クーンと申します。野菜などの生鮮食品から文房具まで、六番街ならどこでも一つからでもお届けします。ご用命は、クーン商会まで！」

　そして、はっきりしゃっきり一気に言い終えた。多分、親に散々仕込まれたのだろう。

　背筋を伸ばして立っても俺より明らかに背が低く、ハガナが俺より低いので、それよりさらにちょっとだけ低い。

　やれやれ、と思いながら、俺は体を引いた。

「ハガナなら中にいるよ」

「あ、し、失礼します」

　やはりきびきびしているのは口上だけで、クリスと名乗ったそいつは目を伏せて聖堂の中に入ってくる。

　ここまではやっぱり男か女か分からない。聖堂の中に入ってカッパを脱いでも、ちょっと自信がもてなかった。

　明らかにサイズの合ってないよれよれで擦り切れたトレーナーに、裾を思い切りたくしあげたジーンズと、ボロボロのスニーカーを履いている。金髪はもしゃもしゃのぼさぼさで、櫛くしを入れたことなんて生まれてこの方なさそうな勢いだ。

　ただ、カッパを折りたたんで、肩から左右にたすき掛けにして持っていた大きな鞄かばんの中に詰め込もうとしているときに、あまりにサイズの合っていないトレーナーのせいで、襟口の隙間からちらりと胸が見えた。

　多分なのだが、女だった。

「い、今って学校じゃねえの」

　俺は若干の罪悪感を抱えながら扉を閉じて、そう尋ねた。

「あ、え？　えっと、が、学校はお昼休みなので……お昼の分の、配達を……」

「ああ、そうか……そういや昼休み長かったな……」

　ということは、クリスは初等学校に通う十四歳以下というわけだ。

　月の初等学校は一部を除いて昼休みが二時間以上ある。

　学校なんてほとんど行かなかったから忘れていた。

「で、配達ついでに勉強か？」

「え？　な、なんでわかったんですか？」

　そのままにしておくとクリスはまごまごして歩きだしそうになかったので、俺は鶏を追い立てる要領でクリスを前に立たせて歩かせていた。

「さっき言ってたろ。ハガナに質問があるとかなんとか」

「あ、あ、そ、そうですか……」

　クリスは気弱そうなのに、足取りだけはとてもしっかりしている。

　身につけている物がいかにも外区の低所得者層なので、単純労働の移民組だろう。世渡りは下手そうなのに、大きな荷物を担いで昼休みに家の仕事の手伝いをして、なおかつ勉強までしにやってくる。俺はクリスを追い立てて廊下を進みながら、その逞たくましさに軽く嫉しつ妬としていた。

　居間に戻ると、リサは電話が終わっていたようで、再び本を開いていた。

「あれ、クリスちゃんじゃない」

「こ、こんにちは」

「あ、そっか。今日配達の日だったっけ……すっかり忘れてた」

　リサは言いながら、クリスが担いできた大きな荷物から、野菜だの小麦粉だのを受け取っていく。

「今回はちょっと量が多いですけど……間違ってないですか？」

「うん。大丈夫。そこのハルが住むことになったからね。この間は食材なくなっちゃって別のところに買いに行っちゃった」

「あ、そ、そうだったんですか……。リサさんが別の商店に買いに行ってるって、その話聞いて……私、量を間違えて配達してたかなって心配になってて……」

　気弱で心配性。

　リサはあれこれ言う前に、そんなクリスの頭をぐしぐしと撫なでる。

　心配しなくてもいいと百回言うより、効果があるのだろう。

「で、ハガナよね？　部屋にいるわ」

「あ、あの」

「こっちは私がやっとくから。時間は有効に使うべきね」

　リサはにっこり笑ってそんなことを言う。地球のなんたらいう本をのんびり読んでいたリサの口から出るとは驚きだが、なぜか説得力がある。まごまごしていたクリスは頷うなずいて、感謝するように一礼して、奥の部屋に小走りに駆けて行った。

「さて、食材も届いたことだし、お昼ご飯にしようかな。ハルも食べるでしょ？」

　クリスのことを眺めていた俺は、ふっと我に返る。

「んあ？　ああ、追加料金がかからないならな」

「可愛かわいげないわね……。まあ、取らないから食べなさいな。それよりも、クリスちゃんがいるからね……なににしようかな」

「あれ、あいつは学校で食ってんじゃねーの」

　俺は何気なく言ったのだが、リサは困ったように笑う。

「月で無料のものなんてなかなかないから」

　クリスは小柄でやせぎすだった。あのくらいの年ごろならよくある体型かもしれないが、もしかしたら昼食を食べる金もないのかもしれない。

「ハガナの数学の授業を受けるために、節約してるのよ」

　食材を詰め込んだばかりの冷蔵庫からあれこれ取り出して、リサはそう言った。

「クリスちゃんも信じられないほど頭いいんだけど、現実的に考えて、進学するなら奨学生以外にないからね。得意な数学だけ鍛え抜いて、奨学金で大学まで行くんだって」

　そのための、一点突とつ破ぱの投とう資しということだ。気弱そうなのは表面だけで、芯はしっかりとした秀才肌、とそんなところだろうが、俺はやっぱり地球からやってきたそういう連中を見ると、胸の奥がちくちくする。

　無意味な焦りと嫉しつ妬となんだとわかっていても、どうしようもない。

「まあ、げに恐ろしきはハガナよね。学校じゃ誰も数学を教えられないクリスちゃんに、天才だと言わしめてるらしいから。成人したら、即座に大学院まで奨学金で飛び級できそう」

「……」

　人が褒ほめられている話を聞いて素直に楽しめるほど俺は心が綺き麗れいじゃないのだが、そこまで言うのだからやっぱりハガナは数学に関しては相当なものなのかもしれない、とは思う。

「けど、どっちも性格に難ありだよな。数学得意な奴やつって皆ああなのか？」

　俺が憎まれ口をたたくと、リサは少し考えて、くすりと笑った。

「難ありとは言わないけど、芸術家っぽいところがあるのは確かよね。クリスちゃんもよく見晴らしのいい場所で、難しい問題をずっと考えてるって言うし」

「へえ……まあ、才にはそれなりの代償を、か……」

「もっとも、才能というのは結局努力に支えられているんだなって、二人を見てると思う。ハガナも部屋に籠こもってずっと勉強してるんだもの」

「うえ、そうなの？」

「そうよ。しかも、私が月面都市大学図書館を利用できると知ったら、珍しく頼みごとをしてきてね。どれだっけなあ」

　と、リサはテーブルに置かれていた自分の端たん末まつをいじり、なにかのファイルを呼び出すと、俺に見せてくれた。

「あったあった。これの電子書籍版を借りて欲しいって」

「……なんだこれ？」

「ロイド・Ｆ・スティール著『数学定理』。有史以来の数学の定理を集めた本だって。これを、最初から逆算してるみたい」

　どういうことだ、と首をひねっていると、リサも半笑いで言った。

「人類がこれまで積み重ねてきた数学の偉業を、自力で再構築しようとしてるのよ」

「……はあ!?」

「本には千いくつか数学の定理が載ってるらしいんだけど、ついこの間、八百個目の定理を導き終えたとか言ってたわ。想像もつかないわよね。その当時の人たちとはもちろん単純に比べられないけど、あの子は過去の偉人の業績を、自力で捻ひねり出してるのよ。ちょっと、怖いくらいよね」

　リサはいたずらっぽく肩をすくめているが、俺はそれすらできない。自分は同年代の中では図抜けた位置をひた走っていると思っていたが、世の広さを見せつけられたような気がした。

　これが本物の、金で買われるほどの才能なのだ。

　悔しさと、足踏みを続けている自分の不ふ甲が斐いなさに、顔が歪ゆがむ。

　つい思わず、数学なんてできたって金持ちにはなれやしない、と悔し紛れの悪態を胸中でついてしまう。

　その、直後だ。

　数学なんてできたって？

　その言葉に、妙な引っ掛かりを感じる。なにか大事なことを見落としているような気がする。

　なんだろうか？　数学と金で真っ先に思いつくのは、ソフトウェア会社なんかの求人だが、そういえば、リサが大学の話をしている時にも同じようなことを考えた気がする。

　あれは、一体どんな話だったか。

「どうしたの？」

　リサの顔をじっと見つめていた俺は、リサに聞き返され、はっと我に返る。

　文系科目は学んでも金になりやしない。学ぶなら、数学か物理かという会話だ。

　そして、その二つはどうして重要だと思ったのか？　それは、世界の法則を司つかさどる道具だからだ！

　ハガナにそこまでの数学の才能があるのだとしたら、取引に利用できるかもしれない。

　天才たちだけの特権だと思われた、現代の錬金術の世界にアクセスできるかもしれない。

　投とう資しで行き詰まっている俺の、突とつ破ぱ口こうになるかもしれなかった。

「どうしたの？」

「あ？　あ、いや……」

　俺の頭の中には、思いついたアイデアが怒ど涛とうのごとく駆け巡っていた。

　リサは俺のことを怪け訝げんそうに見ていたが、やがて肩をすくめ、エプロンをつけた。

「さて、じゃあお昼ご飯に取り掛かろうかな」

　リサが言うのにあわせて、俺は行動に移っていた。

「飯いらねえ」

「え？　あ、こら、ハル！」

　リサに呼びとめられても、俺は端たん末まつをひっつかむと、無視して部屋に駆け戻る。

　そして、端末の電源を入れて、はやる気持ちで検索エンジンを開く。

　数学を使っての投とう資しは、俺にはとても手の出ない手法なため、詳しく検討したことがない。

　だが、数学の天才たちが大儲もうけをしているという逸話ならば、いくらでも聞いたことがあった。もしも同じことができるのなら、その先にどれだけの可能性が広がっているのか、想像もつかなかった。

　俺ははちきれそうになる期待を胸に、ネットの世界に潜っていったのだった。







「五時よ」

　突然人の声がして、俺はがばっと体を起こした。

　すると、扉のところにハガナが立っていた。

　まっすぐに俺を睨にらみつけていて、今から花瓶で殴りかかられそうな気すらする。

「五時になったのに、なぜ来ないの？」

　俺はそれで、ようやく朝のやり取りのことを思い出した。

「……あ、ああ」

　俺の喉はかさかさに渇いていて、うまく言葉が出なかった。ハガナに数学の能力を使わせて株かぶ取引で新しい道を試せないだろうか、と調べまくっていたのだが、夢中になっていたらしい。

　ひどく消耗しているのは、興奮もあったが、もともと数学のことなんて全くわからないせいもある。一つの文章を読み進めるのに、十回は辞書を引かなければならなかった。

　ハガナはそんな俺を見て「？」と訝いぶかしげに眉をひそめたが、特になにも聞いてこない。ハガナのほうは俺に特に関心があるわけではなく、リサの命令に従って呼びに来たにすぎない。

　ただ、俺のほうにはもしかしたら、という考えがあるために、ハガナを怒らせないようにと、手早く準備をした。習慣として端たん末まつを鞄かばんに入れ、文字どおり全財産を背負ってから、部屋を出る。ハガナはいつもの黒い服に黒い鞄を持ち、これから葬式にでも行くのかというような陰気さだった。

「服はともかく、鞄まで黒かよ」

「この服の色にオレンジはあわない」

「……なんだ。美的感覚はまともなんだな」

　廊下で前を行くハガナは、顔を思い切りしかめて、振り向いた。

「まともよ。お前とは違う」

　初対面では臭いと連呼し、今朝は襤ぼ褸ろとまで言われた。

　その数学の能力を借りることになるかもしれないが、ささやかな仕返しくらいは許されるだろう。

「あ、お前って言った」

「は？」

「リサに言ーってやろ」

　リサには絶対服従らしいハガナだ。正直、子供の口喧げん嘩か以下だが、効果はあったようだ。

　ハガナは重大なミスでも犯してしまったかのように立ち尽くし、俺はそんなハガナの脇をざまーみろとばかりに通り過ぎる。

　その小さな手が俺の服の裾を摑つかんだのは、その瞬間だった。

「リ、リサには言わないで」

　今にも泣きそうな顔だった。

　俺は自分の認識が追いつかない。

　同い年くらいの女の子が、細い眉を八の字にして唇をわななかせるように尖とがらせている。

　しかも、その細い手は命綱を握るみたいに、ちょこんと俺の服の裾をつまんでいるのだ。

　そんな状況、いくら筋トレしたところでどうにかなるものではない。

　俺は相手がハガナだということも完全に忘れて、必死に言葉を探しまくっていた。

　それこそ、死ぬ間際に見るという走そう馬ま灯とうのように過去の記憶を探した。あの走馬灯も、死に瀕ひんした際に過去の記憶の中から助かる術すべを探すものらしい。

　そして、俺が結局思いついたのは、至し極ごく単純なものだった。

「い、言わねえよ」

「……本当？」

　すがるような上目遣い。

　どうやら、俺が想像している以上に、リサに対しては取り繕つくろいたい体裁があるらしい。

　気け圧おされ気味にうなずくと、ハガナはそれでもしばらくじっと俺のことを見た後に、ようやく、手を離した。

「それで、なに？」

　そして、ハガナがゆっくりといつもの無表情に戻ってから口にしたのは、そんな意味不明な質問だった。

「は？」

「なにって聞いているの」

　少し苛いら立だつように動く眉。

　俺はその変へん貌ぼう振ぶりに呆あつ気けに取られつつ、やはり言葉の意味がわからないので、聞き返した。

「な、なにを聞いてんだ？　意味がわからん」

　本当にわからなかった。ハガナはそんな意味不明な質問をしておきながら、答えられないこちらを見て苛立っている。俺は理不尽を前に、戸と惑まどうことしかできない。

　ただ、ハガナのほうもやや挙動が妙だった。

　そして、その原因はほどなく明らかにされた。

　いらいらしつつも、やがて目を逸そらして、苦しそうに、言ったのだ。

「その……名前」

　俺はなんとか頑張って笑うのを堪こらえようとしたが、軽く噴き出してしまった。

　ハガナはそんな俺に対し、なんて無礼な奴やつだと言わんばかりに蔑さげすみの目をしている。

　しかし、唇が真ま一いち文もん字じに引き結ばれているのを見れば、恥ずかしいのを必死に堪えていることくらい俺にだってわかる。

　俺は疲れたように笑いながら、言ってやった。

「川かわ浦うらヨシハル」

「……は？　リサが呼んでる時、そんなに長くなかった」

　馬鹿にしているの？

　ハガナの睨にらむような目は露骨にその言葉を含ませていたが、俺はあっさりと受け止めながら、答えた。

「ああ、それが本名。ハルってのはリサがつけたあだなだ」

「……」

　ハガナははっきりと驚いて、俺を見る。

「……本名？　馬鹿なの？」

　その言葉も、ついに口からポロリと出た。

「お前も家出してんなら、通報しようなんて馬鹿なことしないだろ」

　ハガナは変わってはいるが、この月面都市で家出中の未成年が本名を知られるということの意味を、きちんと理解していた。突とつ拍ぴよう子しもないことばかりするが、常識が無いわけでもないのだ。

「……でも、教える理由がない」

「あ？　理由……てまあ、その、あれだ」

「なに」

　ハガナは無表情に、怒ったようにたずねてくる。

　今度は俺がやや照れながら、答えていた。

「あだなで呼ばれたことってねえんだよ」

「……は？」

「周りは年上の荒くれ者が多かったからな。呼び捨てばっかで。学校もほとんど行ってねえし、その、あだなってなんかいかにもっぽくて嫌なんだよ。くすぐったいっていうか……」

　リサにハルと呼ばれると、なんともいえない感覚に包まれる。

　決して悪い感覚ではない。

　でも、今の状況には、なんとなく相応ふさわしくないような気がした。

　女にあだなで呼ばれてへらへらしているなんて、腑ふ抜ぬけもいいところだ。

「だから、呼ぶんなら、川浦は……ちょっとまずいな。下の名前呼び捨てとか、まあ、あのうるせえのが側そばにいなければ、『お前』でもいいよ」

　俺があっけらかんと言うと、ハガナはその言葉を訝いぶかしむように顎を引く。

　なんだか、騙だまされてばかりいた子供みたいに見えた。

　黒い服の、疑うたぐり深い少女。

　葬式みたいな服、というさっきの印象が再度浮かび上がってくる。

　あるいは、それはハガナが売られていく時に着ていた服なのかもしれない。

「で、俺のほうはハガナと呼べばいいんかね」

　俺が尋ねると、ハガナはうなずいた。

　そして、うなずいてから、一瞬なにかを言いかけようと口を開きかけた。

「……っ」

「ん？」

　俺が聞き逃して聞き返すと、ハガナはハッと我に返ったように口を閉じた。

　それから、過度に表情を消した冷たい氷のような顔になって、そっぽを向いた。

　目の前にあるのは、性格のきつい女特有の、すべての言葉を弾はじき返す横顔だ。

「服を買いに行かないと」

　ハガナは機械的に言って、歩き出した。

　目まぐるしく変わる表情と言動に、俺は呆あつ気けに取られていた。

　すると、ハガナは数歩行ったところでぴたりと止まる。歩き出さない俺に気がついたらしい。

　よくできた玩具おもちやのようにくるりと振り向いた。

「なにをしているの？」

　こないの？　馬鹿なの？

　俺は「はいはい」と疲れたように返事をして歩き出す。

　ハガナはその返事が気に食わなかったのか、片眉を吊つり上げた。

　しかし、結局なにも言わずに前に向き直って、無言で歩き出した。

　教会の掃除をしていたリサは、離れて歩く俺とハガナを見て、苦笑しながら「いってらっしゃい」と言っていた。







　雨はすでに上がっていた。

　ごちゃごちゃした狭苦しい町は、いつもの夕方の演出の下で、水に濡ぬれてキラキラと輝いている。いつもならば低重力を生かして壁から屋根、屋根からまた壁に、と飛んで行くところだが、ハガナはそんな芸当できやしないので、おとなしく歩いている。もちろん、女だからそういうことができないという意味ではない。スポーツ番組の中では猫みたいにしなやかな体をした女たちが、ニンジャスタイルで複雑な地形を走り抜ける競技がある。ただ、ハガナには根本から似合わない。汗と歓声の沸き立つ会場の外で、騒がしさに眉をひそめながら紅茶でも飲んでいるのがお似合いだろう。

　そういうわけで、俺とハガナは二丁目にあるらしい商店街にちんたらと向かっているのだが、ハガナは時折俺のことを振り向いていた。それは別に俺のことが愛いとしいとかそういうわけじゃない。俺のほうがとてもではないが女と二人連れで歩くことなんてできないので、少し距離を開けているせいだ。それに、じっくり町を歩くなら歩くで見たい物がたくさんあるせいで、ハガナの苛いら立だちがよくわかるくらい、遅れがちになっていた。

　なにせ、この世に存在する物で値段のつかない物はない。それはつまり、あらゆることが商売に利用され、経済活動の担い手になっているというわけだ。投とう資しを行う俺のような人間にとって、町というのは情報の宝庫だった。

　なにかが売られていれば、必ず誰かが利益を上げているからであり、その利益が積み重なって、企業は繁栄する。

　もちろん、俺は会社を興して髭ひげ剃そりを売ろうなどとは思っていない。髭剃りを作る会社に投資をすることで、その利益のご相しよう伴ばんに与あずかりたいのであり、その方法が、株かぶ式しき投資だった。

　わざわざ自分で汗水流さなくても稼げる方法があるのなら、そうするべきだろう？

　俺は親おや父じたちのように手作業で家具を作るより、その家具を買い付けて誰かに高値で売る奴やつらのほうを尊敬するし、俺はそういう奴に投資をすることで、転売の労すらも省きたい。

　道沿いに建つ家を軽く眺めたって、建物の建材、扉から、窓枠に飾られる玩具おもちや、軽く覗のぞき込んだときの家具、電子機器から、この辺の所得層はなにを買って、なにが流は行やっているのかを知ることができる。

　すれ違う連中の着ている服、持っている端たん末まつ、入っていく店。証しよう券けん取引所に四千いくつも会社があれば、その中の会社が作っているなにか、売っているなにかがどこにいても必ず目に入る。金儲もうけの種はそこいらじゅうに蒔まかれている。俺はその種がつけた実を刈り取るだけ。

　そして、その方法だけが、手っ取り早く、しかも超ちよう絶ぜつな金持ちになれる唯一の方法……のはずだった。

　今はやや調子を落としていて、その方法も間違いだったのか？　と自信が揺らいでいる。その結果、一つの選択肢としてハガナに数学の力を貸してもらう、なんて思いついたのだが、果たしてそんなことが可能なのかどうか。

　俺が必死になって、辞書を引きながら調べたところによれば、やはり数学者たちが考案した、数学者たちだけが用いることのできる投資手法というものがあった。

　金きん融ゆう数理とも、金融工学とも呼ばれる厳いかめしい名前のそれは、専門課程の人間が大学院にまで行かなければ学べないようなものだという。

　その代わり、もしも自由自在に扱えるのならば、科学的に株取引を行えるとあった。

　数学の力というものは、凄すさまじい。

　軌き道どうエレベーターが事故なく運営できるのは、地球の周りを時速数十キロメートルで飛び交う拳大のゴミの軌道を、完璧に予測できたりするからだ。

　その正確さで、取引が行える。

　もしも俺もその方法の恩恵に与あずかれるのなら、間違いなく今のもやもやを突とつ破ぱできるはずだった。

　しかし、当然、懸け念ねんはあった。

　一つには、ハガナが金きん融ゆう工学とやらを理解できるのか。

　もう一つには、単純に、ハガナが俺に協力してくれるかどうかだった。

「ついた」

　と、ハガナは立ち止まって言った。

　気が付くと、俺たちは大きな階段を上り終えていた。

　そこからは、道の両脇に七階建てくらいのビルが今にも道に覆おおいかぶさらんばかりに建っている、息が詰まりそうなほど密度の高い商店街が続いていた。ここが、二丁目商店街らしい。

　商店街は細く、長く、道は軽く右に折れ曲がっていた。商店街は人の流れが両脇のぼろい商業ビルに挟まれ、細い川のようになっている。商店街の道は、今いる場所よりも少し低くなっていて、また階段を下りなければならない。さしずめ、俺たちのいる場所は用水路の水門みたいな感じになっているのだが、それでふと気が付いた。どうやら今いる場所は、月面都市が大昔に拡張工事をしていた頃の名残らしいと気がついたのだ。この高台の部分は、プログラムによって朝から夜までを演出する、月面都市を覆うドームの基礎部分があった場所だった。

　今はドームの端はかなり後方にあるし、技術の進歩によってこんな原始的な堤防など用いてはいない。その代わり、原始的ゆえに、実際にその上に立ってみると迫力があった。コンクリートなのか、それとも月の地形を削りだしたものなのかはわからないが、確かに左右に堤防のようなものが延々と続いている。今となってはごちゃごちゃしたビル群に飲み込まれて、さほど遠くまで追いかけられはしないが、はっきりとそこに月の歴史を見て取ることができた。

「なに？」

　ハガナは俺のことを見ながら、怪け訝げんそうな顔をしていた。

　俺は顔を上げて、説明してやった。

「これ、あの天井のドームの端っこがあった頃の名残だぜ」

「……」

　ハガナは空を見上げ、はるか遠くにうっすらと接合部が見えるドームに目を凝らす。

「まさか」

「噓うそなんかつかねえよ。俺が八歳くらいだっけなあ。小さいドームの上にさらに大きい今のドームを重ねて造ってたからな」

「……本当、なの？」

　ハガナは疑わしげに俺を見る。

　俺は肩をすくめて答える。

「調べればすぐにわかることで噓うそなんかつかねえよ……って、ほら、そこに看板立ってる」

　商店街の入り口には、手入れもされずぼろぼろに錆さびた小さな看板ではあったが、旧ドーム基礎跡地、と書かれていた。

　ハガナはそれを見て、目を丸くしていた。

「だから、今でもよく覚えてるよ。昔は、月の空は二重だったんだぜ」

　俺が空を見上げながら喋しやべると、ハガナも釣られて顔を上げていた。

　行動の端々に猫らしさがあったが、つい視線を釣られてしまうのもまさしく猫のようだ。

　ただ、それは単に、複雑怪かい奇きな性格をしているハガナも、根っこのところは単純なだけなのかもしれないと思った。

「すごい」

　端的だが、それゆえに力の籠こもった感想が聞けたからだ。

　俺は自分が褒ほめられたかのように、鼻の穴が膨らんでしまう。

「月生まれだからな。地球のことはよくわかんねえけど、月のことなら大体知ってる」

「月、生まれ？」

　顔を戻したハガナは、目をしばたたかせて、聞き返してきた。

「あ？　言ってなかったか？　俺は第一次移民団の最初のグループが、この地についた瞬間に生まれたからな。俺と、月面都市は大体同い年」

「……」

　ハガナはとても素直に驚いているようで、俺はまたしてもちょっと得意になってしまう。

　しかし、やがてハガナの顔からは驚きがゆっくりと消えていって、いつもの無表情に戻る。

「建設に年月がたくさんかかっているから、年齢は同じじゃない」

「……人間だって構築中は年齢に数えないだろ」

「……。そうね」

　しばし虚を衝つかれたようだったが、ハガナは意義深い真実に納得するかのようにうなずいていた。

「でもまあ、改めて見ると、よくこんなもん造ったと思うよな」

　俺はこの月面に空を造りだすドームを、目を細めて見上げながら言った。

　月面の歴史で五本の指に入る大規模公共工事には、千を超える企業が参加したらしい。

　ただ、俺がこのドームを見るたびに感嘆のため息を漏らすのは、このドームを支える科学技術云うん々ぬんにではなくて、もっとわかりやすい事実にだ。

　この都市のインフラを支えるエメラルドインダストリー関連会社は、工事の参加企業のうちの四割を数えたらしく、そのときの年間最大利益である二百九十億ムールは未いまだに月史上で最高記録になっている。

　競争が阻そ害がいされないための独占禁止法がありつつもこのありさまなので、その法律がなかったら月面の静かの海にはとっくにエメラルドインダストリーのロゴが刻まれているだろう、なんて言われているのも理解できる。

　エメラルドインダストリーは、金と権力で、月の歴史に前人未到の記録を残し続けている。

　そして、この世には、個人でそれに匹敵する資産を築き上げた人間が、確かに存在するのだ。

「空になにかいるの？」

　俺は、ハガナのその言葉ではっと我に返った。

「いや……。雲の上の存在をちょっと考えてた」

　もちろん、月生まれの俺は本物の雲を見たことがない。しかし、映像や知識で知っている、という意味では、雲の上の存在なんていう慣用句はぴったりな表現な気がした。

　エメラルドインダストリーのことなんて絶対に知らないだろうハガナは、疑問顔で空を見上げ、それから俺のことを怪け訝げんそうに見つめていた。

「神を、信じるの？」

「は？　はは。リサの言うあれか？」

　天の国にまします我らが神よ。

　地球人は空の向こうに死後の世界があると思っていた。

　確かにここは金を稼ぐ者たちにとっては天国かもしれないが、このご時世、天国という言葉がどこかハッピーな場所、という以外の意味で使っている奴やつなどほとんどいないだろう。

　本と聞いて、あのリサが大切にしているボロボロで使いづらい実物の本を思い浮かべなくなるようなものだ。

「神なんていないだろ」

　俺が言うと、ハガナは否定も肯定もせず、じっと俺のことを見つめていた。

　その顔はいつもの無表情にも見えたが、いつも以上に真剣にも見えた。

　俺は、リサのことを揶や揄ゆするような言い方だったことに怒ったのだろうか、とも思ったが、ハガナはしばらくするとゆっくりと目を閉じた。

　そして、高慢ちきな野良猫がそっぽを向くように、すいっと目を逸そらした。

「私もそう思う」

　同意を示してくれるなんて意外だな、と軽口を叩たたこうと思ったが結局口にはしなかった。

　その横顔が、ひどく寂しそうなものだったからだ。

　俺はそれを見て、リサの話を思い出す。リサは、ハガナは金で買われてきた子供ではないかと言っていた。そんな過去のありそうな少女が、神などいないという言葉に悲しそうに同意するのは、とても意味深なことだった。

　俺は沈黙が気まずく、言葉を向けた。

「……お前んところは、どうだったんだ？」

「え？」

「地球生まれだろ？　空ってどんなんだったんだ？　やっぱ、眺めてると神がいるかもしれない、なんて思うような空だったんか？」

　リサにすら氏素性を隠しているらしいハガナなのだから、身元につながりそうなことは教えてくれないかもしれない。そう思いつつも、ちょっと聞いてみたかった。

　純粋に地球のことは映像でしか知らなかったし、空がどうなっているかなんて聞いたことがなかったからだ。

　ハガナは、意外なことに空を見上げながら答えてくれた。

「風景は、ここと同じような感じ」

「月みたいってことか？」

「そう。山ばかりで、岩がたくさんあった。生える木々は触ると手に刺さりそうな刺とげ々とげしい物ばかり。冬は寒かったし、夏は短かった。霧がとても多くて、灰色の場所」

　地球に行ったことはなくても、地球の土地のイメージは俺も大体は把は握あくしている。

　どことなく、高緯度のヨーロッパ、あるいは、東とう欧おうを想像した。

「でも……」

　ハガナは目を細めて、ドームの先にある地球の一点に目を凝らすようにしながら、言葉を続けた。

「たまに晴れると、空はとても青かった。鬱うつ蒼そうとしたなにもかもが、その時だけは輝いて見えた。それを神様が創ったと言うのなら……悪くはない妄もう言げんかもしれない」

　ハガナは最後に、珍しく感想らしきものを添えた。

　ただ、その口ぶりから言って、故郷では楽しそうな毎日だったとはとても思えない。もしかしたら、実家にいた荒くれどもの誰かに聞けば、心当たりがあるような場所かもしれない。

　それでも、神が創っていてもおかしくないほどに青い空、と言われても、俺にはまったく想像もできない。

　青い空というのは、月面都市を覆おおうドームでも科学的に再現ができるものだ。しかし、月のそれを見て神がお創りになられたに違いない、なんて言う奴やつは一人もいないので、地球のそれはやはり一味違うのかもしれない。

　地球の奴らの地球自慢はいらいらすること以外の何物でもないが、ハガナが言うくらいなのであれば、ちょっと見てみたい気もする。

　俺はそんなことを思いながら、ハガナと一緒にドームを見上げていた。

「それより、早く服を買いに行かないと」

　ただ、ハガナはさっさと視線を戻すと、事務的に言った。

　なにか、ハガナに妙な親近感を抱いていた俺は、突然夢から覚めたような感覚になった。

「あ、ああ」

　俺は答えてから、言った。

「じゃあ、三十分後にここで待ち合わせにするか」

　女の買い物はとかく長いと聞くが、こいつはそういう一般的な女ではなさそうだ。

　そんなに時間はかからないよな、とハガナに視線を向けると、黒尽ずくめの少女は怪け訝げんそうな目を俺に向けていた。

「バラバラに行動するの？」

「は？　だって、同じ店に行くのか？」

　商店街には、一日では回りきれそうにないくらい、細々とした店がたくさんある。都市の中心部のように、巨大な資本が入っていないのだ。

　しかし、ハガナは欠片かけらも揺らがず、こう言った。

「一緒の店で買ったほうが、値引きができる」

　彫像のようなハガナには、あまりに似合わない生活感あふれる一言だった。

「そ、そう、だな……。けど……なら、どっちの服も置いてあるような店か……」

「男物でも構わない。お前に似合う物なら、私に似合わないはずがないから」

　すらりとした手足に、端整な顔つきのハガナが、背筋を伸ばしたまま真顔で言う。

　ボーイッシュな格好をしたハガナを想像して、不覚にもそれもいい、と思ってしまったくらいなので、否定もできなかった。

「んじゃあ……ちょっと検索してみるか。歩いて探すの面倒だよな」

「わかった」

　手伝うつもりとか、礼の一言を口にする気遣いとかは、欠片もないらしい。

　とはいえ、さっきの空を巡るやり取りを経たからか、なんとなくハガナのことがわかってきた気がして、いらつきもしない。

　気難しそうではあるが、リサの言うとおり、根っから悪い奴やつではなさそうなのだ。

　これなら、数学を用いての取引のことも、持ちかけたら案外乗ってくるかもしれない。

　そんなことを思いつつ、店を検索している時だった。

「せんせー！」

「せんせー！」

　そんな声が聞こえてきた。

　俺は顔を上げて、声のしたほうを見る。

　すると、商店街の両脇に建つ建物を結ぶ空中廊下から、クリスと同じくらいの年齢の初等学校の生徒らしい数人が手を振っていた。嬉うれしそうに、きゃいきゃいはしゃいでいる。

「なんだ？」

　俺がつぶやくと、ちょうど目の合った栗くり色の髪の毛の女の子が、きゃあとばかりに口元に手を当てて、楽しそうに隣の子になにか耳打ちをしている。

「知り合いか？」

　隣のハガナに尋ねると、静かに言葉が返ってくる。

「生徒」

「ふうん？」

「せんせー、さようならー！」

　そして、俺のことを見てなにごとか話し合っていた女の子たちが、満面の笑みでそう言って、手を大きく振っている。

　隣ではなぜか男子が二人ほど、呆ぼう然ぜんとこちらを見つめていた。

　それから、女の子らは呆ほうけている男子の耳を引っ張って、手を振りながら強引に引きずっていった。

「はは、なんだあれ」

　俺はちょっと呆あきれ交じりにそう言ったのだが、隣のハガナを見て驚いた。

　ハガナは彼らに、うっすら笑いながら手を振り返していたのだ。

「……なに？」

　ただし、俺に見られていることに気がついた直後、その顔からはすっと笑顔が消える。ひどい扱いと言えばそうだが、俺はハガナの笑顔にどぎまぎしていて、それどころではなかった。

　笑うと、あんなに優しそうな顔になるのだと、心底驚いていた。

「い、いや……」

　俺は高鳴る動どう悸きを抑えて、単に見た目がいいだけだ、と自分に言い聞かせる。

　そして、いくらか落ち着きを取り戻してから、こう言った。

「本当に先生やってんだって驚いた」

　その点に驚いたのも間違いないので、噓うそではない。

　クリスもそうだが、あんな言うこと聞かなそうな子供らに慕われているなんて、なかなかのものだと思う。少なくとも、俺には無理だろう。

「……数学を教えるだけだから、私でもできる」

　意外に謙けん遜そんするんだな、と俺はまた驚いた。

　それに、妙に硬いハガナの表情を見て、もしかして照れているのだろうか、と思った。

「でも、それだけ」

「え？」

　ハガナは子供らの消えて行ったほうを見て、遠い目のまま呟つぶやいた。

「それだけしかできない」

「それだけって……それでいいじゃんか」

　俺が無邪気に聞き返すと、ハガナは目を閉じて、ゆっくりと開く。

「数学は、現実の問題を解決しないもの」

　俺は、思わずじっとハガナの横顔を見つめてしまう。

　いつもならば、「なに？」とか言って睨にらみつけられそうなものだったのに、ハガナは俺のことを軽く一いち瞥べつしただけで、やっぱり遠くを見ていた。

　ハガナの言葉は、自分自身に向けているものなのだろうか？

　多分、そうだろうと思う。

　才能を買われて月に連れて来られ、なにがしかの理由があって家出をしてきた。

　それに、リサはクリスのことを少しだけ話していた。頭が良くて勉強が好きで、昼飯を抜いてハガナへの授業料を工く面めんして数学を学んでも、大学に奨学金で行けるかどうかわからない。

　それは、言うなれば貧困から抜け出せるかどうかの人生最大の賭けだとも言える。

　ハガナはきっと、クリスたちの家の事情も知っているのだろう。

　そして、その問題の前に、自分の才能がいかに無力かを、よく知っているのだ。

　だから、そんなハガナの横顔を見るうちに、俺は自分の鼓こ動どうが高鳴っていくのを感じていた。

　俺の頭にあったのは、数学を駆く使しした株かぶ取引のことだ。それは明らかに俺の利益のために持ちかけようと思っていたことだが、同時に、ハガナの抱える問題の多くが解決されるかもしれないことだと気が付いたのだ。

　性格的に難がありそうだとも思っていたが、ハガナは生徒たちに懐なつかれ、優しげに微笑ほほえみ返していた。

　だとすれば。

　可能性は、十分にあるのでは。むしろ、ハガナにとって良い話なのでは。

　俺はハガナに声をかけようと、息を吸い込んでいた。

　唐とう突とつにハガナが俺のことを振り向いたのは、その瞬間のことだった。

「店は見つかった？」

　真正面から聞かれ、俺は出しかけた言葉を飲みこんだ。

　なぜかわからないが、顔が赤くなり、言葉が霧む散さんしてしまう。

　ハガナがまた怪け訝げんそうにしているので、俺は慌てて端たん末まつに目を戻していた。

「あ、ああ、あった、あった」

「どこ？」

　俺が答えるより先に、ハガナは画面を覗のぞき込む。屈くつ託たくもなく近寄られて、俺は体が強こわ張ばってしまう。

「……この近くね」

　もちろんハガナは気にもせず、そう言ってさっさと歩き出す。

「あ……」

　俺はハガナの背中を目で追いかけて、口がなにかを言おうとするが、声は出てこない。

　完全にタイミングを逸いつしてしまっていた。

　俺がその場に立ち尽くす一方、ハガナは商店街の道に降りる階段に差し掛かったところで、くるりとこちらを振り向いた。

「なぜこないの？」

　その言葉に、俺は慌てて端たん末まつをしまいかけ、これではまるで子分みたいではないかと憤る。

　ハガナはふんと軽く鼻を鳴らすようにして、再び前を向いて歩きだす。

　無意味な敵てき愾がい心しんだとはわかっていたが、なんとなく悔しい。

　そのせいもあって、別に今無理して誘う必要はないか、と思った。

　教会に戻ってから、折を見て話を切り出せばいい。

　俺はそう思いなおし、ハガナの後を追いかけたのだった。







「なぜ、この縫ほう製せいで一着二十ムールなの？」

　ハガナは、俺の手から服を取り上げるなりカウンターに置いて、言い放った。カウンターの中で商品のほつれを直していた店員は、きょとんとしてハガナを見上げていた。

「は？」

「こっちは二着で二十ムールのところにあった服。生地も、縫製も、こちらの方が上なのはなぜ？」

　俺が選んだのは二十ムールの古着のパーカーだった。

　なにもかもを輸入に頼る月面では、食事よりも服のほうがはるかに高い。

　月面の限られたスペースで栽培されるのは、綿花や麻よりも穀物のほうが優先される。軌き道どうエレベーターが停止して輸入が滞った場合、裸で死ぬことはないが飢えて死ぬことは十分にあり得るからだ。

　だから、古着で二十ムールでも決して高い部類ではない。

　それに、状態もいい。

　おおかたホワイトベルトやニュートンシティの量販店で売れ残った品物なのだろう。

　ただ、ハガナは店員にさらに詰めよった。

「値札のつけ間違え？」

「あー……いや、これはちょっとしたメーカーの品で、高いんですよ」

「でも、これと同じメーカーの物が、一着十ムールの棚にあったわ」

「え？　ああ、でも、あれは半袖でしょう？　こっちは長袖で布が多いっすからね」

「なら、なぜ七分袖の物の値段が同じなの？　整合性がないわ」

　ハガナの言葉に、店員は一瞬あっけにとられ、まじまじとハガナを見てから、面倒そうにため息をついた。

「まけろってことかな」

「話が早いわ」

「まいったなあ……うち、値引きはしてないんだよ」

「おかしな話。値下げ品の棚があるのに？」

「あれはこっちの都合で下げてるだけで……」

「わかったわ。今日は、これだけを買いに来たのではなくて、これらも買いに来たの」

　ハガナは言って、足元に置いていた籠から、自分用のものらしい服をカウンターの上に置いた。俺がちょっと呆あきれたのは、籠に入っているのは黒のブラウスに黒のスカート、それに黒のストッキングだったからだ。

「そりゃあどうも」

「まとめて、いくら安くなる？」

「いや、値引きはしないの。うちはぎりぎりの値段設定だからね」

「では、どうして売れ残りを安くするの？」

「そりゃあ……売れ残ったからだよ」

「なら、これも私たちが買わなければ売れ残ると思って、安くして欲しい」

　無む茶ちやな理屈だ。

　俺が思うくらいだから、店員も当然思っていたらしい。

「俺らはそれが二十ムールで売れると思っているから、その値段にしている。俺らが音を上げて十ムールにしたら、また買いに来ればいい」

「売れてしまう可能性がある。だから、私は値下げした十ムールに三ムールを足して、早めに買いたいと思う」

　店員は体を引いて、唇をひねりながらハガナを見下ろしている。

　俺はちょっとはらはらしながらその様子を見守っていた。

「その品はわりかしいい品だって言ったろ？　多分、二十で売れる」

「似たような形の似たような品が安売りの棚にあったのに？」

「だから、メーカーが違うんだって」

「同じメーカーの物もあったわ」

「いや、だからそれはパーカーじゃなくてだろ？」

「パーカーもあった」

「メーカーが違うだろって言ってんの」

　ハガナはわざと話をループさせ、根負けを狙っているのが見え見えだった。

　正直、俺はいつ店員が怒鳴り出すかと気が気じゃなかった。こんなことまでしても安くなるのは数ムール、せいぜい十ムール程度だ。

　もうこの先この店に来られなくなるかもしれないことを考えたら、十ムールくらい、なんてことはない。

「つーか、文句があんならほかで買えよ」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れかかっている店員が言う。

　ハガナは自分よりはるかに高い身長の男を見据えて、言う。

「店員の誰々がそう言った、と覚えておく」

「ぐっ……」

　二丁目商店街だけを見たって、店は山ほどある。

　どこも細々やっているはずなので、ちょっとした悪評が命取りになりかねない。

　ハガナは冷酷にそこを突く。

「じゃあ、十五ムール」

　そして、ハガナは自分が根負けしたかのように言った。

　店員は言葉が通じない宇宙人にでも出会ったかのように、額に手を当ててうつむいてしまう。

　そして、がばっと顔を上げた。

　俺は思わず殴り合いを想定して構えを取ってしまったが、店員はしかめっ面でこう言った。

「わかったわかった。じゃあ、十七でどうだ」

「……いいわ」

「ったく……こんな強引な値切り見たことねえよ……」

　不平を言う店員の気持ちがよくわかる。

　こんなことまでして三ムール安くする意味が俺には分からない。俺も大たい概がい自分のことを図ずう々ずうしい奴やつと思っているが、意外に繊細なのだと思い知らされた。店員と一触即発の雰囲気になってまで三ムールの節約なら、笑顔で三ムール上乗せしたほうがましだ。

　店員は面倒な客に当たってしまったという思いをまったく隠さず、籠から商品を取り出し、俺の物と合わせてレジに入力していく。

　ハガナがそこに、おもむろに言葉を向ける。

「それで、値下がりの可能性はすべての商品にあると思うのだけど」

　店員と俺が、揃そろって目を剝むいてハガナを見る。

　ハガナはまっすぐに店員を見返して、こう言った。

「それと、私は私塾を開いている。生徒はお喋しやべりで育ち盛りの子供たち」

　どういう意味かわかる？

　ハガナの無言のメッセージが、沈黙と共に店員に突き刺さる。

　うまくいけば新規の顧客。悪くすれば悪評を言い触らされる。

　どう見み繕つくろっても儲もうかってそうにないこんな個人の店では、結構大きなことだろう。

　ついに店員は勘弁してくれという顔になって俺を見る。

　俺に振るのかよ、と思った直後、ハガナの凛りんとした声が響く。

「総額からあと五ムール下げて」

　できなくもない譲歩。

　店員は、わなわなと唇を震わせてハガナを罵ば倒とうしたそうだったが、結局はがっくりとうなだれて、全部で八ムールまけてくれたのだった。







　店から出た俺は、ぐったりとしていた。

　店員からはありがとうございましたという挨拶の代わりに、二度と来るなと言わんばかりの恨みのこもった視線をもらった。

　けれどもハガナだけはどこ吹く風だ。

　店を出てすぐに、代金を請求してきた。

「三十三ムール」

　流れ的にハガナがすべて払ったので、代金を請求されることになんらの間違いもない。

　しかし、あんな値切り模様を目の前で見せられたあとだと、こっちが慰謝料を請求したいくらいの思いに駆られてしまう。

「……なに？」

「いや……」

　俺はなにかを言う気力もなく、言われるままに三十三ムールを支払おうとして、気がついた。

「三十三ムール？」

「なに？」

「おかしくねえか。俺が買ったのって、二十ムールのパーカーと、二枚で十八ムールのシャツと、三ムールのタオルだけど」

　しめて四十一ムールになるはずだ。

「それから八ムール引けばいい」

　ハガナが言うが、俺はちょっとためらった。

「いや……四十一ムール払うよ」

　二十ムール札二枚と、一ムール札が一枚ぴったりあったので、俺はそれをまとめてハガナに差し出した。

「……三十三ムールでいい」

　しかし、ハガナは断固とした口調でそう言った。

「まけたのはお前だろう？　俺はなんもしてねえもん」

「でも、三十三でいい」

「……」

　なんだそりゃ？

　俺はちょっと鼻白んで、ハガナを見る。

　これじゃあまるで小銭をめぐまれているようなものだ。

「いいよ」

「よくない」

「なんで」

「……」

　ハガナは答えず、仏頂面のまま視線を逸そらす。

　俺はため息をついて、四十一ムールをハガナの鞄かばんの中にひょいと押し込んだ。

「あっ」

「俺は別に小銭に困ってねえ。つーか、あんな値切り方やりすぎだろ」

　鞄の中のお札を取ろうとしていたハガナの手が止まる。

　けれども、俺の口は止まらない。

「店員が気の毒だし、次から行けねえよ。あそこ、確かにネットの評判通りに結構安かったのに……」

　俺は頭をかきながら、店の入り口を見る。

　両親の故郷の日本では、嫌な客が出て行った時には塩を撒まくらしいが、俺は塩つぼを持ったあの店員が今すぐにでも出てきたっておかしくないと思う。

「全体で見たらマイナスだろ。それに、お前も少しは人の気持ちを──」

　俺がそこまで言った瞬間だった。

　ごす、とすごい音がして、俺は向こうずねを抱えてその場にひっくり返っていた。

「ぁっ……っつ、痛ってえ！　なにすんだこの──」

　クソアマ……と続けようとしたまま、俺の口は固まっていた。

「……っ」

　いきなり蹴り飛ばされたら、普通なら反撃して馬乗りになって泣こうが喚わめこうがぼこぼこにするところだ。

　けれども、俺は立ち上がることすらできなかった。

　なぜなら、ハガナが俺のことを見下ろす目には、涙がいっぱい溜たまっていたからだ。

「……あ……？」

　突然蹴り飛ばされたこと以上に頭が混乱して、なにを言ったらいいのかわからない。あほのように、ハガナの今にも泣き出しそうな目を見つめていた。だって、泣くのはどちらかと言うと、蹴られた俺のほうだろう？

　その呪縛が解けたのは、ハガナが乱暴に目を拭い、踵きびすを返して歩き始めたからだ。

　止める間もない。

　俺は慌てて起き上がろうとするものの、あまりの向こうずねの痛さに足が上がらず、つまずいてすっ転んだ。折れてんじゃないのかと思うくらいだが、それでも視線だけはハガナを追いかけていた。階段を下りて、空中廊下を小走りに渡って行くのが柵さくの隙間から見える。すれ違う連中が皆ハガナを振り返り、ハガナは走りながら袖口で目を拭っていた。

　だが、俺にはまったくわけがわからない。

　一体全体、どうして俺がこんな目にあって、しかも泣いているのがあいつなんだ？

　俺は痛みと混乱に耐えながらなんとか立ち上がり、鞄かばんを背負いなおしてふと気がつく。

　廊下にはムール札が散らばっている。

　俺がハガナの鞄に押し込んだ四十一ムールだ。

　俺はくしゃくしゃのそれを拾い集め、ポケットにしまいながら、ため息をついた。

「わけわかんねえ……」

　向こうずねは痛く、日は暮れようとしていたのだった。
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　俺が教会に戻るころにはすっかり日も暮れていて、道や軒先には夜のささやかな楽しみをするための椅子やテーブルが並んでいた。よれよれの労ろう務む服ふくに身を包んだ者たちが酒を飲んだり、軽食を取りながら雑談をしていた。

　俺はいつものように軽快に走りまわることもできず、やっとのことで帰り着く。

「遅かったわね」

　教会の閂かんぬきもかけられていて、インターホンを押してリサに開けてもらった。扉を開けてくれたリサの顔には、困惑のような呆あきれのような、なんだか妙なものがあった。

　広くてがらんとした聖堂に入ると、俺の後ろで扉が閉じられる。

「で、どうしてハガナを泣かせたのかしら」

　そして、リサがため息交じりに言う。

　ようやく帰ってきたと思ったらいきなり尋問かと、俺まで泣きたくなってしまう。

「俺だってわかんねえよ」

「あれ、怪け我がしてるの？」

「そうだよ！　ったく、いきなり向こうずね蹴り飛ばされて、この様だよ」

　俺が脚を見せると、リサはなんとも言えない顔をして、自分の向こうずねを撫なでている。

「もう、怒る暇もねえよ。わけわかんねえし、それに、泣かれたらなんもできねえじゃんか。なんだっつーんだよ。それで帰ってきたら俺が悪者か？」

「ごめん、ごめん。怒らないで」

　俺がまくしたてると、リサは歩み寄って、俺の両肩を押さえながら本当に申し訳なさそうに謝ってくる。俺はその手を振り払うが、リサは特に抵抗もせず、けれどもじっと俺のことを見つめている。

　この按あん配ばいがとても上手なのだ。

　俺はもう、怒るのも馬鹿らしくなって、側そばの長椅子に腰かけた。

「でも、女の子が泣いてたらハルだってそっちのほうを先に心配するでしょ？」

　腹立たしいが、リサの言う理屈がとてもよくわかるので、うなずくしかない。

「それに、私もわけがわからないのよ。てっきり仲良くなって帰ってくると思ったのに」

「はあ？」

　俺が思い切り不機嫌そうに聞き返すと、リサはちょっとたじろいだ。

「落ち着いて」

　と、両掌てのひらで俺のことを扇あおいでくる。

「だって、ハガナにお礼言われなかった？」

　そして、リサのそんな言葉に、俺は眉間のしわが捩ねじ切れそうなほどに怪け訝げんな顔をした。

「はあ？　お礼？　言われるわけねえだろ。つーか、なんの礼だよ」

「あれ……ねえ、本当に、なにがあったの？」

　リサもまた当惑して聞いてくる。

　俺はため息をついてから、答えた。

「わかんねえよ。服買いに行って、ハガナが超強引に値切って支払いして、俺がちゃんとした代金払おうと思ったら、あいつは値切った分を全部俺によこそうとしたから、俺はなんもしなかったし、正直ありえないくらい強引な値切り方だったから普通に支払うって言って、金を渡した。で、脛すねを蹴り飛ばされた」

　喋しやべっているうちに、またあの理不尽さを思い出してしまう。それに、思いつくままに喋ったのでリサに通じているかは怪しいが、それ以上細かく説明するのも嫌だった。

　ただ、リサは俺の話を聞くと、しばらく頭痛をこらえるかのようにこめかみに指を当てていた。そして、俺の前の長椅子に座ると、背もたれにうつぶせになって、こう言った。

「あの子の不器用さを考えてなかったわ……」

「あ？」

　リサは大きくため息をついてから、顔を上げる。

「ハルとの買い物で、値切りなさいって言ったの私なのよ」

「……はあ？」

「あの子、そういうのすごく得意だから。でも、そうか……そんなことになるなんて……」

「待てよ、意味わかんねえけど」

「ああ、ごめんね。最初から言うね」

　リサは言って、ふとなにかに気がついたように後ろを振り向くと、椅子から立ち上がって母おも屋やの方につながる扉を軽く開けて、向こう側の様子をうかがっている。

　それから、そっと閉じると、また戻ってきて、話し始めた。

「あのね、この前、トヤマさんが来たときのことあったじゃない？」

「あ？　ああ……」

「トヤマさんはいい人だから、大事にならなくて済んだけど、普通なら、そうじゃないでしょ？」

　俺は同意するのも馬鹿らしく、肩をすくめるだけだ。

「それに、ハルは結果としては早とちりだったけど、ハガナのために割って入ってくれた。その上、結局利子も含めて、ハルが助けてくれた」

「ああ……」

「それでね、私はハガナに言ったの。きちんとお礼言った？　って」

　いかにもリサらしいことだが、そう言われたハガナの顔が目に浮かぶようだ。

「多分、ハルが想像している反応で間違いないと思う」

「だよな」

「でも、助けてもらったのは事実なんだから、きちんとお礼をしなさいと言ったの」

「ああ、それで、値切るとかどうとか？」

「そう。あの子、すごく得意だからね。ハルもお金ないだろうから、値切ってあげて、それでお礼にしなさいって。だから、その……ハルは否定するかもしれないけど……もしかしたら、ハガナなりにすごく張り切ってたのかも」

　リサの申し訳なさそうな言葉は、実際俺の胸にぐるりとねじ込まれた。

　確かに、ハガナのあんな値切り方は、性格がきついにせよ異常だ。

　もしもあんな値切り方をいつもしているのなら、リサみたいなやつが注意しないはずがない。

「いや、けど……本当にひどかったぜ。俺、もうあの店いけねえよ」

「そんなに？　もう……」

　リサもどうしたらいいのかという具合に額に手を当てる。

「それによ、あいつが値切ったのに、理由も言わずに値切った分全部俺に押し付けてきたら、誰だって断るだろう？」

「うん、そうよね。ハルは悪くない。悪かったとしたら、私ね」

「あ、いや、お前も別に悪くねえだろ」

　俺が慌てて言うと、リサは額に当てた手の下で、疲れたような笑みを浮かべる。

「ありがとう。でも、お前じゃなくて？」

「っ……リサ、は、悪くねえだろ……」

「うん。ありがとう」

　リサは笑顔でうなずくが、頭痛はひかなそうだ。俺だってなにをどうしたらいいのかわからない。ハガナはお礼のつもりであんなに強引な値切り方をして、しかも、礼なのだからと全部俺に押し付けてきた。

　一方の俺はといえば、数ムールであんな思いをするなら金を払ったほうがいいと思っていた。

　なんというか、意思疎そ通つうが取れていなかったせいで起きた、不幸な事故だ。

　そうとしか言いようがない。

「ハルのほうからハガナに謝ってもらうのも変な話だしね……」

「俺は被害者だろ」

「はあ……私はこういうところでよく失敗するのよね……」

　リサは、助けられたら礼を言うべきという当たり前の考えから、ハガナにアドバイスした。

　あるいは、これは邪推だが、俺とハガナを仲良くさせようと目もく論ろんでいたところもあるだろう。それが、完全に裏目に出た。

　ただ、それでリサに落ち込んでもらっても、俺としては心苦しいものがある。

「まあ、時間が解決してくれるかな。ハルも、ハガナを嫌っているわけじゃないでしょう？」

　リサは俺のことを真正面から見て、言う。嫌っているかどうかと言われたら、否、と答えるだろう。というか、どっちかと言うと、故郷のことを少し話してくれたり、教え子たちに微笑ほほえんだりしているのを見て、少し親近感を抱きかけていた。

　それに、今回のことはハガナが不器用すぎたせいの事故としか言いようがなくて、恨む気にもなれない。

「一応、な」

「ありがとう」

「お前が礼を言う所じゃないだろ……あ」

「もう……本当に口が悪いのね」

　リサは苦笑して、椅子から立ち上がった。

「でも、まあ、そういうこと」

「ああ」

「じゃあ、ごはん食べようか。おなかすいたでしょう？」

　リサは笑顔になって俺に手を差し伸べてくる。俺はその手を取って、立ち上がった。

　胸にあったのは、ひどい後味の悪さ。

　それと、ハガナに金きん融ゆう工学だのの話を持ちかけるのは当分無理だな、という落胆だった。

　俺はその夜、投とう資しコンテストにはこれまで通りの手法で立ち向かおうと決意した。

　なに、独力でも優勝は狙えるはずだ、と。

　そして、そうと決めたからには、投資先の状況を調べるべく、招待メールのＵＲＬ先に飛び、情報の海に深く潜っていったのだった。
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　ラッツィンガー経済研究所主催投とう資しコンテスト。

　仮想空間上で行われる投資コンテストであり、仮想空間上に用意される証しよう券けん市し場じようはほぼ実際の市場と変わらない。会社があり、決算があり、配当があり、時には予期せぬ事故や合併、または倒産がある。現実とリンクしているのは為替かわせ相そう場ばと銀行間金利相場、各種エネルギー相場、それに月の時間軸だけ。

　コンテストは半年にわたって行われており、随ずい時じおよそ二万人、トータルでは十万人からの人間が仮の一千万ムールを手に、好きなタイミングで六十日間だけ取引を行うことができる。

　参加資格は、経済研究所や協賛の証券会社が逐ちく次じ選んだ者のみに与えられる招待制を採っている。そのため、最初期に招待された者の中にはすでに取引を終え、結果が確定している者も大勢いる。

　投資結果はリアルタイムで公開、更新されている。現状の一位はミスター・トローチというハンドルネームの参加者で、取引十九日目で四千五百万ムールあまり。

　研究所の案内には、プロの大物投資家も何人か遊びで参加していると書かれているため、コンテスト用に用意されているＳＮＳ上では、ミスター・トローチは大物のファンドマネージャーだとか、投資銀行の自己取引部門の人間だとか憶測が流れていた。

　朝の食卓で、上の空でリサの作ったハムエッグを食べながら、コーヒーを膝ひざにこぼしたのは、それだけの情報を集め終わったころだった。

「注意する気も起きないわね。やけどは？」

「……ああ」

　手渡された布巾で適当にぬぐい、布巾をテーブルに戻す間も惜しくて、俺は端たん末まつを見たままだった。

「ハル！」

「っ！」

　リサの大きな声で俺はようやく我に返った。

「やけどは大丈夫？」

　リサはにっこり笑って俺のことを見ている。

　俺は胸に手を当てなくてもわかるくらいにドキドキしながら、ようやく布巾を持ったままだったことに気がついて、それをリサに手渡した。

「で、やけどは？」

「あ？　ああ、大丈夫……」

「なにするにしても、ご飯を食べてからにしなさい」

　かんかんかん、と食器を叩たたく音がして、俺はまたしても視線を引き寄せられていた画面から現実に戻される。言い争う時間も惜しかったので、俺は残りを頰ほおいっぱいにかっ込んで、その隙間から言う。

「ごっふぉはん……」

「……まったく」

　リサは呆あきれたように言って、俺が食い終わった食器類を下げるのがちょっとだけ視界の隅に見えた。

　投とう資しコンテストは月の時間軸にあわされ、月の証しよう券けん取とり引ひき所じよと同じ時間だけ開く。つまり、このコンテストに全身全霊を傾ければ、現実の取引をしている暇はなくなることになる。

　ただ、俺の資産は七万ムールで、このコンテストの優勝賞金は二十万ムールなので、こちらに注力したほうが得な気がするし、なによりも重要なこととして、優勝者や上位入賞者にはシュレーディンガーストリートからヘッドハンティングが来るということがあった。

　うまくいっていない現実の取引でずるずる損を出すよりも、架空の金銭で取引ができて、しかも見返りが莫ばく大だいなコンテストに没頭したほうが、明らかに得策だった。

　それに、専用ＳＮＳを見て回ると、どうやらコンテスト内で取引される銘めい柄がらは架空の会社とはいえ、その値動きや振る舞いは実際の銘柄のそれとほとんど変わらないらしい。真偽のほどは定かではないが、暇で親切な誰かが、コンテスト内の架空の銘柄と現実の銘柄の対応表をアップしていた。

　確かに、値動きをプロットしたグラフを見ると、酷こく似じしているように思える。俺はひとまずその表をダウンロードして、保存しておく。そして、画面から片時も目を離さず、手探りでコーヒーカップを探そうとして、手の甲を叩たたかれた。

「いい加減にしなさい」

　リサに怒られて、俺はコーヒーカップを手にとると、隠れるように首をすくめてすすった。

「まったく……あ、そうだ。ハガナ」

　俺は端たん末まつにすぐに舞い戻ろうとしていたのだが、最後のハガナの一言でがくんと引っかかる。

　投とう資しコンテストのことでいっぱいだった頭の中に、昨日の出来事がよみがえる。

「私、今日は大学の講義の手伝いでいないから。お昼はきちんと食べなさいね？」

「……」

　返事が聞こえなかったので、ちらりと横目で見ると、ハガナはいつもの仏頂面でそっぽをむいてもそもそとパンをかじっていた。

「返事は？」

　リサの笑顔。ハガナのパンをかじる口が止まり、嫌そうにリサを振り向く。

　どうやら、昼飯を食べる食べないは、リサにすら反抗するようなことらしい。

　とは言うものの、俺も取引に没頭していると昼飯なぞ食っている暇はない。ハガナはハガナで数学の定理の証明とやらに夢中らしいので、それを邪魔されたくないというのはよくわかる。

　しかし、リサが許すかというと、また別問題だ。

「お昼作っておくから。きちんと食べること。はい。返事は？」

「……」

　ハガナは答えず、そして、リサの笑顔に根負けするかのように、ようやく一言だけ言う。

「どうして……私だけ」

　俺のことを見もしないが、言外に示しているのが俺だということくらいわかる。

　リサも当然、すぐに理解する。

「ハルが食べないからと言って、あなたが食べない理由にはなりません」

「……」

　服屋であれほど強引な値切り方をしたハガナが、リサの前では子供のようだ。

　俺はそんなことを思いながらほとんど上の空でネットの海を回っていたのだが、ふと、リサがこちらを振り向いたのに気がついた。

「でも、ハルももちろん食べるわよね？」

　これまでは俺が取引に没頭しているのを邪魔することはなかったのに、どういうわけか今日に限ってそんなことを言う。

　俺がリサを見ると、いつもの笑顔で出迎えられる。

　たちの悪い笑顔だ。

「……追加料金はかかるのかよ」

　苦し紛れに質問を向けると、リサは呆あきれ顔でため息をついた。

「そんなことしないわよ。育ちざかりなんだからきちんと毎日食べなさい。背が伸びないわよ」

「うるせえな……」

　同年代の中でそこまで低いわけでもないが、どちらかというと小柄なほうだ。

　俺が唸うなるように返事をすると、リサは今度はハガナを振り向いて、何事かを耳打ちしている。

　すると、ハガナはなにか重要な秘密を言い当てられたかのようにピクリと体をすくませた。

　そして、うつむいて唇を固く引き結んでいる。

「それでいいの？」

　リサに問いかけられると、ハガナはしばし葛かつ藤とうしているようだったが、やがて屈するように首を横に振った。

　一体なにを言ったんだ？　と思いつつ、ちょっと顔を上げたハガナの視線がどこに向いているか丸わかりだったので、すぐに予測がついた。というか、リサのそれを苦しげに見つめた後、自分の胸を見つめていた。どうやら、小さいことを気にしているらしかった。

　まあ、確かにリサの胸は結構あるもんな、とそっちを見ようとして、リサが俺のことを見ていたことに気がつく。

「ん？」

「あ、わっ……な、なんだよ」

「なに？　慌てて……」

　リサは軽く首を傾かしげ、軽く咳せき払ばらいをしてから、言った。

「では、そういうわけで、二人ともきちんとお昼ご飯を食べること。ただし、自分の部屋に持っていって、横おう着ちやくして食べるのは許さないわよ。きちんと、ここで食べること。わかった？」

　そのリサの言葉で、どうして今日に限って昼飯を食えなんてしつこく言ってきたのか、その理由がわかった。時間が解決してくれる云うん々ぬんとか言いつつ、やっぱり大きな世話を焼いてくる。

　俺が呆あきれと気疲れに似たものを込めてリサを見ると、リサはウインクを返してきやがった。

　確かに、ハガナは俺が居間に来てから、一度も俺のことをまともに見ていないはずだった。

　それに、もしもさっさと仲直りできるのなら、ハガナの力を借りられる可能性も出てくる。

　金儲もうけのためになら、親の仇とも手を組むことがありうる、と豪語する凄すご腕うでの投とう資し家たちを見習うべきだ。

　俺はリサを見返して、軽く肩をすくめておいた。

「じゃあ、そういうことで」

　リサはぱんと手を打って、片づけをはじめていた。

　俺は端たん末まつを見ながら、視界の端でちらりとハガナを盗み見る。

　ハガナは相変わらずむすっとしたままで、俺のことなど存在しないかのようにパンをかじっていた。







　投とう資しコンテストの投資方法には、特に大きな縛りはない。普通の株かぶ式しき市し場じようと変わらないように思えた。

　通常の売り買いに加えて、借金をして株を買う信用買いに、株を借りてきて売りさばく信用売りもできる。先さき物ものや指し数すう取引、オプションといった複雑な取引は行えなかったが、俺も普段から手を出しているわけではないので、問題ない。

　一日の取引回数にも制限はなく、手数料は売買ごとに売買金額の０．１％が取られる。

　唯一の特殊なルールが、参加者は取引開始から六十日間だけしか取引をできないということだ。しかも、六十日目になったらすべての持ち高を精算して、結果を算出するのではなくて、その時点で取引に携たずさわることができなくなる。もしも六十日目までにすべての売買を終えなければ、買った株はそのままで、その後も変動を続けていくことになる。つまり、投資コンテストが開催された直後に取引を開始し、株を買ったまま六十日間の取引をすでに終えた人の中には、その後の市場の変動で大儲もうけしている人も、大損している人もいるというわけだ。

　これはおそらく、俺のように一日のうちに何度も頻ひん繁ぱんに売り買いする投資手法ではなくて、もう少し長い時間軸で取引するのを得意としているような連中への配慮なのだろう。

　ただ、ここは注意しないとならないなと思った。うっかり変な銘めい柄がらを持ったままにしておいたら、それがその後暴ぼう落らくしてもなにもできないし、逆に言えば、六十日目までにトップの利益に追いつかなくても、有望そうな銘柄を保有しておいて、それがその後値上がるのに期待することもできる。

　とはいえ、俺の場合はこのままだと六十日間の取引が終わるのと同時に投資コンテストも終わることになりそうだったので、俺自身の問題としてとらえていたわけではない。

　他人の状況を利用するために、注意しようと思ったのだ。

　また、コンテスト専用ＳＮＳに公開されている情報を漁あさってみたところ、仮想空間上の取引所には、現実のそれと同じように調子の良い日と悪い日があるようだった。全体的に下がる日もあれば、上がる日もある。

　コンテストが始まってからの流れを見るならば、雰囲気的には全体としてゆるやかな上昇相そう場ばといったところだった。

　ＳＮＳを見ても、全体の相場の調子がよさそうな頃合いを見計らって投資を開始して、六十日間フルに取引をしてから最後に上がりそうな銘柄にすべてを賭けて、値上がりするのを祈る、というのが大多数の投資スタイルのようだった。

　長い時間取引できれば、それだけ儲けも大きくなる、という考えの奴やつらには、正しい方法だろう。俺のように文字通り六十日間だけしか市場と関われない人間は、その点不利にも思えるが、周りを見てから行動できるという利点もある。

　特に、仮想空間上の取引だから、現実の取引と違って序じよ盤ばんは勝手がわからない。

　今は参加者の中の暇で親切な連中があれこれデータを集めて公開していたりする。

　彼らの話だと、序じよ盤ばんに呼ばれたのは長期で投とう資しするスタイルの連中が多く、後半になるにつれ活発に取引するスタイルの人間が呼ばれているらしかった。

　俺などはその最たるものなので、残り時間がぎりぎりになってから呼ばれたのだろう。

　それに、実際のところ、俺は場の雰囲気というものをあまり気にしない。

　まったく動かない時はどうしても困るが、それ以外なら上がろうが下がろうが気にしない。

　全体が下がる雰囲気の時ならば、下げすぎているものを見つけて安く拾い、その日のうちか、さもなくば皆が冷静になった翌日に売る。全体が上げているのなら、それに乗っかるだけだ。

　世の中には取引手法が数あれど、俺はその単純な戦略を軸にして、取引を行っていた。

　これまではそれであほみたいに儲もうかった。

　だから今回もそうするまでのこと。

　俺はそう強がってみたものの、冷静であるがゆえに、現実が見えてしまう。

「……うまくいくわけねえよな……」

　端たん末まつを前に、そんなことを一人つぶやいてしまう。

　取引を開始すれば、問もん答どう無む用ようの六十日間が始まってしまう。あまり迷う時間はなかったが、それでも俺は迷ってしまって取引開始のボタンを押せなかった。

　もしもこのコンテストが現実をかなり正確に表しているのなら、同じことをやれば同じ結果が待っているだろう。

　コンテストには次回開催の確かく約やくがないし、仮に開催されるとしても、次も自分が呼ばれるかどうかはわからない。とすれば、シュレーディンガーストリートに賞金と共にヘッドハントされるなんていうチャンスは、金こん輪りん際ざいなくなってしまうかもしれない。

　そう考えると、迂う闊かつに動くことはできなかった。

　だから俺は、現実の市し場じようと同時に仮想空間上の市場が動き出すのを、歯は嚙がみしながら見つめていた。

「でも、今更どうするんだ」

　いつもの定位置で、あぐらをかいて呻うめいていた。

「新しい方法たってな……」

　ハガナのことはあったが、協力が得られるかどうかわからないし、そもそもハガナにその能力があるかも疑わしい。

　考えるべきは、結局自分の力でどうにかできないか、だった。

　しかし、天井を見つめながら、これまで見聞きしてきた投資手法を思い返しても、今更新たな発見は望めなさそうだった。それでも、考えをまとめるために、俺はテキストエディタを開き、書き込んでいく。

　株取引の投資手法には、大きく分けて三つある。

　一つは、株かぶは企業の所有権なのだから、調子のいい企業の株は上がり、悪い企業の株は下がる、という至し極ごく当たり前のことを基礎にした投とう資し方法だ。企業の業績を事細かに記した財ざい務む諸しよ表ひようを調べたり、その会社が作っている製品のことを調べたりして投資する、会社の基礎に賭けるという意味で、ファンダメンタルズなんて呼ばれる投資手法だ。

　二つ目は、ファンダメンタルズなど気にせずに、株価の値動きだけから利益を得ようとするものだ。特に、株価の値段をグラフにプロットしたものをチャートと呼び、そのチャートの動きに従って取引する方法がある。過去の無数の銘めい柄がらのチャートを分析して、こういう形の時は値が上がりやすいとか、こんな形の時は暴ぼう落らくが待っている、などと予測する。その名のとおりに、チャート分析なんて呼ばれている。

　三つ目は、株の値動きはランダムだから、人間に予測することなどできないと開き直る投資手法だ。額に汗して企業の業績を調べ、目を真っ赤にし徹夜してチャート分析をして万全を期して銘柄を選んでも、無駄だと言い切るのだ。この説を信望する学者は、猿に会社名を書いた紙に向けてダーツを投げさせ、たまたま当たった銘柄を買わせても、投資結果は他の方法と大して変わらなかった、という統計結果を振りかざす。彼らは株の値動きはランダムだと主張するので、ランダムウォーカーと呼ばれている。

　俺の場合は、それら三つのいいとこどりだった。

　企業の情報を注意して見て、株の値動きの軌跡からも予測して、それでも株価がどうなるかなんてわかんないから、最後は勘に頼って取引をする。

　最初は恐ろしくうまくいって、自分は天才なのではないかと思ったりもした。

　もっとも、時折絶対の自信があって買ったものが下がったり、これはやばいと思って慌てて手放したものが天井知らずに上がるなんていうことが数知れずあった。

　全体として見ると儲もうかっていたので、それでも俺の投資方法は正しいと思っていたのだが、いよいよ全体の動きが鈍くなってくると、根源的な疑問がむっくりと頭をもたげてやってくる。

　自分のやっていることは、はたして正しいのだろうか。

　三つの投資手法のいいとこどりなど無意味なことで、どれか一つを極きわめたほうがよかったのではないか。

　俺の悩みと迷いは、要するに、それだ。

　だから、ハガナに数学の才能があると聞いて、俺は四つ目の投資手法の可能性を感じたのだ。

　数学を使っての未来予測は、物理学では普通のことだ。

　たとえば軌き道どうエレベーターの運行ページを見に行けば、地球の周りを飛んでいる塵ちりが軌道エレベーターのどこにいつどれだけ当たるのかの予報が出ていて、運行にかかる時間や危険度が表示されている。宇宙局が予測するのは親指の頭以上の大きさの塵の地球周回軌道で、あまりにも大きな物は衝突の可能性があればレーザーで砕くか、地球に落下させる。今のところ、大きな事故やミスは一度も起きていない。

　秒速数十キロメートルで衛星軌き道どう上を動く親指大の塵ちりを、数万個という数で把は握あくしその動きを完璧に予測できる。

　それだけ高度な計算手法が使えるのなら、株かぶ価かの値動きが予測できないわけがない。

　そんな信念を持っている連中が数量分析家、つまりクオンツと呼ばれている。

　もしもハガナの才能がずば抜けていて、本来ならば大学院にまで行って学ばなければならないクオンツの投とう資し手法を真ま似ねることができれば……。

　俺はそう思うのだが、やっぱり夢物語だったのかもしれない。

　ハガナがそれらを理解できるという意味でも、ハガナが俺に協力してくれるという意味でも。

　俺が午前中いっぱいを使って、仮想空間上の取引になにかうまい抜け道はないのかとあれこれ考察しているページを熟読し終えた後のことだ。

　リサの言いつけを思いだし、立ち上がるとテーブルの上にはラップがされたサンドイッチが置かれていた。

「先にトイレ行くか……」

　俺はコーヒーメーカーに残ったコーヒーをカップに注つぎ、電子レンジにセットしてからトイレに向かう。

　三食ついて一日十ムールならやっぱり安い。

　用を足して手を洗い、やれやれと居間に出て、俺はぴたりと足が止まった。

　ちょうど時同じくして、ハガナも居間に入ってくるところだったのだ。

「……」

「……」

　互いに互いの姿に驚きながら、目を逸そらして見なかったことにする。

　ただ、ハガナが先にテーブルに座ってしまい、俺は「う」と喉の奥で唸うなってしまっていた。

　自分は昨日のことにこだわってはいない、と思いつつ、なんだか苦手意識みたいなものが構築されてしまっている。

　俺はひとまず遠回りに電子レンジまで行って、温まっているコーヒーカップを手に取った。

　すぐそばではハガナが黙々とサンドイッチを食べているが、こちらをちらりとも見ようとはしない。

　それに、昨日の服屋での強引な値切りが、ハガナなりの礼の仕方だったらしいことはリサから聞いたが、どっちかというとハガナが謝ってしかるべきではないのだろうか、と思ってしまう。

　だというのに、無言のハガナの雰囲気からは、明らかに怒りが感じられる。

　察せなかった俺が悪いっていうのか？　と聞きたくなる。やっぱりハガナはお姫様気質で、まともにコミュニケーションなんて取れないのかもしれない。

　俺は軽く肩をすくめコーヒーをすすり、サンドイッチを窓際に持って行って食べようと、テーブルに歩み寄る。

　シンクの上に不自然に置かれたリサの端たん末まつに気がついたのはその時のことで、電源が入ったそれは、テレビ電話用のピンホールカメラが、きっちりテーブルに向けられていた。

　そこまでするか……。

　内心呆あきれてしまったが、そのお節介さには正直頭が下がる思いだ。

　それに、深呼吸して冷静に考えてみれば、ひとつ屋根の下で生活しているのに、いつまでもこんな関係を続けるというのも気が滅め入いることだ。

　狭い空間なのだから、トイレだの風呂だの、ちょっとしたなにかで顔を合わせることは多々あるし、そのたびに気まずい沈黙をやり過ごすのも面倒だ。

　俺は自分には非がないと思っているし、悪いのはハガナだと思うのだが、それでもこここそ男としての度量の見せどころだと、そう決心した。

　コーヒーカップを手に、テーブルにつく。ハガナの席からは対角線上に位置し、理論上最も遠い場所だ。サンドイッチはご丁てい寧ねいに一つの皿に盛られ、テーブルの真ん中に置かれている。俺はそれを一つ手にとって、かじった。リサの手作りらしいというか、具がとても大人っぽい。ツナに野菜に豆が入っていて、肉は脂身の少ない奴やつが申し訳程度に挟まっているだけだ。

　ハガナがその小さな口で半分食べる前に、俺は一つ目を平らげてしまう。

　指をなめ、コーヒーを軽く飲んでから、二つ目に手を伸ばす。

　ハガナに声をかけたのは、そのタイミングだった。

「飲み物なくても平気なのかよ」

　当たり障りのないものを選んだつもりだったが、ハガナは視線を上げもしない。

「コーヒー淹いれてやろうか？」

　もう一度声をかけるが、ハガナは欠片かけらも反応を見せない。

　すがすがしいほどの無視だ。

　こっちから歩み寄ってやったのに、向こうは譲歩する気がさらさらないらしい。

　なんで俺が下手に出なきゃなんねえんだとは思いながらも、せっかく声をかけたのだから、一気にいってしまうことにした。

「なあ」

　俺がちょっと声音を変えて言うと、ハガナは敏感に反応した。

　無視していたって、耳を閉じられるわけではない。

　ハガナの食事の手が止まり、俺はそこに言葉をつなぐ。

「昨日のこと、リサから聞いたよ」

「……」

　ハガナは返事をせず、視線も上げない。

「礼のつもりだったんだろ？」

　質問に、ハガナはやっぱり返事をしない。

　しかし、サンドイッチを食べることだけは再開する。しかも、その速度はさっきより速い。

「なんつーか……知らなかったから、思ったこと言っちまったけど……別に値切ってもらってありがたくなかったとか、そういうわけじゃ……」

　と、なんで俺のほうがこんな言い訳がましく言う羽目になってるんだ、と思いながらも、状況の打だ破はのために可能な限りの言葉を選んだつもりだった。

　ところが。

「うるさい」

　ハガナは一言、言い放った。

「……」

　俺はほとんど呆あつ気けにとられて、ハガナをまじまじと見つめていた。

　ハガナのほうはテーブルに自分の悪口でも書かれていたのを見つけたかのように、テーブルをじっと見つめている。

　そして、しばらくしてから、またサンドイッチを食べ始める。

　その速度はさっきよりももっと速い。

　怒っているのが明らかだった。

「……いや……」

　俺はあっけにとられつつ、なにか大きな予感みたいなものを感じていた。

　この数瞬後、頭に血が上るでしょう、なんて天気予報みたいに胸中でつぶやいていた。

　それくらい、ハガナの行動はむちゃくちゃだった。

「意味わからん」

「うるさいと言った」

　ぶわ、とこめかみのあたりの髪の毛が逆立つような感じがした。

「はあ？　うるせえってなんだよ。こっちはお前にいきなり足蹴られて、それでも下手にでてやってんのに、なんだ、それ？」

　ハガナは視線を上げようとしない。

　サンドイッチを食べる手は、さすがに止まっている。

　俺は手にしたコーヒーカップを投げたくなる衝動を抑えるために深呼吸をする。

　けれど、こっちの怒りだって収まらない。

　ハガナを睨にらみつけて、言った。

「もとはと言えば、お前がむちゃくちゃな値切り方すんのがいけねえんだろが」

　リサの弁ではハガナなりに精いっぱい張り切り過ぎた結果だそうだが、悪気がなければなんでも許されるのであれば、世の中苦労はしないのだ。

　しかし、ハガナは返事をせずにサンドイッチの残りを食べると、椅子から立ち上がる。

　そして、俺のことを怒りと軽けい蔑べつの眼めで見るとこう言った。

「働いてないくせに」

　俺はその言葉に、一瞬怒りも忘れて、聞き返した。

「は？」

「家出する時にママのお金を盗んできたの？　だからお金持ち気取りなの？」

　ハガナの言葉に明確すぎるほどの毒がふくまれているのはわかる。

　だが、俺はその言葉が予想外すぎて怒ることすらできない。

「働きもしないで、毎日ネットして、それで、それで、利子を払ったからって何様のつもりなの？」

　俺はあっけにとられてハガナを見つめ返す。

　働きもしない？

「私たちは一生懸命生きている。月で生まれたお前なんかとは違う」

　地球からの移民に一番言われたくない一言だ。

　ハガナの言葉が矢継ぎ早に出る。

「リサは優しすぎる。なんでお前みたいな奴やつをかくまうのか分からない」

　そして、さらになにかを言おうとしていたが、感情ばかり先走って言葉が出ないみたいだった。ハガナは苦しそうに眉をひそめ、そっぽを向くと唐とう突とつにテーブルから離れた。

「あ、おいっ」

　思わず呼びとめようとするが、振り返るようなハガナではない。

　服屋の時と同じように、ハガナは一度も振り返らずに居間から出て行ってしまう。

　ほどなくして、部屋の扉が閉まるバタンという音がした。またもや俺は、呆ぼう然ぜんとその場に取り残されることになった。

　ただ、服屋の時と違うのは、なにが起こったのか皆かい目もく分からない、という状況ではないというところだ。

　ハガナは金で買われて月に来て、家出した先でも借金をこさえてしまったと思っている。その上、自分の数学の能力では子供たちに勉強を教えられても、彼らの現実的な問題は解決できないと嘆いていた。

　そんなハガナからしたら、一日中教会にいて端たん末まつにかじりつき、リサから紹介されたアルバイトも断った俺は、家出したあげく遊び呆ほうけているだけのクズ野郎に映ったかもしれない。それはまさしく月生まれで月育ちの、低重力のせいで頭が緩んだ馬鹿の見本だろう。

　そのことがわかった今、ハガナの俺に対する手厳しいあれこれは、なんとなく理解できるようになった。

　怒りなんてとっくにない。

　しかし、それで問題が解決するわけでもなかった。

　たとえばこれからあいつの部屋の扉をノックして、扉越しに誤解だと訴えるのか？　実は俺は株かぶ式しき投とう資しで大儲もうけしているのであって、ネットで遊んでいるわけではないんだ、誤解しないでくれと言うのか？

　そう言ったところで、ハガナが扉をすんなりと開けて、そうだったのね、ごめんなさい、と言うとはとても思えなかった。俺がハガナの立場であっても、多分無理だと思う。

　物事はすべてタイミングだ。起こったことをなかったことにはできない。俺はそれを株取引で何度も学んできた。

　頭を搔かいて、ため息をつく。

　俺は背もたれにぐったりと体を預けてから、シンクの上の端たん末まつに目を向ける。

　どこかで盗み見しているとは思えないし、もしかしたらただ単に電源を入れて置いてあるだけで、撮影なんかしていないかもしれない。リサの性格を考えれば、ちょっとしたお茶ちや目め交じりの脅しと考えたほうがしっくりくる。

　それでも俺はそのカメラのほうを見て、下唇を突きだした。

「どうしたものですかね」

　端末からは当然返事などこない。

　俺はもう一度ため息をついて、天井を仰いだのだった。







　ハガナのことがあったせいと、結局うまい方法なんて見つからなかったせいで、俺は投資コンテストの架空取引所の取引を漫まん然ぜんと眺めていた。

　実際に取引するわけではないが、銘めい柄がらの動きを眺めながら、ここで買ったらどうなるかとかも試してみた。うまくいっているようないっていないような、そんな変な手ごたえだった。

　しかし、俺はその原因がなんとなくわかっている。やはり、ハガナのことだ。

　ただし、ハガナに嫌われているとか、誤解されているとか、そんなことではない。

　ハガナに言われた一言が、思いのほかじわじわと効いてきていたのだ。

　私たちは一生懸命生きている。月で生まれたお前なんかとは違う。

　実家の村にいた連中は、みんな地球の大変なところからやってきた者たちだった。月で生まれた俺は、月の大変さもまだよくわからない。しかし、地球から来た奴やつらは地球の大変さを知っていて、月の大変さも知っている。

　なにより、もしも俺のこの投資がうまくいかず、行き詰まったらどうなるのか？

　俺はきっと、情けなくも、実家に帰るかもしれない。

　だが、地球から来た奴らの多くは、帰る故郷を持たないのだ。

　地球から来た者は、必死さが違う。覚悟が違う。月生まれの奴らには、それがない。

　そこを突かれたら、俺はなにも言い返すことができない。甘ったれの夢見がちなお子様だと言われたってどうしようもない。

　地に足がついて、苦労して月にやってきた奴やつら。辛つらい故郷を捨て、新たなる新天地へとやってきた奴ら。さもなければ、世の理不尽なシステムに巻き込まれて連れてこられた奴ら。

　世間の厳しさを知っているという点では、俺はハガナのようなことは経験していないし、リサみたいに大人でもない。七万ムールもの金を稼ぎだしたとはいっても、真面目に働いている人間からすれば貯ためられない金額ではないし、一生食べていける金額ですらない。

　むしろこのまま取引がうまくいかなければ、俺は学歴もない、金もない、地球での苦労も知らない典型的な月生まれの落らく伍ご者になってしまう。

　ハガナに面と向かって言われて、俺は自分のやってきたことに自信が持てなくなっていた。

　大体、自分のやり方がうまくいかなかったからと言って、数学ができるらしいハガナの力を借りたらどうだろうなんて、そんな安易な考えを抱く時点でどうかしていたのかもしれない。

　そんなふうに世の中うまくいくのなら、誰も苦労したりはしないはずだ。

　俺はたまたま最初に株かぶの取引がうまくいって、世の中は意外に甘くてそれを皆が知らないだけだ、なんて思っていたのかもしれない。

　世間知らずのお坊ちゃん。

　なによりも耐えがたいそんな姿に、自分が思えて仕方がなかった。

「……」

　俺の目はとっくに投とう資しコンテスト上の取引銘めい柄がらなどとらえておらず、そこでなにが行われているのかも頭には入ってこなかった。悩み、迷って、苦しんで床の上に伸びていた。

　そして、俺の頭に浮かんだのは、リサの部屋に呼ばれた時、抱きしめられたあの感触だった。

　リサは優しくて、賢い大人だ。

　リサに相談したらどうだろう。正しい答えを教えてくれるだろうか？

　そんな情けないことをほとんど本気で考えていた。

　家を出た直後の、あの獣みたいなやる気はどこに行ってしまったのだろうか。

　俺はやっぱり凡ぼん百ぴやくの世間知らずのうちの一人だったのだろうか。

　誰も到達したことのない、誰一人として立ったことのない場所に足跡をつけるなんて、そんな大それた夢を見るような人物ではなかったのだろうか。

　俺はほとんど泣きそうになって、考えていた。

　考えれば考えるほど不安になるのはわかっているのに、止めることはできなかった。

　だから、遠くのほうから奇妙な音が聞こえてこなければ、俺は本当に不安の渦の中で溺おぼれていたかもしれない。

「……？」

　目を開けて扉のほうを見ていると、しばらく間を空けてもう一度音が聞こえてきた。カンコーンとかいう、木をたたいたような音だ。

　俺はそれで、来客だと気がついた。

「……」

　しかし、来客だとわかってもずっと床に寝っ転がったままだった。

　三度目の音はさして間を空けず鳴らされた。なんとなく、焦っているような感じだった。

　来客といえば、この間はクリスが来た。学校の昼休みの間に、飯も食わずに家業の配達を手伝っているらしい。もしもクリスなのだとしたら、時間を浪ろう費ひさせるのはかわいそうだ。

　このままインターホンが鳴っていてもハガナが出るとは思えなかったから、立ち上がって部屋から出た。

　インターホンは四度目が鳴り、連続して五回目が鳴った。

　クリスだとしたら、トイレでも我慢しているのかもしれない。

　そんなことを思って、念のため目をこすってから、教会の扉を開けた。

　その瞬間、思わずこぶしが出ていなかったのは、本当に幸運としか思えなかった。

「……リサさんいるかい」

　インターホンを五度も鳴らしてようやく出てきたことを末代まで恨んでやる、とでも言わんばかりの陰気な目つきがそこにあった。

　金貸しのトヤマだ。

　ただ、その陰気さに迫力がないのは、疲れが見て取れたからかもしれない。

「なんの用だよ」

「ん……リサさん、今日はいるだろ？」

　トヤマは俺の質問に返事をせず、質問を返してくる。

　一瞬イラッときたが、多分それは八つ当たりに近い感情だと自分でも分かった。

「いねえよ」

「いない？」

「なんか、大学に行くとかなんとか言って、出てった」

「……ああ、講義の手伝いか」

　トヤマはすぐに合点がいったようにうなずく。

　どうやら、リサのことを俺よりも知っているらしい。

「そうか。でも、大学での講義の手伝いなら、昼過ぎには帰ってくるだろう？　ちょっと待たせてくれないか」

　そう言って、すっと俺の脇をすり抜けて聖堂に入ろうとしたので、俺は反射的にその肩を摑つかむ。力の差は歴然としている。

　俺はてっきりそれでトヤマが怯ひるむと思ったのに、トヤマはじろりと俺のことを見つめて、むしろ悲しそうな口調で言った。

「大事な用なんだ」

「っ」

　俺は気がついたらトヤマの肩から手を離していた。

　なにか得体のしれない迫力、言うなれば、子供にはないなにかがはっきりとそこにはあった。

「すまんね」

　しかも、軽く頭を下げてくる。

　俺はもうなにも言えなくなって、ああとかうんとかもごもごしていた。

「中に入っても？」

　そんな状況でこう聞かれたら、通すしかない。

「けど」

「うん？」

「ハガナの奴やつ、死ぬほど機嫌が悪い」

　俺が真面目腐くさって言うと、トヤマは疲れたように笑う。

　ひとしきり肩を揺らして声なく笑って、ため息交じりに咳せきばらいをした。

「気をつけるよ。だが、あんちゃんは物事の道理をわかっているだろう？」

　ハガナが襲い掛かってきたら、守ってくれと言いたいのだろう。

　俺はその辺は公平だと自負がある。ただ、そのことを認められればそれだけで嬉うれしくなる。

　リサの言葉どおりだ。

　俺は照れ隠しにそっぽを向いていた。

「入れよ」

「お邪魔する」

　トヤマを聖堂の中に通して、扉を閉じる。

　入り口から真正面にいる磔はりつけにされた髭ひげ男に向かって、トヤマは帽子をとると両手を組んで軽く頭を垂れていた。

　神に祈るような大事な用？

　俺はトヤマを案内しながら、そんなことを思ったのだった。







　トヤマのおっさんにコーヒーを出して、俺は部屋に引っ込みたかった。

　けれど、そういうわけにもいかないかと、結局トヤマの対角線上の席に座って、見るともなしに市況を眺めていた。

　現実の取引所に上場されている銘めい柄がらならば大たい概がいわかるが、投とう資しコンテストのほうは当然まったくわからない。さほど集中できなくても、どんな銘柄があるのかくらいは見て回れるし、勉強にもなる。とりあえず人気のある銘柄順に見ていって、やっぱりネット上の噂うわさどおりに、架空の銘柄ではなくてこれらには元になる銘柄があるのではないだろうか、なんて思い始めたころだった。

「なんかのゲームかい」

　トヤマが越境して声をかけてきた。

「……そんなもん」

「ふうん。そうか」

　ずず、とコーヒーをすすり、興味もなさそうに遠くを見る。

　ただ、そんな様子ながらに、また声をかけてくる。

「面白いのか」

　妙なことを聞くな、と俺はちょっと顔を上げた。

「まあまあ」

「そうか」

「なんだ？」

「いやあ、別に。面白いならそれに越したことはないと思っただけだ」

　俺は肩をすくめ、画面に視線を戻す。

「あんたは毎日辛つらそうだな」

　俺の言葉に、トヤマはちょっと首をのばす。

　しかし、怒るなんてことはせず、かすれたように笑った。

「辛くはないんだが、どうもこの顔でね。よくそう誤解される」

　俺は、自分で言っておいて、笑みが強こわ張ばってしまう。

「あんちゃんはいい顔してるからな。この先なにかと得するだろう」

　褒ほめ言葉にしては直ちよく截さいすぎる。

　俺が軽く顎あごを引いてトヤマを見ると、トヤマは軽く笑っていた。

「噓うそだと思うだろうが、そういうことがあるんだ。別に、美男子だというわけじゃなくてな、第一印象であるんだよ」

　褒められているのかいないのかわからずに鼻白むと、トヤマは低く笑う。

「要するに、こいつはできそうな奴やつだとか、だめそうな奴だとかな。金貸しやってきた中で得た数少ないものだ」

「……そう言うあんたは？」

「俺？　俺はまあ、だめな奴に分類されるだろうよ」

　もう一度顎を撫なでながら言う。

　太っているわけでもないのにたるんだ皮膚と、疲れきったような目。

　笑うと、ホラー映画のゾンビのような、不ふ揃ぞろいの歯が見える。

「だが、しぶとさが売りでね。大きくはうまくいかないが、どんな場所でもそこそこ生きる場所を見つけられる。まあ、ネズミみたいなもんだ」

「はは……」

　しっくりきすぎる自己評価に、乾いた笑い声をあげてしまう。

「その点、リサさんは若いのにしっかりしたもんだ。ああいうのは天性のもんだ。訓練したって得られるものじゃない」

　しっかりしている。

　確かに、リサを表現するのなら、その一言に尽きる。

「なら、ハガナは？」

　俺は興が乗ってきて、ためしにそう聞いてみた。トヤマはハガナの名前にここでの騒ぎを思い出したのか、一瞬苦い顔をしたが「うむ」と唸うなってから答えてくれた。

「あの娘は、まあ、よくわからんな……。いや、本当だ。賢そうなのは見てわかるが、それだけだ。自分の殻の中にこもっていると言うのかな、まだ卵からかえってない雛ひなみたいなもんだ」

「……なんだそれ？」

「ううむ。うまく表現できないが……月で金貸しやってると、たまにああいうのに出くわすんだ。そういうのは、あれだな……地球から才能を金で買われてきた奴やつらに多い」

　俺は表情が一瞬こわばったが、トヤマはちょうどコーヒーをすするためにカップに手を伸ばしていた。見られてはいないはずだ、と自分に言い聞かせる。

　ただ、金で買われて来た奴ら、というところに突っ込めば、いらぬ邪じや推すいをさせることになるだろう。ハガナについてむかつきはしても、ハガナの事情は無む暗やみに人に悟らせていいものではない、という分別くらいはある。

　俺が表面上そっけなく取り繕つくろっていると、トヤマは顎あごを撫なでながら、話を続けた。

「金貸しってのは詰まるところカネのやり取りよりも、信用のやり取りなんだ。わかるか？」

　わかるか、と聞かれて、わからないと答えるのは悔しいものだ。

　だが、本当にわからないので、俺は悔しくても首を横に振った。

「はは。やはり見所がある。俺みたいな人間を相手にしても、きちんと知らないことを知らないと言えるのはそれだけで財産だ」

「……」

　こいつに褒ほめられたって嬉うれしくない。

　そう言いたいのに、やっぱり褒められればそれだけで嬉しい。

「で、俺は地球で大学卒業してからずっと金貸しだからな。相手が金を返せるかどうかを判断してきた二十年だ。それで学んだことは、相手の懐具合ももちろんだが、やっぱり根っこのところは相手の人柄だ。金がなくても人のいい奴は必ず金を作って返しに来る。反対に、腐くさった根性の奴はどれだけ金があっても絶対に返さない。だが、金を貸してはならない相手にはもう一種類あって、あの娘みたいな連中だ」

　トヤマはもう一度コーヒーをすする。幸薄そうな場末の金貸しのくせに、言葉にはとても重みがあった。トヤマが自分で言ったとおりに、人生でなに一つうまくいってこなかったからこそ得たような、妙な説得力があった。

「なんというか、希き薄はくなんだな」

「……希薄？」

「そう。感情がないわけじゃないが、どこか根っこがしっかりしてない感じがある。些さ細さいなことがきっかけで破滅的な行動を取ったり、なぜそんなに、というほど思いつめた判断をしてしまう。最初は、責任感が強すぎたりする性格なのかと思っていたが……そうではないのだと気が付いた」

　トヤマは、いったん言葉を切って、ちょっと遠くを見た。

「自分に価値がないと思っているんだろう。自分を大切なものだと思ったことがないんだろうな。そういう奴やつらに、金を貸してはだめだ。どれだけ頭が良くてもな」

「……そう、なのか？」

「ああ。自分に価値がないと思っている奴らは、自分の身に起きる幸運はすべてまやかしだと思っている。身に起こる悪いことだけが、現実として受け入れられるんだ。金を貸すという行為は、その金で相手のなにかしらの問題を解決するためにすることだ。でも、そういう奴らは根本のところで、自分の抱えている問題が解決するわけがないと信じている。砂漠に水を撒まくようなものだよ」

　聞いていて、愉快な話ではなかった。

　話す側のトヤマも、楽しそうに話してはいない。

「あの娘は、そんな匂いがする。だが、なにより若いし、リサさんみたいなのに巡り合ったんだ。運がいい。運が良ければ卵から雛ひなになれる。雛になれればぴーちくぱーちく鳴くことができる。声を上げられれば、周りに関心を持ってもらえる。そして、周りに関心を持ってもらえれば、自分の価値に気が付くことができる」

　関心、という言葉にどきりとする。

　リサの言っていたことそのままだった。

「その点、あんちゃんはほとんどのことに物もの怖おじしなさそうだし、むしろ他人の頭を引っ摑つかんで自分のほうに向けさせるタイプだ。困ることはないだろうね」

　トヤマがちょっとからかうような笑みを向けてくるので、俺は反射的にむっとしてしまう。

　とはいえ、もうトヤマのことを悪く思ったりはしていない。

「それに、守るものがある点でも、あの娘は少しずつ殻を破りかけているんだ。花瓶で殴られるとはさすがに想像していなかったが……俺がここに利子を取りに来ると、本当に敵意むき出しだからな。あの娘、家出娘なんだろう？」

　唐とう突とつに聞かれ、俺は表情を隠すことすらできない。

　トヤマは穏やかな目で俺のことを見て、軽く肩をすくめる。

「家かどっかでひどい目に遭って、飛びだしても、月面の人間は他人に優しくない。そんな中で、初めて自分のことをかばってくれた相手が、リサさんなのかもな。そらあ、神か仏かってくらいに身を挺ていすだろう。あんちゃんよ」

「……な、なんだよ」

「いやあ、あの娘に襲われた俺が言うのはちょっと奇妙だが、ああいう娘は守ってやんねえとだめだぞ。ああいう連中は本人が悪いんじゃない。育った環境が悪かったのがほとんどだ」

　岩ばかりが多い、針のように鋭い針しん葉よう樹じゆ林りんばかりが目立つ灰色の国からやってきたという。

　冬が長く、夏が短く、たまに空が晴れると神が作ったのだと言われても納得できるくらい青くなるらしい。

　ハガナが幸せな人生を送ってきたとはとても思えない。それに、あの服屋に入るまでは、ハガナはとても俺の近くにいたような気がした。あの強引な値切り方も、ハガナなりに精いっぱい張り切った結果だとリサは言っていた。

　俺は、そのことを知らなかったとはいえ、そのハガナの不器用な誠意を一いつ蹴しゆうした。のみならず、ハガナが守りたくて仕方のなかったリサの、借金の利子の立て替えまでしていた。

　そのことにハガナなりに感謝もしてくれていたかもしれないが、それ以上に大事なこととして、ハガナの立つ瀬をなくしてしまったのかもしれない。

　ハガナは、自分の無力さを知っている。そこに、突然現れた俺が、ひょいとリサの力になってしまう。

　ハガナがどうしようもなく俺のことを怒っていても、仕方がないかもしれない。

「それに、可愛かわいい娘じゃねえか。まあ、口の悪さでも可愛さでも、うちの娘に匹敵するものがあるが」

　最後に付け加えた言葉は、冗談なのかどうかわからない。

　ただ、俺は聞くに値する言葉だと思いながら、無理やり鼻で笑っておいた。

「いや、ちょっと長く喋しやべりすぎたな。俺の話を聞いてくれる奴やつなんてなかなかいないから」

　トヤマは恥ずかしそうに笑い、コーヒーを飲む。

　俺はその笑顔が無意味に格好よく見えて、そんなことねえよ、と言いかけた。

　ただ、その言葉が出なかったのは、聖堂に続く廊下のほうから、扉を開け閉めする音が聞こえたからだ。

「お、リサさんのお帰りか」

　トヤマは手にしていたコーヒーカップを置き、言った。

　ほどなくしてリサが居間にやってきて、トヤマがいることに目をぱちくりとさせていた。

「あれ、今日ってもう返済の日でした？」

「いや、今日は別にお話がありましてね。ちょっと、お時間のほうよろしいですか」

　立ち上がると、トヤマは猫背なこともあってリサよりもだいぶ身長が低い。

　いかにも小物に見えるその様だが、本人が言ったみたいにやっぱりどこまでも食い下がるしつこさみたいなものが感じられた。

　これもまた地に足のついた一つの形態なのだと思うと、このトヤマもそれなりの大人に見えてくる。

「ええ、構いませんけど……ハルがなにか失礼しませんでした？」

　そんなことを思っていたら唐とう突とつにリサが言う。

　トヤマはリサと一緒に俺に視線を向けてきて、軽く笑うとリサのほうに向き直る。

「楽しく会話させてもらいましたよ」

「あら」

　リサは心底驚いたようだったが、俺はその反応にちょっと傷ついてしまう。

　一体俺はなんだと思われているんだ。

「でも、ええ、はい。わかりました。お話って……借金のことですよね？」

「百ゆ合りの花の栽培方法について切り出したら、逆に面食らうでしょう？」

　リサはトヤマの冗談にちょっと悲しそうに笑い、うなずいた。

　金貸しとその金を借りた人間は、決闘を宿命づけられた運命の相手みたいなものだ。

「では、狭いんですけど、私の部屋のほうに」

「そうしてもらえると助かりますな」

　リサの先導にトヤマはついて行く。

　俺がその様子を眺めていると、ふとリサが立ち止まってこちらを振り向いた。

「ハル」

「……なんだ？」

「ハガナをちょっと見張っておいてね」

　わざとめかした言い方だが、確かにトヤマが来てリサの部屋で借金の話をしているなんて知ったらどんな怒り方をするか分からない。

　ただ、先ほどのやり取りもあって、俺が監視役として機能するかどうかは保証の限りにない。

　そう言いたかったが、言えるわけもないので適当にうなずいておいた。

　あるいは、単に俺へのちょっとした気遣いだったのかもしれない。

　ほどなくしてリサとトヤマの二人は二階に上がって行った。その場に残された俺は、妙に静かになった居間で一人、銘めい柄がらを順じゆん繰ぐりに眺める作業に戻った。目は数字を追っているが、なにも頭には入ってこない。俺の容量の少ない頭では追い切れないくらい、たくさんの考えるべきことがあった。

　その後、日が暮れてプログラム上の夜が来てようやく、トヤマは帰ったらしかった。

　らしい、というのはリサが一人で一階に降りてきたからだ。

　多分、ハガナと鉢合わせになるのを避けるために、三階の扉を抜けて帰ったのだろう。

　そして、それくらいの用意をしないといけないような話だったらしいというのが、居間に戻ってきたリサの表情で分かった。

　俺がまだ一度も見たことがないような無表情で、リサはコップに水を注ついでしばらくそれを見つめていた。あまりにも空気が重くて、俺は声すらかけられない。

　リサはコップの水を半分一気に飲み干して、小さくため息をついていた。

　少し乱暴に口元をぬぐい、うつむかせていた顔を上げると、もういつものリサだった。

「ご飯にしよっか」

　ただ、その言葉にはどことなく緊張と疲れがある。

　トヤマの話はなんだったのだろうか。いい話であったとはとても思えない。

　それでも、リサの振る舞いにはもうトヤマと出会ったことなんてなかったかのような柔らかさがあった。リサは大人なんだ。俺はそのことを強く思った。だからこちらからも聞けず、ただうなずくのみだった。

　それと、シンクの上の端たん末まつはやっぱりリサのいたずら兼脅おどしだった。そのことが幸運だったのかどうかはわからない。わかっていることは、夕食で顔を合わせたハガナは、朝にも増して俺のことを無視していたことだけ。それと、俺の最悪感が増したことだけ。

　投とう資しは暗あん礁しように乗り上げようとしている。

　問題がたくさんある。

　どこから解決すればいいのだろうかと、俺はその日の夜、ベッドの中で思った。
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　翌日は月面都市の祝日だった。

　現実の市し場じようは休み。投とう資しコンテストの仮想市場も閉まっていた。サーバーのメンテナンスやデータ集計が必要だとのことだったが、そうなると俺はいよいよやることがない。

　現実のほうの取引に影響がありそうなニュースは、午前中いっぱいで隅から隅まで読み尽くせてしまう。

　だから、やることのなくなった俺は昼を前にして外に出た。

　平日の昼間にうろうろしていると補ほ導どうされると言うこともあって今は引きこもり気味だが、実家にいたころは一日の大半を外で過ごしていた。

　外に出て体を動かすのは嫌いじゃない。

　それに、教会の中にいるとどうしたってハガナとすれ違ったりすることがある。

　リサもリサで昨日のトヤマの訪問以降、ふとしたはずみに物思いにふけってばかりいた。

　俺は鞄かばんに端たん末まつを詰めて背負い、靴ひもを固く結んで三階から外に出る。

　今日も月面はよく晴れていて、数日前に雨で空気が洗われているせいか遠くまで見通せた。

　三階の庭部分には洗濯ものが翻り、隅っこの花壇には、ハガナが引っこ抜いたせいで数が減った百ゆ合りが咲いている。

　目に映る風景はこんなにものどかなのに、それぞれにはそれぞれの問題や悩みが存在する。

　そのことを考えると、俺はドームの向こうに無限にも近い宇宙が広がっていることに空そら恐おそろしくなる。

　まるで自分が独りぼっちになってしまったような感覚に陥るのだ。

　ただ、そんなことを考えていたってなにかが解決するわけではない。

　俺は頭を振って、建物の屋根やら壁やらを蹴って駆け出した。

　向かう先は決まっていない。

　その代わり、なにをするかは決まっていた。







「クーン商会？」

　ふかし饅まん頭じゆうを軒先で売っていた恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんに聞くと、客にトングで饅頭を渡しながら、そう聞き返された。

「店があるかどうか知らないんだけど」

「ああ、配達専門だからね。で、用があるのかい」

「そう。どこに行けばいいかわかるかな」

　刻んだ野菜にひき肉が入っている饅頭は、一個四ムールもするがボリュームがあってうまい。

　俺は昼飯代わりにそれを食いながら、店のおばちゃんにクリスの居所を聞いていた。

「ちょっと待って、えー、今日は祝日だからあ……」

「クリスの嬢ちゃんなら、さっき三丁目の方で配達しとったよ」

　そんなことを教えてくれたのは、俺が話を聞いている間にも次々やってくる客の一人だ。

「三丁目？」

「おう。第七外区につながるトンネルの近くだ。休みの日はよくあそこでぶらぶらしてるからな」

「ああ、あそこか」

　俺がお気に入りの見晴らしの良い場所だ。

　俺に情報を教えてくれたおっさんは、饅頭を五個もいっぺんに買う。おばちゃんはひっきりなしに蒸せい籠ろの中に新しい饅頭を入れている。

「ありがとう。行ってみる」

「おう。あ、おばちゃんよ、そっちのでかいやつ入れてくれよな！」

　おっさんの冗談めかした注文を背中で聞いて、俺は饅頭をくわえたまま走りだそうとする。

　それを止めたのは、おっさんに饅頭を渡していたおばちゃんのほうだった。

「あ、ちょい待ち！」

　待てと言われて待つ馬鹿がいるか、と映画の中では泥棒役が叫んでいた。

　実家を出てからこっち、追われる身である俺には待てと言う単語は心臓に悪い。

　だから、一瞬ためらって、いつでも逃げられる足配りにしておきながら振り向く。

　すると、おばちゃんがトングに饅まん頭じゆうを一個挟んでこちらを見ていた。

「クリスちゃんに会うんなら、これ持ってってやってちょうだいよ。あの娘、ちょっとやせすぎだからね！」

　饅頭みたいに膨れ上がったおばちゃんが言うと説得力がある。

　俺は神しん妙みようにうなずいて、まだ湯気がもうもうとあふれ出る饅頭を包み紙ごと受け取った。

「きちんと渡すよ」

「頼んだよ」

　金も取らないし、俺のことを疑いもしない。店の脇では野良猫が日向ひなたぼっこをして眠っていた。俺は外区のこういう雰囲気が嫌いではない。ホワイトベルトの気取った奴やつらは、町こそ綺き麗れいなものの、打ち解けた雰囲気がない。全員が全員互いに疑いあって、見み栄えを張りあっているような、そんな雰囲気がある。月面の連中は心が乾ききっている、と言われる時の月面の連中とは、ホワイトベルトの奴らのことだろう。

　もっとも、ホワイトベルトに住む中・上流階級の連中は、みんな揃そろってニュートンシティで激烈な競争を行う連中なのだから、それも仕方がないかとは思う。

　ただ、もしも競争に身をやつすうちにあんなつまらない連中になってしまうというのなら、俺もちょっと気をつけなければいけない。

　そんなことを考えながら、教えてもらった三丁目のほうに走って行った。

　月面は一年を通してほとんど似たような気温と湿度に保たれている。

　地球でいうと、温帯気候の春に相当するらしい。

　うららかな日和、と評される気温と天気で、飯を食って運動するとちょっと汗をかく程度だ。

　俺は取引のために日中部屋にこもっている憂さを晴らすように、飛んで、跳ねて、高低差の激しい町を進んでいく。運動が好きな理由の一つに、体を鍛えておくとなにかと便利なことを学んだからという以外にも、動いている間は余計なことを考えなくてすむからというのがある。

　天気のいい昼の町の中を風を切って飛ぶのは、表現のしようがないくらいに気持ちのいいことだ。俺はビルの屋上から屋上に飛び、第五外区につながる三丁目の崖までやってきた。

　上に登るにはひどく遠回りをする道をたどるしかない。

　ただ、いちいちそんなことをしていられないので、猫みたいに壁伝いに駆け上って行った。

　低重力のせいで似たようなことをする連中が絶えないために、月では崖にも交通標識が立てられている。

　俺はその標識を踏み台にして、最後のひとっ飛びをする。ちょうど電動スクーターに乗ったおばちゃんが第七外区の方からトンネルを抜けてきて、崖下から飛び上がってきた俺を見るとやや驚いていた。

　こっちは当然そんなことなど無視して、道沿いから第六外区を眺めてみる。

　話ではこの辺を配達していたとのことだが、上からなら見つけられないだろうか。

　そう思って目を凝らしていると、背後の頭上から声が聞こえてきた。

「あ！」

　聞き覚えのあるその声に振り返ると、トンネルの上に腰掛けているクリスがいた。

　大きな荷物を側そばに置いて、手には相変わらずぼろい端たん末まつを持っている。

　こんなにあっさり見つかるとは運がいいな、と思いながら、俺はなにも言わずに饅まん頭じゆう屋のおばちゃんから受け取った饅頭を、クリスに向かって放り投げた。

「あ、わ、わ……わ？」

「饅頭屋のおばちゃんから。食えだって」

「……あ、え……はあ……」

　クリスは手にした包みを戸と惑まどいながら見つめつつ、こくりと生なま唾つばを飲んでいる。

　俺はいつもそうしているように、道の脇に生える木に向かって飛んで、それを足場にして三角飛びでトンネルの上に飛び上がる。

　包み紙を恐る恐るはがそうとしていたクリスは、俺が飛び上がってきたことに対してはさして驚いていなかった。

　多分、クリス自身、俺が走ってきたのと同じような配達の仕方なのだろう。

「こんなところでなにしてんだ？」

　俺が質問するのと、クリスが饅頭にかぶりつくのとはほとんど同時だった。

　そのせいで、口いっぱいに饅頭を詰めていたクリスは慌てて飲みこもうとする。

「ああ、悪わりい。慌てなくていいよ」

「むぐ……」

　クリスは律りち義ぎにうなずいて、それからむぐむぐと口を動かして、おいしそうに飲みこんだ。

「で、なにしてたんだ？」

　俺がもう一度尋ねると、クリスは水筒からコップに飲み物を注ついでから、答えた。

「えっと……勉強、です」

「今日は休みじゃんか」

「あ……はい……」

　世間話のつもりでそう言ったのに、クリスはなにか自分が悪いことでもしていたかのようにうつむいてしまう。

　俺はちょっと慌てながら、言葉を続けた。

「いや、まあ、別に、それはいいと思う。勉強って数学だろ？」

「……はい」

「かっけえじゃん」

「……え？」

「勉強ってもっと暗い部屋ん中でがりがりやる感じがあるからさ……外でのんびりやってんのって、なんか、かっけえ」

　まんざら噓うそでもなかった。

　一人見晴らしのいいところで難しい問題を考えている、という話をリサから聞いた時には、どこの孤こ高こうの芸術家だとか思ったが、実際に目の当たりにしてみると、雰囲気は全然違うものだった。

　配達の途中に立ち寄ったらしく、隣には大きな荷物がある。それをクッションみたいに使って寄りかかり、手元には水筒が置いてある。温かそうな湯気が立つ茶をたまに飲みながら、うららかな日和と見晴らしのいい景色の前で、考え事をする。

　そんなのんびりとした雰囲気は、クリスみたいなおっとりした娘にはとてもよく似合っていると思う。

「あ……わ……」

　しかし、クリスのほうはそんな褒ほめられ方をするとは思っていなかったらしくて、目を散々泳がせた後に、うつむいてしまう。それでも、嫌がってるわけではなさそうだ。わかりやすいほどに赤くなった顔から、そのことがよくわかった。

「あ、つーか、饅まん頭じゆう冷めちまうぜ」

　俺が言うと、クリスはちらりと饅頭を見て、それから盗み見るように俺を見て、すぐに目を伏せる。そして、おずおずと饅頭をかじり始めた。

　なんか小動物みたいで、我慢しないと意地悪したくなりそうだ。もちろん俺はそれを我慢して、クリスがやや気まずそうにしているのを知りながら、そばに立ったままトンネルの上から景色を眺めていた。

　しかし、クリスのほうもそのうち慣れてきたらしく、大胆に饅頭を頰ほお張ばるようになる。

　俺はその頃合いを見計らって、こう切り出した。

「んでさ、ちょっと聞きたいことがあんだよ」

「……ふぁい？」

　大人しそうなのに、口いっぱいに頰張るのは癖らしい。

　唇の端にひき肉のかけらをつけているので、俺が指で教えてやると慌ててぬぐっていた。

「お前、ハガナと仲良さそうじゃんか」

「……」

　実家にいた猫は、軌き道どうエレベーターの質量観測装置の監視を潜くぐり抜け、どこに隠れていたのか減圧も低温も耐え抜いて月に密入国してきた、筋金入りの野良猫らしいが、顔に水が当たるといつもこんな顔をした。

　ただ、猫のほうは我に返ると怒って飛びかかってきたが、クリスのほうはなにか怒られるんじゃないだろうかと上目遣いに見上げてきた。

「それで、聞きたいんだけどよ……」

　それまでは、こっちが立っていてクリスが座っているせいで、物理的にも上から目線でクリスを見ていた俺は、初めて目を逸そらすことになった。

　別に意識する必要はないと思いつつも、やっぱりこんなことを聞くのは気恥ずかしい。

「ハガナの……好きなものってなにかわかるか？」

　どういうわけかいくつも俺の身に降りかかってきた問題の、最も手早く解決できるものはなにかと考えた結果、出た答えがこれだった。

「……ふぁ──」

　と、言いかけて、口の中に饅まん頭じゆうが残っていたのを思い出したらしく、クリスは目を閉じてあわてて嚙かみ砕いて飲み下し、大きく息を吸ってから、言いなおした。

「ハガナ先生の、ですか？」

「そう。お前、よく教会に来てるみたいじゃん。だから、知らねえ？」

　クリスは呆ぼう然ぜんと俺を見上げて、この人はなにを言っているんだろう、というような無む垢くな目を向けてきた。

　俺は気恥ずかしくてクリスのことを見ていられないが、クリスはクリスでなにか変な勘違いをしたらしく、急に頰ほおを赤くして両手で押さえていた。

「わ、えっと、ハガナ、先生に？」

「勘違いするなよ？」

　俺が顔を近づけてすごむと、クリスは目を閉じて両手で頭をかばうように体を丸めたが、もちろん殴るわけなんてない。

　俺が体を起こすと、片目だけを開けて用心深そうに見上げてくる。

「なんつーか、ちょっとした手違いで、ハガナにすごい悪いこと……いや、悪いことなんか？　わかんねえけど、そういうことしちまったんだよ」

「……悪い、こと？」

「色々あったんだよ」

　俺が苦い顔をして言うと、クリスは少し目を逸らして、おずおずと言ってくる。

「じゃあ……その……お詫わびの品、ということ、ですか？」

「平たく言うと、そうなる」

「はあ……」

　クリスは言って、今度はこれまでとはちょっと違った感じで視線を外す。

　なにかを考えるように遠くを見やるその横顔は、普段からこんなところで数学の問題を考えているせいか、ひどく様になっていた。ぱっと見は男なのか女なのかよくわからないが、こうしているのを見ると、将来は凄すごく美人になりそうな気もする。

　小さく唸うなるモーター音を立てて、一人乗りの電動バイクがトンネルを抜けて行ったあと、クリスは俺のことを見て言った。

「いい人なんですね」

「はあ？」

　思わず語気も強く聞き返してしまったが、クリスが怯ひるんだのは一瞬だけで、どこかくすぐったそうに笑っていやがった。

「俺がいい奴やつか悪い奴かなんか関係ねえ。なんか心当たりないのかよ」

「あ……はい。ハガナ先生の、好きなもの、ですよね」

　おとなしそうで、おどおどしてて、どんくさそうな癖にこういうところだけはきちんと女っぽい。もしかしたら、俺は女が苦手なのかもしれない。

　どうにもこうにも、女を前にすると自分が子供のように思えて嫌だった。

「ハガナ先生って、あんまりそういう話、しませんから……」

「なんでもいいんだけどな。ちょっと気になってるものがあるとか」

「気になってるもの、ですか……」

　クリスは実に真剣に考え始めたが、ハガナの様子を思い返せば、日ごろからそういう話をするようには思えないので、心当たりがないのかもしれない。

　ただ、俺が急せかすこともなく黙もつ考こうを見守っていると、ふと、クリスが顔を上げた。

「あ」

「なにかあったか？」

「あ、いえ、あの」

「なんだ？」

　俺の質問に、クリスはトンネルの下を通る道の先を指差して言った。

「ハガナ先生が」

「！」

　俺が視線の先を見ると、確かにハガナが道を上ってやってくるところだった。

　ちょうど坂の折り返し地点で、まだこちらには気がついていない。

「俺が来てたこと、黙っとけよ」

　クリスに言い置いて、生い茂る木々の隙間を抜けて、崖の反対側に飛び降りた。

　クリスはそんな俺のことを目で追っていたが、やがてハガナがやってきて声をかけられたようで、慌てて振り向いていた。

　鬱うつ陶とうしいタイミングでハガナが来たものだが、また頃合いを見てクリスに話の続きを聞けばいい。あるいは、意外に鋭いところもありそうだったから、気を利かしてこっそり今ハガナの興味のある物を聞き出しておいてくれるかもしれない。

　ただ、気になるのは、ハガナがどうしてこんな場所にわざわざやってきたのかだ。まさか俺を探しに来たわけではないだろうから、ハガナもまたクリスに用があったのだろう。

　勉強についての話だろうかと思うのだが、先生の立場であるハガナが、わざわざこんなところにまで来る理由がわからない。

　引き返して盗み聞きでもしようかと思ったが、万が一ばれたときには言い訳のしようもない。

　そんなわけで俺はおとなしく遠回りをして教会に戻ることにした。

　リサは居間におらず、どうやら自室にこもっているようだった。

　俺はコーヒーを淹いれて、端たん末まつを開く。

　問題の一つは解決のために一手を打った。

　ならば次の問題のための一手だな、と銘柄を眺めていく。

　しかし、教会が静かだったのは、地球的表現を借りれば嵐の前の静けさというやつだったらしい。

　数時間後、遠くからくぐもった電話の音が聞こえてきた。

　その直後、二階からすごい勢いでリサが駆け下りてくる足音が聞こえたのだった。







　リサが教会から飛び出して、三時間くらい経たったかもしれない。

　日はとっくに暮れて、俺は昼に饅まん頭じゆう一個だけしか食っていなかったので腹も減っていた。

　教会は静まり返っていて、リサとハガナが帰ってくる気配はない。

　リサがあんなに慌てて飛び出して行ったということは、ハガナがらみだろうが、警察に補ほ導どうでもされたのだろうか？　ただ、リサはその手の連中をかくまうのが趣味らしいのだから、もう少し落ち着いていられるような気がした。

　だとすれば、考えられるのはハガナが家出先の親に見つかり、捕まりそうになって逃げ、助けを求めていたとか、そのあたりだ。

　だから、俺は柄にもなくちょっと心配になって、居間をうろうろして、カーテンの隙間から外の通りを眺めたりしていた。

　静かだった居間に電話の音が鳴り響いたのはそんな頃で、俺は情けなくも飛び上がらんばかりに驚いた。

　リサの端末にかかってきたのだったらためらうところだったが、壁掛けの電話のほうにかかってきていたので、俺は五コール目くらいでそれを取った。

「もしもし？」

「あ、ハル？」

　リサの声に俺はほっとするのと同時に、出かけ際に一言も残してくれなかったことに、なぜかむかむかとしたものがこみ上げてくる。

　ただ、そんなことを言うよりも早くに、リサが言葉を繫つなげてきた。

「もう少しで帰るから、お風呂沸かしておいてくれない？」

「……はあ？」

「熱いやつね。あと、戸棚の中にとっておきのココアがあるから、作っておいて。思い切り甘くしてね」

「ココア？　風呂？　つーか、今どこに──」

　俺が言い終えるよりも先に、リサは電話を切った。

　俺は物言わなくなった受話器を見つめ、怒りを込めて元に戻す。

　なんの説明もないばかりか、風呂だのココアだのとなぜ命令されなければならないのか。

　しばらくは頼みを無視しようかとも憤っていたが、結局思い直して風呂を洗い、水を張って沸かすことにした。それから、言われたとおりに戸棚を開けて物色して、パッケージからして高級そうなココアの袋を見つけたので、裏面のレシピに従って作っていく。

　ミルクパンでミルクを沸かしている最中に、そのあまりの香りのよさに自分の分も作ろうと、追加のコップを取りだしたときのことだ。聖堂のほうから扉を開け閉めする音がした。

　やれやれご帰き還かんかと、別になにかしていたわけでもないが妙に疲れを感じ、ため息をつきながら電気コンロの出力を止める。

「言われてたココア、そろそろ……」

　と、俺がミルクパンの取っ手を持ってカップにミルクを注つごうとするのと、ハガナが大股に歩いて居間を突っ切って、そのまま自室に飛び込むのとはほとんど同時だった。

　飛び込む、というのは大おお袈げ裟さな言い方ではなくて、教会が揺れそうなほどに扉が思い切り閉められていた。

　リサは居間の途中で、ハガナを呼びとめようとしたままの格かつ好こうで固まっていた。

　いつもの落ち着いていて、ちょっと間抜けで、でもすごく頼れそうな年上の女としての威い厳げんみたいなものは、どこにも存在していなかった。

　俺の視線にも気がつかないほど疲れきっていて、ハガナに伸ばそうとしたのだろう手も、力なく下ろされた。

　そして、俺に見られていたことに気がつくと、恥ずかしそうに小さく笑う。

　俺は見てはいけないものを見たような気がして、カップにミルクを注いでいく。

「うまく淹いれられた？」

　俺の背中に向けて、リサがそんな言葉を向けてくる。

　今言うべきはそんなことじゃないだろう？　と思うのだが、俺はそのことを責めることもできない。

「た、多分な」

「そう……」

　きっと振り返ったら、煤すすけたような笑みを浮かべているのだろう。

　俺はそんなリサを見たくなくて、慎重にミルクを注ぐふりをしていた。

「……あれ、二つ作ってるの？」

　聞かれ、俺はもう少しでミルクをこぼすところだった。

「あ、ああ……一応……」

「一つ、くれない？」

　その言葉に、俺はようやく振り向いた。

　そして、ぎょっとする。さっきは陰になって気がつかなかったが、リサの右目の斜め下が、見てわかるくらいに腫れていた。

「……な、なんだよ、それ」

「ん？」

　リサは俺の言葉に、自分の服やズボンを見回している。

　俺はそれを間抜けと思うよりも、苛いら立だちを感じて見つめていた。

「顔だよ」

「ああ」

　リサはようやく気がついたとばかりに顔を上げ、右手の細い指でそっと触れる。

　見ているだけで痛そうで、俺の顔が自然と歪ゆがんでしまう。

「ちょっと、ぶつけてね」

「ちょっと？」

　リサは小細工を見破られたかのように恥ずかしげに苦笑して、視線をこちらに向けた。

「ねえ、ココア、もらっていいかな」

　質問をはぐらかされたら、いつもなら怒っていたはずだ。

　それでも、俺はリサを前にそれ以上言葉を紡げなかった。

　だからせめて顔だけは不機嫌丸出しのまま、ミルクを注ついだカップをかき混ぜて、テーブルに置いた。

「ありがとう」

　リサは笑顔で礼を言って、テーブルにつく。それから、冷凍庫から帰ってきたかのように両手でカップを手にとって、何度も息を吹きかけて、軽くすする。

　そこに至ってようやく俺は砂糖を入れ忘れたことに気がついたのだが、リサはまったく気にしていない。というか、そもそも味がわかっているのか怪しいところがあった。

　心ここにあらず。

　俺は、わざと大きい声を出しながら、砂糖壺つぼをテーブルにカンと置いた。

「砂糖」

「……ああ、ありがとう」

　リサは言って、興味もなさそうに砂糖を一個だけ入れる。

　そして、それだけで満足してしまったかのように、カップを持ちあげることはなかった。

「で？」

　俺は我慢できなくなって聞いた。リサの反応は鈍く、最初は無視されたのかと思ったが、ゆっくりと視線を上げてこちらを見た。

「なにがあったんだよ」

　俺はここのいわば居候いそうろうで、ハガナやリサとは直接なにかの関係があるわけでもない。

　しかし、聞く権利があると思った。

「言わないと、だめ？」

　そして、リサは子供みたいに、ちょっと笑いながらそんなことを聞いてくる。

　俺は怒るよりも、むしろ逆に怖くなった。

　それでも、腹に力を込めて、言った。

「ココア淹いれてやっただろ」

　真顔で言うと、リサは手元のココアを見て、それからもう一度俺を見る。

　軽く吹き出したリサの顔は、ほっとしたようにも見えた。

「そうね。ココア淹れてもらったものね……」

「風呂も沸かした」

「じゃあ、いよいよ言わないわけにはいかないね」

　リサはココアを飲み、ため息をつく。

　沈黙は長く、もう少し長く続いたら、窒ちつ息そくして倒れていたかもしれなかった。

「昨日、トヤマさんが来たでしょう？」

「トヤマ？　ああ」

「その話の延長」

　そう言って、リサはココアを飲む。なんの説明にもなっていない言葉だが、催さい促そくしなくてもきちんと説明してくれるはず、という信頼感がリサにはある。

「昨日の話はね、なんというかまあ、単純な借金の催促」

「はあ？」

　俺は思わず声を上げて聞き返す。

「利子は払ったばっかじゃんか」

「そう。トヤマさんも恐縮してた。だから、すごく丁てい寧ねいだったでしょう？」

　そう言われ、確かにトヤマは威圧的になるわけでもなく、むしろ下手に出て、申し訳なさそうにしていた。しかも、あいつは教会の聖堂の方で、磔はりつけになった髭ひげ男に向かって祈りを捧ささげていた。自分がなにか無む茶ちやなことを言いにきている、という自覚があったのかもしれない。

「借金のね、全額返済をお願いされたの」

「ぜっ」

　言葉がそこで途切れ、同時に頭の中ではこの教会の大まかな経済状況が駆け巡る。

　借金は三万ムールで、毎月の利子の負担は三百ムール。もちろん俺は立て替えた三百ムールの利子も受け取っていないし、すぐに返ってきそうには見えない。

　そんなところが、いきなり全額返済してくれと言われて、返済できるわけがない。

「なんでそんな？　契約書に書いてあったんか？」

「ううん。借金は、無期限だったからね。トヤマさんはいつもそうなのよ。信用できる人にしか金を貸さないから、いつか返してくれればいいって」

　一見いい話のように聞こえもするが、どの道利子は取るのだから、事情は同じだ。

「でも、一応トヤマさんにも金きん主しゆさんがいるのね」

「金主？」

「トヤマさんがお金貸しをするための、最初の資金を融通してくれた人」

「ああ……で？」

「その金主さんが、病気で亡くなったらしいの」

　そのこととリサの全額返済になんの関係が。

　むしろ、金を借りてた相手が死んだのだから、トヤマとしてはハッピーなことではないのか？

「トヤマさんにお金を渡していた人も、地球からの付き合いがあった人みたいで、すごくいい加減な条件で貸してたんだって。それがね、亡くなると同時に地球からやってきたその親戚の人が、トヤマさんに貸した金の契約書を別の人に売っちゃったんだって」

「ああ、まあ……」

　わからなくもない話だ。

「うん。私もその人たちを責めるつもりはないけれど、トヤマさんとしては困った事態になったわけ。これまではいい加減な契約で、古い付き合いだったからなあなあで済んでいたことが、契約書どおりに行われる羽目になった。トヤマさん、実は全然儲もうかってないんだって」

「それはすごくわかる。無む担たん保ぽで12％の利子とかあり得ない」

「そういえばハルはそんなこと言ってたわね……。で、そういうわけだから、突然トヤマさんに貸した金をまとめて返せと言われているらしいのね。その総額が、八十万ムールとかだって」

「八十……」

　ホワイトベルトに小綺ぎ麗れいな家が建つレベルだ。地球に降りたら、ドルにしても円にしてもマルクにしても、立派なひと財産として考えていい金額のはずだ。

「トヤマさんは当然そんなお金を持っているはずがない。困ってる人がいて、その人が信用に足ると思ったらどんどん貸しちゃう人だから、自分の家にお金がなくなるくらい人に貸しちゃうんだって。だから、トヤマさんの手元にあるのは借金の契約書だけ。で、トヤマさんに金を返せと迫っている人たちは、金を返せなければその契約書を安く買い取ると言ってるんだって」

「へえ」

　なら、それでいいじゃんか。

　俺は一瞬そう思ってリサを見返したのだが、まてよ、と思った。

「それはつまり……借金の相手がトヤマから、そのわけのわからん奴やつらになるってことか」

「そう。うちも、契約書には無期限とあるけど、念のためにということで、三年ごとに契約の見直しって入ってるの。トヤマさんが言うには、この更新の時に難なん癖くせをつけられたら、まずいって」

「まずい？」

「つまり、なにもかもを処分してでも払えってこと」

「……」

「私もよく知らないんだけど、裁判所で強制的に処分ができるらしいの。それで、そうなるとどんな財産でもものすごく買い叩たたかれるから、三万ムールの借金でも大変なことになるって」

「だから、今のうちに全額返せって？」

「そういうこと。慌てて叩き売るより、時間をかけて高値で財産を買ってくれる人を探したほうがいいって。トヤマさんは、本当に親切で来てくれたのよ」

　トヤマの話をすべて信じるならば、と俺は思ったが、口にはしなかった。

　俺自身、トヤマはそんなこずるいことをしそうな奴には思えなかった。もちろん、手て練れん手て管くだを備えた汚い大人という可能性はあるだろうが、もしもそんなことができるのなら、トヤマはもう少しいい身なりをしているような気がした。

「けど」

　そして、リサの話を区切るような言い方に、俺の黙もつ考こうも中断される。

「ハガナは……あの子はあれですごく鋭いところがあるから、昨日、私になにかあったって感づいちゃったみたいなのね。それで、その話をどこかで聞きかじってきたみたいで……」

「怒り狂って、トヤマのところに押しかけた？」

　俺がこわごわ尋ねると、リサはがっくりとうなだれるようにうなずいた。

　その瞬間、俺の脳のう裏りをよぎったのは、トンネル上でクリスを探してやってきたハガナの姿だ。

　俺が、クリスならハガナのことを知っていると思ったように、ハガナはハガナでクリスが町のことに詳しいと思ったのかもしれない。トヤマがこの近辺で金貸しをしているのなら、トヤマの窮きゆう状じようは知れ渡っているはずだ。

「電話を受けて慌てて駆け付けたけど、凄すごかったんだから……。本当に、トヤマさんには迷惑かけてしまって……。ただでさえお金貸しだと、悪いことなんてしてないのに悪いことしているみたいに思われがちだから、よく事情を知らない人が見たら、トヤマさんが悪いと思うでしょう？　それでも、トヤマさんもこの辺では知られた人だから、なんとか大だい惨さん事じにはならずに済んだんだけど……」

「その怪け我がは？」

「ああ、これ？」

　リサは苦笑して、視線を居間から続く廊下に向ける。

　そして、本当に小さく、声をひそめて言った。

「暴れるハガナが大人しくなってくれたのは、これのお陰」

　つまり、なにかの拍子にハガナが投げた物かなにかが当たったのだろう。

「あの娘こが私のために、と思ってしてくれているのはわかる。けどね……」

　いつも結果は、こういうことになる。

　俺の服屋の時もそうだった。

「あの娘は常に自分を責めているみたい。それで、自分にできることならどんなことでも、どこまででもやろう、って思っちゃうのかもしれない」

　トヤマから聞いた話だ。

「難なん儀ぎな性格」

　俺の呟つぶやきを、リサは否定しない。

「まじめな娘なのよ。どこまでもまじめ。どうして、そんな娘が報むくわれないのかしら。本当に、神様はどこでなにをしてるのかしらね？」

　悲しそうに微笑ほほえんだリサは、そのままうつむいて黙ってしまう。

　ただ、俺は沈黙に耐えられず、すぐにこう言っていた。

「で、どうすんだよ」

「え？」

「借金」

　借りた物は返す。当たり前のことだ。

　だが、万事そんな風に進むのであれば、俺は今頃ニュートンシティのペントハウスに住んでいる。

「うん……どうしよっかね」

　リサは言って、困ったように笑った。

　もしも本当に返す金がないのならば、いっそ俺は怒ったかもしれない。働くなりなんなりしろよ、と思ったかもしれない。

　だが、リサには返す当てがある。本当はある。本を売れば借金などたちまちのうちに返せるらしい。それでも、リサはその方法を前に逡しゆん巡じゆんし、途方に暮れていた。

　リサは本を自分の体の一部のように愛し、しかもその手の本は売りに出したら最後、二度と手に入らないらしい。

　月の大学で地球の古い宗教のことを学び、教会なんていう前世紀の代物をおっ建てて、家出中や行く当てのない者を匿かくまい、雨の日には地球中の神様の話が書かれた百年も前の本を読むのが好きだと言う。

　これ以上ないくらいに月にはふさわしくない奴やつなのに、俺はリサをすごく大人だと思っている。それに、今頼れる誰かを一人だけ挙げるとしたら、多分真っ先にリサの名前を挙げる。

　そのリサが、この期に及んで、困ったように笑っている。

　ハガナはきっと、トヤマのもとに行って、襲い掛かったに違いない。そして、自分を売れと詰め寄ったのだろう。

　リサは俺が淹いれたココアのカップを両手で包み、ゆっくりと傾けて、口をつける。

「ココアはいつもおいしいのね」

　ぽつりと言った言葉が、なぜか無性に胸に染みる。

「お風呂も沸いてるの？」

「沸かせって言われたから」

「ふふ。ありがとう。なら、これからは電話で行儀よくご飯を食べろとか、ハガナと仲良くしろとか言おうかな」

「はっ」

　笑えもしない冗談なので、俺は鼻息で吹き飛ばしておいた。

　リサも笑ってもらうことを望んでいたわけではないようで、カップを置くと立ち上がった。

「ごちそうさま」

「まだもう一杯あるけど」

「ん」

　リサは少し立ち止まるが、軽く笑って首をすくめた。

「太るから。それより、お風呂先に入っていいかな」

「あ？　ああ、別にいいけど」

「覗のぞいたら怒るわよ」

「覗かねえよ！」

　思わず反応してしまって、リサはここだけは楽しそうに笑っていた。

　そして、そんな笑顔を残したまま、脱衣所のほうに歩いて行った。

　その足取りはどこか頼りなく、ふらふらとしているような気がした。

　ぱたん、と扉が閉じた後も、俺は意味もなくその扉を見つめていた。やがて風呂場の扉を開け閉めする音がしてから、俺は監視カメラで見張られているかのように目を逸そらす。

　次に目が向いたのは、シンクに残されたもう一つのカップ。とっくに冷めてしまっていて、牛乳の薄い膜が浮いている。リサはこの後どうするだろうか？

　どうするかなんて決まっている。間違いなく、本を売るだろう。答えは最初から決まっているのであって、後はいつ決断するかの話だった。

　他ひ人と事ごとだから、そんなふうに言うことができる。

　俺はそのことがわかっている。

　だから、リサが風呂場で泣いていたってまったく驚かない。大人が泣ける場所は海辺か風呂場くらいのものだなんて、実家の荒くれ者たちに聞いたことがある。

　うまい解決法はあるのか？

　多分ないだろう。あるのならば間違いなくすでになされている。そうでなければ、毎月の利子の支払いにも事欠くのに、行くあてのない奴やつらを格安でかくまったりと、緩かん慢まんな自殺みたいなことをしている理由がない。元がん本ぽんを減らせるならいつか借金はなくなるが、利子をずっと払い続けても借金は減らないことくらい小学生にだってわかる。

　だが、それもこうなったら最後の手段に頼るしかない。

　リサは自分の体の一部を売る。ハガナが体のすべてを売るよりかはいい。多分、そんなふうにハガナを説得したのではないか。月面都市は地球のどこよりも弱肉強食だ。生命の住めない場所に無理やり町を作っているのだから、ぬるいことをやっている余裕はない。

　宇宙は冷たく、暗いのだ。

　俺は、ハガナは泣くだろうか？　と思った。多分、泣くだろうし、自分を責めるだろう。自分が同じ立場になったとしたら、きっとものすごく辛つらいと思う。リサはいい奴だから、その分だけ、辛さもきっと増す。

　トヤマのおっさんは、ハガナがあれだけリサのことを思うのは、リサが初めて自分のことをかばってくれた相手だからではなかろうか、と言っていた。

　俺もそんな気がする。この月面都市で他人のことを気にかけるなんてのは、リサくらい頭のおかしい奴じゃないとやりはしないからだ。

　その頭のおかしいリサの借金は、三万ムール。

　俺は、その金額を口中で繰り返す。

　三万ムール？

　俺はシンクの上で冷めているココアを見つめながら、神がいるのなら罵ののしりたかった。

　三万ムール。

　俺の財産は、いくらだった？







　リサが風呂から出る前に、俺は自分の部屋に戻って端たん末まつを開いていた。画面には、取引口座が開かれている。現金残高、七万二千六百十ムール。

　月面都市で一流企業に勤めている者たちならば屁へみたいな金額だが、それ以外の連中には途方もない金額だ。俺はこれを、元手の二千ムールから作り上げた。

　毎日朝から晩まで、飯も食わず水も飲まず集中して、文字通り血道を上げて築き上げた。ここから三万ムールを引くと、四万二千ムールが残る。俺はその数字に、吐き気に似たものを感じていた。

　数十ムールの出費だってしたくないのに、三万ムールをどうして他人のために差し出す必要がある？　リサはいったい俺にとってのなんだ？

　もちろん、警察の手から救い出してくれたという恩はある。でも、それだけだ。ここに住むにあたっても、俺はきちんとその対価を支払っている。だとしたら、リサが困っているからと言って俺が身銭を切る理由なんてまったくない。ましてや、リサには本当は借金を返す方法があるのだ。自分の部屋にある古びた本を売る。それだけでいい。

　だというのに、俺はリサのあの疲れ切った姿を忘れることができなかった。

　人が本当に大事だと思っている物を手放そうとする姿は、見ている者の身も切るほど辛つらいことなのだと初めて知った。だから俺は端たん末まつを見つめたまま、身動きが取れなかった。自分の手元には、リサの窮きゆう状じようを救う方法がある。しかも、それを渡すことは理に適かなっているはずだった。

　なぜなら、リサの本は売ったら最後、二度と手に入らない物ばかりらしい。

　しかし、俺の場合はそうではない。

　もしも俺の投とう資し手法が本当にすごくて、この先、自分の夢を叶かなえるのにふさわしいほどの結果を出せるのだとしたら、今三万ムールを差し出したところでなんの痛手にもなりはしないはずなのだから。残った金を増やしまくれば、数年後には、三万ムールなんて本当に鼻紙みたいなものになっているだろう。

　俺は元手の二千ムールを三ヶ月で三十五倍の七万ムールにした。自分の力が正しいと信じられるなら、ここで三万ムールを渡すことになんのためらいも感じないはずだ。ためらってしまうのは、薄汚い吝りん嗇しよくか、さもなければ自分の投資の手腕を信じていないからということになる。

　俺は自分の夢を叶えられなければ、生きている価値はないとまで決意したはずだ。

　だというのに、今の俺は自分で自分の夢を叶えられないと宣言するような事態を前にして、足をすくませていた。

　三万ムールをぽんと出せるようでなければ噓うそだ。噓つきだ。

　端末の前で、拳を握りしめる。

　自分の不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみして、泣きたくなる。

　自分はやっぱり小物なのか、汲きゆう々きゆうとした小銭を拾う能力しかない、しがない奴やつなのか。

　そんな言葉で自分自身を罵ののしりまくっていた。

　俺は顔を上げて部屋をあてどもなく見まわした。部屋の中のどこかに正解があるのではないかと思ったくらいだ。

　いいや、正解はわかっている。ただ、踏み出す度胸がないだけだ。

　そして、俺は視線が隣の部屋との境目に向かった時、ハガナのことを思い出した。

　ハガナは踏み出す勇気がある。自分のことを買ってくれと言いだす勇気がある。しかも、それを世間知らずの馬鹿が言うのではなく、本当に地球から売られてきた人間が口にしているのだ。売られるということがどういうことか知っている人間が、もう一度その地獄に足を踏み入れる勇気を持っているのだ。ハガナはきっと本当に、リサの助けになりさえすれば、自分はどうなってもいいと思っているのだろう。

　だが、リサがそんな方法を受け入れてくれるわけがない。そのハガナの悔しさに比べれば、自分のこの迷いはなんと贅ぜい沢たくなのだろうと思う。ハガナと仲直りをしようと思って、歩み寄った居間でのやり取りが思い出された。

　私たちは一生懸命生きている。月で生まれたお前なんかとは……。

　ハガナのあの一言が、俺の胸をもう一度叩たたく。

　俺は本当に一生懸命に生きているのか？　できる限りのことをやっているのか？

　その瞬間だ。

　その瞬間、俺は投とう資しコンテストのことを思い出していた。

「……っ賞金」

　経済研究所のホームページに飛び、ログインをしてコンテスト概要を改めて見る。

　上位入賞者には賞金が出る。一位は二十万ムール。二位は五万ムール。三位にも二万ムール、四位と五位には一万ムールずつが出る。

　二位を取れれば万々歳。三位だってかなりありがたい。

　だが、それ以上に俺の胸を衝ついたのは、投資コンテストという存在そのものだった。

　俺はもう一度顔を上げ、後ろを振り向いた。そこには壁があって、隣の部屋とを分けている。

　その先では、ハガナがきっと泣いているはずだった。大切なリサのためになにもできない自分を責めて、泣いているはずだった。

　俺への礼の時だって、不器用なほど強引な値切り方をした。しかも俺にひどい値切り方だと言われて、脛すねを蹴り飛ばすほど怒って泣いた。

　いくらかは元々そういう性格なのだとしても、ハガナには余裕がないのだ。たとえば教え子たちには数学を教えられても、彼らを取り巻く経済環境は変えられず、彼らが進学できるかどうかの手助けをできるわけではない。

　ハガナはそんなことばかりに翻弄され、月に連れて来られ、家出をしてリサの家に転がり込んだ挙句、借金をこさえてしまったと信じている。

　数学は美しく問題を解決できるらしい。

　しかし、ハガナは現実的な問題をなに一つ解決できずにいる。トヤマに言わせれば、卵の殻を破って雛ひなになることすらできずにいるという。

　そんなハガナに対し、投資コンテストはやはり大きなチャンスだった。

　もしもハガナの力が使えるのなら、リサの助けになれて、俺はハガナの誤解を解くことができる。しかも、すべてがうまくいけば全員がハッピーになれる。

　ハガナの能力が本当に金きん融ゆう工学を扱えるほどにすごいのかとか、あいつが俺の目的のために協力してくれるのかだとかはどうでもよかった。

　細かいことなんて気にせずに、ただやることが正しいということもこの世にはあるのだと理解した。

　俺は端たん末まつをひっつかみ、部屋を飛び出して居間に向かった。居間はがらんと静まり返っていて、リサはいない。すぐに引き返して廊下を走り、急な階段を上がって二階に向かう。途中の窓からリサの自室に明かりがともっているのが見えた。

　俺はためらいもノックもせずに、リサの部屋の扉を開けた。

　驚いて振り向いたリサは、本棚から本を何冊か取り出しているところだった。

　その髪は濡ぬれたままで、目は赤く泣き腫れていた。その姿はまるで雨の日に道に迷った女の子のようだった。

　リサのそんな顔は見たくない。

　だから俺は、呆ぼう然ぜんとするリサに、端末の画面を突き付けた。

「……？」

「方法がある」

　リサは子供みたいに洟はなをすする。

「ハガナを説得して欲しい」

「え？」

「あいつの才能を借りたい」

　俺は洗いざらいリサに説明した。

　十分後には、ハガナの部屋の扉を、二人揃そろってノックしていたのだった。







　ノックをしてもハガナは出てこなかった。

「ハガナ、起きてる？」

　リサは小さな声で聞いた。泣き疲れて寝ているのなら、明日の朝を待てばいい。どんなに辛つらいことがあったって、暗い夜を越えれば大抵どうにかなる。それなら明日のほうが落ち着いているだろうし、話を持ちかけるならむしろそっちのほうがいいかもしれない。

　俺はそう思ったのだが、リサはノックして声をかけたあと、そっと耳を扉に近づけていた。

　そして、その瞬間に顔つきが変わった。金属同士をこすりあわせたような、恐ろしく嫌な音が聞こえたかのようだ。

　俺が尋ねる間もなく、リサはドアノブに手をかけて、ゆっくりと回した。些さ細さいな衝撃でさえも、部屋の中のなにかを傷つけてしまいそうな、そんな静かな開け方だった。

「……」

　扉がゆっくりと開き、廊下の明かりが暗い部屋の中に入っていく。リサは扉を開けたものの、すぐに部屋に入ろうとはしなかった。俺は一瞬怪け訝げんに思って、その理由がすぐにわかった。俺が借りている部屋よりも殺さつ風ぷう景けいなハガナの部屋は、完全に真っ暗だった。

　ただ、その真っ暗な部屋の中でも一段と闇の濃い場所があった。

　それは、黒だ。闇よりも黒い黒だ。俺は、なにを言ってなにを考えればいいのかわからないくらい、口の中に嫌な味が広がっていた。

　部屋の隅で、ハガナが膝ひざを抱えて泣いていたのだ。

「ハガナ」

　リサがようやくその名を呼ぶと、ハガナは怯おびえきった子供のように体を震わせた。

「ハガナ、話があるの」

　リサの言葉に、ハガナはただでさえ華きや奢しやな体を縮めて、もっともっと縮めようとして必死に膝を抱え、顔を押しつけているように見えた。その様は、悲しくて泣いているというよりも、怒って泣いているというほうが近いような気がした。

　体を縮め、もっと縮めて、自分などいっそのこといなくなってしまえばいいのにと、そんな怒りが感じられた。

「ハガナ……」

　リサは小さく言って、ゆっくりと進む。広い部屋でもないので、すぐにハガナの前に立つ。

　ハガナの体が震え、そして、形を変えた。

　これ以上小さくならないと思っていたのに、もっと足を引き寄せて、もっと顔をうつむかせて、それから、膝を抱えていた腕で頭をかばうようにしたのだ。

「……なさ……」

「え？」

「ごめ……なさ……」

　ハガナは部屋の入り口に立つ俺からでもわかるくらい、震えていた。

　リサの横顔が、どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを向けられたよりも強く、強こわ張ばった。

　リサもまた怒っていた。

　だが、それはハガナに対して怒っているのではない。

　俺だってハガナの様子を見ればなんとなくわかる。真っ暗な部屋の隅で、頭をかばうようにして、見てわかるほどに震えているのだ。リサがどれだけ怒ったって、そこまで怯える必要なんてないことくらいわかるはずだ。あのクリスだって、きっとここまでは怯えないだろう。

　ハガナは、なにか過あやまちをしでかしてしまったら、部屋の隅で頭をかばうようにして震えなければならないような人生を歩んできたのだ。

　ハガナは顔も上げず、リサのこともリサだとわかっていないようだった。言葉にならないくらい必死に、ごめんなさいと繰り返していた。

　リサが怒っているのは、ハガナに降りかかってきたたくさんの不幸に対してだ。ハガナが怯えているのは、これまでに降りかかってきたすべての不幸に対してだ。

　リサは怯えるハガナの前にしゃがみこむ。ハガナがそれを察して体を引いて、もうそれ以上下がる場所などないのに、後ずさろうとする。

　リサはハガナの細い手首をそっと摑つかみ、それから、ハガナの震える指を包み込んだ。

「ハガナ、大丈夫。大丈夫だから」

　リサはハガナの頭に自分の頭を乗せるようにして、囁ささやくように繰り返した。

　ハガナがごめんなさいと謝った回数だけ、大丈夫と繰り返しているようにも見えた。

「落ち着いた？」

　ハガナの耳元で、本当に優しくそう言った。

　その横顔は、どこかからかうような、楽しく笑っているようにすら見えた。

　ハガナはひっくひっくとしゃくりあげている。リサは決して焦らない。

　やがて、ハガナの小さな頭が動く。くしゃくしゃになった前髪の向こうから、ハガナが溶け落ちそうな目を向けた。

「ハガナ、私がわかる？」

　リサはそう尋ねた。

　ハガナは泣きじゃくって疲れきったような顔のまま、じっとリサを見つめていた。

　そして、またぼろぼろと涙をこぼし始めてから、ゆっくりとうなずいた。

「そう。いい子ね」

　リサは言って、ハガナの頭を抱えるようにして抱きしめた。

「ごめ……なさい……」

　ハガナがまたそう言ったが、それはさっきのような、どこか幼児じみたものではなかった。

　もっとはっきりとした、形のあるものだった。

「うん。ハガナの肘ひじは、正直すごく痛かった」

　リサの顔の傷はハガナの肘が当たったものらしい。相当な勢いだったのだろう。

「とはいえ、あれは事故みたいなものだもの。私は怒ってない」

「……でも……」

「後先考えずにトヤマさんのところに行ったのは、確かに感心しない。そこでやったこともね」

「……」

　ハガナは言葉に詰まるが、それはもう怯おびえているのとは少し違う。リサの腕の下でなにか言い訳をしたがっているハガナの雰囲気が、こちらにも伝わってくる。

　そんな具合だから、ハガナを抱きしめているリサは、ちょっと困ったように笑っていた。

「でも、ハガナは私のためにやってくれたんでしょう？」

　リサはハガナの体を抱きしめ直してから、そう尋ねた。

　黒尽ずくめの小さい少女は、リサの腕の中で、鼓こ動どうするようにうなずいた。冷えて固まり切ってしまった体に、新しい血をかすかに流そうとするかのように。

「私はその気持ちが嬉うれしい。すごくね」

　ハガナは顔を上げ、リサが真正面からその表情を笑顔で受け止める。

　だいぶ落ち着き始めていたハガナが、また泣きだしそうになって、リサはそれをかばうように胸元に頭を抱き寄せた。

「ハガナ、部屋の入り口の脇にハルがいるの。あんまり泣いてるとばれるわよ」

「っ」

　と、リサの腕の中で体をすくませているのがわかった。

　俺をそういうダシに使うのかよ、とリサを睨にらんだが、リサは俺のことを横目で見て軽くウインクした。仕方なく、俺は入り口の脇に隠れる。

「それでね、ハルがあなたにいくつか話があるんだって」

「……、……」

「え？　そんなこと言わないで」

　俺の耳には届かなかったが、リサにはなにか聞こえたらしい。

　どうせ、あいつには話なんてないとか、そんなことを言ったのだろう。

「あなた、ハルのことを散々言ったんだって？」

「……」

「ハル、すごく傷ついていたわよ」

　投とう資しコンテストや、ハガナの数学の才能が取引に利用できるかもしれないという話をしたとき、月生まれを馬鹿にされた話もリサには洗いざらい伝えてある。

　もちろん、俺のことを働きもしないでぶらぶらするクズ野郎だと思うのは、勝手にしろと思う。ただ、俺のプライドはともかく、誤解されたままではこの計画がそもそも滑りだすことすらできなくなる。

　それでもリサの言葉に、俺はもっと言ってやれと胸中でエールを送る。

　ハガナはもう少し、自分の言葉で他人が傷つくのだということを学んだほうがいい。

「それに、それらは全部ハガナの勘違いだって」

「噓うそ」

　明確にその単語だけは聞こえた。

　続いて、リサが軽く笑うのも聞こえてきた。

「ハガナも意外に子供っぽいのね」

「っ……」

　リサは人のプライドを突くのがうまい。

「もしかしたら、私は本を売らなくて済むかもしれない」

「……ぇ」

「ハルのお陰でね」

　衣きぬ擦ずれの音で、ハガナが顔を上げたのだろうとわかる。

　ついでに、リサの言葉に顔をしかめる音も聞こえてきそうだった。

「ハルはちゃんと働いてたみたい。いや、働いてるのかな……私にはちょっとよくわからないけど、とにかくお金は稼いでた。それも、すごい金額をね」

「っ……そう、なの？」

「そう。私も驚いちゃった。すごい金額だったから、ハルも怖くて言いだせなかったみたい。まあ、そうよね。ハガナがハルを信用できないのだとしたら、ハルもハガナを信用できないもの。言っていること、わかる？」

　俺が軽く部屋の中を覗のぞくと、リサが頑かたくなな顔をしているハガナの髪の毛を、頰ほおを包むようにしながら指で梳すいていた。

「でも、ハルはすごく苦労してためたお金を、場合によっては私にくれてもいいって。三万ムールものお金をよ？」

　リサの言葉に、ハガナは苦しそうな顔をする。

　ハガナは自分の力ではその金を用意できず、自分を売るしかないと思い込んでいた。

「でも、ハルはあのとおり、結構しっかりしている性格だからね。条件があるって」

「……」

「それが、あなたの力を借りることだって」

「え」

　ハガナは明確に驚いて、リサに髪を梳かれながら今にも寝てしまいそうだった目を見開いた。

「わかる？　ハルは、ハガナの力を借りたがっているの」

「……私、の？」

「そう。ハガナの数学の力をね」

　ハガナがその才能を文字通り買われ、地球から連れて来られたのなら、その申し出はとても微妙なものになる。

　でも、俺はお前の力を買いたいとか言うつもりはまったくない。

　リサも、そこのところは強く確認してきた。

「本当は、もっと早くに言いだしたかったんだって。でも、ハガナがすごい剣けん幕まくで怒鳴ったり、足を蹴っ飛ばしたりするから、言いだせなかったって」

「……」

　ハガナは子供のようにむくれて、うつむく。

　リサが笑うと、うつむきながらも、視線を上げる。

「これ以上ない条件だと思う。ハガナ。あなたの一番得意なことが、必要とされてるのよ」

　それはリサを救い、のみならず、俺にも役に立つし、多分なによりハガナ自身を救う。

　もしも取引で数学の能力が効果を発揮するのなら、ハガナは自分自身で金を稼ぐ方法を見いだせることになる。それはハガナが苦しんできた多くのことを、自力で解決できる道具を手に入れられるのと同じことだ。

「ハガナ」

　リサの呼びかけに、ハガナはゆっくりと顔を上げた。

「なにを……するの？」

「なにを？　えっと……」

　と、リサも言葉に詰まる。

　おいおい、と思うのだが、リサはそういうことに疎そうなので、仕方ないかとも思う。

「ハル！」

　リサは声を上げる。

　俺は入り口脇の壁に背中をつけて座りこみながら、返事をする。

「なに！」

「ハガナに説明してあげて」

　リサが言って、俺は腰を浮かしかけて、思いとどまる。

「俺、そっちに行っていいわけ？」

　ハガナは俺なんかに泣き顔を見られたくないだろう。

　そんな自じ虐ぎやくも含めた質問に、リサは小さく笑っていた。

「どうなの？　ハガナ」

　リサが質問し、ハガナは耳打ちでもしたらしい。

　こそこそとしたやり取りの後、答えたのはリサだった。

「十分待ってもらってもいい？」

「はあ？」

　俺が聞き返すと、リサはハガナになにか言い置いてから立ち上がった。

　そして、部屋の中から顔を出すと、俺のことを見下ろして、言った。

「レディーには支し度たくが必要なのよ」

「……そうですか」

「ちょっと待っててね」

　俺は座ったまま肩をすくめて、やれやれと自分の部屋に行こうとする。

　その背中に、リサが声をかけてきた。

「ハル」

「あんだよ」

「ありがとね」

　振り向いた俺に、リサはそう言って、顔をひっこめた。

　俺は振り向いたままの姿勢で、しばらくじっとしていた。

　別に今のところなにか問題が解決したわけではない。

　それでも、きしんで今にも壊れそうだったいくつかの歯車は、どうにかこうにか嚙かみ合った。

　うまく回るかどうかはわからない。

　ただ、部屋に戻る俺の胸には、ふわふわしたなにかがあった。

　十分後、俺はリサに呼ばれて居間に行ったのだった。







「ごめんなさい」

　俺が居間に戻り、テーブルを挟んでハガナと対たい峙じした瞬間、最初に言われたのがその言葉だった。俺は唐とう突とつ過ぎて、息をするのも忘れていた。

　ハガナの目元にはまだ若干泣いていた跡が残り、唇は頑固さをうかがわせる固結びだ。視線も逸そらし、ずっとテーブルを見つめている。

　それでも、確かに俺の耳は、はっきりとごめんなさいと聞いた。

　ぎぎぎ、とリサを見ると、リサは満足げに微笑ほほえんでいる。

「謝ったわ」

　ハガナがようやく口を開くと、出てきたのはそんな言葉。

　リサは顔を笑顔のままひきつらせたが、俺はむしろその言葉にホッとする。

「聞いたよ」

　俺が言うと、ハガナはようやく俺のことを見る。

　睨にらみつけるようないつもの目つきだが、野良猫が警戒するような鋭さはない。

　どちらかというと、意地になった子供が必死に虚きよ勢せいを張っているように見えた。

「それじゃあ、ハルもこれでいいのね？」

「いいよ」

　肩をすくめて答える。

「では、具体的に説明してもらっていい？　私も、一回の説明じゃよくわからなくて……」

　照れ笑うところを見ると、本当によくわからなかったのではないかと思う。

　ただ、もしもそうなのだとしたら、リサは俺の言葉をよくわかっていない中でも信用してくれたということだ。

「難しいことじゃない。投とう資しコンテストで優勝すれば二十万ムールがもらえる」

　単刀直入に言うと、ハガナの目がまんまるになるくらい見開かれた。

「株かぶ式しき投資ってあるだろ。あれのシミュレーションで、ほかの連中と競い合って、一番儲もうけた奴やつの勝ち。一位の賞金が二十万ムール。二位が五万ムール」

「つまり、二位までに入ればいいのね？」

「三位でも二万ムール出るから、俺としてはありがたいね」

　リサは軽く口をすぼめて、続けて、とばかりに手で促してくる。

「でも、私は株なんて知らない」

　口を挟んだのはハガナだ。気丈そうに俺を睨にらんでいるが、不安げな感じが見て取れた。

　なにか、そのちぐはぐなところに気がついてしまうと、ハガナは本当に危なっかしくて脆もろそうだった。

「お前、頭いいんだろ？」

　ただ、俺の軽口を受け止めるくらいの力は残っていたらしい。

「お前よりは」

「ハガナ」

　リサが小さく注意する。ハガナは「う」と言葉を詰まらせるようにしてリサを見る。

　それから、俺のことを見た。

「ハ、ハル……より、は……」

「なら、問題ない。ルールはすごく単純だからな」

「そうなの？」

　尋ねてきたのはリサ。

「基本的に、安く買って、高く売ればいい。簡単だろ？」

　リサとハガナの二人は軽く顔を見合わせて、揃そろって俺のことを見てくる。

「本当にそれだけだ。もちろん、方法としては高く売って安く買い戻す方法もある。でも、そんなのは後だ。話の根こん幹かんは、もっと別のところにある」

　俺は喋しやべりながら端たん末まつをいじって、株かぶの銘めい柄がらの情報一覧を出す。

　月で一番有名な企業、エメラルドインダストリーだ。

「株を突き詰めれば、根っこのところは一つ。この企業の株が明日、明後日あさつて、あるいは数分後でもいい。とにかく未来において、高くなるのか安くなるのか言い当てることができれば、それだけ利益を得ることができる」

　画面をぐるりと回転させて、リサとハガナの前に置く。

　リサはちょろっと見ただけで数字やグラフに頭痛を感じるようなしぐさを見せたが、ハガナだけは鏡を覗のぞき込む猫みたいに見つめていた。

「手掛かりは、いくつかある」

　身を乗り出して、端末を半分こちらに向ける。

　ハガナは俺を見てから、端末を見る。

「まず……」

「ハル、こっちに来たら？」

「ん……？」

「そっちだと説明しづらいでしょ」

　リサは言って、椅子から立ち上がるとテーブルの反対側、つまり俺のほうに回ってきて、隣に座る。

「私はそういうの本当にダメだもの」

　リサが心底嫌そうに言う。月にまで来て宗教の歴史を学ぶような変人には、月面都市最大の錬金術は肌に合わないかもしれない。

「一応聞いとけよ」

　俺は言いつつ、椅子から降りて、今しがたまでリサが座っていたところに回る。一瞬、ハガナが嫌がらないかと思ったものの、ハガナは俺のことなんて気にせずに、じっと銘めい柄がら情報を見つめている。その真っ黒い瞳に、画面の白い光が映りこんで、宝石みたいに光っていた。

　俺は隣に座り、端たん末まつをこちらに向ける。

　それにつられて、ハガナの顔が猫みたいに引き寄せられる。

　ようやくハガナが俺のことに気がついたが、ちょっと見つめてきただけで、すぐに画面に視線を戻す。

「いいか？　株かぶには値段がある。平日の朝九時から午後五時まで取引されて、買う人間が多ければ当然値段が上がって、売る人間が多ければ当然下がる。野菜や果物の市し場じようと同じだ」

「当たり前」

「そう。でも、その当たり前を予測すんのが大変なんだよ」

　ハガナは好奇心旺おう盛せいな猫のように見開いた目を、じっとこちらに向けてくる。

「なぜ？」
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「なぜなら、その企業が儲もうかるかどうかなんてのは皆よくわかんないからな。株かぶってのは簡単に言うと会社の所有権みたいなもんだ。その会社が発行する株式を全部買うと、その会社の持ち主になれる。会社が儲かってて、その会社を所有しているのだとしたら、金持ちにならないとおかしいだろ？　だから、儲かっている会社の株は上がる」

「儲からないと下がる」

「そう。でも、毎日毎日その会社が儲かっているかどうかなんて、その会社の人間だってわからない。たとえばエメラルドインダストリーであれば、月面と地球あわせて社員が三十万人くらいいて、関係会社が地球のも含めて千六百くらいある。それらすべての取引を知るなんて無理だ」

「じゃあ、どうするの？」

「わからん。皆あてずっぽうで取引する」

　ハガナは端たん末まつから顔を上げて、俺を睨にらみつける。

「噓うそ」

「本当」

「だって」

　ハガナは言って、もう一度画面を見て、再度俺を見る。

「これは、皆が、お金を賭けてることでしょう？」

「そう。だから、真剣にあてずっぽうするんだよ」

　対面の席で話を聞いていたリサが、小さく笑う。

「あてずっぽうの方法はいくつかある。一つは、会社の情報を調べて、儲かりそうかどうか判断する。このエメラルドインダストリーは、軌き道どうエレベーターを修理する唯一の会社だ。毎年確実に莫ばく大だいな金額が入ってくる。それに加えて、月面の開発事業の大半に嚙かんでる。超優良企業だ」

「ドームを造ったのも？」

　服を買いに行った時の話だ。

　俺は、その話を覚えていてくれたのだと思うと、ちょっと嬉うれしかった。

「そう。空を二つ作ったのもここ」

「……すごい」

「そう。そのすげえ会社だから、儲かると皆が思う」

「なら、それを買えばいいの？」

「基本的には。だけど、儲かっているのは一目瞭りよう然ぜんだから、皆が買う。皆が買うと、値段が上がる。すると、会社の正しい価値以上に値段が上がることがある。ここに、ＰＥＲってあるだろ？」

「……ある」

「株かぶが会社の所有権なら、株式を百枚発行している会社は、株式一枚当たりで会社を百分の一所有していることになる」

「うん」

「なら、その会社が儲もうけた金を、株式一枚当たりで分割して計算すれば、株の値段が高いのか低いのかなんとなくの指し標ひようになる。つまり」

　俺は画面をいじって、指標の部分を拡大する。

「株式一枚当たり十ムール稼ぐが、一枚の値段が百万ムールの会社と、株式一枚当たり十ムール稼いで、一枚当たり二十ムールの株式だったら、どっちを買いたくなる？」

　リサはすでに椅子の上で頭を抱えている。

　対するハガナは、欠片かけらも怯ひるまずに、俺のことをしっかりと見据えて言った。

「二十ムールの株」

「そう。投とう資しする金額に対して、稼いでくる金の量が違う。どれだけ優秀な会社だって、儲けが大きくなる以上に株式の値段が上がり続ければ、いつか必ず、見合わないなって値段になる」

「それで、私はそれを予測するの？　数学で？」

「いや」

　俺が言うと、ハガナは眉根にしわを寄せる。まるで俺が意地悪をしているか、回りくどい説明をしているみたいだが、多分ハガナは見た目ほど不快に思っていない。

　リサが言っていたように、元々眼めつきがちょっと悪いのだ。

　なんとなく、そう思えてきた。

「でも、多少は株がどんなもんかわかっただろ？」

「……お前の……ハルの、説明の部分だけは」

　ハガナは自力で俺の名前を言いなおす。

　リサがすごく嬉うれしそうに笑っていて、ハガナも当然そのことに気が付いている。

　ちょっと恥ずかしそうにちらちらリサのほうを見ていたが、リサが椅子から立ち上がってテーブルから離れたので、ほっとしたように俺のことを見てくる。

「で、大本のところでは株の値段の予測は、その会社が儲かるかどうかで判断する。でも、さっき言ったみたいに毎日どうなってるかなんてのはわかんないし、ましてや来月、来年どうなってるかはわかんない。超優秀な企業がすげえ事故起こして死ぬほど賠ばい償しよう金払って潰れちまったこともある」

「……そんなことが？」

「結構ある。だから、皆他にも色々な方法で株価の予測をする」

「……数学？」

「はは。ちょっと落ち着けよ」

　俺が笑って言うと、ハガナは鼻先を爪弾かれたような顔をした。

　そして、我に返ると、キッと俺を睨にらんでくる。

　恥ずかしいのだというのが、尖とがった唇からわかった。

「一応ほかの方法も話しとかないと、説明しづらいんだよ」

　俺の言葉に、ハガナはしばしためらっていたが、やがてこくりとうなずいた。

「これ、株かぶ価かのグラフなんだけどな」

　情報一覧に戻り、画面中のジグザグの線が書かれたグラフを示す。

「毎日の株価をプロットして、つなぎ合わせた奴やつ。チャートって言うんだけど」

「……ぎざぎざだけど」

「そう。でも、エメラルドインダストリーは儲もうかってるから、全体的に右肩上がり」

「うん」

「別の会社だとこうはいかない。例えば、これとか、これとか、いろいろ」

「うん」

「で、こういう図形が株の種類と、取引されている時間分だけあるわけ」

「うん」

「何千種類、何十年分ってな」

「それで？」

「それで、暇な奴らがある日気がついた。このチャートの形の中には、特徴的なものがいくつかあるって」

　ハガナは俺をじっと見つめ、それから、端たん末まつ画面のチャートを見る。

「有名なのだと、こういうのかな。ヘッドアンドショルダーっつって、真ん中に大きい山があって、両脇に小さい山がある。人の頭と肩みたいだろ？」

「……一応」

「こういう形の時は、この大きな山のところがピークの値段のことが多い。だから、この株はこの先ずるずると値を下げる公算が高い」

「そうなの？」

「そう言われてる。ああ、怒んなよ。そういうふうに、過去のチャートの形と見比べて、この先どうなるかって予測方法があるんだよ」

「……」

　ハガナは騙だまされまくった子供みたいに用心深いが、なんとかうなずいてくれる。

　そこに、椅子を立ってシンクでなにかやってたリサが、ココアを作って持ってきてくれた。

「で、この図形をあれこれ使った予測方法にも、一応数学が使われてる」

「たとえば？」

　ハガナの顔つきが変わる。

「このぎざぎざの線の後ろに、滑らかな線があるだろ？」

「これも、株かぶ価か？」

「これは、移動平均線って呼ばれてる。たとえば、五月一日を基準にして、五月一日から過去三十日分の株価を平均した値をプロットする。その隣には、五月二日から過去三十日分の株価を平均して、プロットする。そうすると、かなり滑らかな線ができる」

「うん」

「毎日の動きで見るとすげえジグザグでも、こんなふうに平均すると、長期にわたって上昇基き調ちようなのか、下降基調なのか、それとも横ばいなのかがなんとなくわかる。で、この大きな動きを信じて売買する方法がある。この大きな線が右肩上がりなら、なんかこの先もずっと上がりそうな気がするだろ？」

　ハガナはじっとグラフを見て、律義にうなずく。

「やっぱり暇な奴やつが統計取って、日々の株式のチャートと、この移動平均線の交わり方で、この先は上がるとか下がるとか予測する方法が作られた」

「そんな計算なら難しいことじゃない。私はそれをするの？」

「それでもいいけど、俺だってそんくらい時間をかければできる」

　チャート分析は、株の入門者が最初にやることだろう。口座を開くと、チャートの有名な分析手法が山ほど入ったツールを無料で使わせてくれる。

　だが、実際に取引を始める前に自分であれこれ使ってみて、これはどれもあてにならんと確信した。

「で、お前に試してもらいたいのは、こういう方法の、もっと先のこと」

「先？」

「そう。軌き道どうエレベーターの運行案内って見たことあるか？」

　俺の質問に、ハガナは目をぱちくりとさせる。

「軌道、エレベーターの？」

「そう。あれって、エレベーターに衝突する塵ちりの予報が出てるじゃんか」

「うん」

「衛星軌道上の、秒速数十キロとかで飛ぶ小さい塊の動きを死ぬほど正確に予測できる。物理学ってそういうあれなんだろ？　未来が予測できるような」

「……私は、物理は詳しくない。でも、多分そう」

「だとしたら、株価も数学で天体の動きみたいに予測できるんじゃないのかって考えがある。らしい」

　ハガナは俺をじっと見て、それから端たん末まつを見る。

「つまり、この図形を描くような数式を見つけるってこと？」

「その通り」

　そんなことが可能なのかどうか俺には分からない。

　でも、世の中にはそういった方法で莫ばく大だいな利益を上げている連中がいるのだ。

「できるの？」

　ハガナの質問は当然のもの。

　俺だって、半信半疑だ。

　ただ、なにもしないよりかはまし。圧倒的に、まし。たどりつけるかわからなくても、やらなければ前には進まない。

　俺はそうやって、実家の村から飛び出してきた。

「わからん」

　答えると、ハガナは顔をしかめて俺を見る。

　俺はハガナの視線を頰ほおに受けながら、端たん末まつ画面を見つめたまま言った。

「けど、できるかできないかじゃない」

「え？」

「うまくいくまでやるんだよ」

　俺の視界の隅で、ハガナが呆あつ気けにとられているのがわかる。

　そして、なにかを言おうとして口を動かすが、それは言葉にならず、ただ空気を唇で食はむだけだった。

「それに、賞金は二十万ムール。参加費はなし。これに参加しない理由ってなんだ？」

　黒尽ずくめの少女は、自分の数学の力が現実の問題の前であまりにも非力であると、嘆いていた。この投とう資しコンテストは、そんなハガナがほんの少しでも前に進むための、とっかかりになるはずだった。もちろん、うまくいけば俺にとっての直接的な利益にもなる。

　ハガナが俺のことを見つめ、しゃっくりをするように、固かた唾ずを吞のんだ。それから、横目で端末画面を見つめ、もう一度俺を見直してくる。顔が強こわ張ばって、肩をそびやかして、極寒の冷凍庫の中に置き去りされたようにかちかちだ。

　でも、ハガナの目は俺のことを見つめている。真っ黒い目でじっと俺のことを見つめている。

　自分の足で歩こうとしない者を背負って歩けるほど、月の世界は甘くない。

　俺はじっとハガナの目を見つめ返す。

　そして、ハガナはこう言った。

「私は、たくさん解いてきた」

「あ？」

「千百二十一個中、八百四十一個目まで、地球の数学の歴史を逆算した。解けなかったものは、一つもない」

　それが、ハガナが部屋の中で延々と解き続けているという、人類の数学の歴史を刻む定理のことだと気がつくのに、たっぷりと十秒はかかった。

　ハガナはその時間を根気よく待った。

　あるいは、月に売られてきた少女がさらに言葉を続けるのには、それくらいの勇気が必要だったのかもしれない。

「なら、解けるはず」

　リサは、ハガナをまじめな娘こだと言った。

　俺はただ単に頑固なだけではないのかとも思っていたのだが、ハガナがテーブルの下で必死に拳を握りしめているのに気がついて、リサの言を受け入れることにした。

「解けるはず」

　ハガナはもう一度言って、目を閉じる。

　その姿に力強さを感じたのは、ハガナがどれほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんか知っているからだ。

　その目が開いたとき、ハガナは明確な一歩を踏み出した。

「ルールを、全部教えて」

　俺はその言葉を受け止めて、答えた。

「わかった」

　ココアを淹いれた後、ソファーのほうに座っていたリサが、そんな俺たちを見て微笑ほほえんでいたような、そんな気がしたのだった。
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　ただ、ハガナに教えるといっても、俺が知っていることの中で言葉に出して説明できることはとても少ない。俺は毎日の株かぶ価かを見て、ニュースを読んで、その場の雰囲気に乗っかって取引するタイプだったからだ。

　どうしてこの取引をしたのかと聞かれたら、全体を見回しての雰囲気としか言いようがない。

　なので、通り一いつ遍ぺんの株取引のシステムについて話すだけだろう、なんて思っていたのだが、あれこれをいざ説明しようと思ったら思いのほか重労働になった。

　一般的に使われている指し標ひようだけでも両手の指では収まりきらず、それがどんなもので、どう株価に影響するかと説明していったら、ものすごい量になった。金利、為替かわせ、エネルギー価格といった大きな視点で株に影響するものもあるし、金とか銀とか大豆とか小麦とかの商品相場や、株式市し場じようの主要な指し数すうとか、配当とか、先進各国の雇こ用よう統とう計けいやら機械設備統計やらの細かいところまで説明していったら、俺はへろへろになっていた。

　よくよく考えれば俺が何ヶ月かかけて一つ一つ調べていったことを、ほとんどいっぺんに説明したのだ。

　ハガナは信じられない記憶力で次々覚えていって、これは？　あれは？　さっきのあれとの関係は？　なんて聞いてくる。そして、どんどん吸収していった。

　途中でリサが今日はやめにしろと言ってくれなければ、ハガナは朝までかかってでも俺からすべての情報を引き出したかもしれなかった。

　そんな具合なので、翌日俺は、ハガナが扉をノックする音で目を覚ました。

「続きを教えて」

　扉を開けた俺をじっと見つめながら、、端たん末まつを抱えたハガナがそう言った。

　リサの作ってくれた朝食と共に、ハガナの質問攻めを時折しどろもどろになりながら答えていく。俺自身うろ覚えのことや、なんとなく聞きかじっただけでわかったつもりになっていたことが多かったのだ。

　ハガナはどんな単語でも大きな手掛かりになるかもしれないとばかりに聞きまくっては、端末にどんどん入力していった。正確な結論を導き出すには、正確な前提がなければならない。

　ハガナの考え方は、とても数学的だった。

「最後に質問がある」

「あ？」

　そんな言葉がハガナの口から出たころには、俺は疲れきって椅子の背もたれに寄りかかり、天井を仰いでいた。

「私が数学で未来を予測できる方法を編み出すとする」

「ああ」

「だとしたら、ハルはなにをするの？」

　ずいぶん辛らつな質問だが、俺は怯ひるまない。

「完璧な答えを見つけたとしたら、俺は用なしだろうな」

「……」

「でも、取引は今日から六十日間だ。いきなり明日に見つかるとは思えない。だったら、見つかるまでは役に立つだろ。お前が数学で、この後この株かぶ価かはこんなふうに推すい移いするかもしれない、と教えてくれるとする。俺は俺で、これまで利益を出してきた方法でそれを判断する。俺とお前が両方いけると思ったら、それはかなり強いんじゃねえの？　もちろん、その後お前が完璧な答えを見つけ出したら……」

　俺は肩をすくめて、冗談めかして言った。

「俺の金、運用してくれよ」

　何百年もの間、誰一人としてその最高の答えは見つけ出せなかったのだから、いきなりハガナが見つけられるとはとても思えない。

　ただ、いいところまでいくのではないかと思うし、そのいいところにいくだけでも、すごい利益が手に入るはずなのだ。少なくとも、このコンテストに上位入賞するだけで、この教会やハガナ自身、それに俺にとっても大きなプラスになる。

　ハガナは怖いくらいに理知的な目で俺を見て、一度、大きく瞬まばたきをした。

　そして、くるりと視線を動かすと、こう言った。

「わかった」

「どっちが？」

「両方」

　ハガナは答え、リサが朝食の時に淹いれてくれて、とっくに冷めてしまったコーヒーを飲む。

「私は数学で予測する。ハルはハルで判断する。そして、私が正しかったら、ハルのお金を私が増やす」

「はは、そうそう」

　俺が笑うと、ハガナはつまらなそうに鼻でため息をつく。

　むかっとしないでもないが、ハガナはつんと澄すましたところがあるので、無理に笑おうとしていないだけなのかもしれないと思う。

「ただ、まずは投とう資しコンテストだ。こっちで勝たないとなんない」

「うん」

「今日から始めないと、六十日間フルにできないからな。今日は俺だけが取引する。それでいいか？」

「構わない。でも」

「あ？」

「質問があったら……聞いてもいいの？」

　珍しく、気弱な聞き方だった。

　目つきはいつものようにきついのに、どこか違うものがあった。

「あ……あ？」

　俺が聞き返すと、ハガナは不機嫌そうに顔をしかめて言う。

「ハルは、端たん末まつを前にしていると人の話を聞きそうにない。少なくとも、リサの話を聞いてなかった。でも、私も考えている時に邪魔をされるのがすごく嫌。だから、それでもいいのかと聞いているの」

　俺は自然と顔がほころんでしまう。

　ハガナがそんなことを気にしてくれるなんていうのが、まるで奇跡みたいに感じたからだ。

「ああ、多分大丈夫」

「多分？」

　ハガナがさらに顔をしかめて聞いてくる。

　俺はちょっと意地悪に言ってやった。

「下手に近づいたら、勝手に手が動いちまうかもしんない」

　そして、素振りをする。

　ハガナは、昨日不可抗力でリサの顔に肘ひじ鉄てつを食らわせてしまったことを思い出したらしい。

　思い切り嫌そうな顔をしたが、すぐにいつもの強情さが出てきた。

「その時は、やり返す」

「お前に蹴っ飛ばされた脛すね、まだ腫はれてるからな」

「っ」

　ハガナが怯ひるんで、一瞬泣きそうな顔になる。

　かっとしてあれこれやって後悔するあたり、ハガナはまるっきり子供だ。少なからず、親近感がわく。

「だから、俺を呼ぶ時は足以外を使ってくれよ」

「……」

　ハガナは恨むように俺のことを見つめ、そして、ゆっくりとうなずいた。

「わかった」

「おう。んじゃ、そろそろ取引だ」

　俺は画面を向き直り、ハガナが俺のことを見つめてくる。

「つーか、取引見てみるか？」

　ハガナは少しのためらいもなく、こくりとうなずいたのだった。
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　俺が見つけた銘柄は、その指数が下がれば追いかけて下がり、上がれば追いかけて上がるという単純なものだっだ。

　誰が最初にやりだしたのかは分からないが、きっと誰かが最初に指数を手がかりに取引しだして、皆がそれに気がついて追つい随ずいした結果、そんなパターンが出来上がったのだろう。

　特に注目した銘柄は架空の銀行で、架空の決算情報は非常に良い。つまり、かなり強気の判断ができるということだが、値が上がりすぎている感がある。雰囲気的に、もう高値でここからは下がると思う奴やつらと、まだまだ上がると思う奴らが押し合いへし合いしている感じだった。

　ただ、この一見単純な押し合いへし合いを、少し複雑にしているシステムが株取引にはある。

　株式には手元の現金でやる取引と、金なり株なりを借りてきてやる信用取引というものがある。それが、信用売買と呼ばれるものだ。

　たとえば信用買いなら、金を借りてきて自分の資金以上の取引をする。百ムールしか手元になかったら、二百ムール借りてきて、三百ムール分株を買う。そして、その株が10％上がれば、三十ムールの儲もうけになる。取引が終わったら、借りた二百ムールを返せばいい。これは最初の手元資金の百ムールでやった場合の、三倍の儲けになる。もちろん、負けた場合はこの逆だ。

　また、信用売りという方法もある。これは金を借りるのではなくて、株を借りる方法だ。株を借りてきて、例えば百ムールで売る。その後、株が七十ムールに下がったら買い戻す。そうしたら、借りていた株をそっくり返す。手元には、百ムールで売った時の金から、七十ムールで買い戻した時の差額、三十ムールが残る。この方法は、株価の下落から利益を出す方法だ。当然、株が値上がってしまったら、高い値段で買い戻さなければいけないので、損をすることになる。

　皆がこの株は上がると思っていれば信用買いが増えるし、逆なら信用売りが増える。要は、自分の判断が正しいと思ったら、二倍、三倍の勢いで取引をしたい、という願望を叶かなえるためのシステムだ。梃て子こを使うと大きな石を持ち上げられることから、梃子を使うとか、レバレッジをかける、なんて言われる。ただ、人間は基本的に馬鹿なので、無制限に欲の皮を突っ張らせると大変なことになる。普通、信用売買は自己資金の三倍までとなっている。このコンテストでも、三倍が適用されていた。

　で、この信用売買だが、今どのくらい信用取引が行われているかが、随ずい時じ公開されている。

　皆が金を借りてでも買いたがる株だとわかれば強気になるし、逆なら弱気になる。

　俺が見つけた銘めい柄がらは、値動きが激しいせいか、信用の売りも買いもずいぶんな量が積みあがっていて、比率的には信用売りのほうが倍くらい多い。

　もう高くなりすぎているから、下がるほうに賭けている連中が多いというわけだ。

　そして、大抵の場合、多勢に賭けると負ける。

　なぜなら、信用売りをしている連中はすでに自分の取引を世間に晒さらしているわけだから、相手はそれを見てから行動できる。じゃんけんは後だしのほうが勝てる。

　昨日、一昨日の過去の取引記録を見ても、連日取引量が増えているのはいい兆ちよう候こうだ。

　皆が集まってきて、信用売りの連中を困らせようと企たくらんでいる匂いがぷんぷんする。

　信用売買は、じゃんけんの後だしをされると、非常に困ることがある。

　なぜなら、これは必ずなにかを借りて来て行う取引であり、借りた物は返さなければならないからだ。

　信用売りは株かぶを借りてきて売り、値が下がるのを祈る。値が下がったら、買い戻す。

　では、それが予想に反して上がってしまったら？

　値が下がることで利益が出るものなので、値が上がると損になる。損がそれ以上大きくならないようにと、買い戻そうとする。

　そして、誰かが株を買うと、それだけ値段が上がることになる。

　意地悪な奴やつは、慌てる信用売りの連中を見て、もっと株を買う。信用売りをしていた連中の損はさらに膨らみ、泣きながら株を買おうとする。株の値段は、もっと上がる。

　信用売りの人間が、首をつらなければならなくなる高さまで。

　いわゆる信用売りの踏み上げという状況だが、これを狙っている雰囲気が感じられた。

　ただ、一筋縄ではいかないのが、信用売りが積みあがっているということは、それだけ株が売られているということで、そうなると当たり前のこととして、それだけ株を買っている奴らがいることになる。すなわち、もうそろそろ買う側の資金が尽きているかもしれないのだ。

　買う側に資金がなくなってくれば、株価は自然に下がっていく。下がれば、信用売りの人間は喜ぶし、今度はその逆、信用買いの連中が損に苦しんで、株を売り、損を最小限に食い止めようとする。するとさらに下がる。さらに下がれば、買う側の連中はさらに及び腰になる。

　結果、信用売りの連中が勝つ。

　株とは、そういう心理戦なのだ。

　企業の情報とかももちろん大事だが、それは場の雰囲気の中で、上が強いか下が強いかの判断基準にしかならないと思っている。五年とか十年にわたって株を買って放置する連中は、企業の業績とかそういうものだけを調べ、頼りにしたらいいと思う。

　でも、そんなことをしても、十年かかってようやく株価が五倍とか十倍になる程度だ。

　逆に、毎日１％ずつでも利益を積み上げていけば、十年で凄すさまじいことになる。

　月中の富を集めて俺の夢をかなえるには、その道を行くしかない。

　俺はとらえた銘めい柄がらにがっちり食いつき、場の雰囲気を読んでいく。一見すると、流れは売り優勢で、売買の注文が表示されている「板」には、売り側に大きな数字がいくつも並んでいる。

　売りの注文は板の上に、買いの注文は下に出るので、頭でっかちで上値を押さえられているような雰囲気だ。

　今にも値が崩れそうだが、でも崩れない。下がり切らないのだ。

　多分、見せ玉だろう。

　板に出す注文を玉と呼ぶが、本当は売買するつもりもないのに、皆にプレッシャーを与えるために板に玉を並べることを、見せ玉と言う。売りの場所に大量に注文が出ていたら、いかにもこの株は値が下がりそうだと皆が思う。すると売りがたくさん出て、思おも惑わく通り下がってくれるという方法だ。

　一応不正行為に入るらしいが、なかなか確かめようもなく、市し場じようでは日常的に行われている。

　ただ、資金力のある奴やつに、見せ玉だと見抜かれたら……。

　俺はじっとその銘柄を見ていた。多分、二時間くらいずっと見ていたと思う。

　そして、昼の十二時十分前に、ぐずぐずと下がりきらない値段帯の最下部と思われる場所で株を買った。２６７ムールで千株だから、二十七万ムール弱。多そうに思えるが、資金全体からするとちっぽけなものだ。これで儲もうけをうんぬんより、チェックのために買ったようなものだった。

　しばらくして、午前の取引が終わる。

　しかし、俺は休憩に入らない。ほかにチェックしていた銘柄の動向も確認しなければならないからだ。画面を操り、別画面を開く。

　視界が突然揺らぎ、地震のように体が傾かしいだのはその瞬間だった。

「……っ!?　お、あっ!?」

　なんだと思ったら、肩をゆすられていた。

「……わざとやっているの？」

　隣で、ハガナがすごく怪け訝げんそうな顔をしていた。

　むしろ、心配していると言っていいかもしれない。

　俺はしばらくハガナのことを見つめ、それから、ようやく首を横に振った。

「いや……というか、何度か呼んだのか？」

「呼んだ。まばたきもしていなかったから、気絶しているのかと思った」

「ああ、そうか……それで目が乾くのか……」

　俺は目を閉じ、大きく伸びをする。背中や肩から、ばきぼきという音がする。

「それで？」

「あ？」

「それで、なにが起こっていたの？　どうしてじっと同じ画面を見ていたの？」

　パソコン画面を並んで覗のぞき込んでいるので、ハガナの距離がとても近い。

　しかも、真剣な時のハガナは顔を近づける癖があるらしい。

　ずいっと寄ってきた拍子に漂ってくるハガナの匂いに、俺は慌てて体を引いた。

　リサのそれと似ているのに、全然違う甘い匂いがする。

　なにか、それは吸ってはいけないもののような気がした。

　特に、気を張っていなければならない取引中には。

「……全部説明するのか？」

「お願い」

「……」

　ハガナの真正面からの言葉に、仕方なく思い出せる限りの判断基準を伝えた。

　途中で時間が足りなくなりそうだったので、中華料理店にアルバイトに行ったリサが作っておいてくれたピラフを温め直して、食べながら説明した。

　概してハガナの顔が渋かったのは、俺の説明がわからないというよりも、それを数学でどう扱えばいいのかわからなかったからだろう。

　それに、もっと端的なことがあった。

「雰囲気というのは結局なに？　全然わからない」

「雰囲気って、まあ、全体の……」

「なにを基準に判断するの？」

「そりゃあ、たとえば……取引量とか、会社の情報とか、あとは雰囲気とか……あ」

　俺の説明になっていない説明に、ハガナは憤然としている。

　俺だって、うまく説明できるのならしているところだ。

「で、でもよ、そこを説明できて、お前が数式にできたら、俺はいらないわけじゃんか」

「そうね」

「……まあ、そういうわけだから、俺がいらなくなるまでは、俺だけわかってればいいんじゃねえの？」

　なんだかずるい議論にも感じたし、ハガナもそう思っていたのが表情から丸わかりだ。

　しかし、こっちがわざと隠そうとしているわけではない、ということくらいは理解してくれたらしい。

　ため息をついて、パラパラのピラフをスプーンで口に運ぶ。

「さっきの取引で負ければ、ハルの考えは間違っていることになる」

「まあ、要するにそうだ。結果を見ればいい。でも……」

「でも？」

　問いかけるハガナに、俺は動きの止まった画面を見ながら言う。

「多分、勝てる」

「なぜ？」

「雰囲気」

「……」

　ハガナは嫌そうな顔をして俺を睨にらむが、俺はちょっと笑っていた。

　ただ、虚勢を張って勝てると言ったわけではない。

　この銘めい柄がらからは、それこそ目に見えそうなくらいの怪しい匂いがぷんぷん立ち上っている。

　久しく嗅いでいなかった匂いだ。

　大儲もうけの予感があった。

「もっと突っ張るか」

「え？」

「資金を突っ込んだほうが儲けが大きいからな」

　俺はそう言って、タッチマウスをいじくって、注文を出そうとする。

　それを止めたのは、ハガナだ。

「ハル一人で使い切るのはおかしい。私が使えなくなる」

「使い切らねえよ。じゃあ、五百万まで各自の自由な」

　半々なので理に適かなっている。

　文句はないだろ、と端たん末まつに手を伸ばしたら、やはり止められた。

「それはおかしい。私の数式が正しければ、私のほうが多く使えるべき」

「でもまだその数式ねえじゃんか」

「だからといって先に使うのは不公平」

「そんな使わねえよ。それに、大儲けの匂いがするんだって、いけるよこれは。追加の注文出すぞ」

　今度はハガナは俺の手を叩たたいて止めた。

「証明して欲しい。雰囲気と言われても私にはわからない」

　さすがに俺もいらっときて、声を張り上げる。

「うるせえな！　いけるって言ってんだろ！」

「根拠はなに」

「勘だよ！　つーか俺の判断にとやかく言う前にまずお前の理屈を用意して──」

　そんなふうに、二人で額をぶつけんばかりに睨み合いやり合っていた、その時だ。

　ふと、ハガナが視線を窓の外に向けた。

　俺がつられてそっちを見ると、窓の外にいるクリスと目が合った。

　配達の途中に寄ったのだろう。

　握りこぶしを胸のあたりに引き寄せて、スポーツ観戦でも見るかのように、食い入ってこっちの様子を見つめていた。

　クリスは俺とハガナと目が合うと、びくりと体をすくませた。そのままたっぷり数秒間俺らと見つめ合って、急にすいっと顔を背けると、一目散に走って行った。

　顔が赤かったので、どんな勘違いをされているかは一目瞭りよう然ぜんだった。

「あー、くそ！　ちょっとお前どけ！」

「くそ？　どけ？　なんなの？」

「うるせえ！」

　俺は椅子から立ち上がって窓に駆け寄るが、すでにクリスの背中は通りを挟んだ向かいの家の屋根の上だった。

　トンネルのところでハガナの好きな物はなにかと聞いた時も、その手の話題が好きそうだったのだ。

「～～……」

　俺は頭痛をこらえるかのようにうつむいて、窓枠に手をついた。

「クリスに用があったの？」

　後ろからは、ハガナがのんきにそう聞いてくる。誤解を解くための用があると言えばそうだが、俺はそれもばかばかしくなって、体を起こした。

「別に」

「だったら、なんだったの？」

　目つきが悪いせいで、いぶかしむように聞くと馬鹿にされているように感じる。

　ただ、自分が馬鹿なのは間違いないので、俺は椅子に座りなおしてから、言った。

「逃げたから、追いかけたくなった」

「……？　そう」

　ハガナは軽く首を傾かしげてから、そういうこともあるのかと、うなずいていたのだった。







　結局、俺は先に三百万ムール分だけ自由にできると約束した。

　もしも運用成績が良ければ、半々まで好きにしていいということだった。

　俺はあの後、隙すきを見ては買い足していって、結局平均で２６６ムールで三千株かぶ買い付けた。

　八十万ムール弱。現実なら震えがくる数字だが、仮想の金なので怖くもない。それに、あと二百二十万ムールも買い付け枠が残っているかと思うと、気が大きくなる。

　信用取引をしようと思えばその三倍が資金になるが、今のところはまだ時期尚早だと思った。

　取引に倍率をかけるのは、ここぞという時でなければならない。

　そして、五時の取引終了まで、俺はあと二つの銘めい柄がらを売ったり買ったりしていた。

　どちらも毎日の値動きが激しく、俺みたいな連中が群がる代物で、決算に博ばく打ち要素がとても多い架空のエンターテインメント会社だ。凝っていることに、コンテスト期間中にもいくつか噓うその映画の発表なんかがあったりして、そのたびに乱高下を繰り返していた。

　現実でもそうだが、歯磨き粉こを作ったり、どこのストアーにも並んでいる飴あめを作る会社とは違って、この手の株かぶはどっちに転ぶかわからない。

　だからほとんど博ばく打ちと一緒だが、可能な限り確実性を高めるのが、腕の見せ所といえるだろう。その場の雰囲気をうまく読み取って、どこまで冷静に、欲をかかずに売買をできるかにかかっている。

　たとえば、株の値段が１００ムールを中心に97ムールから１０３ムールで上下していたら、98ムールで買って、１０１ムールで売る、とかだ。１０２ムールだともっと儲もうけられるが、１０２ムールだと１０３ムールで買って損を見ている奴やつが耐えきれなくなって焦って売るかもしれないので、その下で手早く利益を出す。97ムールで買わないのは、値幅の下いっぱいまで来ると、そこからさらに下がるかもしれないからだ、と皆が考えるから、突然買い手が手を引いて底が抜けることがある。すると、それまで１００ムールを前後していたのが、97ムールの前後で動きだしたりする。

　そんな取引を、数分置き、長くても十五分くらいで繰り返していく。

　その間にも次々と画面を入れ替えて、まだチェックしていない銘めい柄がらを条件付き検索であぶり出し、値動きや決算情報や財務状況を眺めていく。余裕があればＳＮＳ上の虚きよ実じつないまぜの会話を見にいく。現実の取引ですら影響が出ることがあるので、投とう資しコンテストみたいな狭い世界ならばなおのことあるだろう、と踏んでいる。

　そして、俺は取引終了十五分前に自分の注文をすべてチェックして、例の怪しげな銘めい柄がら以外はすべて損が出ないくらいに値を下げて売り払った。

　そんなことをするのは、株式市し場じようのラスト十分間には魔物が潜ひそむからだ。

　市場が閉まる最後の十分間には、皆の注文が殺到する。回線が混雑し、取引の成立がうまくいかない可能性があるし、それを狙ってか変な取引が山ほど存在するのだ。

　俺が一度見たことがあるのは、とある企業の買収合戦のせいで連日ストップ高だった銘柄に、百四十万株の買い注文が出ていた時のことだ。皆が欲しがるが売り物のない銘柄は、市場が閉まった後に売り注文の分だけ抽ちゆう選せんで買えるようになっている。ストップ高の銘柄は翌日も値上がる可能性が高いので、明日もその銘柄が上がると思っている者たちはその抽選を待つために買いの注文を入れる。たくさん注文すればするほど抽選に当選する可能性が高くなるので、資金限界まで山ほど入れる。

　そして、取引終了の五分前、突然百四十万株ぴったり、金額にして二億ムールの売り注文が入って、一転ストップ安になった。市場が閉まる五分前は特に回線が混雑しているので、異変に気がついて取引取り消しの指示を出しても、通らないことがある。注文をする際に、その旨を記した証しよう券けん会社の免めん責せき条項が現れるのもデフォルトになっている。何千人もの人が、その瞬間にラスト五分で、天国から地獄にまっさかさまに落ちたのだ。

　後で判明したことでは、買収合戦に参加していた企業に出資している投とう資しファンドが、持ち株かぶをすべて売却したとのことだった。回線混雑を狙って、買い手を全員虐ぎやく殺さつしたのだ。

　ラスト十分には魔物が潜ひそむ。

　それ以来、俺は特に理由のある取引以外は、十五分前に必ず手て仕じ舞まうようにしている。

　あとは、残っている銘柄を注視して、魔物が出てきていないかチェックする。無駄なあがきとはわかっていても、一応、なにか不測の事態が起こった時のために、株を売り払う注文を用意して、後はボタンをクリックすればいいだけの形にセットする。

　五十八分。五十九分。

　五時ちょうど。

　数字の世界が、ぴたりと止まる。

「ふう」

　俺はため息をついて、何時間ぶりかに椅子の背もたれに体を預けた。

　頭に新鮮な血が戻ってくるような、じんわりとした感覚がある。

　結果は十二万ムールの浮き。使用したのが結局二百万ムールで、うち八十万ムールは例の怪しげな銘柄に突っ込んだままであることを考えれば、上出来だ。一千万ムールを自由に使えたら、多分百万ムールはいけたはず。

　家出をした直後、取引を始めて怒ど涛とうの勢いで資産が増えていた時のような快かい進しん撃げきだ。

　これはいける。いけるかもしれない。

　そう思って背もたれから体を起こして、俺は隣にハガナがいないことに気がついた。

「あれ？」

　確か、昼が終わってしばらくの間は隣にいたような気がする。

　夢中で取引している合間にも、なにか細かい質問をされたような気がする。

　一応答えたつもりだったが、いい加減な対応に腹でも立てたのだろうか。

　さもありなんと思ったのだが、椅子から立ち上がって気がついた。

　ハガナは、ソファーで横になっていた。

「寝てんのかよ……」

　俺が呆あきれるように呟くと、ハガナの目がカッと開く。

「うわっ」

「寝てない」

「なんだよ、目を閉じて考えてたとか言うのか？」

　俺が言うと、ハガナは眉をひそめながらゆっくりと瞼まぶたを閉じて、こう言った。

「……気持ち悪い……」

「あ？　ああ……画面に酔ったのか？」

　ハガナはうなずく。

　俺も最初の頃は切り替えまくる画面に酔って、時折トイレに行って吐いてから取引をしていた。慣れるまでは目がちかちかして目を閉じてもずっと取引画面が見えていたし、眩暈めまいや頭痛もひどかった。

　今ではすっかり平気になってしまったが、ハガナは駄目だったようだ。

「大丈夫か？」

「見て……わからないの？」

　馬鹿なの？

　と続きそうだが、本当に気分が悪そうなので、その迫力もない。

「……なにか飲むか？」

「いらない。気分が悪いと言っている」

　にべもない。

　気分が悪くても冷たい水を飲んだりすると割とすっきりすると思うんだが、とは言わない。

　俺は肩をすくめて、コーヒーメーカーに残っていた飲み残しのコーヒーをカップに注つぐ。半分にしかならなかったが、ミルクをだばだば入れて量を増やす。

「そんなこっちゃ俺の言う雰囲気がわかるまで遠いな」

「……儲もうかったの？」

　ハガナは目を閉じたまま話題を変えてくる。

「儲かった」

「いくら？」

「十二万ムール」

「っ」

「もっとも、仮想の金だ。現実だったらなあ。笑いが止まらないんだが」

　しかし、もしも手元に資金が一千万ムールあれば、１％の儲けだけで十万ムールになる。

　世の中とは、そういうものなのだ。金を持っている者が、より金持ちになっていく。

「でも、一日１％の儲けじゃとても追いつかねえんだよな」

「そう、なの？」

「トップはミスター・トローチとかいうふざけた名前の奴やつだ。今、取引二十一日目で四千九百五十二万ムールちょっと。五倍弱の上昇」

「……その人はどうやっているの？」

「わからん。多分、俺と同じタイプだと思うんだよな」

「タイプ？」

「ものすごくたくさんの取引を繰り返す。どれだけ暴ぼう騰とうしている企業だって、三十日じゃせいぜい二倍とか三倍だ。三倍も行くかな？　だけど、一回の取引で１％の儲もうけを得るのは難しくない。それを一日に十回とか二十回繰り返す。そうしないと、二十一日目で五倍とかいかない」

「……道理ね」

「あるいは、最初からフルつっぱなのかもな」

「フル？　なに？」

「信用買いって教えただろ？　あれを、最初から全力でやるってこと。つまり、どの取引も必ず自分にできる最大限の取引でやる。そうすれば儲もうけは常に三倍だからな」

「……。どうしてハルはやらないの？」

　聞かれると予想していた。

「うまくいかなかったときに冷静でいられなくなる率も、三倍だからな」

「……」

「わかんねえか？　普通に取引してたら10％で済む損が30％の損になる。30％の損の時は90％の損だ。そうなると、もう冷静じゃいられない。負け始めると一発逆転を狙いたくなるのが人間の性だからな」

「でも、儲けも同じこと」

「そう思うだろ？」

「……計算がおかしいはずはないわ」

「そうじゃねえよ」

　俺は笑って、コーヒーカップを置いた。

　目を閉じて思い出すのは、あっという間に二万ムールまで増えた後、全力で一つの銘めい柄がらに突っ込んでひどい暴ぼう落らくに巻き込まれた時のことだ。

　数分判断を遅らせれば、その暴落に巻き込まれることはなかった。秒単位で値段が下がって行く銘柄を見ながら、俺は半泣きになって手じまいの注文を出しまくった。

　結局、十二分後に取引が成立して、二万ムールは14％下がって一万七千ムールくらいになった。確かに、取引を始めたころの最初の二千ムールに比べれば８倍以上だが、そのことはなんの慰めにもならず、大損をした気になって絶望した。

　俺はその時に、元手からどれだけ増えたって、一番多かった金額から少しでも下がれば胸が張り裂けそうになるのだと学んだ。しかも、その痛みと後悔は尾を引いてしまう。

　俺はわざわざ紙に書いて、端たん末まつに張り付けて自分を戒いましめたくらいだ。

　自暴自棄になるな。これまでと同じことをすれば同じように増えていくはずだ、と。

「三倍の金額で取引するには、三倍肝きもが太くないとならない」

「だとすれば、確かにハルはやらないほうがいい」

「……あ？」

　ちょっといらっとしてハガナを見ると、目を閉じていたハガナの横顔は、少し笑っているようにも見えた。

　冗談？

　犬が喋しやべったかのような驚きをもってハガナを見つめていたら、そのハガナがむっくりと起き上がる。

「……起きて大丈夫なのか？」

「だめ。でも、講義がある」

「ああ、先生の仕事か」

　ハガナはうなずき、なんとか立ち上がってふらふらと歩きだす。

「おい、危なっかしいな。ちょっとくらい遅刻しても大丈夫だろ」

　俺は、暗闇の中で手探りで歩いている人みたいになっていたハガナの手を取った。

　ハガナは振り払いもせず、その代わり、礼も言わずに答える。

「だめ。でも、ハルが微び積せき分ぶんを教えられるなら問題ない」

「……問題あるな」

「なら、行かないといけない」

　ハガナは、頑かたくなに言った。

「皆には、夢がある」

「夢？」

　俺が聞き返すと、ハガナは視線だけを俺に向けてきた。

　そして、俺が取っていた手からするりと自分の手を抜いて、歩き出す。

　ふらふらになりながら部屋に荷物を取りに行くハガナの背中を見送り、俺は呟つぶやいた。

「夢」

　ハガナの口から出てきて、これほど似合わない言葉もない。俺はしばらくぼんやりとテーブルの脇に立ったまま、ハガナが出てくるのを待った。しばらくして、だいぶ足取りがまともになったハガナが、背筋を伸ばしたまま、言葉を向けてくる。

「なに？」

「ん？」

　俺は椅子に座って、言った。

「行ってらっしゃい」

　リサの真ま似ねをした。

　ハガナは驚きに目を見開き、それから嫌そうに目を逸そらしてうつむく。

　それでも、散々ためらった後、嫌そうな目で俺を見て、返事をした。

「行ってくる」

　ハガナはすぐにプイッと前を向き、大股に歩いて居間から出て行った。

　その背中を見送って、俺はリサがハガナを可愛かわいがる理由が、ちょっとだけわかったような気がしたのだった。







　翌日、俺が朝食のために居間に出ると、ハガナも端たん末まつを持って部屋から出てきた。

　リサに注意されるのもうっとうしかったので、先にさっさと朝食を片づけてから画面に集中する。

　ハガナも俺の行動を見て素晴らしい案だと思ったかどうかはさておき、リサに注意されそうだったので端たん末まつは閉じていた。

　ただ、いつもよりも大胆にパンにかぶりついていた。

　とはいえ、ハガナはクリスみたいに口いっぱいに頰張ることができないみたいで、結局いつもと同じくらいの時間がかかっていたのだが。

　それから、俺は取引に突入した。その日はハガナは隣で見ておらず、ずっと同じテーブルで端末をいじっていた。俺が投とう資しコンテストの公式ページから取得したデータをコピーしてやったので、そのデータをもとにあれこれ考えを巡らせているらしい。

　リサは今日はアルバイトがないらしく、家事を終えるとコーヒーを俺に、ココアをハガナのために淹いれると、自分はソファーで読書を始めていた。今日は、大天使博士とあだなされた、千年近く昔の神学者の本を読んでいるらしかった。

　その後の取引内容はおおむね昨日と同じだった。一度利益の上がった銘めい柄がらは、その後も引き続き利益をもたらしてくれることが多いからだ。昨日と違うところは、昨日より少しだけ軍資金を多く投入していることだけ。例の怪しげな銘柄は、今日は２７２ムール辺りをうろうろしている。やや上がり気味だが、信用売りはさらに増している。

　午前の場も昨日儲もうけた銘柄で九万ムールの利益を出す。これでトータル＋二十一万ムール。悪くはないが、圧倒的に足りない。

　午前の取引が終わった瞬間、俺は悪態をついていた。

「くそ」

「くそ？」

　テーブルの斜め向かいに座っていたハガナが顔を上げる。

「くそだくそ」

「負けたの？」

「負けてねえよ」

「なぜ勝って怒るの？」

「全然足りねえ」

「……。問題ね」

　ハガナはうなずいて、しみじみと言う。

　俺はちょっといらついて、尋ねた。

「お前のほうはどうなんだよ」

「勉強している」

「なにを」

「必要なこと」

　そっけなく言われて、鼻白む。

「必要なことってなんだよ」

「インターネットを見ていたら、株かぶ価か予測のための理論モデルがあった」

「……は？」

「今、それを解体して、知らないことを学んでいる。理屈としても、すごく面白い」

「……つーか、そんなのネットに落ちてんのか？」

「落ちてる」

　俺はちょっと信じられず、呆ほうけていた。

　どうして金儲もうけの道具がネットに落ちているんだ？　その道具があれば株価を予測できるというのなら、皆が儲けられてしまう。

　落とした奴やつは、馬鹿なのか？

「ちょ、見せろ」

　俺はテーブルに身を乗り出して、ハガナに言った。

　ハガナは眉をひそめたが、端たん末まつをグイとこちらに向ける。

「……なんだこれ？」

「開発者の名前をとってリーチモデルと書かれていた。株価は短い時間軸では基本的にランダムに動き、その動きは正規分ぶん布ぷに従うと仮定する」

「……あ？」

「しかし、昨日の価格変化は今日の価格に影響するから、それを条件にして今日の価格を条件付き確率で求める。そして、対数正規分布に従って一定の範囲を積分して、ある範囲の値ね幅はばの期待値を……」

「ストップ、ストップ」

「なに？」

「わかった。なにやってんのかわかんないってことはわかった」

　ハガナは眉をひそめて俺を見て、自分の端末を見直して、首をひねっている。

「それと、昨日聞いた話のことも調べてみた」

「……あ？」

　俺が、やっぱりこいつは天才なのかと畏おそれおののいていたところに、言葉をつないでくる。

「チャー、ト？　を利用したもの。こっちはもっと計算が簡単」

　計算は簡単、と言うところと、チャート、の単語を自信なさげに言うところのギャップに俺はつい笑いそうになる。

「ああ。ゴールデンクロスの話だっけ」

「ゴー……ル？」

「ゴールデンクロス。短期の移動平均線が下落から上向くときに、日時の値動きが長期の移動平均線を越えた状態のことだ。チャート分析だとよく使われる形だな」

「……名前はわからない。けど、概念はすごく簡単」

「チャート分析はわかりやすいからな。俺も嫌いじゃないけど、いまいち当てになんねえ気がすんだよな」

「統計を出して確率を求めてみればいい。割が良ければ、たくさん取引すれば結果は期待値に収束する」

「まあ、そりゃそうだけど……できんの？」

「できる。四し則そく演算ができれば誰でもできる」

「し……そく？」

　今度は俺が聞き直す番だ。

「足し算、引き算、掛け算、割り算」

　ハガナの目が細められ、むしろ自分が馬鹿にされているのか？　と疑ってすらいるような目つきで俺のことを見てくる。

　足し算だのを四則演算なんて言い方しねえよ、と俺は胸中で毒づく。

「でもまあ、その、なんだ、確率で分がよさそうなのがわかるんだったら、助けになるかな」

「そう」

「で、どれがよさそうなんだ？」

　俺が尋ねると、ハガナは端たん末まつに目を落とす。

　驚いたのは、もうすでに計算を終えているのかと思ったからだ。

　しかし、ハガナは動かない。

　俺が「？」と見ていると、ハガナはやがて、端末から目を上げてこちらを見た。

「それには、問題がある」

「あ？」

「別のモデルを考えていても気がついたこと」

「なんだ？」

　ハガナは、うつむいて、もごもごと言った。

「……プログラムが、できない……」

「は？」

　聞き直すと、ハガナは顔を上げて、睨にらみつけるような目で言う。

「プログラムができない。計算方法がわかっても、一つ一つ手動でやるなんて馬鹿げているし、そもそも手動での計算が現実的ではないものもある」

「ああ……」

　確かに、と俺は思う。

　ただ、そんなところは盲点だった。

　ハガナが数学の能力に秀でていても、それを応用できるとは限らなかった。

　学校の問題なら紙の上で解ける。

　しかし、株かぶの取引では投とう資しコンテスト上だけでも千の銘めい柄がらがあって、それぞれにまた膨ぼう大だいな情報がある。

　俺が頭を抱えていると、ふと、ソファーのほうから声が聞こえてきた。

「プログラムって言った？」

「あ？」

　振り返れば、リサだ。

「言ったけど？」

「私はよくわからないんだけど、プログラム？　得意な人なら知ってるから紹介するわよ」

「まじで？」

　そういえば、リサは月面都市大学を卒業しているらしい。そんな人間ならば、俺なんか想像もできないような天才連中とのコネもあるだろう。

「ええ。協力してくれると思う。それに、私も欠片かけらでも二人の力になれたらと思うし。どうにかして協力させるわ」

　リサは苦笑いでそう言うが、俺もちょっと顔が苦くなる。

「別に徹てつ頭とう徹てつ尾びリサのためにやってるわけじゃねえよ」

「そうなの？」

　そう言ったのは向かいに座るハガナだ。

「ん？」

　振り向くと、ハガナが俺のことを睨みつけている。

「リサのためにやっているのではないの？　どういうこと？」

「な、なんでお前が怒るんだよ……つーか、そういう意味じゃねえよ」

「じゃあどういう意味」

　今にも端たん末まつを投げつけてきそうなハガナを前にたじろいでいると、リサが立ち上がって、軽く伸びをした。

「ハガナ、ハルは私に気を遣ってくれてるのよ」

「……？」

「そうよね？」

　リサの困ったような笑顔に、俺は気恥ずかしくて顔を背けてしまう。

　わかってんなら言うなよ、と思う。

「それで、紹介するなら早いほうがいいよね」

「まあ、そら……」

「じゃあ、その人には連絡しておくから。夕方がいいのよね？」

「あ、ああ。五時以降なら……」

「うん。わかった。じゃあ、私はご飯作ろうかな」

　そして、リサはトイレに行ってから、台所の前に立った。

　俺はやれやれと端たん末まつに目を戻したが、ハガナは端末を前に、首をひねっていた。







　午後の部は、快進撃に相応ふさわしいノリだった。

　二百万ムールをぶん回して、毎度２％からの利益を引き出して十六勝二敗。トータルで26％の勝ち。失敗した際に損切りがもっと早くできればパフォーマンスはもっとよかったところが悔やまれる。

　それでも、こんな数字は久しぶりだった。

　五十二万ムールの浮き。昼までの二十一万ムールと合わせると、七十三万ムール。これで、10％稼ぐと二百万の10％で二十万ムールの儲もうけだったのが、二百七十万ムールの10％で二十七万ムール、つまり七万ムールも余計に稼ぐことができる。

　こうやって、複ふく利りの魔法で資金が増えていく。

　現実でもこれだけいければと思うのだが、さすがに無理だろうと俺でもわかる。

　仮想空間上では数万人の参加者が仮想の一千万ムールを与えられて、少ない銘めい柄がらの中で六十日間全力で取引する特殊な環境だ。取引していてわかったのだが、皆焦っているような取引の仕方だった。

　そのせいで値動きが大きくなり、結果としてうまく波に乗れればすごい儲けを引き出せる。

　現実はもっと皆慎重なので、なかなかこうはいかない。

　鼻の穴が膨ふくらむくらい得意げに端末を眺めていると、部屋に戻って考え事をしていたらしいハガナが居間にやってきた。

「出かける」

「あ？」

「昼間に話した」

「ああ、人に会うんだったか」

　俺はあくびをして、首を右に左にと動かすと、ばきぼきといい音がする。

　音に驚いていたハガナに、俺は質問を向けた。

「リサは？」

「……出かけた。たまに、近所の人に呼ばれる」

「へえ。なにしてんだ？」

「お説教」

「へえ？」

「リサはキリスト教徒だもの。この町にも、何人かそういう人がいる」

「へえ……」

　地球から月に来るような奴やつらは、科学的で現実的な連中ばかりだと思っていた。

　それこそ神をも畏おそれぬほど金を稼ぎたい奴らと、神などいないと思い知らされる地獄からやってきた奴らと。

「じゃあ、帰ってくるまで待たないとだめか？」

「なぜ？　人の名前と場所は教えてもらっている」

「あ、そう。なら、行ってらっしゃい」

　俺はリサの口くち真ま似ねをして言うと、端たん末まつに戻る。

　ごん、とハガナの手がテーブルを叩たたいたのは、その直後のことだ。

「なぜ私だけが行くの？」

「え……俺も？」

「当たり前でしょう？　馬鹿なの？」

　ついに言われた。

　俺は怒るのも面倒で、しょうがねえなあ、とばかりに椅子の上で大きく伸びをした。

「それに、リサはハルなら場所に詳しいからと言っていた」

「……一人でお使いもできないのかよ」

「なに？」

「なんでもない」

　端末上の地図を見ながら喋しやべるハガナが、俺のことをぎろりと睨にらむ。

　聞こえていたにせよいないにせよ、とにかく目つきが悪いので怖い。

「で、どこだよ。俺だってそんな詳しくないけどな」

「第七外区の、七丁目六番地三号のビルの五階」

「住所で言われてもわかんねえよ」

「店名、ビッグ・ブル・カフェ」

「……あ？」

　俺がハガナを見ると、ハガナは端末から顔を上げて、言った。

「エマニエル・セロー」

「セロー……」

　その名前は聞きおぼえがある。

　あの月面の落らく伍ご者の見本みたいな店員だ。

「あいつが？　あいつがまた誰か知り合いを紹介してくれんのかな」

「わからない。この人に会えと言われた。場所はわかるの？」

「わかる」

「そう」

　ハガナはうなずき、端たん末まつを鞄かばんにしまう。

　俺もパソコンを片づけ始めたが、頭の中には疑ぎ問もん符ふが浮かんでいる。

　本当にあんな奴やつが役に立つのか？

　俺とハガナは、揃そろって教会を出発した。







　相変わらず汚いビルだった。

　俺とハガナは、ひび割れだらけの建物の中のエレベーターを使った。ハガナがいるので、壁伝いに飛んで非常階段から廊下に飛び込むことはできない。壁には様々な張り紙がされていて、アルバイト募集とか金貸しの広告とかばっかりだった。

　事前にリサから連絡がいっているらしいし、セローは知らない奴ではないので緊張もない。

　自動ドアを開けて中に入ると、すぐ脇のカウンターで、カウンターに長い脚を乗っけてゲーム機をいじっているセローがいた。
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「お」

　そして、俺に気がつくと脚をカウンターから下ろし、遅れて入ってきたハガナを見るや、目を丸くした。

「ほう、こりゃあまたいい彼女見つけたなあ」

「はあ？」

「ん？　違うのか？　リサがそう言ってたぜ」

「なっ──」

「ははは、噓うそ、うそ。怒んなよ月野郎」

　俺が睨にらみつけると、セローは肩をすくめて笑っている。

　それから、ハガナを見ると笑顔のまま軽く首をかしげて、手を振っている。

　なんだこの愛想のよさはと思う。

　対するハガナのほうは人見知りでもするのか、そんな愛想にやや体を硬くして身構えている。

　しかし、その視線はセローの頭に向けられている。

　もしかしたら、人見知りではなくて、この特徴的なアフロが怖いのかもしれない。

「で？　リサからここ紹介されたんだけど」

「ああ、聞いてるよ。プログラマー探してんだって？」

「プログラマー……かどうかは俺もわかんねえんだけど」

「なに？　要領えねえな……。リサもなんかよくわからんこと言ってたが」

「あー……」

　俺は考えをまとめてから説明しようと言葉を探していると、セローが続けて言ってくる。

「つーか、お前だいぶ顔つき良くなったな」

「は？　あ？」

「うん。たった数日でこうも変わるもんかね。子供ってのはすげえな」

「な、なんだよ、喧けん嘩か売ってんのか？」

「怒んなよ。いや、まあ、リサの奴やつは本当に優しいからなあ……。あ、お前もう膝ひざ枕してもらった？」

「は!?」

　膝枕？

　俺はリサの膝に頭を乗せて眠る自分をちょっと想像してしまう。

　悪くないというか、こいつもそういえばリサのところで世話になっていたのだ。

　こいつが？　リサと一緒に？

「リサの膝枕いいよなあ。お嬢さんはどう？　してもらった？」

　セローが笑顔で話しかけると、ハガナは顎あごを引いて警戒するように軽く体を引いたが、しばしためらった後、うなずいた。

「えっ」

「なははは、してもらってねえのお前だけか」

「な、べ、別になんか関係あんのかそれ」

「いやあ、べつにー？　でもまあ、せっかくなら地球の重力の下でやって欲しかったなあ。きっとこう、重力にひっぱられて、むっちり、ふわふわで……」

「おい、いい加減にしろよ地球野郎」

　俺がすごむと、セローは肩をすくめて声なく笑った。

「怒んなよ。そのうちしてもらえるって」

「そうじゃねえよ！」

「わかったわかった。でけえ声出すな。プログラムだろ？　面倒なやつじゃなきゃ、まあ、それなりの値段にしといてやるよ」

「……なに？」

「あ？　プログラム頼みたいんだろ？」

　俺はちょっと呆ほうけて、それから、聞き直す。

「お前がやんの？」

「おう。そうだよ？　不満が？」

「……」

　俺が返事をためらうと、ハガナが俺のことを見てくる。

「この人がエマニエル・セローではないの？」

「そうだよ、お嬢さん」

「お嬢さん？」

　ハガナはいらっとしたように聞き返す。

　セローはやっぱり体を引いておどけてみせる。

「お名前をお聞きしても？」

「……。ハガナ」

「……ふうん？」

　セローはその名前になにか含みがあるようなうなずき方をしたが、特になにも言わなかった。

　ハガナが俺みたいな家出中の身だとわかっているのだろう。

　ハガナなんて変な名前、ほかにいるわけがない。

「で、俺がセローだけど、なにか用かなハガナちゃん」

「プログラムを頼みたいの」

「単刀直入でいいね。なにをプログラムすればいい？」

「統計に関する数式」

「ん？」

「できれば、微び積せき分ぶんの数値解かい析せきも。あるいは回かい帰き分ぶん析せきの変数をいじるだけで何度も計算できるようなもの。モンテカルロシミュレーションもできると──」

「ち、ちょっとストップ」

「なに？」

「……なんの話だ？」

「プログラム」

　ハガナが答えると、セローはまじまじとその顔を見る。

　そして、俺のほうも見てきて、大きな頭をわさりと揺らす。

「リサの大学のなんかか？」

「違う」

「……。最近のガキがやるゲームには、回帰分析とかモンテカルロシミュレーションとかでてくんのか」

「俺のやってるゲームはそうらしい」

「なっ……まじかよ」

　俺の答えにセローは目を剝むくが、ハガナがさっさとネタばらししてしまう。

「株かぶの取引をしているの。私が数学で予測する。ハルが雰囲気で取引をする」

　間違ってはいないが、それだとまるで俺が単なる運と勘でやっているみたいに聞こえる。

「あ、ああ……あー……」

　セローは株の単語になにかひどく納得がいったような顔をして、大きく何度もうなずいた。

「なるほど。それでね」

「それで、できるの？」

　ハガナが聞く。

「んあ、まあ、できるだろ」

「まじで？」

　驚く俺に、セローはきょとんとする。

「リサから聞いてんだろ？」

「なにを？」

　俺が聞き返すと、セローはちょっと眉をひそめる。

　そして、もさもさと頭を搔かくと、こう言った。

「まあいいや。よっぽど頭おかしい数式でなければ、できるよ。モンテカルロだっけ？　それもまあ、できんことはないだろ。数式がきちんとしてるなら、結局はその組み合わせだ。プログラミングで最も難しいのは、実のところプログラムの使い勝手をよくするところだからな。そのへんは、そんじょそこらのプログラマーにはできないくらいよくできると保証しよう」

「本当？」

「もちろん」

　ハガナには笑顔で答える。

　ただし、ハガナの目はやっぱりセローの頭に向けられていて、そこからなにか飛び出してくるのではないかと警戒するように身構えていた。

「株かぶってことはデータがあんだろ？　どんな形式？」

「あー……ラッツィンガー経済研究所の投とう資しコンテストなんだけど。あとでデータを送る」

「んあ、ラッツィンガー？」

「あ？　知ってんの？」

「ん……まあ、有名だからな。中に何人か知り合いもいるよ」

「へ、え？」

　あまりのことにうまく意味が摑つかめずにいると、セローはさっさと話を進めてしまう。

「まあ、わかった。なら、プログラムして欲しいことと、データをこのアドレスに書いて送ってくれればやるよ。文句や疑問は直接来てくれてもいいし。俺は大抵この店にいっから。いないときは、奥のＶＩＰ席にいる」

「……やっぱ、ここに住んでんのか？」

「その通り」

「……」

　やや呆あきれてしまったが、とにかくプログラムについてはどうにかなるらしい。

　投資コンテストの関係者に知り合いがいるというのも、プログラマーなりになにか人的なネットワークがあるのかもしれない。

「料金は……そうだな、出世ばらいでいいよ」

　セローはにやりと笑う。

　俺とハガナは一瞬顔を見合わせたが、無駄金は使えないので、ひとまずうなずいてから、礼を言っておいた。

　教会に戻るとリサも帰ってきていて、晩御飯の支し度たくをしていた。

「お帰り。セローには会えた？」

「ああ」

「そう。よかった。人とのつながりはこういう時にこそ頼らないとね」

　リサはすぐに台所に向き直ってそう言うが、俺はその後ろ姿を見て、セローとのやり取りを思い出す。

　膝ひざ枕……。

　別にどうしてもしてもらいたいわけではないが、興味がないわけではない。

　そんなことを思っていたら、知らずじっと見ていたらしい。

　ハガナがそんな俺を怪け訝げんそうに見ているのに気がついて、慌てて目を逸そらし、部屋に戻った。

　膝ひざ枕……。

　どんな感じだ？　と、枕の向きを変えてあれこれと試してみた。

　そして、自分の馬鹿さ加減に呆あきれて、突っ伏したのだった。







　翌日、怪しげだと思い、買いを入れておいた銘めい柄がらに動きがあった。

　きっかけは、誰かが入れたまとまった買いだと思う。

　その直後、一瞬その銘柄の取引が止まったように思えたのは、潮しお目めが変わるまさにその境目だったからだろう。

　それまで２７０ムール近辺をうろうろしていたのが、猛烈に値を上げていった。

　俺は即座に、取引ツール画面の「成り行き」というボタンをクリックし、注文を出す。２７０ムールの値段で千株かぶ買い、という値段を指定して買う「指さし値ね」ではなくて、どんな値段でもいいから成り行き上取引が成立すればいいという、そのまま「成り行き」と呼ばれる注文だ。

　いちいち値段を書くのが面倒な時とか、値動きがあまりに速い時、値段変更が追い付かない時などに利用する。

　俺はハガナとの約束の五百万ムールいっぱいまで買い注文を入れる。

　この株式は信用売りが今や一日の出来高の三十倍以上積みあがっていて、今にも破は裂れつしそうになっていた。

　そこに、俺らのような目ざとい連中が大たい挙きよして押し寄せたのだ。

　最初はいくらかのまとまった売りが出て抵抗していたものの、踏み上げが起きそうだと期待していた連中が、血の匂いを嗅かぎつけてさらにわんさかと群がってくる。悪魔のような結けつ束そく感で、信用売り連中を吊つるすための処刑台を築いていく。

　注文が殺到し、画面上の株の状況と、実際の状況にラグが出始める。

　数瞬動きが止まり、本来ならば一ムールずつ動くはずの値段が、一気に四ムールから五ムール動くことが多くなった。サーバー側で処理が間に合っていないのだ。

　現実の市し場じようでもままあることで、こうなるともう後は上がる一いつ辺ぺん倒とうになる。

　信用売りをして損を出した連中が、損切りしようと買いを入れ、それがさらにほかの信用売りの清算を招く。

　ほんの十分で２９０ムールまで上がった。

　普通、株取引はこういうふうに勢いがつくとどこまでも向かう傾向があることから、一日の値動きには限界値が設定されていることが多い。この銘柄の上限、俗に言うストップ高は、３５４ムールに設定されている。開始値が２７０ムールぴったりだったので、そこから＋30％になる。

　画面上の値段はどんどん上昇し、あっという間に３００が見えてくる。その３００の値段の欄らんには、売り注文が一ひと桁けた多く待機していた。

　取引しているとわかるのだが、合理的な理由なんてどこにもないのに、10とか１００の単位の切りのいい場所には大きな注文が待ち構えている。心理的な節ふし目めなのだ。

　もしも３００を超えられれば、それ以上に大きな節目はもう存在しない。

　売り方が抵抗するとすればここだが、買い注文四万六千株かぶに対して、売りは十二万八千株。

　三倍近くの優勢だが、止めるのは無理だと思う。

　その瞬間、信用買いの注文欄を開く。

　ここだ。ここが、ここぞという一回目の場所だ。

　画面上に売り注文の壁が見えたせいか一瞬取引が一息つく。

　そこに、信用買いで一千万ムールを突っ込んだ。要するに借金だ。ハガナとの約束に信用買いは含めていないので言い訳はできる。それに、儲もうかればばれはしない。

　とにかく、その瞬間に俺の注文である四万株弱に達する買いが露つゆばらいをする。

　後は噴ふき上げる噴水のようだった。

　それが勝利の美酒か、血しぶきかは立っている場所による。

　俺は椅子から飛び上がって叫びたいのを我慢して、注文が成立した瞬間に売りの注文を出す。

　指さし値ねは、値幅制限いっぱいの３５４ムールから、５ムール引いた３４９ムール。

　３５４ムールにしないのは、ここまでいくと買い注文と売り注文の数が釣り合わない場合、市し場じようが閉まるまで取引が成立しないからだ。すると、例のあのラスト十分の魔物に食い殺される可能性がある。

　３５０ムールにしないのは、そこが区切りのいい数字だからだ。

　この銘めい柄がらは今まさに最高値を更新中だから、現在のところ信用売り以外の連中は全員が利益を出していることになる。利益を確定したがる人間のことを考えれば、３５０ムールという区切りは心理的に皆が売りに出したがる数字になる。

　だから、その手前の３４９ムールに注文を出す。

　一方、株かぶ価かは古めかしい宇宙船のスロットルのように、画面上を驀ばく進しんしていく。呼吸をするごとに自分の持ち株が増えていくこの感覚は、ほかに代えがたい魅力を持っている。自分の判断が正しかったのだという全能感と、他人を出し抜いたという優越感に、性的な興奮に近いものを覚える。株のトレーダーに女好きが多いというのは、事実だ。

　そして、昼の取引終了二十七分前を持って、３４９ムールですべて約やく定じようした。

　利益は三百六十万ムールあまり。

　頭のあたりがちりちりとして、髪の毛がぶわりと膨らむような感覚。

　これだ、これこそが俺が久しく忘れていた感覚だった。
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「……」

　声に出せないほどの喜びに、大きく深呼吸する。

　俺は、買い注文が殺到してストップ高になった銘柄を見て、疲れたように笑う。結論として、３５４ムールで売りに出しても、十分に売れたかもしれない。それどころか、翌日に持ち越していたら、明日もストップ高になっていたかもしれない。

　しかし、そんな夢を見ないのが、勝利への鉄則だろう。

　皮肉気に、自分に言い聞かせるのを忘れない。

　欲をかいたら負けるのだ。

　値上がりした株を売り払った後、その株の値段がまた上がり、値が上がるのを我慢できず買い戻した直後、暴ぼう落らくして破産する、という例は定番のジョークみたいに頻ひん繁ぱんに起こる。その最も有名な先例を残してくれたのは、アイザック・ニュートンだ。彼は最初はうまく儲もうけられたのに、もう一度うまい目を見ようと同じ株に手を出した直後、暴落に巻き込まれて破産した。

　もう二百年とか三百年も前の話だ。

　先人の失敗には学ぶべきだろう。株取引は、ニュートン卿きようにすら、難しいのだ。

　一方、俺はきちんと利益を確定した。端たん末まつを見てにやにやしていると、ちょうど廊下から居間にハガナがやってくる。

「……？」

　変なのがいる、とばかりに怪け訝げんな顔を向けてくるが、今だけはまったく気にならない。

　もう少し側そばにいたら、駆け寄って抱きしめていたかもしれないくらいだ。

「お前が数学で取引し始める前に、優勝確実なところにまでいっちまうかもしれないな」

　トイレに行こうとしていたハガナに俺は言う。

　ハガナはドアノブに手をかけたところで、軽くこちらを振り向いた。

「でも、賞金から三万ムールをリサに渡してくれるのでしょう？」

「ん？　あ、ああ」

「なら、それでもいい」

　ハガナは言って、トイレに行った。

　悔しがってくれるかと思ったのに、まったくそんな感じはなかった。

　俺は拍子抜けして、端たん末まつに目を戻した。

「なあに、そんなにうまくいったの？」

　聖堂に続くほうの廊下からひょいと顔をのぞかせたのは、三さん角かく巾きんを頭に巻いてマスクをして、なにやら掃除をしていたリサだ。

「ふふ。うまくいったら褒ほめてもらいたいなんて、素直よね」

「……うるせえ」

　リサは本当に目ざとい。

　図星だった俺は、端末の前で頭を抱えていた。

「さあて、それじゃあ私のほうも一旦切り上げようかな」

「……朝からなにしてんだよ」

「ん？　大掃除」

「……はあ？　そんな時期だったか？」

「いいえ？　でも、私にできるのはこのくらいだからね」

「は？」

　言葉の意味がわからずに聞き返すと、リサは三角巾を取って、手袋も放り投げ、やれやれとばかりに居間に入ってくる。

「ハルとハガナの直接の力にはなれないもの。なら、私はここを綺き麗れいに保つことで力になる。綺麗な場所にはそれだけで力が満ちるものよ」

「……よくわかんねえけど」

　俺は端末に向き直って、言った。

「汚いよりかはいいな」

「でしょう？　まあ、後はそうね。おいしいご飯に、洗濯された服。ああ。ハルはいっつもごきごき首とか肩鳴らしてるから、マッサージしてあげようか？」

　わきわきと細くて長い指を動かしながら、リサが言う。

　なぜか子供を怖がらせる魔女のように猫背だが、なにをするつもりなのか。

「いらねえよ」

「あら。私みたいな若いお姉さんにマッサージしてもらえるなんて、なかなかないのよ？」

「……自分で言うな」

「ほほほ」

　リサはわざとらしく笑って、洗面所のほうに行く。

　俺はその背中を見送りながら、膝ひざ枕なら……と胸中で呟つぶやいて、ため息をついたのだった。







　その日は、午後も順調に利益を伸ばし、結局自分の裁量で動かせる金額は一千万ムールを超えた。つまり五百万ムール以上の利益をあげたわけだ。一週間足らずで倍ならば、二週間で四倍、三週間で八倍、四週間で十六倍、八週間で二百五十六倍になり、ぶっちぎりで優勝だろうが、さすがにどこかでうまくいかなくなるだろう。

　しかし、俺はとりあえず五千万ムールがまったく無む謀ぼうな数字ではないという、手応えを得た。

　市し場じようの値段の振れ幅が大きいので、それだけうまくいった時の利益も大きいのだ。

　それに、ミスター・トローチは週の後半で失速して、一転のマイナスで四千七百八十万ムールに落ち着いていた。二位は大きく引き離されて三千百万ムールだが、こちらは取引をすでに終了している。このままいけば、二位はとても現実的な順位になる。

　二位にすべり込めれば、五万ムールの賞金をそっくりリサに渡して、俺はシュレーディンガーストリートからのヘッドハンティングを受けてここを後にする。

　世話になった場所への恩返しもできて、悪くない飛ひ躍やくの仕方だと思う。

　冗談ではなくハガナなしでもいけるのではないか。

　俺はそう思っていたのだが、露ろ骨こつにハガナをお荷物扱いすればまた問題が起きるだろうことは目に見えていた。

　リサもそういうことは好まないだろうし、ハガナはハガナで部屋にこもってあれこれしているらしいのだ。あのアフロのセローとも連絡を取り合って、すでにプログラムは受け取っているらしい。

　そういうわけで、翌日、戦士の休息の日曜日。

　朝食を食べる時もぼんやりとしていて、一応端たん末まつを開いてはいるものの、リサに笑われるくらい力が抜けていた。

　そこに、パンを食べ終えてホットミルクを飲んでいたハガナが、ことんとカップを置いてから、言った。

「プログラムでバックテストをしているのだけど」

「……はあ」

　としか言いようのない唐とう突とつな言葉だった。

「それ、で？」

「私の使い方が間違っているのか、プログラムが間違えているのかわからない。値がおかしい。何度かメールでやり取りをしたけどらちが明かない」

「……ああ」

　それで？

　俺がハガナを見ると、ハガナはじっとカップを見つめている。

　なんなんだ？

　俺が戸と惑まどっていると、ハガナの後ろで洗い物をしていたリサが、肩越しに俺になにかを伝えようとしていた。

　それでようやく、気がつく。

「あ、ビッグ・ブル・カフェに行きたいのか」

　ハガナが顔を上げる。

「そう」

「ならそう言えよ」

「……」

　ハガナはきゅっと口を引き結ぶ。

「道くらい覚えろよな」

　俺がそう言って端たん末まつ上に地図を出そうとしたところ、ハガナはなぜか視線をテーブルに落とし、うつむいている。なんだ？　と思っていると、ハガナの後ろでリサが俺のことを見つめていた。

　リサとハガナを二往復くらい見比べてようやく、ねじの緩ゆるんでいた俺の頭が正解を導きだす。

「そ、それとも、一緒に行くか？」

　俺が尋ねると、ハガナの体がピクリと動き、それから、ゆっくりと視線がこちらに向けられる。

「お願い」

　そこだけははっきりと言い、リサはやれやれと洗い物に戻る。

　ビッグ・ブル・カフェに行った時、ハガナはセローの頭にびびっていたようだった。

　でも、あれはもしかしたら単純にセローが怖かったのかもしれない。怖いは言いすぎでも、よく知らない奴やつは苦手なのかもしれない。

　気が強そうでも変なところで弱いハガナだ。

　外では気弱なお嬢さんでも、俺は全然驚かない。

「早いほうがいいのか？」

「月曜日には間に合わせたい」

「……はいよ」

　俺はまだ残っていたハムエッグをかきこんで、パソコンを閉じる。

「けど、あいつはこの時間にちゃんと起きてんのかな」

　その呟つぶやきには、誰も返事をしなかった。







　日曜日の午前中には独特の空気がある。

　平日は働いている人が多いせいか、町の空気はどこか気合が入ってきびきびとしている。

　しかし、休日の空気はどことなく弛し緩かんし、落ち着いている。

　人通りが少ないせいもあって、空気もすがすがしく感じられた。

　俺は相変わらずあれこれ道の途中で目につくものを見ては、あそこの企業の製品だろうかとか考えながら歩いていた。そのせいでハガナと距離が開くことがしばしばあったのだが、今日はハガナは文句を言うことも睨にらみつけることもなかった。

　俺が遅れると、立ち止まってぼんやりとあたりを見回して俺を待ち、また歩きだすのを繰り返していた。

　そんなことをしながらビッグ・ブル・カフェにたどりつく。

　店に入ると、セローではなく店名に相応ふさわしい巨漢の髭ひげ男が、カウンターの中に窮きゆう屈くつそうに体を押しこめて電子雑誌を読んでいた。そして、じろりと俺たちのことを見る。

「らっしゃい」

　ハガナは完全に足が止まって、自動ドアのど真ん中で立ち尽くしている。

「あー、セローいる？」

「店長？　店長なら一番奥の二番席にいる」

　なんと、あの野郎は店長だったのか、と思いつつ、礼を言う。

「ありがとう」

　牛男は「ふん」と大きくうなずいて、再び電子雑誌に目を戻す。

　俺は自動ドアのところで立ち尽くしているハガナを振り向き、奥に行こうと身み振ぶりで示す。

　しかし、歩き出しても動かなかったので、ハガナの手を取って引っ張って行った。牛男は雑誌と俺たちをちらちらと見比べていたが、最後にちょっと笑っていたような気がした。

「……怖く、ないの？」

　迷路みたいな細い通路を歩きながら、ハガナはそう言った。

「あ？」

「よくない人に見えた」

「よくない……まあ、銀行員じゃないよな」

「……」

　ハガナはどう反応していいのかわからないようだったが、顔つきは真剣だ。

「体を鍛きたえればいい。大抵の相手は怖くなくなる」

「……ハルは、鍛きたえてるの？」

「トヤマのおっさんぶったおしたの見てなかったのかよ。その辺の大人なら軽く勝てる」

「……。そう」

　ハガナはそして、うなずいた。

　俺はなにか言おうと思ったが、やめた。体の大きい大人の男が怖いというのは、単純な腕力差以外の、もっと別の理由があるような気がしたのだ。ここに来るのだって、自分で来られるのなら一人で来たはずなのだから。

「で、二番席、ここか」

　店の一番奥まった突き当たりに、部屋が二つあった。料金がほかの席の三倍くらいするブースだ。

「起きてるか？」

　扉をこんこんとノックする。店の中は静かなので、あまり大きな声を出すわけにもいかない。

　何度かノックしたが返事がないので、俺は扉をそっと開けた。すると、パソコンの画面上でなにかの映像が無音で動いている。ヘッドフォンで聞こえてないのか？　と思ったが、直後に俺は扉を閉じた。

「……なに？」

　ハガナが俺を見て尋ねてくる。

　俺は、ややどぎまぎしてから、ハガナにこう言った。

「ちょっと、あっち行っててくれ」

「なぜ？」

「いいから」

「……」

　ハガナは不満そうにしたが、結局引き下がってくれた。

　渋々といった感じで今来た廊下を三歩ほど戻る。俺はもう少し、と手で合図する。

　ハガナは眉をひそめたが、もう二歩ほど下がってくれた。

　俺はうなずき、扉をあけるとするりと中に入る。

　ブースの中では、音声の出ていないエロ動画が画面いっぱいに流れていた。

「おい」

　ソファーの上で眠りこけているセローの頭を小突く。

　セローはほどなくして起きて、寝ぼけ眼まなこで俺を見る。

「ん……お？　おお……」

　もごもごと言って、思い切りあくびをする。身長が高いせいで、ソファーに横になっても脚が膝ひざから下ははみ出ている。大きく伸びをすると体の半分以上が出ていたが、こんなところで寝るくらいなら家を借りればいいのにと思うが、儲もうかっていないのかもしれない。

　とにかく、俺はその間にディスプレイの電源を切る。

　リサと同じくらいの年齢の女の人が、外宇宙を背景にあられもない姿であられもないことをしていた。

「エロ動画流しっぱなしで寝てんなよ」

「ふわあぁぁ……ん？　ああ、お気に召さないか？　あのシリーズ、結構綺き麗れいな子多いんだよな。全裸で宇宙服とかよくないか？」

「そういう話じゃねえっ」

「ならなんだ。ああ、ハガナちゃんくらいのがいいって？　いやあ、ないわけじゃないが、捕まっちまうからなあ……あ？」

「おい、本当に殺すぞ」

「わかったわかった。怒んなよ」

　セローの胸倉を摑つかんで締めあげたが、セローはまったく怯ひるまない。

　怒るのも馬鹿らしくなって、手を離す。

　セローは頭をもさもさとかきながら、へらへら笑っていた。

「で？　なんの用だい」

「……ったく、なんか、ハガナが用があるんだと」

「え、ハガナちゃん来てんの？」

　セローは驚いて、慌てて自分の服を見直して、どこをどう直すつもりなのか自分の髪の毛を両手で押さえたりしている。

「すぐそこに待たせてある。扉開けたらエロ動画流しっぱなしだったからな」

「それならそうと言えよ。変態だと勘違いされるだろ」

「知るかよっ。なんか、プログラムがうまくいかないんだと」

「あ？　ああ、メールでもそんなこと言ってたな」

「呼ぶぞ？」

「おお、いいぜ」

　壁にかけてある小さな鏡に向かって、顔を横にしたり斜めにしたりして莫ばく大だいな体積の頭をいじくっている。

　俺が扉から顔を出して廊下を見ると、所在なげに立っていたハガナがこちらを見る。

　あからさまにホッとしたように見えて、目つきがきついこともあって、のけ者にされてすねているようにも見えた。

「いいの？」

「ああ、紳士の準備は終わったと」

「……？　そう」

　俺がブースの中に引っ込むと、ハガナはややためらいがちに中に入ってくる。

　目にする物すべてが目新しい、というわけでもないだろうが、少なくともリサの教会とは大違いの環境なので、やや戸と惑まどっているようではあった。

「やあ、ハガナちゃん」

「……」

　セローのあいさつに、ハガナはうなずくだけ。

　セローがパソコン前の椅子をぐるりと半回転させて、そこに座るようにと笑顔で促すと、ハガナはおずおずといった感じに腰をおろした。

「プログラムのことだって聞いたけど」

「……そう。統計処理の期間指定のところでエラーが出る。たとえば……」

　ハガナはスイッチが切り替わるようにはきはきと、自分の端たん末まつを鞄かばんから取り出して説明を始めた。その中身は俺なんかが聞いてもまったくわけのわからない代物で、ほとんど呪文のようにすら聞こえる。

　俺がここにいてできることなんてなさそうだし、ブースの中は三人いるとさすがに手狭だったから、外に出ているかと扉に手をかけた。

　ハガナが説明を止めたのは、その瞬間だ。

「？」

　俺が振り向くと、ハガナと目が合った。

　行ってしまうの？　なんて感じの無防備な顔だった。

　俺はドキリとしてかたまってしまう。

　ただ、そんなことをセローに感づかれたくはなかったので、俺は平静を装って肩をすくめ、仕方ないといった感じに扉から手を離し、机に軽く腰掛けた。

　ハガナはそれを不安げに見届けてから、説明に戻る。わずか一秒にも満たない時間のやり取りだ。セローはハガナの質問に顔をしかめていたせいか、気がついている感じではなかった。

　ハガナは再びセローとのやり取りを開始する。

　俺はそんな二人を眺めながら、胸のドキドキを必死に沈めていく。確かに、いくらハガナといえども狭くてごちゃごちゃしたこんな場所に女の子が一人で取り残されたら怖いかとも思う。

　でも、ハガナの無防備な顔はそれにしたってとてもあどけなかった。

　なにか庇ひ護ご欲みたいなものを刺激され、守ってあげなければとすごく突き動かされた感じがした。

　俺は、こんなふうに人に頼りにされたことがない。

　テーブルに腰掛けながら、悪くない……、なんて思っていた。

「うぅん、そうか……すると、やっぱり……」

　ハガナと話していたセローがうめいた時だった。

「ん、暇ひまそうだな？」

　と、ハガナと話していたセローがふと言った。

「ゲームならそこにあるぜ。ネットもつながってるし、ちょっと暇潰しててくれ。時間かかりそうだ」

「あ？　そうなの？」

「ああ」

　セローが言うので、俺はそれなら、と思ってテーブル周りに散らばるあれこれを見る。

　一方のセローは、ハガナに向き直って真面目腐くさってこう言った。

「いやあ、ハガナちゃんには知的好こう奇き心しんを刺激されるね。俺はこう見えてもこういう難しい話が好きでさ。やりがいがあるよ」

　俺は横で聞きながら失笑してしまう。

「そう、なの？」

「うん。ばりばりの理系だぜ。いいね、ハガナちゃんみたいな子と数学の話できるなんて思わなかったよ」

「……そう」

　あからさまなおべんちゃらだが、ハガナはややためらいがちにでもうつむいて、まんざらでもなさそうだった。自分の得意な分野で話す相手がいるというのは楽しいことに違いない。株かぶの話すら頭が痛いというリサが付き合えるとは思えないし、教え子たちは皆生徒であって対等の立場ではない。

　ということは、セローも相当頭がいいということになるが、そうなのか？

「この店に来るのはこいつみたいなきたねえ野郎ばっかりだからさ。もっと来てくれると嬉うれしいな」

「きたねえってなんだよ」

「事実だろ。何度か苦情来てたんだぞ。臭いのがいるってな」

「……うん。ハルは臭かった」

「ぐっ」

「はは、だろ？」

　セローは笑い、ハガナもまた同調する。くそ、と思うが、事実なので仕方ない。

　俺は反論も諦めて、ゲームに逃げようとする。ディスプレイの電源を入れて、ゲーム用コントローラーをパソコンにつなごうと、テーブル下に顔を突っ込む。

　その瞬間、セローががたっとソファーから立ち上がり、ぱくぱくと口を動かしている。

「？」

　俺はテーブルの下からそんなセローを見て、なんだ？　と思う。

　そして、セローの手がハガナを越えてディスプレイに向けられようとして、俺はエロ動画が流しっぱなしだったことを思い出した。

「なに？」

　ハガナがセローに尋ねる。

　セローがハガナを見る。

　ハガナが体をひねり、振り向こうとする。

　終わった。セローがそんな顔をした。

　その瞬間、俺は手元にあったケーブルの束たばを力任せに引っこ抜いた。

　ブツッキュウウウン。

　そんな音を立てて、パソコン本体が停止する。

　ハガナが振り向いたときには、なにも映っていなかったはずだ。

「なんなの？」

　ハガナの視線が、ディスプレイから俺に向けられる。

「……ま、間違えてコンセント抜いちまった」

「あ、あー、ま、まあ大丈夫だ」

　セローが拾ってくれる。

「そ、そうか？　いや、よかった」

「ああ、気にすんな。大丈夫。つーか、よかった」

「よかった」

　俺とセローがそんな会話を交わす間で、ハガナだけが「？」と首をひねっていたのだった。







　結局、ビッグ・ブル・カフェを出たのは昼過ぎだった。

　ハガナとセローの話し合いは元より、話し合った内容をその場でプログラムに反映させていたので余計に時間がかかったのだ。

　とはいえ、セローから言わせればこんなに早く仕事ができるのは俺くらいだと豪ごう語ごしていた。

　言葉の真しん偽ぎはわからないものの、実際にタイピングの速度は速かった。ハガナの前でいいところを見せたいがために、いい加減に打っているのではないかと疑ったくらいだ。

　最終的にハガナの言う不具合は解消されたらしく、あれこれ数字を打ちこんでは結果を出して、満足げにうなずいていた。

　ただ、俺がビッグ・ブル・カフェから出ると、頭の中には飯のことしかなかった。取引中には気にならないが、気が緩ゆるんでいる時は、俺もそれなりに育ち盛りなのだ。

「なあ」

　俺が後ろを振り向いて声をかけると、ハガナはちょうど出来立てほやほやのプログラムが詰まった端たん末まつを、鞄かばんに大事そうにしまいこんでいるところだった。

「お前、一人で帰れよ」

「……なぜ？」

「俺、ちょっとこの辺でなんか食ってく。教会まで我慢できそうにない」

　プログラム中に、セローが気を利かせてピザでも取ろうかと言ってくれたのだが、ハガナが断ってしまった。教会に帰ればリサがご飯を用意してくれているらしい。

　しかし、ここからハガナとのペースに合わせて帰れば、三十分くらいかかる。

　俺は途中で餓が死しする可能性を否定できない。

「道、さすがにわかるだろ？」

　下りのエレベーターが行ったばかりだったので、待つのも面倒くさくて細くて狭い階段を降りながら俺が言うと、ハガナは踊り場に立ち尽くしたままだった。

「……」

「なんだよ」

　立ち止まり、聞き返すと、ハガナはうつむかせていた顔を上げて、こう言った。

「私もそうする」

「っ……」

　ちょっとあっけにとられてから、素直にこう言ってしまう。

「教会に飯あるんだろ？　俺はそっちも食うつもりだけど」

　ハガナはそもそも少食だ。俺のそんな言葉に軽く目を剝むいて驚いていたが、すぐに表情を険しくすると、誰かを恨むようにこう言った。

「教会にご飯はない」

「……はあ？」

　俺は思わず聞き返す。セローがピザを取ろうかと言ってくれた時、断ったのは教会にリサが飯を用意してくれているからという理由からだった。

「リサがアルバイト行く前に用意しておいてくれたんじゃねえの？」

「してない」

「……」

　俺は空腹のせいで空転しがちな頭をなんとか回すが、答えが見えてこない。

　まさか、俺と二人きりで飯を食べたかったとか？

　そんな馬鹿げたことを半笑いに考えてから、はたと気がついた。

「セローがそんなに怖いのかよ」

　笑いながら言うと、ハガナが見てわかるほどに体をすくませる。

　図星だったようだ。

「まあ、確かにあの頭はすごい迫力だけどな」

「……」

　ハガナは嫌そうに顔を背けていたが、俺の言葉にはゆっくりと、うなずいた。

　そして、小さく呟つぶやいた。

「男の人は、苦手」

「俺も男だけど？」

　尋ねると、ハガナは階段の上から大だい上じよう段だんに見下ろして、はっきりと答える。

「子供じゃない」

「は、は……」

　思わず顔が引きつってしまったが、ハガナは言い終えるやいつもの調子を取り戻したようで、階段を静かに下りてくる。

　それから、俺の目の前までやってくると、こう言った。

「それで、どこで食事をするの？」

　早く案内しなさい。

　俺は肩をすくめて歩きだそうとする。自分より背の低い女の子に子供呼ばわりされて腹が立つのは、やっぱり俺が子供だからだろうか。

　そんなことを思いつつビルから出て、ふと思いついたことがあった。

「あ、そうだ」

「なに？」

「日曜のこの時間なら、クリスがいるかもしんねえよな」

「……クリス？」

　ハガナが怪け訝げんそうに俺のことを見てくる。

「ハルがクリスになんの用があるの？」

「日曜日のこの時間ってあいつトンネルのところによくいるんだろ？」

「そうだけど……」

「そしたら、その辺でパンでも買って、あそこで食うのもいいだろ。景色もいいじゃん。俺、あそこ好きなんだよ」

　ハガナは油断なく俺のことを見つめている。

　さながら子猫を守ろうとする母猫みたいなものだが、確かにクリスはどんくさそうなので、そういう気持ちもわからないではない。

「……。そう」

　じっと俺の言葉を吟ぎん味みするような沈黙ののち、ハガナはうなずいた。

「なら、それでいい」

「おう。んじゃ、パンはその辺で調達しよう。お前、金は？」

　俺が尋ねると、ハガナは不快そうに眉をひそめてこちらを見る。

「リサからきちんと受け取ってある」

「そんなに怒んなよ」

「怒ってない」

「まあいいや。足りなかったら俺が出すよ」

　ハガナは即座になにか言いかけたが、俺は畳たたみかけるように言う。

「この間、俺のために値切ってくれただろ？」

　あれは俺への礼のつもりだったらしいから、礼への礼というのもおかしなものだが、服屋の前でのやり取りを思い返すと、これくらいしたほうがいいかなとも思う。

　ハガナもハガナでなにか言いたそうな顔をしていたが、特に言葉が見つからなかったらしい。

　視線を逸そらして、むすっとしたまま、うなずいた。

「あ」

　そして、俺の声に、視線をこちらに向ける。

「もう、強引に値切るなよ」

「……」

　ハガナは一瞬虚を衝つかれたような顔をして、それから見る見るうちに不機嫌そうな顔になる。

　しかし、俺の脛すねを蹴りはしなかった。

「わかった」

　その代わり、思いのほか素直にうなずいたのだった。







　俺とハガナは近くにあったパン屋でそれぞれパンと飲み物を調達して、第七外区につながるトンネルまで戻ってきた。

　当たり前だが今日もいい天気で、のんびり景色を眺めながら飯を食うにはいい日和だ。

　ただ、ハガナと二人で顔を突き合わせて飯を食うのが気恥ずかしかったのでクリスのことを提案したのに、肝かん心じんのクリスの姿が見当たらなかった。

「まあ、そのうち来るか」

　このまま教会まで持って帰るのは我慢できなかったし、お前だけ先に帰れなんてさすがにハガナ相手でも言えはしない。俺は鞄かばんを背負いなおし、いつもどおりに木に向かって跳ちよう躍やくし、足で木を蹴ってトンネルの上までひらりと舞い上がる。

「さて、飯だ飯」

　俺は腰を落ち着けるのももどかしく、再生紙でくるまれたサンドイッチにかぶりつこうとする。その手が止まったのは、ハガナが道の真ん中から、俺のことを苛いら立だたしげに見上げていたからだ。

「登れない」

「……」

　そういえばハガナは月の重力に慣れ切ったひ弱な身だった。

　面倒だなと思ったが、無視をするわけにもいかない。

　俺はサンドイッチを持ったままトンネル脇に飛び降りて、大きく一口かじった。

「むぐ……荷物」

　俺のもとに歩み寄ってきたハガナは、言われるままにパンの入った袋を差し出してくる。

「しっかり胸に抱きしめてろ。鞄かばんも」

「？」

　ハガナはややためらいつつ、おとなしく言葉に従う。

　俺はサンドイッチを一口頰ほお張ばってから、言った。

「動くなよ」

「……え？」

「よっと」

　俺はサンドイッチを咥くわえ、ハガナの膝ひざの後ろに腕を通すと、そのまま持ち上げた。

　巷ちまたでいうところの、お姫様抱っこだ。ハガナは目を白黒させて、俺のことを見つめていた。

　さすがにこのまま木を使って三角飛びは無理だったので、ちょっと遠回りだが崖に向かって走り、木の根っこ、岩、また木の根っこ、木の枝と飛び移り、最後にトンネルの出っ張った部分に飛び移る。

　ハガナはそのたびに声にもならないような小さな悲鳴を上げていた。

「ほれ、到着」

　俺が言うと、ハガナはようやく我に返る。

　慌てて起き上がろうとするものの、俺の腕の上にいたことをすっかり忘れていたらしい。

「ひ、ぁ……」

　バランスを崩して後ろに倒れそうになる。

　俺はやれやれと思いながら、まず足を下ろし、体を支え、立たせてやる。

「お前、運動神経はないよな」

　むしゃむしゃとサンドイッチを食べながら言うと、ハガナはやや乱れた髪の毛もそのままに、疲れたように答える。

「……否定しない」

「ほら、パンと鞄、落ちるぞ」

「……」

　荷物を持ち直し、ハガナは髪の毛を手ぐしで整ととのえる。

　そして、ふと顔を上げた瞬間、その視線は大きく見開かれていた。

「……すごい」

　トンネルの上に立ちつくし、髪の毛のことも忘れたように呟つぶやいていた。
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　俺はちょっと得意げに思いながら、腰をおろして二つ目のサンドイッチに取り掛かる。

「俺が知ってる中だと一番の景色かな。ほかに人いねえし」

「……ハルは、いつもここでご飯を食べてるの？」

　ようやく景色の感動から戻ってきたらしい。

　俺のことを見下ろして、尋ねてくる。

「いや？　でも、たまに来るよ。ここからならニュートンシティも見えるしな。考え事をするにはうってつけだ」

「……」

　ハガナはまた景色を見て、目を細めるとゆっくりとうなずいた。

「クリスもここで問題を考えることが多いと言ってた」

「残念ながら、お前は自力で登れないがな」

　俺のからかいの言葉に、ハガナは唇を引き結ぶ。

　そして、ようやく腰をおろしてから、こんなことを言った。

「梯はし子ごを持ってくればいい」

「はは。だっせえ」

「そのほうが合理的」

　悔し紛れのようにも聞こえるし、本気のようにも聞こえる。

　どちらにせよ、ハガナのことだから本当に梯はし子ごを持ってきかねない。

　そんな姿を想像して、ちょっと笑ってしまう。

「でも」

「あ？」

　俺がパンからはみ出た野菜を指でつまんで口に運んでいたところに、ハガナが言った。

「やっぱりいい景色」

「……」

　まるで自分のことを褒ほめられたように嬉うれしくなってしまうが、そんな自意識にちょっと恥ずかしくなる。

「教会の三階も悪くねえじゃん」

　だからそう言ったのだが、ハガナはくるりと振り向いて、答える。

「こことは眺めが全然違う」

　当たり前のことを言われてしまう。

「それに、ここは知ってる景色に似てる」

「あ？」

　俺が聞き返すと、ハガナは遠い目をして景色を眺めていた。

　その横顔には、いつもの険けんがない。

　ただ、穏やかとも違うものだった。

　望郷。

　俺がその単語を思いついた直後、ハガナは視線を景色からサンドイッチに戻していた。

「それより、一つ聞きたいことがあるのだけど」

「ん、あ、なに？」

　ハガナの横顔に見とれていた、というわけでは決してないが、俺はその言葉で我に返り、慌てて聞き返してしまう。

「な、なに？」

「コンテストのこと」

「あ、ああ……。なんだ？」

「……」

　まだ質問なんかあったのか？　という感じだが、俺が聞き返してもハガナは質問をよこさない。手にしたサンドイッチを見つめたままじっとしている。

　俺が催さい促そくも無視もしなかったのは、質問を考えているのだとよくわかったからだ。

「賞金のこと」

　しかし、出てきた言葉は単刀直入だった。

「ああ」

「本当に、リサのためにわけてくれるの？」

　今さら聞くのかよと思いつつも、ハガナの関心は結局そこなのだ。

　俺は指についたマスタードをなめながら、答える。

「五万ムール以下なら全額。二十万ムールだったら、余った分は、半分こかな」

「……本当に？」

「俺ってそんなに信用ないか」

　怒る気もなく聞き返すと、ハガナは珍しく気弱に目を逸そらす。

　それから、窺うかがうような上目遣いになって、言った。

「仮に」

「ん？」

「仮に、私のプログラムがなんの役に立たなくても？」

　ハガナの真っ黒い目が、俺のことをしっかりととらえている。

　心配性、と笑うわけにはいかなかった。

　ハガナは、自分の数学が現実の問題にはなんの役にも立たないことを、自じ嘲ちようするように話していた。

　そして、ハガナはその人生において、ずっと無力だったのだ。

　笑うわけにはいかない。

　リサから頼まれたからというより、女の子にそんなことをするわけにはいかない。

「できれば役立たずであって欲しくないけどな」

「……」

「でも、まあ、リサには一応世話になってるし」

　それに、賞金が出るような上位入賞ならば、ヘッドハンティングだって来るはずなのだ。

　どちらかといえば俺の目的はそっちのほうだ。

　後あと腐くされなくあの教会を後にできるのなら、数万ムールくらい惜しくない。

「それに、お前が役立たずかどうかは、まだわかんねえだろ？」

　俺が言うと、ハガナは意外そうな顔をして俺の顔をまじまじと見る。

　そして、ゆっくりと目を伏せると、こくりとうなずいた。

「役に立ちたい」

　ハガナはしっかりと言う。

「一度くらい？」

「っ！」

　俺の言葉に、ハガナはびくりと顔を上げる。

　それから、俺がにやにや笑っているのを見ると、音がしそうなくらい顔をしかめて俺のことを睨にらみつけてきた。

「はは、冗談だよ」

「うるさい」

　珍しくハガナが子供みたいに言い返してきて、俺はますます機嫌がよくなってしまう。

　ただ、自分がなんの役にも立てないなんて、そんなことはハガナでなくたって嫌だろう。

　俺はだだっ広い景色を眺めながら、仕方なくこう言ってやった。

「うまくいくといいけどなあ」

　むすっとしてサンドイッチをかじっていたハガナが、視線を上げたのが気配でわかる。

　そして、ハガナもまた景色を見て、ゆっくりとうなずいていた。

　世は何事もなく平穏を享きよう受じゆしているように見える。

　できれば自分の関わりのある人たちもまた、そうであればいいと思う。少し前までは自分の儲もうけしか考えていなかったのに、俺はそんなことを思っていた。

　投とう資しコンテストで優勝すれば賞金の二十万ムールに加え、シュレーディンガーストリートからのヘッドハンティングがある。俺はそれを考えると胸の内がざわざわするほど落ち着かなくなる。ハガナのプログラムが役に立ってくれよ、というのは本心だ。その本心の、成分比が少しだけ違っている。

　ただ、そんな投資方法などとはまったく無む縁えんだったので、真しん価かは未知数だ。

　俺はサンドイッチを一足先に食べ終えて、寝転がっていた。

　うまくいけばいいのにな、と純じゆん粋すいに思った。

　ほどなくして、崖を走りあがる音とともに、大荷物を抱えたクリスがやってきたのだった。
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　翌日、俺とハガナは雁がん首くびを揃そろえてテーブルについていた。

　俺のパソコンの隣にはハガナの端たん末まつが置かれていて、例のセローに作ってもらったプログラムが開かれている。

　一応そのプログラムの中身を聞いたところ、俺から聞いた、株価を左右する要因を全部関数の変数にして、銘めい柄がらの中から今後の動きを予測できそうなものを選び出す、らしい。

　未来の株かぶ価か予測は正規分ぶん布ぷによる時間変移がどうのと言われたが、要するにその点以外は俺がやっていることをなんとか数学で真ま似ねしようというわけだ。

　俺とそのプログラムが違うのは、プログラムが全銘柄の中から瞬時に俺が気に入りそうな銘柄を見つけ出してくるのと、そのプログラムなりに計算した未来の株価を表示することだ。

　株価は常時上がったり下がったりしているが、その値段の動きの幅をボラティリティなんて呼ぶ。相そう場ばが大きく動く日は値が大きく動くが、ほとんどの日は同じくらいの幅で行ったり来たりする。プログラムはボラティリティをその日の指し数すうの動きから判断して代入し、時じ々じ刻こく々こく値段を予測して表示している。

　俺はハガナのプログラムが選び出してきた銘柄をざっと眺め、使えそうな銘柄を開いていく。

　よさそうなのがいくつかあって、今のところ俺の判断基準をうまく模も倣ほうしているように思えた。

「じゃあ、試してみるか」

「うん」

　ハガナはちょっと緊張しているようだった。

　仮想市し場じようが開き、一斉に株かぶの値段が動き始めた。

　ハガナのプログラムが選んだ銘めい柄がらは、それが確定的な事項であるかのように、今日の値幅が記されている。指し数すうの動き、つまりその日の相そう場ばの雰囲気にもよるらしいが、大体七割くらいの確率でこうなる、という値幅が示されているらしい。

　俺はほかの銘柄も見つつ、一応その銘柄をメインにやっていく。

　今日は相場全体が若干だれているようで、いまいち動きがない。プログラムもそれを反映してか、少しだけ値幅を狭くしてくる。どうやら数分おきに計算し直しているらしい。

「どうなの？」

　ハガナが聞いてくるが、俺は肩をすくめて、じっと値段を見つめている。じりじりと下げ続けていて、買いがなかなか入らない。俺の直観では、手を出すべきではない雰囲気だ。

「こっちの値が値段の下限だっけ？」

「そう。数値を調整した後の、標準偏へん差さ一個分の値段」

「……」

　なんのことかよくわからないが、そういうことなんだろう。

　しかし、雰囲気というものは、たくさんの銘柄を息をつめて睨にらみ続け、ほかの手掛かりになりそうなすべての指し標ひようを頭に叩たたき込み、目まぐるしくすべての数字を追いかけてようやくほのかに摑つかめるようなものなのだ。それを数学で本当にとらえられるのだろうか？

　俺は今さらながらに怪しくなってくる。

　なにせ、そのプログラムは市場が開く前から、すでに今日のすべてを見透かしているかのように、上限と下限はこんなもの、と記しているのだ。

　ちなみに、俺が見ている銘柄の下限は７３２ムールで、現在７３８ムール。開始値が７４５ムールなので、１％ほど下がっている。１％の下げはくしゃみみたいなもので、鼻がくすぐったくても出るだけで、風邪とはまったく関係がない。

　ただ、だからこそ手掛かりがなく摑みづらい。

　俺はほかの銘柄画面を開き、誰かがしびれを切らしたか、それとも仕掛けたかして勢いのついた銘柄を見つけ、相乗りする。

　上昇し始めの株を買って、まだ早すぎるだろうというところで売る。利益が出たら、その後の展開など見ない。

　ハガナが隣でやきもきしているのがわかったが、午前中をあの銘柄一つに費やすわけにはいかない。一時間か一時間半くらい、俺はほかの銘柄で０．７％とか、０．５％とかの利益を積み重ねていく。絶好調からは程遠いが、この市場の弱さならいいほうだ。

　途中で二つほど０．２％のマイナスを出して、やれやれと思ったところだった。

　突然、ポーン、と鳴った。

「ハル！」

　ハガナが俺の名を呼ぶ。見ると、指は端たん末まつを指している。覗のぞきこめば、ハガナのプログラムの数値がピカピカと光っていた。自分の端末でもその銘めい柄がらの株かぶ価かを確認すると、下限近くの７３４ムールにまで下がっていた。

「下がってる」

「わかってるよ」

　俺は画面を見つめるが、板にはこれといった特徴のない売りと買いの数字が並んでいる。

　ここで買いを入れるのか？

　俺は、正直怯ひるんでしまう。手掛かりといえば、ハガナのプログラムしかない。

「ボラティリティが低いのに、シグマの下端まで来てる」

「……」

　あいかわらずなんのことかわからない。

　ただ、ハガナは真剣だ。俺はハガナを信じて、買いを入れてみた。

　７３２ムールが下限だと言うので、いつもの習性でその手前、７３３ムールまで来たら買うという、指さし値ねの注文を出す。銘柄はじりじりと７３５ムールでやり取りした後、少しまとまった売りがあって７３４、７３３と一気に滑り落ちる。俺の注文も成立して、株価はいったん下げ止まる。

　しかし、こんな状況ならば買う側は難を避けて手を引きたくなるし、信用売りを狙っている奴やつらは売りにいくべき場所だ。

　当然、売りの注文がごそっと出る。

　７３３ムールに出ていた買いの注文がすべて飲み込まれ、７３２ムールに半分以上食い込む。

　俺はびびって損切りの注文を出そうとする。今なら傷が浅く済むからだ。

　ハガナがそれを察したらしく、俺の手を摑つかんで止めた。

「だめ」

「あにすんだよ！」

「ここで買われるはず。買われるはずなの」

　ハガナは俺の手を持ったまま、言う。

　なぜ？　根拠は？

　自分が作ったプログラムだから、予測が当たって欲しいと願うのは人情だ。

　それでも目の前の現実は非情であり、「株は所有者を選ばない」という相そう場ば格言があるほどに、無む慈じ悲ひで自由気ままな動きをする。祈るだけでうまくいくなら、リサみたいな連中こそが金持ちだ。

　７３２ムールの買いも削られ、７３１ムールに入る。すでに０．３％の負け。投とう資しで最も難しいのは、実は儲もうけることよりも、損が出た時にいかに素早くその銘めい柄がらを切り捨てられるかだ、と言われている。普通の人間は、損が出るとその株かぶを放置して、値が上がるまで待とうとする。

　そうすると、ほとんどの場合、傷口がでかくなり続けるか、二度と元の値段に戻らなくなる。

　俺は習性として、損を最小限に食い止めたい衝動に駆られている。伝説の投とう資し家のルールを思い出せ。あれはどういうものだった？

　雰囲気も最悪だ。買いに入る理由がまったくない。７３１ムールの下には７３０ムール、つまり10の単位のちょっとした壁が待っている。そこには、安値で株を買いたいと考える者たちが、切りのいい数字なので買い注文を出している。

　これを当てにしているのか？

　こんな雰囲気だと、値下がりを止められても、上がる理由にはならない。

　それでも、ハガナはじっと画面を見つめている。

「上がる、上がるはずなの……」

　株は売りが出て、７３１ムールの買い注文も尽きようかとしている。

「？」

　しかし、株価はそれ以上下がらなかった。

　断続的に買いが入って、止まったのだ。

　売り、買い、売り、買い、と拮きつ抗こうし、雰囲気が変わる。

　まさか？

　取引が止まる。

「上がれ」

　ハガナが呟つぶやいた、その瞬間だ。

「な──」

　一気に７３３ムールまで届く買いが入る。売り側の連中はしゃっくりでも起こしたかのように動きが止まる。買いがさらにごそっと入る。７３４ムールにまでいく。売りが出る。しかし、水鉄砲みたいなそれは、次のターンで蒸発した。

　７３５、７３６、７３５、７３６、７３７、７３８、７３９……。

　慌てふためいた売り側が、７４０ムールに注文を結集させるのがわかった。

　俺の利益は１％弱。

　利益を確定させるなら、ここだ。

　俺はハガナの手を振り払って、注文を出す。今度はハガナも邪魔はしなかった。

　結局、７３９ムールで約やく定じようし、０．８％の利益。株価は７４０ムールに一瞬到達し、厚い売りに押されて７３８ムールまで戻り、そこで拮抗した。

　俺はその動きを眺めながら、だまし絵でも見せられたかのように、ちょっと呆ぼう然ぜんとしていた。

「……儲かった、の？」

　ハガナが、自信なさげに聞いてきた。

「……一応……な」

「一応？」

　繰り返し聞かれ、言いなおす。

「０．８％」

　ハガナはそれが多いのか少ないのか測りかねたようで、少し顔をしかめているが、不機嫌ではないらしい。とりあえず儲もうかったということに、満足げにうなずいていた。

　ただ、俺にはわからない。

　今の判断の根拠はなんだ？

　俺がハガナを見ると、ハガナも俺のことを見た。

「予言の自己実現」

　そして、ハガナはそう言った。

「は？」

「チャート分析と同じ。色々なグラフで計算しているうちに気がついた。同じ方法で取引している人が何人もいる」

　ぶつ切りの文章を並べ、ハガナはじっと俺の目を見つめてくる。

　真っ黒い目には、自信があった。

「値動きの幅が、すごく揃そろっている。乱数発生機を使うよりも整せい然ぜんとしている。誰かが、地ならししている証拠」

「……地ならし？」

　ハガナは顔をしかめる。

　ただ、軽く目を閉じると、説明してくれた。

「統計に使われる概念は皆一緒で、すべて教科書に書いてある。だから、計算しようと思えば、皆出てくる値はほとんど一緒。どの値にどんな重みを持たせるかの違いでしかない。そうすれば、皆が同じ場所を指差して、ここを統計学的な下限の値だと言う。だから、７３２で買われる。買われると、自分の計算は正しかったんだってみんながわかる。自信を持って買う。だから上がる。もっと自信のなかった人も、買う。わかる？」

　わかる？　と言われても、俺の頭はパンクしそうだ。

　ただ、なんとなくはわかる。

「要は、皆が同じ道具で、同じ予想をしている……ってことか」

「そう」

「……」

　ハガナにはっきりと言われ、そんな馬鹿なと言いたくなるが、俺は株かぶ取引の本質を喝かつ破ぱした、ジョン・メイナード・ケインズの言葉を思い出した。

　株かぶ取引は美人投票のようなものだが、投とう資しをする時に考えるべきは、自分がどれを美人と思うかではない。他人がどれを美人かと思うか、ということを考え、しかも投票者のすべてが同じ観点で考えていると考えなければならない。

　ハガナは、その教えに近いことをやってのけたのだ。

　そして、株価はハガナの予想通りに動いた。７３２ムールより一瞬下がったが、そのくらいは無視できるだろう。

　なにより重要なのは、これがプログラムで自動的に計算されて出てくるということだ。

「でも、私にもできないことがある」

「……たとえば？」

　ハガナは俺を見て、画面を見る。

　うつむいたのは、ちょっと悔しいのかもしれない。

「売るタイミングが分からない。値ね幅はばは決められても、そこでとどまるのか、それとも上がるのか、上がるとしたらどこまでなのかわからないから……」

　ハガナは、俺のことを上目遣いに見る。

「ハルなら、わかるのでしょう？」

　そして、一いつ拍ぱく。

「雰囲気で」

「……雰囲気を馬鹿にすんなよ」

「してない。本当のこと」

　ハガナはプイッと画面に視線を戻す。

　でも、俺はその横顔に、ちょっとした親しみを感じていた。

「まあ、初戦は勝てたが、次はどうかな」

「……。リストは、これ」

　ハガナが端たん末まつをいじると、再びずらりと銘めい柄がらリストが現れる。

　出来高、決算、これまでの値動きを見て、俺はざっと三つほど選んでみる。

　隣のハガナを見ると、ハガナは無表情にその三つの名前を見つめている。

　そして、俺を見た。

「儲もうけて」

　まるっきり、お姫様。

　しかし、図抜けて頭のいいお姫様だ。

「かしこまりましたよ」

　俺は騎士よろしく、戦場に打って出た。







　端たん末まつの画面上で、すべての数字の動きが止まる。

　午後五時だ。結果は、呆あきれるほどの勝ちだった。

　十九勝二敗。その二敗は、ハガナのプログラムとは違う銘めい柄がらで取引した時の負けであり、実質１００％の勝ちだった。

　収入では17％の勝ち。ハガナも一緒に取引しているものの、怖くて全額突っ込むことができなかったので、百二十万ムールの勝ち。信用取引もして全力で突っ込んでいたら、四百万ムールくらい勝てたかもしれない。

「すげえな、これ」

　俺は、ハガナの端末で数字を明めい滅めつさせているプログラムを見て、言った。

　仮想取引所が閉まり、今は公式ホームページのほうに順次今日の取引データがアップされている。それをリアルタイムでダウンロードし、計算をし直しているのだ。その様子はまるで、餌を食って育つ生き物みたいに見える。

　数字が上がったり下がったりして、次々に更新されていく。色々な指し標ひようと相関して計算しているらしいので、どれか一つの値が変わると全体の値が変わり、その全体の値が変わると……と切りがない。

　それができるのはコンピューターだけだ。人間には、絶対にできない。

「……成功？」

　ハガナが聞いてくる。

　俺はプログラムの使い方を理解した途と端たん、十近い銘柄を頻ひん繁ぱんに行き来して値段を確認し、ポーンと音が鳴るたびに猛烈な勢いで取引をしていた。途中で気分が悪くなったのか、ハガナが画面を見るのをやめたらしいのが気配でわかったが、席からは立たなかった。

　丹たん精せい込めて作ったプログラムがどう動くのが、気になって仕方がない様子だった。

　そして、終わった後の、その質問。意地悪して、儲もうからなかった、なんて言いたくなるくらい、不安げな顔だ。目つきが鋭いうえに普段の言動がひどいせいで、こんな表情をしていると、余計にどうにかしたくなる。

　俺はそんな子供じみた衝しよう動どうを堪こらえて、こう言った。

「大成功」

　その瞬間だ。

　ハガナが、ほにゃ、と表情を崩したのだ。

「よかった……」

　そして、ほっとしたような笑顔。

　普段が普段だけに、すごい破壊力だ。

　俺の許容量を一気に突とつ破ぱしてしまう。

　しかも、どぎまぎする俺の前で、目め尻じりに涙までたまっていくのが見えた。
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「お、あ、ば、馬鹿、泣くなよ」

　俺は慌ててそう言ってしまって、せっかく柔らかかったハガナの顔が瞬時に硬くなる。

「……泣いてない」

　あまりにも見え透いた噓うそだ。

　泣いてないと言ったそばから、ずずっと洟はなをすすっている。

　しかし、指摘したところで絶対に認めないだろうし、そんなことはどうでもよかった。

　どうでもいいくらい、ハガナがほっとしていたのだから。

　隣では、ハガナが洟をすすり、目尻をこすっている。それを見て見ぬふりするこっちの身にもなって欲しいものだが、そんな見み栄えの張り方がかわいらしくもあった。

　リサが言うように、目つきの悪さほどには性格はねじ曲がっていないのだろう。

　やれやれと俺は画面を眺め、やり過ごしていた。

「……改善点は？」

　それが、唐とう突とつにハガナのほうから尋ねてくる。

「あ？」

「改善点」

　まさか泣いてないという噓のつきかたについて、ではないだろう。

　俺はハガナを見て、画面を見て、答える。

「あー……い、いくつかは、値ね幅はばの見積もりが甘かったな……。あと、銘めい柄がらの選定で外れが多い。俺なりに選んで取引すればそれでいいけど、改善できるといえば、そのあたりかな」

　ハガナはまだ鼻をぐずぐず言わせていたが、表情はすっかりいつもどおりだ。

　ハガナはプログラム画面を見て、うなずいた。

「ただまあ、すげえよ」

　俺は体を起こし、椅子の背もたれに体を預けながら、感かん嘆たんのため息とともに言う。

「俺の知らない場所で、こんな勝負をやってる奴やつらもいたんだな」

　ハガナはそんな俺のことをじっと見る。

　そして、端たん末まつをもう一度見て、言った。

「よかった」

　心からの言葉に、俺も同意したのだった。







　その後、ハガナは晩飯の時からうつらうつらしていた。

　リサがバイト先の中華料理店から持って帰ってきた、野菜たっぷりの春巻きを取り落としたところで、リサがそっとハガナの手から箸を取り上げた。

　ハガナは子供がむずかるように一瞬抵抗したが、すぐに瞼まぶたがトロンと落ちて、眠りこけてしまった。

「まったく……」

　リサはそんなことを言いながらも、どこか嬉うれしそうにしていた。

　ひとまずハガナをどうにか椅子から立たせ、ふらふらするその体を一息にお姫様だっこする。

　華きや奢しやなせいで、ハガナの体はすっぽりとリサの両腕に抱えられてしまう。

　リサはちょっとよろよろしていたが、なんとかハガナを部屋まで運んでいった。

　ずいぶん時間がかかっていたので、着替えもさせたのだろう。

「ここのところずっと夜中まで起きてたものね」

「……へえ」

「あれ、気がつかなかった？」

「いや。俺、一度寝たら起きねえもん」

「あらそう。いいなあ。私、結構目が覚めるのよね」

「運動不足だろ」

　俺の一言に、リサは言葉に詰まりつつ、ちらりと視線を落とす。

　どこを見たかは、リサの名誉のために気がつかなかったふりをする。

「やっぱりそうかな……運動かあ……って、そうじゃなくて」

「あ？」

「今日は、結局どうだったの？」

「どうって？」

　俺はハガナが取り落とした春巻きをばりばりと食べる。

「ハガナの、なんか作ったプログラムで……」

「ああ。大成功だった。普通に優勝狙えるんじゃねえか？」

　俺はご飯をかきこみながら言う。ハガナは少食のくせに中華料理が好きみたいで、ほとんどのおかずを均きん等とうに割りたがる。そのハガナがダウンしたのだから、残りは俺のものだろう。

　そう思ってシューマイに手を伸ばそうとしたら、リサに叩たたかれた。

「明日のお昼にあの子に出す分がなくなっちゃうでしょ」

「……」

「そんな顔しない。それで？　大成功って、本当なの？」

「くそ……本当、本当だよ」

「へえ。ああ、それで緊張の糸が切れちゃったのね」

　リサはハガナの部屋のほうを振り向きながらそう言って、こっちに向き直ると自分の分のシューマイを俺の皿に置いてくれる。

「別にリサの分くれって言ったわけじゃねえよ」

「意地っ張りねえ……」

　リサはため息をついて肩をすくめる。

「でも、そう。それはよかった」

「……」

　リサはほっとするような、なにかに安心するような静かな笑みを口元に浮かべて、手元のスープの小こ鉢ばちを蓮れん華げでかき混ぜている。

　それはプログラムが成功して金が稼げたとか、そういう話とは違うような気がした。

　俺が箸を咥くわえたままぼうっとしてそんな様子を見つめていると、リサはふっと顔を上げた。

「咥え箸、行儀が悪いわよ」

「っせえな」

　俺は毒づいて、炒いためものを皿によそう。

　ちょうどよい味つけのそれをかき込んでいるさなか、リサが俺のことを見て微笑ほほえんでいるのがもちろんわかっていた。できれば気がつかないふりをしたかったのに、リサは俺が皿をテーブルに置くまでじっとこちらのことを見つめていた。

　俺は皿を置いて、精いっぱいぶっきらぼうにリサを睨にらむ。

「なんだよ」

「うん？」

　しかし、リサは小首を傾かしげるだけでいなしてしまう。

　大人の女。

　俺は悔しくて恥ずかしくて、それでもなぜか嫌じゃなくて、本当に腹が立った。

「こういうこともきちんと起こるんだなって思ったの」

「……はあ？」

「良い偶然」

「……」

　その一言で、言いたいことがなんとなくわかる。

「いや、ちがうよね。ハルは自分の中でできる限り可能なことを、すべて私たちにしてくれたのだもの」

　真正面から言われると、馬鹿にされているように思えてくる。

　俺は中華スープを飲んで、口元を隠す。

「別に」

「ふふ」

　リサは笑い、ゆっくりと大きく息を吸った。

「ハルがいなかったら、私たちどうなってたかしら」

　ハガナだけでなく、リサだけでなく、ハガナとリサの二人のこと。

　もしも俺がいなかったら、二人は教会の中でどうなっていただろうか。

　俺は言われたとおりにちょっと想像してしまって、惨さん憺たんたる有様しか思い描けなかった。

「はは、私も大体同じ想像かな。女の子二人は気兼ねしなくていいけど、ちょっと重くなりすぎることがあるのがね」

「女の子って年かよ……」

　俺がぼそっと言うと、リサが笑顔のまま睨にらみつけてくる。

「まったく……。でも、ハルが嫌がるだろうから言わないけれど、本当に私はなんて言ったらいいかわからないくらい感謝してる。本を売る決断はともかく、ハガナのことなんて私にはどうしようもなかったもの……」

　リサの言葉に、俺は真面目に答えることができない。

「……とか言いながら言ってるじゃねえか」

「ふふ。言葉って難しいものよね」

　明るくリサは言う。それが雰囲気を軽くするための気遣いだってことくらい、俺にもわかる。

　リサは本当に危機的状況だった。俺が嫌いなタイプの大人だったら、もっと媚こびへつらうか、あるいは意地を張って俺の提案なんて断っていただろう。

　でも、リサはあっさりと受け入れてくれて、押しつけがましい感謝の念も表さない。

　自分が無能の木で偶くの坊みたいに見えるのがわかっているはずなのに、俺とハガナが取引する際にもほとんど口を出さなかった。

　実家の工房作業は常に集団作業で、誰かが誰かを助けているのが当たり前だった。俺はそこで、格かつ好こういい大人の振る舞いを何度も目の当たりにしている。

　礼は最低限、無駄で邪魔な協力はせず、じっとしているのが一番難しいことなのだとそこで覚えたし、助ける側の人間もそのほうが気楽なのだと知った。

　リサはそのお手本みたいだった。

　ただ、助けを受ける側は、助けてくれた相手に礼を求められたほうが気楽だ、ということもわかっている。感謝しているならなおさらだ。

　だから、俺は迷った。

　迷った末に、こう言った。

「な、なんか礼してくれんのかよ」

　ぶっきらぼうに言ったつもりだが、緊張のあまり嚙かんでしまった。

　リサがきょとんとして俺のことを見ているのは、それもあったかもしれない。

「させてくれるの？」

　そして、そんなことを聞いてくる。

「嫌いやがりそうだったから、我慢してたんだけど」

　リサはちょっと困ったように笑いながら言う。

　謙けん遜そん。自制心。鬱うつ陶とうしいくらいの広い気持ち。

　俺はリサをちらりと見て、言った。

「……たとえば？」

「へ？　うーん、そうだなあ……御ご馳ち走そうとか？」

「金ねえじゃん」

「う……料理は真心よ。ハルのほうはどうなの？　なにか私にできることがあれば、遠慮なく言ってちょうだい」

　そう言って、リサは胸を張る。ハガナとはまったく違う、形の良い胸がくっきりと服の形になって出る。俺の頭の中にぐるぐる回っていたのはあの単語だ。たった一つの単語なのに、口から出す勇気が足りなかった。

「あ」

　そして、リサがそんなことを言って自分の口に手を当てた。

「もしかして、一緒にお風呂に入りたい、とか？」

「っっっっ[image: !!!]　ば、ばっかじゃねえの！」

　顔が真っ赤になってるのが自分でもわかったが、下心がまったくないわけではないので全力で反応してしまった。

　リサは余裕でけらけら笑っていたが、テーブルに頰ほお杖づえを突くと、嬉うれしそうにこう言った。

「五年後、ハルがいい男になってたら、考えてあげる」

「そんときはお前婆ばばあじゃん！」

「……」

　怒ったまま笑う、というのもリサならではの芸当だ。

　それでも、リサは結局軽く吹き出していた。

「それで？　本当はなに？」

　素直に言ってごらんなさい。

　俺はテーブル越しに、自分が信じられないほど子供なんだと実感した。

「……ひ……」

「ひ？」

「……っ……ら……」

　きちんと言えたのかわからない。

　でも、リサは驚いて、それから、なんとも言えないにんまりとした笑みを浮かべていた。

　そして、頰ほお杖づえを突いたまま、行儀悪くシューマイを一個食べる。長い箸の先を眺め、くるくると動かしている。してあげよっかな。どーしよっかな。

　そんなわざとらしさに、俺は羞しゆう恥ち心で死にそうだった。

　でも、リサは最後には小さくうなずいた。

「……ハガナには黙ってろよ」

　俺が言うと、リサは優しく目を伏せた。

「もちろん。男の子は秘密がないと死んでしまうものね」

　結局、俺は耳掃除までしてもらった。

　三万ムールでもう一回と言われたら、出しかねないのが怖かった。







　翌日からは大だい躍やく進しんだった。

　取引をたくさんしだすとハガナのプログラムでも外れることが出てきたが、その手のものは俺の直観のほうでカバーした。ハガナには不明確だ当てにならないと喚わめかれるが、雰囲気とはそういうものなのだから仕方がない。

　とにかく、俺は銘めい柄がら探しをする労力を大幅に下げられて、その分取引に集中することができた。しかも、値段がいい頃合いに下がってくると、ポーンと音が出るのは本当に素晴らしい案だった。プログラムの中でなにが一番すごいかと聞かれたら、それが一番かもしれない。あのアフロのセローの言っていた、プログラマーの腕の見せ所とは、なるほどこういうところなのだろうと思った。

　そして俺はそのプログラムの支援を受け、一つの銘柄で０．５％から１％。多くても１．５％の利益だけを抜いて、ガンガン積み上げていく。

　千五百万ムールはあっという間に二千五百万ムールを超えた。ハガナが取引画面を見ていられる時間も長くなり、俺は逆に取引中に余裕を保つことができ始めた。取引中にハガナとあれこれ相談して、その場でプログラムを改善するための話もするようになった。

　というか、ハガナの熱中ぶりが凄すさまじく、飯を食っている時と寝ている時以外は常にそのことを考えているようなありさまだった。

　一度など、配達ついでに質問に来たクリスに逆に自分の質問をしたりしていた。

　当然クリスは目を白黒させていたが、根がまじめで気弱なせいか、結局素直に話を聞いて、全然関係のない統計のなんとかいう方程式を二人で吟味していた。

　それから、ハガナはいったんなにかを思いつくと、すぐにそれしか頭になくなってしまうらしく、風呂の途中に飛び出してきて部屋に走る姿を何度か見た。

　当然素っ裸で、タオルすら持ってない。

　最初はあまりのことに、テーブルで端たん末まつをいじっていた俺と、ソファーでなにか勉強していたリサは、即座に動けずぼんやりハガナのことを眺めていた。

　ハガナが部屋に飛び込んだ直後、ようやく我に返ったリサが飛ぶように追いかけていた。

　俺は、リサを見送った後、油の切れたロボットみたいに端末に目を落としていた。

　網膜に焼きついているのは、ハガナのすらりとした体だ。

　流りゆう線せん形の、柔らかそうなのにつやつやとした陶器のような肌。それが水族館で見たイルカそっくりだったことに、変な感動をしていた。

　ハガナがシーツにくるまれてリサに連れ戻されてきたときは、さすがにそちらを見られなかった。ハガナを風呂に押し戻したリサは、扉を閉じると大きくため息をつき、嘆かわしそうに首を横に振っていた。

　二度目からはリサも慌てず作業みたいにハガナを連れ戻し、四度目ともなるとハガナのほうも端末を持ったまま風呂に入るということを覚えたらしい。

　あるいは、リサが根負けして風呂に持っていくことを許したのかもしれない。濡ぬれた手で触ると、感電すると思っているらしい。

　そんな具合でプログラムは改善され、俺もハガナの作ったプログラムの動きを理解して、信用できるところ、信用できないところといった癖を摑つかんでいった。

　歯車が嚙かみ合う、というのはこういう感覚をいうのだろう、と何度も思った。投とう資しコンテストの行われている仮想空間上では、ほとんど結果のわかっている博ばく打ちをやっているようなものだった。

　そんな具合なので、俺のほうに欲が出てくるのは時間の問題だったと言える。

　というか、俺は最初からそのためにハガナを利用できないかと思っていた。

　それに、仮想空間上とはいえ、ここまで順調に利益がでているのだったら、そうしない理由がない。

　つまり、仮想空間上の取引だけではなく、現実の取引への応用だ。

　コンテストで取引を開始して三週間が経たち、お互いにこの作業に慣れて余裕が持てるようになった頃、俺はそのことを切り出した。

「え……」

　ハガナは欠片かけらも想像していなかった、とばかりに驚いた。

「私の……を？」

「そう。お前のプログラムを」

　ハガナは呆ぼう然ぜんと俺のことを見て、それから、パラメーターを調整中だったらしいプログラムの操作画面を見て、もう一度俺を見る。

「でも、これは、このコンテスト用のものだけど……」

「まるっきり使えないってわけじゃないだろ」

　ハガナは俺のことをしげしげと見る。俺が突然犬語で話しかけたって、ここまでなにを言っているかわからないといったような顔はしないだろう。

「でも……現実の、は……」

「試せないのか？　お前、よくコンテストの過去のデータ使ってテストしてるじゃん」

「そう、だけど」

「なら、同じことを現実のデータでやって、うまくいけば実際にやればいいだけの話だろう？」

　俺からすれば、至し極ごく当たり前の発想だ。

　それとも、なにか技術的な無理があるのだろうか。

「そういうのって無理なのか？」

「……ううん。無理、ではない」

「じゃあ、やってみてくれよ」

　しかし、ハガナの反応は鈍い。視線も逸そらし、なにか戸と惑まどっているようだった。

「どうした？」

　だから、俺がそう尋ねるとハガナは少し驚いたように俺のことを見直した。

　そして、再び視線は落ちてしまう。

「あー、もしかして、儲もうかった時の分け前の話か？」

　欲があるようでないようなハガナだが、さすがに現実の取引となるとそういうところが気になるのだろうか。

　そう思って言ってみたのだが、ハガナは珍しく純粋に困ったように眉根にしわを寄せていた。

「そう、ではなくて……」

「ならなんだよ。こんだけこっちでうまくいってて、現実に使わない理由がまったくねえよ」

「……」

「……」

　うつむくハガナをじっと見つめていると、まるでこっちが苛いじめているように思えてくる。

　ただ、一体なにを躊躇ためらっているのか、俺にはまったくわからない。

　これ以上言う言葉もないし、ならプログラムだけ貸せ、とも言えない。

　どうしたものかと思っていると、ハガナが顔をうつむかせたまま、こう言った。

「……現実のって」

「あ？」

　そして、ゆっくりと顔を上げる。

「お金が、かかっているわけでしょう？」

　不安げな顔。

「そりゃあ……当たり前だろ？」

「……なら、うまくいくとは、思えない」

　ハガナは言って、上げた顔をまたうつむかせてしまう。視線は端たん末まつに向けられて、その細い指がのろのろと画面を触って、プログラムの値を変えていく。

　俺はその様を眺めながら、頭が馬鹿になってしまったのかと思った。

　ハガナの言っていることが、まったくわからなかったのだ。

「な、なんて？」

「うまくいくとは思えない」

　ハガナははっきりと言って、端末から目も上げない。

　俺はもう一度、尋ねた。

「なんでそう思うんだ？　つーか、とりあえずデータで試してみればいいじゃんか。このプログラムってそういうもんなんだろ？」

　ハガナは俺の言葉をそのまま端末に入力していたかのように、俺が話し終えるとぴたりと手を止めた。

　そして、俺のほうを見ようとして、途中で止まってしまった。それから、その手がまた端末をいじり始める。俺はさすがにいらっとして、その細い指を鷲わし摑づかみにしてこっちへ向けた。

「答えろよ。お前の作ったそれ、本当にすげえと思うし、結果も出てる。現実の取引で使わないのは馬鹿だ」

　ハガナは無言で俺の手から逃れようとしたが、ハガナの力で俺の握力を振り切れるわけがない。ただ、俺が慌ててその手を離したのは、ハガナが引っ搔かこうとしたり、嚙かみつこうとしたりしたからではない。

　突然、泣きそうな顔になったのだ。

「……な、泣くな」

「泣いてない」

　そこだけははっきり言って、唇を引き結ぶ。

　ハガナは泣きそうになったのをことさら誤ご魔ま化かすように、ぶっきらぼうに言った。

「現実で、うまくいくとは思えない」

　そして、内容はまた同じ。理由も、なにもない。それは、確信に似たようななにかだった。

　ちょっと前までの俺だったら、単純にいらついて怒鳴って、喧けん嘩かしてそのまんまだったかもしれない。しかし、今はハガナのことを多少なりとも知っている。数学を愛し、自分の作ったプログラムが仮想空間上でこれほどの実績を出しているのに、それは決して現実では通用しないだろうと理屈抜きで確信しているその姿。そこには、悲ひ愴そうなほどの自己防衛があった。

　これまでうまくいかなかったのだから、これからもうまくいくわけがない。もう希望を抱いて傷つくのは嫌だ。そう言っているのと同じだった。

　俺はトヤマの言葉を思い出す。

　卵から孵かえってすらいない雛ひな。

　俺は、ハガナの卵の殻を小突いた。

「うまくいかないかもしれないなんてのは、問題じゃない」

　ハガナが感情を表さない目で俺を見る。真っ黒い瞳が、澱よどんだ墨を垂らしたように見える。

　市し場じようには魔物もいるし、落とし穴も山ほどある。たとえ完璧な理論を持っていたとしても、きっと全戦全勝は無理だろう。だが、勝てる理屈を持っているのなら、最後まで立っていればいつか勝つはずなのだ。

「言ったじゃんか。うまくいくまでやるんだよ」

「……」

「それに、損したって別にお前に責任とれなんて言いやしない。でも、儲もうかったら、儲けの二割くらいはお前にやるよ。それでどうだ？　これなら、お前は別になんの損もしないだろ？　なんてったっけ、なんとかがプラスの宝くじ」

「期待値」

　ハガナは即座に言って、間を開ける。

　そして、俺のことを上目遣いに見た。

「でも……」

　ハガナはまた「でも」と言った。

　殻は固く閉じられている。

　しかし、ヒビの隙間から、聞こえてきた。

「怖いの」

　ハガナが抱える怖さは、正直わからない。それは、きっと俺がなんだかんだで幸福な部類の人生を歩んできたからだろう。

　過か酷こくな地球の悲ひ惨さんな国から、金で買われて月にやってきて、部屋の隅で頭をかばうようにしながら泣きじゃくらなければならないような経験はしてこなかった。

　だから、俺は別にハガナの気持ちが全部わかるとかそんなことは言いはしない。

　でも、自分が言いたい言葉がなにかはわかっている。

　俺はハガナの目を見る。

　自分の姿がそこに見み出いだせるくらいしっかりと見据えて、こう言った。

「俺だって怖い。全財産賭けるんだからな。お前、自分の金がなくなってくこと考えろよ」

　資産が１％減る時は、自分の体が１％削られる時だ。

　リサが本を体の一部とみなすなら、俺の体は金でできている。

　ハガナは俺の目を見たまま、小さくしゃっくりをするように固かた唾ずを吞のむ。

　そして、力なくまつ毛を伏せると、視線を泳がせた。

　俺はそれに怒鳴りかけた。

　しかし、ハガナは泳がせた視線を俺の端たん末まつに向けて、小さくこう言ったのだ。

「取引」

「あ？」

「始まっている」

　その言葉で俺もつられて視線を画面に向ける。

　今日はどの銘めい柄がらを攻めるかは、事前にハガナがプログラムで割り出した銘柄のリストから決めるので慌てることもない。それに、市し場じようが動き始めてから少し待ち、演算し直してから突撃したほうが結果がいいこともわかっている。

　だから、俺は画面に一瞬奪われた視線を、すぐにハガナに戻そうとする。

　ただ、ハガナはその一瞬でもいいから、息継ぎがしたかったのかもしれない。

「わかった」

「っん、あ？　なに？」

　俺が視線を戻すより早くに言われて、若干混乱する。

　それに、ハガナは言い直さず、自分はさっさと自分の端末に顔を向けている。

「……」

　俺の前にあるのは、いつもの人の話を聞かなそうな横顔だ。

　ただ、俺はどういうわけか、いつもと違うように見えていた。

　頰ほおが少し赤かったのだと気がついたのは、その日が終わってベッドに入ってからだ。

　翌日までに、ハガナはセローと連絡を取って、現実の取引データを反映させて値を算出するプログラムを作り上げていた。セローがすごいのかハガナがすごいのかはわからないが、とにかくすべてがすごかった。

　そのプログラムは、現実でも戦えたのだ。

　ハガナのプログラムは基本的に俺がしていることのコピーだが、体調が悪かったり月面が雨だったりすると途と端たんに鈍にぶる俺の勘とは違い、毎日市し場じよう全体を倦うむことなく走そう査さして、必ずなんらかの儲もうけの種を見つけ出してきた。

　俺はそれに水をやり、育て、芽め吹ぶいたところで刈り取っていくだけでよかった。

　一週間で仮想空間上では二千五百万ムールが三千二百万ムールに。

　現実では、七万二千ムールが七万九千ムールになった。

　現実のほうが上がり幅が少ないのは、仮想空間上よりも状況が複雑なせいか、プログラムの精度が鈍っていたことと、俺がそこまで強気になれなかったからだ。

　しかし、ハガナのプログラムは俺に手掛かりを与えてくれて、その手掛かりを使えば貯金箱のふたをこじ開けることができた。

　教会に来る前から俺の頭を覆おおっていた、もやのようなものを吹き飛ばしてくれた。

「だからいけるって言ったじゃんか」

　初日の取引後、ハガナにそう言ったのを覚えている。

　ハガナは意地悪された子猫みたいに、まだ疑わしげだった。

　俺も家出をして取引を始めたころ、あほみたいに儲かったせいでこれは単なる偶然なんじゃないかと何度も疑った。でも、世の中は意外に甘いのだと思えるほどに儲けは積みあがっていった。

　もちろん、ここしばらくは伸び悩み、足踏みをしていたから、そのあまりの成功率は幾いく分ぶん一時的なことだったのだろうと思う。

　しかし、ハガナのプログラムは、基本的に俺がどう判断するかの基準を数値化したものだ。事実そのプログラムで俺にできないことは、ひたすら膨ぼう大だいな量を正確に計算することだけであって、根本的に俺にできないことをしているわけではない。

　月面の石灰岩をくりぬいて建物を建てる人のように、機械を使って自分の作業をはかどらせるようなものだ。機械は職人のすることすべてを職人より大きく、素早くこなすことができるが、職人のように建物を建てることはできない。

　結局、持ちつ持たれつというか、どの道具を誰が一番うまく使うかの問題なのだと思う。

　ハガナはプログラムを作れるが、それを活用することができないと言う。

　俺はその逆だ。

　ただ、ハガナの控えめで疑うたぐり深い態度は、もっと別のところからきているのだということは俺にもわかっている。

　そんなにうまくいくわけがない。うまくいくとしたら、それはたまたまなのだ。そうでなければ、世の中にこんなに不幸があるわけがない……。

　だから、俺は初日の取引が終わり、なお自分の功績を信じようとしないハガナのために、商店街まで走ってＡＴＭから金をおろしてきた。俺は儲けのうち二割をハガナに渡すと大おお見み得えを切ったので、その日の儲けである千七百ムールのうちの、三百四十ムールを引き出した。

　そして、居間でぼんやりと取引記録を見ていたハガナに、百ムール札三枚と、二十ムール札二枚を突きつけた。電子送金ではなく、現実の紙幣を突きつけたのは、投とう資しコンテストの、仮想空間上の儲もうけではないことを知らしめてやりたかったからだ。ハガナの数学の能力は紙の上の問題だけを解決するものではなくて、きちんと使い方を選べば現実の金を稼げるのだと教えてやりたかった。

　合計五枚のくしゃくしゃの札を突きつけられたハガナは、しばらくびっくりして声も出ないようだった。当然、俺がどうして三百四十ムールを持ってきたかを、ハガナはすべて理解している。

　だから、いつまでたってもテーブルの上の札を取らないハガナを見て、突き返されるのではないか、という心配はなかった。

　ハガナの顔は、絵に描いた食べ物が現実になってしまったかのような驚きに満ちていた。

　ようやくゆっくりと札に手を伸ばした時も、受け取るのではなくて、それが本物であることを確かめるような触り方だった。

「本当の、こと？」

　そして、ついに俺に向かって尋ねてくる。眉をひそめ、見づらい文字を見るかのように、俺を見る。その疑うたぐり深さにいらついたり、呆あきれたりするなんてことはない。

　俺は胸を張って、はっきりとうなずいた。

「そうだ。今日は千七百ムール儲けた。仮想の話じゃない。現実でな」

　ハガナは俺をじっと見て、再び札を見る。

　しわしわのそれは、触るたびに、かさ、かさ、と頼りない音を立てる。

　けれども、それは確かにそこに存在し、その五枚を使えばたくさんの物を買うことができる。

　数学は机上の問題を解決することができるが、現金は現実の多くの問題を解決することができる。

「なんか買ったらいい」

「え？」

「お前、数学教えて稼いだ金、全部リサに渡してんだろ？　なんか欲しい物とかねえの？」

　俺の問いに、ハガナは純粋に思い当たらないようだった。

　すごく幼く見えるくらいにあどけなく、小首を傾かしげて考えていた。

　クリスにハガナの好きな物はなにかとか聞きに行った時も、返事は芳かんばしくなかった。

　そういうことにてんで興味がないのかもしれない。

「欲しい物はない」

　そして、ハガナは言う。

　まあ、そうくるのも十分予想できたので驚きはしない。

　しかし、その後に続いた言葉には驚いた。

「でも、使いたいことはある」

「お。いいじゃん。金は使ってなんぼだからな」

　俺の言葉にハガナはやっぱり少し首を傾げたが、その黒い目はしっかりと俺を捉とらえ、それから、五枚の札のうち三枚を手にとって、こう言った。

「これで、利子を払う」

「……は？」

「ハルの払った利子は、三百ムールだったはず。それを」

　ハガナは、ずいっと俺に突きつけてくる。

「これで払う」

　ハガナは俺に札を突きつけて、じっと俺のことを見つめている。

　確かに俺はトヤマへの借金の利子を、リサの代わりに三百ムール支払った。

　まだそれは返してもらっていないし、うやむやにするつもりもない。

　ただ、それをハガナから支払ってもらう理由があるのだろうか？

　ハガナは結局俺と同じ居候いそうろうであり、リサとはなんの関係もないし、リサだってハガナから支払われることを望んではいないだろう。俺は合理的に考えて、そう結論付ける。

　それでも、子供のように無邪気に三枚の札を俺に突きつけるハガナを前に、俺はそんなことを言いはしなかった。ハガナが、自分の力でも現実の問題を片づけられると実感できるのは、結局、そこなのだ。誰かの役に立てるかどうかであり、今、ハガナにとってそれはリサ以外考えられないのだろう。

　だとしたら、俺は自分の中の帳簿で差引ゼロになれば究きゆう極きよくのところどうでもいい。

　後は、ハガナとリサの問題だ。

　俺はハガナの手から、しわしわの三枚の札を受け取った。

「じゃあ、これで俺はリサになんの貸しもない」

「うん」

　俺は札をポケットにしまってから、サービスで言ってやった。

「リサも多分喜ぶぜ」

「っ、本当？」

　疑いのない子供みたいに、ハガナが聞き返してくる。

「多分な」

　リサは潔癖そうなところがあるから、場合によっては心から喜ばないかもしれない。

　それでも、リサの性格からいって、ハガナを傷つけるようなことはしないだろうと思った。

　ため息をついて、喜んで、ハガナに感謝をする。その後、どうにかして金を工面して、いつか頃合いを見てハガナに返すところまで予想できた。

　だから、俺が予想できなかったのは、そう言った瞬間にハガナが首をすくめてくすぐったそうに笑ったことだった。

　本当に嬉うれしそうな、屈くつ託たくのない笑顔だった。くすぐったそうに見えるのは、多分笑顔がちょっとだけ不器用だったからだろう。普段運動をしていなければ、体が思うように動かないように、笑顔だって顔の筋肉なのだから同じこと。

　ただ、だからこそ、その笑顔は本当に素晴らしいものだと思った。

　ハガナの微笑ほほえみは見たし、ほにゃっと安心した顔も見た。でも、それらはどれもいつものきつい目つきを和らげたものの延長でしかなかった。今俺の目の前にはあるのは、ハガナがしっかりと顔を動かして作った笑顔であり、そして、それは文句なく可愛かわいかった。うっかりしたら、手を伸ばして触っていたかもしれなかった。

　ハガナは笑い、首をすくめ、ゆっくりと息を吸うと、吐き出した。吸った息を吐いて、華きや奢しやな体がさらに縮んだように見えたのは、とても大変な運動をした後のような脱力感のせいかもしれない。

　ハガナはうっすらと口元にだけ笑みを残しながら、疲れたように顔をテーブルに向けた。

「残りは、くれるの？」

「当たり前だろ。お前のだ」

　ハガナは小さくうなずき、くしゃくしゃのそれを手に取ると、几き帳ちよう面めんに綺き麗れいに折りたたんだ。

「でも、これから大儲もうけするからな。いちいち札をたたんでしまってたんじゃ、間に合わないくらいに稼ぐぜ」

　ハガナのプログラムと俺の取引力があれば、まったく大げさなことではない。

　しかし、ハガナは口元の笑みを消していつもの無表情に戻ると、宇宙空間並みに冷たい目つきを俺に向けて、小さくため息をついた。

「そんなにうまくいくとは思えない」

「うるせえな。そんなの関係ねえんだよ。言っただろうが、うまくいかないとか言うんじゃなくて──」

「うまくいくまでやる」

「っ……」

　先に言われ、俺が驚きのあまり呆ぼう然ぜんとしていると、再び小さくだが、ハガナの目元に笑みが浮かんだ。

「胸が、すごくドキドキしている。こんなことがあるなんて、信じられない」

　ハガナはその細い手を、真っ黒い服の胸の部分に当てる。

　肌が白いせいで、小さな手が黒い布地の上でぼんやり光っているように見える。

　ハガナは胸の苦しさに耐えるように軽く目を伏せて、ゆっくりと目線を上げる。

　きつい目つきなのに、少しもきつくない。

　今にもにっこりと笑いかけてきそうで、俺は怖さにも似たなにかを感じていた。

　ただ、当然ハガナがそんな可愛らしい女の子みたいなことをするはずもない。

　その代わり、角の取れた無表情で、こんなことを言った。

「ありがとう」

　そして、もう何事もなかったかのように、すいっと自分の端たん末まつに向き直る。

「……なに？」

　ハガナにそう聞き返されるまで、俺はハガナのことを馬鹿になったかのように、ぼうっと見つめていたのだった。







　現実の相そう場ばでも勝てるくらいだから、仮想空間上のほうはろくに見ていなくてもプログラムに従って適当に買って売ってを繰り返しているだけで元手が増えていった。

　トップは依然としてミスター・トローチで、向こうも資金を増やして五千六百万ムールに達している。二位はここ数日で暴ぼう騰とうした銘めい柄がらを捕まえたらしく、突然十位以下から躍り出てきた奴やつで、四千百万ムールを叩たたきだしている。

　三位から五位は三千万ムール前半で、俺もその集団の中で団子になっている。

　暫定四位の奴はすでに取引を終えているので、現在も投とう資しをしているライバルは、三位の奴一人になる。

　つまり、このままへたなことをしなければ、俺は少なくとも一万ムールの賞金は固いということだ。それに、シュレーディンガーストリートからのヘッドハンティングの可能性もある。

　上位入賞がほぼ確実になってくると、俺はベッドの上でそのことを考える時間がだんだん増えてきた。単なる絵空事としてではなく、手に届きそうな現実として見えてきたのだから、想像しないわけにはいかなかった。シュレーディンガーストリートへの道が開ければ、俺の夢への大きな一歩になる。金の板の上に足を乗せて寝そべる猫が見守るあの道は、偉大な富へと一直線に続く黄金の道なのだから。

　リサの教会で迎える何度目かの日曜日の朝、俺はベッドの上で天井に向かって手を伸ばし、見えないなにかをしっかりと摑つかむ。

　それはチャンスだ。

　俺の手の中にやってきた、本当に大きなチャンスだった。

「あれ？」

　そんなことを考えつつ、いつもの体操とトレーニングを終えて居間に行くと、リサもハガナもいなかった。がらんとしていて、物音一つしない。日曜のいつもより遅い時間なので、リサもハガナもどこかに出かけてしまったのかもしれない。

　ただ、それにしては妙だな、と思った。リサなら出かける前に朝飯くらい用意しておいてくれそうなものだからだ。

　その代わり、テーブルの上にリサの端末が置かれていた。

　ディスプレイにはメモ帳が開かれていて、「三階の庭にいます」と書かれていた。

「三階？」

　呟つぶやき、それでも一応メモに書かれているので、俺はそちらに向かう。梯はし子ごのように急な階段を上ると、オートロックの扉には箒ほうきが挟まれていて、閉じないようになっている。どうやら本当に外にいるらしい。

　俺が扉を開けると、目に入ったのは干されている真っ白いシーツ。

　そして、庭の片隅に陣取って、大きなクッションにもたれかかりながら本を読むリサと、そのリサの膝ひざの上で眠りこけているハガナだ。

「静かにね」

　俺に気がついたリサは、口元に人差し指を当てて、小さく言う。俺は扉をゆっくりと途中まで閉じて、箒を挟んで閉じ切らないようにする。

　しかし、一体なんだってこんなことをしているのか。

　地面にシートを敷いて、背もたれ用のクッションやら毛布やらを用意して、手元には水筒と湯気を立てているカップが置かれ、ちょっとした軽食も用意されている。

　さながら地球でいうピクニックの体だ。

「たまにはこういうのもね」

　リサが軽食の載った皿を掲げる。
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　歩み寄った俺はそれを立ったまま受け取り、サンドイッチを一つつまんで、食べた。

「のどかでしょ？」

　リサが眼鏡の下から、上目遣いに言ってくる。

　うららかな日和。心地よい低重力。

　月生まれの人間が馬鹿になる理由がすべてここにある。

「駄目になりそう」

「ふふ。ハルは男の子だものね」

「そればっかだな」

　俺は肩をすくめていなすことを覚え、リサが淹いれてくれたコーヒーを受け取った。

「ハガナの作ったプログラム」

「あ？」

「現実でも動いたんでしょ？」

　リサの膝ひざの上で眠りこけるハガナは、完全に心を許しているように見えた。リサには、心底懐なついているらしい。口を半開きにして、安心しきった顔で寝息を立てている。

「動いた。すげえの一言」

「ハガナから聞いた。信じられてないみたいだったけど……ハガナのための噓うそじゃないのよね？」

「俺がそこまで優しそうに見えるのか？」

「どちらかというと、ハルの優しさはもっと別のところで発はつ揮きされると思う」

「……」

　うまく言葉を選びやがる。俺はサンドイッチの二つ目をほおばって、言った。

「ま、これでここの問題はほぼ解決だな」

　投とう資しコンテストのみならず、現実での取引でも成功となれば、金銭問題はほぼ吹き飛ばすことができる。あっという間に三万ムールを稼ぎ出せることだろう。

「そうしたら」

「あ？」

「ハルはこの先どうするの？」

　俺は視線を、景色からリサに戻す。膝の上ではハガナが眠り、その手には古びた本が持たれている。きっと、リサがこの町で望む理想的な日々の結晶が、ここにはある。リサはニュートンシティに行き、富と飽ほう食しよくの世界を駆け抜けるタイプではない。

　俺は元々ここにちょっとした宿を借りただけのつもりだった。ヘッドハンティングがなくても、投資コンテストの実績を持ってシュレーディンガーストリートに売り込みをかけようかと思っている。プログラムがこのままうまくいけば資金ももっと増えるだろうから、リサの名めい義ぎでも借りれば住む場所だってどうにかなるだろう。

　なんにせよ、ここは居心地がよすぎる。

　それは、端的に、よくない気がした。

　でも、俺はその質問に肩をすくめてこう答えた。

「わかんねえ」

「……そう」

　大人のリサが相手なのだ。俺の胸中なんてばればれだろう。

　リサはそっと表情を緩ゆるめて、膝ひざの上のハガナを見た。

「出て行かれたら、ハガナが寂しがるかも」

「はは、その冗談はいいな」

「あら、割と本気なんだけど」

「……」

　真顔のリサに、俺はどう答えればいいものか考えあぐね、結局コーヒーに逃げる。

　ずずっとすすって時間を稼ぎ、言った。

「月は狭せめえよ」

　リサはちょっと驚いたように目を見開く。

　そして、リサもまたコーヒーを軽く飲んで、答えた。

「そうね」

　リサは短く言って、少しため息交じりに続けた。

「でも、最近は新しい都市も続々とできているじゃない？　月も広くなる」

「ああ、らしいな。うちの実家のほうにも、大規模居住区ができるとか聞いた気がする」

「軌き道どうエレベーターも二機目ができるとかできないとか」

「はあ？　さすがにそりゃあ無理だろう」

「どうだろう？　でも、ますます月は賑にぎやかになりそうね」

　リサが喋しやべっていると、ハガナが膝の上でむずかっている。

　ちょっとうるさかったらしい。

　リサはハガナを見て、俺に向かって口元で人差し指を立ててくる。

　ハガナはしばらくもぞもぞしていたが、やがて再び小さな寝息を立て始めた。

　リサはハガナの頭をそっと撫なでて、優しく微笑ほほえんでいた。

「お昼、なににしよっか」

　日曜日に相応ふさわしい、のんきで牧歌的な、リサの言葉だった。







　のどかな日曜日は、干した洗濯物から垂れるしずくのようにゆっくりと、眠気と共に過ぎていった。

　人生の転換点とは、得てしてそんな日に唐とう突とつに訪れるのかもしれない。

　日も暮れようかという頃、俺は部屋で端たん末まつを開いていて、メールが届いていることに気がついた。いつもの広告メールかと思ったそれは、差出人がラッツィンガー経済研究所になっていた。

　心臓を、直接叩たたかれたような衝撃。

　俺がそのメールを開くと、そこには短くこうあった。

『当研究所主催投とう資しコンテストの協賛者様より、ヨシハル・カワウラ様宛あてのメッセージをお預かりしています』

　投資コンテストの協賛は、金きん融ゆう業界関係者以外にあり得ない。俺はほかに誰かいるはずもないのに、辺りを見回してしまう。

　そして、固かた唾ずを吞のみ、情けなくも震える手で、添付メールのダウンロードボタンに照準を合わせる。

　ヘッドハンティング。

　その単語を、単なる投資商品の売り込みかもしれない、という防御壁で必死に防ごうとする。

　シュレーディンガーストリート。魑ち魅み魍もう魎りようが集う金融街。きらびやかでどこか露ろ悪あく的な相そう場ばの世界。そこを走り抜けた者たちだけに許される、莫ばく大だいな富。

　俺が望む扉をすべて開ける鍵が、そこにはある。

「っ……」

　ダウンロードされた手紙には、タイトルが短く書かれていた。

『投資ファンド・ザ・ブリタニカ代表、バートン・クラドヴィーゼンより』

　俺はそれまでの躊躇ためらいもなにもかもをかなぐり捨てて、メールを開く。

　その瞬間を、きっと、俺は一生、忘れないだろう。

『投資データより貴兄の辣らつ腕わんぶりを拝見した。ぜひ一度会って話をしたい』

　その一文だけが、そっけなく書かれている。

　傲ごう慢まんで単刀直入。

　俺の想像する金融街の住人そのままのメールだった。

「っ……」

　俺はパソコンの前でガッツポーズをとる。

　もう少しで、叫びだしそうだった。







　結局、投資ファンド・ザ・ブリタニカ代表のバートン・クラドヴィーゼンと、都合三度メールのやり取りをした。添付されていたメールのアドレスに直接返信したら、五秒後に返事があって心底驚いた。

　シュレーディンガーストリートには、年収があまりにも高く、道端に落ちている百ムール札を拾うために使う時間で、百ムール以上稼げる人間がごろごろいる。それを地でいくような即時の返信に、俺はもう少しで小便をちびってしまいそうだった。

　これだ、これが忘れていた感覚だ。清潔な洗剤の匂いではなくて、三ヶ月ろくに風呂に入らずに研とぎ澄すませたようななにかだ。

「今日、晩飯いらねえ」

　バートンなる人物からメールが来た翌日、居間に出ると俺は言った。

　リサが驚いたように俺のことを見て、ハガナも珍しく俺のことを見る。

「あら、なにか予定が？」

「ちょっと、人と会う」

　俺の言葉に、リサは意味もなくハガナと顔を見合わせる。

「お友達？」

「違う」

　ぶっきらぼうに答える。

　リサとハガナには、バートンのことは言いたくなかった。

　それは俺の夢だからだ。待ちに待った夢への第一歩だからだ。

「……そう。あんまり、危ないことしちゃ駄目よ」

　リサはいつもの調子で喋しやべっているだけなのに、その時だけは耳ざわりだった。

　リサが大人の女であるのは間違いないが、大人の男ではない。初対面のメールで挨拶もろくになく用件を切り出したり、メールの返信を五秒で出したりは絶対にしない。富という建物を傲ごう慢まんの鉄骨で組み上げるニュートンシティは、女、子供のいるべき場所ではない。

　そんな鼻息の荒さを、俺は久しぶりに思いだした。

「帰りの時間は？」

「わかんねえ」

「遅くなると、補ほ導どうされるわよ」

「わかってるよ」

　リサは、本当にわかっているのかしら、とばかりにため息をつくが、それ以上なにかを言うことはなかった。

　元々、俺はここの居候いそうろうで、リサはそこの主であるにすぎない。

　俺がどこに行って誰に会おうと、制限する権利などどこにもない。

「ハガナ」

　俺がハガナの名を呼ぶと、斜め向かい側に座って端たん末まつを見ていたハガナは、少しびっくりしたように俺のことを見る。

「今日の取引データまだか？」

「……お、送る」

　ハガナはやや戸と惑まどい気味に答える。

　そして、ハガナは隣のリサを見上げ、リサはそんなハガナを見下ろしている。

　ここのぬるま湯に浸つかりきって鈍った感性を研とぎ澄すまさなければならない。

　今日の午後六時、ニュートンシティのホテルでバートンと会うことになっている。

　その辺のなまくらと一緒にされてはならない。

　俺は全神経を、取引に集中させたのだった。







「行ってくる」

　取引が終わったその瞬間、俺はいつもの伸びもせずに椅子から立ち上がる。

　隣に座っていたハガナは、返事もできずに俺のことを目で追いかけるだけだった。

　荷物をすべて鞄かばんに詰め込み、廊下を走り、教会の長椅子の背もたれに飛び乗り、一気に出口まで飛び跳ねた。

　そして、大きく扉を開いた瞬間、向こう側から悲鳴が聞こえてきた。

「きゃあ！」

「あ？」

　扉が引き戸だったのが不幸中の幸いだ。俺が引っ張り開けた扉の向こうで目を見開いて驚き立ちすくんでいたのは、いつもおっかなびっくりのクリスだった。

「おお、クリスじゃん。どうし……」

　た、という最後の言葉は、クリスの後ろに立つ、大柄な太ったおっさんに飲み込まれた。

「リサさんいるかね」

　太たい鼓こ腹ばらに立派な顎あご髭ひげでオーバーオールとくれば、これはまた立派な労働者スタイルだ。

　クリスの華きや奢しやな肩に置いているごつい手は、油と力仕事でまるでゴムのようになっている。

「リサ？　いねえけど、すぐ帰ってくると思う」

「そうか」

「中で待ってれば？　ああ、ハガナならいるぜ」

　俺はクリスに言って、走り出す。

「あ、あの──」

　と、クリスが俺になにか言おうとしていたが、俺は振り向きもせずに手を振って、そのまま茜あかね色の町を駆け抜けた。そういやクリスの奴やつ、珍しく荷物を持ってなかったな、と思った。多分、あの後ろにいたのはクリスの父親だろう。なんの用かとちょっとは気になったが、正直どうでもいい。六時にニュートンシティのグランドセントラルホテルまで行かなければならない。月面開発列車でニュートンシティまで三十分もかからないし、件くだんのホテルは月面でも屈指の高級ホテルだから、ニュートンシティの駅から徒歩数分の圏けん内ないにある。ゆっくり行っても十分に間に合うはずだが、絶対に遅刻をしたくなかったし、なにより俺の気がはやってちんたら歩くなんて無理だった。

　飛び、駆け、跳ねて、帰宅ラッシュで混んでいる駅を縫うように走り、扉が閉まる直前の電車に飛び乗った。ニュートンシティ行きのこの電車も混んではいるが、時折すれ違う外区に向かう電車はもっと混んでいる。土地が不足している月面では、まともな家はどれも死ぬほど高い。ホワイトベルトの高額な家賃を支払わず、金を貯ためたいと思う連中は、見み栄えを張らずに外区に住む。最近は外区の一部にも綺き麗れいな集合住宅ができ始めているらしく、再開発が進んでいる。取り残されているのは、リサの教会があるような地区くらいだ。

　茜あかね色から群青色へとグラデーションを描き始めた月面都市のドーム上には、星の瞬またたきが現れ始めている。

　このくらいの時間だと、光の微び妙みような加減のせいで、雨を降らせるためにドームに這はわせている水道管や、補ほ修しゆうの跡が見えたりする。一方、ホワイトベルトのグリーンシティは今日も整然と並んでいて、道沿いに綺麗な街灯がずっと向こうまで続いていた。

　家の明かりもぴかぴかとしていて、綺麗な家の綺麗な食卓の綺麗な夕食が想像できる。

　もうしばらくすると、電車が緩ゆるく弧こを描き始め、遠くにニュートンシティが見えてくる。

　昼間に見るそれよりも、夜に見るニュートンシティのほうが圧巻だ。

　地球では「百万ドルの夜景」というものが観光名所のうたい文句になるらしいが、こちらでは「一億ムールの夜景」と銘打たれている。

　地球では重力のせいでなかなか建てられないような高層ビル群が、まさしく宇宙基地のように光をたたえている。ビルとビルの間は宇宙空間のように暗く、窓から漏れ出る明かりは毒々しく摩ま天てん楼ろうを照らしている。

　やがてニュートンシティセントラルステーションについたが、帰宅ラッシュ時のせいでいつも以上に駅は混んでいた。

　道行くほとんどの人がスーツ姿で、手を油まみれにしたオーバーオールの男なんて一人もいやしない。ラフな格好の者も少なくないが、一目で高級な仕立てだとわかる格好だったり、服はボロボロで寝ぐせまみれでも、身につけている携帯端たん末まつなんかが最新機種の物だったりして、ニュートンシティの一流企業に勤める技術者かなにかだとわかる。残りは、これから夜のニュートンシティにくりだそうとする観光客たちだ。

　俺は事前に確認しておいた順路に従って進み、複雑な迷路のような駅を迷わずに歩く。セントラルステーションの東西を貫く最も大きい通路の両壁に貼られている巨大な広告は、保険会社、ソフトウェア会社、人気歌手の新曲、化粧品、投とう資し銀行、エメラルドインダストリー、と続いている。

　その広告の前で、頭のよさそうな高給取りっぽいスーツ姿の連中が待ち合わせをしたり、電話をしたり、端たん末まつをいじったりしている。

　駅の真上はニュートンシティでも有数のショッピングモールで、広告が途切れるとショーウィンドウになり、やがて大きな自動ドアの入り口になる。そして、それを過ぎるとまたショーウィンドウ、広告……と続いていく。

　実在の人間のスタイルを真ま似ねているとはとても思えないマネキンが、ど派手な服を身にまとい、通勤客を軽けい蔑べつするように見下ろしている。自動ドアを行き来する者たちの手には大きな袋がいくつも提げられていて、きっとその袋一つで数千ムール、さもなければ数万ムールするような商品が入っているはずだった。

　ハガナが死ぬほど値切ったようなあの服屋では、一番高級な服でもここに来るような連中が買う普段着の消費税にもならないだろう。

　俺はそんな光景を横目に、ようやく駅の建物から外に出る。

　目の前には巨大な吹き抜けと、目がくらくらするほど大きなホログラフが浮かんでいて、派手な衣装に身を包んだ金髪の女性らが踊り歌う様を流している。

　大きく弧こを描いて向かい側のビル群に続いている道を、俺は小走りに駆けていく。駅の中央入り口前に車は来ないが、すぐ下は数えるのも面倒なほどの重層ロータリーになっていて、月面では珍しい車のヘッドライトで埋め尽くされている。

　日は完全に暮れていて、地球からでも肉眼で見えるというニュートンシティのきらびやかさが全開になっていた。

　駅の反対側は官庁やシュレーディンガーストリートがあるが、こちら側はショッピング街や歓かん楽らく街になっている。

　外区のように野放図に生えた木など一本も見当たらず、完全に調教された街がい路ろ樹じゆが色鮮やかなＬＥＤをくくりつけられて無理やりに笑わせられていた。

　超がつく高級なブランドショップばかりが並ぶ区画に入ると、地面は石畳になっている。

　車も地球から輸入した高級車ばかりだ。軌き道どうエレベーターは重量によって値段が決まり、また、車など一部の商品には死ぬほど高い関税がかけられている。ましてや、道路網もうがそれほどなく、あったとしても乗りに行く場所のない月面では、高級車を持っているのは金食い虫を飼っているのとまったく変わらない。

　ピカピカに磨き上げられた赤や黄色のスポーツカーの脇では、細身の男女が立ち話をしたりしている。時折、俺のことを見ると鼻で笑うような顔をして、また会話に戻る奴やつもいる。

　事実、笑われてもしようのない存在なので、仕方ない。

　ただ、十年後、二十年後、俺はこの町を平気で闊かつ歩ぽする身分になるはずだ。

　そんなふうに自分に言い聞かせていたのは、悔しかったというのもある。

　しかし、もっと切実な理由として、グランドセントラルホテル前にたどりついた時、すくむ足を前に出すためには、それくらいの気合が必要だったのだ。

　月面のホテル王、アブ・アル・ザイーブが所有するグランドセントラルホテルは、最低一泊千ムールを売りにする高級ホテルで、最上階のロイヤルスイートは一泊二十万ムールだと聞いたことがある。

　入り口前には巨大な噴水があり、正面玄関に続く道をひっきりなしに高級車が走っている。

　観光名所にもなっているので、まったく関係のない奴やつが入ったって問題ない。

　頭ではそうわかっているが、どうしても緊張してしまう。

　どうせならこの間服屋で買ったパーカーのほうがまだしもましな服だったかな、とか今更ながらに後悔した。それ以前に、もっとまともな服を買って着てくればよかった、とすら思った。

　来る者すべてを威圧するような巨大な正面玄関には、ドアマンがずらりと並び、次々とやってくる明らかに金持ちとわかる連中の相手をしていた。

　ややほっとするのは、玄関までの長い道のりの途中で観光客の集団と一緒になれたことだ。

　ドアマンは慣れたもので、にこやかに扉を開け、宿泊客ではない連中を歓迎する。

　俺は緊張しているせいか、俺が通る時だけはドアマンが眉をひそめたような気がしたが、気のせいだと言い聞かせる。

　ホテルに入るとそのまま宇宙空間に放り出されそうなくらいの吹き抜けのロビーで、月にこんなに広大な空間があるのが不思議な感じがした。

　一泊最低千ムールなのに、フロントには客がずらりと列をなしている。

　俺は時計を見て、約束の六時までまだ十五分近くあることを確認する。

　まさかのんきにホテルを見て回る度胸もないので、少し早すぎたかと後悔する。

　真っ赤なカーペットが敷きつめられたホテルのロビーで立ち尽くしていると、いきなり声をかけられた。

「お客様、いかがなさいましたか？」

「っ！」

　思わず飛びのいてしまう。振り向くと、髪を綺き麗れいに撫なでつけた美人な案内人が、パリッとした制服に身を包んで立っていた。

「あっ……えっと……」

「ご宿泊ですか？」

　にこりと言ってくる。

「い、いや」

「左様でございますか。当ホテルは様々な方に楽しんでいただけるよう、数々の設備を取り揃そろえております。よろしければご案内いたしますが？」

　どう見たって金のない俺みたいな奴に、懇こん切せつ丁てい寧ねいにそんなことを言ってくる。

　ただ、俺はようやく自分の用件を思い出す。

　俺は地球や外区からやってきた、単なる物もの見み遊ゆ山さんの子供ではない。

「一階のラウンジで、待ち合わせ、を、してんだけど」

　俺はしゃっくりしたみたいに言葉を詰まらせながら言う。

　案内人の女は、笑顔のまま、大切な伝言を託されたようにうなずいた。

「畏かしこまりました。それではご案内いたします」

　そして、俺をどこかの政府要人のように、丁てい寧ねいに案内してくれた。

「こちらになります。どうぞごゆっくり」

　最後に体の前で軽く手を合わせ、背筋を伸ばしたまま深く一礼する。

　踵を返して歩きだす姿も、完璧な所作だった。

　しかも、俺がカフェの入り口に案内されるや否や、今度は入り口脇に待機していた給仕の一人がさっと歩み寄ってくる。

「いらっしゃいませ。お待ち合わせでございますね？」

「は？　あ、う」

　なぜわかったんだ？　と混乱しつつ、視界の隅にまた別の案内人に連れて来られた一行がいた。案内人は客にカフェを紹介しつつ、腰の後ろで給仕に向かって手を動かしていた。

　サインなのだろう。すげえ、と思った。

「お待ち合わせの方の、お名前をお伺いしてもよろしいでしょうか？」

「あ」

　俺は我に返り、目の前の背の高い美男子の給仕を見る。

　皆、背が高くて細身だが、顔はほとばしるような笑顔だ。

　仕事が楽しい、いや、仕事に自信を持っているのだろうと思う。

　だから、格かつ好こういいのだ。

「バ、バートン・クラドヴィーゼン」

　俺はなんとか必死にその名前を出す。

　すると、給仕は「え」と驚いた顔になって、それから、慌てて背筋を伸ばして笑顔になった。

「失礼しました。ご案内いたします」

「……？」

　一瞬驚いたのも気になったが、名前を言っただけで通じたのにももっと驚いた。

　予約客の名前を全部いちいち覚えてるらしい。

　俺は給仕に案内されて、いかにもな身なりの連中が、優雅にお茶をするカフェの中を進んでいく。天井はなく、吹き抜けのロビーの一角にしつらえられたカフェなので、開放感がある。

　ただ、カフェは奥に行くと少しずつ高くなっていて、植木や水すい槽そうで細かく区切られ目隠しされている席があった。

　まったく足音がしないカーペットの上を歩き、真っ赤なアロワナが泳ぐ大きな水槽の脇を通り、綺き麗れいな黄色の花をつけている観葉植物で作られた壁に沿って進むと、給仕が立ち止まって笑顔を見せる。

「こちらでございます」

　そして、次に横に向かって、言う。

「お待ち合わせのお客様がお見えになりました」

　その視線の向こうに、バートン・クラドヴィーゼンがいる。

　俺は、胸が痛いくらいに苦しくなる。

「おお、入ってもらってくれ」

　聞こえてきたのは、太い中年の男のどっしりとした声だ。

「畏かしこまりました。どうぞ」

　俺は案内され、覚悟を決めて前に出る。そして、左斜めを向き直り、区切られたスペースを見る。ソファーに座って耳に電話を当てていたのは、黒い髪をオールバックにして撫なでつけた、ズボンをサスペンダーで吊つった、スーツ姿の大柄な男だった。

「じゃあ、悪い、来客だ。そういうわけで、頼むよ」

　バートンはそう言って電話を切り、ローテーブルに置くと、膝ひざに手をついて立ち上がる。

　あまり背は高くないが、立ちあがると山が動いたような威圧感がある。

　上着を羽織っていないので、肩の筋肉のでかさがよくわかる。太っているように見えるほど体がでかいが、かなりの筋肉質。

　金きん融ゆう街の重じゆう鎮ちん。

　それを想像して絵を描けと言われたら、こんな姿を描くに違いない。

　そして、立ちあがって俺を見たバートンは、笑顔を一瞬固まらせた。

「や、これは驚いたな」

　眼光鋭く射貫くような目だが、怖い感じではない。

　驚いた、と言いながら両手を広げるしぐさも、そのまま抱きしめられそうな鷹おう揚ようさがあった。
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「君が、ミスター・ヨシハル・カワウラ？」

　金持ちの証あかしである綺き麗れいな発音で、俺の名前を呼ぶ。

　俺はうなずき、なめられないように、じっと相手の目を見た。

「そうです。ミスター・バートン・クラドヴィーゼン」

「はは、バートンでいいよ。よく来てくれた、若き投とう資し家よ」

　バートンはにゅっと右手を差し出してくる。

　一本一本がつくりものみたいに太い指だが、決して油でなんか汚れてはいない。

　金持ちのイメージの指輪もなく、質実で、力強く太い手だ。

　俺がその手を取ると、痛いくらいに握り返してきて、さらに左手で俺の肩をがっしりと摑つかむ。

「ん、よく鍛きたえている体だ。いいな、素晴らしい」

「あ、ありがとうございます」

「はははは。私は一年の半分くらいを下で過ごしてるからな。月でずっと働いている相手と握手すると、骨を折られそうだとよく文句を言われるんだ」

　下、というのは地球のことだろう。月こそ人類の最先端、と自任する連中は、地球のことを下と言う。どうやら、バートンは月派のようだ。

「まあ、かけたまえ、と言いたいところだが」

「え？」

　俺がバートンを見ると、バートンはにんまりと笑っている。

「腹は減ってないか？　取引の後すぐに来たんだろう？」

　聞かれ、躊躇ためらいながら、うなずく。

「なら、飯に行こう。構わないか？」

「あ、は、はい」

「実は今日地球から上がってきてな、つい先ほど到着したばかりなんだ。軌き道どうエレベーターの飯は食えたもんじゃないし、暇だからな。メールの返信も速かっただろう？」

　ソファーの背もたれにぞんざいにかけていた上着を手に取り、羽織るのかと思いきや指の先に引っ掛けて肩にかけている。

　月面最高のホテルのカフェの、奥まったいかにもＶＩＰ向けのこんな場所で堂々としている。

　しかも、給仕には金もカードも渡さない。

「いつも御ご贔ひい屓きありがとうございます」

　と、頭を下げられていた。

「実は食いたい物があるんだが……君はどうだ。なにか食いたい物はあるか」

　いくら俺が無ぶ頼らいのトレーダーを気取っても、リサにすら手玉に取られる俺がこんな大人を相手に立ちまわれるわけがない。

　あーとかうーとか言っていると、バートンは俺の背中をでかい手で叩たたいてくる。

「おいおい、取引に集中しすぎてまだ頭が回ってないな？　目のあたりが強こわ張ばってるぞ」

　そして、俺が緊張しているからだとは指摘しない。

　豪ごう放ほうで優しい、叔お父じみたいな人だと思った。

「じゃあ、私の好物でいいか？」

「っはい」

「ニューヨークにいる時にいつも食うんだが、なかなかどうして、月面のほうがうまいんだな。合金みたいに重力が低いほうがうまく混ざるのかもしれん」

「……はあ」

　一体なんの話をしているのか皆目見当もつかないが、バートンは正面玄関のど真ん中から外に出る。すぐにドアマンが気がつき、黒塗りのリムジンが待機する場所に向かって手を上げる。

　バートンが大股に歩いても、ロータリーにたどりつく頃にはリムジンが間に合っている。バートンは満足げに顎あごを引き、若いドアマンに百ムール札を渡し、大きな手で肩を叩いている。

　これが、本物の、天使への名刺だ、と思った。

「車に乗るのは初めてか？」

　扉が開かれているのに躊ちゆう躇ちよしていた俺に、バートンがからかいの言葉を向けてくる。

　俺はちょっとむっとして、勢いよく中に入る。体全体が吞のみ込まれるかのようなシートに、目の前には細身のグラスと小さな酒瓶びんがある。

　肘ひじ掛けには映画でしか見たことがない車しや載さい電話まであり、俺が目を白黒させている間に、バートンは反対側の扉から大きな体を押しこんできて、扉が上品に閉められた。

「マリビエルまで頼む」

「畏かしこまりました」

　バートンが一言告げると、運転手はうなずく。車はゆっくりと発進し、それと同時に運転手と後ろの座席との間に黒いシールドがせりあがってきた。

　それがぴったりと天井まで届いてようやく、バートンはリラックスするように黒い革のシートに体を沈めた。

「昔、専属の運転手を雇っていたころの癖でな」

「え？」

「聞き耳を立てられて、情報が漏もれたことがある。悪くない給料を払っていたつもりなんだがなあ。まあ、ちょっと高い退職金を取られたというわけだ」

　フルスモークの窓硝子ガラスから、静かに流れ込む外の明かりが顔を妖しく撫なでる中、バートンは俺に向かって不ふ敵てきに笑いかけてくる。

　生き馬の目を抜く欲望の金きん融ゆう街。

　俺は、まともな相あい槌づちすら打つことができない。

「いや、しかし君の若さには驚いた」

　バートンは、車内に沈黙が降りそうになる絶妙のタイミングで、そう言った。

「……知らな、かったんですか？」

「ああ。投とう資しコンテストのデータには個人情報が一切出ない。君の投資ネーム、ハルしか出ていない。私はてっきり衛星システムかなにかだと思ったんだが、本名から取ったんだな」

「……ファンド名のザ・ブリタニカは、故郷からとったんですか？」

　俺は、なんとかそう切り返す。

「うん？　いや、私は歴史が好きでね。特に、大英帝国時代の傲ごう慢まんさに目がない。パクス・ブリタニカのブリタニカだ。いかにも富をかき集めそうな名前だろう？」

「……格かつ好こういいと思います」

「はっはっは。そう。格好いいのが一番だ。シベリアファンドなんて名付けた日には、投資パフォーマンスまで凍りついてしまう！」

　バートンは身振りを交えて上機嫌に話している。

　車はニュートンシティ有数の繁華街をゆっくりと走っている。

　道行く人たちの身なりはどれもいいが、気軽にこんなリムジンに乗れる人間となると、どれくらいになるだろうか。

「しかし、君は本当に若い。今いくつなんだ？」

「十、六です」

「そうか。私は五十二だ。うーむ。そうか、十六か」

　バートンは何度も十六という数字を繰り返し、革のシートをきしませながら、こちらを見る。

「私が十六の頃は、確か牛乳瓶びんの底みたいな眼鏡をかけて、牛乳を配達するという冗談みたいなことをやっていた。もちろん、稼いだ金は全部投資していたが……そうか、うーむ。年は取りたくないものだ」

　バートンは目を閉じて唸うなっている。

　こちらが返事に困っていると、ぱっと眼が開かれる。

「君の投資データを見た。素晴らしい」

「……あ、え……どうも」

「おいおい、どうも、じゃないよ。延べ十万人の投資家の中で、現在五位だったか？　素晴らしい成績だ」

「……でも、一位にはまだ遠いです」

「うむ。確かにそうだが、あまり気にする話ではない。ミスター・トローチだろう？　あいつは地球人でな、ハーバードのＭＢＡを飛び級で取って、こっちのプラチナ・スミスに内定している。向こうでは十年に一人と言われている天才だ。今は勝てなくてもいい。気にするな」

　バートンはそう言うが、俺はちょっと驚いてしまう。

　なぜそんなことを知っているのだろう？

「金きん融ゆう街は狭い。王道をいく奴やつらの情報は自然に耳に入ってくる。で、大抵そいつらは大手の連中が馬鹿みたいな報ほう酬しゆうをちらつかせて釣っていってしまう。ＭＢＡとりたての二十歳の小僧に、プラチナ・スミスがいくら払うと思う？」

「えっと……」

　俺は、聞きかじった高報酬を言ってみる。

「三十万、ムール、とか？」

「ははは。惜しい。二十万ムールの固定給」

　さすがに高すぎたかと思った直後、バートンはさらに付け加えた。

「プラス、ボーナスが多分最低でも二十万ムール。利益を出したらそれ以上。それから、軌き道どうエレベーターのファーストクラス利用権を五回分といったところだ。軌道エレベーターのファーストクラスなんて、バカらしくて自腹じゃ乗れん。あれ片道いくらか知ってるか？」

　想像もつかない。

　俺が首を横に振ると、バートンはにやりと笑う。

「片道一人五十万ムールだと。家が建つぞ」

「ごっ……」

　それを五回分ということは、それだけで二百五十万ムール分だ。

「見み栄えっ張りの地球人は軌道エレベーターの利用権に釣られやすいからな。どうせ面倒になって使わなくなるのに」

　バートンは皮肉気に笑い、「それで」と言葉を続けてくる。

「そんなわけだから、無名の新人には私のような傍ぼう流りゆうの者が声をかけるようになっている。すまんね、プラチナ・スミスやＥ・Ｊ・ロックバーグの人事部門の人間ではなくて」

　まさか文句なんてつけようもない。

　俺が慌てて首を横に振ると、バートンは天井に向かって大きく笑った。

「はっはっはっは！　まあ、大きな組織ではないなりに良いところもある。プラチナ・スミスなど昇進すればたちまち社内政治の渦うずだからな。生涯トレーダーを貫きたい連中にはお勧めできない」

「そう、なんですか？」

「ああ。シュレーディンガーストリートで五年耐えれば、一生暮らせる金が手に入る。そこから先は、人生になにを望むかで行き先を考えなければならない。権力と名誉が欲しければ、大手投とう資し銀行のパートナーの座を目指す。純粋に金を稼ぐ行為に痺しびれたジャンキーどもは、組織には属さない。私のような、あるいは……」

　バートンの大きな顔で、目が夜明けの地平線のように細められる。

「君のように？」

「っ……」

「ふふふ。まあ、将来有望な人間に声をかけておいて損はない。君の投資データを見たと言ったろう？　序じよ盤ばんの博ばく打ちの打ち方は特に良かった」

　ハガナのプログラムにまったく頼らずにやった、信用買いのところだろう。

「もっとも、どうやら君にコンタクトを取ったのは私が初めてのようだが、その原因もあれだろうな」

「え」

「大きく一つの銘めい柄がらに張るような奴やつを、組織は嫌う。小規模のファンドなども、やや二の足を踏む。大きく張る奴は、利益もでかいがやらかす時もでかい。あと、態度もでかいからな」

　にっと大きく唇を吊つり上げて、バートンはいたずらっぽく笑う。

「そういう火遊びはボスの特権だ、と考える奴らが多い。ガキ大将がそのままでかくなったような奴らばっかりだからな。私はどっちかというと、向こう見ずな連中と馬鹿なことをするのが好きだから、惹ひかれたんだな」

　外の明かりが顔を撫なでる中、バートンの細い目が俺のことを射貫く。

　口説かれる女の子の気分は、多分こんな感じなのだろうな、なんて思った。

「ま、そんな話も飯を食いながらにしよう。到着したようだ」

　車は大きく弧こを描いて一軒のレストランの前に止まる。

　すぐさまドアマンが扉を開け、バートンが先に降りる。

　一言二言告げると、ドアマンは恭しくうなずき、襟えり元もとの無線に小さくメッセージを送る。

　バートンはやはりリムジンに金など払わない。「顔」なのだ、と実感する。

「ここはいい肉料理の店でね」

「ステーキ、ですか？」

「うん？　ただのステーキももちろんうまいが、私は歴史が好きだと言ったろう？　古き良き金きん融ゆう街で、サスペンダー姿の男が食うものといえば決まっている！」

　相変わらず上着を肩にかけたままのバートンに、小汚い身なりの俺だが、その高級レストランに入る時も常に最敬礼で迎え入れられた。

「なにを食べるんですか？」

「タルタルステーキだ！」

　俺の言葉に、バートンは子供みたいに答えたのだった。







　飯は正直、うまい、以外の形けい容ようのしようがなかった。

　バートンはメニューも見ずに注文をして、あれをくれこれをくれとすらすらと伝えていた。

　酒は宝飾品みたいなカットグラスでウォッカばかり飲み、ウォッカはプロでも味の区別をつけられないからいい酒だと言って大笑いしていた。

　俺は酒をろくに飲んだことがないと言ったら、炭酸水を出してもらえたが、食前酒のベリーのリキュールは甘くておいしかった。タルタルステーキは生肉に色々混ぜて叩たたいただけの単純な料理で、いかにも短気で豪ごう放ほうそうな金きん融ゆう街の男連中に人気がありそうだった。

　会話は投とう資しの話もしたが、身の回りの話のほうが多かった。家出中だ、ということは一瞬でばれた。まともな生活をしていて投資の腕など磨みがけるはずがない、とバートンは笑っていた。

　だから俺はあっさりと、今住んでいるところとか、学校は行ってないこととか、これまでどうしてきたかとか、これからどうするのかとか、あれこれ喋しやべっていた。どんなに控えめに考えたって、バートンは俺を口く説どいているようだった。

　若い身空で高効率の投資パフォーマンスを叩きだした変わり者を、ちょっと手元に置いておきたいという程度なのかもしれないが、それだけでも俺はもちろん天にも昇る思いだった。

　ただ、決定的な一言、うちのファンドに来ないか、とだけは言われなかった。

　初対面なのだから当然だと思う。

　しかし、別れ際の握手は、熱ねつ烈れつで、長かった。

「またメールする。今日は楽しい夜だった」

　第六外区のメインストリートまで車で送ってもらってしまった。

　外区までくると維持費のかかる車の数は激げき減げんし、もちろん黒塗りのリムジンなんて皆無だ。

　俺は正直言って、リムジンの前でバートンと握手しているシーンを人に見られるのが、得意で仕方がなかった。俺はバートンのリムジンのテールランプがストリートの向こうに消えるまで見送って、跳ねるような足取りで教会に戻った。

　時刻は十一時を回っている。うっかり警官に見つかったら面倒なことになりそうだが、この時間ならまだまだ人通りも多い。俺はなるべく人の多い道を選び、走り、途中から裏路地に入った。

　今日は人生最良の日だ。

　決して、すべての支払いがバートン持ちだったというようなケチな理由ではない。なにせ、ニュートンシティの超高級な世界を一瞬でも垣かい間ま見て、その中を歩いてきたのだ。ニュートンシティの中での高級層は、人類全体の中の最高級を意味する。バートンは本物の金持ちであり、本物の投資家だった。そんな人物が俺に声をかけてきた。

　俺は認められたのだ。

　静まり返った住宅街の中で、何度も叫び出したい誘ゆう惑わくに駆られ、必死に腕を嚙かんで我慢したくらいだった。

　そんなわけで、途中で気分がよくなって家の屋根伝いに教会までやってきたら、三階の庭部分にテーブルを出して酒を飲んでいたらしいリサと鉢はち合わせした。別に深夜まで出歩いていることをリサに言い訳しなければならない立場ではないはずだが、やはり若干の罪悪感はある。

　ただ、リサはじとっと俺のことを見つめた後に、呆あきれるようにため息をついてグラスの酒を軽く飲み、椅子から立ち上がった。

「きちんと下から入りなさい。ご飯は？」

「……食った。つーか、言わなかったか？」

「聞いた。でも、それだけご機嫌ならお腹なかすいてないかなと思って」

　言われると、確かに小腹が減っている。

「食う」

「はいはい。じゃ、下からね」

　リサはそう言って、自分の部屋に入るとぱたんと窓を閉じた。

　俺は言われたとおりに一階に降りて、教会から母おも屋やの方に回る。

　明かりはつけっぱなしになっているものの、深夜独特の静けさがある。

　ほどなくしてリサが降りてきて、料理を温め直してくれた。

「どこ行ってたの？」

　詰きつ問もん調ではなかったので、俺も素直に答える。

「ニュートンシティ」

「……お友達？」

　若干の間があった理由は、肩越しに振り向くリサが、ちょっとからかうような笑みを浮かべているところで察せられる。

「友達なんかいねえよ」

「ふふ。ハルならそう言うと思った。じゃあ……女の子」

「……自分でも駄目だとわかってる冗談を言うなよ」

「はいはいごめんなさい」

　リサは肩をすくめて、料理に戻る。

　そして、温め直したあれこれをテーブルに並べてくれたので、俺はいい匂いに引き寄せられるようにしてテーブルについた。腹がいっぱいになったような気がしたのは、緊張だったらしい。がっつくようにして食事を取った。

「私は詮せん索さく癖があるから、本当はもっと根掘り葉掘り聞きたいんだけど」

　ピラフをかきこむ俺は、むぐむぐ口を動かしながら無言でリサを睨にらみ上げる。

「ハルが怒るからやめておく」

　いい判断だ、とうなずくと、リサに軽く頭を小突かれた。お前は俺の母親じゃねえだろと思うけれど、手で払うこともしないし、また悪い気分でもなかった。

「で、それとは別に、ちょっとハルに話しておきたいことがあるんだけど」

「……？」

　俺が体を起こしてリサの顔を見たのは、割とまじめな口調だったからだ。

「むぐ……なんだ？」

「うん。今日、出て行く時にクリスちゃんとすれ違わなかった？」

「ああ？　ああ、そういえば……。あのでけえのって、クリスの親おや父じ？」

「そう。確かにでけえわよね」

「……口くち真ま似ねやめろよ」

　俺が言うと、リサは嬉うれしそうに笑う。

「で、そのお話」

「ああ、なんだったんだ？　配達でもなかったろ」

「うん。ええっと、それでね……」

　リサはもごもごと口を濁にごす。ぱらぱらのピラフを口に運びながら、なんの話だ？　と怪け訝げんに思う。リサは左右に目を泳がせてから、ハガナみたいにおずおずと、言った。

「クリスちゃんのところの貯金を、ハルに預けたいんだって」

「はあ？」

　俺は即座に聞き返し、米粒が飛ぶ。

　リサが嫌な顔をして体を引くが、俺は気にせずもう一度聞き直す。

「なんだって？」

「ちょ、汚い……あのね、ハルたちの話を、ハガナから聞いたんだって」

「……」

　俺は米粒を集めるリサをじっと見て、それから、ようやく咀そ嚼しやくを再開する。

「あそこのお家も、トヤマさんから借金してるの。つまり、その……わかるでしょ？」

　サイズのまったくあっていない服を着て、昼間は飯も食わず家の配達を手伝うクリスの家。

　そこが俺に金を預けようという動機も目的も、その悲ひ愴そうさも一瞬で理解した。

「あそこはうちと違って商売をしているから、一気にお金を取られると困るんだって。仕入れができなくなっちゃうから。それに、そもそも借りた金額をすぐに返せなんて言われて返せる人はこの辺にいない。だから、どうせ取られることになるのなら、増える可能性のあることをすべきだって」

「……」

　ピラフの味もなにもなくなってしまう。ぱらぱらで、ほどよい歯ごたえがよかったのに、その歯ごたえがゴムのように感じられる。

　俺は飲み下し、スープを飲んで、言った。

「いくら」

「……三万ムール」

　少ねえ、と即座に思う。

　働いて、節約して貯ためて、虎の子の資金が三万ムール。

　ニュートンシティのあのきらびやかな世界が噓うそのようだ。

「借金は？」

「八万ムール」

「……倍以上かよ……」

「あのね、あそこの一家もとても苦労されてるの。だから、私としては──」

「あー、聞きたくねえよ。皆それぞれ事情があるなんて知ってんだよ」

　特に、俺の実家はその手の連中で溢あふれていた。どれもこれも悲惨で切なくて、どうしようもない話ばかりだった。ひどすぎて、話し手が明るくあっけらかんと話すくらいひどい話が多かったが、どれも大同小異に違いない。

　でなければ、月くんだりまで来て、数万ムールの金で右往左往していないはずだ。

「ハガナは？」

　俺は、聞き返す。

「ハガナは、なんて？」

　俺が現実の金で取引しよう、と言った時も二の足を踏みまくったハガナだ。

　俺が受けるか受けないかよりも、あいつのほうが重要だろう。

「受けたいって」

　そして、リサは言う。

「役に立ちたいって」

「……」

　ハガナがあのきつい目つきで、真剣にうなずく様が容よう易いに想像できた。

　成功は人を変える。

　そんなありきたりな言葉そのままだが、ハガナは本当に無む欲よくにクリスを助けたいと、そしてまた、助けられると考えているのだろう。

「お金を預けても、その……ハルたちがやることは基本的には変わらないのでしょう？」

　リサが、言ってくる。確かにそのとおりだ。他人の金を預かろうが、俺たちがやることは変わらない。

　だが、問題が二つある。

「損する可能性がある」

「……先方も、もちろんそれは承知」

　ここには俺がいて、いざという時には借金を丸ごと立て替えてやるという防ぼう波は堤ていがある。

　しかし、ほかの連中の家には当然そんな馬鹿な居候いそうろうはいない。

　ゆっくりと、それでも確実に、借金によって追い詰められているのだ。

「でも、このままでは借金が返せないのは明らかなんだって。だから、お願いしたいって」

「もう一つある」

「なに？」

　俺は一瞬ためらったが、口にしなければならないことだと覚悟を決めて、こう言った。

「報ほう酬しゆうだ」

　俺は、その一言は決して逃げずに言った。

　リサの目を真正面から見て、本気で見つめて、言った。

「報酬の話がある。俺は、ただで働くつもりはない」

「……」

　リサの顔つきがさすがに変わる。今にも泣き出しそうな、あるいは怒鳴り出しそうな、なんにせよ大きな感情を必死にこらえた不安定な顔つきになって、俺のことを見た。

「報……酬」

「そうだ。俺はリスクを取って実験したし、楽をして投とう資しの技術を手に入れたわけじゃない。それに、ハガナにはプログラムの使用料としてきちんと対価を払う約束をしている。クリスの家の事情がどうかなんて俺は知りたくない。だけど、報酬がなければ俺はやらない。俺は」

　大きく息を吸って、バートンの重じゆう厚こうさを思い出す。

「投資家だ」

　大おお見み得えもここに極まれりだが、俺はリサを前に一歩も引かなかった。

　喧けん嘩か別れをするならそれで構わない。

　困るのは、リサだ。

　そこまで考えているのかどうか、とにかくリサは、睨にらみ合いの末、ゆっくりと口を開いた。

「……その報酬は……どのくらいのものなの？」

「儲もうけた分の二割」

　ハガナへの分け前と同じだが、これには理由がある。

　顧客から金を集め、偉大な投資家が投資をする、ヘッジファンドという組織がある。

　その彼らの取り分が、儲けの二割なのだ。

　俺の要求に、リサは苦いものを口にしたかのように、口元を歪ゆがめた。

「……それ以上下がらないのね？」

「俺は、遊びでやってるわけじゃない」

　リサが、内に秘めた激げき情じようを、ゆっくりと深呼吸で散らしていくのがわかった。

　膨ふくらんだように見えた髪の毛が、徐々に落ち着いていくような気すらした。

　そして、最後にゆっくりと瞼まぶたを閉じると、大きくため息をついた。

「わかった。伝えてみる」

「もちろん、その儲もうけの中からハガナにも報ほう酬しゆうを払う」

「……うん。そこは疑わない」

「なら、なにを疑うんだ？」

「……」

　リサは一瞬なにかを言おうとしたが、一度口を閉じて、それから苦笑交じりに言い直した。

「私はキリストの御み名なにおいて、強欲を戒いましめなければならないわ」

「……。多分、一生わかりあえないな」

「そう。でも、ハルが単なる強欲の僕しもべじゃないことも理解してる。財産の少なくない部分を他人のために差し出そうなんて、なかなかできることじゃない」

　三万ムールのこと。

　俺は褒ほめられるのが素直に嬉うれしくなくて、唇をひん曲げてしまう。

「だから、責めない。それに……」

「あんだよ」

「今のハルは、悔しいくらいに大人だったもの」

「……」

　リサの苦笑いに、俺はますます顔を苦くしてしまう。

　ばりばりと頭をかいて、飯の残りに手を伸ばした。

「ハガナには私から話してみる」

「……そうしてくれると助かるね」

　ハガナと利益について揉もめたくない。

　少しでも意見が対立したら、あいつが譲るとはとても思えない。

「でも、ハル」

「あ？」

　リサはテーブルの向こう側から、本当に不思議そうな顔で尋ねてきた。

「一体、誰と会ってきたの？」

　俺はわざと大きく口を開けて飯をかきこんで、返事をしなかった。

　強欲の町の傲ごう慢まんな住人だと言ったら、嫌われるかもしれない。

　リサもそれ以上聞いてこない。

「ごっそさん」

　俺はそう言って、会話に無理やり幕を下ろしたのだった。
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　翌日、ハガナはあっさりと報ほう酬しゆうのことを了解したし、そのことを電話でクリスのところに伝えると、向こうも二つ返事だった。

　言ってみるものだ。

　仮に三万ムールあずかってそれを倍にできたら、利益である三万ムールの二割である六千ムールが報酬として支払われ、そこからハガナにプログラム代を渡した四千八百ムールが俺の取り分になる。

　駄だ賃ちんとしては悪くない。

　それに、俺はさらに強気に出て重要な文言も付け加えた。

　つまり、損をした時にこっちは責任を取らないということだ。

　なにせこっちから金を出してくれと頼んだわけじゃない。それで損をした責任を取らされてはたまったものではない。博ばく打ちを打つのは相手であって、こっちじゃない。

　クリスの親おや父じはバートンが小柄に見えそうなほどの巨体で、労働者らしい厳いかめしさを持っていたが、結局俺の要求をすべて吞のんで、深々と頭を下げた。

　リサは渋い顔だったが、技術を持っているのはこちらなのだ。技術を可能な限り高く売るのは、極めて自然なことだと俺は胸を張って言える。それに、ハガナには損をした時のこととか、報酬のことなんて本当に頭になかったらしい。クリス親子が持ってきた三万ムールを見つめながら、力強く呟つぶやいていた。

「たくさん、増やす」

　そのとおりだ。俺自身もバートンが見てくれているのだから、たるんだトレードをしている場合ではなかった。

　ただ、「たくさん増やす」のに、心配はおろか、そんな気負いすら必要なかったことには、俺自身驚いた。ハガナのプログラムは、それほどに優秀だったのだ。

　毎日数分置きに仮想空間上の千銘めい柄がら、それから、現実市し場じようの三千銘柄を常に監視し、計算し、分析している。俺が画面を頻ひん繁ぱんに切り替えし、目がちかちかするほどたくさんの銘柄を見るよりもよほど正確で優秀だ。俺がたった一つの銘柄をじっと見続けていたかのような分析結果を、瞬時に数十も並べてくれる。

　それに、俺が漠然と理解していたらしい統計学的な値幅もきっちりと出してくれるから、一つの銘柄にかかずらう時間をぐっと短縮することができた。

　ましてや、歪いびつな投とう資し構造や怪しげな匂い、といった銘柄を追いかけるようなことはまずもってしなくなった。そんな危険な銘柄を追いかけなくても、ハガナのプログラムが次から次へと金の生なる木を見つけてきてくれるのだから、リスクを取る理由がない。

　俺はプログラムに従って売買し、うまくいったこと、いかなかったことをハガナに報告するのがメインになっていた。隣ではハガナが頭をひねり、時折手計算で意味不明の方程式を解いたりしているが、なにをしているのか日に日に尋ねなくなっていた。

　ハガナの端たん末まつ画面には、日を追うごとに、方程式で使われるギリシャ文字が増えていく。ベータ、ガンマ、デルタ、シータ……。

　そのすべてに数学的な意味があるらしいが、その中で俺が理解できるのは、アルファだけだった。アルファは投資理論の中で乱舞する意味不明なギリシャ文字の中で唯一、単純明快な意味を宿している。

　それは市場平均よりもいくら儲もうかったかという、そのプラスの部分だ。

　投資の世界で、市場平均、という数値ほど退屈なものはほかに存在しない。なにせ、市場の平均というくらいだから、市場に存在するすべての銘柄を購入した時のパフォーマンスは、金さえあれば猿でも出せる数字になる。考える頭を持った人間ならば、その数千に及ぶ銘柄のうち、値下がりをする銘柄を避けて選べば、市場平均に簡単に勝てる、とすぐにわかる。

　アルファとは、猿よりもどれだけ賢いかを示す指し標ひようだった。

　俺のアルファは良い時も悪い時もある。

　だが、ハガナが数式で確立しようとしているのは、俺の最高のパフォーマンスであるアルファを常に出し続けるシステムだ。体調にも、日よりにも、機嫌にも左右されない。常に最高最良のパフォーマンスを数式に従ってはじき出す。

　ハガナは俺の隣に座り、俺のすることなすことすべてを数式に変えていく。

　だから、プログラムが改良されればされるほど俺は時間に余裕ができて、時間に余裕ができれば落ち着いて取引ができる。落ち着いて取引ができれば、これまで見えなかったこと、感じる余裕のなかったことがすごくよくわかってきた。

　ハガナと手を組む前にパフォーマンスが悪くなっていたのは、もしかしたら俺に余裕がなさすぎたせいなのかもしれない、とも思った。研とぎすぎて、ひょろひょろになったナイフのようになっていたのかもしれない。

　取引の中での不満といえば、ハガナのプログラムが優秀すぎるせいで、ひりつかなくなったことだろうか。リスクというものが、地球の向こう側に隠れてしまって久しかった。

　ニュースを見て、財務を見て、場の雰囲気を感じ取って、一か八ばちかの大きな取引は確かに博ばく打ちといわれてもおかしくない。今は人の資金を預かっているのだし、なによりうまくいきまくっているのだから、そんな危険を冒す理由がどこにもない。

　だから、そのことを寂しいとかつまらないことだとか思うのは、子供じみた贅ぜい沢たくな悩みだと、俺は一笑に付した。

　資金は一週間でさらに増えた。

　仮想空間上では四千七百万ムール。実空間上では九万二千ムール。30％ほどの上昇で、クリス親子から預かった分は四万ムール弱になっていた。

　結果としてはまったく悪くないが、借金完済にはまだ距離がある。

　儲もうけが出たら俺はクリス親子から二割の報ほう酬しゆうを得て、しかも損をした場合には責任を取らないと傲ごう慢まんな条件を出している。その傲慢に見合うほどの儲けであるのか、俺はちょっと自信を持てなかった。

　資金を預かって一週間後、クリスが不安げに投とう資しの結果を聞きにやって来た。

　俺も実は、不安だった。ただ、それが学校の成績が悪いのを親に怒られるんじゃないかとびくびくしているものなら、クリスのそれは、癌がんですと報告されるのを怯おびえる患者のものだったと思う。

　そんなクリスを前に、ハガナが数字を告げた。

「三万九千二百ムールになった」

　ハガナは堂々としていた。当然そうするべきと言えるほどに、堂々としていた。

　クリスは見た目のどんくささからは想像もできないほど頭がいいらしい。ならば、自分たちの預けた金が30％ほどしか増えておらず、借金完済まではまだかなりの距離があると理解できるはずだ。

　あれほど傲慢な条件を突きつけたのだから、一週間で半分くらいはいっていて然しかるべき。

　そんなことを言われるのではないかと思っていたのに、巻き毛の子犬みたいなクリスは、震えながらハガナのことを見つめていた。

「……ほ、本当、ですか？」

「本当のこと」

　そして、その場に腰を抜かしてへたりこんでしまう。

「あ、おい」

　俺は慌てて手を伸ばそうとしたが、ハガナがしゃがみこむほうが早かった。

「これは、本当のこと」

　ハガナは優しげな顔で言って、クリスの手を取って、ぎゅっと両手で握りしめていた。

　クリスは握りしめられた手を呆ほうけたように見て、それから、目の前のハガナの顔を見る。

　なにが起こったのか信じられないといった顔だった。

「これは、本当のこと」

　ハガナはもう一度言った。

　しかし、借金完済まではまだまだある。クリス親子にとって、三万ムールは本当になけなしの財産をひねり出して持ってきた、最後の頼みの綱のはずだ。それを傲ごう慢まんな条件で受け取ったこちらとしては、当然全力を尽くしているという自負はあるものの、まだ全然足りないと負い目を感じてしまう。

　そう思うからこそ、クリスの驚きようを見て、俺はひねたことを思ってしまったのかもしれない。

　全体を見つめてその損得をきちんと計算できないからこそ、貧民はずっと貧民のままなのだ、と。

　虎の子の資金を俺たちに預け、それが30％増えたからって腰を抜かすようだからこそ、だめなのだ。

　俺は大だい上じよう段だんからクリスを眺め、そう思っていた。

　でも、ハガナは、こう言ったのだ。

「本当のこと。だから、増えたお金で靴と服が買える」

「っ──」

　思わず俺は息を吞のんでいた。

「これから、もっと増やす。靴と服を買って、鞄かばんを買って、それでも余ると思う」

「あ……う……」

「？　泣くことではない」

「な、泣いてまふぇ……」

　そして、クリスは泣きだして、ハガナは珍しくちょっと慌てていた。

　ただ、その場で一番取り乱していたのは、多分自分だった。ハガナの言葉が、胸の奥に深々と突き刺さっていた。

　服と靴を買える。

　借金までにはまだいくら足りないなんて言葉ではなくて、もっと吐き気がするほど具体的な言葉だった。クリスの着ている服はぼろぼろのサイズのあっていないもので、靴はもっとサイズがあっていない穴のあいたスニーカーだ。買い替えたほうがいいなんて、いちいち言うのも馬鹿らしくなるほどにひどい有様だった。

　それでも、俺は言われるまで気がつかなかった。まったく気がつかなかった。

　クリスにとって、ハガナにとって、金とはそういうものなのだ。

　俺がハガナに札を突きつけて、本当のことだと言ったことの裏返しだ。俺もまた、金がどういうものなのか、よくわかっていなかった。生きていくために稼ぐということの、本当の意味を、俺はわかっていなかった。

　教会に転がり込む前までには確かに自分の稼いだ金で寝泊まりしていたが、それは実家である程度金を貯ためたうえでのことだった。

　服と靴を買えるなんて、当たり前のことだった。俺の頭にあったのは、その当たり前のことをいかにして節約するかという程度のことだった。

　欲しくても買えない、なんてことは生まれてから一度もなかった。

　あって当たり前のもの。

　ハガナやクリスは、それがない世界の住人なのだ。

「クリス」

　ハガナがクリスの名前を呼ぶ。

　表情に乏とぼしいハガナの顔は、言いかえればいつも真剣な顔つきだった。

「もっと、増やす」

　泣いているというより、べそをかくといったほうがふさわしい様子のクリスは、救世主でも見るかのようにハガナを見た。

　ハガナはゆっくりとうなずく。

　そして、片腕を上げると、俺のことを指さした。

「ハルが、増やしてくれる」

「なっ……」

　俺は突然のことにどぎまぎしてしまうが、クリスの疑いのない目が俺を見る。

　綺き麗れいな、青い目だ。

　そんな目を見ると、貧困者がどうのとか思っていた自分が、ひどく汚い存在に思えてしまう。

　たじろぐ俺を前に、クリスはよれよれの袖で自分の顔を乱暴にぬぐい、座り込んだままではあったが居住まいを正し、俺のほうをはっきりとみた。

「よろしくお願いします」

　そして、礼儀正しく、そう言った。

　俺たちがしていることは、こういうことだったのだ。







　クリスがパフォーマンスに腰を抜かしたくらいだったから、その話を聞きつけた他の連中が教会にやってくるのも、予想できたことだった。

　クリス親子の知り合いで、やはり同様にトヤマに借金を抱えている者たち。リサの知り合いも多く、互いの懐ふところの窮きゆう状じようを、昨晩の献こん立だて並みに把は握あくしている間柄だ。

　そんな連中が、虎の子の一万ムールとか三万ムールとか、中には数千ムールを持ってくる。

　報ほう酬しゆうが儲もうけの二割で、負けた時に責任を取らないという強気の条件を吞のんでくれるのなら、断る理由はない。基本的に投とう資しは同じことをするだけだから、手間は変わらない中で儲けだけが増えることになる。それに、人助けをしているのだという実感も。

　金を預けに来た人間は八人を数え、資金はあっという間に二十万ムールを超えた。

「これで、たくさん助けられる」

　リサが作ってくれた名前と預かった金額の書かれた名簿を見て、ハガナは小さく呟つぶやいていた。

　俺だってクリスのあんな様子を見たら、誰かのために金を稼ぐことも悪くはない、と思うようになる。

　それでも、誰かが金を持ちこみに来るたびに、俺の不安は少しずつ増していった。

　金額が大きくなると、それだけ素早い売買が難しくなってくるからだ。

　株かぶは現実の市し場じようと変わらない。林りん檎ごを一つや二つなら、買いたい時にすぐに買えるが、これが千個や二千個になれば、即座に、というわけにはいかなくなる。

　特に、たくさんの人間が売買している銘めい柄がらでないと、自分が買うだけで値が上がり、売るだけで値が下がってしまう。そうなると、二十万ムールを三つか四つに分け、これまでよりも多くの銘柄に投資することで、その障害を回避することになる。

　理屈としては成立するが、果たして本当に大丈夫なのか？

　俺は不安だったが、またしても杞き憂ゆうだった。

　余裕はあったのだ。立ち止まり、株を吟味し、じっくりと取引するなんていう贅ぜい沢たくをしなければ、余裕はしっかりと存在した。

　そして、ハガナのプログラムはほぼ毎日改良されて、頭から信用するという使い方に耐えうるようになってきていた。

　つまり、俺はプログラムが吐き出す分析結果を疑うこともなく参照し、それを利用して売買を積み上げていくようになっていた。ハガナと手を組む前に俺が自分だけでしていたように、目まぐるしく画面を切り替え、一息もつかずにずっと端たん末まつに張り付き、利益を無数に積み上げていく。歯車がすべてうまくかみ合っていた。

　儲けはどんどん膨ふくらんでいき、金を預けに来る人間の数もさらに増えた。

　運用する資金は儲けも含めると五十万ムールを超え、その内、俺の資産は報酬を計算に入れると十二万ムールにもなっていた。二十万ムールの時点で目が回りそうだったのだから、五十万ムールを回すには、仮想空間上の取引を後回しにするしかなかった。こちらのほうはバートンが見ているはずだったが、現実の取引についての話をすれば理解してくれるはずだ。バートンだって、仮想空間よりも、現実での取引のほうを重視するだろうし、そっちで高パフォーマンスを叩たたきだしていれば理解してくれるはずだった。

　そのために、投とう資しコンテストは五千万ムールを超えたあたりで足踏みをしていた。

　ただ、それが魚の小骨みたいに引っかかっているのか、俺はだんだん現実取引での儲もうけをあまり喜べなくなっていた。感覚がマヒしているのかもしれないし、取引の疲れが体力以外に、つまり精神的にも累積しているのかもしれない。

　作業のような取引の中で、気晴らしに大博ばく打ちを打ってみたい、と誘惑に駆られることもしばしばだった。

　しかし、クリスだけならまだしも、今は十人を超える人間の命運がかかっている。しかも、その一人ひとりが、増えた金で「靴と服を買える」ような連中となれば、なおさらだった。中にはクリスと同い年の子や、ハガナの生徒が当然いた。

　取引から博打要素がなくなってひりつかなくなったからつまらないなんて、口が裂けても言えるような状況ではなかった。

　俺は頭が重く、胃がむかむかし、午後の取引が終わるとなにもする気力がなくなってしまう。

　かといってじっとしているのも性格的に我慢できず、逃げた先がセローの店だった。

「最近よく来るな」

　地球の古い映画をぼんやり眺めていると、パーティションを区切る扉を開けて、セローが顔を覗のぞかせた。

「『ゴッドファーザー』かよ。渋い趣味だなお前」

「……なんだよ。なんか用か？」

「用ってほどではないけどな。ほれ」

　セローは瓶びんの炭酸飲料を渡してくれる。硝子ガラスの原料なら月面に腐くさるほどあるし、太陽光を集めるだけで作れる硝子は重ちよう宝ほうされる。ただ、瓶入りの飲料はペットボトルに比べるとレトロなイメージがあるのか、地球人には不評だ。逆に月面では、石油を使わなければならないペットボトルのほうが、馬鹿げた代物だと蔑まれている。

　俺はその瓶入りの飲料を受け取る前に、抜け目なく聞く。

「料金に入ってんのか？」

「おごりだよ馬鹿」

「ならもらう」

　俺は受け取り、炭酸の刺激に目をきつく閉じた。

「お前、地球の映画好きなのな。それもマフィア映画と戦争映画ばっかし。暗いなあ。もてねえぞ」

「うるせえな……」

　ずず、とジュースをすすって、映画に目を戻す。映画は、ちょっと頭の足りない子分が敵対勢力に潜入しようとして、あっさり殺されるシーンだ。どうしてこいつは相手が自分のことを疑わない、と思うんだろう？

「俺のようにロマンスとか観みろよ」

「お前が観てんの、エロばっかじゃんか」

「なにおうっ」

　セローは言って、わざとらしく左右を見回してから、俺の耳元に口を寄せてきた。

「ハガナちゃんそっくりな子のやつ手に入ったぜ」

「……」

　そう言えば俺が動揺するとでも思ってんのか、と横目に軽く見る。

「あれ、反応鈍いな……」

「猿」

「……猿でございますよ。しっかし、こんな映画のなにがいいんだ。もっとこう、どかーん、ばきーん、のほうが若造にはお似合いじゃないのか」

「……」

　俺は無視をする。

　マフィア映画と戦争映画が好きなのは、彼らの行動原理がわかりやすいからだ。

　それに、ヒーローが一人で問題を解決するものでもない。

　人と人とが手で触れそうなほど濃い糸でつながっていて、彼らはその糸に引っ張られて操り人形のように画面の中で踊り狂う。

　その様は株かぶ式しき市し場じように近いものがある。株式市場も参加者の行動原理は明確なのに、たった一人でどうこうできる場所ではない。俺はそういう状況で、明確な目標に向かうのを想像したり、見たりするのがとても好きなのだ。

　マフィアや軍の小隊が面子メンツや仲間のために、不合理なほど合理的すぎる決断をするところなんて、震えがくるほどに好きだ。

　意外な展開なんてほとんどない。

　あるとすれば、それは事件を動かすための最初の動機にすぎない。

　株式市場でいえば、予想外のニュースみたいなもの。勝負は、そのニュースが流れてから、始まるのだ。

「……つまんねえの」

　俺が映画を観ながら黙もつ考こうしていると、セローが不ふ貞て腐くされるように言った。ハガナそっくりの子のエロ動画はちょっと気になったが、あまりにも負けた気になりそうで見たくない。

「子供みてえなことしてんなよ」

　俺は、セローにそう言った。

「若さを大事にしてるんでな」

「地球野郎は母なる大地のマザコンで有名だからな」

「重力が恋しいね」

　セローはやれやれとカウンターに戻ろうとする。俺も画面に目を戻したのだが、ふとアフロの動きが止まり、再びでかい頭をブースの中に突っ込んできた。

「そういや、お前ら噂うわさになってたぞ」

　含みのある言葉にはたくさんの解釈が可能だ。

　ただ、俺がセローを横目に見たのは、その口調が妙にまじめだったからだ。

「あ？」

「ハガナちゃんと」

「……お前、小学生かよ」

　俺が呆あきれて言うと、セローは一瞬ぽかんとしてから、苦笑した。

「ちがうちがう。そうじゃなくて」

「じゃあなんだよ」

「お前ら、人の金集めて運用してるんだって？」

　その一言は、まるでマフィアの対立組織が、抗争の火種を取り出す時のようだった。

「……それで？」

「リサは知ってんのか？」

「当たり前だろ」

　俺は画面に目を戻す。

　噂。

　噂になってるのか？

「リサが知ってるって……本当か、それ」

「うっせえなあ……そうだよ。もっとも、元々は人の金まで扱う気はなかったんだけど。最初は、リサの借金のためだったしな」

「っ」

　セローは目を見開いて、そのでかい頭を近づけてくる。

「リサ、借金あったのか？」

「近ちけえよ……そうだよ。知らなかったのか？」

「知らなかった……」

「大学から借りてた貴重な本をなくしたんだと。それで三万ムールだか借金して、返せなくて途方に暮れてたんだ」

「おぅ……」

　セローはでかい頭に両手を当てて、もさっといい音を立てる。

「俺に言ってくれれば……」

「返せるって？」

　俺が尋ねると、セローはなにか言いかけて、やめる。

　多分、無意味な見み栄えでも張ろうとしたんだろう。

「いや、けど、そうなのか……でも、あれだよな。俺がハガナちゃんに作ってやったプログラムで、だろ？」

「あと、俺の投とう資し力な」

「……。まあ、そのへんは置いといて」

「疑ってんのかよ」

「怒んなよ。ハガナちゃんのメールには一言目には『ハルが言うには』『ハルが言うには』だからな。疑ってねえよ」

　そんなことを暴ばく露ろされて、俺はちょっと虚きよを衝つかれてしまう。

「で、そうじゃなくて、気をつけろよってこと」

「……は？」

「お前がこの辺飛びまわってるらしいってのも知ってるからな。鍛きたえてるんだろうが、世の中危ない連中はそれだけじゃない」

「……ハッカーとか？」

「それもある。なんにせよ、あんまり金を集めていることを言わないほうがいい。おっさんのお節せつ介かいだと思ってくれても構わないが」

「……」

　ひどくまじめで、俺はどう言ったらいいのかわからない。

「あ、ああ……」

「世の中、なにが起こるかわからんからな」

　セローは最後にそう言って、俺の肩を軽く叩たたいて、カウンターに戻っていった。

　確かに、金を集めて運用しているのが周りに知られていいことなんて一つもない。

　ただ、今更金を返すことなんてできないし、俺たちに金を預けている連中は実際に金に困っている。それに、現金を持っているわけではないので、帰り道に襲われて盗まれる心配もない。

　気がかりがあるとすれば、ハッカーに口座をクラックされるとか、リサかハガナが誘拐されるとかだが、いまいち想像ができない。

　俺は映画に視線を戻す。

　十分後には、セローの言葉なんて忘れて、俺は映画に没ぼつ頭とうし、観み終おわってから教会に帰ったのだった。







　セローの店に行ったり、早めに眠ったりしてみたものの、日が経たつにつれて俺の体の中にたまっていく疲れは着実に増えていった。

　一体なにが悪いのかわからない。

　わかっているのは、取引のことを考えると気が重く、滅め入いることだ。

　資金量が増えて、パフォーマンスを維持するために取引する銘めい柄がらが多くなりすぎているのかもしれない。あるいは、自分が思っているよりも人の命運を背負うということにプレッシャーを感じているのかもしれない。

　俺はその日も午前の取引が終わった後、リサが中華料理店に働きに出る前に作っておいてくれた昼飯を食べ切れず、テーブルに突っ伏していた。

「大、丈夫？」

　そして、ついに昼の休憩の時、ハガナにそう言われてしまった。ハガナもハガナでそんな言葉を生まれて初めて使ったかのように、たどたどしい言い方だった。

「……わからん。寝かせてくれ……」

　目を閉じても取引画面がちらつき、頭には鈍い痛みがある。

　風邪か、とも思うが、そういう感じでもない。風邪以外の心当たりならいくらでもある。

　これまでは取引でどんなに疲れても、寝て起きればまた今日もやってやるぞと気合に満ちていたのに、そういうことがなくなってしまった。朝起きると、今日も取引か、と面倒に思ってしまうのだ。

　久しぶりに儲もうけすぎた反動だろうか、とも思う。ゲームでチートをしてレベルを一気に上げ、しばらくは楽しくてもすぐに飽きてしまうのと似た感じなのかもしれない。

　だとしたら贅ぜい沢たく病だ、と自分自身で思う。このまま儲けを積み上げれば、たくさんの人を救える上に、俺自身もすごいところまでいけるのだから。

「……取引量が多すぎる？」

　そこに、ハガナがまた声をかけてきた。

　顔を上げたのは、ハガナの言葉に興味を惹ひかれたからだ。

「多すぎたら、どうするんだ？」

　嫌いやみっぽい聞き方になってしまったのは、資金量が多くなってきた以上、細かくたくさん取引する以外にうまくやる方法がないからだ。

「……提案が、ある」

「っ」

　自分でも驚くくらい、その言葉に反応した。顔だけでなく、体も起こしてしまう。

　ハガナは椅子に座ったまま、じっとこちらを見つめている。

「なんだ？」

「投とう資しコンテストの取引を自動化すればいい」

「……」

　俺はハガナの顔をじっと見る。

　単純にして、あまりにも明快な解決法だった。

「セローに話をしたら、既存のプログラムを少し拡張するだけですぐに作ってくれた。バックテストをしたら、ハルには全然及ばないけど、きちんとプラスになった」

　ハガナが、自分の端たん末まつにプログラムを展開し、テスト結果の表を出して俺の方に向けてきた。

　俺は目を細めて数字を見て、鈍にぶい頭痛に軽く顔をしかめる。表の数字では、プラスとマイナスが入り乱れている。俺のように場の雰囲気をうまく読めないせいで、ロスが大きく、俺のパフォーマンスの三分の一も出せていない。

　それでも、全自動で取引をするプログラムが、確かに利益を上げていた。

「ハル、今、すごく大変そう」

　端末から顔を上げると、ハガナが無表情に俺のことを見つめている。無表情なりに心配してくれているのは、よくわかった。

「効率は落ちるけれど、これなら、現実のほうに集中できる」

　ハガナの目は真剣だった。投とう資しコンテストとの両立に無理が出始めているのなら、どちらかを切るべきであり、ハガナならば迷うことなく投資コンテストを切るべきだと判断するだろう。

　ハガナの目は、ものすごく真しん摯しに、俺のことを心配してくれていた。

　ただ、俺はその申し出に、視線を落とさざるを得ない。

　俺の代わりに、投資プログラムが？

　そう思ったのは、パフォーマンスがお粗末だったこともある。バートンがこの取引履歴を見ているのであれば、愛想を尽かされてしまうかもしれないことを恐れた。

　だが、最大の理由は、もっと明白なことだった。

　俺がいなくてもいい。

　その事実に、みぞおちの辺りがすっと冷たくなった。

　今の今までまったく気がつかなかった、目の前の真っ暗い穴に、ようやく気がついた。

「効率は……これから頑張って上げる。でも、ハルのこと、リサも心配している。だから」

「いらねえ」

　俺はハガナの言葉を遮さえぎって、そう言った。

「いらねえ。こっちも俺がやる」

　ハガナはなにかを言いかける。

　しかし、俺はすぐに言葉をつないで遮った。

「一位のミスター・トローチは噓うそみたいなペースで資産を増やしてる。こんなプログラムに頼ってたら追いつかない」

　もっともらしい理屈だし、事実としてそうだ。

　だが、その本当の理由はもっと別にある。俺が気になったのはたった一つのこと。

　効率を上げる？

　ハガナなら可能だろう。プログラムはどんどん優秀になっている。

　でも、俺はプログラムと同じスピードで成長することはできない。いつか追いつかれることになる。最初からわかっていたはずのことなのに、俺は初めて目の当たりにするように、その問題の前に立っていた。

　プログラムに判断力ですら追い抜かれた時、一体、俺はなにをするのだろう？

「お……お前は、もっと儲もうけやすい銘めい柄がらを探して、もっと……そう、値幅の精度を上げるほうに集中してくれよ。俺がそこから利益を引き出す。役割分担は、そうだっただろう？」

　ハガナの眉が、ちょっとだけ苦しそうに歪ゆがめられる。それは俺を心配してくれているのか、はたまたそうでないのか、よくわからない。わかっているのは、いつの間にか俺はまずい立ち位置にいたということだ。

　もしもハガナのプログラムが俺のすべてをコピーし終わり、完全な自動化プログラムを作り上げたとしたら？　現時点で、俺の生身の人間としての処理能力は限界に達している。

　最初は冗談で言っていたことが、現実味を帯びてきていた。それどころか、ハガナのプログラムが俺を上回る可能性すらあった。そうなった時、俺はバートンにとってどのくらいの価値があるのだろう？　ハガナにとって、どのくらいの価値があるのだろう？

　そして、俺が今さらハガナへの協力を拒むことなんて、できるわけがなかった。クリス親子の借金ですら返せる状況にないのだ。拒めるわけがない。

　だとしたら、取れる選択肢は限られている。

「俺もコンテストが終わるまで頑張る」

　コンテストはあと三週間を切っている。耐えられないこともない。誤ご魔ま化かせないこともない。

　うなずくのをためらっているハガナに向かい、俺は手段を選ばずにこう言った。

「だから、力を貸してくれ」

「っ」

　ハガナは軽く緊張するように体をすくめ、それから、力強くうなずいた。

　その姿は、自分はなにもできない無力な存在なのだ、と思っていたハガナではない。

　今は多数の人の金を預かり、たくさんの人の借金を返せるかどうかという重要な立場にいる。

　しかも、力を貸してくれ、というのは、ハガナに対する最高の殺し文句だろう。

　ただ、それは皮肉な言葉でもあった。

　ハガナに力を借りれば借りるほど、俺の力は削そがれていく。儲けても儲けても笑えず、疲れが取れない理由が今ようやくわかった。今の俺のやっていることが、別に俺でなくてもいいような、単純作業となんら変わらないからだ。

　朝起きてニュースも見なくなり、取引後も銘柄を眺めることがなくなった。俺はプログラムを利用して稼いでいたのではない。プログラムの最終部品になり下がっていたから辛つらかったのだ。

　だが、たとえそうだとしても、今のままで誤ご魔ま化かさなければならない。

　コンテストで上位を守り、シュレーディンガーストリートに行くまでは、この取引を「自分の取引」にしておかなければならない。

「……そろそろ、午後の取引が始まるぜ」

　俺は短く言って、端たん末まつをハガナに返す。

　再び単純作業が繰り返される。

　耐えなければならない。

　そして、誤魔化さなければならなかった。







　投とう資しコンテストは折り返し地点を過ぎ、ミスター・トローチは最後になにか起爆剤を使ったのか、九千二百万ムールと数字を跳ね上げている。もうこれは間違いなく、信用取引でフルレバレッジをかけている。信用取引なしで俺たち以上のパフォーマンスを出すのは端的に無理だと思った。それに、投資コンテストも終盤に差し掛かり、ほぼ全員が大きな相そう場ばを張るようになったので、値動きが荒くなり、大儲もうけする奴やつらも続出し始めた。

　こっちも六千万ムールに達しているのに、まさかの五位なのだ。

　ぼちぼち使っていた信用取引を、ついに全解除し、常に全力で突っ込むことにした。梃て子この原理を使い、三倍の腕力で、儲けを狙いにいった。

　しかし、レバレッジを効かせているはずなのに、俺は端末の前で手応えのなさを感じていた。

　それはパフォーマンスの話ではなく、精神的な話だった。儲かれば儲かるほどハガナは数式にのめりこみ、のめりこめばのめりこむほどプログラムは改良されていく。

　そして、それはますます俺の居場所がなくなっていくことを示していた。

　ここ数日は、提示される銘めい柄がらリストを見ても、それがいいのか悪いのかわからなくなってきていた。悪くないというのはわかる。自分好みの銘柄だというのはわかる。でも、それ以上のことがわからず、目を薄い膜まくで覆おおわれているかのようだった。

　バートンはこの取引記録を見ているだろうか？

　あれ以来連絡がないが、もしかしたらこの取引記録を見て、つまらない奴になり下がったと思っているのかもしれなかった。バートンは俺の取引の最初の大博ばく打ちを見て、声をかけてきてくれたようだったのだから、今のように小銭を汲きゆう々きゆうと拾う五位の投資成績しか残せないような奴には、興味がないのかもしれない。

　一位のミスター・トローチは、ハーバード大学でＭＢＡを取った、プラチナ・スミスに内定している超エリートだという。そういう奴がいるのに、どうして今の俺なんかに興味を持ち続けるだろう？

　ただ、今の俺たちの成功が、たくさんの人間を助けていることだけは間違いなかった。借金を背負っている連中だけの話ではない。

　ハガナは成功によって自信を持ち、血の通った人間のようになってきていたのだ。出会ったころからは信じられないくらい角が取れて、時折はにかむように微笑ほほえむようになっていた。リサもそのことをなによりも喜んでいた。

　しかし、逆に俺はどんどん腹の奥に重いものがたまっていった。

　時折、八つ当たりに近い不機嫌さを出してしまうこともあったが、リサは取引で疲れているのだと、俺のことを擁よう護ごしてくれた。

　でも、そうではないと、俺はわかっていた。ハガナのプログラムに居場所を取られないようにと、必死にならざるを得なかったのだ。自分がしていることは余人をもって代えがたいのだと、態度でも行動でも示すほかなかった。そうしていないと、ハガナが自動化プログラムを本気で開発しはじめそうで、怖かったのだ。

　俺はその頃から夜中に悪夢を見て目を覚ますことが多くなった。

　ハガナの質問に答えるたびに、俺の体が数式になっていく夢だ。

　嚙かみ合わないパズルのように、ばらばらと体がギリシャ文字になって崩れていく。俺は必死にかき集めるのだが、それらをどう集めても元の体には戻らない。

　その一方で、信じられないことだが、ハガナが朝食の時などに、親切でスプーンや砂糖を取ってくれるようになった。

　しかし、それがなにか邪悪な意図をもった嫌がらせであるのではないかと、自分でも馬鹿げているとわかる妄想を抱き始めた矢先だった。

　もう限界だと思うところで、バートンからメールが届いたのだ。

『時間ができたので、会えないだろうか？　申し訳ないが、できれば午前中からがいい』

　指定された日付は平日だった。

　平日の昼間に外をうろつくという以前に、取引時間中に外に出るなんてもってのほかだったが、ハガナと手を組む前までは雨の日などには取引をやめてぼんやりすることもあった。

　俺はすがりつくようにメールを返信した。

『会えます』

　返信はやはり早く、この間と同じグランドセントラルホテルを指定された。

　俺が平日の午前中から外出すると告げると、ハガナは驚くというより戸と惑まどっていた。

「取引はどうするの？」

　当然のことながら、そう尋ねてくる。

　俺の答えも、決まっていた。

「一日くらい、休んでもいいだろ」

　その言葉はハガナの目をまんまるにするくらい驚かせたが、ハガナが自力で取引なんてできないだろうし、自動化プログラムに任せるのも絶対に嫌だった。

「お前も、少しは休めよ。最近ずっと夜中まで起きてるんだろ？」

「……わかった」

　ハガナはうなずき、それ以上なにも言ってこなかった。

　俺は、バートンと会う約束をした前日の夜、ほとんど眠れなかった。

　脳のう裏りには、バートンと出会い、垣かい間ま見たニュートンシティのきらびやかな夜があった。

　リサには出かけることを内緒にし、可能な限り変装して、二週間前と同じ順路でグランドセントラルホテルまで行き、再び案内されてカフェの奥の席にまでたどり着いた。

　俺を見た時にバートンが笑顔をこわばらせたところまで、同じだった。

「ひどい面だな」

　違うのは、その台詞せりふだった。







　バートンが注文してくれたのは、アルコール控ひかえめの、ホットのチョコレートリキュールだった。

　俺はそれを飲んだ瞬間、不覚にも泣きだしそうになっていた。

「ふん……」

　バートンはローテーブルを挟んだ反対側にどっしりと座り、こめかみに指を当てて肘ひじかけに肘をついている。当然俺を観察しているのだが、俺はなにもかも見透かされていそうで、それが恥ずかしくもあり、どういうわけか、心地よくもあった。

「成功している時に生きるのが辛つらいと言うと、人は贅ぜい沢たく者とののしるが」

　そして、突然バートンは言った。

「それは成功したことのない負け犬の言葉だ。得てして世の中そんなものだということがわからない。どれほど飢えていたって、顎あごが外れるほど御ご馳ち走そうを詰め込まれれば、だれでも苦しいものだからな」

　バートンはウィスキーのほうが多いのではないかというアイリッシュコーヒーをすすり、カップを見たまま、言う。

「投とう資しコンテストのパフォーマンスを見た。数字は素晴らしいが……なんだな」

　言って、小さくげっぷをする。

「失礼……。んむ。つまらんのだな」

　俺は、本当にカップを取り落としそうになった。

「初期のものとはまるで別人のようだ。確かに投資手法というか、銘めい柄がらの選定の仕方は首尾一貫しているのだが……もっと根本的なところで……そう、まるで作業だ」

　バートンはカップを置き、前かがみになって俺のことを見てきた。

　その目は、すべての真理を見通して、見えないはずの未来を鋭く見つめるような目だった。

「なあ、ミスター。もしかして、投とう資しにはもう一人嚙かんでいるんじゃないのか？」

　手が震え、チョコレートリキュールがこぼれた。

　でも、俺はそのまま動けなかった。

　意図的に隠していたわけではない。聞かれなかったから、言わなかっただけ。

　しかし、もしも投資を二人でやっているのなら、このパフォーマンスは二人で出したもののはず。だというのに、ここには自分一人しかいない。

　しかも、今の自分は湯水のように湧わく利益のうちの、一体どれだけを担っているというのだろう？　必死にプログラムに置き換えられないように、今の立場にかじりついている。

　カップを見つめたまま、視線を上げられない。

　バートンが、続けて口を開いた。

「そのもう一人を連れてこい、と私が言うと思うかね？」

　そして、出てきた言葉は俺の懸け念ねんそのものだった。

「どうせ、組んでいるのはクオンツだ。違うか？」

「っ……」

　俺はついに顔を上げる。

　バートンは年を重ねた重厚な顔に、まずいものでも食ったような表情を混ぜていた。

「やはりそうか。クオンツなどと組むからそうなる」

「っ……で、ですが……」

　そのクオンツが、稼ぎのほとんどを担っています。

　俺が言いかけるのを、バートンは大きな掌てのひらで止めた。

「クオンツは凄すさまじい。それが優秀であればあるほどそうだ。連中は市し場じようを数学でモデル化する。そして、多くの場合、人間がやる取引手法のほとんどを数値化することができる」

「……」

　俺が今まさにそうなっていることを、バートンはそのものズバリと言う。

「君はおそらく、銘めい柄がらに食らいついて食らいついて、細かく利益を出しながらも時折訪れる大きな波を常に探して回っている、そんな鮫さめみたいなタイプの投資スタイルだったのではないのか？」

「……そう、です」

「それは一つの素晴らしい方法だ。市場の短期の暴ぼう騰とう暴ぼう落らくなんてのは、ほとんどが人為的なものだからな。それは数式で表しきれるものではない。非合理の塊だ。そしてそれは、人にしか感知できないものだ」

　雰囲気、とハガナに何度説明しても理解してはくれなかった事柄だ。

「このご時世、どんどん人間の労働は機械にとって代わられる。ここで勝負するからと言って、それから逃れられるわけではない」

　バートンは自分のこめかみを、太い人差し指で軽く小突く。

「機械を出し抜くには、二通りしかない。一つは、機械を作る側になるか。もうひとつは、機械にはできないことをやり続けるか」

「……機械には……できないこと？」

「そうだ。私が君に声をかけたのも、序じよ盤ばんの投とう資しデータを見る限り、君がそれをできる素質があると思ったからだ。人の思おも惑わくをデータや現象から見抜けるかどうかは、素質なのだ」

　バートンは俺のことを見つめながら言って、前かがみになった。

「たとえば、君と組んでいるクオンツについてだ。そのクオンツはどうだろう。人の思惑を見抜くような素質を持っているだろうか？」

　その言葉で、一瞬のうちにハガナの姿を思い浮かべる。

　ハガナが最も苦手なことを一つ言えとなれば、まさしく人の思惑を見抜くこと、人の気持ちを考えることだろう。

「ふん。クオンツにはその手の人間が多い。脳科学でもある程度実証されている。脳をあらゆる事柄について発達させるのは至し難なんの業だ。特に、数字を扱うという行為は非常に特殊なもので、人間だけが発達させている。クオンツとして稼ぎを得られるような数学マニアたちはおおむね、数学に脳を使いすぎている。だからほかのこと、特に対人能力に欠陥を抱えている。単に、面倒だから人と関わりたくない、という者も含むがね、それだってある種の欠陥だろう？　白衣に眼鏡をかけた数学博士を思い浮かべればいい。まず間違いなく変人だ」

　バートンの言うことがすごくよくわかる。

　ハガナの思考は常に数学みたいに一直線なのだ。ＡがＢ、ＢがＣなら、常にいかなる時でもＡはＣでなければならず、そうあるべきだ、と。だから借金を返すのに自分を売ればいいとか、常にハガナは極端な行為に出てしまうのだろう。

　数学に浸りすぎた弊へい害がい。

　その代償としての、数学の才能？

「それに、クオンツの扱う数学は万国共通の道具だ。皆で同じ道具を使って競争をするのだから、最良の答えが出ても、いつか必ず誰かに真ま似ねされてしまう」

「……」

「胃を切り刻むような競争の世界だよ。それでいて、報むくわれるとは限らない。永続的な優位性を築くのはまず無理だ。皆、うまくいくようにと試し行こう錯さく誤ごするのだから、一人、また一人と同じ儲もうかる手法を見つけ出し、皆が同じことをやりだすと当然儲からなくなる。一年、半年、せいぜい数ヶ月ではないかな。それまでうまくいっていたことが急にうまくいかなくなる。君の場合も、細かく利益を拾おうとすると、壁にぶつかったりしなかったか？　暴ぼう騰とう暴ぼう落らく以外の場の雰囲気を摑つかんでする超短期の取引は、原理的にクオンツと同じことをしているわけだからな」

「っ」

　もう何度息を吞のまされたかわからない。

　すべてを後ろで見られていたかのようだ。

　ハガナと協力する直前まで、俺はこれまでの取引が突然うまくいかなくなった。

　同じことをやっているはずなのに、同じパフォーマンスが得られなくなっていた。

　あれは、ほかの誰かもその儲もうかる方法を見み出いだしていたせいなのかもしれない。

「やはりそうか。それでクオンツと組もうなんて考えるのは、甘えだ。勘と反射神経に頼って取引していると、科学のお墨付きが欲しくなる。だが、科学に頼れば解決することではない。結局やっていることが同じだからな。だから、もしも機械を超える『人』でありたいのなら、『人』として考えるべきだ。暴ぼう騰とうや暴ぼう落らくといった非合理な事態で儲けようとするのは、その一つの方法だ。クオンツは人が合理的だと仮定して、市し場じようをモデル化する。だから人が合理的ではない場所では役に立たない。そして、人は多くの場合非合理だ。恋愛などはまさしくそうだろう？」

　バートンはにんまり笑うが、俺は曖あい昧まいにうなずくしかない。

　ただ、リサの膝ひざ枕に三万ムール支払ってもいいなんて思うのは、非合理の極きわみだろう。

「もっとも、科学に頼りたくなるのは皆一緒だ。君のことを笑いはしない。昨今の経済学者も口を開けば数式しか出してこない。数式を使わないと一人前の学問だと認めてもらえないと怯おびえているんだな。だが、そんなことをしても恐怖から逃れられるわけではない。単に、計算できないものを避けて通っているだけだ。フリードリヒ・ニーチェは言っている。科学の秘密とは、計算できないものへの本能的な恐れだと。人が機械を超えるには、その計算できないものへ近づかなければならない。それができるのは」

　バートンは、サスペンダーを指ではじいて、いたずらっぽく言った。

「出来事の向こうに、人の思おも惑わくを見抜ける者だけだ」

　俺はバートンを前にして、ただただ聞いているしかなかった。

　理解しようとするのが精いっぱいだし、理解できているかなんて怪しかった。

　だが、すごく大事なことを言われているということだけはわかった。

　俺は何度も自分の体がギリシャ文字になっていく夢を見たのだ。

　このままでは、俺は必要でなくなってしまう。

　ならば、ハガナにできないことをやるしかない。

　俺はつばを飲み込み、震える声音で言った。

「……僕に、できますか？」

　目の前のバートンは、初めて顔をしかめて俺を見た。

「できるかどうかではない。生き残るには、うまくいくまでやるしかない」

　どこかで聞いたような言葉だ。

　そして、なんと力強い言葉なのだろうかと思った。

　俺は、ゆっくりとうなずいた。

「それに、私も暇ではない。できそうな人間に声をかけているのだ。その点、君の嗅きゆう覚かくはすでに証明されている。平日の午前中に君を呼び出したのも、実のところそのあたりの考えがあってね」

　バートンは最後にカップに残ったコーヒーを飲み干し、テーブルに置くと隣のソファーにかけていた上着を取った。

「私の投とう資し手法の概がい略りやくを見せたい」

　体が大きいので、立ち上がると、ぐわっと周りの空気までもが大きく動くような気がする。

　バートンは大だい上じよう段だんに構えて、俺のほうを見ながら言った。

「行こう」

　迷い人を導く英雄のような、力強い一言だった。







　その日は、バートン自らが運転した。

　車も安くはなさそうだが、見た瞬間に高級だとわかるようなタイプのものではなかった。

　通りに紛まぎれ込んだら見分けがつかなくなりそうなよくある感じで、俺は少し戸と惑まどってしまう。

「助手席に乗ってくれ」

　バートンの言葉に促うながされ、俺は前の座席に座る。

「仕事の時の車の選別にはいつも頭を悩ませる」

　運転席に大きな体を窮きゆう屈くつそうに収めたバートンは、力強くハンドルを切りながら車を発進させる。

「高級すぎず、おんぼろでなく」

「……なぜですか？」

「人の思おも惑わくを見抜くのが、機械を超える唯一の道だ」

　バートンはいたずらっぽく言う。

　考えろということだ。

　仕事の車。

　俺はその単語を繰り返した瞬間、すぐに答えがわかった。

「おんぼろすぎると、儲もうかっていないと思われるからですか？」

　バートンは投資ファンドの主だ。ファンドは顧客から金を預かり、それを運用して、利益から報ほう酬しゆうを抜く。

　借金に追われ、ほかにすがる場所もなく俺たちに金を預けるような連中でもなければ、ポンコツ車に乗っているファンドマネージャーより、高級車に乗っている奴やつに金を預けたがるだろう。

「そう。では、高級すぎない理由は？」

　前を向いたまま、バートンは言う。

　俺は必死に考える。

　しかし、これだ、というのが思いつかなかった。

「嫌いやみになる……からですか？」

「嫌み？　はは、まあ、それもある」

　車は交差点を右に曲がる。ニュートンシティでは町が階層化しているので、ほとんどの場所で、道路と歩道は別になっている。車専用の道路から見るニュートンシティは、歩道から見るそれとは、また違った趣がある。

「本当のところは、予防線だ」

「予防線？」

「そう。ファンドは儲もうける時もあれば損する時もある。長くやっているとなおさらだ。そういった時に、普段から高級車を乗り回してみろ。負けた時の言い訳もしづらくなる。だから、仕事に使う車は高すぎず、安すぎず、実用本位の高級車に落ち着けるのがいい」

　なるほど、と思う。

「まあ、そんなことは実際に自分がやってみれば、すぐにわかることだ。それよりも……我々が見るべきところは、ほかにある」

　いったん上層から下に降り、ハイウェイを抜けて官庁街の端っこに出る。

　月面都市大学のキャンパスや、俺の興味でいえば、製薬会社やバイオテクノロジー関連といった、知的財産で高収益を上げる会社がずらりと並ぶ地区だった。

「この辺の会社で、財ざい務む諸しよ表ひようを見たことのある会社はどれだ？」

　上層に出て、街がい路ろ樹じゆが植えられた上品な通りをのろのろと走らせながら、バートンが尋ねてくる。バートンはハンドルに両手と顎あごを乗せ、フロントガラスの向こうに待ち合わせ場所を探す迷い人のように、外のビルを眺めている。

　俺は即座に記憶を探る。

　この辺りの会社は、当然メインに扱う銘めい柄がらの中に入っていた。

「ルパード・ファーマシー、ヒュッテ、トツカ・ホールディング、リング・テック、アマイン・バイオロジー……それと……」

「はは、さっとそれだけ出てくるのは偉い。しかも、どれもいい財務だ。年老いた未亡人にも胸を張って勧められる」

「……はあ」

「だが、財務諸表を見て、株かぶのチャートを見て、そこから判断できるほとんどのことはプログラムでできる。粉ふん飾しよくや不正会計の兆ちよう候こうなども、ノウハウがあれば、ある程度機械的にあぶり出すことができる。すべて決まったロジックと数字で表されるからな。帳ちよう簿ぼの不正記述も統計で割り出せると知ってたか？」

「え？」

　それこそ、機械には見抜けず、人間だけが気づけることなのではないのか。

「帳簿に出てくる無数の数字。その数字の一桁目が出てくる頻度を調べるんだ。それで、不正を働いているかどうかわかることがある」

　俺は、言われていることが分からない。俺の乏とぼしい知識では、帳簿に並ぶ数字なんてのはランダムだから、さいころを振るようなものではないのかと思う。

　つまり、１から９までの数字が等確率に出る、と。

「会計事務所や、税務署が不正経理を暴く時に使ったりするがな。統計的に、自然な状態だと一桁目の数字は１が多くなって、その割合は大体全体の30％くらいになる。１から９までが均等に出るわけじゃないんだ。ベンフォードの法則っていってな」

「……」

　噓うそだ、と思うのだが、言葉が出てこない。

「ちょっと難しい数学だが、対数グラフを見るとそうなっているのがわかる。そして、そういったことはクオンツたちのお手のものだ」

　バートンは体を起こし、少しスピードを上げて、細い道に入る。

　そして、路肩に車を止めて、近くのビルを顎あごでしゃくった。

「リング・テックのビルだ。立派なもんだろ。地下十二階、地上五十三階、総工費で二十五億ムールかかってる。去年完成したばかりのばりばりの新築だ。新しん進しん気き鋭えいのバイオテクノロジー会社と呼ばれるのにも飽きて、『大手』の看板に一歩近づこうという意気込みを十分に感じる。月面都市大学にも、官庁街にも近いから、人材発掘やロビー活動にも便利だ。さて」

　バートンは、俺を見た。

「建物に、問題がある」

「え」

　俺はそれで、欠けつ陥かんビルなのか？　と思った。

　ただ、そこに威い風ふう堂どう々どうとそびえ立つ硝子ガラス張りのビルは、富と成功の象徴だった。

　設立から十二年目で、去年の売上高が百二十億ムールを超えた超優良企業だ。

　投とう資しの際に参考にするデータを見たって問題なんてどこにもない。長期にわたって今後も繁はん栄えいを続けるだろう企業の、代表格だ。

「リング・テックの前身が地球にある頃から知っている。ワシントンにあったんだがな、ここの会社の売りは自由な社風だ。知ってるだろ？」

「……はい」

「ワシントンにあった頃は、製薬大手のファイズの官僚主義に飽き飽きした研究者たちが立ち上げたベンチャーだった。経営陣と研究者が最も近い会社なんて呼ばれてた。自由な研究環境が功を奏そうし、バイオ関連の検査キットやゲノムマーキング技術で画期的な特許を取って大だい躍やく進しん。遺伝子治療薬で大当たりを引き、月にまで来た。会社の説明会では必ずＣＥＯが白衣で出る。社用車も営業からＣＥＯまですべて一緒。福ふく利り厚こう生せいも手厚く、階級主義もなく、素晴らしいところだ」

　バートンは言うが、喋しやべっているとおりでない、と言外にありありと匂わせている。

　俺は、尋ねた。

「違う……んですね？」

「表向きは未いまだにそう言っているがな、あのビルの上の部分を見ろ」

　フロントガラスに額をくっつけるようにして、上を見て指さした。

　俺も一緒になって覗のぞきこむ。

「上の部分の数階分だけ、妙な形になってるだろ」

「……はい。十字、型？」

「そう。上十階分だけ、ひどくいびつな形になっている。経営陣に特権意識が芽生えると、大抵新築社屋はああやって歪ゆがんでくる」

「……まさか」

　俺は思わず言ってしまう。

　隣で、バートンがにんまりと笑っていた。

「ああいうデザインにするのは、役員室に角部屋を増やすためだ。お偉いさんは並んで部屋に入るのを嫌がるからな。それに、二階分まるまる一枚硝子ガラスが使われているところもあるだろ？　あれは役員専用食堂だ。公式には存在しないことになってるがな」

　俺は呆あきれるようにバートンを見て、そして、どうしたってこう聞かざるを得ない。

「なんで、非公式なのにそれを知っているんですか？」

「昼時に双眼鏡で覗のぞきこめば一発でわかる」

「っ」

　それは、そうだ。

　だが、本当にそんなことをする人間がいるだろうか？

　いるのだ。ここに。

「自由な社風が売りの企業がああなると、落ちる時は恐ろしく早い。最初から官僚主義だとわかっていれば、人間慣れてしまうものだがね。それが嫌で集まってくる連中が多いだろうから、幻げん滅めつもすごい。そのうち大量に研究者が飛び出して新会社でも立ち上げるだろう。だから、栄えい枯こ盛せい衰すいを如実に表すビルというのが存在する。新しん進しん気き鋭えいの会社が、大枚はたいて入居するのだが、突然業績が悪化して買収されてしまう。迷信深い連中は、そのビルになにかあるのだ、と言うがな、実際は違う。そういうビルに大枚はたいても入居したがるのは、経営陣が似たような考え方をする企業ばかりだからだ」

　ビルの正面玄関には、会社のロゴをあしらった旗が翻ひるがえっている。出入りする人たちはみなやり手のビジネスマンや、優秀そうな研究者といった感じで、やばそうな匂いなど全然ない。

　しかし、言われてみればビルの形は不自然だ。

　そして、公式にはないはずの役員専用食堂があるのなら、きっと内部ではもっと噓うそや欺ぎ瞞まんが横行していることだろう。

　それらの話は、決して数字には出てこない。

　数字に出る頃には、取り返しのつかないことになっている。

「周りが摑つかんでいない独自の情報というものは、当たり前だが強みになる。私なら、全員が馬鹿みたいに買いを入れている中、丹念に信用売りのチャンスを待つ。だが、この情報がなければ、買い手側に回るか売り手側に回るかは、ほかの数字から判断するしかない。たとえば、銘めい柄がらに信用取引が積み上がり、上がるにせよ下がるにせよ、どっちかに大きく動くはずだ、という局面があるとするだろ？　その時に、どっちにつくかを見誤れば、これだ」

　バートンは首を搔かっ切る真ま似ねをする。

　確かに、雰囲気で判断する時は、極限にまで至るといつも腹立たしいほど、五分五分だ。それでもなお、目を皿にして得た手がかりの中で、売りか買いかを判断する。

「私は毎日色々な会社を回り、パターンを見み出いだすのを仕事にしている。そして、パターンが見えてきたら、なぜそんなパターンが出るのかと考える。大抵は、人間の至し極ごく単純な心情が反映されている。これは機械には絶対にできない作業だ」

　エンジンを再びかけ、ゆっくりと車を出す。

「そして、私の経験上、相そう場ばの雰囲気を摑むのがうまい奴やつは、そのパターンを見つけ出すのもうまい。同じものを見ていても、感じ方が違ったり、見ているところが違ったりするんだろう。それは訓練してどうなるというものでもない。天性のものだ」

　褒ほめられた時に、なんと答えればいいのかわからない。

　俺は気恥ずかしさにうつむいて、もごもごとするだけだ。

「まあ、あとはとにかく人とつながりを得るのが仕事だ。たまに、何度失敗してもめげずに復活する奴というのがいる。有名なのは不動産王のダニエル・トラップだ」

「トラップ？」

「おっと、知らないか。アメリカのミスター・不ふ屈くつの異い名みようをとる男だ。四十歳までに三回破産した。毎回破産金額が大きくなって、三回目の時は十二億ドルの負債を抱えて会社をつぶした。だが、四年後にはマンハッタンの五億ドルのビルを購入し、恥ずかしげもなくトラップタワーと名付けて一流の商業ビルに仕立て上げた。なぜそういう奴がでてくるのか。経営の天才なのか？　確かにそれもあるだろう。あいつは死ぬほど頭がいい。とにかく記憶力がいい。だが、本当に経営の天才ならば何度も破産しない。あいつが天才なのは、人付き合いに関してだ。金持ちとつるめば、仕事のレベルもそれにあわされる。人脈は、貯金よりも金を生む」

　バートンは話をしながら、車を月面都市大学のキャンパス内に入れる。

　大学にはろくに門番すらおらず、止める者も気にする者もいない。

　授業中なのか、キャンパス内を歩く人影もまばらだ。

　車は細い道路を走り、途中で止まる。すると、バートンはおもむろに車から降りて、道路わきのサンドイッチ屋に立ち寄った。俺のほうなど欠片かけらも見ないので、降りてこいとかそういうわけではないらしい。それに、よく買いに来るのか、店員とも親しげだ。

　紙袋にサンドイッチが入れられ、バートンは料金を払う時に百ムール札で払っていた。

　そして、釣りを受け取らない。店員の肩をあの大きな手で親しげに叩たたき、手を振って店を後にする。楽しそうな会話をしたとばかりに笑顔で運転席に回り、扉を開けて入ってくる。

「昼飯だ」

　俺に紙袋を渡し、もう一度店の人間に手を振ると、車を出す。

「人間、どんなに稼いでも食事は一日三回しか取れない」

「え？」

「しかも、毎日違う店に行く奴やつはほとんどいない。つまり、食事先はほとんど固定される。特に、学者先生にはそれが多い。生物学科、化学科、工学科の先生が安くて片手で食えるサンドイッチを食わなくなったら、企業にヘッドハンティングされた可能性が高い。それまでたっぷりチーズを挟んだビーフサンドを頼んでいた先生が、突然チーズ抜きのトマトサンドに変えたら、夜は接待漬けの可能性が高い。一番わかりやすいのは、通勤に車を使いだすことだがね」

　バートンは、サンドイッチを片手で摑つかみ、かぶりつく。

「俺は飯をあそこで食う代わりに、その手の話を集めている。今さっきの店員とはだいぶ長いからな。向こうも俺の意を汲くんで、学内に出入りするヘッドハンターの顔をほぼすべて覚えている。私は、月面都市大学のヘッドハントについては、本職の記者以上だと自負がある。記者は毎食百ムール札を出せないからな」

　言って、いたずらっぽくウインクしてくる。

「ダニエル・トラップもこの手のことがうまい。本当にうまい。だから情報がたくさん集まってくる。それを利用する。当然、情報の良しあしを選別する嗅きゆう覚かくと、ここぞという時にでかく張れる決断力がある。相そう場ばと同じだよ。情報を可能な限り集め、そこから匂いをかぎ取り、裏か表か賭ける。どうだい。ボラティリティのシグマがどうのというより、向いていると思わないか？」

　突然言われ、俺は飲み下そうとしていたチキンが喉に詰まりかけた。

　だが、そのとおりだ。

　俺はハガナが端たん末まつに記述するギリシャ文字がなんなのか、まったくわからなかった。興味すら持てなかった。

「クオンツのプログラムに降こう伏ふくしたトレーダーは、遠からず精神を病んで引退していく。コインが裏か表か、それを判断するのは人間だけの特権だ。その特権を機械に明け渡した時、そいつは人間じゃなくなっちまう」

　俺は自分の体がギリシャ文字になる夢を見た。

　あれは本当に、バートンの言葉そのもののことだった。

「目を開けて世界を見ろ。人が関わることで、人の思おも惑わくが絡まないものはない」

　信号で車が止まる。

　バートンは、前を見たまま言った。

「数学のお遊びじゃない、本物の投とう資しをやってみたくないか？」

「それは──」

　俺が聞き返すタイミングで、車が発進する。

　バートンは前を向いたまま、なにも言いはしない。

　その横顔は、人であれ、と強く訴えかけるようななにかがあった。

　決断するのが人の特権であれば、バートンの言葉をどうこうするのも俺の特権なのだ。

「ただ、私はクオンツを信用しないし、この先お前のためになるとも思えない」

　ハンドルを切って、車は郊外へと向かう。

「手を切ったほうがいい」

　バートンははっきりと言う。

　ハガナと手を切る？

　俺はその様を想像する。プログラムから解放され、俺は金きん融ゆう街の一員としてスタートする。

　それも、数字では絶対に表せない企業の情報を集めて投資するという、クラシカルな投資手法を突き詰めたようなバートンの下で、だ。

　機械には絶対にできない、人が人の営みから情報を得て、それを手がかりに判断をする。

　俺が好きなマフィア映画や戦争映画もまさしくそれに似たものだった。そこには従うべき原理と、考慮すべき実体がある。そして、経験という積み重ねがある。俺は株かぶの値動きから参加者の思惑を読み取り、それですべてを見抜いているような気になっていた。だが、バートンはもっと根源的なところから情報を集め、判断するという。

　それははっきり言って格好良かった。地道なことではあったが、誰よりも地に足のついた投資手法だと思った。なにせ、役員専用食堂があるかどうか確かめるために、双眼鏡で監視するようなことまでやってのけるのだ。それで駄目なら、もう駄目だと思う。そう思わせるほどのものがあった。

　俺の夢は人類の富をかき集めて、未踏の地へと赴おもむくことだった。決して、貧困地区の虎の子の財産を集め、彼らの借金を返す手伝いをするためではなかったのに、そのことをずっと忘れていた。

　しかし、俺が躊躇ためらってしまったのには、当然理由がある。ハガナのことだ。ハガナは俺がいなくなっても、やっていけるだろうかと思ったのだ。

　プログラムは、うまく作動するだろう。でも、バートンの言葉が正しいのであれば、早晩使えなくなる可能性がある。それに、リサと二人で教会にいた頃は、本当に二人とも行き詰まっていた。リサも大人だと思うが、どこか抜けていて生活力が低い。ハガナは言わずもがなだ。

　加えて、俺はハガナのプログラムに苦しめられても、ハガナに苦しめられたわけではない。

　それどころか、ついこの間はハガナに体調を心配されたくらいだった。

　悪い奴やつではない。むしろ、素直すぎるくらいかもしれない。

　そんなハガナを今すぐ見捨てるというのは、さすがにできなかった。

「時間を、もらっても？」

　俺はそう言うのが精いっぱいだった。相手はグランドセントラルホテルで敬意を払われるような大金持ちだ。本来ならば、俺みたいな子供を相手にするはずがない。これは幸運なことだ。信じられないくらい幸運なことだ。

　ただ、俺にはそう言うしか、道が残されていなかった。

「もちろん」

　そして、バートンはすぐに答えてくれた。

　車はやがて第六外区へと到着した。俺はそこで車を降りて、今日の礼を言った。バートンは初回ほど熱烈な別れを演出することはなかったが、最後に運転席から笑みを見せてくれた。

　じゃ、また。そんな去り方が、ひどく様になっていた。

　俺はバートンの車がほかの車にまぎれて見えなくなるまでそこで見送って、歩き出した。

　自分の行動原理はわかっている。目的も、明確だ。ならば、問題の解決法はわかっていた。

　俺は教会に向かって歩き出す。時刻は二時を少し回ったところだろうか。下手にうろうろしていると警察にとやかく言われる時間帯だ。俺はそういう気分ではなかったが、家の屋根伝いに教会に戻った。

　だから、その姿を見かけたのは本当に偶然だった。とぼとぼと道を歩き、教会に入っていたら気がつかなかっただろう。隣の家の屋上から教会の屋根に降りようとすると、三階の庭が丸見えになる。リサは中華料理店で仕事をしているので、ほかに誰がいるわけでもない。ハガナだ。

　しかも、リサが用意した昼寝セットはどれも真っ白なふわふわのクッションやら毛布ばかりなので、黒尽ずくめのハガナはすごく目立っていた。

　俺は三階の庭に下りて、眠りこけるハガナを見た。休めよ、という俺の言葉を真に受けて、本当に休んでいる。こいつが俺の行動のすべてをコピーしようとしているのは、俺を役立たずにするためではない。なにより、ハガナは本当に真剣になってプログラムの値を調整していることを知っている。

　月面では、空気の循環のために時折風が吹くことがある。ちょうどその風がやってきて、ゆっくりと押し流すように空気がその場を撫なでていった。

　百ゆ合りの花が揺れ、大きな木の葉が揺れ、ハガナの前髪が揺れた。眠っていると、本当にただの女の子だ。それに、よく見ればいつもの端たん末まつを胸に抱えて眠っているし、手元にはコップが二つある。昼間にクリスが来て、勉強でもしていったのだろう。

　リサでなくても、こののんきな生活を守りたいと思うだろうし、たとえばクリスたちみたいな必死に頑張る連中の苦境を、救いたいと思うだろう。

　バートンの言では、クオンツは同じ手法を使っていればやがて陳ちん腐ぷ化し、パフォーマンスが落ちるらしい。つまり、俺がハガナと手を切ったとしたら、ハガナはやがて稼ぐ術すべを失ってしまうということだ。

　クッションに体をうずめて、時折赤ん坊みたいにむずかりながらハガナは眠っている。

　地球から売られてきた、大きな世の理不尽に飲み込まれた一人だ。

　だが、俺は俺の夢を追いかけなければならない。そのために、バートンは絶対に必要な手掛かりだった。だから、俺は決心した。

　ハガナに歩み寄り、じっとその寝顔を見下ろす。ハガナは光の変化に少し顔をしかめ、目を覚ます。

　俺のことに気がつくと、目をこすって、それからなにかに気が付いたように、もそもそと不器用にスカートを気にしていた。

　出会った当初は、俺が下から覗のぞいてもまったく気にしなかったのに。

「……なに？」

　眠気のまだ残るような目で、睨にらむように尋ねてくる。あるいは、寝ているところを見られたのが恥ずかしかったのかもしれない。

　俺は、こう言った。

「投とう資しコンテストで、一位とろうぜ」

「……え？」

　ハガナは聞き返す。今、自分たちに大事なのは借金を背負っている人たちのほうでは？

　そう聞き返したそうだったが、俺はまったく別のことを考えていた。

　コンテストの賞金があれば、ハガナが大学にいくまでなに不自由なく暮らせることだろう。

　どれほどリサやハガナに生活力がなくたって、二十万ムールもの金があれば絶対に困らないはずだ。

　ハガナのプログラムがもうしばらく稼働できるのであれば、優先すべきは投資コンテスト。

　そうすれば俺は、ハガナと安心して手を切って、バートンのもとに向かうことができる。

　借金返済の期限はまだまだ先だが、投資コンテストはそうではない。

「どうし──」

　尋ねるハガナを遮って、俺は言った。

「頼む」

「っ」

　ハガナはクッションから体を起こしたままの格かつ好こうで、固まってしまう。

　月の風は、緩ゆるく長く吹く。

　ハガナの綺き麗れいな髪の毛が、揃そろって揺れる。

「それは、大事なことなの？」

　聞き方も、直接的。噓でもそうだと言われたら、疑うこともなくうなずくのだろうか？

　多分、そうだろう。目つきが悪く、疑うたぐり深そうでいて、でもきちんと立ちまわれないからこそ、ハガナはこの教会に転がり込むことになったのだろうから。

　ただ、大事なことだ。

　そこに、噓うそはない。

「そうだ」

　ハガナはじっと俺のことを見る。

　そして、視線を外すと、スカートの裾を軽く撫なでてから、顔を上げた。

「わかった」

　ハガナは立ち上がる。

　クッションにうずまるようにして眠っていたせいか、すぐそばに立ったハガナからは、すごく濃いハガナの匂いがした。

「ミスター・トローチとはかなり差が開いている」

　ハガナが言う。

　俺は答えた。

「追い付けばいい」

　その言葉に、ハガナがうっすらと、笑ったように見えたのだった。
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　現実での取引で申し分のない利益を叩たたき出せる以上、ハガナからすれば投とう資しコンテストで優勝しても得るものは限られている。

　現在、人から預かった資金と俺の自己資金、それにハガナに渡すはずの報ほう酬しゆうも含めると、六十七万ムールに膨ふくれ上がっていた。

　俺の資産の概況は、おおよそ十七万ムール。七万ムールから開始したので、十万ムールが儲もうけになる。そのうちの二割がハガナの取り分だから、ハガナの報酬は現時点で二万ムールほど。つまり、ハガナはあと一万ムール稼げば、リサの借金を完全に自力で払うことができるわけだ。

　しかも、現実の取引のほうでは、儲かるのは自分たちだけではない。

　優秀な頭脳を持つのに、金を持っていないせいで大学にいく方法が奨学金を取る以外にないクリスや、借金によって苦しむ外区の人間たちの大きな助けにもなるのだ。

　ハガナが投資コンテストよりそちらを優先したいと考えるのは当然のことだった。

　まったく合理的なことだ。

　投資コンテストでは、どれほどうまくいっても賞金は二十万ムールであり、それはリサの借金分三万ムールを除いて、俺と山分けだった。

　それでも、ハガナは俺の頼みに応じて、コンテストに集中してくれた。

　理由を聞くことすらしない。俺が、賞金の二十万ムールをすべてハガナに渡すつもりだ、なんてことも知りはしない。当然、コンテストの後に遠からずハガナと手を切り、バートンのもとに行くということも言ってはいない。

　ハガナはなにも知らず、知ろうとせず、俺の頼みに応えてくれた。

　相手に隠れた思おも惑わくがあるのだ、とかそういったことに元々頭が回らないのかもしれない。数学の能力を発達させすぎると、ほかのことにしわ寄せがくるのだとバートンは言っていた。俺はその言葉を半分信じていたが、もう半分は別のことを信じていた。

　俺とハガナは、投とう資しコンテストへ集中しようと決めたその日から、本当にコンテストに集中した。その日は休みだと言ったはずだったのに、即座に居間で取引を開始し、仮想上の二百万ムールの利益を出した。

　ハガナのプログラムはやはり強力な武器であり、まるで答えを知っているテストの問題を解くかのように、取引がうまくいく。

　その存在がこの先未来永えい劫ごう進化し続け、俺にとって代わるのではないかと思った時には恐れたそれも、目標を定め、そこに向かって突き進む時には一転して心強い道具となった。

　それに、ハガナもここしばらくの俺の体調を気遣ってか、たくさんの質問を抱え込んでいたらしい。取引が終わるや否や、俺に怒ど涛とうのように質問を浴びせてきた。まだこんなにも聞くことがあったのかと驚くほどだったし、その情熱は俺ですら勝てるかどうか怪しいものだった。

　俺とハガナは日が暮れて、居間が真っ暗になっていることに気がつかず、互いの端たん末まつを覗のぞき込んで議論を戦わせていた。リサがアルバイトから帰ってきて、居間の明かりをつけてようやく、二人とも我に返ったくらいだった。

　リサは俺が元気になってよかったと素直に喜んでくれた。

　だが、俺が一番対応に困ったのは、「ハガナもほっとしたでしょ？」とリサがハガナに聞いた時だ。ハガナは俺が驚くくらいに驚いて、俺とリサを何度も見返した。

　そして、明らかに顔を赤くして、うつむいていた。

　ハガナが俺の頼みを聞いてくれた、その理由の、残り半分だ。ハガナは、俺が思っている以上に、心を許してくれていたのだ。元々すごく律りち義ぎで、それどころか律義すぎるということは、リサへの懐なつきかたを見たってわかる。ハガナの数学の能力を現実に応用できるようにしたのは俺のお陰だから、そのお礼ということもあるに違いない。

　でも、ハガナのそれは単なる礼以上のものに思えた。

　その日も、風呂に入る時間すら惜しいように、いつまでもぐずぐずと俺と議論を戦わせ、プログラムの数値を熱心にいじり、ついにリサに怒られてようやく入ったが、五分と経たたずに飛び出してきた。

　今度はきちんと寝巻を着ていたが、濡ぬれた髪の毛も拭いていない。

　リサは注意する気もなくなったようで、バスタオルでハガナの髪の毛を拭き、最後に包んで頭の上に固定した。居間のテーブルで並んで作業していたので、髪をアップにしたハガナのうなじがよく見えた。後れ毛と、白くて細い首は、すごく綺き麗れいで大人っぽかった。

　俺はその日の深夜、リサの堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れる前に部屋に戻ってから、バートンにメールをした。

　諸しよ般はんの事情によって、投とう資しコンテストの終了日まで返事を待ってください、と。

　バートンはやはり即座に返信をしてきて、構わない、という内容だった。

　バートンはグランドセントラルホテルに通い慣れ、高級リムジンに平気で乗れるような大金持ちなのに、居い丈たけ高だかで威い張ばり散らすようなところはどこにもなかった。あくまでも俺を一人の存在として扱ってくれる、広い心の持ち主だった。

　シュレーディンガーストリートの激げき務むぶりはネット上の噂うわさや本などで多少は知っているつもりだ。人間扱いされず、睡眠時間などほとんどない。高給を得られる人間はごくわずかで、そのほとんどが一年から二年で首になる。

　その代わり、うまくいった時に得られるものはでかい。

　だが、それにも抜け道があって、自分で資金を集め、自分の裁さい量りようで投資をするファンドのマネージャーであれば、一いつ匹ぴき狼おおかみを貫いて信じられない巨額の報ほう酬しゆうを得ることもできる。そのためにまずはシュレーディンガーストリートの大手金きん融ゆう機関で修業を積み、独立する、というのが常道になっている。

　だから、もしもその修業時代をバートンのもとで過ごせるのなら、俺にとってそれ以上の幸運はないといえた。

　ネットでザ・ブリタニカを検索すれば、世界中の五千を数える投資ファンドの収益ランキングで三十二位につけているのだ。運用規模は三百億ムールで、バートンの推定年収は約四億ムールだった。

　バートンのもとで修業を積み、さらに研さんを重ねて独立すれば、俺はバートンと同じ収入、あるいはさらにそれ以上の収入を得ることができる。

　収益ランキング一位のファンドのマネージャーは、推定三十億ムールもの年収だった。

　それを数年続けられれば、小さい国なら個人で国家予算を操れるのと変わらなくなる。

　その頃には人脈もあるだろうし、なんだってできるはずだ。

　夢。

　前人未踏の地に立つという夢。

　そのためには、ハガナと手を切らなければならない。そうすればハガナの投資プログラムはやがて勢いをなくし、儲もうけは得られなくなるだろう。だから俺は、投資コンテストで優勝して、二十万ムールを手に入れる必要があった。

「おはよう」

　朝起きて、部屋の前で偶然一緒になる。

　はっきりと挨拶してきたのはハガナのほうだ。

「ああ」

　俺は答え、一緒に居間に行く。

　居間ではリサが朝食を用意してくれていて、俺とハガナがそろって居間に入ってくるのを見ると、優しげに微笑ほほえんでいた。

「今日は銘めい柄がらが七十二個ある。ボラティリティがすごく高くなっているから、値幅をすごく大きく取ってあるものがいくつかある。注意して欲しい」

「わあってるよ。素人じゃないんだ」

　焼きたてのパンをかじりながら言うと、リサがシンクの前でコーヒーカップを手に苦笑いしているのがわかった。生意気ね、とでも言いたいのだろう。

　でも、俺はバートンに声をかけられ、見初められた投とう資し技術を持っている。今も複数人の金を預かり、立派に利益を叩たたきだしている。それがハガナのプログラムのお陰だとしても、そのプログラムの基になったのは俺の判断なのだ。

　だから、俺は虚きよ勢せいだとは思わなかった。それは根拠のある自信だ。

　ハガナはもうテーブルの向かい側の席ではなく、いつも俺の隣の席でご飯を食べるようになった。そのハガナが、隣から聞いてくる。

「素人じゃなければ、なんなの？」

　皮肉？　とは、もう思わない。無表情に聞いてくるハガナに、俺はこう答えた。

「投資家だ」

「……投資家」

「しかも、盗んできたママの金を使ってるわけじゃない」

　ハガナが俺に向かって投げつけた言葉だ。

　ハガナは当然覚えていたらしく、ちょっと泣きそうな顔になって顎あごを引く。

　それでも、ハガナは俺のことを見つめたまま、もう一度小さく繰り返した。

「投資家」

「そう」

　俺は端たん末まつに目を戻し、言った。

「俺たちは投資家だ」

　隣のハガナが、大きく息を吸ったのが気配でわかった。その様子を、シンクに寄りかかり、コーヒーを飲みながら見ていたリサは無言で笑っていて、やがて洗いものに取り掛かった。

　俺は、俺たち、と言った。

　そのもう一人が誰であるかは、疑う余地がない。

「ミスター・トローチを潰そうぜ」

　俺は、横目にハガナを見て言う。

　ハガナはマフィア映画の鉄砲玉のように、揺るがない目つきで、うなずいたのだった。







　六千万ムールを超えていた仮想空間上の資金を、三倍の信用取引で扱えば一億八千万ムールになる。現実の取引であれば、そんな巨額の資金を高速で動かすなんてまず無理だとわかっている。

　しかし、仮想空間上のことであり、参加者はみな最初に一千万ムールを渡されている。

　そのため、取引は感覚がおかしくなるくらい大きく、荒っぽい。そうなれば非合理な行動も多くなり、実のところそこは、俺の独どく壇だん場じようだったのだ。プログラムに対するイメージも変わった今、水を得た魚のように、仮想市し場じようを自由に泳ぎまくっていた。

　しかも、毎日毎分資金量と順位とが発表されているので、カジノで呼ばれるいわゆるクジラのような存在を懸念しなくていいのはありがたかった。現実世界では、たった一人で凄すさまじい資金量を動かし、なにもかもをなぎ倒していくというのが十分に起こりうる。それが、市場が閉まる十分前に潜ひそむ、魔物の正体だ。

　仮想空間上では、ピラニアのように徒と党とうを組んで、大きな獲物を食い散らかそうという動きがあちこちに見えたが、俺からすれば思おも惑わくが丸見えすぎて儲もうけの種にしかならなかった。

　餌で釣り、寄ってきたところを逆に襲う。ハガナのプログラムがあれば、どのあたりまで値段が動けば同じようにプログラムを当てにして取引をする連中が駆け付けるかもわかっている。

　一回の取引で０．３％とか０．５％とか、そんな儲けじゃなくなっていた。

　ハガナの端たん末まつを覗のぞき込む時間も惜しく、やがてハガナが銘めい柄がらを読み上げるようになった。しかも、ハガナはハガナできつい性格だから、手加減というものを知らない。

　俺はその怒ど涛とうの読み上げを聞きながら、息をする間も惜しんで取引しまくった。

　当然、死ぬ。体力的には、拷問と変わらない。午前中の取引が終わった瞬間に、俺は感電でもしたかのように顔を上げ、息を吸い、背もたれに思い切り倒れこむ。

　一歩も動けない。一言も発せない。目を閉じても数字がぐるぐると動き、次はあれをしなければこれをしなければと、胸の内で渦うず巻まいている。

　ただ、悪い気分ではないのだ。目標に向かい、自分がどんな道具を使って、なにをしているかというのがとても明確だった。やっていることは苦しんでいた時となんら変わらないし、むしろその密度は上がっているのに、悪い気はまったくしなかった。

　それに、投とう資しコンテストに集中して三日も経たつと、椅子の背もたれに体を預けて天井を仰いだまましばらく動くこともできない俺のために、ハガナが電子レンジで濡ぬれタオルを温めて持ってきてくれた。

　リサから聞いたのだろうと思うが、それは本当に嬉うれしかった。

　取引が終わっても椅子から立たず、ずっと俺の隣で端末をいじったり、ハガナ自身も休憩のために目を閉じたりしていた。

　とても静かで、会話もしなければ視線すら交わさないのに、すごく親密な時間を過ごしているような気がした。

　同じ場所に向かって走っている、というのがとてもよくわかった。

　休憩が終われば食事をして、午後の取引が始まり、また立てないほど疲労して晩御飯までぐったりする。晩御飯中にようやく人間らしさを取り戻し、リサを交えて軽く雑談してから、またハガナとつきっきりでプログラムの改良に努める。

　仮想空間上の資産は、一千万単位で増えていた。

　ミスター・トローチはハーバード卒のＭＢＡに相応ふさわしく、この相そう場ばを完全に利用して、最終的に俺たちよりも一週間以上前に、三億六千万ムールで取引を終えた。そのあまりの資産の増やし方に驚きよう愕がくしながらも、届かない場所では決してないと自分自身に言い聞かせる。

　ただ、きちんとすべての持ち株かぶを精算したらしいのが、さすがだと思った。

　これだけ市し場じようが荒れていたら、値が上がる可能性もあるが、丸裸になる可能性もある。

　やるべきことを終えたら、神に幸運を祈るのではなく、自分の結果をきちんと確定させ、それ以上のことは望まない。美しい投とう資し家の姿だった。

　二位、三位は共に一億ムール後半で、俺たちは四位の一億五千万ムールにつけていた。

　残り期間一週間といっても、休日を挟むので実質的に六日間の取引になる。

　日曜日を挟み、月曜、火曜と取引すれば、水曜の午後五時で終わる。

　俺とハガナは可能な限り力を振り絞った。

　うっかりプログラムの警告を見落として損を出した瞬間、ハガナに蹴られることもあったし、ハガナが銘めい柄がらを読み間違えた時はあとで怒鳴り散らした。

　それでも、険悪にはならなかった。

　リサが何度かはらはらしているのがわかったが、決してこじらせることはなかった。

　木曜日に三千万ムール、金曜日に二千万ムールと稼ぎ、二億ムールちょうどで三位の奴やつを僅差で抜き、二位に四千万ムール差まで迫った。

　まだミスター・トローチとは一億六千万ムール差がある。

　明日の土曜日、翌週の月曜日、火曜日、水曜日で、80％の利益を出さなければならない。

　取引は完全にフルレバレッジで行っているので、資金は六億ムールあるのと変わらない。

　だから、実質27％を捕まえればいい。

　10％、10％、10％で十分だ。

　ただ、木曜日と金曜日のパフォーマンスを見れば、それが可能かどうかは微妙なラインだった。

　本当に今、俺たちは最高の投資を行っている。自分たちにできる限りのすべての全力を出し切っている。ハガナも睡眠時間を削りに削り、リサが眠ったのを見計らってそっと俺の部屋に来て、朝までプログラムを改良することもあった。俺の隣で眠りこけてしまうこともあったし、食事の最中に箸やらスプーンやらを取り落として眠ってしまうことも増えた。

　気力ではなく、体力の限界に近いことは互いにわかっていた。

　ただ、リサも口を挟まなかった。俺とハガナの間には、そんな余地がなかったのだ。

　土曜日は、話し合いの末にもっとリスクを取ろうということになった。値動きのでかい銘めい柄がらを抽ちゆう出しゆつするようにプログラムの数値をいじり、より投機的な銘柄を選び出す。

　値動きがでかい分、ハガナが使用する数学的な根拠からは逸いつ脱だつしがちな銘柄ばかりだった。

　バートンが言ったような機械には及ばない領域、暴ぼう騰とうと暴ぼう落らくが起こり、人の感情がもろに出てくる領域だ。

　俺とハガナは若干の緊張の中、土曜日の取引を開始した。

　ごつい手ごたえと、残り時間がわずかだという緊張感に、俺は打ちのめされそうになった。

　だが、ハガナはリサの端たん末まつまで借りて、セローに頼んでプログラムをコピーしてもらい、取引中にリアルタイムでプログラムの値を更新していた。睡眠不足と疲れがたまっている中そんなことをしていれば、顔色も悪くなろうというものだ。

　それでも、土曜日が終了した時点で六千万ムールの利益が上がっているのを見た時には、さすがのハガナもくしゃりと笑った。俺たちは暫定二位になったのだ。

　あと二回。あと二回同じことができれば、ミスター・トローチを倒せる。その興奮に、疲れも寝不足もぶっ飛んでしまった。俺たちは新しい領域に足を踏み込んでいた。

　いや、正確にはハガナのプログラムが、俺のさらに深い領域までたどり着いたと言ったほうが正しかったかもしれない。それでも、嫌な気はしない。ハガナに渡せるものがあればすべて渡してしまおうと割り切っていた。

　俺のパソコンには、バートンからメールが来ていた。面白い、とあった。

　協賛金を支払い、投とう資しコンテストのすべての参加者の取引履歴を見ることのできるバートンは、取引履歴から、俺たちが新しい一歩を踏み出したことを理解したのだ。

　土曜日の夜は、その興奮も手伝って、午前三時くらいまで、俺の部屋でハガナと一緒になって銘柄研究とプログラムの改良を行っていた。

　ただ、いくら気力が充実していても、体には限界がある。

　情けなくも俺のほうが先にギブアップして、その日は寝ることにした。

　ハガナはもう少し考えることがあると言って起きていたが、これまでにもそんなことが何回かあったので、俺は放っておいて眠ることにした。

　机の明かりがついていようと、ハガナが端末をタップしていようと、そんなことはまったく気にならないほどの、泥のような眠りがすぐに訪れる。

　だから、寝入りばなにふと目が覚めて、妙だなと思った。

　トイレに行き忘れたか、なんて思った。

　だが、そうではないのだと気がついたのは、耳元で自分以外の寝息がしたからだ。

「っ……」

　寝ぼけていたのかどうかはわからない。わかっているのは、ハガナが俺のベッドに入ってきて、俺の隣で寝ていることだ。というか、隣という言葉で表現するのが正しいのかどうかという形だった。

　ハガナは胸元に手を引き寄せて、羊水の中の赤ん坊みたいに少し背中を丸めて眠っている。

　顔は俺の右肩の上。額が俺の頰ほおに当たり、手は俺の寝巻を摑つかんでいる。足も片方俺の足の上に乗っかっていた。ハガナの体温はすごく高くて、熱でもあるのではないかと思うくらいだ。

　でも、それは病的なものというよりも、幼子の体温の高さそっくりだった。

　だからかもしれない。

　一緒に寝ている、と気がついた瞬間こそ驚いたものの、俺はそれ以上なにか思うわけでもなく、ましてや、やましい気持ちもわきあがらなかった。それ以上に、ハガナを起こさないようにと思う気持ちと、嬉うれしいと思う気持ちでいっぱいだった。

　誰かに慕ってもらうのはこんなにも心地よいことなのだと初めて知ったからだ。

　俺もやがて眠りに落ち、朝がすぐにやってくる。

　目覚ましをかけているわけではないのでいつまでも寝てしまいそうに思うのだが、いつも七時には目が覚めてしまう。

　三時間か四時間くらいしか寝ていないのに、その日もぱちりと目が覚めた。

　その直後に、ハガナのことを思い出す。

　やはり俺にしがみついたまま眠っていた。

　いや、俺とほとんど同時に、目を覚ました。

「……」

　目を覚ましたハガナは、しばらくどこを見るともなしに見つめていた。

　それは、寝ぼけ切っていて、自分がどこにいるのかわかっていないようにも見えた。

　やはり、疲れと眠気のせいで昨晩は単純に眠る場所を間違えたのか？　とも思ったが、ハガナは目を閉じて背中をさらに丸め、大きく欠伸あくびをすると、すごく間近から俺を見た。

　そして、いつものきつい目つきのまま、言った。

「いびき、うるさい」

　怒りと変な嬉しさで、危うく覆おおいかぶさりそうになった。

　そんな事件にならなかったのは、ハガナがあっさりすぎるほどあっさりと、ベッドから滑すべり出たからだ。

　朝の光のもと、ハガナの綺き麗れいな髪の毛が、わずかの寝ね癖ぐせもなくさらりと背中で広がった。

「くぅ……」

　と、すごく扇情的な小さな声を出して大きく伸びをすると、ゆるゆるの寝巻でもわかるくらい体の線が出る。布団の中に残ったハガナの体温と、シャンプーや石せつ鹼けんとは違うハガナの匂い。

　朝の生理現象も手伝って、このままではベッドから出るに出られない。

　ハガナは机の端たん末まつをタップし起動させると、手にとってこちらを振り向いた。

「いつまで寝てるの？」

　軽けい蔑べつするような目で言ってくる。

　ただ、軽蔑されても若干言い訳できない感じだったので、俺はこう答えた。

「あと、五分」

　ハガナは少し考えるようにして、うなずいた。

「五分後に起こしに来る」

　そして、部屋からすたすたと出て行った。

　準備には、五分もあれば十分だった。







　その日も、居間でずっとハガナとプログラムの改良と銘めい柄がら分ぶん析せきに費やしていたのだが、昼ごろに来客があった。クリスかトヤマかと思ったのだが、意外なことにセローだった。

「最近全然来ねえから、こっちから来てやったよ」

　当然呼んでなどいないが、ジュースやら菓子類やらを持ってきてくれたのはありがたい。

　リサは基本的にそういったものを買わないし、俺ももったいなくて買う習慣がない。地球で開発され、かれこれ百年近くトップシェアを誇っている黒い炭酸飲料を手にとって、ハガナは１００％オレンジジュースを飲んでいた。

　どちらも輸入品になるので、こっちで合成されている商品よりかなり割高だ。

　セローにしては気がきくではないか、と思った。

「で、仲良く並んでなにしてんだよ」

　からかい口調で俺の肩に手を回し覗のぞきこんでくる。

　もさっと髪の毛が音を立て、隣でハガナがちょっと怯おびえていた。

「セロー、邪魔しないであげて」

　俺が文句を言うより早く、リサがそう言ってくれる。

　セローは顔を上げて、肩をすくめていた。

「なんだ、マジなの？」

「マジ、マジ」

　リサは俺の口くち真ま似ねなのかセローの口真似なのか、とにかくそんなふうに言った。

　ただ、マジなのは間違いない。もう、俺とハガナは遊びの域をとっくに超えていた。

「ハガナちゃん、プログラムに不具合はない？」

　それでもセローは、未練がましくそんな言葉を向けてくる。

　ハガナは椅子の上で体をひねり、きちんとセローを見て言った。

「ない」

　ちょっと笑ってしまうくらいの言い切り方で、リサも笑いながらセローを慰めるように肩を叩たたいていた。

　ただ、ハガナは体を戻す途中にふとなにか思い出したように体を止めて、口を開いた。

「素晴らしい完成度だと思う」

　俺が顔を上げて振り向くと、セローはきょとんとして、いい大人の癖にすごく嬉うれしそうに笑っていた。隣ではリサも優しげに笑い、ハガナは前に向き直る。

　すべてが、なにもかもが、前向きに進んでいた。

「ま、そういうわけだからね、私たちは邪魔にならないようにしてましょう」

「けー、せっかく来てやったのによう」

「あら、私じゃ不満なわけ？」

　セローとリサはそんな話をしている。

　互いに年齢が近いせいか、リサはいつもよりすごくフランクな感じがした。

「不満じゃないが、知り合ったばかりのドキドキってのがないじゃんか」

「あら、いつから私とあなたはそんな関係だったっけ？」

　俺がちょっと顔を上げると、リサは腕を組んで不敵に笑い、セローがそんなリサの肩に手をまわしていた。俺はその姿に、ちょっといらっとしてしまう。

「ひどい言い方だぜ。雨に打たれ、よろめく俺に救いの手を差し伸べてくれたじゃないか。あれは愛じゃなかったのか？」

「愛よ？　それも、とびっきり真剣の」

　俺はその言葉にどきっとしてしまう。

　セローに、リサが？

　そういえば、セローはリサに膝ひざ枕をしてもらったと自慢げに話していた。しかも、ハガナがセローとは初対面だったことを考えれば、リサとセローがこの教会で二人きりだった可能性はすごく高い。

　大人の男と女が、二人で、しかも膝枕。

　俺は、はっきりと動どう揺ようしていた。

　リサと、セローが、まさか？

「でも、キリストの愛はすべての人に向けられたものなの」

　と、リサはセローの腕の下から体をひねって抜け出して、セローはやっぱり未み練れんたらしくそんなリサを捕まえようとして失敗していた。

「ごめんなさいね？」

「……魔性の女め……」

「主は善も悪もひっくるめて愛してくださるから、気にもしないわね」

「けー。俺も厄介な女に惚ほれちまったもんだぜ……」

「噓うそばっかり」

　リサはけらけらと笑い、セローは大きな頭を片手でガシガシかいている。本気なのか噓なのかわからないが、互いにとても親しそうだった。

　そして、そんな二人を見つめていたら、隣から凄すさまじく鋭いなにかを向けられているのに気がついた。ハガナが、俺のことを睨にらみつけていた。

「なにをしているの？」

　俺たちに残された時間はわずかだ。一位のミスター・トローチを捕まえるには、欠片かけらも気を抜いてはならない。ハガナの怒りはもっともだ。俺は慌てて端たん末まつに向き直り、作業に戻る。

　ただ、ハガナはなぜか、いつもより長く不機嫌が続いていた気がしたのだが、理由はよくわからなかった。

　結局その日は、セローも交えて晩飯を食った。セローは話題が豊富で、リサもいつも以上に楽しそうだった。それと、帰り際に聖堂のほうで、リサに借金のことを真剣な顔で話しているのも見かけた。言ってくれれば、また会社を作ってでも力を貸したのに、と。

　リサは笑って、セローの話をはぐらかしていた。

　セローがリサを愛しているとか云うん々ぬんは冗談にしても、リサに助けてもらった一人というのは間違いないのかもしれない。

　それに、セローの言葉は大おお袈げ裟さなものではなかったのかもしれない。セローはハガナの数式をあっさりプログラムにしたりと、どこか普通ではない感じがある。もしかしたら、競争と欲望の町ニュートンシティで一度は成功し、そして、どこかでしくじってここに流れ着いた一人なのかもしれなかった。

　俺は盗み見みたいなことをやめて、部屋に戻った。部屋ではハガナがプログラムを改良していて、俺が部屋に戻った途と端たん、あれこれ話をぶつけてくる。

　その勢いが妙に激しいと思ったのは、気のせいだったのかどうか。

　そして、その日も、ハガナは俺と一緒に寝た。

　昨日よりももっときつく、しがみつかれていたような気がした。







　翌月曜日が始まり、取引は残り三日。

　ミスター・トローチまで一億ムール。

　三千、三千、四千でいい。

　やれる。やってやる。そんな意気込みで取引を開始した。

　だが、俺とハガナは取引が始まってすぐに違和感を覚え、一時間も経たつと明らかにおかしいのが目に見えて、数時間後に原因が判明した時には愕がく然ぜんとした。

「……こんなこと、数学じゃわからない」

　ハガナは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。俺も、必死に取引を終えた後に、凄すさまじい脱力感に見舞われていた。儲もうけはまさかの一千万ムールで、これでは、明日、明後日あさつてのハードルが四千、五千に上がってしまう。

　しかも、朝の時点では楽勝だと思ったそれが、絶望的に思えたのだ。

　原因は明確だった。参加者の数が激げき減げんしていたのだ。

　参加者たちは六十日の時間を与えられ、取引をできる。そして、終わった者から順に退場し、また新しい連中がやってくる。しかし、コンテストも残すところあと三日となり、たくさんの人間がタイムアップになったのだ。

　実際は徐々に減っていたのだろう。だが、コンテスト参加者の多くが、きっと片手間や余よ暇かでやっていたと考える限り、休日の前後で取引を開始し、そこで終わるようになるのは予想できることだった。

　参加者が減れば動く金の量が減る。一億ムールの取引をしたいと思っても、八千万ムール分しか応じてくれる人がいなければ、取引というものは成立しない。俺とハガナの資金は二億七千万ムールに達していて、投とう資しに際してはレバレッジをかけるから、八億一千万ムールにもなる。

　月曜日の時点で、その資金を吸収してくれる銘めい柄がらは数少なくなっていた。

　火曜日、水曜日ともなれば、さらに流通資金が干上がるのは確実だった。

　まずい。非常にまずい事態だった。

「どうするの？」

　ハガナが聞いてくる。俺が考えること、発想できることはすべてハガナに伝えてきた。

　だから、ハガナもきっと聞きながら、俺の答えをある程度察していたに違いない。

「どうしようもない。取引金額のでかい銘柄に絞るしかない」

　それは数学的に扱いやすい銘柄であるかどうか決してわからない。むしろ、俺たちと同じような考えをする奴やつらが多いはずだから、明日、明後日は一部の銘柄に取引が集中することが目に見えていた。

　数学でとらえ切れるのか？

　俺はハガナを見るが、ハガナの目にも不安があった。

「銘柄を少なくすればするほど、不確実になる」

「なら、可能な限り増やすしかない」

　至し極ごく単純な結論だ。

　そして、その単純な結論に従うしかないのは、どんどん水が干上がっていく中で、少しでも深く潜れる場所を探す魚にぴったりな状況だった。こう考えると、ミスター・トローチが俺たちよりももっと早くに取引が終わるようにしていたのは、こうなることがわかっていたからのように思えてくる。

　天才。

　あれは天才なのだ。

　だが、俺たちはその天才まであと九千万ムールに迫っている。三位以降は目まぐるしく順位が入れ替わり、二億ムールあたりで団子になっていた。

　時間は無情に流れ、翌火曜日が始まった。

　ハガナは徹てつ夜やで月曜日の取引データを分析し、可能な限り手を広げられるようにとプログラムを改良していた。俺も手伝おうと思ったのだが、むしろハルには寝て欲しいと言われてしまった。自分が取引の最中に寝てしまっても問題ないが、ハルが寝てしまっては元も子もないと。

　正論過ぎて反論できず、俺は久しぶりに日付が変わる前に寝た。たった二日ハガナと一緒に寝ただけなのに、一人で眠るとひどく寒く感じたのが印象的だった。

　そして、火曜日の取引が終わった時、俺とハガナは一言も言葉を交わさなかった。

　疲れていたということもある。

　だが、その最大の原因は、儲もうからなかったからだ。

　プラス二千二百万ムール。ノルマにも達しない。残りは六千八百万ムール。

　参加者は月曜日よりもさらに減っていて、残ったパイの奪い合いは凄すさまじいものだった。

　途中でハガナは半べそをかいていた。ほとんどプログラムが当てにならないのだ。

　なんとか二位にはつけていた。というか、三位はどんどん後退して、二位の地位はほぼ確実だった。しかし、このままでは五万ムールしか手に入らない。リサの借金を返したら、終わってしまう。

　現実の取引のほうはまったく手をつけていないので、あれ以来金額は増えていない。今ならハガナが一人で取引しても多少は儲かるだろうし、俺が抜ければハガナの実入りも跳ね上がる。

　だとしても、せいぜい十万ムールくらいだろうか？

　できるなら可能な限りの金額を残したい。

　二十万ムール。

　それが俺と一緒に頑張ってくれたハガナに対する、せめてもの金額だと思った。

　俺とハガナは晩飯の後、可能な限りの検討をした。

　選せん択たく肢しは、二つしかない。

　一つは、今日と同じことをする。

　もう一つは、たった一つの銘めい柄がらに絞り切るかだ。

「一つに絞るのは、危ない」

　ハガナは当然、そう言った。

「だけど、もう複数銘柄は無理だ。こっちの取引額がでかすぎて、買うのはいいけどそのあと隙すきだらけになっちまう」

　俺たちはすでに、この干上がった池の中では立派なクジラだった。

　ただ、動画で見たことがあるような、浅瀬に打ち上げられたクジラだ。巨体のせいで身動きが取れず、苦しげに潮しおを吹いている。

　買いを入れ、値が上がってしまうと、それを待っていた連中が一斉に売りを入れて利益を確定してくる。そうすれば値は押し戻され、俺たちは大量の株かぶを持ったまま売る相手がいなくなってしまう。無理に売ろうとすれば、少ない買い注文に向かって投げるしかない。結果、値はさらに下げ、下げれば、さらに売りが出る。信用売りを利用して、売りから入っても同じことだ。まったく同じ現象が逆向きに起こるだけだ。

　それを回避するには、巨体を活いかすしかなかった。

　つまり、たった一つの銘めい柄がらに絞り、全力で取引をする。売り圧力をすべて力技でねじふせて、強引に高値に吊つり上げる。吊り上げ切って、そのまま取引を終えられれば、こちらの勝ちだ。

　投とう資しコンテストのラスト十分にも、魔物が潜ひそむかどうかはわからない。少なくとも、ミスター・トローチが投資を終えている今、市し場じようで一番の巨体は俺たちだった。

　勝つには、一人で値を吊り上げ、吊り上げ切って逃げ切る以外に方法がないように思えた。

「大丈夫なの？」

　ハガナは、そう聞くしかない。

「やるしかねえだろ」

　俺もそう答えるしかない。

　静まり返った夜の部屋で、わずかに沈黙が支配する。

　泣いても笑っても、あと二十時間足らずで勝敗が決する。

「私ができることは、もうなさそう」

　ハガナは、ぽつりと言った。

「は？」

「ハルが一番得意なことは、私の一番不得意なことだから」

　ここしばらく、文字どおりに寝食を共にしていたのだ。

　そのくらいのこと、互いに理解しつくしている。

「まあ、そうか……」

　俺が言うと、ハガナはうつむくように、うなずいた。

　実際に、うつむいたのかもしれない。

　勝負の瀬せ戸と際ぎわの瀬戸際まできて、自分の力が至らないと思い知らされる。

　ハガナと出会ったばかりの頃だったら、間違いなくざまあみろと思っただろう。

　でも、今は違う。まったく逆だ。

　本当に、自分の体の半分を切り取られるような痛みだった。

「残念だけど」

　ハガナは言った。そして、端たん末まつをタップすると、キュゥゥン……と独特の音を立てて、電源が落ちた。ハガナがアンドロイドだったら、役目を終えた音にぴったりだったろう。

　デスクライトしかつけていないので、端たん末まつの画面の明かりがなくなると、かなり暗くなったような気がする。その暗さの中で、また沈黙が降りた。

　ハガナは端末の電源を落としても、椅子から立ち上がらない。俺は、ハガナの気持ちが痛いほどわかった。ここまできて二人で走れないのは、本当に辛つらいことだった。

　もちろん、隣で見ていることはできる。プログラムを走らせて、なんとかアドバイスをすることもできる。だが、扱う銘めい柄がらを少なくし、暴ぼう騰とう暴ぼう落らくに賭けることが多くなればなるほど、ハガナのプログラムが当てにならなくなることは否定しようのないことだった。それはまさしく、俺がハガナのプログラムに体を食われる時の、まったく逆のことだったに違いない。

　あれは本当に辛かった。だから、ハガナだって辛いはずだった。今にも泣き出しそうなその横顔に、俺はなにか言いたかった。

　だから、必死に頭を働かせた。なにか、なにか少しでもハガナができることはないのか。

　俺はあらゆることを検討した。ハガナと会話したすべての会話を思い返したと言っても過か言ごんではない。なにか、なにかあるはずだ。なにもないなんて、そんなことがあるわけない。

　バートンは、優秀なクオンツはトレーダーのすべてを数値化すると言っていた。

　ならば、まだあるはずだ。

　そして、ハガナが軽く洟はなをすすり、椅子から立ち上がった。

「おやすみ」

　短く言って、ろくに俺のほうも見ずに、部屋から出て行こうとする。

　俺は、その腕を取っていた。本当に反射的な行為だった。

　ハガナの手首は細くて、頼りない。でも、しっかりと骨があり、うっすらとした肉があり、柔らかい皮膚があった。体温だってあった。

　ハガナが振り返り、俺を見る。振り返って、なにもないことに怯おびえる目があった。

　地球で売られ、家を出る時、もしかしたら同じ状況になったのかもしれない。ハガナの両親が、ハガナを喜んで売ったとは思えない。きっと、ハガナが家を出て行く時、こんなふうに手を取ったに違いない。

　しかし、ハガナを買い戻すことも、売るのをやめることもできなかったのだろう。

　無力に、ただ無力にハガナの手を取っただけ。

　ハガナはその時に、一瞬でも期待したのかもしれない。そうでなければ、俺のことを振り返った時のその目が、最初から絶望していた説明がつかない。

　ハガナはそっと目を伏せて、俺の手を振り払おうとした。

　でも、俺は摑つかんだままだ。ハガナが二度、三度と手を振り払おうとして、ついにわずかに泣きだしてしまう。俺は、自分がなにをしているのかわからない。ひどい有様だというのはわかる。こんなにも世の中はむごいものなのかと、俺も泣きだしそうだった。

　ハガナはもう片方の手を使い、俺の手を引き剝はがそうとする。俺は力を込める。ハガナが痛みに顔をしかめる。

　ハガナは動けない。力に屈するしかない。いつだってそうだった。

　力？　動き？

　その単語に、俺は一瞬意識が飛んだ。

「あ？」

　宇宙からの電波に脳が直撃されるような感覚。

　ずごん、と確かに音がして、俺の頭の中で第三の目が開いた。

「おい」

「離してっ」

　ハガナが小さく、泣きながら言う。

「おい」

「っ」

「おいってば」

　俺は力任せにハガナを引き寄せる。ハガナの体は華きや奢しやで、軽い。すぐに引き寄せられて、俺の胸に顔から突っ込んだ。

「う……な、なにを──」

「方法がある」

「……え？」

「方法がある。端たん末まつ」

「な、に？」

「端末だ。方法がある。お前にできることがある」

　俺は腕の中にいる、濡ぬれた真っ黒な瞳をしたハガナに言って、危うくハガナの手から落ちそうになっていた端末に手を伸ばす。

「な、に？　なにが？」

「眠っている取引高がある」

「……眠っている？」

　ハガナは聞き返し、そして、すぐに目を見開いた。

「その道が、まだ──」

「そうだ。信用取引を目いっぱい突っ込んだまま、取引を終えている連中の分がある。どこまでが死んでいて、どこまでが生きているのか傍はた目めにはわからない。だから、売り手も買い手も判断に迷うはずだ。取引高が足りないなら、眠った奴やつを起こせばいい」

　たとえば、信用買いを目いっぱいしたまま取引を終えた連中が、たくさんいる銘めい柄がらがあるとする。信用取引高は常に公開されているから、それだけ買いの人間がいることはすぐにわかる。

　問題は、売り手にとって、あるいは買いを入れて値上がりを得ようとする人間にとって、その信用買いのうち、どれだけが生きていて、値上がりと共に売りに転じるかがわからないということだ。

　もしもほぼすべての信用買いが死んでいるのであれば、俺たちが買い手に回ることは有利になる。値が上がると、売り手が現れて信用売りなり利益の確定売りをしてくるだろうが、すでに確定している信用買いから売りはやってこない。売りの圧力が弱ければ、信用売りの連中はびびって手を引いてしまう。そうすれば、匂いを嗅ぎつけた買い手が集まってくるはずであり、値を吊つり上げられるはずだった。

　これが逆に、信用買いのほとんどが生きていると、値が上がれば順次利益確定のために売りを出すだろう。相そう場ばがこれほど荒れ狂う中で、含み益を抱えたまま祈って耐えるなんてまともな神経の奴やつらなら絶対に耐えられない。得が出たらすぐに売る。絶対に売る。

　だとすれば、値は上がりきらず、俺たちは失敗する。

　取引量が干上がった今、俺たちが戦いぬいて勝つためには、一つの株かぶ価かを吊り上げきって、投とう資しコンテストの終了までその高値を維持するしかない。

　こういう状況の中、もしも信用取引が生きているのか死んでいるのか俺たちだけがわかっているのであれば、心理戦において非常に大きいアドバンテージを得ることができる。

　そして、信用買いが生きているか死んでいるかは、ハガナの能力であぶり出すことができる。

　なぜなら、参加者の順位と資産額はリアルタイムで更新されているから、株の値段が動けば資産の金額も動き、その相関から、誰がどの銘柄を持っているかは、計算で割り出すことができる。そういった作業は、ハガナの十八番のはずだった。

　ハガナは、俺の胸を突き飛ばすように離れ、椅子に座って端たん末まつの電源を入れる。

　頭の中にはすでに計算式が展開されているようだった。

「朝までに終わるか？」

　俺が尋ねると、ハガナは一瞬だけ手を止めて、即座に答えた。

「簡単」

　心強い言葉だった。

「だから、先に寝ていて」

　ハガナは端末を叩たたくようにタップしながら言った。

　俺は、その隣に立ったまま、肩をすくめるしかない。

「寝られるわけねえだろ」

　ハガナの手が一瞬止まるが、すぐに再開する。数字が凄すさまじい勢いで入れ替えられ、プログラムの作業領域で次から次に新しい数式が書かれていく。

「それに、すぐ終わるんだろ？」

　俺の皮肉っぽい言い方に、ちょっとむっとしたのがわかった。

　でもそれは、やってやろうじゃないか、といった前向きな感じだった。

　そして、ハガナは虚きよ勢せいを張るような奴やつではなかった。

　三十分も経たった頃だろうか。

　最後に、たたん、とタップして、顔を上げた。

　直後に、端たん末まつの中のＣＰＵファンが独特の音を立て始めた。

　画面には計算中を示すバーが出ていて、左から、つ、つつっと色が変わっていく。

　千銘めい柄がらのデータすべてと、これまでの取引ログのすべてを飲みこんで、咀そ嚼しやくし、解釈しているのだろう。

　数十秒の沈黙の後、銘柄リストが現れる。

　ハガナが、俺のことを見た。

「どれがいい？」

　私の仕事は、本当にすべて終わった。

　ハガナの満足しきった顔には、そう書いてあった。

　俺はハガナの横から端末を覗のぞき込み、手を伸ばして端末の画面をタップする。リストには、信用売買が死んでいると思われる数の多い順に並んでいる。加えて、理想的には俺たちの思惑に乗っかってくる、提灯ちようちん持ちがつきやすいものがいい。

　特に、なにも考えず、機械的に乗ってくる連中が来ると嬉うれしい。機械にすべての判断を預けた者は、人としての尊そん厳げんをなくした人以下の存在だ。

　バートンの言葉を思い出す。

　俺たちの養分になってもらうには、ふさわしい連中だろう。

「これだ」

　俺は自慢の嗅きゆう覚かくに従って銘柄を選び出す。

　ブラック・チョコレート・コーポレーテッド。

　冗談みたいな名前だった。

「おいしそう」

　ハガナが思わずつぶやいた。

「お前、チョコレート好きなの？」

　俺が尋ねると、ハガナは表情を硬くして、うなずいた。

「少し」

「少しってなんだよ。好きなのか嫌いなのかはっきりしろよ」

「少し。数学では表せない」

　ハガナは言って、俺はその言葉に笑ってしまう。

　ハガナは立ち上がり、大きく欠伸あくびをした。

「眠い。あとは、ハルの仕事」

　ふらふらと立ち上がり、俺のことを押す。

「どいて」

「……ったく……あ、おい、お前……」

「え？」

　ハガナが、振り返る。まるで俺がおかしいことを言ったかのような顔だ。

　ただ、ハガナは俺のベッドに今まさに入ろうとしていて、どう考えたっておかしいのはハガナだ。

「眠い……すごく」

　話している最中にも目がとろんとしてきて、俺がなにかを言うよりも先にベッドにもぐりこんでしまう。ハガナは前日徹てつ夜やだったから、隣の部屋に行くのもいやだ、という気持ちはわからないでもない。

　それに、一人で眠るより、二人で眠るほうが暖かい。

　多分、ハガナもそう思っている。

「……ちょっと詰めろよ」

　俺はため息交じりに言う。ハガナは返事もしなかったが、奥に詰めた。俺は可能な限り隅っこに寝て、横になる。ハガナとは背中合わせだ。さすがに、たがいに目を覚ましている中で密着するなんてことは、ハガナもしてこなかった。

　ただ、眠気はなかなか来なかった。疲れているはずなのに、眠れない。眠いはずなのに、眠れない。なにかがつっかえていて幕が下りないような、そんな感じがした。

「ハル」

　そんな中、ハガナが不意に言った。

「あ？」

「……」

　聞き返すが、ハガナは返事をしてこない。

「なんだよ」

「……」

　やっぱり返事をしてこない。俺はもう一度聞き返そうと思ったが、もしかしたら寝言かもしれない。それはそれで気恥ずかしいが、なんにせよ返事をしてこないのなら仕方ない。

　俺は目を閉じて、寝ようと努めた。

　ハガナが口を開いたのは、その時だった。

「ハル」

「……」

　俺は聞き返さず、肩越しに振り向いた。

　ハガナと背中合わせだから顔は見えない。

　でも、起きているのは気配でわかった。

「一つ、聞きたい」

　そして、言葉をつなげてきた。

　俺は一度顔を戻し、聞き返す。

「なんだよ」

「……」

　ハガナはまた黙ってしまう。

　しかし、俺が催さい促そくしなかったのは、ハガナが体の向きを変えたからだ。

「っ」

　俺は急に息が詰まったように感じて、眠気が吹っ飛んだ。体までこわばらせてしまったのは、ハガナが俺の首筋に額を当ててきたからだ。

「答えてくれるの？」

　この状態での、その質問。

　俺は男として、こう返事するしかない。

「な、なんだよ」

　唾つばを飲み、続ける。

「ま、まだなんか聞き残したことがあったんか？」

　俺が思いつくことはそのくらいで、ほかの考えはどれも口にできるようなたぐいのことではなかった。

　ただ、ハガナはすぐに言葉を向けてこない。

　なんなんだ、と思ったが、直後に俺は、自分の馬鹿さ加減に気がついた。

「明日、勝てなかったらどうなるの？」

「っ」

　驚きの声も出なかった。ハガナの言葉が、俺の背中からじかに心臓に突き刺さる。

　明日、勝てなかったら？

　俺はそれで、自分の胸に引っ掛かっていたものがなんであるか、ようやく気がついた。

「ハルが、急にコンテストに興味を持った理由がわからない。前ぜん提ていがわからないと、結果がわからない」

　ハガナは、その小さな手を俺の背中に当てた。

　信じられないほど、暖かい手だった。

「負けたら、どうなるの？」

　聞き方が、「どうするの」ではないのがあまりにもハガナらしかった。

　負けたら、売られる。いなくなる。そんなことを前提にしているような聞き方だ。

　俺は、心臓がどんどん高鳴っていった。あまりにも高鳴りすぎて、ハガナに聞かれそうで嫌だったが、多分、聞かれているだろう。

　ハガナとは長い時間、ずっとぴったりと寄り添っていたのだから。

「負けても勝っても、結果は変わらない」

「……え？」

「お前に、言ってないことがある」

　俺は意を決して、寝がえりを打った。狭い布団の中で、ハガナが目の前にいる。

　いつもしているように胸元に手を寄せている姿は、寒がっているようにも見えた。

「な……に？」

「コンテストが終わったら、多分、俺はここを出て行く」

「……」

　言葉の意味がわからない、といった顔だった。

　じっくり俺のことを見つめた後、ようやく、聞いてきた。

「え？」

「実は、ある人に誘われている」

「……」

「プロの投とう資し家だ。それも、超がつく」

　ハガナは呆ぼう然ぜんと俺を見る。

　そのまま、唇だけが冷静に動く。

「それで？」

「俺の取引手法と、その人の方法論がすごく相性がいいんだ。だから、多分、俺はその人の弟子になる」

　はっきり言われたわけではないが、まずそうなることに間違いはない。

　バートンは、忙しいはずなのにずっと俺たちの取引記録を追いかけてくれている。

「相、性」

「そう」

「私よりも？」

　ハガナがはっきりと聞いてくる。それは、怒っているようにも思えた。

　いや、と俺は思いなおす。もしも勝手な想像が許されるのなら、ハガナははっきりと怒っていた。それはいうなれば、嫉しつ妬とだった。

「私よりも？」

　もう一度聞かれ、俺は、答えるしかない。

「お前とは方向性が違う」

「……。どういうこと？」

　返答いかんによってはくびり殺してやる。

　ハガナのきつい目つきは、こういう時にこそ本領を発はつ揮きする。

「お、お前とは、どっちかっていうと……その、足りない部分を補ってもらう感じだったろ？」

　プログラムはまさしくそうだ。俺が人間として限界のある部分を、機械的な力で補ってくる。

　しかし、ハガナは返事をせず、続けろ、と目で言ってくる。

「でも、俺を誘ってくれている人は……俺よりさらにすごい人なんだ。しかも、俺が得意とする方向に、すごい」

　俺が市し場じようの雰囲気から人の思おも惑わくを見抜き、利益を得るのに対して、バートンはもっと根本的なところに人の思惑を見る。株かぶ式しきがあくまでも企業の発行するものであり、企業や市場が人の集合体であるのなら、それは俺よりも二段も三段も上の場所からやる取引手法だった。

「だから、俺はその人の手法を学びたいんだよ……」

「私も連れて行って」

　ハガナが即答した。

　俺ははっきりと驚いた。そんなことを言われるとは、まったく思わなかったからだ。

「私はハルの役にたてる。それに、町の人たちの借金もある」

「だめだ」

　俺は言った。

　そして、もう一度、言った。

「だめなんだ」

　ハガナは悲しみもしない。

　ただ、いつもの表情のまま、唇がなにかを言おうとして止まり、きゅっと引き結ばれる。

　表情で、感情を表しているのはその唇だけ。その唇が、引き結ばれていた。

「町の連中の借金は……時間を少しかければ、お前でも完済できる」

「できない」

「できる。噓うそをつくな」

　俺が言うと、ハガナは顔をしかめた。

　ハガナは噓をつくことができない。

「なぜなの？」

　ハガナが聞いてくる。

　だが、それをハガナの投とう資し手法のせいだと言うのか？

　俺が躊躇ためらったところに、ハガナが、もう一度聞いてくる。

「なぜ、その人のもとに行く必要があるの？　お金は、もう、あるでしょう？」

　ちょっと不意を衝つかれるくらい、見当違いの言葉だった。

　もちろんハガナは真剣で、ハガナなりに考えた結果のことだろう。

　ハガナは俺のことを見つめて、今にも泣きそうだった。

　というか、暗いせいでよくわからなかっただけで、泣いていたかもしれない。

「金は、足りない。全然足りない」

「増やせばいい」

　ハガナが言う。鼻声だった。

　俺は少し迷い、躊躇ためらってから、ハガナの手を握った。

「足りねえんだよ。全然」

「そんな──」

「一千万ムールだって足りない。俺が欲しいのは、百億ムールとか、千億ムールとかなんだ」

　子供の玩具おもちやで、そういうものがある。札にゼロが死ぬほど書いてある玩具だ。千億ムールなんて、世間ではそのレベルのことだ。

　でも、現在の人類金持ちランキングで一位争いをしている、伝説の投とう資し家は、その総資産が八百十二億ムールだ。一千億ムールは、決して不可能な数字ではない。

「ニュートンシティに、シュレーディンガーストリートという場所がある。投資銀行とか、ヘッジファンドとか、とにかく錬金術のように金を稼ぐ連中が集まる場所だ。そこで戦って、勝たなきゃならない。そのために、まず俺を誘ってくれている人のところで修業する」

　ハガナに言ってわかるとは思えない。

　だから、ハガナが口を開いて出てきた言葉も、全然予想外ではなかった。

「わからない。そんなにお金を手に入れてどうするの？」

　三百ムールを渡されて、使い道がない、と言ったハガナだ。その質問は、本当にわからなかったからしたのだろう。

　俺はハガナから目を逸そらす。そんな金を手に入れてどうするのかという質問に、俺はその答えがある。でも、怖かった。喋しやべって、笑われるのが、怖かった。

　ただ、ハガナはじっと俺のことを見つめてくる。その目は、必死にすがるような目だった。

　リサは、ハガナのことを無視しないで欲しいと俺に言った。俺がここで心を閉じれば、ハガナを無視することになる。かといって、俺は自分の心を開くのがとても怖かった。

　でも、ハガナの目を見返した。

　勇気を出せたのは、ハガナが投資プログラムで取引を始める前のこと、俺の取引模様を隣で見ていて、画面に酔った時のことを思い出したからだ。ハガナはあの時、ふらふらになりながらも先生をやりに行った。その時、ハガナは言ったのだ。

　皆には、夢があるもの、と。

「夢がある」

「……」

　ハガナは俺を見る。

　そして、言う。

「どんな？」

「……笑わねえか？」

　でも、俺は自分自身情けなくも、そう聞くことを我が慢まんできなかった。

　ハガナはじっと俺のことを見て、それから、律りち義ぎに言った。

「……わからない」

「……」

　正直すぎる。こういう時は噓うそでも笑わないと言って欲しいのに、ハガナは万が一でも可能性があれば断言はしない。

「でも、聞きたい」

　ハガナははっきりと言った。

　噓がないのだ。本当に、聞きたいのだ。

　俺は、一歩を踏み出した。

「一千億ムールを手にしたら、やりたいことがある」

「なに？」

「俺は月生まれだ」

「……」

　突然なにを言い出すのかと思っただろうが、ハガナは聞き返してこない。
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　その代わりに、俺の言葉の続きを待ってくれた。

「地球生まれの奴やつらとは違う。俺には人類の最前線が、生まれ故郷だ」

「……」

　ハガナは相変わらず俺のことをじっと見つめている。

　ただ、その視線はどこかで見たことがあったような気がした。

「それで？」

「だから、俺にはフロンティアがない」

「……ふろ？」

「フロンティア。『静かの海』記念館を見たことないか？」

　人類で最初に月面に立った男の、渋すぎる足跡が今も保存されている場所だ。

　ハガナはゆっくりと首を横に振る。

「でも、知ってはいる」

「そこに、人類で最初に月面に立った男の足跡が残っている」

「……その記念館が欲しいの？」

　ハガナは言って、俺は思わず笑ってしまっていた。

　ハガナはそれに傷ついたような顔をして、すぐに俺を睨にらみつけてくる。

「悪い、いや、そうじゃねえよ。足跡なんか買ってどうするんだよ」

「じゃあなに」

「そうじゃなくて、俺はその足跡みたいに、前人未踏の地に立ってみたいんだよ」

　俺に笑われて怒っていたハガナは、未いまだきつい目つきで俺を睨みつけている。

　でも、俺に握られた手を振り払うこともない。

「前人……未踏の？」

「そう」

「でも……」

　ハガナは言って、少し目を伏せた。考えているのだ。そんな場所がどこにある？

　月面はすべて踏破され、地下開発も進んでいる。地球はとっくに衛星でほぼ完璧な立体地図を作られ、人類が到達していない山頂も、観測艇ていが見ていない海の底もない。

　ハガナが、人類史を思い返していたのかどうかはわからないが、それくらいたっぷり考えて、ようやく焦点を俺に合わせてくる。

「そんな場所、思いつかない」

　俺は得意げに、こう言った。

「火星」

　俺の手の中で、ハガナの手が強こわ張ばった。

　本当に、意表を衝つかれたのだろう。

「でも、火星には、まだ……」

「火星移住計画が、昔はあったんだ。軌き道どうエレベーターがあれば、理論的には火星にも行けるはずだからな。ただ、計画が進んでいる中で月面都市が独立国家を宣言して、政治的に問題が出たらしい。火星も独立国家になるのか。惑星が一つ独立国家になるのは、将来的に惑星間戦争の火種になるのではないか、とかな。それに、月面もまだ開発が終わっていない。それで、計画は凍結されている」

　俺の言葉に、ハガナが固かた唾ずを吞のむ。

「だから、俺は一千億ムールを稼いで、その計画を自分の金で進めたい。俺は頭が悪いからさ、月面都市大学に行って、宇宙工学学んで、宇宙飛行士になれはしない。でも、スポンサーとして、金の力で人を雇うことはできるし、宇宙船を建造することはできる。一千億ムールっていえば、でかい国を丸ごと運営できるような金額だ。そして、人類の中には八百億ムールまで到達した奴やつがいる。夢物語じゃない。全然夢物語じゃないんだ」

　ハガナの手を握りしめ、俺は静かに熱を込めて言った。今まで誰にも言ったことのない夢だ。

　この暗さでなかったら、顔が真っ赤なことがばれていただろう。

　でも、ハガナは結局笑わなかった。

　その代わりに、こう言ったのだ。

「本当に、できるの？」

　現実的な質問に、俺は笑われるよりも胸が苦しくなる。

　情けなくも泣きそうになった、その瞬間だ。

「そうじゃないのね。できるまで、やる」

　いつの間にか、俺が握っていたはずの手を、ハガナに握られていた。

「違う？」

「違……わない」

　自分はそう言ったつもりだが、実際に言えていたかどうかは怪しかった。

　それくらいに、ハガナの言葉に呆ぼう然ぜんとしていた。

「すごい、すごい夢だと思う」

　ハガナは俺の手を握り、目を閉じて、軽く揺するように言った。

　それ以外に感情の表し方を知らない、不器用なロボットみたいだった。

「それなら、コンテストはそのために勝つ必要があるの？」

　そして、聞いてくる。ハガナの思考が単純だ、と責めることもできない。

　それに、隠しだてすることもできなかった。

「いや、違う」

「……違う？」

「そう。コンテストは俺のためじゃない」

「意味がわからない」

　ハガナは素直に聞いてきて、俺はその素直さが、少し苦しかった。

「お前のため」

　ハガナは俺を見た。

「え？」

「言っただろ？　俺を誘ってくれてる人は、俺しか連れていけないと言ってる。お前とは、もう投とう資しができない」

「……」

「だから、その……」

　俺が口ごもると、ハガナが言う。

「なに」

「……。だから、お前とリサがこの先も安心して暮らせて、お前が大学に行けるようになるまでの資金を残せたらと思った。二十万ムールあれば、さすがに大丈夫だろう？　三回も四回も、本なくさないよな？」

　最後のは冗談だ。

　でも、ハガナは本気で怒ったみたいで、布団の中で俺の足を蹴ってきた。

「いっつ、蹴るな、蹴るなよ」

「馬鹿、馬鹿」

　ハガナは言って、蹴ってくる。

　ただ、さすがに俺も気がついた。ハガナは別に本をなくした話をだされたことに怒っていたわけではない。もっと別のことに、怒っていたのだ。

「わた、私のためなんて……そんな……」

　ハガナは泣いて、目をきつく閉じて、うつむいてしまう。俺が慌ててなにか言おうとした直後、ハガナの手が俺の手を離し、そして、思い切り突き出された。

「っ！」

「馬鹿！」

　押された体が布団ごと床に落ちる、という寸前のところで、俺の手が床についた。

　ただ、その時にはハガナはベッドの反対側、壁に向かって体を丸めていた。

　俺はそのまま姿勢を戻すのを諦めて、一度足をベッドの下におろし、立ち上がった。布団ごと落ちたので、ハガナが丸まっている姿があらわになっている。赤ん坊みたいに丸くなっているのは一緒でも、手が膝ひざを抱えていた。

　その姿はハガナが自分の部屋で、リサだとわからないくらい取り乱して怯おびえていた時のようなものとはまったく違っていた。それは、ハガナが俺を突き飛ばす瞬間の顔のせいかもしれない。俺がベッドから落ちかけるあの瞬間、ハガナの顔がはっきりと見えていた。

　恥ずかしそうだったのだ。

　俺はしばらく迷ったが、このままでは多分、ハガナが風邪をひく。

　ただ、俺もベッドで寝たい。特に、明日は最後の取引だ。俺は結局、布団をベッドに戻し、自分も戻った。ハガナはずっと壁を向いたまま丸まっている。俺も反対側を向こうと思ったが、それはさすがにへたれすぎだと自分を戒いましめた。

　買いか売りかで言えば、ここは買いなのだ。

　俺は仰あお向むけに寝た。ハガナはなにも言わなかった。

　でも、俺は自分の夢とか、引っかかっていたこととか、全部言ってしまってとてもすっきりしていた。それに、ハガナが拒絶も、笑いもしなかったこともとても大きかった。

　だから、俺はだんだん体が温まってきて、眠気がやってきたころ、手を動かした。

　ハガナが膝ひざを抱える手を探って、軽く握った。ハガナは一瞬体をすくめたが、振り払いはしなかった。

　俺たちはそのまま眠った。

　月と地球が引力で結ばれているみたいに、俺とハガナはそんな細い線でもしっかりと、つながっていたのだった。
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　翌日、俺とハガナがすることは決まっていた。

　ハガナは自分の端たん末まつを見ない。自分がすべきことは、すべて終わったとわかっているのだ。

　あとは、俺の側そばで事の成り行きを見る。でも、それは決して役に立たないわけではない。

　ハガナはそこにいてくれなければならない存在であり、いるべき存在だった。

「いくぞ」

　取引が始まった瞬間に、俺は呟つぶやき、ハガナは無言でうなずいた。

　投とう資しコンテスト最終日は、取引画面に赤字で取引最終日だと書かれていた。午後五時までの時間のカウントダウンまでされていて、参加者を煽あおるような設定になっている。

　参加者は昨日よりさらに減っているらしく、市し場じよう全体を眺めてもほとんどの銘めい柄がらで値動きがない。その代わりに、取引が行われている銘柄については前例がないほどの取引高になっている。売買とは、売りと買いが出てきてこそ成立するものだから、彼らは干上がりつつある池の中で、どうにかして泳げる水を探そうともがいている魚みたいなものだった。

　でも、俺の目にはもう少し別な様子に映っている。動画で見たことがある、地球の海での漁の光景だ。網が揚げられ、大量の魚が追い詰められてうごめいている。

　一いち網もう打だ尽じん。

　歴史ある地球の人間は、素晴らしい言葉をひねり出す。

「ハル……」

「わあってるよ」

　俺がほかの銘めい柄がらをぱらぱら見て、今日取引すると決めてある銘柄を見にいかないのが不安だったのだろう。

　でも、俺はハガナが算出したデータを信じ切っている。もしも積みあがりまくった信用買いのほとんどが死んだものであるのなら、値動きは見なくてもわかっている。

　それほどの自信を持てるくらい、今の頭は冴さえていた。

「あと、六千八百万ムールだろ？　俺たちが二億九千二百万ムール持ってるから、投とう資し資金の総量は八億七千六百万ムール。少なくないが、完璧じゃあない。朝から動いたらやられる。投資は後だしが許されるじゃんけんみたいなものだ」

　誰が出したかはわからなくても、画面には注文数と、成立した売買の量が常に表示されている。じっと同じ銘柄を眺めていれば、どんな参加者がどのくらいの資金量で参加しているかも透けて見えるものだ。

　コンマ以下の％を狙う時は、本当に相手の顔が見えそうなくらいの心理戦になるが、今は魚たちがのたうちまわって右往左往している最中だ。

　特に、コンテストも最終日になって、どうあがいたって上位が狙えないとなった連中が、自じ暴ぼう自じ棄きになって暴れている。彼らが疲れるのを待たなければならない。

　そういう奴やつらはほとんどゲーム感覚でやっている。ゲーム上なら、やる気をなくした後のプレイには、すぐに飽きてしまうだろう。

　注意しなければならないのは、俺たちと逆のポジションで稼ごうと思っている連中だ。

　俺たちは、一つの株かぶ価かを吊つり上げ、吊り上げきったまま投資コンテストの終了まで粘って、勝とうとしている。最終的な順位は、その参加者の資金と、投資した株の値段によって評価されるから、強引にでもなんでも、株価を上げきってしまえば勝てる、という算段だ。

　しかし、もしも俺が先走って買いを入れすぎて、たとえば千ムールだった値段が千二百ムールにぽんと跳ね上がってしまうとする。

　そうしたら、売りの連中が押し寄せてきて、千二百ムールからどんどん売ってくるだろう。株を抱えていた連中は、高値で売れてほくほく顔。信用売りの連中は、ポジション表に千二百ムールの売りと書かれ、そこから下がれば下がるほど利益になる。

　対する俺は、千二百ムールの値段で買った株を抱えたまま、資金もなく立ち往生するしかない。俺に残されたできることといえば、リサみたいに祈るだけだ。そうなれば、確実に、負ける。勝つためには、その逆の事態にしなければならない。

　だから、じっと待つ。

　市し場じようでは、時間と共に飽きてやめる連中も出てくるのか、どんどん総売買数が減っていた。

　市場でトレーダーが泳ぐために必要な水が、急速に干上がっていく。専門的には、流動性の枯こ渇かつ、とか言ったはずだ。売買する相手がいなければ、わずかな注文で値が死ぬほど吊りあがったり、暴ぼう落らくしたりする。

　だが、値が上がれば売りたい連中が押し寄せ、下がれば買いたい連中が押し寄せる。

　俺は、じっと待つ。投とう資しコンテスト終了までの時間を示す赤い数字がどんどん減っていく中、俺はひたすらに待った。

　ブラック・チョコレート・コーポレーテッドは、まともな取引高を保っている数少ない銘めい柄がらだ。自じ暴ぼう自じ棄きな連中が集まるわけでもなく、完全に無視されているわけでもない。理由は、膨ぼう大だいな量の信用買いのせいだろう。

　それは未いまだ取引に参加している人間のものなのか？　それとも、すでに退場した人間のものなのか？

　それがわからず、動きが読めないので、誰もが遠巻きに眺めている。そのために今は平穏だが、いざ動くとすれば大きな動きが予想される。

　そんな空気があって、関心を引き寄せているのに、大きな取引が起こらない。

　俺はこれまで、市し場じようが閉まる十分前には必ずポジションを閉じていた。市場が閉まる十分前には、魔物が潜ひそむからだ。

　だが、今、俺は自身が、魔物になろうとしていた。

　投資可能な八億七千六百万ムールの資金は、仮想市場でも大きな金額だ。俺の後につけている三位の奴やつでさえ、足の引っ張り合いや市場の混乱で、一億七千万ムールに資金を落とし、レバレッジをかけても五億とちょっとの投資資金しか持たない。

　しかも、俺とミスター・トローチ以外の順位表は、数字がぶれるほどの勢いで目まぐるしく入れ替わっている。

　時折順位を伸ばす者もいたが、びちびちと跳ねる魚のようなもので、上がった直後に下がり、底のほうに沈んでいく。順位表を眺めている者がいたら、俺がすでに取引を終えていると勘違いする者がいてもおかしくはない。

　俺が動かなかったのには、その勘違いを誘う理由もあった。

　午前の取引が終わり、リサが作ってくれたご飯を食べ、じっと待つ。

　ハガナは一度も口を開かない。一時間後に市場が開き、俺たちは再び監視に入る。

　ブラック・チョコレート・コーポレーテッドは、一株の値段が前日より９ムール高い、８１２ムールで取引されている。朝からの累計売買高は四万二千株余り。つまり、三千四百万ちょっとの金額しか動いていないということだ。信用売買取引残高を見ても、ほとんど動きはない。

「そろそろ、つつくか」

　俺は呟つぶやいて、買いの注文を三千株入れた。様子見ばかりでふらふらしていた取引板に、ちょっとした動揺が走ったように見えた。

　大きなクジラの泳ぐ音がする。鋭えい敏びんな者は、そう感じ取ったかもしれないし、それは俺の自意識過剰かもしれない。

　俺の注文は少し後に約やく定じようして、８１３ムールになる。そして、誰かが呼応するように、同じ三千株かぶの売りを出す。

　８１２ムール。

　魚は十分集まってきている。それも、多少は考える頭を持った連中だ。

　時刻は二時を軽く回った。あと三時間弱。

　俺は、五分置きくらいに、二千株とか三千株の注文を入れていく。その音に引き寄せられて、少しずつ取引高が増えていく。売りも買いも集まってきて、やや売りが優勢なため、値は８１０ムールにきている。例の心理的に切りのいい数字である、10の単位の壁に阻まれつつも、売り側の人間が少しずつその壁を食いちぎっていく。

　時刻は三時を回り、取引画面にコンテスト主催者からのアナウンスが流れた。

　残り二時間です。皆さま残った時間でなんとかかんとか。

　わかりきっている案内なのに、それだけで動揺させられてしまう者もいる。

　取引高がわずかに増えて、動き出す。

「……」

　ハガナがなにか言いたそうに、俺を見ていることに気がついた。

　でも、俺は無視をして、じっと画面を見つめている。

　三時十七分。

　アナウンスの動揺も静まり、多くの者がやれやれと一息ついた瞬間だ。

　俺は、十万株の注文を一気に入れた。

　八千万ムールあまり。可能な投とう資し金額の９％に当たる。

　当然、そんな注文をさばき切れる売りの注文は用意されておらず、売りに出されていた注文を次から次へと吞のみ込んで、値段がフルスロットルで駆け上がっていく。

　８１１、８１２、８１３、８１５、８１８、と一瞬で上がり、たまたま売り注文を出した誰かの注文とぶつかって、取引システム上の癖だろう、値上がりが一瞬だけ止まる。

　寝ぼけていた連中が目を覚ますには、それだけで十分だった。

「始まった」

　俺はにんまりと笑う。

　それまで百株や二百株、多くて三千とか四千といった注文数が、一気に桁を上げてきた。

　水だ、ここには水がある、と魚が泳ぐ場所を求めて集まってきて、それ自身がほかの魚の水となって、さらに多くの魚を引き寄せる。

　二万株の売り、一万株の買い、五千株の買い、七千株の売り。

　売り優勢。信用買い残を見れば当然の行動だ。値が上がれば信用買いの連中が処分で売りに来る。それが来る前に先に売って、高値で売り逃げておきたい、と考えているのだろう。

　そう考える連中が多いのか、売りが売りを呼び、どんどん人が集まってくる。

　８１３、８１１、８１０……８１０……８１０……８０９。

　隣で、ハガナがギュッと拳を握りしめる音が聞こえたような気がした。

　10の壁が破られ、８０８、８０７、８０６、とつるべ落としになる。勢いがつくと、その勢いを嗅ぎつけてトレードする連中が、システム的に集まってくる。

　８０４、８０２、８００……。

　１００の壁で、買い注文数は二十万を超えている。だが、怒ど涛とうの砲撃でその壁もどんどんぐらついていく。これを破ればさらに下がる。買い側の連中からすれば、ここを耐えればさらに売り込むことは難しくなるから、必死に買い支えている。

　攻防が続き、俺はキーを叩たたく。

　皆が木の棒で戦っている時に、一人戦車を操っている気分だ。

　二十万株かぶの買いを一人で出す。

　攻守が逆転する。

「……ハル……」

　ハガナが俺の名前を呟つぶやいた。

　でも、それは俺を呼んだわけではないらしい。緊張のあまり、わけもわからずそう呟いていたようだった。俺が横目に見ても、ハガナは端たん末まつを食い入るように見つめていて、視線を上げてこない。

　昨晩、俺はこの取引がハガナのためだと言った。

　ハガナはあの時、本気で取り乱した。

　だから、ハガナは期待しているのだ。不器用に期待しているのだ。

　不器用なのは、ハガナのこれまでの人生で、期待がなんの意味も持たないことを嫌いやというほど知っていたからだろう。とっくの昔に、期待することなどやめてしまったに違いない。

　でも、俺はハガナの数学の力を、現実の問題に応用できる手段に変え、ハガナはそれに応えてきた。期待は決して無駄なことではなく、できそうにないことを、できるまでやるという足あ搔がきは、決して無駄なことではないと証明してきた毎日だった。

　前に進もうとすることは、決して、無駄なことではないのだ。

「信用買いが増えてる。やっぱ、お前の見立てどおりっぽいな」

　株の値段は８１４ムールに戻っている。それ以上上がらないのは、上がれば売りに来る連中が来るし、それがわかっているから、買う方も下がってから買おうと待ち構えるからだ。

　売買しているのは、わけもわからずとりあえず注文を出しておこうと考える連中だろう。

　そんな中、俺は信用買いのところをじっと見つめている。多少の動きはあるが、大きく動かない。

　これだけゆすっても起きなければ、これらは本当にほとんどが死んでいるのだ。

「計算上、80％近くが死んでいるはず」

「80％？」

　信用買い残は、全部で百五万株かぶある。その八割となれば、八十四万株。

　つまり、値が上がって売りに回る奴やつが出たとしても、二十万株ちょっと、金額にして一億六千万ムール程度だ。

　こっちの残り資金は、まだ五億ムールを超えている。

　いけるはずだった。

「ハル、値段が」

　そして、ハガナが言って、値段を見ると８１５、８１６、８１７と上がっていく。

　多少図ずう体たいのでかい誰かが入ってきたのだ。売りが応戦するが、さらに買いが出て８２４まで上がる。

　時刻はようやく四時を回る。まだあと一時間もある。資金が少なく、どうにか暴ぼう騰とう暴ぼう落らくを摑つかんで上位に食い込みたいと考える奴らにとっては、もうあと一時間しかない、といった感じだろう。

　取引高が少しでもある銘めい柄がらに残った魚がどんどん集まってきて、ブラック・チョコレートもだいぶ熱を帯びてきた。８２４まで上がった値段は一気に８１３まで下がり、再び一瞬で８２４まで戻る。ハガナはそれを見て、言った。

「誰かのプログラムが現れた」

「だろうな。反応が速すぎるし、値段の決め方が画一的すぎる」

　ピンボールのように値段が同じ幅で揺れ、突然その値幅がごそりと動くようになった。

　明らかに、ハガナがつくりだしたようなプログラムで、機械的に売買されていた。人間の手の動きでは限界があるから、それをコンピューターにやらせて１％未満の儲もうけを数百回でも積み上げようとする。

　だが、結局それが成立するのは、機械が得意とするパターン的な取引に付き合ってくれる間抜けな人間がいてこその話だ。コンテストも最終日となれば、そいつらを食い物にする連中が濾こし集められている。考える頭を持った連中だ。

　値段が、８３２ムールに跳ね上がる。プログラムは、律りち義ぎに反応して後を追いかける。

　売り側も参戦し、取引高が急増する。

　時刻は四時半に差し掛かる。

　さすがに、ハガナが俺のことをはっきりと見た。

「ハル」

　俺は、ゆっくりとそっちを見る。

　そして、うなずいた。

「びびんなよ」

　肩をすくめ、笑ってやる。

「びびったら、負けだ」

　俺はさらに待つ。ひたすらに待つ。残り三十分は、市し場じように没頭している人間からすると、まばたき数回分で終わるような時間だ。ほとんどの人間が死力を尽くして注文を出し、その値動きに一喜一憂しているだろう。

　だが、その感情の奔ほん流りゆうに身を任せてはだめだ。人の思おも惑わくを見抜かなければならない。

　マフィア映画でも、戦争映画でも、無む茶ちやな行動を取るのは、最後のラスト十分だけ。

　死ぬのは、ラスト三十分で命を賭ける奴やつだ。

「二十分……」

　ハガナが苦しげにつぶやいた。

　値段は８２４ムール。クジラとまではいかないが、二十万株の売り注文が出た。俺は、三十万株の買い注文を出した。

　本物のクジラがいる？

　その場に参加していた、全員の心の声が聞こえたようだった。

　クジラの潮しおをみて鳥が集まり、鮫さめが虐ぎやく殺さつの匂いを嗅かぎつけて集まってくる。売り側が叫び狂ったように売り注文を出すが、買い側が容よう赦しやなく買っていく。クジラがどうして買い側に現れたのか、多くの人間が理解したのだ。

　信用買い残は、未来の売り注文予備軍ではない。

　これは死んでいる。死んだ、物言わぬ張り子の虎なのだ、と。

　値段は８４０ムールを超え、８５０ムールに達する。

　俺の株の平均取得単価は８２０ムールで、総額が約五億ムール。４％弱の値上がりで、二千万ムール。

　届かない。全然届かない。

　俺は残りの三億ムールを使い、利益を一億ムール弱出したまま終えなければならない。

　タイミング。タイミングだ。魔物にならなければならない。誰も注文が間に合わず、呆ぼう然ぜんとし、半狂乱に叫ぶ中、高笑いをして駆け抜けなければならない。集中するのはここだ。ここなのだ。

　時間は一分ずつ減っていく。残り十三分。十二分。十一分。十分。俺は注文を出さない。まだ出さない。売り側が必死に売り、買い側も必死に買う。信用取引残高が目まぐるしく変化する。信用売りも積みあがるが、信用買いは、積みあがる一方で、崩れない。

　いける。

　俺が、最後の買い注文を出そうとした瞬間だ。

「ハル！」

　ハガナが叫び、俺は手を止めた。

　ハガナの指が、信用買い残を指している。

　その数字が、急激に減少し始めていた。

「売られ、ている？」

「……さっき買って、今売ってる人たちだと思う」

「なら」

　もう少し待たなければならない。最高の効果を出すには、売りがひと段落してからでなければならない。

　ただ、俺は背中に嫌な汗をかき始めていた。動きが出る前の信用買い残の総数は、百五万株かぶだった。動きが出始めてから積みあがった分は、せいぜい三十万株。なのに、すでにその数字は九十万株を割っている。

「推定には誤差がある」

　俺の思おも惑わくを読み取ったのか、ハガナが言う。

「どのくらい？」

「その数字の平方根くらい。つまり、十万株」

　誤差の範囲。確かに、九十万株で動きが止まっている。

　生きているすべての信用買いが売られたのか？　値が下がると見越して？

　残り七分。注文を出すなら、決めなければならない。値段は８３６ムール。

　注文数が多すぎると、回線やサーバー処理のせいで、約やく定じようしない可能性がある。

　それは未決済注文として処理され、現金で戻ってくる。

　それは、まずい。端的に、まずい。資金を抱えたまま負けることほどみっともないことはない。慎重すぎて死ぬ奴やつが間抜けすぎるのと同じことだ。

　俺は全力に近い、三十万株の注文を用意する。

　でも、もしも、信用買いで生きている連中が、まだ大量にいたとしたら？

　そうしたら、可能な限りギリギリまで粘らなければ、反対売買されてしまう。

　可能性は、五分五分だ。

　いや、違う。

　俺はハガナを見る。ハガナも、俺を見る。これは、二十万ムールが手に入るかどうかの瀬せ戸と際ぎわではない。ハガナのデータを信用するか否かの分ぶん岐き点だった。

　ハガナはぎゅっと唇を引き結んで、俺を見る。

　不安に満ちた顔。

　これは、ハガナのための取引だったはずだ。

「しゃあねえ。いくか」

　俺は、画面に向き直って注文を出した。

　８３６ムールで始まり、怒ど涛とうのごとく売り注文をなぎ倒す。それを見て追随の買いが出たが、俺の注文が最優先されるので、スピードが追いつかない。どんどんほかの買いの注文を引き離し、値段が木星まですっとんでいく。

　８５０、８６０、８６８、８７４、８７９……８８２……俺の一撃の勢いがそこで止まる。

　だが、そこに追いつききれなかった買い注文が、第二波として押し寄せる。

　値段が一気に８９５ムールまで飛んで、俺は自分の持ち分に息を吞のむ。

　平均取得単価は８４１ムールで、九十万株かぶあまり。儲もうけは概おおむね四千八百万。

　一位のミスター・トローチまで、あと二千万ムール！

　買いが殺到し、残り三分。

　８９７、８９８、８９９……。

　１００の壁。

　それを超えた瞬間だ。

　世界が、新しい扉を開く。

　俺はその眩まぶしさに身構えた、その瞬間。

「え？」

　買い注文が、数字を膨らませたまま止まった。それが指し示す事態を、うまく把は握あくできなかった。

　売り注文。それも、すべての買い注文の波を受け止めるほどの、それ。

　総数六十二万株。

　システムにラグが生じているのか、不気味なそれは、巨大な隕いん石せきが星にぶつかる時のように、ひどくゆっくりとした動きをしていた。

「誰が──」

　俺は呟つぶやき、即座に信用買い残を見るが、動きがない。

　新手？　ならば、これを消せば勝てるはずと、俺は残りの余力全ての注文も出す。即座に売買高が拮きつ抗こうする。

　そして、残り二分でシステムが動き出す。

　買い優勢。

　いける。

　そう思った直後、画面上の信用買い残が激減し、呼吸が止まる。それが指し示すのは、先ほどの売買の中に、信用買いの連中がいたということだ。

　そして、その総数は、ハガナの言う誤差などでは収まらないこと。

　そこから導かれる結論は。

「……売り」

　俺の呟きが、ラスト二分の魔物の咆ほう哮こうにかき消された。

　値段は９１２ムールで折り返し、ついに買い手の資金を引き出しきったと確信した連中が、全力で売りに出る。

　９０８、９０５、９０１、８９１、８８２……加速度的な勢いだった。

　一分を切り、なけなしの買いが入るが、誰も止められない。

　勝負あった。

　画面上のカウントダウンが止まり、午後五時を示す。

　値段は、８６２ムール。

　俺の平均取得単価は、奇くしくも８６２ムール。

　つまり、俺たちのすべての売買は意味がなく、資金は一ムールも増えなかった。

　結論。

「負けた」

　俺はぽつりとつぶやいた。

　結果は二億九千二百万ムールで、二位。

　賞金は五万ムール。

　その瞬間、端たん末まつにメールの到着を知らせるポップ音が何度も鳴り響く。メールのタイトルを見ると、大手金きん融ゆう機関からのヘッドハンティングのメールだった。だが、今更？

　俺はそれを無視して、大きくその場で伸びをした。

　隣ではハガナが呆ぼう然ぜんとしている。

　無理もない。ハガナの予想は、外れたのだ。

「……ぁ……」

　ハガナはなにかを呟つぶやこうとして、出てきたのは涙だけだった。

　動かなくなった画面の数字を見つめたまま、無表情に泣いていた。この取引は俺のエゴでやっていたことのはずなのに、泣いているのは俺ではなく、ハガナのほうだった。

　俺は不思議と、悔しさも、恥ずかしさも、悔いもなかった。

　ハガナが自分の部屋で怯おびえて泣きじゃくった時、必死にかばっていたのは頭だった。

　だから、俺はその頭をがしがしと撫なでていた。ハガナは頭をかばわない。ずっと無言で泣いていた。

　俺は最後にぽんぽんと軽く叩たたいて、椅子から立ち上がる。飲み物が欲しかったし、さすがに疲れた。それに、バートンに連絡もとらないといけない。

　俺は大きく伸びをして、ごきごきと骨を鳴らす。

　負けても決して悔しくないのは、ハガナとどこまでも足並みを揃そろえて、目標に突き進めたという満足感があったからだろう。約束した金をハガナに渡すことはできなかったし、自分が豪語したことを実現できなかったにもかかわらず、それでも心が満たされることがあるのだと、俺は記憶にとどめておく。

　悪い経験ではない。決して、悪い経験ではなかった。

　未いまだにメール到着を知らせる音がポンポンと鳴る中、俺はトイレに行こうとした。

　そして、それを見計らったかのように、壁掛け電話が鳴る。

　リサが結果を知りたくて電話をかけてきたのだろうか？

　やれやれ、と苦笑しながら電話を取る。

「どちらさん？」

　リサのはやる声を想像していた俺は、一瞬、その声が雑音にすら聞こえた。

『俺だ、セローだ』

「……。あんだよ。リサか？」

　俺は妙な満足感を汚されたような気がして、ちょっと不機嫌に聞き返す。

『ん？　リサもそうだが……お前ら、もう時間取れるだろ？』

　それはまるで、投とう資しコンテストのことを知っていたような言い方だ。

　確かに存在そのものは知っていたはずだが、そんなに興味があったのか？

「ああ、まあ、な」

『じゃあ、すぐそっちに行く』

「ああ？　ああ、つーか、なんだよ」

『用は後で話す。それと』

　セローはいったん言葉を切り、こう言った。

『ハガナちゃんの機嫌はどうだい？』

　こいつは本当にロリコンだ。ハガナ似の女の子が出演するようなエロ動画を手に入れたとかほざいていたが、もしかしたら事実なのかもしれない。

　俺は呆あきれてそう思ったのだが、やや興味がないわけでもない。

「最悪だね」

　わざとそう答えてやる。

　セローは息を吞のむ。

　どんだけハガナのことが好きなんだよ、と苦笑するが、直後の言葉に俺の笑顔も凍りつく。

『トヤマさんが一緒に行く。取り計らってくれ』

「っは、な、おい！　ちょっと！」

　俺の言葉をすべて聞くことなく、セローは電話を切った。

　トヤマが？　セローと？

　俺はわけがわからず、無言になった電話を見る。

　俺のやり取りを奇異に思ったのか、ハガナが涙をぬぐいながらこちらを見ていた。

「……セローが、お前の機嫌はどうかって」

　俺は、そう尋ねた。

　ハガナは俺と同じように怪け訝げんそうな顔をしたが、こう答える。

「悪くない」

　ハガナは答え、大きく洟はなをすする。

「私のせいで負けたのに……どうしてか、わからない」

　俺は電話を戻し、ため息をつく。

　ハガナは不器用だ。とても素直で、不器用だった。

「実は俺もあんま悔しくないんだな」

「……」

「別に、最初から賞金を全部お前にやるつもりだったから、とかそういうわけじゃない。もっと単純にさ」

　俺は気恥ずかしかったから、鼻をこすりながら、言った。

「だって、楽しくなかったか？」

　そして、ハガナを見る。ハガナは俺のことをきょとんと見て、それから、また泣いた。

　でも、それは悔し涙でもなんでもない。

　笑顔で流す涙が、悔し涙のわけがないのだから。

「さて、いつまでも泣いてんなよ」

「泣いてない」

　ハガナは笑顔を消し、無む茶ちやな言い訳をする。

　つっこむ気もなくて、俺は肩をすくめるだけだ。

「そうだろうよ。けど、来客がある。お前、どうする？」

「……来、客？」

「ああ。部屋に引っ込んでるか？」

「……人による」

　ハガナは当然そう言うだろう。

　俺はやや躊躇ためらったが、隠すのは余計に悪いことのような気がした。

「セローと」

「会いたくない」

「トヤマ」

　最後の言葉に、ハガナは本当に泣きやんだ。

「……な、ぜ？」

「わからん。俺も。電話でもそのことは言わなかった」

「借金は……返せるでしょう？」

「余裕でね。賞金が入るのはまだもうちょっと先だが。つーか、気になるのが、リサ目当てじゃないっぽいんだよな」

　ハガナはその言葉に、眉をひそめていた。

　俺だって、意味がわからない。

「なんだろうな」

「……わからない」

　ハガナは目を拭い、そして、まるで変身ヒーローものみたいに目つきが変わった。

「でも、会えばわかる」

「そのとおりだ」

　ハガナは変わった。それも多分、とても良いほうに。

　俺とハガナは、特に会話もなくテーブルの椅子に並んで座って、ココアを淹いれて飲んでいた。

　本当にどっちが先にそうしたのか記憶にないのだが、インターホンが鳴り響くまで、互いにテーブルの下で手を重ねていた。

　離れる時は、少し寂しかった。

「おう」

　俺が教会の扉を開けると、セローのでかい頭がまず目に入る。

　そして、その隣には、幽鬼のようにやせ細り、目の光だけがぎらついた、トヤマが立っていたのだった。







　トヤマとハガナが相対しても、どっちも取り乱しはしなかった。トヤマのほうからどうこうすることはなさそうなので、成長したのは当然ハガナのほうだ。

　それに、借金はもう確実に返すことができる。そのことが、心を落ち着かせていたのかもしれない。

「で、なんの用だよ」

　俺とハガナが並んで座り、反対側にトヤマとセローが座る。

　トヤマはアタッシェケースみたいなものを持っていて、セローは手ぶらだ。

「茶も出ないのか」

「お前の店もセルフじゃんか」

「確かに……。まあ、じゃあいいか。用件についてだが」

　セローが隣のトヤマを見る。

「リサさんにはすでに話したんだが……」

　トヤマが言うと、俺とハガナが顔を見合わせ、セローが頭を搔かいた。

「やっぱあいつ言ってねえのか……」

「なんの話だよ」

「悪い。トヤマさん、どうぞ」

「ああ」

　トヤマはため息のようにうなずいて、アタッシェケースを椅子の下で開き、中から取り出した袋をテーブルの上に置いた。

　使いこまれた麻の袋で、頑丈さだけが売りの、武骨なデザインだった。

「十五万ムールある」

「……は？」

「増やして欲しいんだ。この金を、可能な限り」

　冗談を言っているようには思えない。

　しかし、俺は冗談にしか思えなくて、視線をトヤマの取りだした袋に向ける。

　トヤマは袋の口を開き、ひっくり返すと、札束が転がり出てきた。

　どれも使いこまれた札ばかりで、輪ゴムでまとめてある。

　まるでマフィア映画のワンシーンだ。

　だが、これは現実で、その金も恐らく本物だった。

「このご時世にこんな現金なんて実に恥ずかしい限りだが、そういう商売だ。勘弁してほしい」

「いや、ちょっと待ってくれ、なんなんだよこの金」

「汚い金じゃない。見てくれは悪いがね。俺がなんとかかき集めてきた金だ」

「そうじゃなくて！」

　俺の言葉に、トヤマは欠片かけらも怯ひるまずに言った。

「君らは、私の顧客から金を預かって増やしているのだろう？」

　それはまるで脅し文句に聞こえた。

　だが、それはトヤマに引くつもりがない、という決意のせいだったのかもしれない。

「わ、悪いことかよ」

「いや。私も助かっている」

　トヤマは言う。

「自分の顧客が借金を返せるかどうかくらい、ある程度分かっている。だから、人づてに君らの話を聞いた時は、心底応援したよ」

「……で、自分もおこぼれにあずかりたくなったって？」

　俺が言うと、トヤマは力なく笑う。

「私は返してくれる見込みのない相手でも信用できれば貸す、という主義だが、博ばく打ちはやらない。そう決めてたからな」

「株かぶは博打じゃねえ」

「ああ、悪い。けなすつもりはない。だが、君らに預けて増えるかどうかは博打だろう？」

　単なる言葉遊びにも聞こえたが、わからないでもない。最初のクリス親子だって、ハガナのことを知らなければ、決して虎の子の資金を預けには来なかっただろう。

「で、その博打嫌いのトヤマさんが、どうして大金持って俺らのところに？」

「……その説明は、こちらにしてもらおうか」

　トヤマは言って、セローを見る。

　そうだ。セローだ。どうして、セローがここにいる？

「あー、俺がすんのか……」

「頼むよ」

　トヤマは精根尽き果てたとばかりに言う。

　セローは、ため息をついて、テーブルの上に身を乗り出した。

「リサの借金の話、お前に聞いたろ」

「あ、ああ」

「そいで、お前らの噂うわさだ。あの堅物のリサがそんなこと許すわけねえ。なにかあると思って調べたんだよ。そしたら、この辺の連中が一斉に借金に苦しんでるらしいじゃんか。こりゃあおかしいと思ってトヤマのおっさんに連絡とって、よくよく話を聞いたらよ」

　一息置いて、言った。

「トヤマのおっさんもやばいことになってた」

「その話くらい──」

　知っている、という言葉は、セローの質量をもった頭がずいと前に出て、引っ込んだ。

「その後ろにいる連中も知ってるか？」

「……うし、ろ？」

「私も最初は、単なる債さい権けん回収業者だと思ったんだが」

　確か、トヤマに種銭を貸していたお人ひと好よしが病気で死んで、地球にいた親族がその債権を誰かに売ったと聞いた。

　地球に住んでいるような連中なら、月の誰かに貸している債権を自力で回収したいと考えないだろう。軌き道どうエレベーター代だって馬鹿にならないし、なにより月は金の亡者で溢あふれていると評判だ。

　そうすれば、専門の業者に売ることはなんらおかしくない。

「けど、それが、問題に？」

「ああ。月面は金を稼ぎに来る場所だからな。地球上のどこよりもきたねえ連中が多い。俺も丹精込めて作り上げた会社を乗っ取られてな、自じ暴ぼう自じ棄きになってるところをリサに救われたんだよ」

　セローが、そんなことを言う。

　プログラムの腕前は一級品で、ハガナの要望をすべて叶かなえていた。

　やはり、ただの場末のカフェの店長ではなかったのだ。

「だから、勘が告げた。なんかおかしいってな。それで、トヤマさんに借金返済を迫る連中を調べたよ。そしたら、案の定だ」

「有名な地上げ屋だったんだな」

「……地上げ、屋？」

「地球じゃ珍しくねえし、月でもニュートンシティのほうはすごく多い。だが、こっちじゃまだ珍しいな」

「話が見えねえよ。地上げ屋が？　それって土地とか建物とか買いあげる奴やつらだろ？」

　こんな貧困地区を買ってどうするのか？

　俺が呆ぼう然ぜんとする前で、セローは歯を剝むいて言った。

「月面都市の議会で、再開発プロジェクト案っつーのが議論されててな」

　また唐とう突とつな言葉だ。

　頭がついていかない。

「月面に新規都市が開発される中、第一都市たるここが月の中心地であり続けるためには、再開発が不可欠云うん々ぬん……。まあ、要するにきたねえ場所を綺き麗れいにして、ほかの新都市に負けないようにしようってことだ。もちろん、利権もどっさりからんでる」

「でも、それと、借金になんの関係が……」

「土地家屋の権利だよ」

　トヤマが言った。

「は？」

「月面はフロンティアだ。だから、法律もそれ用になっている。開発者が最大の既き得とく権けん益えきを持つ。たとえ土地を持っていても、その土地を借りた人間が上に建つ建物を自力で建てたら、都市の開発に貢献したのは、どちらかと言えば家を建てた人のほうになる。権利は土地所有者と同等。あるいはそれ以上だ。その点、この周辺は手作りの家が多い。あんちゃんはよく飛びまわってるから、知ってるだろう？」

　どこかで見られていたらしい。

　ただ、俺はその言葉がよくわかる。

　この辺りはほとんどが無理やり増改築を繰り返した、複雑に入り組んだ建物ばかりだ。

　どこからどこまでが自分の家かすらわからない奴が、大勢いそうだった。

「再開発に際して、行政は強制執行をちらつかせつつ、まあ、それなりの金額を権利者に支払うだろう。あるいは、再開発後にここに住める権利と引き換えにするかもしれない。だが、問題は、値上がりを見込んで今から買い占めようとしている連中がいることだ」

「それが……あんたの借金を握る奴ら？」

「そう。私は、狙われてたんだよ。なにせ、この近辺にいる連中に、返済の見込みがないほどの金を貸し付けているんだからな。その債さい券けんの束があれば、一軒一軒家の扉をノックして交渉しなくても、数十軒の土地建物について、ほとんど強制的に巻き上げることができる。当然、格安で、だ」

　財産より借金が多ければ、当然そうなる。

　そして、トヤマが馬鹿のつくほど良心的な金貸しだということは、ここでは逆効果になる。

　がめつい金貸しなら、返せそうな奴やつに、返せそうな金額しか貸さないからだ。

　だが、トヤマは信用できる相手なら相手の分を超えていても貸し、利子の支払いだけで我慢する。それは借り手側からすればありがたいかもしれないが、それもトヤマだから、という注釈つきだ。

　もしも相手が最初から財産を巻き上げることを考えているのなら、それは喉元深くまで縄が食い込んでいるのと一緒だ。

　特に、トヤマから借りているからまさかそんなことはないだろう、と油断している頭の鈍い連中は、なおさらやばい。

　そんな縄を首に巻いた連中が、この界かい隈わいにはたくさんいる。

「再開発ともなれば、ここは見違えるようになる。はっきり言えば、面影もくそもなくなってしまう。綺き麗れいなショッピングモール、綺麗な集合住宅、綺麗な道路。ホワイトベルトの延長みたいになるだろうな。それが寂しいってのももちろんある。だが、俺が一番悲しいのは、ここを作って、必死にこれまで耐えてきた人たちが、正当な報ほう酬しゆうを受け取ることなく立ち退きを迫られることなんだ」

　トヤマの憔しよう悴すいぶりが理解できた。自分のよかれと思った貸し付けのせいで、借金を背負っている連中は首の奥まで縄が食い込んでいる。

　そして、そんな経営のせいでいざ種銭を返せと言われたら、トヤマですら返せない。

　地獄への道は善意で敷き詰められている、と誰かが言ったらしい。

　その典型的な事例が、目の前にあった。

「再開発のための決議が出るまで粘れれば、行政が交渉に乗りだすから問題ない。だが、もしもその前に債さい権けん者が値上がり益を見越して借金を楯たてにしてきたら、借金を背負っている者たちは一切合財を安値で相手に渡すしかない。みぐるみはがされ、なお借金が残り、しかも住む場所はない。地上げ屋はそんな彼らのなけなしの財産と土地建物の権利を手に、行政がそこを綺麗にしてくれるのを待つ。そして、ぴかぴかの町に権利者として君臨し、莫ばく大だいな儲もうけを得る」

「再開発は、低所得者への富の再分配の意味もある。ニュートンシティの大企業が稼ぎまくって納めた税金でこの辺を再開発すれば、都市の周辺部で、ほそぼそとニュートンシティの細かい部分を支えるこの辺の人たちが潤うだろ？　だが、地上げ屋に好き放題やらせたら、結局金持ちが金持ちになるだけの構図になる。お前、東のほうの出なんだろ？」

　セローが、俺のことをまっすぐに見つめてくる。

「お前の家の周りには、地球でそうやって大きな力になにもかも奪われ、月にやってきた連中がいなかったか？」

　いなかったか、だって？

　俺は、怒りと共に笑いがこみあげてくる。そんな連中ばかりだ。そんな連中がすべてだった。

「リサだって例外じゃない。だから、そんなことをまた繰り返しちゃならない。ここは月だ。フロンティアだ。フロンティアでは、努力した者が報むくわれなければならない」

　セローがテーブルに身を乗り出して言った。いつものちゃらちゃらしただるそうな雰囲気ではない。セローもまた、地球からやってきて、月で成功を追いかけた人間なのだ。

　そして、この都市の無む慈じ悲ひな力によってすべてを奪われた。

　俺は、視線をセローから、トヤマの取りだした袋に向けた。袋の口からは、汚い札束が転がり出ている。この汚い札を、一枚一枚丁てい寧ねいに畳み、大事にしてきた者たちがいる。

「君らがすでに預かっている者たちの資産、それとこの十五万ムール。私のもとに八十万ムール集まれば、種銭を返すことができる。そうすれば、この町の人たちはここで幸運を摑つかむことができる。地球で耐え、ここで耐えてきた人たちが、ついに報われるんだ」

　トヤマが熱く言う。目の前の札束が、見た目以上の存在感を持って圧倒してくる。

　俺らが運用する資産は約五十万ムール。そこに十五万ムールを加えれば、六十五万ムールになる。八十万ムールまで30％もない。

「数字的には……無理はない、と思う」

「念のために言っておくが、君に虎の子の資産を預けている人たちは、本当にすべてを君に託している。だから、君らのところで八十万ムールぎりぎりだと、足りないんだ」

　生活費。商売をする者なら運転費用。体を壊していれば医療費に、子供がいれば学費だってかかる。

「借金をさせたくてうずうずしている連中が、大挙して押し寄せてくる。だが、一ヶ月くらい耐えられれば大丈夫だと思う。それくらいの資金を余裕に稼いで欲しい」

「……」

　40％、できれば50％か？

　俺がハガナを見ると、ハガナは唇を引き結んで、テーブルの上の札束を見つめていた。

　あるいは、それは世の理不尽を見つめていたのかもしれない。

「……期間は？」

　俺が、最も大事なことを聞くと、トヤマの土気色の顔が強こわ張ばり、セローも目を伏せる。

　俺は、嫌いやな予感がした。

「私に種銭返済を迫っている連中は、最初から不意打ちを食らわせるつもりだったんだ」

　そう言って、鞄かばんから一枚の紙を取りだした。

　電子証書が当たり前のご時世に、古めかしいことだ。

　だが、だからこそ、なにかすさまじい威圧感を持っている。

　そこには事務的な文章で、行政のお墨付きと共に、こう書かれていた。

『債さい権けんの度重なる不履行に伴い、即時の返済を求める……』

「私に種銭を貸していた人は本当にお人ひと好よしだ。八十万ムールの金で人が救われるならって言って、私にポンと貸してくれた。そして、当然何度も何度も支払期限を過ぎるたびに、新しい契約書を書いて更新してくれた。だが、その履歴は残ってしまう。傍はたから見たら、私は不良債さい務む者だ。そうなれば裁判所は債さい権けん者にお墨付きを出さざるを得ない。つまり」

「つまり？」

「週明けに返済しなければ、私は財産を差し押さえられる」

　トヤマが保有する財産のほとんどが、町の人間に対する借金の債権だ。

　その瞬間、町の人間たちは、首にかかった縄の持ち主が、お人ひと好よしのトヤマから、金の亡者に変わる。

「なら、一週間？　いや……五日……日曜を挟んだら、四日？　四日で？　なんで、もっと早くに──」

　だとしたら、投とう資しコンテストなんか後回しにしたはずだ。

　俺は言いかけるが、セローの言葉を思い出す。

　この話を切り出す時に、リサはやはり言っていないか、と言った。

　リサは知っていた。知っていたのだ。

「リサを責めるなよ」

　セローが先回りして言った。

「俺らはリサに言いまくった。早くしないとまずい。取り返しのつかないことになるってな。でも、リサは頑としてうなずかなかった。その話をお前とハガナちゃんのところに持ってったら、本気で怒ると言った」

「な、なんで、意味がわかんねえよ」

「お前ら、すげえ夢中になってたんだろ？」

　セローの苦しげな視線に、俺は胸を射すくめられた。

　ハガナと共に過ごした時間のことが思い返される。

　あれは、疑問の余地なく、濃密で素晴らしい時間だった。

「リサはそういう奴やつだ。ものにこだわらねえ。人と人とのつながりのほうを大事にする。例外は本くらいのものだが……あいつ、多分本は売るぜ」

「なっ」

「そういう奴だよ。住むところも、着るものも、食べるものがなくたって、幸せでい続けることはできる。本気でそう信じてる。それを、紛ふん争そう地帯でたくさんの友人や親せきや、一切合切なくして、本当に細い道を通って月に辿たどりついたリサが言うんだ。俺たちになにができる？　金は諦めることができる。だが、出会いを諦めることはできない、なんて言いやがった。リサはお前らのことを、邪魔したくなかったんだ」

　俺はなにも言うことができない。

　言う言葉を持ち合わせない。

　善意だ。ここでも善意が、地獄へとつながっているのだ。

「だから、今の今まで待っていた。俺だって胃がちぎれそうだった。トヤマさんはご覧のとおりだ」

　元々ゾンビのようだったトヤマは、完全にミイラになっている。

　トヤマは自分の財産だけではない。他人の命運を握っているのだ。

「でも、お前らならどうにかできるだろう？　少なくとも」

　セローは、言った。

「俺たちがカジノに行くよりましなはずだ」

　事態はそこまで進んでいた。

　確かに、不可能ではない。だが、投とう資しコンテストの仮想市し場じようならともかく、現実の市場で、たったの四日だけ取引をして、50％？

　不可能ではない、のかもしれない。でも、総額で六十五万ムール。

　図ずう体たいが、大きい。

　それに、なによりも恐ろしいのは、失敗は、自分たちだけの失敗ではないということだ。

　ただ、断るという選せん択たく肢しはない。絶対にあり得ない。

「引き受けてもらえないだろうか」

　俺は口を開けた。

　しかし、言葉が出ない。

　出るわけがない。

　強気に交渉し、負けても俺たちは損を被りませんよ、なんて言える気楽な状況ではない。

　俺たちが預かっていたのは、ほかに行く当てもなくてここに駆け込んできた連中の、ちょっとした甘い希望などではない。

　もっと切実な、地球から続く、理不尽なシステムへのせめてもの抵抗のための、銀の弾丸だったのだから。

「君らしかいないんだ。頼む」

　トヤマがテーブルに手をついて、頭を下げた。

　日本式。

　トヤマも日本風の名前だし、俺が日本人移民の子だと調べたのだろう。

　それでも、俺は勇気が出ない。

　だが、その時だ。俺の手に、暖かい手が重ねられた。

「……」

　俺は、弾はじかれたように隣を見るが、ほかに誰がいるわけでもない。

　ハガナだ。

　ハガナが、真っ黒い瞳に力をみなぎらせ、俺のことをじっと睨にらみつけていた。

「ハルは、私に言った」

　そして、唇が動き、短く言った。

「できるかできないかじゃない」

　俺は、ハガナの手を握り返す。

「うまくいくまでやる」

「……」

　ハガナは黙る。

　間を開けて、うなずいた。

「そう」

「なら──」

　顔を上げるトヤマに、俺は泣きそうな顔を必死に歪ゆがめて恐怖を抑え、思い切り見み栄えを張ってこう言った。

「報ほう酬しゆうは、そのうち必ずもらうぞ」

　トヤマは疲れ切った顔に、笑みを浮かべた。

「利子をたっぷり乗せよう」

　俺たちはそして、同じ船に乗りこんだのだった。







　その後、セローは帰り際にリサのことを念押ししてきた。

　だが、俺だってリサを責めるつもりはない。

　ハガナもそうだった。

　だから、もしかしたら外で俺たちの話し合いが終わるのを待っていたのかもしれないリサが、何食わぬ顔で帰ってきても、俺とハガナは特になにも言わなかった。

　トヤマが持ってきた現金があるのだから、なにがあったのかは一目瞭りよう然ぜんのはず。

　でも、しらじらしく俺たちはいつもどおり晩飯を食って、途中に投とう資しコンテストで負けたことを報告した。

　リサは「残念だったね」と笑ってくれた。

　賞金は五万ムール出る。

　それで借金は返せると告げると、少し困ったように笑って、「ありがとう」と言った。

　俺とハガナは、話し合いすらしなかった。

　やるべきこと、その方法、すべてが決まっている。

　ならば、あとはやるしかない。うまくいくまで、やるしかない。

　ただ、俺にはバートンのことがあった。俺はハガナに隠れてこっそりとバートンのメールだけを確認し、文面に目を走らせた。二位への祝いと慰めの言葉、それに、結果はともかく本当に素晴らしい判断の連続の取引だったという称賛の言葉。

　それから、例の件はどうだろう、という確認の言葉。

　俺はわずかに躊躇ためらい、それから、一気に文章を書きあげる。

『是非世話になりたい。でも、もう少し待って欲しい』

　バートンから返信がすぐにあった。

『なにか問題があるのか』

　俺は、解決しなければならない問題がある、と告げた。返信には、二分ほど間があった。長くかかった割に、文章はこれまでで一番短かったかもしれない。

『いつでも力になる』

　俺はその言葉に、噓うそ偽りなく、ありがとうございます、と返事をした。







　翌日からは、投とう資しコンテストの再来だった。

　ただ、背負っているものが違う。

　しかも、今度はより複雑で、プログラムがその力を発揮しきれない現実の市し場じようだ。

　ミスは許されない。躊ちゆう躇ちよも許されない。

　四日で50％となれば、狂気のような相当な高パフォーマンスだ。

　信用取引でレバレッジを効かせれば、17％までハードルを下げられる。

　だが、心理的な負担は三倍ではすまされない。

「大丈夫なの？」

　ハガナが、純粋に尋ねてくる。

「やるしかない。それに」

　俺は、信用取引画面を開きながら、言った。

「こっちも倍率がかかってる」

「え？」

「お前がいるじゃんか」

　俺が無理やり笑うと、ハガナはぷいっと顔を背ける。無表情なくせに、頰ほおが赤くて、唇がちょっと尖とがっていた。

　俺とハガナは取引に没ぼつ頭とうした。リサはいつもどおりに生活し、なにくれとなくサポートしてくれた。ただ、寝る時だけは別々にしろと言われた。ばれていたらしい。

　ハガナは一応返事をしていたものの、結局疲れきって机に突っ伏して眠ってしまい、俺がベッドに運ぶことになった。運ぼうと抱き上げると、一応目を覚ますが、そのまま力を抜いてされるがままになる。自分の足で歩けと思うものの、その我わが儘ままぶりが可愛かわいらしくもあって、注意できなかった。目つきも相まって、警戒心の解けた血統書つきの猫みたいなのだ。

　俺とハガナは、可能な限り頑張った。

　俺たちの話を聞きつけた借金を負う人たちも、差し入れやらなんやらを持ってきてくれた。

　クリスの親おや父じに至っては、金の亡者が寝込みを襲ってくるかもしれないと、夜警まで買って出た。

　俺たちは、一日一日と、利益を積み上げていった。

　だが、現実の取引は非情で、複雑だ。投とう資しコンテストにばかりかまけていたせいもあって、プログラムは精度が格段に落ちていた。それでも、リアルタイムでハガナが更新し、セローがバックアップし、俺が全力でアルファを追いかけた。

　一つ一つの儲もうけはすごく弱い。０．１％とかそんなものだ。

　でも、外宇宙まで向かう探査衛星だって、推進力は弱々しいイオンの噴出なのだ。

　世の理不尽に翻ほん弄ろうされ、辛しん酸さんをなめてきた人たちの虎の子の資産で、月面の錬金場から金をむしりとるのは、まるでロビン・フッドにでもなったみたいだった。

　レバレッジを効かせた三倍の図ずう体たいの資金を抱え、俺はハガナの支えと共に戦場を駆け巡った。

　利益を出しては損を出し、相手を切りつけては切りつけられた。

　俺たちがすごいものを背負って戦っているように、画面の向こうで取引をする連中もまた、本物の金を賭けて戦っているのだ。

　俺たちだけうまくいってくれ、なんて願うのは、もしかしたら画面の向こうにいる別の俺とハガナに死ねと言っているのと同じことなのかもしれない。

　それはまったくの妄想ではなく、十分に考えられることなのだ。

　でも、俺たちはそうするしかない。必死にそうするしかなかった。

　ただ、現実は鈍く、重い。

　取引を開始して三日目。土曜日の夜。

　月曜日いっぱいがトヤマの借金の返済日だから、日曜日を挟んであと一日しかない。

　資金は、七十二万ムール。

　12％増えただけだった。

　しかも、投資コンテストから続く取引のせいで、俺とハガナは取引が終わると比喩ではなく息が切れるようになっていた。体のほうが限界だった。ハガナは俺には言わないが、体調が悪くてトイレでたまに吐いているみたいだった。

「まだ、一日ある」

　俺がなにも言っていないのに、ハガナが言う。

　それは、状況が苦しいことの裏返しだった。

「リサは？」

　俺が聞くと、ハガナは首を横に振る。日中は俺と一緒にずっと取引に没ぼつ頭とうしていたのだから、知る由もない。

　そういえば、ここに来た当初、取引に没頭していた俺に対し、ハガナがリサのことを聞いたことがあった。あの時、俺が知らないと答えると、ハガナは露骨に不快そうな顔をした。使えないくずめ、と言わんばかりだった。

　そう思えば、遠くまで来た。

　すごく長いこと、ここで暮らしているような気がした。

「……トイレ」

　ハガナは言って、立ち上がる。ふらふらとしてトイレに向かうが、吐きにいったのではないだろうか。俺自身、下痢が続いたり、飯が食えなくなったりしている。

　リサはそんな俺たちを見て心配そうな顔をしているものの、口に出しはしない。出したところで、俺たちが取引をやめるわけがないし、やめさせるわけにはいかなかったからだ。

　だから、リサは教会で祈ることが多くなった。夜中にトイレに行くと、聖堂に人の気配があって、覗のぞくと大抵リサだった。磔はりつけになった髭ひげ面のおっさんに、必死になって祈っていた。

　努力は結局無駄なあがきなのか？　ここは強き者がより強くなる場所なのか？

　ニュートンシティのセントラルステーションで、月面有数の銀行であるＥ・Ｊ・ロックバーグ創立者の銅像を見た。あいつらは誰もが馬鹿だと思う投とう資しに身を投じ、信じられない努力の果てに今の地位を築き上げた。だが、努力は誰だってするのだ。俺たちには、努力が報むくわれるという幸運は訪れないのか？

　どうしたって、悲観的な考えが襲ってくる。

　無理だと思ってやっていたが、やっぱり無理だった。

　そんな当たり前の結論なんて聞きたくない。

　あと八万ムール。いや、欲を言えば十万ムール。生活費や諸もろ々もろを用意できなければ、結局町の連中は誰かに借金をせざるを得ず、手ぐすね引いて待っている金の亡者どもの餌食になってしまう。

　最後の一日で、それだけの利益を上げられるものだろうか。奇跡が起きないと無理だ。

　奇跡。奇跡。無力な人間が、不死鳥のごとくによみがえるような、奇跡。

　奇跡？

　俺は、そして、記憶の中にある、奇跡の欠片かけらに気がついた。

「ハル、やっぱり、考えたけど……」

　トイレから出てきて、ハガナが言う。トイレから出てきたのに、口元が少し濡ぬれている。

　顔を洗ったのでなければ、なにがあったかはすぐにわかる。

「一つの銘めい柄がらに絞って、賭けるしかないと思う。間に合わない」

　ハガナはこれまでのことを振り返ってそう言った。投資コンテストは、それに失敗した。

　しかも、今回は投資コンテストみたいな境界条件が明確になっている市し場じようではない。特別な手掛かりがあるわけではなく、これまでの枠組みの中で、突然10％以上もの利益を叩たたきださなければならない。

　もしもそれが可能ならば、最初からできているはずだ。

　しかも、投とう資しコンテストでは、その賭けに負けたのだ。

　だから、ハガナの言葉にも覇気がない。

　ただ、俺はその言葉に返事をせず、短く言った。

「ちょっと、出かけてくる」

「……え？　ハル？　どこに？」

「どうにかなるかもしれない」

　俺は答えず、立ち上がる。端たん末まつを手に取って、部屋に向かう。ハガナが追いかけようとするが、体力が限界に来ているのか、腰を下ろしたまま立ち上がれない。

「リサには適当に言っておいてくれ」

　廊下から言って、部屋に戻り、端末を脇に抱えたまま鞄かばんを背負う。

「ハル！」

　ハガナの声が聞こえたが、俺は無視して、階段を駆け上がり二階に行き、三階へと進み、外に出る。外は夕暮れの演出だ。ニュートンシティはこれからが本番になる。

　俺は端末を開き、バートンにメールを出す。

『会えませんか？』

　即時に、返信が来る。

『もちろんだとも。グランドセントラルホテルで会おう』

　俺は端末を閉じて、鞄に詰め込む。

　バートンから聞いた、何度破産しても蘇よみがえった不動産投資の大物の話。この世の財産とは、金だけではない。

　そして、夕暮れの町を、なけなしの体力を振り絞り、全力で走ったのだった。







　きらびやかな夜のニュートンシティを走る。

　彼らからすれば、貧困地区の再開発がどうのなど、まったく関係のないことだろう。

　八万ムール、十万ムール程度の金はどうにでもなるに違いない。

　その程度の金で破滅するようなら、そんな奴やつが月にいることが悪いのだと。

　俺だって最初はそう思っていた。

　でも、リサの教会で暮らして、ハガナと一緒に取引して、わかったことがある。

　人同士のつながりは金には代えられない。

　リサの膝ひざ枕だって、三万ムールでもう一度してもらえるなら、出してしまいかねないのだ。

　だとしたら、ハガナに俺の夢の話をしたあの夜、布団の中で最後に手に取ったハガナの手は、あれはいくらになるだろう？　俺を見ればゴミかなにかを見るような目をして、希望もなにもない顔をしていたハガナが見せるようになった笑顔は、いくらなのだろう？

　そして、俺がハガナにそう思うなら、町の人間もその家族に対して同じことを思うだろう。

　クリス親子もそうだ。クリスの母親の姿を結局一度も見ていないのも、多分ありきたりで聞きたくもない話のワンエピソードなのだろう。

　俺はニュートンシティを走った。世界で一番金持ちが闊かつ歩ぽする場所を走り、俺は自分のもとに垂れてきた幸運の糸を手繰りにいった。

　一つの大きな売買が、別の売買を引き寄せてさらに大きな利益へと化けることがある。

　俺が投とう資しコンテストの最後に狙ったのはそんなことだった。

　そして、市し場じようでそれが成立するならば、現実でも当然成立するはずだ。すべては人が営むことであり、人が関わることなのだから、俺は俺にやってきた大きな幸運が、さらに別の幸運を引き寄せてくれるはずだと信じてそこに向かっていた。

　一泊千ムールからという超高級ホテル、グランドセントラルホテル。

　正面玄関につけられたリムジンからは、週末ということもあってか、政府要人のような連中や、護衛を山ほど付けた金持ち連中がひっきりなしに車から出てきていた。

　ここに来るのは三度目ということもあり、気後れもしなかったし、ドアマンは俺のことを覚えていた。気安く微笑ほほえみかけてきて、扉を開けてくれる。

　俺は迷うことなくカフェに向かい、やはり俺のことを覚えている者に微笑まれ、先導される。

　バートンは、俺を欲しがっている。俺の才能を欲しがっている。

　ならば、取引が成立するはずだ。

　強気に構えろ。弱気になるな。

　そして、俺はバートンの前に立つ。

　バートンは、今日は古めかしい実物の本などを読んでいた。

「突然すみません」

「ん？　気にするな。予定がちょうど空いていてね、本を読んでいた」

　話しながらしおりを挟み、バートンは俺を見る。

　バートンが俺を見て表情を硬くするのは、もう毎度のことかもしれない。

「顔が怖いな」

「お願いがあります」

　バートンは、椅子を勧めてくる。

　でも、俺は立ったまま言った。

「私に投資して欲しいんです」

「投資」

　バートンは繰り返し、もう一度椅子を勧めてきた。

「まあ、まずは座ることだ。今の君では、交渉ではなく嘆たん願がんだ」

　にやりと笑い、さらにもう一度椅子を勧めてくる。

　俺は座り、バートンが鈴を鳴らすと、給仕がやってくる。

「アイリッシュコーヒーを。君は？」

「コー……」

　コーヒーと言いかけて、言いなおした。

「ホットココア」

　ここ数日、ハガナと並んでよく飲んだ。

「畏かしこまりました」

　メモを取るなど無粋なことはせず、一礼をして下がる。

　バートンは大きくため息をつき、背もたれに体を預けた。

　わずかに沈黙が落ちる。

　俺は、言った。

「投とう資しをしていただきたいのです」

「ふん」

　バートンは言って、俺を見た。

　初めて見せるほどの、きつい目つきだった。

「投資と言ったな。ならば私はヘッドハンターとしてではなく、ザ・ブリタニカ代表として対応しなければならない」

　バートンの体がむくりと膨らんだような気がした。

　実力者の圧倒感。

　俺は足を踏ん張らないと吹き飛ばされそうだった。

「儲もうけさせてくれるのだろうか？」

　貧乏人から最後の一ムールをむしり取る強欲な高利貸し。それですら、バートンの迫力にはかなわないだろう。巨額の資金を運用し、巨額の報ほう酬しゆうを得る人間のみが身にまとうことのできる、他を圧倒する覇は気きだ。

　大金持ちには、人々が無条件に頭を下げる。

　俺は、歯を食いしばり、言った。

「お話をしても？」

「もちろん」

　俺は大きく息を吸う。

　そして、言った。

「五十万ムールお借りしたいんです」

　バートンの目が、片方だけピクリと動く。

「五十万ムール？　それはまた……」

　バートンは言いかけ、鼻を軽く鳴らす。

「失礼。それはまた、ずいぶんな金額だ」

　冗談だろ。バートンの推定年収は、四億ムールだ。

　俺は、言う。

「利率は年に20％」

「返すあては？」

「十年待っていただければ、返せます」

「ふうん？　年率20％なら……十年後には五倍ちょっとになっているが。月面都市のそれなりの企業に勤める人間の生涯賃金になるな」

「ザ・ブリタニカは月面都市のそれなりの企業なのですか？」

　俺の言葉に、バートンは口元を少しだけ笑みの形にひきつらせる。

「ふふ。いいね」

　バートンが笑うと、ちょうど飲み物が運ばれてくる。

「ココアはそちら」

　バートンが丁てい寧ねいに指し示すと、俺の前にホットココアが置かれた。

「失礼します」

「ああ」

　バートンは手をあげ、給仕が下がる。

　バートンは上着を漁あさり、胸ポケットから小さな酒びんを取り出して、コーヒーカップに注ついでいく。

「この時間には酒を濃くしないとな」

　いたずらっぽく言う。

　一気に半分近く注いで、バートンはカップに視線を落としたまま言った。

「十年後、君はザ・ブリタニカで二百五十万ムールを稼ぐような凄すご腕うでマネージャーになっていると」

「あるいは、独立かも」

　突っ張れるだけ突っ張ってやる。

　だが、俺が突っ張れば突っ張るほど、バートンの動きは緩かん慢まんになっていく。

「ふうん……まあ、私のもとに来てもらうからには、二百五十万ムールでおたおた言うような小さい人物を目指してもらっては、確かに困る」

「なら──」

「だが、なぜ、五十万ムールだ？　まさか、リコリスキャンディーを買うためじゃなかろう？」

　小銭ではない。

　バートンにとっては取るに足りない金額だろうが、小銭ではない。

　俺は、覚悟を決めて、言った。

「そのお金で、たくさんの人を救えます」

「は」

　バートンは息を吐き、それから、笑った。

　大きな体をくつくつと揺らし、笑っていた。

　シュレーディンガーストリートの住人に向かって、人助けと言う。

　笑われて、当然だった。

「ですが、恩は後で高値で売れます」

　俺の言葉に、バートンの笑いがぴたりと止まる。

「ほう」

「理由があって、今、私はたくさんの人の資金を預かっています。その人たちは別の人に借金をしていて、返済のための虎の子の資金です。でも、返済には足りず、私のところに増やして欲しいと預けてきました」

「慧けい眼がんだ」

　からかうように言う。

「ですが、その人たちに金を貸している人もまた、別の人に金を借りていて、大本の金を貸している人たちが、地上げ屋なんです」

「……ふむ？」

　バートンの顔が、まじめなものになる。

「それで？」

「それで……私たちの住んでいる地区は、再開発プロジェクトの対象になっているらしいんです。借金をしている人たちは、自力で家を建て、住み着いて、権利を強く持っています。だから、もしも再開発プロジェクトが動き出し、国から補償をもらえるまで耐えられれば、多額の財産になります。それが、今借金取りにすべてを奪われたら、なにも残りません。ですから、お借りしたい五十万ムールは──」

「投とう資しだろう？」

　バートンは言い直す。

　でも、それは親切に聞こえた。

　バートンは、じっと俺のことを見つめている。

「その五十万ムールの投資は、再開発後、そこに権利を持つ、たくさんの人たちへの恩に変わります」

「それが、年率20％以上の価値を持つ……と」

「そうです」

　俺の言葉に、バートンは、小さく唸うなる。

「そういう話か」

「いかがでしょうか」

　俺は尋ねた。手応えはあるし、バートンは話のわからない人物ではないし、なにより投とう資しの損得で言ったって、間違いなく得なはずなのだ。

　そして、バートンは酒を足したアイリッシュコーヒーをすすり、しばらく口に含み、飲み下す。出てきた言葉は、ホットコーヒーを飲んだ後のものとは思えないほど、冷たいものだった。

「だめだ」

「……」

　俺は呆ぼう然ぜんとして、数秒間、返事をできなかった。

「なぜですか！」

「……」

　バートンは大きな声に顔をしかめ、カップを置く。

「生き方の問題だな」

　バートンは言う。

　それは、困っている人は勝手に困って破滅すればいいということなのか？

「勘違いしないで欲しい。私もできれば力になりたいと思う」

「なら──」

「だが、私はザ・ブリタニカのバートン・クラドヴィーゼンだ。運用資金は数百億ムールを超える。世界規模ではないが、まあまあの金額だ。それなりに緊張も強いられる。それに、パフォーマンスを出さなければならない」

　なんの話をされているのかわからない。

　だが、バートンには、俺を黙らせるのにわけはないくらいの覇は気きがある。

「私は、徹てつ頭とう徹てつ尾び投資家でなければならない。そうでなければ、務まらない。だから、生き方の問題なのだ」

「そ、それは──」

「うむ。君のやろうとしていることは、冴さえない銀行の冴えない部門がやるような仕事なんだ。悪い仕事だとは言わない。必要のないことだとは思わない。だが、そんなぬるいことをしていたのでは、あっという間に破滅してしまう。私がいる場所というのは、そういうところなんだ。考えてみたまえ。我々人類がこの月で暮らすにはどれほどの維持費をかけていると思う？　地球の先進国の比ではない。だから、だめだ。それは私の投資ではない。私の投資ではないのだ」

　きっぱりと言われてしまう。

　巨額の投資を行う人間は、感情に絶対に左右されないと聞いたことがある。

　鋼の意志と鋼の睾こう丸がんを持ち、たとえ宇宙が破滅しようとも、投資のパフォーマンスだけは守り抜く。

　バートンは、その権ごん化げだった。

「それに、君もシュレーディンガーストリートを目指すなら、そのくらいの意志を持つべきだ。投とう資し家は、考えうる限り最高の投資を、考えうる限り最高の条件で、考えうる限り最高の期間にわたって行わなければならない。私が唯一尊敬している、ミスター・無む謬びゆうとまで言われた投資家の言葉だ」

　個人資産が八百億ムール以上の、化け物のことだろう。

　俺は、自分の小ささそのものに押しつぶされそうだった。

「だから、君がもしその人たちを救いたいと思うなら、投資家として立ち向かいなさい」

「時間が」

「ん？」

「時間がないんです……」

　俺はココアの湯気を見ながら言った。

　残された時間はあと一日。

　たった一日しかない。

「資金は七十二万ムール。ですが、月曜日の終わりには百万ムールにしないといけない。無理なんです。必死に利益を積み上げても、十数％が限界でした。だから」

　俺は顔を上げて、バートンを見る。

　ぼやけていたのは、泣いていたからだと認めたくなかった。

「だから？」

　だが、バートンの声音は冷たかった。

　投資家。

　成功した投資家。

　彼はプロだ。プロ中のプロなのだ。

　俺はうつむいて、言葉をなくした。

　無理だ。甘い考えだったのだ、と。

「無理？　本当に？」

　だが、バートンはそう言った。

「一日にコンマ以下の数字を集め、積み上げている？　おいおい。君はいつからクオンツの手先になり下がったんだ？」

　顔を上げると、バートンが怒ったような顔をして俺のことを睨にらみつけていた。

「君の投資コンテストの最後の決断を見たよ。素晴らしいものだった。あれだ。あれこそがトレーダーの神しん髄ずいだ。君の一手一手には、君の思考の一つ一つが現れていた。若い頃を思い出して身震いした。失敗は、確かに失敗だ。だが、やり続けるべき賭けというものがある。それが、あれだ」

　俺は、父親に殴られながら説教された時のことを思い出していた。

　なぜ今頃あいつのことなんて思い出すのだろうと、本当に不思議だった。

「それに、時間がないのなら、近道をすればいい」

「……え？」

　バートンは、そう言って、コーヒーをすする。

「私は君を連れまわして私の投とう資し手法を紹介した時、なんと言ったか覚えているかな」

　俺はそれで必死に頭を巡らせる。すべて暗記している自信があった。

「はい」

「ならば……そうだな。私たちが見に行ったビル。あのビルの会社名を覚えているか？」

「？」

　なぜそんな質問をされるのかわからない。

　でも、俺はすぐに答えた。

「リング・テックです」

「は？」

　そして、バートンは突然素っ頓狂な声を上げた。

「おいおい。大丈夫か」

「え、あ、え？」

「リング・テックもいい会社だが、我々が見に行ったのは別の会社だろう。でも、なんだったかな……よく思い出せない……ちょっと待ってくれよ」

　バートンは言って、上着からごそごそと小さな端たん末まつを取りだした。

　そして、画面をタップしてなにかを起動させた。

「おお、そうだそうだ。思い出した。ここだ、ここ」

　テーブルの上に、小さな端末が置かれる。

　そこには、ある会社の電子データが表示されていた。

「まったく、しっかりしてくれよ。私は君を高く買っているのだから」

　バートンは、端末を覗のぞき込む俺に向かって、にんまりと笑った。

「え、でも……」

「さあて、酒の匂いを嗅いだら腹が減ったな」

　バートンは俺の肩を叩たたき、わざとらしく言って、立ち上がる。

　俺はそんなバートンと電子端末を何度も見比べる。

　そして、ようやく頭の中で回線がつながった。

　これは、投資の情報なのだ。

「ところで、次の月面の雨はいつだったかな？　いつも悪いニュースは突然くるからな……参ったものだよ。月曜日には、来て欲しくないのだが」

　でかい腹を突き出して、やれやれと喋しやべっている。

　俺は首筋の毛がちりちりしそうなくらい、興奮していた。

　インサイダー情報だ。

　これは、インサイダー情報だった。

「もっとも、世の中は人と人とのつながりだ。知り合いが多ければ、雨の日には傘くらい貸してもらえるだろう。なあ？」

　バートンは俺にウインクしてくる。

　俺が女だったら絶対惚ほれるくらい、間抜けで似合っていなかった。

[image: ]

「さて、飯でもどうだい？　いい魚を出す店を知っているんだが」

　俺は、立ちあがって頭を下げた。

「すみません。今日は、無理なんです」

「ん？　そうか。残念だ。だが、いつでも会える。そうだろう？」

「……はい。あの──」

「おっと、もうこんな時間か。電話をしなければ」

　バートンはにんまり笑っている。

　俺は感謝の言葉もなくて、もう一度頭を下げた。

「また、メール、します」

「ああ、待ってるよ。月曜日は雨だ。知らせてあげなさい」

「はい！」

　俺は返事をして、走り出そうとして、振り向いた。

「ココアの、代金……」

「おいおい。私に恥をかかせる気かね」

「……すみません」

「なあに、安いものさ」

　飄ひよう々ひようとした言い草だった。

　俺はカフェの上品な店内を走った。

　何事だ、と俺のことを見る紳しん士し淑しゆく女じよが多かったが、そんな目は気にならなかった。

　なにせ、俺の師匠が、テーブルの上に立ちあがって、ＶＩＰ席からこう叫んだのだ。

「頑張れよ、若人！　自らの手で未来を勝ち取るのだ！」

　月面で金持ちが、みすぼらしい格好の糞くそ餓が鬼きに言う台詞せりふとしては、最高の代物だろう。

　俺は嬉うれしくて胸が張り裂けそうで、とにかく走っていた。

　わき目も振らず走って、満員電車に乗って、電車の中でも走りたかった。

　駅から教会までノンストップで走り、教会の聖堂を飛びぬけて居間に走りこむ。

　そして、俺は言ったのだ。

「俺の投とう資しの仕方を見せてやる」

　ハガナが目を丸くして、きょとんとしていたのだった。







　日曜日は俺もハガナも寝た。寝まくった。

　リサに言い含めておいて、俺たちからの朗報を気をもんで待っているだろう連中をすべてシャットアウトしてもらった。

　月曜日にすべてを決める。そのためには、寝て体力を回復させる。それしかない。

　土曜の夜から眠りこけ、日曜朝起きて飯を食い、そのまままた眠りこけた。

　いつからハガナがベッドの中にいたのか定かではないが、そんなこと気にならないくらい気を許していたし、ハガナも自然体だった。

　とにかく寝て、寝た。

　溶けて二人の体が一つになってしまいそうなくらいに、寝た。

　だから、どこかで必ず目が覚めるはずだったのだが、二人同時に目を覚ましたのは、月曜日が始まる午前零時だった。

「……」

「……」

　俺とハガナは顔を向かい合わせていた。

　どっちがそうしたのかわからない。

　でも、俺とハガナは一瞬だけ、互いに息を止めていた。

　唇に当たった感触は、この世のなによりも柔らかく、そして甘かった。

　互いに言葉は交わさない。

　その代わり、起き上がってなにをするかは、一挙手一投足まで決まっていた。

「カーリマン・インベストメント？」

　椅子に座ったハガナが、端たん末まつを起動させながら言う。

　リサに教わったのか、ここ数日、作業の時に髪をくくるようになった。

　それだけで、すごく大人っぽく見える。

「ああ」

　俺の言葉に、ハガナは銘めい柄がら情報を呼び出した。

「これを？」

　俺は、ハガナの隣から覗のぞきこみ、絞り出すように言った。

「空売りする」

「……」

　ハガナはなにも言わない。

　だが、その代わりにプログラムを立ち上げて、精いっぱいの支援のために、数値をはじき出し始めた。







　バートンはこの銘柄を指しながら、月曜日は雨が降ると言った。

　しかも、雨のニュースは突然にやってくると。

　間違いなくインサイダー情報であり、この会社に対してなにか悪いニュースが流れるのだ。

　バートンほどの人間であれば、何百社もの会社にまつわる、何千人の話が常に耳に入っているはずだ。特に月曜日は土日を挟むから、ろくでもないことが起こりやすい。

　自社製品を愛してやまない伝説的に優秀なＣＥＯが、好き過ぎる自社製品のバイクに乗って崖から落ちて死んだなどという話だってある。当然、優秀な指導者を失った会社の株かぶも、崖の下に向けてまっさかさまだ。

　なにが起こるかわからない。だから、休みの日の前日は値が下がることが多い。皆、リスクを恐れてポジションを閉じるのだ。

「そういう意味では、最高の会社だな」

　カーリマン・インベストメントは、その名のとおり投とう資し会社だ。証しよう券けん、不動産、商品と、投資できるものはなんでも投とう資ししている感じだった。

　きちんとした実態がない。それゆえに、なにが飛び出すかわからない。

　毎年の利益も安定しておらず、莫ばく大だいな儲もうけの翌年に大赤字を出したり、連続して大儲けしたりといったことがざらだった。

　だから、そんな博ばく打ち企業には博打好きの連中が集まってくる。

　ハガナのプログラムでも、呆あきれて口をあんぐり開けたような値幅が示されていた。

「ひどい会社」

「っぽいな」

「でも、取引にすごく敏びん感かん」

　綺き麗れいなうなじを見せながら、そんなことを言う。

　俺は馬鹿か、と自分の頭を殴ると、ハガナが「？」と首を傾かしげている。

「まとめて売れば、下がると思う」

「ああ、それでいい。どうせ一日だけの取引だ。その時だけ下がればいい」

「……でも」

「でも？」

「本当に大丈夫なの？」

　ハガナが不安げに聞いてくる。

　突然俺が喜び勇んで帰ってきて、明日下がる銘めい柄がらがわかったぞ、なんて言ったら、誰だって頭は大丈夫かといぶかしむだろう。

　しかも、明確ななにかを受け取ったわけではないが、これは間違いなくインサイダー情報に基づいている。でも、ばれっこない。ばれるはずがない。世の中には、もっと露ろ骨こつで、もっとひどい数あま多たの不正がいくらでもある。

　俺は、請け合った。

「神に誓って」

　ハガナは顔をしかめる。

「笑えよ」

「不謹慎」

　ハガナにしてはお上品な言葉遣いだと思った。

「ただ、これは辛つらいな」

「辛い？」

「ああ」

　ニュースが来るとしたら、朝一番？

　だが、それでは間に合わない。きっと取引開始前の注文だけでストップ安になり、俺が儲けることはできない。そんなことくらいバートンにだってわかっている。

　だとすれば、それは取引の最中にやってくるはずだ。

　普通に考えれば、取引開始と共に全力で売りを仕掛けるのがいい。

　しかし、カーリマン・インベストメントは値動きが荒い代わりに、日々の出来高が少ない。

　俺が取引したい金額に対して、圧倒的に出来高が少なかった。

　投とう資しコンテスト最終日間近の再現だ。

　大量に売れば、買いが少ないのだから当然下がる。だが、たとえば千ムールの値段に七十万ムール分の売りを出しても、千ムールの買いが一万ムール分しかなければ、俺の注文はさらにその下の値段の買いに対して成立する。

　流動性が低いと、自分の売買で値段が動いてしまい、結局ストップ安ぎりぎりの値段になってしまう可能性もあった。

　ましてや、悪いニュースが出た後ならなおさらだ。俺が売る間もなくストップ安になって、なすすべもなくなる。結局、理屈としてはちまちまと細かく、根気よく売っていくしかない。

　そんな懸け念ねんや疑念がたくさんあったが、時間は関係なく流れ、市し場じようは開かれた。

　俺たちは買いの連中が散ってしまわないように、静かに売りを出していく。

　大きく下げるなら、俺たちが大きく売った後でなければならない。

　このあたりの勘所は、ハガナにはわからない。

　カーリマン・インベストメントの開始値は１０７１ムールで、取引が始まってもほとんど動かなかった。ニュースがあるわけでもなし、周りの市場に大きな変化があるわけでもなしなので、当然といえた。

　なので、俺は一万ムール売っては十分待ち、五千ムール売っては、五分待つ。いつニュースが飛び出すかわからない状況では、それは胃の腑ふを直接握られるかのような苦行だった。

　ハガナは、トイレでも我慢しているかのように、俺の横でもじもじとしていた。

　早く、売るならもっと売らないと。

　でも、俺は慎重に売りを進めていく。

　午前いっぱいを使って、二十二万ムールまで売り進めた。

　もう、この時点でここ一ヶ月では一番大きな取引高になっている。

　多分、ネットでは注目を集めているはずだ。

「残りは？」

「五十万ムール。なげえな……」

「……」

　だが、昼休憩の間にニュースは出なかったし、出来高の増加を嗅ぎつけて人が集まってきていた。買いにちょっとしたまとまった金額が並んで、売りも俺たち以外に注文を並べる連中が出てきた。

　午後の開始と共に、俺は便乗売りを装って一気に七万ムール空売りした。

　弾力のあるゴムを押したみたいに、少しへこんでまた買いが入って値が戻る。

　合理的に考えて値が下がる理由などないのだから、まったくおかしくない買いだ。

　俺ははやる気持ちを抑え、ほかに売りが出るのも無視して、今度は十三分後に五万ムールを売りに出した。まだ、およそ半分残っている。

　値幅は、奇跡的に前日とほぼ変わらない値を保っている。

　時刻は二時を回っている。

　ニュースが来るとしたら、そろそろか？

　それとも、まさか取引終了間近に来るのだろうか？

　企業のニュースは本当にいつ飛び出すかわからない。

　決算の発表ならばある程度企業がコントロールし、混乱を抑えたい企業であれば市し場じようが閉まってから発表する。ただ、たびたび記者にすっぱ抜かれて勝手に発表されてしまったりするので、それもあてになりはしない。

　何時に発表しますというニュースですらそれなのだ。

　青天の霹へき靂れきといえるものとなれば、もうそれは神のみぞ知るということだろう。

　俺はさらに四万ムール売る。半分を超えた。

「……変な感じ」

「あ？」

「こんな取引、初めて」

　ハガナの言葉に、俺は顔を上げる。

　いつもの居間の様子だが、確かに、変だった。

「まあな」

「これ、取引、なの？」

　ハガナが聞いてくる。

　口数が多いのは、緊張に耐えられないからかもしれない。

「そうだ。俺が、ニュートンシティで見てきた取引の仕方だ」

　また買いが出て、一万ムール売る。ほかにも売りが出て、さすがに買いがぐらつき始める。

　ペースが少し速すぎたかもしれない。

　俺は、少し考える。

「ねえ、ハル」

　ハガナに名前を呼ばれ、そちらを見る。

　ハガナは、俺のことを見つめていた。

「あんだよ」

「ハルは、ここを出ていくの？」

　その話を今するのか。

　はっきりそう思ったが、ハガナにとってはそれが一番大事なことなのかもしれない。

　そうだとしたら、ここで無視はできない。

　俺は端たん末まつに目を戻しながら、うなずいた。

「ああ。というか、俺がその人のもとに行く代わりに、情報を教えてもらったようなものだ」

「……」

　ハガナがちょっと息を吞のむ。

　俺は、言葉の選び方がまずかったことに気がついた。

「あ、いや、でも、俺がその人に教えてもらって、立ち去る時、その人はテーブルの上に立ってこう言ってくれたんだ」

　もう五万ムール売る。

　値段は下がって、すぐに戻る。

「頑張れ若人、未来を自分の手でつかみとれってな」

　あれは本当に嬉うれしかった。人の目がある場所、しかもあんな高級ホテルのカフェでのことだ。

「すごい、いい人だ」

「リサより？」

　ハガナが聞いてくる。

「あー……リサとかあ……でも、ジャンルがちげえよ」

「ジャンル？」

「性別とか」

　俺は喋しやべっている間にも、さらに七万ムール売っている。総額で五十一万ムール売った。値下がり率にもよるが、そろそろ射程圏内だ。

　買い手は少しずつ戦線を後退しているものの、戦意は失っていない。株価は１０６４ムールで堪えている。

　これなら、売りきれるはずだ。

「男なの？」

「ああ」

「なら、女性だとしたら？」

　変な質問するな、とちょっと笑ってしまう。

「なにがおかしいの？」

「別に。女だったら？」

　と、バートンの女版を想像し、俺はやっぱり笑ってしまう。

「リサかな」

「……そう」

　ハガナはほっとする。

「なんだよ」

　俺が聞くと、ハガナはぽつりと言った。

「行って欲しくない」

　躊躇ためらいもなにもない。

　ハガナは自分の感情を隠すか、隠さないかの二つに一つ。器用なことなどできはしない。

「無理だ」

　俺は答えて、八万ムール売る。さすがに、買い側が動揺した。１０６０の壁を超えてしまうが、それでもすべて約やく定じようして、五十九万ムール。残り、十三万ムール。

「夢のため？」

　ハガナが、聞いてくる。

「そう」

「うらやましい」

　ハガナはじっと俺を見つめている。まるで子供みたいだった。

　そのおもちゃ、私も欲しい。そう言っている目だった。

　でも、ハガナが来るような場所ではない。バートンが、俺の借金の申し出を断った時のことを思い出す。あれは、まともな道ではない。

　できることなら、ハガナやリサには一生知って欲しくない場所だ。

「お前も、夢を見ればいい」

「……」

　俺は、六万ムールの売り注文を用意する。

　ハガナが、その手を摑つかんできた。

「なんだよ、俺の手の中に夢なんてないぜ？」

　苦笑いしながら言うと、ハガナの顔は、強こわ張ばっていた。

「な、なんだよ」

「ある」

「え？」

「ある」

　ハガナは依い怙こ地じになった子供みたいに繰り返して、俺の手をぎゅっと握っている。

　画面では売りと買いの攻防が始まっていて、売りが優勢に傾いている。

　出来高の急増と、執しつ拗ように出される売りに対して、なにか悪いニュースが出るのではないかと多くの人間が勘づき始めたのだ。

　株かぶに関する情報はどこで発表されているかわからない。主要なニュース媒体に限らず、業界専門のメディアに発表されることもあれば、機関投とう資し家と呼ばれる連中向けのセミナーで発表されることもある。共通しているのは、どこであれ、発表された途と端たん株価に反映され始めるということだ。

　だから、不穏な値動きがあれば自分のアンテナに引っかかっていなくても、どこか自分の与あずかり知らぬところで情報が出たのだと考えるのが常道だ。

　売りは攻勢を強めている。

　売りきるには、今しかない。

　だが、俺は動けなかった。

　非力なはずのハガナに握られた手が、少しも動かせなかったのだ。

「ある。ここに……」

　ハガナは言って、顔を上げた。

　光のない、暗い瞳ではない。

　自分の望みと、それを手に入れようとする瞳だった。

「私は、皆で」

　ハガナは、泣きだしそうになるのを懸命にこらえ、言った。

「静かに暮らしたい……」

　月面は、人類が最も過激な夢を見ることのできる場所だ。

　でも、そこには最低限の幸せすら享受できず、流れ着いた者たちが大勢いた。ハガナもその一人で、そんな少女の夢は皆で静かに暮らすことだという。それがどれほど当たり前のことで、どれほど難しいことなのかは、少し記憶を探るだけでいくらでも実例を思い浮かべられた。

　ハガナの頭には、きっととても少ない人のことしか入らない。数学のことで頭がぱんぱんで、ほかに入る余地なんてほとんど存在しないのだ。

　その中の筆頭は、リサだろう。そして、そこには俺の名前も入っていた。

　俺がハガナを見返すと、ハガナは顔を歪ゆがめ、うつむいた。多分、俺の顔はそういう顔だったのだろう。皆で暮らすことはどうにか可能かもしれない。ただ、静かに暮らすことは絶対に無理だ。バートン・クラドヴィーゼンが俺の頼みを切って捨てたあの態度を思い返せば一目瞭りよう然ぜんだった。投とう資し家とは、投資で生計を立てる者のことではない。ほかのなによりも投資を優先させる、まさしくその生き方そのものを体現する者たちのことだった。

　俺がどれだけ世間知らずだって、あんなバートンみたいな生き方をしていたら、まず間違いなく行く手には困難が待ち構えているはずだというのがありありとわかる。裏切り、謀ぼう略りやく、なんでもござれだろう。そんな世界に飛び込んでもなお、俺はリサと一緒に三階の庭で日向ひなたぼっこをする自信がない。

　そして、それはしてはならないことなのだと思う。

　投資家とは生き方だ。甘く、ミルクの香りがする温かい生き方をしたいのなら、そもそも入ってはならない道なのだ。

　俺は、振り払うことのできなかったハガナの手の中から、自分の手をすっと引き抜いた。

「駄目だ」

　バートンが俺に向けて言ったように、短く言った。

　六万ムールの売り注文を出す。

　小康状態だった値動きが、また脈動して下がった。１０５０の十の壁に弾はじき返され、１０５１ムール。

「俺はここで儲もうけて、シュレーディンガーストリートに行く」

　株かぶ価かはじりじりと、時折、階段を踏み外したようにがくっと下がる。六十五万ムールもの売りを出しているので、この時点ですでに一万ムール近い儲けが出ている。

　だが、それははっきり言って小銭だった。自信を持って、強がりでもなんでもなく、小銭だと思うことができた。俺の意識は、未来に手にする数百億ムール、数千億ムールに向けられていて、俺はその金の上に立って、まだ誰も見たことのない眺めを想像した。

　バートンの言ったとおりだ。困っている人々に融ゆう資しをして、恩を売ることで利子を回収するなんていうのは、地味な銀行の地味な部署がやるべきことなのだ。

「なら」

　ハガナが、言った。

「え？」

「なら、儲けて。せめて、儲けて」

　ハガナは怒っていた。

　でも俺は、怒った顔を向けられても嬉うれしいなんてことがあるのだと、その時初めて知った。

「儲もうける。儲けるさ」

　俺は画面に視線を戻す。脳のう裏りにあったのは、カフェのテーブルの上に立ち、俺を叱しつ咤た激げき励れいしてくれたバートンの、いかした姿だ。
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「これこそが、シュレーディンガーストリートの取引なんだからな」

　数学的なアシストも、経験による直感も、なにもかもをすっとばす。

　インサイダー？

　そうではない。

　これは、人間同士が人間同士だけでできる、究極の取引の仕方のはずだ。

　ハガナのプログラムは確かに優秀だが、そこに人間の判断が入る余地はない。冷たく、鋭えい利りで、正確無比だ。それを使う人間は、もはや人間としての尊厳を奪われて、考えることを放棄することを強制される。

「……ハル？」

　だから、俺はハガナが突然俺の名を呼んだ時も、口が勝手に笑っていた。

　下がり続けていた株かぶ価かが下げ止まり、上げに転じたのだ。

　下がるのに合理的な理由なんてなければ、上がる理由だってどこにもない。

　言うなれば、雰囲気。すべては雰囲気で、俺は画面から立ち上るその雰囲気を、胸一杯に吸い込んだ。

「いけるさ」

　どこまでも。

　俺の手元には、七万ムールの売り注文が残されている。

　買いが出て、株価は打ちのめされてもなお立ち上がる主人公のようによろよろ立ち上がろうとする。１０５２、１０５１、１０５２、１０５３……。

　フィクションの世界では、悪者は親切に主人公が立ち上がるのを待ってくれるが、現実はそうではない。倒れる者は、徹底的に、倒せるときに倒せ。

　同じ投とう資し哲学の誰かが、無む慈じ悲ひな一撃を繰り出した。

　十万ムールの売り。買い手の徒労感に似た顔が、画面の向こう側に透けて見えた。

　株価は１０５２、１０５１、１０５０にたどりつき、呆あつ気けなく砦を越えて１０４９、１０４８にいく。これはもう下げパターンだ。便乗の売りが出る。１０４６、１０４４、１０４１と加速される。

　ニュースなんてなくてもこのまま売り潰して逃げ切れる！

　俺が残された武器を、全力で振りおろそうとした、その瞬間だ。

「ハル！」

　ハガナの鋭い声が俺の手を止め、直後に、株かぶ価かの移動が停止した。

　それは決して小しよう康こう状態になったのではない。見た瞬間に一目でわかる。

　取引の中であまりに大きな注文が出た時には、瞬時の大きな値動きを減らすため、しばらく溜ためが入るのだ。それはまるで、必殺技を繰り出す時には、スローモーションになるアニメのワンシーンのようだった。

　そして、溜められたそれは、遅れて爆発するのがわかっている時限爆弾のようなもの。

　１０３８ムールのところでマグマのようにたぎっているのは、膨ぼう大だいな買いだった。総額は二十三万ムールで、巨大な隕いん石せきがそこら中のごみくずも巻き込んで惑星に突き進むように、その額を増やし続けていた。

　売りに来るのかい？　なら、こちらは買いに行こう。

　カーリマン・インベストメントにまつわるニュースはまだどこにも出ていない。

　売り攻勢が単なる仕掛けだと睨にらんだ誰かが、踏み上げを狙って買いに出た。下がると思う奴やつらがいれば、上がると思う奴らがいる。だからこそ、相そう場ばというのが形成される。

　ハガナが、俺の腕をひっしと摑つかんでいた。

　投とう資しコンテストの時とはわけが違う。ここには、現実の金が山ほどかかっている。

　株価が、ごそりと上がってくる。圧倒的な質量をもって上がってくる。

　俺たちは信用売りをしているのだから、値が上がると利益が消え、へたをすれば損になる。

　買いを入れている連中は、まさしくそういう状況を狙っていた。

　だが、俺はハガナのことを一いち瞥べつもせずに、じっと画面を見つめていた。

　欠片かけらもあわてなかったのは、こちらにはバートンからの情報があるからだ。

　買い注文は、俺たちの注文をすべて飲み込んでくれるために、むしろ必要なものだった。

　いくら値段が上がろうと、バートンの言っていた雨が降ればストップ安になるだろう。

　博ばく打ち要素の強い銘柄では、些さ細さいな情報でも派手に値段が動くものだ。

　まず間違いなく、ストップ安になるはずだった。

　そうであるのなら、高い値段で信用売りをすればするほど、安く買い戻した時の値幅が大きくなる。数学や統計に根拠を求めるハガナには、到底まねのできない領域だろう。

　ごそり、と値段が上がるたびに、ハガナが俺の腕を摑む手に力を込めてくる。

　値段は、１０６０を超えて、１０６５まできていた。１０６６、１０６５、１０６６、１０６７と、さっきとは逆の過程を、さっきよりも速い速度でたどっている。

　俺たちが取得した金額をすでに超えていて、負けが出始めていた。

　株価は１０７１になって、ついに前日比でプラマイゼロになった。

　売りと、買いの、攻め手と守り手の思惑が拮きつ抗こうする瞬間だ。

　そして、その瞬間はあっという間に過去のものとなり、値段がするすると上がっていく。

　取引高が急増して、多くの人間の注目を集めているせいで動きが極端になってきたのだ。

　俺は、慌てない。決して慌てない。

　でも、ハガナはそうではなかった。

「ハル、おかしい」

「あ？」

「おかしい。どうして、あれだけ売ったのに下がらないの？」

　それは、どうして不幸なことばかりが起こるの？　と聞くあどけない少女のようでもあった。

　ハガナは不幸に慣れている。ひどい目に遭うのに慣れている。

　だから、前を見ることに慣れていない。

　前を見るのは、俺の役目だ。

　俺は真っすぐに画面を見たまま、答えた。

「情報が出てないんだから当然だろ？　売りと買いの条件は五分五分。でも、俺はここの銘めい柄がらが下がるとわかっているから、どうしても早くに売る必要があった。そのせいで、先に下がる。でも、ほかの連中は俺がなにか情報を摑つかんでいるということを知らないから、対抗して買いに走り、上がる。当たり前のことだ。取引は後だしのじゃんけんみたいなものだって言ったろ？」

　特に、博ばく打ち好きの連中が集まるような銘柄だ。

　投機的な動きには慣れっこのはずだ。

「でも……」

　ハガナは呟つぶやき、俺の腕から手を離した。

　そして、のろのろと自分の端たん末まつをいじりだした。

「……」

　俺は、ハガナがあのプログラムに数字を入れて、計算し始めるのを見た。

「無駄だって」

「……でも」

「そういう取引じゃないって言ったろ？」

　株かぶ価かが着実に、ゆっくりとは言い難がたい速度で上がっていくのを前に、プレッシャーを感じるのは当然のことだ。

　だが、プログラムにすがるハガナを見て、俺はついこの間までとはまったく違う感情を抱いていた。あれほどのめりこみ、信用し、頭の中の脳みその半分の代わりに使っていた道具に手を伸ばすハガナを見て、軽けい蔑べつに近いものを感じていた。

　あれほど頼りになっていたプログラムも、今や古びて使えなくなった型落ちの端末に見えたのだ。それにすがるハガナはなにをするにも星占いを頼りにする女の子そのもので、決して共に取引をしたいと思う仲間ではなかった。

「やめろって」

　俺は、ハガナがそんな存在に落ちていくのを見るのが辛つらく、思わずそう言っていた。

　ただ、ハガナは答えた。

「私にできることをするしかない」

　不安と緊張の入り混じった顔だった。俺の言うことにただただ反抗するだけの、生意気な女の顔ではない。

「ニュース、は？」

　来てないでしょう？

　控えめな聞き方に、そんな台詞せりふが言外に透けて見えて、俺は口をつぐんだ。

　時刻は四時を回っている。確かに遅いが、まだ一時間ある。

「ハル、やっぱりおかしい。どうして値が下がらないのかわからない。この銘めい柄がらの平均出来高と過去のデータからして、崩れないとおかしい」

「……」

　俺は口をつぐむが、ハガナが言葉を続けてくる。

「ニュースは？」

　もう一度、聞かれ、答えるしかない。

「……ない」

　リサの話では、五時きっかりにトヤマがやってくる。

　懇こん意いにしている銀行員に頼み込んで、窓口を開けて待ってもらっているらしい。

　予定では、取引終了と共に駆けこんで、ありったけの現金をおろして借金を返す。

　後、一時間。

　一時間で、すべてが決まる。

　そう思った瞬間、再び買い注文がごそっと出て、ハガナの息を吞のむ音が聞こえた。

　テーブルの上で傾くグラスを見つめるように、息をつめて値動きを見つめている。

　とまれ、とまれ、とまれ、と祈っているのが手に取るようにわかった。俺はバートンの言葉を確信しているはずなのに、いつのまにか拳を握りしめて汗をかいていた。

　馬鹿か。

　俺が自分を罵ののしるのと時同じくして、株かぶ価かは１０８９でようやく止まった。

「……ねえ、大丈夫なの？」

　ハガナが、重ねて聞いてくる。不安なのだ。

　俺は手のひらを拭くのと同時に、言い返した。

「信じろよ」

　そう言うしかない。

「でも、値が下がらない。過去のどの期間を見たって、ああなったら統計的に結果は──」

「誤差は？」

　御ご託たくを並べたてようとするハガナを遮るように、俺は言った。

　ハガナは急に遮られて不機嫌そうな顔をするよりも、びっくりしていた。

　俺はそれで、自分の語気が強くなっていたのに気がついた。

「……お前、計算には誤差があるって言ってたじゃん」

　怒っていないと言い訳するように、そんな言葉を付け加えた。

「……そう、だけど」

「なら、それだろ」

　それに、俺はそれ以上言わなかったが、ハガナのプログラムだって完璧ではない。

　はずれることが往々にしてある。

　特に、投とう資しコンテストの最後の取引の時、ハガナの計算は完全に外れていた。

　可能性としては当然そんなことだってある。予測が１００％でないのなら、それはあくまでも予測であり、確定した神のお告げではないのだ。

　ここには本物の金がかかっている。多数の人間の人生がかかっている。俺や、クリスや、その他諸もろ々もろの者たちの運命が、だ。

　ここで失敗すれば、たくさんの人間が路頭に迷う。地球でされてきたように、強い者に虐げられ、必死に歯を食いしばって築いた物をすべて奪われ、奪った者たちだけが富み肥えていく。

　今、俺はたくさんの者たちの夢のために踏ん張っていた。

　なのに、なぜハガナはこんなにも俺のことを信用してくれないのだ？

　ハガナの不安そうな顔は、ますます濃くなっている。ちらちらと俺のことを盗み見るような視線は、取引を手じまったほうがいいのではないかと、今にも言いだしそうだった。

　実際、これまでの取引の基準でいえば、俺たちはとっくに取引をやめているはずだった。

　儲もうけるために必要なことは、単純なことだが損を出さないことだ。

　だから、損をし始めたら即座に手じまいをした。それで損を最小限に抑え、無数の小さい儲けを守ってきた。

　でも、これはそういう取引ではない。

　そういう取引ではないのだ。

　なぜハガナにはそれがわからない？

　俺は苛いら立だちをもって思い、そして、ふと気がついた。

「……」

　俺が弾はじかれたようにハガナを見ると、ハガナは俺のことをややおずおずと見返してきた。

「？」

　俺は、胸の内の、まさか、という言葉に支配されていた。

　まさか、ハガナは、わざと言っているのではないのかと。

　この取引には大勢の人間の夢がかかっている。ついに幸運が自分たちに舞い降りるのではないかという夢がかかっている。そして、俺自身、シュレーディンガーストリートへの入り口に立つための前ぜん哨しよう戦のようなものだった。

　だが、ハガナだけは別だ。ハガナだけは、夢がかかっていなかった。

　ハガナの夢は、俺とリサと、あるいはクリスなどの親しい者たちと、この教会で、静かに、一緒に暮らしていくことらしい。欲がないといえばそうだ。牧歌的といえばそうだ。

　でも、笑うことができないほどに、その些さ細さいな夢はハガナの切実な願いを端的に表していた。だとすれば、ハガナはこう思うのではないか？　ここで失敗すれば、俺が出て行かずに済むのではないかと。

　ＡがＢで、ＢがＣならばＡは必ずＣでなければならない。ハガナの直線的な思考なら、十分にあり得ることだった。子供じみた、不器用すぎて痛ましいほどの考え方だった。

　時刻は刻一刻と過ぎ、四時を十五分回る。俺はまだ売り注文に余力を抱えている。最終的に値が下がるとわかっているのなら、値が上がるだけ上がってから売った方が儲もうけが大きくなるからだ。

　だが、ハガナはそれを俺の躊躇ためらいと受け取ったらしい。

「ハル……」

　ハガナが俺の名を呼ぶ。不安げで、押しつぶされそうな声だった。

　でも、俺は聞こえなかったふりをした。

　ここでハガナの些細な夢に共感し、同情し、最高の投とう資しを最高の頃合いで最高の手法で行えなければ、それはもう投資家ではない。投資家ではないのだ。

　俺はじっと画面を見る。

　ハガナが、もう盗み見ではなく、はっきりと俺のことを見つめているのが痛いほどわかった。

「……ハル……」

「うるせえな！」

　俺はつい怒鳴ってしまう。

　ハガナは目つきをきつくすることはなかった。

　怒られた子犬みたいな目をしていた。

「……悪い」

　俺は言って、端たん末まつ画面に戻る。

　ニュースはこない。いつくるのだ？

　買いが、ポツリ、ポツリ、と増えていく。まだなのか？　まだこないのか？

　ハガナが、端末をのろのろと操作する。俺が横目で盗み見ると、予想値幅が歪いびつな形になっていた。その予測では、ひどい上昇を占っている。

　俺は端末に目を戻す。確かに、この雰囲気ならいつもの俺ならば買いに向かうところだ。

　だが、でかい取引というのはいつもこうだ。大儲けをするには、愚かな民衆の逆をいかなければならないからだ。売買という行為が売りと買いがなければ成り立たないように、儲ける人間がいれば誰かが損をしなければならない。

　俺は間違っていない。間違っていない。

　間違っているのは、なにも知らない連中だ。

　俺は、考える頭を持っている。

　持っているのだから。

「……」

　ハガナが、俺に声をかけたがっているのが見ないでもわかる。

　時間は四時半を回り、残り三十分になる。

　ニュースは、ニュースはまだなのか？

　さすがに、俺にも焦りがやってくる。俺は我慢できず、メーラーを開いた。

　そして、バートンのアドレスを呼び出し、文章を叩たたきこむ。

　本当に大丈夫なのですか？

　送ろうとして、躊躇ためらう。

　ポーン、と軽快な音がしたのは、その瞬間だった。

　ハガナのプログラムからした音だ。

　聞き慣れた、プログラムで指定された値幅に触れた時の音だ。俺たちに無数の儲もうけをもたらしてきた音であり、俺はそれを聞いた瞬間に泣きそうになった。

　メーラーを閉じ、取引画面に戻る。

　そして、目を疑った。

「ハル！」

　ハガナが叫ぶ。

　俺は、ぐるりと世界が回った。

「ハル、早く、取引を──」

　ハガナの言葉の、その先は聞こえなかった。値段が、跳ねあがっていたのだ。

　ポーンという音は、予測値幅の端に近づいた時に鳴る。だが、これまでは常に望む方向に振れていたが、値幅というからには、反対側も当然ある。

　つまり、大損の方向にだ。

「……大丈夫、大丈夫のはずだ……ニュース、ニュースがくれば……」

　俺は震える手で、自分の震える手を摑つかむ。余力に残しておいた売り注文を出したが、一瞬で買いに飲みこまれた。

　直後、俺の手がしゃっくりするように動いていた。町の人や、トヤマから預かったのとは別の、自己資金。それを、反射的に放り込んでいた。

　その行動の意味が、自分にもわからない。わからないが、株かぶ価かの上昇は止まり、俺は笑う。

　損は４％で止まっている。

　それに、これは一時的なものにすぎない、むしろ高値で売れたのだからより大きな儲もうけの一歩のはず。でも、と俺は自問した。

　もしも本当に心の底からバートンを信じているのなら、俺はもっともっと待って、値段が上がってから売るべきだった。

　それができなかったのはなぜだ？

　俺は、椅子の上で、どこかから向けられる自分自身の視線を感じていた。

　自信が、揺らいでいく。

「時間、時間は？」

　四時四十五分。

　残り十五分。

　株かぶ価かは、再び上昇を始めた。

　ハガナが、立ちあがって俺の肩を摑つかんだ。

「ハル！　おかしい！」

「うるせえ！　下がる、下がるはずなんだ！」

「でも、上がってる、見えないの？」

「下がる、下がるはずなんだよ！」

　俺は怒鳴り、ハガナはひるむ。

　でも、ハガナは自分の端たん末まつを手にとって、俺につきつけた。

「下がる可能性なんてほとんどない！　統計的にそんな可能性なんて──」

「コンテストでお前のプログラムに従ったら負けただろうが！」

　俺はその言葉を言ってしまう。

　ハガナは、心臓を貫かれたかのような顔をして、よろめき、浮かしかけていた腰を、すとんと落とした。

　表情という表情が完全に抜け落ちて、まるでマネキンみたいだった。

「くそっ！」

　俺は誰に毒づいたのかわからないまま、唇をかみしめて画面に戻る。

　ニュース。ニュースは。

　ニュースさえくれば。神様[image: ！！！！！]

　俺は祈る。祈った。神に祈った。

　そして、午後四時四十七分だ。取引画面上に、ニュース速報の文字が出た。

　俺はその瞬間、手が動き、残りすべてのありったけの資金をつぎ込もうとして、すでにすべて売っていたことを思い出す。頭がどうかしそうな焦しよう燥そう感、緊張感、酩めい酊てい感に、膝ひざががくがくと震えていた。

　間に合った、間に合ったのだ。正しかったのは、俺なのだ!!

　息を吞のみ、ニュース速報の赤い文字が終わり、本文が出る。

　取引画面が止まる。

　取引に参加していたすべての者が固かた唾ずを吞むように、取引画面の数字がぴたりと止まった。

『ニュース速報。銘めい柄がら番号３２０１、カーリマン・インベストメント』

「早く、早く、次だ、次……」

　俺は食い入るように見つめ、今にも小便を漏らしてしまいそうな嫌いやな感覚に、体をまっすぐにしていることすらできなかった。

　そして、赤い文字が、流れ出た。

『本日、カーリマン・インベストメント、ジャック・ラニーＣＥＯは、第六外区再開発プロジェクトに絡む投とう資し案件について、投資ファンドとの提携を発表』

「……」

　俺は、言葉の意味が摑つかめない。

『懸け念ねんであった流動性の確保は、新たな資金により可能になったとの見通しを、記者会見で述べた』

　言葉の意味がわからないのは、自分に都合よく解釈しようがなかったからだ。

　俺は、滝のような汗なのか涙なのかわからないものを拭い、ニュースをさらに見る。

『資金を提供したのは、著名投資ファンド、パックス・ロマーナのファンドマネージャー、アラン・シュワルツ氏。提供資金は二十億ムールに上り、再開発プロジェクトの根こん幹かんを……』

　俺はその先を読めなかった。

　息すらできなかった。

　株かぶ価かは跳ね上がり、ストップ高までいっていた。

　マイナス32％。しかも、それは今日の分だ。

　ニュースの内容が本当ならば、明日も、明後日あさつてもストップ高だろう。

　マイナスは、どこまでいく？　売り物がなければ、買い戻すことはできない。信用売りは、後日買い戻すことを条件になされる取引だ。

　俺は、強烈な吐き気に襲われた。

　だが、必死に飲み込み、ニュースをもう一度クリックする。

　そんな馬鹿な。絶対になにかの間違いだ。

　別の銘柄のはずなんだ、そうであってくれ。

　俺はニュースの詳報を開く。

　そして、心臓の止まる音が聞こえたとしたら、ああいう音なんだろう、と思う音を聞いた。

『写真１・ジャック・ラニーＣＥＯと、アラン・シュワルツ氏』

　説明文には、そうあった。

　だが、そこに映っているのは、間違いなくバートンだったのだ。

「ああ」

　俺は息をしているのか、呻うめいているのかわからない。

　わかっているのは、わかっているのは……。

　ポーン、とメールの着信音がした。

　俺は、調教された犬みたいに、プログラムされたロボットみたいにそのメールを開いた。

　送り主は、バートンからだった。

『考える頭を持って取引をしたかね？』

　短い一文。

　俺は、自分で考えたか？　決断を誰かに任せなかったか？

　本当に大事な決断を、誰かに任せなかったか？

　機械を超える。

　人になれ。

　そのためには……

「っ……」

　俺は、視界が暗転して、自分の額ひたいが端たん末まつ画面を叩たたき割る音を聞いた。

　俺は、罠わなに嵌はめられていたのだ。

「ハル！」

　そして、ハガナの声を聞いたような気がして、そこで記憶が途切れたのだった。
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　その後の話は、すべて昏こん睡すいから回復した四日後に聞いたことだ。

　結局、ポジションは最終的にマイナス２７３％だった。

　九十万ムールを突っ込んで２７３％のマイナスであれば、百五十五万ムール前後の借金ということだ。

　借金を返すどころの話ではない。

　町の人間の虎の子の資産を吹き飛ばした揚句、絶対に返せないような借金を背負ってしまった。

　だが、リサがゆっくりと話してくれたところによれば、借金は五万ムールで済んだという。

　俺が倒れた次の日の夜に、電話がかかってきたらしい。

　バートンと名乗ったその男は、俺たちの信用売りを精算するための株かぶ式しきを、ある値段で渡したいと。その値段で買えれば、借金はせいぜい五万ムールというところで済む。

　カーリマン・インベストメントの株は連日ストップ高で、売り物がまったく出ない。この先も値上がることは確実だったから、その提案を断れるはずがなかった。

　バートンの名を俺の端たん末まつで知ったハガナは、強硬に反対したが、リサがそれを受け入れた。

　すべては元に戻った。

　いや、すべてを失ったと言ってよかった。

　でも、クリス親子をはじめとする俺たちに資金を預けていた人たちは、てっきり俺を殺しに来るかと思いきや、病室に見舞いに来てくれた。

　そして、夢を見せてくれてありがとう、と礼まで言われた。

　俺は、罵られるより辛つらかった。彼らは負けることに慣れ、絶望に慣れているのだ。

　そして、それでもなお人を憎まない強さを持っている。

　俺は、リサがいなかったら、死んでいたかもしれなかった。

　ただ、ハガナの姿だけが見えなかった。

　ハガナはずっと教会にいて、やっぱりハガナも憔しよう悴すいしているらしかった。俺は精神的なショックから、ひどく体が衰すい弱じやくして動かなくなっていた。意識を取り戻してもそれは戻らず、情けなくも、目を覚ましてから四日後に、車椅子で教会に帰った。

　押してくれたのはリサだ。

　その日も月はいい天気で、すごしやすい日よりだった。

　リサは、道の途中で何気なく言った。

「教会、売ることにしたの」

　俺は、身じろぎすらしなかった。

「借金のこともあるし……なにもかも売れば、皆の生活費の足しにはなるし」

　俺は、涙がこぼれても、表情を悲しくさせる力すらなかった。

「でも、退院が間に合ってよかった。最後に、まあ、お昼でもってことになったから。クリスちゃんとかも来てるのよ。セローの手作り料理もあるってさ。私から料理教わったのに、偉そうに」

　リサは軽い口調で喋しやべっている。

　空元気ではない、とわかるのが余計に辛かった。

　リサたちは地球でこんなことが日常茶さ飯はん事じだったのだ。

　生きているだけましでしょう？　と笑顔で言えるくらいのことを経験してきたのだ。

「セローが調べてくれた」

　そして、ふと、リサは口調を変えて言った。

「バートン、っていうのは、あんなことばっかりしてる奴やつなんだって。セローが会社を乗っとられた時も、一枚嚙かんでたみたい。恨みを買ってとっくに天罰でも受けてそうな感じだけど、セローも言ってた。完全には殺さないんだって。私たちに電話をかけてきたのも、本当に私たちを追い詰める気はなかったからだろうって。そういうのも優しさって呼ぶのかな？　わからないけど」

　リサはもう一度、笑う。

　ため息交じりの、疲れたような笑い方だった。

「世の中色々な人がいるわよね」

　そうだ。本当に、そうだ。

　騙だまされていた、と言い切ることができないのが自分自身嫌いやだった。

　なにかの間違いではないのか、手違いだったのではないか。

　でも、現実として、なにもかも失った。

　バートンは複数の名前を使い分けているらしかった。戸籍すら複数持っているらしく、金と人脈があればなんでもできるという、見本のような人物らしかった。

　俺は、自分の値付けを誤った。だから、大損した。

　そう言いきることができる。

　俺は、ただの小僧だったのだ。

「でもまあ、私たちの絆きずなは残ったからね。そうでしょう、ハル？」

　リサは、後ろから俺の頰ほおをつまんでくる。俺は、体を動かすことができない。表情すら、そうだ。

　リサはため息をつく。

「ご実家に連絡したこと、怒ってる？」

　リサが聞いてきた時、饅まん頭じゆう屋の前を通った。クリスが瘦せすぎだから、一個あげてくれ、と俺に渡してきたおばちゃんが切り盛りするところだ。

　俺のことをかけらも疑わず、四ムールの饅頭を渡してきた。

　俺はそれにすら驚いたのに、どうしてバートンが数十万ムール、数百万ムールにもなる情報を簡単に教えるなどと思ったのだろう？

　俺は、自うぬ惚ぼれていたのだ。

「ハルなら、きっと治ると思ってる」

　リサは、言う。

「精神的なものだって。額の傷は、ちょっと残るかもしれないけど。男の子だものね。傷は勲章」

　俺は、返事をすることができない。

　俺はリサと医者から説明された。気力がなくて動けないのではない。俺の中で、ショックのあまりになにかの配線が切れてしまったらしかった。そのために自力で動けず、表情すら動かせない。

　ただ、問題はもう一つあった。俺が、家出中の身ということだ。リサは必死に医者に俺のことを隠してくれと頼んでいたが、医療費のこともあり、無理だった。

　虹こう彩さいと指紋から身元を特定され、実家に連絡がいった。

　リサを怒るなんてことはしない。

　俺は、リサに殺されたって文句は言えないのだから。

「ま、今日は私がしっかりと食べさせてあげるから。照れなくてもいいからね」

　くすくすと笑う。乾いたような、笑い声だった。

　教会の前にはセローやクリスが待っていて、トヤマもいた。こういう形でもなければ、俺は二度と彼らの前に顔を出せなかっただろう。

　でも、彼らは病室に見舞いにきてくれた人たちと同じで、やれやれと笑っていた。

　負け犬たちの集まりだ。

　俺はそう思ったのに、彼らと再び会えたことが、情けなくも嬉うれしくて仕方がなかった。

「さて。じゃあみんな、三階のお庭にね！」

　リサが言って、ほかの連中は三階に向かう。

「膝ひざ枕もたくさんしてあげるから」

　居間を通りぬけ、リサはそんなことを言う。

　居間には料理を作っていた残り香だろう、いい匂いが漂っていた。

　そして、ちょうど二階からクリスが降りてきた。

「あ、飲み物を」

「うん？　ああ、じゃあお願いね。気をつけて……ってクリスちゃんのほうが慣れてるわよね」

「ふふ」

　クリスは肩をすくめて笑い、両腕いっぱいに飲み物を抱えて軽やかに走っていった。

「あ、ハガナは？」

　リサが尋ねると、クリスは階段を上る足を止め、とてて、と戻ってくる。

「……」

　そして、部屋の扉を指さした。

　リサがうなずくと、少し顔をこわばらせて、階段を上って行った。

「難しい子だから」

　リサはそう言うが、自分の言葉を信じていないのが丸わかりだった。

　俺だってそうだ。

　ハガナは難しい奴やつなんかじゃない。素直で、まっすぐで、不器用なだけだ。

「ハガナ、ハーガーナー」

　リサはわざとらしく冗談めかして、扉をノックする。

　ハガナは返事をしない。

「まったく……。ハルよ！　ハルが帰ってきたのよ！」

　リサは言うが、やはり無反応。

　リサは俺のことを振り向いて、肩をすくめた。

「ハガナ、開けるわよ！」

　そして、扉を開ける。前回、リサと二人でこの扉を開いた時は、夜のことだった。

　ハガナがトヤマのところに怒鳴り込みに行き、リサの顔に肘ひじ鉄てつを食らわせた時のことだ。

　ハガナは部屋の隅に縮こまり、ぶるぶると震えていた。

　今回は、その時の失敗の比ではない。

　大丈夫だろうか？

　大丈夫だろう、と思う。今のハガナは、そんなことでは折れはしない。俺と一緒に戦ったんだ。そんな弱いままでいるはずがない。

　でも、俺の胸には鈍く、不快な痛みがあった。ハガナは自分の夢のために、あの取引を止めようとしていたのではなかった。どこまでも合理的だったのだ。

　なのに、俺はハガナを拒絶した。ぎりぎりのところで拒絶した。

　そのことを、謝りたかった。

「……あれ？」

　リサのそんなつぶやきで、俺は我に返った。

「……」

　リサは部屋の前から引き返し、俺の前を素通りして、居間に戻る。

　トイレの扉を開け、閉じ、教会のほうに向かう。

　ハガナの部屋の扉は開かれたまま。

　ほどなくして、リサが強こわ張ばった顔のまま俺の前を通り過ぎ、階段を駆け上って行った。

　俺は、うららかな日和の中、一人取り残されていた。

　半開きの扉の向こう。

　そこには、がらんとした空間があった。

　俺は、車椅子に座ったまま、目を閉じた。

　ハル。

　そう呼んでくれたハガナの声を思い出す。

　ハガナ。

　結局、本名はなんだったんだろう。

　うららかな日和の中、俺は胸に痛みを抱えたまま、ぼんやりと思う。

　ハガナは教会から消えていた。

　俺の十代は、こうして、幕を閉じたのだった。
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　あとがき




　本作は同人サークル「Spicy Tails」が二〇一一年から二〇一三年にかけて制作したヴィジュアルノベル、『WORLD END ECONOMiCA』を原作とした、小説版になります。原作は主にコミックマーケット等、同人誌即売会で販売されていたので、本書で初めてこのタイトルを知る、という方も多いかと思います。以降、お見知りおきを。

　本書刊行にあたっての改かい稿こう、イラストの描き下ろしは、共に原作と同じ、支はせ倉くら凍い砂すなと上うわ月つき一ひと式しきさんです。自分のほうは三年前のシナリオを読み返してもあまり変化を感じられないのに対して、上月さんは凄すさまじい上達ぶりです。ぐぬぬ、悔しい、と思いつつも、本書描き下ろしイラストで強化版上月さんのイラストがたくさん見られるので、わくわくでありました。

　原作シナリオは四百字詰め原稿用紙で三千七百枚くらいあり、それが三つの話に分かれています。本書はそのうちの第一部というわけで、物語はこの先にも続きます。本書をすでに読まれた方で、アイエエエエエ、となったそこのあなた！　続きを読めば大丈夫！　是非、二巻、三巻もお読みください！　どっちも分厚くなるけどな！　なるべく間を開けずに刊行していく予定ですので、どうぞよろしくお願いします。また、すでに原作を遊ばれている方向けにも、いくつか話を付け足して、二度楽しんでいただけるものにしていきたいと思っています（本書はその余地があんまりなかったんですが……）。

　それから、本書を読んで、面白い、と感じてくれた方には、ぜひぜひ原作のほうも遊んでもらえたらと思います。主題歌は岸きし田だ教きよう団だん＆THE明あけ星ぼしロケッツ様が、挿入歌には-PF AUDIO-様が参加してくれていたり、ヴィジュアルノベルならではの演出もたっぷりです。ついでに気になる続きも読むことができますよ！　なお、本書の原作である第一部はサークルホームページのほうで無料公開していますので、本書の購こう入にゆうを躊ちゆう躇ちよしている方はそちらをどうぞ！

　そんなことを書いていたら、あとがきというより、宣伝広告みたいになってしまいました。

　最後に、こういう本のお約束事項を書いて、締しめたいと思います。




　この本を読んで株かぶ式しき投とう資しを始めるのはお勧めできません！　危険がいっぱい！　頭痛が痛い！　私のようになってもしらないぞ！（白目）




　それではまた、次の巻でお会いしましょう。





「Spicy Tails」HP　　　

http://spicy-tails.net/　　　







株式市し場じようが久しぶりに大荒れの十月某日　　支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。第12回電撃小説大賞銀賞受賞。投資に関する本をたくさん読んでいるので、時折、投資に詳しいと思われることがあるが、恋愛ゲームをたくさんやったからと言って恋愛に以下略。
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イラスト／上うわ月つき一ひと式しき

東京在住の新米イラストレーター。Ａ型かＯ型。

睡眠が大好きで、人生の３分の２を寝て過ごす予定。

メガネの落武者Styleでコーヒー片手に今日も戦う。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「上月一式先生」係











本書は同人ヴィジュアルノベル『WORLD END ECONOMiCA Episode.1』のシナリオに加筆、修正しています。
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